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清洲 園 徒 岡 の 共 確 念 々 屋 固 と な り 、 隙 岡 産業 経済 の 建設 に 営 り つい ある の 際 、 閉 業 経済 攻 般 
の 事情 に 互 ) 所 速 に 基礎 的 調査 を 質 行 し 、 適正 災 営 な る 政策 の 決定 並 に 之 が 用 行 に 必要 な る 族 
材料 を 提供 する は 、 本 局 の 目的 と する 所 な 5? 。 

信 て 本 局 調 査 部 第 一 科 第 一 班 に 於 て は 、 康 徳 元 年 庶 以 降 畿 績 し て 農村 質 能 調 査 を 全 浦 各 蜂 に 
於 て 施行 し 来 5 、 堪 村 に 於 ける 視 合 経済 的 詳 開 係 の 共 礎 8 に rk も 
開 係 、 農 業 働 開 係 に 羽 す る 諸 翌 策 、 庶 業 経 辻 、 農業 金融 、 物 者 配給 方 法 の 改善 、 農民 負 挫 の 
合理 化 等 農業 諾 政策 樹立 の 次 を 提供 せ 5 。 

本 局 に 於 ける 農村 筑 趣 調査 の 経過 を 観る に 以下 の 如 し 

謙 徳 元 年 度 に 於 て は 、 見 づ 北 清 穀 倉地 帯 中 下記 一 六 取 を 選び 一 七 部 落 に 旧 5 て 筑 地 調査 を 施 
行 せ 5 。 

満 江 省 一 海 倫 、 望 歪 、 狂 化 、 度 城 、 呼 前 、 選 彦 、 青 周 、 商 西 、 安達 、 右 放 

王 江 省 一 富裕 、 調 河 、 非 泉 、 明 水 、 到 山 、 科 鑑 
ーー に 基き 、 主 と し て 南 滴 に カ を 注 き 、 
F 記 二 一 皮 を 選び 二 一 部 沙 に 証 り て 質 地 調査 を 施行 せ ? 。 

黒河 省 一 青 理 

静 江 省 一 洗 南 

三江 省 一 樺 川 、 富 釣 

吉林 省 一 加 化 、 毅 石 、 和 樹 

間島 省 一 延吉 

安東 省 一 六 河 、 便 城 

奉天 省 一 遼陽 、 遼 中 、 蓋 相 、 新 民 、 梨 樹 、 西 豊 、 海 琵 

負 州 省 一 黒山 、 盤 山 

熱 河 省 一 豊 審 、 審 城 s 

更に 康徳 三 年 度 に 於 て 、 伯 業 部 農林 技術 員 養 成 所 督 技士 見 習 生 を し て 、 中 南浦 中 下記 四 騒 を 
恒 が 四部 落 に 付 調 査 を 施行 せしめ た 5? 。 

奉天 省 一 鐵 鈴 、 法 庫 

吉林 省 一 伊 通 、 徳 直 
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耐 し て 貨 地 調査 に 営 り て は 、 各 双 よ ょ ヶ 原 則 と し て 耕種 農業 を 主 産業 と な す 一 部落 を 選定 し 、 
営 該 部 落 に 就 て 戸別 調査 ] 及び 「 一 般 調査 ] を な し 叔 城 又 は 開 係 市 場 等 に 於 ける 補助 飲 調 査 
を 併せ 施行 せり 》 。「 戸 別 調査 ] に 於 て は 、 部 落 全戸 に 二 》 各戸 別に 農家 経済 の 衣 様 を 革 取 し 、 
「 一 般 調 査 ] に 於 て は 、 全 部 落 信 は 営 該 地方 の 自然 的 、 和 視 全 的 、 歴 更 的 話 條 件 並 に 各戸 の 相互 
開 係 を 調査 せ } 。 之 符 調査 と 近隣 部 落 の 概況 調査 基 他 を 合 し て 村落 定食 の 機構 を 訳 し 、 更 に 
進ん で 地方 釣 事情 を 祭 知 する に 座 せ し めん と せ 5 。 

本 報 天 書 は 、 康徳 三 年 一 一 月 三 日 よ 》 約 一 ヶ月 間 に 二 》 貸 業 部 農林 技術 員 養 成 所 騨 披 十 見 因 
生 の 調査 せる $ る の に し て 、 之 が 調査 に 営 て は 本 局 直接 之 が 指導 に 営 》 、 各 調査 班 に 指導 員 を 計 
置け 》 。 
然 れ 共 調 査 中 た る 時 技士 見 名 生 は 一 二 月 末 よ 5? 叔 技 士 と し て 赴任 する こと い ヽ な 5 ち 、 其 間 約 一 
ヶ月 の 報告 取 旨 め 期間 ある に 過ぎ ず 、 是 調査 技術 上 の 理由 に 因り 本局 に て 従前 施行 し 来 め た 2 
農村 能 調査 と 多少 異 る 所 あり 、 之 が 異な れる 諸 虹 を 揚 で れ ば 天 の 如 し 。 導 
ー 調査 方 法 「 戸 別 調査 ] に 動 を 置き 「 一 般 調査 ] 及び 肥 残 劉 は 開 係 市場 等 共 け る 調 春 
は 概要 に 由 め だ 5? 。 

調 査 結果 取 纏め の 期間 充分 な ら ざる 含 、 戸 別 調査 結果 の 集計 を 現地 に 於 て 筑 施 する と と \ 
せ 5 。 

二 報告 書 の 様式 各 軽 別に 「 一 般 調査 ] 及び 「 戸 別 調査 ] を 取 旨 め 一 騒 一 尋 と せ 5 。 伯 で 
本 報告 書 は 、 鐵 嶺 、 法 庫 、 伊 通 、 徳 草 の 四 思 は ヵ 成る 。 

三 調査 貞 本 調査 は 貸 業 部 農林 技術 員 養成 所 怪 技 士 見 名 生 を 四 更 に 分 ち 、 各 正 に 本 局 よ 上 
班長 一 名 外 二 名 計 三 名 の 指導 貞 を 加 へ た り 5 。 
調査 貞 の 氏名 の 如 し 。 


人 名 班 西 康 世 | 法 庫 六 川 侯 洗 
今 野 半 雄 K 法 庫 上 第 二 居 王 楽 子 村 圏 山 子 屯 ) 度 光 外 三郎 

藤 岡 磯 夫 郎 | 久 米 健 友 

栓 本 二 秋 | た EC ig に 直 

エエ 藤 徳 乏 了 馬  . 提 辛 』 人 

矢 野 明 治 三島 不可 正 

前 男 件 次 郎 答 田上 央 証 請 

小 比類 徐 正 | | 

| 池 。 男 .』 緒 。 才 





ド ] 
絢 恵 斑 小 窟 葉 山 1 人 通 班 入 吊 | 功 
彰 島 喜 佐 時 | IH 還 語り 1 細目 5 
四 方 茂 洪 答 柚 太 郎 
宇都 富 硫 軸 埼 田 要 胃 
窒 包 官 HG 甘 = 時 澤 政 訪 
中 。 部 義 秋 田 奥 下 


移り に 本 調査 に 習 し 諸 種 の 投 助 と 高配 を 場 は りな る 開 係 各 機 開 並 に 家 民 に 半 し 深 基 な る 謝意 
を 表す 。 


鐵 誰 琲 調 査 携 党 項目 及び 氏名 















鮮 人 集 列 部 落 、 土 地 開 係 、 開 拓 史 





村 替 一 般 、 小 作 開 係 前 印 伴 丈 郎 








中 5 茸 一 般 、 村 茅 一 般 、 農 宗 却 党 西 康 此 








市 場 開 係 、 交通 、 度 量 衡 小 比類 息 正 


農業 金融 、 農 村 自 治 太 び 赴 會 生活 、 通 貨 藤 岡 磯 丈 郎 








農耕 生産 、 寿 度 要 今 野 善雄 





必 佑 開 係 層 二 栓 森 恒 衝 





農村 自治 及び 赴 人 宜 生 活 、 和 税 公 課 





嫌 徳 四 年 三 月 
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本 報告 書 は み を 記述 、 戸 別 調査 集計 表 、 選 提 戸別 調査 、 四 隣 市 基 の 他 の 四部 に 分 つた 。 

調査 年 度 は 調査 の 便宜 上 農民 の 慣 幸 に 従 ひ 陰暦 を と り 、 陰暦 主 徳 二 年 十 二 月 末日 現在 の 状況 及び 陰暦 康徳 
三 年 一 月 一 日 より 十 二 月 末日 迄 の 間 に 生起 し た 事 足 に 付 調査 し た 。 但 し 或 る 事項 に 付 て は 康徳 三 年 を も 調 
査 し た 。 

地積 は 営 該 地 方 に 於 て 使用 する も の を 其 の 位 用 ひ 、 別 に 共 の 換算 系 を 示し 、 度量 術 は 綿 て 満 洲 図 新 度量 衡 

に 擦 つ た 。 

清洲 園 新 度量 衡 は 終 に 掲げ た 。 

懸 賠 岡 は 懸 内 に 於 て 占め る 調査 志 の 位置 と 交通 開 係 を 鳥 賊 すれ ば 足り る と し 、 敢 て 茂 審 な 正確 さ を 求め な 

か つた 。 

5 拉 石 公定 偵 格 岡 家 は 、 営 該 調 査 記 を 管轄 する 税 損 局 が 石 課税 標 準 と し て 公定 し た 條 格 を 賠 表 化し た も の 
で 、 戸 別 調査 表 の 集計 に 除 し て 毛 石 税 指 の 算出 と 現物 評 條 と の 基準 全 格 と し た 。 本 岡 表 の 穀物 は 、 席 豆 
(大 豆 )、 高菜 、 殻 子 ( 粟 )、 包 米 ( 斑 吹 系 ) 共 の 他 調 査 市 に 於 て 還 要 な 穀物 を 選 控 な る も の で 、 年 度 は 税 指 
局 華 表 が 陽 暦 た る 含 其 の 伴 陽 暦 を 用 ひ た 。 

5 記述 編 は 中 の 一 般 事情 と 調査 市 事情 に 大 別 し た が 、 記述 の 同 係 上 己 む を 得 ず 中 の 読 明 を 市 の 部 分 で 行 ひ 久 
基 の 反 羊 に 市 の 説明 を 懸 の 部 分 で 行 つ た も の も 一 部 分 ある 。 

但 選 採 戸 別 調査 は 調査 市 戸別 調査 表 中 より 標準 た る べき 農家 約 四 戸 を 選ん だ も の で 、 各 戸 の 内 容 を 一 貫 し て 
観る に 便 じ た 。 

3 皿 隣 市 其 の 他 は 調査 市 の 四 隣 及び 同一 中 内 に 於 て 調査 忘 と は 地域 的 に 或 は 経済 的 に 異 れ る 條 件 の 下 に ある 
市 の 概要 を 示し た も の で 、 調査 記 に 於 ける 諸 現 象 の 特殊 性 並 に 普遍 性 を 見 る に 座 し た 。 

糧 戸別 調査 集計 表 は 十 六 表 よ り 成 つて 居る が 、 以 下 集計 表 を 見 る 上 の 注意 を 順 を 追 つて 記 す る 。 


で 


第 一 家 概況 表 


本 表 は 第 二 表 以 下 の 各 表 より 抽出 し て 農家 の 規模 及び 性 格 を 示し た 。 

『 則 家 番 跳 」 一 一 調査 年 度 た る 陰暦 康徳 二 年 度 未 現在 の 澤 家 戸 敷 を 表 は すべ き で ある が 、 調査 時 期 が 陽 暦 康徳 
三 年 十 一 月 な る 久 其 の 間 に 於 ける 離 市 者 に つい て は 調査 不能 と な り 、 集 計 表 より 除外 する の 止む な な き に 双 つ 
た も の が ある 。 従 つて 集計 表 に 記載 せる 農家 戸 敷 は 、 陰暦 康 徳 二 年 末 現 在 の 賞 数 より は 少 い 場 合 が ある 。 
経営 様式 」 一 一 各 底 家 が 現 買 に 農耕 に 商 する 仕方 に 従 つて 、 基本 形態 を 地主 、 自 作 、 小 作 、 以 功 の 四 と な 
S 逐 を 組合 せ て 区 の 十 五 の 経営 様式 と し た 。 糞 耕 に 開 典 し な いも ゃ の は 一 括 し て 雑 業者 の 名 移 を 奥 へ た 。 
上 地主 2. 地 主 押 自 作 3. 地 主 反 自作 持 小 作 生地 主 氏 小 作 5. 地 主 持 自作 持 小 作 壮 屋 芝 6. 地 主 閑 自 作 壮 
硫 農 7. 地主 閑 小 作 持 屋 農 8. 地主 委 尾 農 9. 自作 10. 自作 壮 小 作 11. 自 作 持 小作 尊 屋 壮 12. 自 任 選 典 
18. 小 作 14. 小 作 箇 届 農 15. 居 農 16. 雑 業者 

褒 此 の 場合 に 於 ける 組合 を 方 は 、 共 の 規準 に よ つ て 一 應 整理 し た 。 


を E、 







(1) 「 地 主 」、 「 自 作 」 一 一 1 敵 以 下 の 茶 園 を 貸付 或 は 自作 する 場合 と 難 $、 地 主 或 は 自作 の 男 隊 に 入れ な い 。 
(②) 「 小 作 」 一 小作 面積 が 小 で あつ て ゃ 該 農 家 に と り 重要 性 を 持つ 場合 に は 、1 敵 以 下 の 小作 を 劉 す 者 も 
作 と し た 。 5 
3) 「 屋 糞 」 一 一 戸主 が 屋 細 な る 場合 は 勿論 、 其 の 家族 員 が 年 工 、 月 工 、 旦 工 等 の 名 で 他 家 の 工業 経基 因 雇 
せら る る 場合 に 於 て も 、 其 の 芝 賃 が 該 間 家 の 経済 上 重要 な る 意義 を 持つ 様 な 左 家 に ほ 必 誤 な る 名 移 を 興 へ 
「 家 族 」 一 -「 全 数 抽 に は 他 出し て 居る も の で も 、 経 済 的 に 一 世帯 を 食す 者 は 之 を 含み 選 備 人 員 は 乏 を 剣 ま 
い 。 

「 働 員 敷 」 と は 家族 員 で 農業 苦 働 に 常時 従事 し て 居る 員 敷 の 意 。 

「 資 質 的 所 有 芝 地 面積 」 一 一 第 も 土地 較 係 表 読 明 参 照 。 

「 役 番 」 一 一 成 赤 の み を 探 称 し た 。 第 九 飼 三家 畜 表 読 明 参 照 。 

「 生 具 」 一 備 は れ て 居る 場合 は 「 代 」、 屋 つて 居る 場合 は 「 雇 」 と し た 。 

「 副 業 ] 一 便宜 上 農業 の 傍ら 金銭 政和 を 目的 と し て 行 ふ 洪 業 に 関係 ある 生産 業 の み を 記入 し た 。 

「 他 業 ] - 一 江 業 、 副業 以外 の 金銭 履 入 を 目的 と し て 、 或 は 報酬 と し て 人 金銭 政 入 の 伴 ふ 業務 を 一 括 し て 紫 の 
c 信 め た 。 











第 二 家 略 歴 表 
本 表 は 渡 滴 後 の 移 動 、 家業 の 契 枯 を 通じ て 農 察 の 浮沈 汰 況 と 示し た 。 
「 同 族 還 係 一 一 恵 内 の 同族 開 係 を 示す 包 め 符 勾 を 附 し た 。 同 旋 と は 分 家 開 係 で 連 が る 親戚 の 意 。 
「 出 身 地 」 一 一 現 戸 主 の 出身 地 と 主 ふ 意味 で は な く 、 営 該 典 家 の 開放 地 と 詩 ふ 意味 で ある 。 
「 前 身 」 一 一 現 戸 主 の 前 身 で は な く 、 寺 宮 の 身分 と 調 ふ 意味 で ある 。 
「 渡 清 後 の 移動 並 に 家業 の 在 相 」 粒 中 「s」「b」「c」「d」 な る 符 跳 の 意 は の 通り で ある 。 
「&」 一 渡 滴 後 の 移住 地 。 括弧 内 は 該 地 居住 年 敷 。 
「b」 一 一 移住 の 年 代 、 年 代 の 敷 字 は 必ず しゃ 其 の 年 を 指す の わ で は な く 、 共 の 頃 と 調 ふ 意 の 場合 が 多い 。 
「e」 一 一 営 時 の 所 有 地 面積 (出典 地 を 含み 、 入 典 地 を 除く )。 括 弘 内 は 耕作 地面 積 (自作 地 十 借 入 地 )。 
[dl ニニ 経 慕 様式 
「1.2.3. ・…・」 柚 は 洪 家 の 住居 の 移動 又は 家業 の 可 の 順 訂 を 示す 。 
第 三 家族 構成 表 
本 表 は 一 世 維 に 含ま れる 家族 と 屋代 年 工 の 性 別 年 齢 別人 員 を 示し た 。 
「 家 族 計 」 一 一 調査 年 度 未 同居 し て ゐ た 家族 以外 に 、 出 稼 、 仕 宮 、 遊 了 等 の 尽 め 不在 な る も 、 送金 、 任 送り 
に より 家計 と 演 接 な 開 係 を 有する 者 は 含む 。 
-「 年 齢 一 一 散 へ 年 に 依り 圭二 階 自 に 分 ち 該 営 員 敷 を 記入 し た 。 
「 修 遇 中 」 一 一 私 事 、 書房 、 小 隙 、 中 陣 堂 其 の 他 を 問 は 才 、 現に 攻 育 を 受け つつ ある 家族 員 吾 。 
「 識 字 」 一 一般 的 に 廊 字 を 解す る 家族 員 敷 。 
「 壇 育 ] 一 一 全く 訪 字 を 解 し な い 者 及び 一 般 的 に 識字 能力 を 有 せ ざる 家族 中 。 但 し 原則 と し て 歳 以 下 の 








を 除い た 。 
家族 員 の 芝 働 を 「 自 家 労 胡 」 と 「 被 矯 券 爺 」 と に 分 ち 男 の 券 働 能 力 に つい て は 夫々 調査 訓 に が ける 呼 移 を 共 
の 代 控 用 し た 。 
l 綻 属 者 」 一 一 老人 、 病 者 、 療 疾 者 、 幼少 者 、 移 生 等 の 如く 「 自 家 芝 働 」 及び 「 被 矯 券 働 」 に 何等 開 係 な き 家 
族 員 、 即 ち 拉 扶 養 者 の 意 。 但し 不具 疾病 者 と 難 、 涯 働 に 従事 する 者 は 之 に 含ま な い 。 
「 年 エエ 」ー 一 調査 年 度 中 農業 労働 に 届 備 し た 年 工 。 
第 彼 備 苗 働 表 
本 表 は 家族 員 の 券 力 が 他 家 の 農 業 経営 其 の 他 に 開 異 せる 形式 、 程度 及び 之 に 至 す る 貨 等 を 玉 し た 。 
「 耕 作 地 」 一 一 自作 地 十 倍 入 地 
「 賃 計 」 一 - 全 労 任 の 絶 和 
『 年 エエ 」「 月 工 」「 日 工 」 繝 は 、 何れ も 工 臣 働 に 備 は れ た 者 の み を 學 け た 。 
「 共 他 寝 備 」 一 農業 券 働 以外 の 報酬 を 得 て 編 す 働 一 切 を 含む 。 
第 エ 大 備 澤 働 表 
本 家 は 自己 の 媒 業 経営 及び 其 の 他 の 業務 に つき 、 共 力 を 他 家 よ り 屋 休 せ る 諸 開 係 を 示し た 。 第 四 被 備 券 働 表 
と は 表 論 の 開 係 に ある 。 
綻 つ て 「 苗 賃 計 !「 年 工 」「 月 工 」「 日 工 」「 屋 和牛 具 」「 換 工 」「 挿 具 」「 其 他 選 備 」 の 扱 ひ は 第 四 被 備 券 働 胡 と 同 
様 で ある 。 
第 六 演 働 開 係 表 
本 表 は 農業 基 の 他 の 働 者 (年 工 、 月 工 、 日 工 ) 各個 に つき 働 の 種類 及び 條 件 其 の 他 諸 開 係 を 示し た 。 
「 年 齢 一 一 夫 + 年 工 、 月 工 の 年 齢 を 示す 。 
「 苦 務 種類 」 一 一 調査 地方 に 於 ける 呼 稀 を 其 の 僅 採 用 し た 。 
第 七 土地 開 係 表 
本 表 は 主として 所 有 、 押 、 典 、 貸 借 開 係 の 下 に ある 土地 の 種類 、 面積 及び 其 の 利用 状況 と 示し た 。 
土地 の 種類 は 謀 民 の 慣行 に 偽る 地目 に 従 つ た 。 例 へ ば 宅地 利用 と し て 作付 し て ゐる 面積 も 宅地 と し て 扱 つ た 
主 地 の 面 積 は 綱 面 積 又 は 之 に 近い 面積 を 表 は し 、 地 巻 面 積 と は 必 す し ゃ 一 再 し な い 。 第 十 一 公 和 和 公課 表 読 明 
参照 。 
『 資 質 的 所 有 熟 地面 積 」 一 - 農 家 が 買 際 に 自作 貸付 に 依り 履 盆 を 乱 し て の る 執 地面 積 を 示し 、 従 つて 出典 面積 
を 除き 、 入 典 面積 を 含ん で ゐる 。 
[貸付 地 」 一 貸付 小作 地 の 附 加 物 及 び 建 物 附 加 物 た る 茶園 、 普 通 畑 を 含む 。 
[借入 地 」 一 借入 小作 の 附 加 物 及び 建物 附 加 物 た る 茶園 、 普 通 各 を 含む 。 
共有 地 に 付い て は 、 市 の 代表 家 に 共有 地 全 面積 を 一 括 記入 し ヽ [備考 」 欄 に 共有 農家 を 附 記し た 。 和 谷 代 表 洪 
家 以 外 の 共有 典 家 に 付い て は 、 共 有 地 全面 積 を 括弧 の 上 記入 し た 。 代表 慕 家 不明 な る 場合 は 、 共 有 工 家 に 夫 


例 


「 地 鋳 債 」 一 地 券 面 上 の 所 有 面 積 に し て 質 除 の 所 有 面 積 と は 一 再 し を いと と が 多い 。 調査 市 に 於 で 土地 議 


々 全面 積 を 括弧 の . 上 記入 し 、 
「 備 考 」 搬 に 共有 典 家 を 記載 し た 。 共同 使用 地 に つい て $ 同 様 に 扱 つた 。 


第 八 建物 大 糞 具 表 


本 表 は 建 魏 物 並 に 大 過 具 に つき 示し た 。 
「 住 居 房 子 敷 」 一 一 佳 居 に 供 せ せら る * 家 屋 の 間 敷 の 意 。 
「 家族 種 類 」 一 一 家屋 の 建築 様式 を 示す 。 
「 農 合羽 子 数 」 揃 及 び 「 者 合 」 揃 の 「 所 有 」 に は 便宜 上 入 典 を 含み 出典 を 除い た 。 洪 具 の 共有 、 共用 に つい で 
は 第 七 王 地 開 係 表 の 共有 と 同様 に 扱 つ た 。 


第 九 飼養 家畜 表 


本 表 は 役 畜 及び 農家 経済 上 重要 な る 用 畜 の 年 度 未 保有 敷 並 に 年 度 内 に 於 ける 増減 等 を 示し た 。 
成 仔 の 標準 は 牛 は 清二 年 未 滴 、 馬 ・ 氷 ・ は 漠 三 年 未満 、 豚 ・ 編 着 ・ 山 羊 は 浦 一 年 未 清 を以て 他 と し た 。 
「 貸 付 」 (寄託 ) 揃 及 び 「 借 入 」 (受託 ) 拉 に は 長期 に 瓦 る る の の み を 擦 銚 し た 。 家 埋 の 共有 、 共 用 に 付い で 
第 七 土 地 開 係 家 の 共有 と 同様 に 扱 つた 。 
第 十 小作 開 挨 表 
本 表 は 小作 開 係 と し て 比較 的 表示 し 易い 部 分 に 付い て の み 示し た 。 
「 地 主 」 一 括弧 内 は 叉 小作 の 中 間 地 主 を 示す 。 
「 誇 書 及 保 誠 人 の 有無 」 一 一 ( 書 ) は 誇 書 あり 、 (人 ) は 保 詩 人 あり の 意 。 
「 小作 地 」 一 一 小作 附 加地 を 含ま ざる 小作 面積 。 
「 小 作 地 附 加 物 」 一 一 小作 地 以外 に 地主 が 小作 人 に 無償 で 貸 奥 又は 給 奥 す る も の 。 
「 小 作料 附 加 物 」 一 一 主たる 小作 料 ( 手 石 、 現 銀 ) 以 外 に 小作 人 が 地主 に 納付 する も の 。 
「 畿 績 年 青 」 一 一 営 該 小 作 半 係 が 買 際 に 織 績 し た 年 敷 。 
共同 小作 に つい て は 第 七 土 地 開 係 表 の 共有 と 同様 に 扱 つ た 。 
第 記 二 JI 公 上 全 和 3( 課 まま 
本 表 は 課税 物件 、 課 税額 並 に 納付 状況 と 示す と 共に その 分 雰 開 係 を ゃ る 示し た 。 
公租 公 課 の 納付 は 、 調査 年 度 中 に 納入 され た も の に 付い て の み 記入 し た 。 従 つて 年 度 揃 に 「 大 元 」 と あ 5 
は 、 調査 年 度 中 に 納付 し た 税額 の 中 大 同 元 年 度 分 を 示す 。 
本 表 ( 共 一 ) 国 弁 の 項 に つき 。 
「 所 有 面 積 」 一 一 第 七 革 地 較 係 表 (大 一 ) の 「 所 有 地 」 拉 の 「 弧 計 」 と 同一 の も の 。 








有 者 の 夫 * よ り の 地 普 の 提示 が 困難 で あつ た 含 巳 を 得 す 地 錠 面 積 は 市 民 の 言 ふ 所 に 従 つ た 。 ま た 登記 た なき 葵 
地 巻 面 で は 一 人 の 名 凌 な る も 賀 除 に は 敷 人 に 分 割 所 有 せ せら れ て ゐる 場合 が ある 。 分 守 に つい て 特に 多い 。 甘 
か る 場合 に は 「 地 券面 」「 課 劉 面 積 」「 鷹 納 額 ] 「 納 付 税額 ] の 記入 は 地 券 保管 民 察 に 一 括 記 入 し 保管 芝 ぎ : 


2 


上 農家 の 該 営 側 に は 括弧 の - 上 記入 し た 。 此 の 場合 に 於 け る 和 松 負 拉 分 の 投 受 は 便宜 上 夫 +「 地 主 へ の 支 挑 額 」 

[小作 人 より の 受入 額 欄 に 括 級 の 上 記入 し た 。 

記 課 彼 面 策 」 一 地 券 面 債 を 基準 と し て 、 そ の 全面 柄 或 は 何 割 か に な つて 居り 、 地 方 に 依 つ て 一 様 で は な い 。 
本 開 「 差 引 計 」 は 自己 名 義 課 役 面積 の 計 を 示し た 。 本 欄 「 所 有 地 」 は 入 、 出 典 地 を 含ま ざる 純 所 有 地 、「 出 
典 地 」「 入 典 地 」 は 典 胡 の 手 続 を 経た る も の を 表 は し 、 括弧 内 の 敷 字 は 未だ 手続 を 経 ざ る 面積 を 示す 。 

「 鷹 納 額 」 一 -「 課 役 面 積 」 に 再 す る 課税 額 。 

』「 細 付 税額 」 一 調査 年 度 中 に 納付 し た る 人 額 。 

前 表 」 一 納期 を 経過 せる 久 徴 収 せら れ た 誠 金 
『 入 典 者 より の 受入 額 」 一 土地 を 出典 せる 場合 未だ 税 契 手 績 を 信 さ ざる 穏 め 、 該 土地 に 怪 す る 税 負 捨 を 入 典 

者 より 受入 れ た る 額 、 或 は 入 典 者 が 出典 者 に 代 つ て 直接 納税 立 る 額 を 示す 。 

「 出 典 者 へ 支 挑 額 」 一 前 項 と 逆 の 開 係 で ある 。 

『 小 作 人 より の 受入 額 」「 地 主 へ の 支 挑 額 」 一 地主 及 小作 人 と の 間 に 於 ける 和 税 の 負 拉 開 係 を 表 は す 。 但し 
疾 弧 内 に 付い て は 前 記 「 地 券面 積 」 開設 明 会 了 。 

「 差 引 」 一 - 該 農家 の 買 除 に 負 搭 せる 額 を 示す 。 
第 十 二 作物 別 播種 面積 走 改 量 表 

夫 表 は 作 物 の 種類 、 拠 面積 、 履 量 及 び 作 付 の 胡 選 と 示し た 。 

且 播 衝 面 積 」 一 宅地 利用 作付 地 を 含み 二毛作 面積 に つい て は その 延 面 積 と し た 。 

「 履 量 條 浅 以下 面積 」 柚 中 の 括弧 内 は 愉 皆 無 面積 示す 。 3 

第 十 三 畑 産 物 豆 却 表 
本 表 は 則 産 物 及び 副 赴 物 に つき 実 友 量 、 時 期 、 実 色 方 法 、 販 害 旨 、 手数 料 、 税 指 等 を 示し た 。 

『 自 己 支 田 」 一 一 車 馬 借入 吉 又 は 押 搬 結 、 飲 食費 、 宿 泊 宮 、 登 備 連 等 販 需 に 要 し た る 経費 の 中 「 手 数 料 」、「 税 
直 」 以外 の 吉 用 を 指す 。 

『 手 救 料 」 一 - 損 機 或 は 車 店 等 に 於 て 由 産 物販 害 代 金 受取 の 際 、 そ の 中 より 直接 差 9| か れ た 手数 料 を 示す 。 

第 十 四 生活費 現金 支出 表 
本 表 は 温 穴 の 生活 旨 の 中 現金 支出 ( 未 抑 を 含む ) を 示し た 。 
本 項 調査 に 於 て は 調査 の 便宜 上 、 生 活 井 現金 支出 の 全部 を 調査 せる 農家 と 、 丈 め 重 要 宴 目 を 指定 し て 、 そ れ 
の み を 調査 し た 典 家 と が ある 。 従 て 集計 も 二 種 に 分 れ て ゐる 。 

|『「 佳 居 旨 」 一 家賃 を 含む 。 「 

年 紙 」 一 一 年 末 に 正月 用 と し て 購入 する 祭 妨 用品 。 間 民 の 年 紙 と 稽 す る も の \ 中 に は 澤 に 祭 用 品 の みな ら 

還 # 寺 月 を 迎 と る 准 筐 と し て 購入 する 食料 品 共 他 を 含む も 、 半 に は 単に 祭 和 用 品 の み と す ろ 。 但し 民 の 記入 

條 男 の た め 、 巳 む を 得 ナ 一 括 し た も の も ある 。 


「 
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第 十 五 貸借 開 係 表 
本 表 は 農家 の 貸借 開 係 を 示し た 。 5 
貸借 は 貨 向 及 び 現 物 の 雨 者 に つき (一 ) 調査 年 度 以前 に 借入 (貸付 ) を な し 調査 年 度 未 に 於 て 未済 ( 未 回 数 * 
の も の ( 二 ) 調査 年 度 以前 に 借入 (貸付 ) を な し 、 調査 年 度 内 に 返済 (回 習 ) せる も の ( 三 ) 調査 年 度 中 (に 
僅 入 (貸付 ) を な し 同年 度 内 に 返済 ( 同 政 ) せ る も の ( 四 ) 調査 年 度 中 に 僅 入 (貸付 ) を た し 年 度 未 に 於 て 
未済 未 回 表 の も ゃ る の に つき 弧 て 調査 し た 。 
倫 到 に は 現 軟 に 行 は れ た 貸借 の 外 、 調査 年 度 以前 に 於 ける 掛 加 、 掛 電 及 び 小 作料 其 の 他 の 未 政 、 未 挑 に つい 
て ゃ 貸借 開 係 と し て 取扱 つた 。 
國 乏 以外 の 貨 向 に 偽る 貸借 は 弧 て 國 向 に 換算 し 、 現物 貸借 の 評 全 は 次 の 基準 に 佐 つ た 。 
名 石 は 税 指 局 華 表 に 係る 公定 條 格 の 和 均 全 に より 評 條 し た 。 但し 公定 偵 格 表 に 記載 な きも の は 和 鶴 宮 物 償 表 に 
依 つ た 。 
各 取 の 評 全 基準 は 次 の 如く し た 。 
小 美 は 七 月 乃至 十 二 月 の 下 均 偵 
小 奏 以 外 の 所 石 は 九 月 乃至 十 二 月 の 主 均 條 


第 十 大 現金 改 支 表 





本 表 は 深 家 の 現金 政 支 ( 未 挑 、 未 小 を 含む ) を 示し た 。 
各 項 目 に 付 三 邊 に 分 ち 中 段 は 費 際 に 授受 せら れ た る 現金 を 表 は し 下 段 は 未 収 又は 未 朱 を 示し 上 自 は その 合計 
で ある 。 
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0.32 メ ー ト ル | 
1.60 メ ー ト ル | 


576.00 メ ー ト ル | 
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5.280 尺 


1.900.800 尺 
5 町 16 間 4 尺 8 寸 
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丘 ー 0.5 証 133.3333 入 1.22097 ラ ント (分 特 ) 
| P 
搭 100 丘 | 50.0 刻 1.3338 貫 3.05241 プ ー ト ( 普 得 ) 
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= 計 [ 1 っ = で ま = 地 
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| | 
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貴 ラ 竹 1 誠 凍 」 1.02 0.8500 所 
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| ss 4 0 デー 記 人 | デ - 
シ | 未 尺 5 尺 吾 方 | 525 吾 方 尺 | 1 天 地 10 誠 | 6 大 2 沙 


1 中 240 性 6 訪 1 方 45 天地 
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佐 演 頻 農 和泊 能 調 査 報告 書 
第 一 部 記 湾 編 


第 一 編 懸 勢 一 胡 
第 一 草 了 の 冶 革 及び 現状 


第 一 節 自然 的 條 件 


世 位 軒 
本 落 の 位置 は 北 絆 49 度 25 分 、 東 経 128 度 35 分 で 、 奉天 省 の 西北 部 に 営 、 南 は 新台 子 衣 を 過ぎ で 


溢 陽 区 に 接し 、 北 は 山 頭 保 騨 を 越え て 開 原 悪 に 連 つ て ゐる 。 凍 鐵 本 線 を 中 軸 と し て 鷺 城東 方 約 132 半 の と 
と ろ 、500 米 を 摩 す る 黒々 た る 山系 を 以 て 清原 撫順 中 と 境 を 接し 、 西 方 遼河 洛 來 漢 と し た 浜 地 を 隔て 
法 庫 肖 に 連 つ て ゐる 。 
言 地 逐 

山系 は 多く 東部 及び 北部 に 散 達 し 、 河 及び 柴 河 の 南北 雨 大 に 党 つ て 山陵 起 供し 、 之 等 は 多く 東西 に 走り 、 
鐵 嶺 中 城 に 操れる も の は 税 首 山 と な つて ゐる 。 

作 河 以西 は 斑 原 が 基 だ 多く 、 一 望 百 里 決 野 限り 無く 績 いて お り 、 問 に 山 徐 が ある が 、 仏 し 鱗 り 高い 山 は な 
い 、 河 川 は 光 づ 憶 河 が あつ て 北 か ら 皮 内 に 流れ 込ん で 、 山 岳 地 若 の 西端 に 党 つ て 星々 と し て 叶 流 し 、 西 南 
か ら 出 て いつ て ゐる 。 之 に 加 ふ る に 江 河 と 菜 河 は 略 立 行 し て 牙 境 肉 の 山間 地 甘 を 縫 ひ 、 西 流し て 何れ も 遼 
河 Ic 注 いで ゐる 。 汎 河 は 柴 河 より も 長く 、 南 の 方 を 流し て お り 、 と の 三河 は 何れ も 軍事 、 商 業 、 交通 上 重 
要 な る 意義 を 有する 。 


三 地質 及び 土 性 


東部 に 葬 達 し て ゐる 山地 は 大 古 系 で 、 北 部 の も ゃ の は 中 生 居 に 属し て ゐる けれ ども 、 ヽ 之 等 の 山系 は 概して 傾 
護 太 だ し く 農 耕地 の 條 値 徐 い る の で ある が 、20 度 以 上 の 人 衝 面 を も 耕 作 し て の る 。 殊 に 、 中 生 居 に は 割合 
に 傾 衝 立 か な 所 が ある の で 、 耕地 は 比較 的 多い 。 

婦 汎 河 は 大 大 系 山脈 より 出 で 、 狭 少な 沖積 唇 を 形成 し な が ら 本 流 た る 遼河 に 注ぐ ヽ 遮 河 は 太古 大 と 中 生 礎 の 
間 に あ つ て 流れ 、 支流 に 比べ て 、 大 きた 沖積 大 が 形成 せら れ て ゐる 。 沖積 逢 の 地勢 は 大 有 通 年 揚 で ある が 、 


2 
所 を に 小形 の 風 砂 丘 が ある 。 中 生 居 た る 林 西 内 河 、 三 昌子 、 如 秀 江 、 木 威 方 面 に は 各所 に 昔 の 河床 で あつ 
た 沼地 や 窪地 が 出来 て お る 。 
【( 双 () 義 民 質 
鐵道 洛 線 は 圭 土 で 、 テ ルカ リ 性 を 含む 重 粘 な 排水 不良 士 で あり 、 尋 酸 加里 の 含有 量 が 多い 。 左 河 党 大 ほ 
沖積 居 エ で ある が 、 壌 廿 及 砂 土 で ある 。 
東部 及び 北部 は 壌 質 砂 土 及 確 質 壌 砂 主 が 多い 
本 中 内 を 通じ て 層 河 演 大 及び 山岳 地 薄 の 一 部 を 除い て は 、 洪 耕 上 概して 良好 で ある 。 
() 表土 の 深 さ 1 
東部 及び 北部 地 薄 は 一 般 に 浅く 20-25 六 で あり 、 西南 地 藩 は 25-30 柱 で ある が 、 疾 河 営 岸 は 沖積 太 
砂 土 で ある 劉 、20 一 85 冶 の 深き さき で ある 。 
(の 間 夫 の | 色 
本 忠 内 は 黒土 の 筒 所 は な く 、 弧 て 臣 色 土 で ある 。 
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時 其 期 間 借 考 
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科 ま 細 語り 志 月 還 訴 5 合 月 圭 の 深度 最深 8 寺 
降 衝 6 周 丹 証 ら 軍 目 


結 水 期 月 24 日 頃 
解 ホ 期 3 月 25 目 
地下 凍 結 初 

地下 凍結 経 12 月 10 日 





地下 凍結 深度 1 7%、37 一 60 

呈 越 風 西南 風 ( 軟 又は 和風 ) #- こ 5 月 に か け て 強い 、 北 風 は 11 月 に 多い 。 

地 BE 水 

右 別 | 地 人 3 お 当 本 証 | ポ 深 | - 示 清 記 

要 E 本 法 m 際 潤 m m 
1 時 滑 房 4.0 1.0 3.0 
2 張 家 模 ヨゴ 3.5 1.5 2.0 
9 施 海 市 7.9 6.0 1.9 
4 演 路 12.0 6.0 | 6.0 
7 DO 宗 市 9 6.5 | 3.0 
5 諾 民 市 10 5 6.2 
6 式 大 保 8.8 4.5 | 4.3 
7 政 家 模 6.0 | 38 | 22 
8 阿 圭 傘 子 8.0 | 2.8 Sa 














十 其 
播 竹 期 の 雨量 。 極 く 少 な か つた 。 
耗 少 ) 然 
で ある 。 


| 席 竹 8 年 度 (昭和 2 年 庶 ) 鐵 






















7 月 10 日 か ら 8 月 10 日 項 迄 
2 年 3 ま 月 に は 7・2 燈 (2・8 耕 少 ) 5 月 は 24・3 舶 ( 有 ・2 
し 全 懇 と し て は 修 り 少く な い 。 至 年 の 717 ・8 簿 に 比 し 、 共 の 差 は 僅か 


清 鐵 


青 園 観測 








































ei 
時 所 温 高明 低 最低 地温 の 症 馬 YS 誠 力 混 度 | 降水 量 時 致 晴 晶 ee 蒸 王 量 
1 90.21 95 8276| 2792l| gu.sgl sa21| 63 2.1| 87.6 5 | 当 還 還 2 
2 上 91.74| 273| 88.40| 85.04| 87.33| 95.39| 96.07| 32| 27.4| J 20290| 21| 2| 一 | 88.7 
3 4.43 86i| 94.15| 91.02| 0.14| 0.13 9991 40| e34| 4 引 2540o| 23| 8 2| 1560 
| 8 za) iee| angl ssd ss 人 622| 55.2| 2. 268.70 ii | 2 
中 ig49| 2405| 78o| 32| 140| 13.32 3.30| io0| sagl 243 263.50| 16 15| 8| 322: 
| 222!| 25.58| 1i4.8e| 1200| 19.95| 18.93 169| 154| 77.8| 1252 1655| 1 | 143.2 
7 25.81| 28.94| 19.88| 17.33| 24.73| 23.81| 23.59| 20.3| 82.4| 118.6| 145.20| 1| 20| 16| 1262 
引 |260| 2945 83| 545| 24se| 24.30| 2455| 92| 752| 276 76u0 23 8 | 151.Q 
玉 間 用 2a| 252 ooo eel za naszl ieogl 2i| seal sz4l2ao50| 22 8 2 riog 
0 請 1395| 176| 608| 2900 1098| 1181| 1294| 86| 218| 87.5| 15925| 15 3 12 104.2 
同上 l2296| so suse| 872sl 144| 29e| 428| 3 125| 139 196.00| 18| 2 4 62.2 
12| 90.53| 94.45| 8202 | - や | だ 町 すき 5 了 | 1|  e30 



































康徳 3 年 度 鐵 久 頻 井 水 検査 成績 表 (浦佐) 
新 童子 | 新 豪 子 | 久石 中 | 負 石 山 | 斑 項 供 | 鐵 領 | 呈 招 左 
(⑤ 組 井 ) (6 競 井 ) (市 街 井 ) ( 往 宅 井 ) ( 騨 井 ) | (水源 井 ) 2 
加 度 | 徴 黄 色 | 無 色 | 無 名 / の 2 
潟 度 | 0 細 秀 明 / / / | / / 
自 味 | 徴 泥 臭 あり | 異状 な し | 赤 掲 革 滅 あり / 異 沢 な し / / 
反 應 | 静 ア ルカ リ し 4 / 74 4 / / 
7 10.65Cmg | 14.910mg | 56.800mg| 10.650mg 74.550pg| 0.8165mg 0.7810ng 
No. 23 微量 検出 | 不 検 軸 / 微 = 検出 | 不 検出 | / / 
NH 不 検 出 / / 拭 。 跡 | 不 検出 0.948 0.790 
KM Oi 回 芝 1264 | 1264 1.896 1.896 3.160 171.6 181.0 
硬 度 ( 狗 衝 法 ) 5.56 5.83 4.58 5.89 416 。 | 53i 5.11 
OL の 27 80 106 | 28 21 
組 前 乗 盗 迷 918 334 | 
飲 用 | 不 適 適 / 不 身 滴 | / 5 敵 
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第 一 委 消 革 


本 叱 は 導 東 全島 の 一 健 隅 に 倍 し て その 歴史 極め て 古く 、 開 覆 年 代 も 赤 他 唆 に 比べ て 古い 。 
杉 は 遠く 計 の 時 代 に は その 青州 の 北 域 を な し 、 腐 の と き に は 営 州 の 北 域 に た り 、 夏 の 時 代 を 経て 商 の 時 代 
に は や は り 唐 代 と 同様 で あつ た 。 

周 の と き は 鼻 慣 氏 に 属し 、 泰 の と き は 遼東 郡 に 編入 その 北部 を 占め て お た 。 

湊 の 時 代 に は 、 提 表 園 地 の 業 浪 郡 に 属し た 。 

現に 下り 初め 庶 東 北部 に 司 し 、 双 後に 業 浪 衝 の 一 部 に 編入 せら れ た の で ある 。 

晋 の と き は 、 高 角 と 開 係 を も つた が 、 そ の 問 宋 、 許 、 菜 、 陳 は 、 未だ 中 國 版 園 に 入ら な か つた 。 
階 の 時 に は 、 越 嘉 國 地 で 唐 に 至り 富 州 の 一 部 と な つた 。 

五代 の と き 北 女 眞 地 で あり 、 宋 の と き 遊 東 に 属し 、 衝 時 代 に は 、 本 氷 境内 に 成 州 、 興 州 、 貴 徳 州 、 贅 示 信 
州 が あつ た が 、 と の 内 成 州 は 現在 の 北 境 の 玉 需 保 村 に 営 り 、 興 州 は 銭 抽 方 60 滝 里 の 路 村 が 之 で あり 、 請 
足 徳 州 は 東南 で 、 溢 陽 東北 方 を 距 ろ 90 浦 里 に 位 し て お り 、 汎 河 の 流域 に 司 し 、 現在 の 大 汎 河村 に 営 、 
双 城 は 簡 河 西方 を 距 る 60 清里 古 城 子 村 に 営 り 、 信 州 は 東北 界 に 同 し て ゐる 。 】 
謗 の 時 代 に は 着 く の 如 く で あつ た が 、 茨 い で 金 の 時 代 に 於 て 弟 内 は 銅山 惑 ( 世 河 、 汎 河 、 柴 河 に 抱か れ た る 部 
分 今 の 臣 茂 )、 新興 長 C 以 前 富 州 、 民 皇統 3 年 に 改 策 、 地域 は 同 前 今 の 如 茂 提要 導 ( 途 時 代 の 興 州 、 深 
藤 の 地 )、 到 山名 ( 同 前 )、 引 徳 落 ( 況 河 の 流域)、ic 分 けら れ た 。 ( 
元 の 時 代 今 の 路 村 は 、 勅 州 と 呼ば れ 、 志 陽 路 に 属し て ゐ た が 、 貴 徳 州 は 改訂 せら れ た 。 
明 の 時 代 に は 、 成 年 府 の 鐵 嶺 笑 を 廉 し 、 洪 武 21 年 本 氷 内 に 鐵 響 街 を 設け られ 、 億 東都 指揮 司 の 下 に 司 し 


の で ある 。 















き 


と の 前 の 銭 衛 と 、 後 の 銭 只 街 と は 、500 滝 里 を 隔て ヽ 央 農 と 界 し て ら る の で 、 遼陽 の 南 の 鐵 吐 を 移し た 糧 
の と 見 られ て お る 。 遼東 都 指揮 司 と 言 ふ の は 20 個 衡 を 統轄 し 、 鐵 嶺 は その 第 6 術 に 営 つて 居 た 。 正 続 和 征 
か ら は 汎 河 に 城 を 設け られ て あつ た 。 

清 の 時 代 康 昭 3 年 鐵 嶺 衡 は 万 せ られ 、 鐵 顎 次 と 改 移 奉 天 府 に 司 し た が 、 頻 は 依然 明 時 代 の 蒼 街 城 に 在 つ た 。 
( 今 の 懸 城 の 西門 は 准 城 の 東門 に 営 つ て ゐる ) 共 後 乾隆 436 年 8 月 に 至り 、 今 の 惑 城 が 築造 され て 今日 に 
ん で お る の で ある 。 

本 上 葉 区 環 の 消長 は 遼河 の 利用 と 言 ふ こと と 徐 接 の 開 係 が あり 、 特 に 近世 に お いて 然 り で ある 。 

即ち 億 河 を 控 へ て お る 本 門 は 、 南浦 に 於 ける 物 交 集散 、 交 通 、 軍 事 の 大 中 心地 で あつ た が 、 鐵道 開 設 せ ら る 
\ ヽ に 及 ん で 共 の 彰 響 を 受け 、 本 路 市 場 は 滞 次 蒲 條 の 一 路 を 辿 つ ゐる 。 

本 別に 於 ける 一 般 的 航 運 の 起り は 、 清 の 成 豊 3 年 に 奉天 舟 軍 の 奏 請 に よ つ て 、 茂 西 を 距 る 5 清里 の 馬 蜂 漠 
を 航 深 と し て 、 東 西園 場 の 革 地 を 区 第 に 守 下げ けた の に 始ま る 。 

季 年 各 季 に た る と 、 遼河 上 流 の 東西 北 各 地 の 根 車 は 何れ も この 計 市 に 集 ま つ て 、 従 つて 光緒 20 年 に は > 
に ある 灯 機 は 大 小 70-80 家 の 多 敷 を 逆 ふ る に 至 つた 、 そ れ ら は 礎 季 解 水 と 共に 船 舶 で 直接 営 口 迄 運 較 し 
$ も の で ある が 、 移 出品 は 主として 黄 豆 で 、 同 地 は 買 に 重要 港 で あり 、 笑 河 震 屈指 の 良港 で も あつ た 。 


lc と の 時 代 は 本 地 商 業 ひ いて は 工業 の 極 訂 時 期 で あつ て 、 又 航 夢 の 極 盛 期 で も あつ た 。 

釣り 時 世 の 進 歩 は 抗 し が た く ヽ 南浦 鐵道 が 救 設 さ れる に 玉 つ て 、 深 河 は 奥地 軸 品 の 荷 揚 地 た る の 意 状 を 失 ひ 、 
加 ふ る に 又 、 藩 海 線 、 四 洗 線 等 敷設 せら る い ヽ に 及 ん で 、 東 山地 方 特産 物 の 大 部 を 夫 天 、 開 原 、 四 下 街 等 に 克 
は ほれ る に 玉 り 、 高座 の 吉 賃 ( 鐵 嶺 、 芝 口 聞 は 特産 物 1 石 任 1.90 周一 2.30 周 、 之 を 六 豆 30 薦 車 175 石 の 
織 道 任 と 比較 する と 、210.20 岡 待 02.50 個 で あつ て 約 2 倍 弱 の 高 奉 に 常 る ) は その 利用 條 値 を 甘 し く 低 
I ド せ し む る に 至 つた 。 
以上 の 諸 黙 に 依り 多大 の 影響 を 来 し 、 航 は 蒲 條 た る 汰 況 を 早 する 様 に な つた 。 


第 三節 開 拓 更 
未 項 は も と 旗 習 街 門 に 勘 め て 居 た 、 現 避 農 會 長石 吾 呂 氏 より 尿 取 し た も の で ある 。 


ー 開拓 以前 の 状況 


本 懸 の 開拓 以前 明 の 時 代 ま で は 全然 不明 で ある が 、 清 朝 営 初 まで は 全部 族 地 で あつ た も の い 如 く 、 漁 河 丁 
岩 に 北 分 の 官 幕 、 蘭 園 等 が あつ た と 言 は れ て 居る 。 

現在 の 第 1、4 民 は 殆 ん ど 荒 地 で 、 第 5、 6、7、8 層 は 温 地 多く 、 第 2 居 は 森林 地域 と 言 は れ て 居 た 。 
森林 地 勤 と 移し て も 勿論 大 樹 が 客 生 し て の ゐる わけ で は た な たく 、 敷 株 の 樹木 が 距 野 の 族 虎 に 郵 在 し 、 他 地方 よ 
り も 比較 的 多い と 言 ふ 程度 の も の で あつ た 。 

庫 時 は 現在 の 内 外 革 古 地方 か ら 宗 古人 が 流入 し て 来 て 、 遊牧 を 業 と し て 居 た と 言 は る ヽ か ら 全 く の 和 遊牧 地 
藩 で あつ た 様 で ある 。 

明 の 時 代 中 城 附近 に 200 戸 位 の 人 家 が あつ た と 言 は れ 、 営 時 現 足 城 の 東方 20 満 里 の 虚 に 樹林 が あり 、 其 
虎 に 虎 が 棲 生 し 、 毎夜 人 埋 を 害し た と 言 ひ 僚 へ られ て 居る 。 其 の 営 時 か ら 本 引地 方 一 美 を 銀 洲 と 呼ん だ 。 
清 の 初代 康 民 年 代 ( 約 250 年 前 ) か ら 洒 く 移住 する 者 が あり 、 乾隆 年 代 ( 約 200 年 前 ) に は 中 部 支 那 か 
漢 民族 が 移住 し て 農耕 に 従事 し た 。 

と の 頃 に は 湊 人 で も 共 の 家族 の 氏名 と 人 敷 を 記 衣 し て 、 旋 人 入籍 希望 を 営 局 に 申請 し て 許可 を 得 れ ば 自由 
le 旗 人 と な る こと か が 出来 、 土 地 を 領有 する と と も 出来 た 。 之 が 即ち 包 化 旋 人 と 積 し て 居る も の で ある 。 
立 慶 道 光 年 代 ( 約 140 一 150 年 ) 前 に な つて か ら 、 二 品 、 三品 以上 の 功 券 者 で な けれ ば 旗 人 と な る こと が 出 
来 な く な つた 。 族 人 と 言 ふ の は 即ち 清洲 族 人 で 、 瞬 化 族 人 の こと を 漢 軍旗 人 と も 言 ふ 。 


- 東 


上 藤 の 開拓 喝 


が ど 着目 


明 の 未 頃 一 部 耕作 せら れ た 土地 も あつ た 様 な こと も 言 は れ て 居る が 、 は じ め て 一 般 に 土地 の 解放 を 行 つ た 
の が 上 康 早 年 代 ( 約 240-250 年 前 ) で ある と 言 は れ て ゐる 。 
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三 農民 移住 及び 耕地 増減 の 大 況 


6 
営 時 は 何人 で も る 旋 署 御門 に 願 出れ ば 、 其 の 土地 の 番 角 、 面 積 及 び 挑 下 人 の 氏名 を 魚 鱗 呈 と 言 ふ 一 種 の 主 地 
牽 帳 に 記載 し て 、 無償 無 條 件 で 其 の 願 出 面積 (多い の は 1000 天地 少な い の は ほ は 10 天地 位 ) の 挑 下げ を 受 
ける と と が 出来 た 。 

挑 下 け 後 は 耕作 蘭 る と 否 と に 拘ら ず 課 税 芝 らち れ た が 、 基 の 税額 は 不明 で ある 。 

此 の 挑 下げ 土地 は 、 頻 城 を 中 心 に し て 東 、 西 、 南 、 北 の 四 つ に 分 け 、 そ れ ぞ れ 正 白 、 正 藍 、 遍 碧 、 且 黄 と 
各 し 、 其 の 領有 し て 居る 芋 地 に よ つ て 次 際 居住 し て 居る 地域 の 如何 を 問 は ます 、 正 白旗 人 、 正 藍 族 人 、 記 自 
旗 人 、 訂 黄 族 人 と 稽 し た 。 此 の 様 に 比較 的 優遇 し た 移民 政策 を と つた の は 、 営 時 既に 中 園 の 人 品 が 過剰 で 
あつ た 乱 で 、 純然 た る 植民 政策 に 佐々 る も る の で あつ た 。 

営 敬 地 方 に 於 て は 特に 清 丈 と 言 ふ 様 な ゃ る の は 行 は れ た と と は な く 、 唯 光緒 27 年 (西暦 1901 年 ) 頃 に 従 
来 10 の 買 際 面積 に 圭 し 、6 届 分 天 課 税 し て 居 つ た も の を 次 際 面積 通り 課税 する と と に し 、 地 姜 の 検査 講 
と 移し て 、 1 天地 に 付 1.25 園 の 経 央 費 を 後 政 し 、 此 の 際 10 敵 以 上 の 面積 の 土地 例 へ ば 15 天 、20 中 の 計 
土地 に 圭 し て も 10 剖 の 割合 で 課税 し 、10 麗 以下 8 敵 、 或 は 3 敵 の 土地 に 封 し て も 10 敵 の 割合 で 課 科 を 
し た 。 此 の 経 順 電 は 、 了 科 大 照 と 租 す る 地 人 の 紙 代 と し て 敏 政 し 、 其 の 全額 は 政府 に 、 他 の 條 額 ほ 之 に 従 
事 す る 役人 の 電 用 と し た 。 
丈 に 光緒 30 年 (1.904 年 頃 ) 価 告 を 華 逢 し て 、 注 多 地 の 整 理 を 行 つ た 。 共 の 内 容 は 注 多 地 を 使用 政 谷 し で 議 
居る 者 は 此 の 佑 告 が 殴 布 翌 ら れ て か ら 、6 ヶ 月 乃至 1 ヶ年 以内 に 選出 で な けれ ば 、 誰 で も 英 の 浮 多 地 を 太 
出 で た 者 の 所 有 に する と 言 ふ る $ る の で あつ た 。 | 
此 の 信 告 は 第 1 回 、 第 3 同 問 箱 門 で 施行 し た が 、 注 多 地 を 選出 で 正式 に 自己 の 所 有 と する に は 、1 唄 に 信 
1.44 回 の 紹 也 吉 を 敏 履 し た の で ある 。 

第 2 回 の 佑 告 は 現在 まで 用 行 せ られ て 居る 。 






















康 晃 年 代 (9 240 一 250 年 前 ) か ら 兆 緒 10 年 1884 年 ) まで を 1 期 と すれ ば 、 黄 の 全 画 積 180.000 天 
地 の 忠 、 既 耕地 は 140,000 天地 (正式 に 亭 帳 に 記載 せら れ た 耕地 100.000 天地 、 淳 多 地 40,000 天地 )、1 
の 40,000 天地 は 不可 耕地 で 、 こ の 時 代 は 比較 的 人 口 の 割合 に 耕地 の 多い 時 で あつ た 。 
光緒 10 年 か ら 鍼 道 敷 設営 時 (清和 朝 末 頃 1911 年 ) まで は 第 2 期 と ゃ る 舟 す べき 時 で 、 土 地 と 人 日 と の 割 作 
が 丁度 適 営 な 時 代 で あつ た 。 

鍼 道 敷設 以後 現在 まで を 第 3 期 と もぉ 各 す べき 時 代 で 、 耕 地 不 足 の 時 代 で ある 。 之 は 営 藻 よ り 毎年 北 清 に 移 
住 す る 者 が 500 戸 位 あ る と 言 ふ と に よ つ て ゃ 察知 出来 る の で ある 。 
民 國 年 代 に 山東 、 河 北 に 大 飼 伴 あり 、 多 民 の 1 園 10 人 乃 玉 20 人 位 づ ヽ 流 入 し た 事 が ある が 、 本 蝶 に 飛 
住 し た 者 少な く 、 一 時 虹 業 券 働 等 に 従事 し 、 多 少 の 旋 費 を 貯 へ て 更に 北浦 に 移住 し た も ゃ の が 多い 。 
夫 下 戦争 で 本 史 に 避難 し た 者 は 、 本 此 に 親類 や 知人 等 の ある 者 氷 で 、 極 め て 少 敷 で も る 。 そ れ 等 の 中 に ば ほ 
農業 券 働 に より 賃 銀 を 貯 へ て 土地 を 購入 獲得 し た 者 も ある が 、 ま た 現在 も 何 其 の 営 時 の 島 の 生活 を 営ん 埋 
居る も の も ある 。 


一 般 的 に 見 て 移住 民 が 念 激 に 塔 加 し て 、 耕 地 も それ に 従 つ て 増大 し た と 言 ふ 栖 な と と は な い 。 

遼河 の 上 流 第 6 屋 大 吾 山 と 、 第 5 必 石 他 寺 間 59 滴 里 は 共 の 河 の 党 類 に 50.000 天地 の ( 全 有 藤 の 3 割 6 分 ) 
| 埋 地 が あり 、 毎 年 の 如く 河水 池 浴 し て 耕作 不可 能 だ つた が 、 民 園 19 年 (1980 年 ) か ら 上 則 會 で 夫 天 換 業 
| 塵 より 180,000 周 の 補助 金 を うけ 、 更 に 一 般 寄 附 金 を 墓 つて 堤防 を 委 き 大 同 2 年 に 完成 し 、 共 後 支 流 の 
間 第 5、8 必 に 表 る 地域 に 、28 清里 の 堤防 を 築造 し て か ら 全 く 水 害 の 愛 ひ が な く 、 眼 好 な 耕地 に な つた 。 


店 心 都市 の 病 
| 病 道 開通 以前 、 第 1 屋 高 玉 芝 は 陸路 変 通 の 中 心 で 、 戸 敢 も 500 戸 以 上 あり 大 旋 館 等 も 敷 戸 あ つて 、 非常 に 
昌 賑 か だ つた が 、 鯖 道 開通 以後 は 全く 寂 実 と し た 虎 と な つた 。 
鐵道 開通 以前 、 結 水 期 は 鐵 嶺 落城 夏季 は 其 の 西方 衝 河 洛 央 の 小河 唱 に 法 庫 、 康 科 癌 方 面 の 特産 物 が 集 つ 
で 居 た も の で あつ た が 、 鐵 道 開通 以後 は 小河 口 、 大 宮子 を 経て 第 5 居 新 台 子 に 集 る 様 に な り 、 物 次 の 集散 
に 大 改革 が 行 は れ た 。 
何 康 園 年代 に 本 此 城 の 地域 に 、8 人 の 大 宮 本 家 が 商店 や 根 楼 等 を 開き 、 或 は 移住 し て 地主 に 、 尽 は 委 薄 等 
| を 閣 み 尊 多大 商店 が 斬 を 並べ て 相 交 茂 基 展 の 基 と な つた 。 


到 政治 組織 の 殺 連 


本 取 の 草分け 明 の 時 代 は 銀 州 と 呼ん で 族 署 短 門 が 置か れ て 居 た が 、 清 朝 の 時 代 に な り 世 制 が 布 か れ 、 多 准 


区 と 改 航 せら れ た 。 
光緒 29 年 (1903 年 ) 全 中 に 工 制 を 置き 飛 長 村長 を 置い た 、 営 時 村長 の と と を 音 伊 、 地 方 、 老 千 等 と 呼 
び 基 公 所 を 設置 し た 。 


第 四 衛 面 積 、 戸 ロロ 


ー 面 積 
1 絶 面 積 も 172.866 瑞 


1 三 612.083 訪 2 大 1326,881 誠 3 大 378747 癌 4 硫 631.806 癌 5 大 254662 訪 
6 大 346.077 訪 7 硬 323,795 玲 8 275,315 訪 9 殿 24090 准 
2 本 耕地 面積 1.620.834 逆 
(?) 束 地 1610,438 Cs) 魔 耕地 10.396 麗 
1 大 171.316 玉 聞 地 169.006 誠 訂 耕地 2310 状 
2 大 169960 状 凌 地 167,340 問 摩 耕 地 2.620 束 
3 大 240,122 状 束 地 237,662 誠 旗 耕地 2.460 束 


4 語 184937 誠 吾 地 183700 六 座 耕 地 1237 剖 
5 大 200,615 束 剖 地 192.055 状 識 耕 地 8,560 対 
































6 下 213.894 誠 地 204434 競 訂 耕 地 の 460 誠 
7 必 226,348 束 部 地 217.125 誠 耕地 9223 吉 
8 二 29030 誠 部 地 206237 訪 立 耕地 2723 束 
9 大 る 612 誠 雪 地 る 592 束 度 耕 地 2 就 
3 可 耕 未 懇 地 110,701 表 
1 届 35.52 う 束 2 古 15.020 刺 3 大 230 吉 4 攻 4733 誠 5 大 10.042 弥 
6 還 13.321 束 2 大 17.060 吉 8 大 10.370 球 9 大 4385 束 
+ 不可 耕地 2.410.831 敵 
1 居 405247 刺 2 司 1.140,901 下 3 必 138375 誠 4 大 441636 5 破 44005 誠 
6 席 118.862 2 古 。 80,387 下 8 司 55915 状 9 大 15.003 地 
三 。 記 ロ 
戸 日 避 査 
| 
ld | 球 大 朝 年 大 1 
戸 数 | 男 | 女 | 計 | 肪 六 男 | 女 | 計 | 上 炎 | 男女 | 全 肪 到 人 本 
| 講 計 | 2 計 間 天 
1 | 6ee26| 21497| 19629 4ui2e| il | 42e| 343 7e9| ] ー 
2 大 8548| 28.831| 27.631| 56462| 2| 2| 一 | 2| 98 305| 262| 567| 当 
3 所 | ez9e| igesz 195t0 3ai22| | ーー 時 ia 317| 273| 59 過 
4 硬 | 6880| 21595| 20242) 41832| ー| こさ 性 短 半角 Ei| 議 =ーW ーー 
5 | 5408| 127122| 15975| 33.097| 1 | 3 4| 4ss 1.268 1124| 2392| 1 男 1 
6 看 | 539| 17275| 1667e| 33951| 1 際 3 29 19 48| 二 | 
7 在 5,142| 16.824 13 が 2 2 コ ー| 一 | 一 | ] 1 2 ー| 一 
8 大 5670| 18712| 12.502| 36214| 一 | 一 | 一 | 一 の 14| 7 2u| 一 | 
| | | | 
| | | 
計 50.456| 161458| 152.956 314444 5 5 3 8 854 2408 2067 4470) 1 ーー 
| | 





























備考 添 人 渓 族 疲 洲 を 含む 





銭 嶺 附属 地 称 祭 署 管内 人 日 統計 C 識 値 2 年 度 未 現在 ) 























全 。 食 数 | 人 ロ 
濾 則 所 | 日 本 人 | -。 | 内 地 人 | 彰 鮮 人 | 英 人 人 | 外 賠 人 | 在 皇 四 | 革 | 中 
志和 介 入 閉 人 時 陸 人 | 計 | 才 ] | 男 | 大 | 男 「 区 | 男 | 区 | 男 | 交 - 
鍛 座 | 8un| 26| 242| 一 029| 148gl 1277| 120| se 1353 356 | = 2959| 69 4.65 
玉 項 候 | 32 引 12 間 2 2 | ann 所 尊 2 本 
各 共 楼 \ 12| 当 。 基 折 計 22I 0 |、 過 層 - 。Sl 二 Ii 7 
久石 山 4 。 2。 20|。 36| il 2 厚 6 < 34 - 一 85 1 
新 宇 子 | 43| | ss 一 sz ml 紀 。 由 z2 2t84| 550| 一 | 一 2303 ed 2e4 
移 計 502 34 624 一 1550| 1677 1426 148 77 5676 992 一 一 5496 2469 799 





























ー 農林 業 


未 家 引 面 積 417,286 天地 に 詩 し 、 本 耕地 面積 は 162.083.4 天地 、 未 加 地 面積 は 255.103.2 天地 で 、 共 の 内 


不可 耕地 は 244.033.1 天地 で ある ろ る 。 本 問 の 東 人 部 は 山地 で ある 信 、 不可 耕地 が 全面 積 の 過 泊 を 占め て 居 
る 。 
本 了 は 一 般 に 高菜 を 主食 石 よし て 居り 、 只 東部 上 培 方 面 で は 包 米 ( 主 多 委 ) を 常食 と し て 居る に 過ぎ ま 、 


' 徒 つ て 飼 作 物 は 高菜 が 大 部 分 を 占め て 居り 、 商 品 作 物 と し て 黄 豆 、 殻 子 が 主 に 栽培 され て 居る 。 と の 外 大 


次 、 小 答 が 栽培 され て 居る が 、 極 く 一 部 に 限ら れ て 居る ろ 。 
正 均 1 天地 営 り 政 稚 高 を 、 康徳 2 年 度 に 於 て 示す と 欧 の 如く で ある 。 ( 稚 石 ) 


次 豆 4 石 5 半 0 語 8 石 
高菜 8 石 水 。 征 12 石 


水田 は 鮮 人 農民 の 耕作 に か いる も の で 、 皮 内 在住 鮭 人 6,131 人 中 5701 人 が 芝 に 従事 し て 居り 、 水 田 弧 面 
積 は $875.6 天地 で ある 。 有 之 等 の 水田 は 、 鐵 道 活 線 の 東亜 維 業 公司 経営 の 安全 農村 2200 天地 、 朝 鮮 民 會 


経営 の 馬 蜂 溝 農場 約 500 天地 、 懸 城内 有力 者 の 共同 出 論 に な る 地 所 典 場 約 350 天地 を 除く 以外 の 大 部 分 


は 自由 移民 の 手 に な る も の で ある 
便 面積 凌 耕地 面積 比奈 
全 懸 絶 面積 417.286.6 天池 100.022 
_ 本 耕地 面積 162.083.4 天地 38.92 と 
迷 地面 策 161,043.8 天地 
( 1039.6 天地 


可 耕 未 梨 地 11,070.0 天地 2.622 
不可 耕 地 244.033.1 天地 58.522 
可 耕 地面 積 圭 耕地 面積 比 春 
可 耕 地面 策 172.717.0 天地 100.0 
既 耕 地 地 策 162,083.4 天地 93.8 
可 耕 未 梨 地 - 11,070.0 天地 6.2 


AN 目 密度 


線 面 積 417,286.6 天地 
人 口 線 318,972 名 
既 耕 地面 往 162,083.4 天地 


| 引 面 積 1 天地 に 装 し 、 人 ロ の 6 た 大 
既 耕 地面 積 1 天地 に 怪し 、 人 口 19.6 人 


鐵 漠 取 内 耕地 面積 上 全う) 
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計 婦 1 薄 


潤 


湖 選 尋常 洪 


1 
! 


に sd 
で e 





忠 内 下 才 ( 滴 儀 農 務 課 調 ) 


部 落 調 査 屯 在 才 ( 夏 家 楼 村 ) 


部 落 調 査 恵 下 均 ( 夏 家 模 村 ) 


部 落 調 査 屯 在 才 ( 夏 家 模 科 う 


10 筒 村 下 才 


1 戸 営 リ 
1 戸 営 リ 


(農民 1 人 営 り ) 
史 内 至 塊 ( 満 鐵 農 務 課 調 ) 


10 筒 村 下 均 


( 役 震 1 頭 党 り ) 
忠 内 下 均 ( 滴 鐵 農務 課 調 ) 


耕地 所 有 階 級別 農家 戸 敷 表 


10 筒 村 下 才 


3.20 天地 
326 天地 


0.57 天地 
0.57 天地 


5.41 天地 
5.94 天地 








大 別 地 主 地主 抽 :- 邊 作 作 | 自作 健 小 作 小 
1 e30 484 206 | ii104 252 
2 519 998 1325 | 2177 2226 
3 265 600 1599 | 1.130 1296 
4 539 | g32 1,074 | 1,5C9 1148 
5 | 237 | 580 805 | 1.C55 808 
6 | 412 | 557 779 1.017 1.028 
7 | 28 | 547 799 1.040 1.207 
8 597 588 1066 | 882 1.022 
計 8827 5186 9517 | 9914 9492 





経営 面積 階級 別 農家 戸 

















自 小 作 別 農家 戸 表 
応 別 | 自 作 農 
戸 
1 1,905 
2 2,600 














自作 人 委 小 作 農 


1626 
































作 倫 小 
天地 天地 天地 
62,906.00 53117.00 30.273.00 
61,851.00 56,939.00 37,197.00 
7?2.824.00 81703.00 41.824.00 
60,864.00 59,548.00 43,473.00 
59.067.60 68,37900 38,703.00 
64.445.00 67,198.00 39,501.00 
61,188.00 73,158.00 55,682.00 
58,861.00 87,862.00 42.282.00 
500.00 2.500.00 5.480.00 
502,506.00 550.404.09 334,415.00 
作物 別 作付 面積 
| 
作 物 名 作 。 付 。 面 積 作 物 名 作 付 面 積 

「 天 凶 天 W 
貢 豆 45,623.30 雑 要 2.867.20 
小 豆 1.344.30 | 竹 花 14.00 
森 豆 333.30 | 共 棋 | 21.00 
計 当 人 他 。 豆 類 1.051.70 寺 誠 36.00 
高 菜 51,251.70 閑 識 192.00 
毅 子 22,289.10 E 蔵 = 81.10 
名 米 2.958.00 春 子 69.70 
征 ョ = 3,769.00 天 旅 | 4.00 
龍 ヨ e 27,C25.89 中 芝 麻 47.00 
ポ 朱 4.460.30 | 花 生 198.60 
天 秒 1.818.20 | 瓜 子 見 2.00 
麻 = 248.50 | 馬 鈴 翼 335.50 

| 
租 主 6350.10 大 他 計 茶 類 1.583.50 

状 は 2.003.90 | 
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作物 別 生産 敷 量 














誰 抽 度量衡 に 依る 
作 物 名 本 年収 稚 時 作 物 名 本 年 下 移 量 
黄 政 177.930.87 | 書 朱 7.01365 
ポ 豆 3.898.47 | 術 損 iL468.80 
線 豆 899.91 | 柱 花 2.156 
基 。 他 豆類 3.575.78 | 恭 工 | シリ 
高 、 梁 281,884.35 再 放 9290 
帝 子 98.072.04 | 閑 工 11.880 
色 米 45,360.60 | 款 蔵 子 42172 
稀 i 了 チ 35,051.70 休 子 ーー 
粒 手 44.262.54 大 散 天 ョ 
小 抄 11,596.78 芝 廊 8 
大 半 7.090.98 落 花 生 395634 
際 969.15 計 稚 幼 1.485,929 
往 子 | 36,830.58 | 瓜 子 見 | 039 
震 産 物 交 外 移出 入 訓 量 表 
益 制 石 に 依る 






石 





租 紛 
沖 有 名 
油 門 
豆 類 








石 
120,128 
34.050 
90,051 
405,886 
650,115 


畜産 業 に 就 て は 、 近 年 耕作 用 馬 下 は 一 般 に 不足 し つ ょ ある 
壮 は 藤 域 栖 近 に 於 て 、 小 規模 に 行 は れ て 居る に 過ぎ ぬ 訴 態 で あ 


生 は 元 浴 営 地 は 詩 十 方 面 か ら 陸 路 法 庫 、 庫 下 を 


通じ て 南浦 に 出る 生 の 集散 地 と し て 、 


o 馬 生 の 素質 3 









13,223 
235,086 
279.479 


ち 企 で 、 改 良 の 必要 特に 大 で ある 。 


年 約 8000 頭 の 取 纏 


が 行 は れ て 居 た が 、 設 代 の 不 完全 と 道路 の 不良 の 含 、 現在 は 約 5.000 頭 の 取引 に 減少 する に 至 つた 。 














林業 に 就 て は 、 現在 殆 ん ど 見 る べき も る の が 無い 。 近 時 療 公 署 に 於 て 、 風 至上 の 見 地 よ り 税 首 山 の 和 遺 林 を 舞 
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「 ひつ つ あ る 。 主として 松 、 青 で ある が 、 共 の 成績 は 良好 で ある 。 
造林 面積 表 


| 








積 躍 別 有 林 西 積 





私 有 


林 


林 積 

















品 名 | 年 座 量 章 1 弧 叙 | 産出 地 | 了 販 路 
は と 300.000 15.000| 各 。 | 新 京 吉林 
杭 ( き ん ざし ) 149,000 5,215| 各 。 大 | 新 京 吉 株 
梨 55,000 825| 1.2.4 屋 | 法 庫 康 下 





下 F  ※ 


油 羽 営 地 方 の 特 症 で ある 金 黄 黄 豆 は 含 油 奉 が 大 で ある 編 に 、 油 房 は 早く か ら 開 達し 、 地元 供給 は 多 論 大 
党 方 面 に 移出 し て 、 一 時 は 名 買 共 に 満 鍼 洛 線 障 一 の 生産 地 で あつ た 。 然し な が ら 一 般 に 組織 鷹 本 共に 貸 弱 
で あり 、 又 黄 豆 値 が 高く な つた 人 乱 、 寧 ろ 一 度 買 入 れ た 黄 豆 を その 代 大 連 方 面 に 嘉 拘 く の が 有利 に な つて 、 
油 房 が 糧 機 化し て 往年 の 様 な 盛況 を 示し て の ゐ ない 。 

現在 、 城内 に 油 房 が 6 工場 あり 、 銭 誰 出 名 り の 黄 豆 を 約 40 % 買 付け 、 康 徳 2 年 度 に は 18.49 世 の 移出 が 


あつ た 。 


康徳 3 年 度 油 坊 工 業 状況 


付表 度量 衡 に 依る 

















石 司 丘 
6 1 16,752.17 600,671 98,177 
/ 2 8947.87 327,303 53,064 
/ 3 | 10.043.55 379,388 64.136 
/ 4 | 2.671.27 283,574 45,062 
(2 5 | 6,428.87 233,342 6,356 
(/ 6 | 4093.86 | 98,180 1.594 
7 | 2 379.27 | 13,492 4.671 
/ 8 | 1.493.92 | 57,562 8,77 

| (/ 9 | 4089.22 | 151.050 23,955 

1 / 10 10,490.41 | 527,450 84.614 
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油 坊 数 | 月 別 | 消耗 次 豆 数 是 | 出 油 量 | 才 似 量 
6 11 | 17.74024 615,454 103.571 
/ 12 | 20,671.39 689,002 120,743 

合 計 全 年 | 108.802.04 8.976.468 614713 

畿 市 業 


営 地 は 古く より 南浦 沿線 に 於 ける 紀 糸 布 集散 市 場 中 柚 要 の 地位 を 占め 、 家 内 工業 の 次 達 と 共に 大 正 1 年 満 
洲 織 布 株 式 剣 征 が 設立 せら れ 、 相 営 の 成績 を 見 た の で ある が 、 機 械 工業 の 区 達 及 各地 に 同 工 業 が 勃興 り た 
艇 、 次 第 に 油 落 し 、 又 同 會 年 が 財界 不況 の 影響 を 受け て 、 休 業 す る に 至り 、 今 日 に 及 ん で ゐる 汰 態 で ある 』 
現在 の 機 紡 敷 は 大 骸 70 欠 撲 紡 、 年 十 120.000 正 で 奉天 、 遼陽 旋 面 か ら 原 料 を 仕入れ 、 営 地 朋 び 法 庫 、 康 
企 、 昌 賠 、 各 忠 の 需要 を 充 し て ゐる 。 


三 商 業 


営 地 取扱 商品 は 大 連 、 営 中 、 夫 天 等 か ら 移 入 し 来る 製品 で あつ て 、 南 満 取引 の 中 心 で あつ た 徒 且 の 俸 続き 
因 疹 は 未だ 失 は れ な い 。 此 の 附近 の み で な く ヽ 四 深 線 か ら 北 漠 訪 面 に 迄 取引 先 が あ る の が 特 抽 で ある 。 
然 か も ゃ 一般に 人 握 が 良好 で ある 事 と 俺 統 的 な 商人 道徳 の 食 に ヾ 銀行 訪 か ら の 信用 も 固く 、 澤村 購買 カ が : 

退 し て ゐる に ゃ 不 拘 、 堅 足 な 歩調 を 辿 つ て ゐる 。 


鐵 領 蜂 商 會 蜂 城 商工 業 戸 敷 統計 表 議 徳 2 年 12 月 未 日 ) 


商 台 戸 誤 | 生 本 総額 | 店員 縄 衣 








国 人 
85,100 391 


20,230 206 

17,550 147 

18,280 74 
7.701 





29,750 
15,000 











2,300 
1.040 
9600 
2.840 
11,300 
2.550 
4.590 
3.840 





68,297 





1,815 










- 党 独 里 生 当 購 沼 生還 且 オ 潤 ※ 





商 販 58 


ーー 
ァ 





際 叶 半 ロ 表 半井 本 欠 除 党 四 休部 主流 滞 

















選 玉 員 | 演 主税 避 
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導 思 革 | 演 凛 菩 
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列 商 競 戸 衣 








| 
業 | 理 本 総額 | 店 
鏡 銀 | 類 21 | 2.440 
注 類 修 理 5 500 


200 

100 . 
50 
50 
50 





衣 本 弧 領 


員 総 唐 





半 全 市 工商 業 弧 
敷 乏 百分比 1 
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7.980 
9.890 
11,400 
4.500 
33,770 








1.061 


11.132 と 
6.80 ケ 
4 邊 157 
1.77 ク 





23.85 7 








鐵 領 取 


只 種類 | 電 章 戸 玄 


本 析 問 | 店 内 給 委 | 





| 


1.132 | 


1.690,000 賠 


城内 滴 人 市 場 = 於 ケル 商品 別 移出 入 量 


687,040 | 


、( 情 徳 年度) 


待 全 市 民 戸 
和 之 百 分 比 





seoe | 


12.7222 





入 





B 





750.000| 
300,000 
300.000| 
120,000| 


20,000 


150,000| 








2.070.000 
510,000 
470,000 
170,000 








YY イ 
リネ バフ ブン 





鐵 褒 、 法 庫 問 再 道 、 遮 河 ノ 橋 ノ 遠望 ( 戻 徳 き 年 11 月 午 立 ) 
此 ノ 人 架 醒 前 へ 自動 車 、 馬 車 、 人 間 絶 テ 渡 ニテ 通行 モリ 











開 原 了 裁 金 の 民 富 な 

、 包 が 獲 見 され て 、 精錬 
所 設置 、 科 河 水運 利用 等 
の 染 が 起 つ て 不況 に 悩ん 
で ゐる 営 地 日 滴 人 に 一 脈 
の 希望 を 抱か せ て ゐる 。 

生 水 送 業 

性 河 、 大 汎 河 共 に 特別 な 
水産 は な く 、 ヽ 日 用 急 類 も 
賞品 、 海域 方 面 か ら 移 入 
され て ゐる 。 





R が の 































































































ーー 具 に 於 ける 交通 路 
圭 嶺 区 に 於 ける 交通 路 の 根幹 を な す も の は 、 銭 造 及 称 備 道路 で あつ て 、 ヽ 次 備 道路 は 康徳 3 年 度 に 完成 を 見 
全 豆 F 各 属 に 通じ 砂 確 敷 で ある 急 、 降雨 期 に 於 て も 泥 藻 化す る こと と な く 、 四 季 自 動車 の 四 行 可能 で ある 。 
康徳 2 年 度 未 に 於 ける 臣 道 全長 は 、516,606 、 國 道 26 も 670 で ある 


二 上 剛 内 に 於 ける 交通 機 開 
交通 機 開 と し て は 、 責 北 に 継 貫 する 責 消 科 道 と 、 鐵 法 長 途 激 車 公 司 経 藻 の 公共 汽車 の 蓮 行 ある 外 馬 車 、 
車 及 大 車 で 、 その 類別 及 吉 数 は 丈 の 通 り で あ 2 


種類 大 車 人 車 馬車 還 汽車 ( 自 動車 ) 
豪 数 646 2.088 222 2.956 乗用 車 7 賃 車 2 


(康徳 3 年 度 未 ) 

三 調査 恵 に 於 ける 交通 機 開 

調査 忘 に 於 ける 交通 機 闘 は 汽車 、 大 車 、 馬 車 等 で も る が 、 馬 車 は 巨 内 に は な く 上 城 より 届 ふ も の で 、 上 城 
まり 本 市 まで の 屋 賃 は 晴 天 2.50 彫 、 曇 天 3 彫 を 要する 。 大 車 は 本 屯 に 11 庄 あ る が 、 綿 て 個人 所 有 で ある 。 
江 事 (乗合 自動 車 ) は 、 市 北部 を 東西 に 走る 鐵 法 園 道 を 毎日 2 往復 運行 し 、 主 村 夏 家 指 恵 に は 停留 所 を 有 
し 、 交通 機 開 に 恵まれ て ゐる 。 然し 一 般 工 民 は 汽車 を 利用 する に 至ら ず 、 徒歩 で 中 城 と の 間 を 往復 する の 
が 普通 で ある 。 

恵 内 に 於 て 大 車 を 有 し た ない 者 は 他 の 所 有 者 より 供用 し て ゐる が 、 近 屯 より の 物 衣 の 夢 搬 及 嫁 の 典 入 れ 等 に 
際 し て は 料金 を 要 し な たい 。 嘉 物 を 上 城 に 搬出 する 際 の 借用 は 親戚 間 に 於 て は 無料 で ある が 、 他 人 の 場合 は 
料金 を 支 挑 ふ ふ る の で 、 夏季 5 一 6 園 鐘 季 2.50-3.00 園 で ある 。 


四 鐵 法 長 途 汽 車 公司 


間 祭 法 長 途 汽車 公司 は 日 滞 合 券 の 株 式 組織 で あり 、 衣 本 金 50.000 園 を 以 て 大 同 2 年 12 月 15 日 鍼 鶴 西 開 に 設 


和 
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18 
立 され 、 上 内 第 3 大大 旬 子 及 法 庫 交 と の 間 に 族 客 及 貨 物 の 輸 和 送 と を な し て ゐる 。 筐 客 の 最も 多い の は 月 
及 1 月 で 1 日 在 均 70 人 に 及ぶ 。 然し 未だ 一 般 農民 に は 利用 され て の た い 。 使用 車輌 ほ 乗 用 7、 貨 物 車 


電 で あつ て 詳細 は 爽 の 通り で ある 。 

















内 事 骨 型式 | 製造 福生 | 年 式 | 旋 客 定員 | 積載 定 古 | 証 輌 表 
デー - ドッ チ ヂ | 3 
了 バー ぇ 弄 の あと 箕 1.933 27 | ー 2 
/ / 04 33 ーー 2 
記 
/ 2 1.936 32 三 1 
玉 ja ンジ 
了 箱 2 1.980 7 = 1 
/ | モツ シン 全 レレ く // 7 ーー 1 
第 | ミト ムキ 。 ちっ 1.935 記 1.500 政 1 
呈 2.000 7 
編 
了 会 嶺 大 旬 子 間 、 鐵 観 法 庫 聞 の 料金 は 炊 の 通り で ある 
替 ーー 
250| 20| 0| r.55| 1.45|1.5 110| 9| 85| 20| 55| 49 鐘 准 
215|1.75 1.45|1.20| 110| 90| 25| 60 45| 30| 河 加 心 
| 


五 人 力 車 及 飛 用 馬車 同業 公 儲 





1.95| 1.55 1.25 1.00| 95| 75| 69| 4 30| 15 
| | ! 





三 拉 子 





1.85| 145| 1.18| %0| 80| 60| 45| 35| 15| 銀 西 人 








1.70 1.30) 100| 2 65| 4 30| 1 永 宏 人 
































1.55|1| 85| 60 50| 30| 15| 孤 衣子 葉 
1.40|1.00| 70| 45| 35| 放 保 答 老 | 
125| 85| 55| 30| 29) 夏 家 検 ( 単 仁 銭 ) 0| 













1.05| 65| 35| 10| 未明 交 太 時 池 記 | 10| 20| 40 


55| 25| 妨 々 須 巡 宜 吉 | 15| 25| 35 





50| 
270 30| 主 兵 m 鉛 家 | 20| 35 45 60 65 
40 紅 土 撤 子 句 嶺 10 15| 35| 45 5 Z0| 55 5D 


康徳 8 年 5 月 10 日 同業 者 の 協同 一 致 相互 扶助 に よ つ て 親和 公共 の 便利 を 賠 る 目的 で 、 銭 額 東 門外 小橋 に 放 
立 し た も の で あつ て 、 馬 車 側 127 人 138 車 、 人 力 車 側 707 人 383 車 より 成り 會 長 、 副 會 長 、 會 計 書記 
巡 役 、 各 1 名 評議 員 10 名 を 置い て ゐる 

谷 長 、 副 會 長 は 互選 に よる も の で 名 細 職 と し 、 前 者 は 馬車 側 よ り 、 後者 は 人 力 車 側 よ り 夫 々 選出 じ て お る 5 
舎 夫 は 毎月 微 す る も る の で 、 各 1 豪 に 付 馬車 33 銭 人 力 車 12 銭 で 月 の 初旬 に 前 月 分 を 納 人 する 、 滞 納 5 ヶ月 

及ぶ 時 は 休業 せしめ る と と に な つて お る 
料金 は 次 の 通り で ある 

馬 車 1 自 に 付 10 銭 10 清 里 50 代 1 日 300 周 


人 力 車 "1 に 付 5 銭 1 日 1.50 回 
備 考 1 段 は 洋 里 1 里 生 で ある 


鐵道 開通 時 期 及 び 交 通運 幸 の 洗 革 

| 南浦 鍼 道 開通 年 代 は 光緒 2 年 で も る が 、 南浦 鐵道 開通 以前 は 、 所 詩人 遊 河 の 船 運 が 交通 巡 輸 機 開 と し て の 最 
大 な る も る の で あつ た と と は 、 前 逃 の 通り で あつ て 、 就 航船 艇 2000 有 人 稚 を 算 へ 、 驚 口 方 面 、 庫 下方 面 と の 前 
を 変 通し て ゐ た 。 共 の 後 南 瀬 鐵道 開通 以後 は 逐次 衰退 し て 、 現今 は 全く 共 の 影 を 認め られ な い 。 

事 在 後 交通 網 の 整備 、 産業 開 衣 等 諸 政 の 刷新 に 件 ひ 、 簡 河 架橋 も 守 策 され 、 65.000 園 を 以 て 大 骨 康 徳 き 年 
9 月 到 究 橋 の 完成 を 見 る と と いな り 、 渡 船 に よる 類 雑 を 除き 時 間 を 短縮 する と と が 出来 る に 至 つた 。 双 雨 
期 に 於 ける 泥 膝 を 渡す る 悪 路 は 癖 じ て 四 季 自 動車 の 運行 可能 な 良 道 と な り 、 大 人 旬 子 、 法 庫 問 に は 旗 客 及 






還 代物 の 獣 輸 が 、 汽車 公司 に よ つ て 行 は まれ て ゐる 。 
第 七 節 路 政 
ー 螺 公 内 の 組織 
職 員 
目 人 官 更 11 名 (参事 宜 1、 属 官 1、 経 理 宜 1 、 右 佐 2 、 巡 官 2 、 稀 長 1 、 生 士 8) 


還 浦 人 官 更 104 名 ( 忠 長 1 、 科 局長 ま 、 股 長 12、 祝 束 1 、 科 員 32、 備 員 54) 
外 に 税 察 署長 9 名 、 署 具 606 名 
3 之 が 系 統 は 次 の 如く で ある 。 


( 懸 長 
参事 官 
副 参 事 官 
| 皮 長 の 下 に 属し て 
経理 官 
縄 務 科 長 庶務 股 文書 股 會 計 股 
内 務 局 長 行政 股 宙 業 股 技 十 
9 克 務 股 司法 股 保 放 股 特務 股 
各 務 指導 人 
財務 局長 敏 小 股 理財 股 
4 了 務 股 玲 数 股 
定 聖 
前 CO の か 、 、 束 務 、 財務 、 地 方 機 闘 を 一 四 し て 絶 務 料 で 統轄 し 、 上 長 参事 宜 の 直接 虎 分 を 


。 侯 ち 、 情 四 を 打破 する を 目標 と し て お り 、 又 各局 長 を 通じ て の 惑 公署 内 の 人 事 監 寄 、 各 展 行 政 指導 員 を 通 
て 各 村 の 人 事 監察 を 根本 と し て ゐる 。 
| 現在 各 村 助 理 員 等 の 考査 と 、 聖 校 教員 の 老朽 者 湯 汰 と に 努 め て ゐる 。 
| 民 園 時 代 と の 俸給 の 比較 を する と 
職 別 事 毅 前 修 給 高 現在 條 給 高 摘 要 


人 


党 己 弟 | 演 葵 人 世 民 吾 1 演 


| 


避 







科 長 100.00 176.00 事 失 前 より 増額 す 
局 長 100.00 176.00 ク 
股 長 45.00 75.00 / 

路 電 支 給 日 人 官 更 と し て 

師 連 邊 校 教員 1 通 詳 1 典 業 人 習 所 数 員 3 


7 月 1 日 (康徳 $ 年 ) か ら 日 本 朝鮮 民 會 事務 引 織 以後 、 民 會 役員 の 内 地 人 2 、 朝鮮 人 2 を 頻 科 員 と し て 探 用 
し た o > 
と の 外 、 問 の 地方 機 半 と し て 

鐵 欠 引 市 民 委員 會 長 1 (近く 街 長 と 改め る ) 

各 村 長 70 名 (俸給 30 彫 ) 市 長 180 名 


中 等 秒 校 長 2 名 中 等 夏 校 教員 3 名 
小 陣 校 長 49 名 小 蛋 校 教員 655 名 
舎 が ある o 


二 懸 の 財政 


(1 偵 
忠 の 負 代 は 建 園 前 、 民 國 29 年 12 月 か ら 、 康 徳 2 年 6 月 に 至る 8 件 で 、 僅 多額 は 168,481.683 彫 で ある 。 建 
國 前 の ゃ の は 2,078.41 彫 で 、 之 は 多く は 接 済 、 政 実 の た め に な され た も の で と の 外 、 敏 政 項 還 敵 指 や 誤 
徴 援 災 敵 損 と 言 ふ の も あり 皆 未 済 で ある 。 

(Cg) 皮 有 財産 ( 偵 村 調 査 除 外 ) 
殆ど 建築 物 で ある 。 此 の 絢 見 積 額 は 29.09#.10 園 で 、 之 か ら 生 する 履 入 は 康徳 1 年 度 ゐ ふら 3 年 間 は 毎年 080 
園 で ある 。 

此 の 履 入 は 公立 忠 院 公 辻 及 官 合 但 用 に 充 用 せら れ て わる 。 

(っ こり 皮 の 歳出 入 
大 同 2 年 康徳 1 年 3 年 度 決算 及び 3 年 度 隆 算 に 就 て 見 る と 


歳入 蔵 。 出 

四 四 

た 2 394.276.03 474.035.06 
民 1 363,868.63 366,706.80 
謀 2 236,886.91 192,791.92 
護 3( 多 ) 447,513.00 529,985.00 


即ち 歳出 入 は 共に 美しく 減少 の 傾向 を 辿 つ て ゐる 、 之 は 歳入 に 於 て 花柳 病 係 損 、 木 損 、 渡 口 提 、 散 指 

減少 の 含 で 、 特 に 較 庫 補助 金 が 康徳 1 年 度 以後 に 於 て 打 切 られ て ゐる の に ゃ も 基 因 する 。 

歳出 に 続 て みる と 、 各 察 坦 の 激減 及 了 税 外 理 費 、 教 育 旨 の 洒 減 、 そ れ に 積立 金 珠 価 偶 が 康徳 1 年 以降 打 碑 

られ た 劉 で ある 、 そ の 他 は 大 准 に 於 て 大 し た 次 り は な い 。 又 康 徳 2 年 度 の 決算 に つい て みる と 
経 常 部 了 臨時 


















履 入 済 額 23 も 100.42 財 (99.49%) 2.786.49 回 
_ 調 定 済 額 238,059.19 財 (100%) 

| 来 牙 入 は 下 科 地 朝 剖 提 抱 抽 が 主 で ある 。 

上 越 出 に 就 て みる と 


回 


経常 部 了 臨 時 部 
' 委 誠 行 急 203.810.00 財 100%) 2.200.00 剛 
邑 支 出 額 190591.92 剛 89.1%) 2.200.00 剛 
| 残り の 10.9% は 不用 額 と な つて ゐる 。 
弟 額 に 於 て 
揚 間 現行 頒 9288.059.19 彫 C100%) 


邑 到 出 頒 192.791.92 同 (83.99%) 


で 康徳 2 年 度 は 45.267.27 周 の 列 共 を 生じ た 斉 で ある 。 

(詳細 は 上 惑 勢 報告 書 及 2 年 度 決算 書 を 参照 ) 

又 本 蛋 の 行政 方 針 は 

⑪) 農 正 な 人事  (②) 公 下 な 薄 村 税 微 履 (③) 豆 村 支出 の 上 茂 監 に よる 叔 民 負 捧 軽 減 
(《⑬) 之 に 加 ふ る に 東部 の 睦 害 の 絶 減 、 西 部 の 導 河 、 大 汎 河 の 水 災 贅 防 

等 を 念頭 に お いて ゐる 久 、 徴 和 も 之 に 準じ て 行 つ て ゐる 。 

| 後 失 足 下 全 村 公 所 の 陣 算 及び 決算 を 示せ ば 


康徳 3 年 度 康徳 # 年 度 勿 算 
公 所 避 ue ラコ 
保 甲 衣 ー 30,192.00 
数 育 箇 320,944.20 275,236.00 
数 済 費 3500.00 3,500.00 
世 産 造成 衣 11,082.10 14.348.00 
了 臨 時 避 39,618.68 55,125.00 
合 計 537.156.73 551.617.09 


康徳 3 年 度 弧 交 息 は 547,009.00 彫 欠 で ある が 、 現 在 の 冥 用 額 か ら 之 を 見 る と 、600,000.00 彫 を 超過 する 
志 思 は れる 。 

と の 村 宮 に 就 て 従来 各 村 対 民 は 、 規 定 以外 に 招待 費 そ の 他 種々 の 名 目の下 に 、 或 は 又 村長 と 土 察 等 が 結 
放し 、 敷 倍 の 全 を 納付 せしめ ら る いと と が あつ た が 、 本 年 は 過渡 的 便 法 と し て 村 宴 は 一 括 路 で 敏 政 す 
る と と に し て 、 村 長 等 の 随意 の 後 小 を 許可 せ ぬ 事 と し 、 又 精確 な 土地 者 帳 の 作製 と 相 侯 つて 騰 税 者 の 摘 開 
| 大 前 に 努め た 結果 、 村 民 に 多大 の 好感 を 奥 へ 、 第 1 期 徴集 額 320.000.00 彫 の 中 、 極 氏 基 を 除き 295,000.00 
| 還付 の 後 枝 を 了 し た 天 第 で ある 。 

桂 了 算 は 皮 で 識 竹 に 査定 し 、 毎 月 決算 表 を 呈 出 し め 、 参事 宜 及び 各局 長 精査 し て 、 有 之 を 認可 する と と 
@ し て の る 。 


半 | 党 


品 


に 


尺 蘭 | 党 閉 肖 









































嬉 前 | 借款 名 各 及 | 。 | 席 訓 : 
| 僅 天 年 月 日 | 半 額 利率 償 各 期限 一 一 誠二 赤 保 物件 | 債 槍 者 名 
後 別 | 且 的 | 作 避 制 人 | 
に os 有人 
久 後 大 同 1 年 2 月 8 昌義 済 全 衣 20.0000 年 利 9 大 同 2 年 3 月 ー 館内 
選 後 | 同年 月 13 日 隊 済 艇 | 1000000 誠 間 8 財 天 同 2 年 4 月 | 一 同 | 同 
部 | | w 
後 大 同 1 年 10 月 27 日 接 済 政 衣 | 10.000.00 年 利 8 届 天 同 2 年 4 月 | =o 同 同 
ョ き ロ | | ] 
5 後 大同 1 年 11 月 19 日 接 済 政 約 6000.00 年 利 8 出 天 同 2 年 5 月 一 一 同 。 | 
述 | | 3 上 * 
編 後 康徳 1 年 4 月 18 日 収 回 流 通 上 40.000.00 年 利 6 3 年 上 閉 一 ー っ 前 抹 
| | | | 
前 攻 國 20 年 12 月 楼 済 政 列 420784 一 ー| 呈 呈 一 科 明 背 
員 後 天 同 2 年 1 月 彼 棄 有 28,327.41 ー ー| | 一 | 【 ミミ 培 時 8 
幼 | 後 6 月 了 役 科 | 70758! 一 |” コー 訂 
| 
氷 
朋 





| 評価 額 | 
康徳 1 年 度 | 康徳 2 年 度 | 康徳 3 年 度 





60 問 6400.00 1296.00 1296.00 1296.00 
10 問 1.000.00 216.00 216.00| 216.00| 
1.000.00| 170.00 170.00| 170.00| 
5,000.00| 一 公立 了 院 専用 


123 間 30,000.00| ーー 路 公署 及 各 局 専 用 


0 83 和 株 | 7.694.10| 98. 398.00 


洋式 瓦 羽 席 50,000.00| = ョ 


























日 系 官 更 宿舎 新 委 


備考 家屋 の 敷 量 は 1 問屋 子 を 以 て 草 位 と す 


大 同 2 年 度 決算 | 康徳 1 年 度 決 筑 | 康徳 2 年 度 決 箕 





四 四 皿 | 皿 
1.854.70 1.240.75 | 530.60 | 2.C04.00 
誇 明 手 表 料 | 2.121.81 3.346.93 | 2.610.30 | 2.900.00 
103,650.68 | 40,101.24 15,483.72 | 20,000.00 


| | 
182,961.96 204,107.37 118.625.39 | 2C8,026.60 





誠 437.20 | 889.84 g80.CO 


386.23 3,560.10 13.230.10 | 19,000.00 


1.643.10 28,450.01 | 0,766。 36,000.00 
18.264.30 391.50 

















過 商 食 款 交付 多 
| 抑 校 投 業 料 
須 報 債 人 金 


入 








420.00 
150.00 
228.00 
22,748.54 


27,266.40『" 


300.20 
11,410.20 
258.00 
3.815.00 
2,199.37 
202.00 
360.00 
564.96 


146.16 
12,000.00 
520.63 








犬 同 3 年 度 決 筑 | 奉 役 ! 年 度 決算 


府 懲 2 年度 決 筑 





i7000 
261.60 
21,480.11 
26,713.00 
542.60 
9.225.10 
492.00 
3602.50 
2.154.90 
338.00 
360.00 
134.20 
539.50 
401.60 
6.401.91 
1.692.00 
5,178.92 
1.495.37 








4000 
134.40 
18,797.90 
23,590.60 
148.30 
7,167.45 
260.00 
1,635.00 
575.43 
170.50 
180.00 








40,000.00 
24.187.00 
486.00 
17,155.00 
400.00 
2,700.00 


500.00 
4800.00 
44,000.000 
11.045:00 
800.00 
500.00 
20.00 
75.00 
220.09 


50.00 








條 報償 金 


似 癌 指 
中 報償 人 金 


| 誰 雑 了 入 


凌 ! 演 


恒 


3 


生 | 党 


選 


I 


滞 


2 


党 


! 


I 


洋 








吉 別 大 同 2 年度 決 算 | 康徳 1 年度 決算 | 康徳 2 年 度 和 決算 | 康徳 3 年 度 痛 算 | 備 孝 
国 較 回 較 1 
省 開 行政 綴 衣 王 一 | っ 村 
省 引 袖 給 人 金 一 ーー ー | = | 
展 宰 場 使用 料 王 ーー ーー 1,560.00 
泡 促 手 訓 料 に ーー ーー 150.00 
賠 税 六 基 叶 , 9 邊 
微 履 交 付 金 2 ジリ 
納 不 金 = 一 ーー 2,070.00 | 
演 納 利 息 一 一 一 5,600.00 
生産 物 宮 出 金 ー ーー ーー 100.00 
木 指 = 一 = 176.00 
故 指 = 王 一 21,000.00 
不動 産 取 得 指 一 ーー ーー 21000.00 | 
447.513.00 





































区 別 大 同 2 年 度 決 箕 
祭礼 軍 5 
公 鶴 ged 96,893.19 
林 半 客 204.678.41 
= 木 と 2 に 
数 斉 宮 94,776.69 
0 論 生 3 ン 2 放 2 ーー 
給 奥 金 ーー 
地 方 改良 費 一 
攻 業 冥 2334.53 
革 産 造成 細 一 
邊 伺 事業 呈 
志 話 局 箇 ーー 
束 人 費 5,834.23 
償 層 金 三 
補 功 呈 
築 有 三 
授 義 頻 理 汗 40,000.00 
策 立 金 26,404.66 
忠 税 差 理 細 3,113.35 
表 流 EU4 = 
1 森 一 
雑 婦 出 ニー 
合 計 474.035.06 














康徳 1 年 度 決 筑 


回 


78.262.23 
176.902,70 
85,675.20 
1,363.85 
2.334.14 
1.702.46 
16,059.97 
2,906.25 
1.500.00 


966.706.80 











謀 徳 2 年度 決算 | 康 人 懲 3 年 決算 | 備 。 考 
4 | 400.00 
39,562.47 | 94.694.00 
7%643.20 162.910.00 
231.46 300.00 
49,856.85 116.697.0 
614.86 1.769.00 
1.002.00 3000.00 
5 930.00 
2.023.06 6932.00 
ーー 」 475.00 
dl 3.000.00 
財 4.236.00 
- 3.800.00 
3.015.34 57.446.00 
3,486.00 2,198.00 
ー | ”_sa25000 
1082.42 | 18,948.00 
に 
2.200.00 上 
779.53 三 
192.791.92 



























座 徳 三 年 度 低 信 尊 各 村 区 算 一 覧 表 











































































































































起 常 部 路 始 
硬 5 と 1 ど 
赤き 所 和 内 課 数 衣 肖 内 座 定 表 Me 革 産 雪 路 時 邊 診 昌 | 含 卿 
人 4 婦 済 2 た テー テー 守 ] 
H 江 物 9 9 ほ ィ を 先 
人 艇 | 修 綾 東和 | 陣 和 | 計 調 肖 | 学 導 成 天 | 修 | 用 。 衝 
m F し 1 ーー ーー リー 計 = ー 
皿 員 | li 山 出 | 面 劉 還 | 呈 
箇 面 間 回 皿 則 山 | | 山 | 町 山 | 員 1 M 1 y 1 3 Bi 0990 ケタ 
2573| uzottol aod6u zDol ie00g| 1s009 | 9A20 400760 900o 0 69000 6000 3800 | 説 o| 2000g| 09 1700 50| | 569 一 2 本 
22 給 0| 1 和 牧 0 30000| 2400 12000| 15000 ー| 38ioo| 2255.40| 500.00| 251.60| 140.00| 25000| 20.00 ー| 264.00| 20000| 5000| 1i3430| 80009| 70009 55O 50 787 
い 店 | ろ 2 ( | 5622, 70.00| 60200) 408.60| 250.00) 90000| 60.00 ー| i32o0| 10000| 5000| 14600| 5000| 記 
II 28 間 1 人 了 間 260 2 全音 ゴ 26o 30ge0| eoo00| 26440| 12000| 50000| 4000 | 39600| 20000| 5000| 14200 123000| 1i20o0 
1| 下 項 像 | 282200| L5I200| 30090 24009 120 W 75g.00| 2.318.40| 600.00| 80260| 120.00) 880.00| 20.00 ーー| 2640G| ioooO| 5000| 12800| 5278l| 4778m 
出頭 傑 | 2,151.90| 1.341.90| 300.0O| 240.00| 120.00| 150.00 認 45550| う 2 90 人 ME 1 当 還 入職 に 
2 間 2 六 09| 20m 12000| 15000 | 542.0Q| 2j583.00| 550.00| 246.00| 290.00| 3500O 20.0 ー| eenoo| 20000) 5000| 17100| 52000| 230.0 
本 1a55750| 1285750) 240009 194000 120009| 120000 ー| 8925760 2024790 455200 274470 157000 582700 38000 | 303600 140009 40000 119760 37578l 252721 
思 iD0| 8851.60| 。 480.00| 862.40| 24000| 140000| 500O ー| iazoo| ioooo 5O0O 17000| 42596| 2626 
DI 260N 80009| 0 較 0 ー 5.08220 3200 00| 700.00| 68020| 180.00| 200.00 40.00 一 | 132.00 一 50.00| 144.00| 457.47| 307.47 
人 | OH 20000| 60 8000 ー| 24685.00| 25g5.60| 550.00| 870.00| 218.40| 300.0O| 60.00 一 | 39600| 200.00| BOOO| 157.00| 365.87| 6537 
床 店 | 2092| 1639eg| 30000| 24000) 24000| 15000 ー| 5585.0o| 2595.60| 560.00| 518.40| 140.00 220.00| 。60.00 ー| 396.0| 100.0O| 50.00| 36200| 233266| 1991.46 
2| 失 閉 第 | 237270| Pad2| 30000| 24000| 24000| 15000 ー| 2456.0o| 2431.80| 520.00| 46620| 9400 2500| 5000O ー 一 | iQO.0O| "50O0O| 137.00| 2869.08| 2169.08 
合 凍 商 | 287270| 142Z0| 360 24000| 240000 15000 ー| 22200) 47420| 20000 602900 語 0BO0 0 | 42 主 リン 
傘 混 徐 | 2872. 70 』 M 1 150.00 ー| 27520o| 390.60| 6000| 79.40| 1i00) 寺 1 ー 0. -0O| 19929 9 
半 。 粗 内 | 2 3900| 480Og| 24000) 1500 ー| 2818.00| 1.814.40) 300.00| 183.60| 240.00 150.00) 3000 志 990 809 9000| CA0 の | 0 の 2 5000 mm9 2 
に は 5 選 誠 Jp 1 0 ] od 
り に 計 | 2092440| 1315440| 240009 225000 192000| 120000 ー| 3102520| 1785380 887000 274000 222340 2720.00 38000 118800| 60000 OO 127100 7.58934 564854 
) ー| 5307.00| 3488.60| 650.00| 291.40| 15000| 46000| 40Q0 ー| ia20o| 100.00| 5000| 1ee00| Li800O| 23000 
際 有 則 20820| 1BH32Cl 3000 2400D| 90000 NB ー| 8085.00| 4573.80| 1.200.00| 567.20| 250.00| 910.00| 72000 ー| 264:0Q| 200.00| 5O0O| 23000| 20000 
 。 膝 : 482. '612.80 5 .00| | 27610.00| 3j521.80| 875.00| 87120| 250.00、 1280.00| 70.00 ー| 79200| 450.00 50.00| 187.00| 170.00 と 
得 。 膝 詳 | 2482.80| ij612.8| 300.00| 240.00| 180.00| 150 」 | 
新興 礎 | 2332200| 1512.00| 300.00| 240.00| 120.00| 15000 一 | 2547.90| 2204.90| 400.00| 800.00| 120.00| 1255.00| 40.00 ー| 528.00| 1000O| 50O| 137.00| 935Q0| 22000 
美 葉子 | 258280| 61280| 300.00| 240.00| 120.00| 31000 ー| 8370.00| 2935.8O| 500.00| 36220| 200.00) 42000| 60.00 ー| 29200| 10000| SO00O| iee00| 2500 雪 
8 | 及 。 里 上 誠 | 23236.95| 1426.95| 390.00| 240.00| 12000| 150.09 一 | 2229.0o| 1J587.60| 300.00| 209.40| 150.00| 200.00) 2000 ーー| 。i32oo| 200.00| 50900| 108.00| 230.00| eoo.Oo 
省 。 海 年 | 2407.70| 144220| 300.00| 39500| 12000| 150.00 ー| 8222.00| 2.948.40| 700.00| 397.60| 250.00 35000| 3000 三 | 396.00| 2000| 50O.0O| i5g0o| 250.00 
高 朱 子 | 28127Q| 144270| 300.00| 240.00| 18000| 15000 一 | 3278.00| BOT.80| 498.00| 207.20| 100.00| 580.00| 40.06 ーー| 。396.00| 200.00| 500O| 14400| 490.00 選 
英 守 屯 | 265520| 144270| 300.00| 240.00| 18000| 49800 = | 523200| 2784.20| 700.00| 293.80| 20000| 900.00| 34000 ー| 。264.00| 100.0Q| BOOO| 148.00| 100.00 
揚 成 棲 | 2122.80| 1252.80| 300.00| 240.00| 180.00| 150.00 ー| 30685.00| 2.444.40| 50000| 276.60| 150.00| 280.00| 20.00 ー| 2400| iQOOO| 500O| 13oOo| 17000 画 
小 計 | 2449995| 15241.95| 8000.00| 255500| 1680.00| 200800 ー| 52880.90| 28286.80| 6.323.00| 8276.69 182000O 6,585.00) 48000 8960.00| 1750.90 50009| 157500 447500| 225000 
= | 
落 。 宗 238200| 1512.00| 80000| 240.00| 8oo| 150Q00 一 | 38.00| 2809.80| 450.00| 21720| 140.00 200000 3000 一 | 。26400| 20000| 500O| 142900 53000| 36000 
| 天 識 電 2428.25| 1.44270| 300.00| 240.00| 180.00| 265.55 ー| 24650.0o| 2482.20| 500.00| 385.80| 180.00| 240.00| 30.00 ー| 。 30| 100.00| 5O.OO| 136.0| 50O| 36o.0 
李 戸 重 | 301120| 2041.20| 300.00| 24000| 1BOOO| 250.00 ー| 9888.00| 5405.40| 1)500.00| 870.60| 300.00| 600.00| 80.00 ー| 13200| BOO0O| 5000| 13200| 53700| 48Z00 
杭 道 河 子 | 237220| 1,44270| 300.00| 240.00| 240.00| 150.00 ー| 86Z0.00| 2142.00| 550.00| 256.00| 150.0O| 20000| 4000 ーー| 3200| 20000| BOOOO 12800| 41000| 3600 
4 | 病 路 | 287220| 1442270| 300.00| 240.00| 240.00| 150.00 ーー| 6264.00| 3.868.20| 95000| 591.80| 250.00) 600.0O| 40.00 ー| 。264.00| 200.00| 50.0O| 19200| 50.00 | 
三 名 子 | 2971.20| 204120| 300.00| 24000| 240.00| 150.0O ーー | 59550o| 3851.60| 900.00| 449.40| 250.00| 450.00| 。50.00 | 26400| 20000| 5OQO| 19340| 47000| 12000 
来 水 。 沖 | 269280| 612.80| 30000| 240.00| 240.00| 30000 ー| 6797.80| 3898.40| 950.00| 530.40| 250.00| 640.00| 20.00 ー| 264Qo| 200m0| 5O00| 396.60| 8000 ーー 
用 修 | 2482.80| 1ie1280| 300.00| 240.00| 180.00| 15000 ー| 709600| 3830.40 75000| 45560| 290.00 125600) 500 一 | 。264og| 2000| 5EOOO| 1g8.eol 471.00| 12100 
小 計 | 20718.65| 18148.10| 2400.00) 192000| 1680.00| 1565.55 ー| 47.591.89| 297:788.00 6.550.00 3756.80) 1810.00 4186.00 89000 171600| 180000) 40000 150950 805800 180800 
天 魚 家 尚子 | 2769.70| 1889.70| 300.00| 24000| 240.00| 15ooo ー| ge6200| 3780.00| 800.OO| 586.00| 80000| 400.00| 2000 ー| 。s9eQ| 3o0o| 50Oo| 2000| 330.00 = 23 
規 連 屯 | 304200| 151200| 30000| 24000| 24000| 250.00 ー| 6280| 345200| 60000 49469| 24000 40099 5000 ー| 68099 20000 8090| 12500 350009 一 2 
守 。 心 亭 | 2599.5O| 1j669.50| 300.00| 240.00| 240.00| 150.00 ー| 3555.0o| 2.091.60| 400.00| 215.40| 150.0O| 20000| 30 ー| 26400| 200. LO| 00| 1670.00| 1500.00 1 
大 南 訂 | 2.54200| 512.00| 300.00| 24000| 24000| 25000 ー| ' 70.00| 2784.60| 600.00| 5Y8.40| 2000| 30000| 4000 ー| 3200| iQoOO| 5000| 15t.00| 63000| 48000 10 
5 小河 是 | 228120| 120| 30000| 24000| 8000| 15000 一 | 5228.00| 2305.80| 500.00| 28520| 180.00) 2200.00| 20.00 一 | 32og| ioo.O| 5gO.OO| 129.00| 300.00 ー 5 25 
沙 地 子 | 238200| 1j51200| 300.00| 240.00| 180.0g| 150.00 ー| 82Z8L0o| 2419.20| 300.00| 809.80| 180.00| 300.00| 340.00 | 13200| 1OO.0O0 5O0O| 4000| ii9000| 85000 5Q0G 2 
珠 春山 | 213320| 1263.20| 300.0O| 240.00| 1BO.OO| 15oo0 一 | 393.oo| 575.00| 300.00| 25200| 120.00| 20000| 20.00 一 | 264q| 200.00| 5gO.OO| 107.o| 330.00 ー| soao| 28 
当家 泡 | 2858.70| 1483.70| 300.00| 240.00| 1BOOO| 15000 一 | 87981.00| 890.00| 800.00| 857.00| 150.0O| 350.00| 20.00 ー| 264.00| 1000o| 500O| 13300| 5500o| 25006| soool 2 
石 。 他 寺 | 244200| 1.512.00| 300.00| 240.00| 240.00| 150.00 ー| 5485.00| 3.049.20| 800.00| 327.80| 240.00| 800.00| 40.00 ー| 528.00| 100.00| 50QO| ie600| ie2500| 1375.00| 500| 200. 
小 証 | 2254530| 1871530| 270000| 2160.09) 192900| 205000 ー| 42.940.60| 28.847.40| 5800.09 838120 1.760.00| 4650.00| 889.00 277200) 140000 45000 135300 697500| 445500 45000 207000 
= 
作 西 人 居 | 2u590| 84m920| aoooo| 24000| 2000| isooo ーー| 4820.55| 2772.00| 629.55| 805O| 100.00| 50000| 50.00 ー| 2ezog| 20000| gooo| 145o| 23000 一 | gogol 18000 
河 。 稀 心 | 245200| 1512.00| 300.00| 240.00| 1BO.OO| 220.00 ー| 3918.5g| 1921.60| 50455| 221.40| 1000O| 540.00| 80.00 一 | 3960| 200.00| SOOO| 10900| 45636| 10000| 15636| 29000| 
葉子 岡 | 238200| jj512.00| 30000| 240.00| iBO0O| 150QO 一 | 712.55| 2570.40| 929.55| 226.60| 160.0O| 300.00| 80.00 一 | 39600| 100.0O| "5OOO| 5000| 26000| eo00O 50OO| 1S000 
弘 家 房 身 | 238200| 1j5l2.00| 300.0O| 240.00| 180.00| 150.00 ー| 4644.55| 27116.80| 629.55| 280.20| 150.0O| 600.00| 40.00 ー| 52899| 30000 5000| 14500| 23000 ー| soQol i8ooo 
内 河村 | 281220| 144270| 300.00| 24000| 180.00| 150.00 ーー| 95.55| 2.293.20| 522.55| 246.80| 100.00| 300.00| 80.00 一 | 3960Q| 30000| 5000| 137.00| 131000| 120090| 50Q0| 、609 
6| 天 埋 玲 子 | 2331.90| 13A.90| 30000| 24000| 300O| i5ooo ー| 3j984.55| 2394.00| 529.55| 。227.00| 150.00| 30000O| 20.00 ー| 2640o| iQO.00| 。 50O0O| 129.00| 30150| 。5.50| 5000| 20090 
紅 岩 咽 | 240220| 1442.70| 300.00| 240.00| 20.00| 300.00 一 | 2490.15| 1433.00| 329.55| 165.60| 100.00| 200.00| 30.00 一 | 320o| iQ0.0O| 500O| OO00| i50.0o ー| 50Q0| iQooo 
東 自 盤 | 2.322.00| 1.512.00| 300.00| 240.00| 120.00| 150.00 一 | 3,118.55| 1,751.40| 429.55| 116.6Q| 120.00| 275.00 30.00 一 | 396.00 一 50.00| 115.00| 1.205.25| 90525」 50.00| 250.00 
時 征 中 800 0 人 2 0 20009 180.00| 150.00 一 | 1533.55| 756.00| 229.55| 。164.00 50.00 50.00 20.00 一 | 264.00 一 人 電 32000 = 1 ET 
3 209.95| 1.310. L55| 240.00| 180.00| 150.00 当 | 王 【 。 ー 00| 00 
小 計 | 28159.05| 14269.50| 3029.55| 2409.00| 174000| 172000 ー| 33418.55| 18.008.40| 4740.95| 1958.20| 1039.00 806500| 28000 303600| 180000 50000 115600 454811 231675 ) 1.62000 
夏 模 | 2382.00| 1.512.00| 300.00 | . 150.00 一 | 4040.00| 1953.00 1 375.00| 180.O| 610.00| 一 | 2364.00 、 127.00| 170.00 LR 12000| 
前 恵 | 2482.80| 1,612.80| 300.00 」 150.00 ー| 448.00 2179.80 1 409.20| 180.00| 359.00 一 | 660.00 、 145.00| 350.00 oO| 300.00| 
| 還 人 02eB| 議 OCG2320 99600 8 1 150.00 一 | 3482.00| 2129.40 418.60| 180.00| 150.00 | 264Q00 2 M 131.00| 970.00 ' 920.00| 
堪 誠 | 2492.70| 1.44270| 300.00| 1 ! 150.00 一 | 43982.00| 2.847.60 5 720.40| 180.00| 210.00 一 | 264.00| K 、 154.00| 150.00 LOO| 100OQ| 
小 碑 | 2.382.00| 1.512.00| 300.00 1 150.00 一 | 3.388.00| 2041.20 。 176.80| 50.00| 290.00 ーー 一 | | LR 110.00| 150.00 OO| 1O0.00 
1 2 | 還 褒 DO ー| 3681.00| 1562.40 LO0| 194.6| 240Q0| 900.Q0 ー| 264oo MI LOO| 10900| 350.00 3900 
誠 40 300.00) ー| 1221.00 0 r00| 149.00| 50.0O| 500 当 | 500 5 iQO| 76200| 15000 100.09 
9 る 20 0 ー| 710.00 LO0| 158.0 LO0| 150.00 1 13200| 8 86.00| 。 29000| 40.00| 
褒 | 。26BIS0 30| 。 800.00 ー 2 00| 369.60 LOO| 150.00 132.00| LOO| 10900| 15000 100.0 
2 計 | 2127880| 270000) 記 8869.00 ) 2.112.00 00| 1783.00 2.780.00 22S000 
240.00| 150.00 | 245eoo| reseo 200.00| 116, 150.00 182.00 
240.00 00 一 5 1 00.00| 344.80| 350.00 : 396.00| 
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ーー 一 ーーーーーーーー ニ ーー 
肖 | へ 、 科 
村 
列 日 = 
名 ヽ 
5 公 所 半 公 
欠 。 3 ーー 総 所 綴 
蘭 老 3 hl | 
宙 間 思 | 料 | 欧 公 元 | 吾 江 
湯 い 2 1 雑 『 
EE 本 半 20600) 56300 っ E 避 | 族 沖 財 
軸 項 順 2454」 | OO 00.0 8 
0 2451O0| 4620 300 ok| | か 
疾 林 楽 2,109.00| HI 隊 006 8 191.00 04 
3 導 拉 05980 00.00 |TOB 150 数 
も M688.00| 1 73.0 800 2 .00 .00 加 給 
久 ろ , 1 0 .00 00. 108. 20 4 合間 洒 
呈 電 時 | 55000 4620 人 30099 209 15000 37200 ease200 料 | 猟 公 避 | 用 
4 4 1.621. .00 0.00 6.0 300. 412. 2, 1 因 色 | 条 
間 上 NR 0 280 有 1000 2 39 本 1 PC 
9 | 党 ST 子 5460」 1.7 LO0| 2 i00| 18 .00 50.0 842, 45372. 2419, .00 則 修 内 
| 党 安 LO0 52.0 400. 13 0 .00 2.00! 2 19.0 45 1 
党 迷 2.615 1.39 0 .00 8.00| 150.00 340 3.63 2 822. 0 0.00 52.00| 繕 | 玉 
業 Ri と っ 49 .00| 9.00 400.00 1.109.00 150 4 .00 3. 2.00 '822.00| 400.0) 72 2 財 f 諸 3 
業 食 bh| 2, BUP 300 6 !OO| 1 .O0 00.00 5160.00 2.621 650, 軸 r00 B0.00) 面 電 | 剛 1 許 
| 和仁? 興 2.651 1.462.」 0 .00| 600.00 400.00) 402 302 28 90 0.00 64.00 54 28 甘 入 朗 | 民 4 加太 
自 海 頻 2 DR 800 8 前 0 PO 6 2 10 8 5.00 軸 
先 1584.00| 1.56 8 0 .00 08.00 118.00 140 2.57 .00 4.00| 36.0| 135 4 数 ? 衆 
| ホ 旗 。 柴 の 0 1 9.00 00.00 300.0 201 80 r00| 1 .OO| 2 0.00| 400.00 88 90, | 0.00 | 育 引 | 生 
案 | 37 9 800 OO 0 計 3O| 866.00) 873 600, ED0 120.0 15 4 政 済 3 
3,785. | 1.38 00 3 .00 00.00 289.00 260 523 99.82 00 00.00| 64.00 44 19 0 .00 SE 皿 44 / 胡 4 
拓 - 計 92.585.00 1 6.00 00.00 00.00 314.0 | 0 誠 827.00| 1 96D 2 2 10.00 芝 1440 
新 汎 .00 0 300.00 400.00 人 1 00| 4 61.00 650.00 104. l 語 語 88 .OO| 5,00 30.00 補 ] 144. 0 血 Y 
1 W 27 1 .00 1 う 00| 叶 
得 記 河 | 295 5168.00 人 400.00 398 記 了 OO 220 4 76.00 080 744.00 144 | 18 OO| 0.00 宮 144.0 帳 
新 懇 「 屯 ろう は 6.00| .600.00 800.0 398. | 1 .00 2.00 鐘 吉 406.0 700 3 109 .00 0.00 10.00 本 】 144. 0 還 50.00| 
1 0 3 .559.00| 1.626 8400」 0 芝 00 50.00 374.00 .355.0 2872. 0O| 6 .00 086.00| 195.00 30 .00 ミュ 50.0 
3 英 。 球 避 2482, 1.6 .90| j400.00 46.00 150.0 365 4061. 0O| 2 .C0 50.00 112.0 1895, .00 ーー 144.00 337 50, 0 
狼 城 子 24 00| 下 51.00 300.0 2.642 450. 0 NOO| 2 1.00 J896.0 650 .00| .00) 90.00 記 導 の 00 0.0O| 
457.00| 1.52 3 0 .09 50.00 324 2j53 26 0 .00 96.00| 300 18 .00 ag 50 
避 HH 子 | 289 00| 5 00 00.00 600 17 .00 6.00| 1 96.0 650 10 .00 5.00) に | 144 .00 
E 1323.00| 1.399. 30| .00 730.00 496.0 729 1.63| .00 DO 4.00 175.0 210 00) 中] 50 1 
高 記 2.194 | 14 2.00| 0.00 300.00 180 3.914. | 2 00| : B.00 600.0| 1C4 240. 0 .00 デ ( 144.0 4 ,00| 60.00 
英 吉 屯 88 00 和 62.00 00.00 400.0 1 結 軸 ,214.00| 2 428.00 0 時 2 180.00 25.00 1152, | 0.00| 50.00 190.00 200.0 30c 
揚 人 3* 学 | 2 7.00 .336.00 g00.0) 500. ll 議 隊 .00 00.00 050.00 1.890 100, 0 00 6.00 195.00 25 00 間 50.00 150 2 の 0 0 0.00 
調 287, 1.89 8 .00| 抽 0.00 07.00 150 593 1]8,5 .00 0.60| 56.00 320」 19 .00 ーー 977.00) 50 1 .00 0.00| 2 
小 成松 っ | 2 00.00 300.00 108.0 15 .00 00O 580.00| 460 1 2 .00| 5.00 30.00 | 144 1 0.00 50.00 100.0 ンク 
2 6 1 0.0 634 5,88 4 .00 6.09 28.0 180 a 00 400 20 00.00 0.00 100.0! 
= 栓 」2 の は 300| 1 96.00 360.00 300.0 81 紳 和 1 0| 5 OO| 6 B.00 5100. 64 | .00| 0.00 当 昌 認 !D0 0.00 430.0 り 20.6 
8 Mi 2 od AM 8 ー 剛昌 gl 半 比 層 コ ad 2 
ラ バ 較 3 4949. 3 .00 00 38.00 150。 34 4 .00 4 .00 00.00 941. 改 M 00| | 144.0 = ヨ ヨ 0. 間 Y 民 | 2 0.00 
本 千 E 四 切 語 '948.00| 8 00.00 300.0 2 の L00 7.00 !038.00 *C45.0 本 5 00| 1 0.00 際 請 1 2 0 09 2000 0 1199 | 0.09 1 
| 棋 ,849.00 060.00 240. 0 .60 50.00| 496.00 4.512 2869」 0 .00| 50.00| 215.00 15 00 と 50 の | | 00. 150.00 259 
4 柄 導 戸 重 2217 遇 OO| 8 0.00 177.00 150 35 うら 00| 3 9.00 850.00 154 10 ! .00 語 144.0 .00 0.00| 600.00! 1007 | 24 OO の 
0 9 | 省 70M| 陸 PB 2 2 | | 1eooo 8.00| 17000 92 還 1 還 0 2 2 人 90000 
= 子 042.0 1.33| 4 い 1 .0 00.00 390 4.284 1.789. 0| 500.00 60.00 182 21 一 2.00 司 50 250. 0 0.00| 0 1950 1 識 隊 ア / 
三 i 2.616. 0| 1 6.00 00.00 .866.00 150 94 iOO| 2 00| 8。 89.00| 200.0 80 1 .00 0.00 1 144 0.00 0.00 250.0 | io 00 
未 生 中 の 2 MMS00 800.0 40 00| 190000 9.00 5977.0 3.200 2 | 285.0 20 0 下関 還 り 150 0 本 則 ーー 59.919 
送 EN 語ら .00| 0.00 .900, 49 4 427 0| 2 .00| 50.00 112 の .00 .00 080.00 90 .00 90.00| 謀 ] 109.00 5 ーー 
寿 吉 子 | 25 2.00 導 62.00| 300 240 00| 4 9.00| 8 27.00| !O16 55 .00 2.00 257.0| 35 / 回 | 還 較 9 150 30 00.00 500.09 3 
中 'o59.0 1.836 3 .00 .00 23.00 L660.00 3.25 29 00 0.00| 56.00 90 15 0 .00 講 366.00 5 1 .00 0.00 語 | 100 と 9 650 9 
| 條 人 2590 0O| 1 .00 00.00| 400.0 191 8 00| 48 2.00| 2 48.00 450 8 .00 0.00 40.00 14 8 0.00| 70.00 1.020.0 000】 1 0.60 292.0 
_ 泡 5590.00 )815.0 300 240, | 2 .00 00.00 .824.00 2470 5 .00 8.00 40.00 210 2 一 4.00 400.00| 300 3.040. 0 選 120.09 150.0 7 ま 
計 ろ .620 1462. 0 .00 0.00 287.00 150 49 8 L60 00.00 72 7 1 .00 0.00 詞 144 15 .00| 1 00| 0.00| 750 150.00 の 0.69 520.D 
大 錠 計 | 21 計 電 2.00 300.00 800.00| 374 の LOG| 7Z00| 40 ,988.00 40( .O0 2.00 05.00 30.0 .00 0.00 ,570.00 50 8 270.0o 
3 ーー 29. 7 3 6 .00 40.0 312 4.0 0.00| 80.00| 140 16 .00 =| 144.0 1 6 00| 300.00 150.0 35 
0 00 1281400 RBC iD 82700 Ra 595000| 1008 失 50 lg 提 | CN 当主 7750.00 YO 0.09 
の と 夢 っ 6 814.00 300.00| 340.00 398. 0 0 577.00 5517.00| 3049.0| ら 1 0 20.00 135.00 15.00| 過 0 き ( 50.00 400.0 0 3 と! 100.00 120.00 
鍼 心 屯 2 2500.00 300.0 1 っ 0.00 342.00 8881.00| 2596」 0| 55 008.00| 1 52.00 165.00 20.0 = 居 j 2 698.00 50.00 370. 0 45 5550.00, 150.09 140.00 
5 小 南 補 | 2, 46.00 1.608.0 OO| 2520. 0O| 1 .00 00.00| 401.00 3.868 6.09 .00 0.00| .086.00 120.0 逢 , 員 ! 00 5 2 OO| Lu 0.00 | 000 か イ 
S に i606 1.386」 0 .00 58.00| 150 45 5 i00| 2 8.00 450.0 88 1802, 員 .00 拓 144 13 0.00 0.00 7100.0 | 222950 
沙 河 El 識 2 00| 直 86.00 400.0 2.015 4 .00 7.00 56183.00| 2.621 1.15 0 .00 00 10.0 1 -00| 7.00 50.00 150 | go0.oo 100 
才 旨 < 省 軸 に 2 YS5ge00| 30 OO| 3 00| 198000 BON 4259.00 318990| 18400 750 22000 | 議 光 2 00| Sn 2 か 2 150.00 62519 
1 た 843 1.8 .00 0.00| 800.00 980 48 6 OO| 3 9.00 550.0 184 1 :0O .00 5 144 0.00| OrOO 315.0 ア 
に 税 子 | 23 hl gg.00 300.0 300 1 の 0O| 8 0.00 121.00| 3255 70 0 .00| 05.0) 165.0) 1 .00| っ 50.00| 120 60 Q 1 00.00 
石 家 山 和 06 1336.00 300, 0| 36 .00| 6.00 i470.00| 5,451 4p0 .90 0.00 88.00| 320.00 135。 0 連語 44.00| 450.00 50. っ 5 .D0 0.00 当 | 尊 計 : 0 
も 障 .00 0.00 310.0 18 42 .OO| 4 B.00 200.0| 120 280」 0 .O0| 15.00 440 0.00| 0.00 230.0 350 1 
小 作 0 399.00| 300.0 590 160」 0 0.00| 5288.00 1057 gl .00 .00 80.00 345.0 15.00| .0O| 1 誠 50.00 144 400. 0 .00| 50.00 
寺 | 2 Bi0| 1.273 300. 0 .00| 60.00| 150 59 80 :00| 00.00| 112.0 160 165) 0 .O0 連 ,485 5o 00| 0.00| 30 9 
il の の 物 PSO 00.00 BL 2 9.00| )648.00 750 の .00| 65.00| 40.0 了 .00 | 生 1 390 0.00 
貧 回 2 73.00 00.0 300」 2 .00| 50.00 528.00 5910 57 .00| 00| 300.00 210 の | 寺 』 00 50000 250. 0 al 150.00 
上 は L00 L00 7.0 150 4 5 .00| 750.00 120 4 .00| 0.00 記 ! 144 00O| 2 OO| .0 ] 15 | 
河 想 5146.00| 12 999.00) 300.00| 350 19 回 .00 52.00 .487.0| 4158 の 20.00 210.00| 20 .00| | 182. 25 | 20 一 50.00 80.00 
反 共 修 | 2 5409.00 3000 24 .00 26.00 180.00 397.0| 9.079」 | 3 .O0 .00 130.0 270」 .00| 当 144.00 9 50 00| 6 09.00| 00.00 150.00 0.00| 5 
6 LO0 0.00| 246.0 15 927.00| 4 9.00 5679.0| 900 17! -00| .00 25.00 | 開 際 2 0.00 5680.00 500 の r721.0 
維人 子 jl 旨 用 173.00| 2800.00 300 245」 D 0.00 859.00 128 2.16, 0 .00| y790.00 225.0 35 .00| 100.00 50 15 Aa 3 .00 150.00 
< 較 本 隊 DO 298000 人 00 1 隊 2 12500 00 吉朝 6 0.00 5650.00 150.09 
6 ヶ | NO 980.00 969 | 2 J049.0| 450 | 725.00 25.00 角 人 9 較 還 菩 099 200.0 205 1 9.0 
大 語 避 に 2 1.00 5399.00| 300 20) .00 0.00 230.00 3,698.0 2.394. 器 月 .00 12.00 259.0 195 一 | Q0O 2 gp 312」 0O| 0.00 .400.00| 100.50 
四 223700 0 6059 90ooo 9700 186000 MM 2452G0 26569 420000 2 29050 27000 思 回 0 ー 50 1299 3 165090) 159 | に 1 
6 22263. 1.936」 0 0.00 00.0 10 i00| 8797, 0 PB44.00| 2 89 500. :00 OO 10.0 35 1.152. 還 0.00 00.0 1.100. 1.700. 0 0.00 S2205 
黄 明 2 836.00 300 3 .O00| 0.00 797.00| 4 も 646 20 .00 L00| 64.0 112 1 0 .00| ヵ 152.00 コ ] 5n 00| * 000| 00.0 150.00| 250 DO 
3 芋 ラ 5 .00 300.0 100 2 .00| 35 00| 3。 16.0 350 0 .O0 5.00| 25.0 0.00 193.0 250 9 由 00| 1 0.00 
由 杉 っ 74.00 1.273.00| 300 3 0 .00 00.00| 496. 3.3 0 OO| 80.00| 80 16, .00 雪 100.00| 5D 1 0O| 2 .0OI 00.00 200 ] 100 98 
洞 J164.0 1.996. .00| 300.00 182.0 12| 4 .00| 95* 26.00 400.0 .00 5.00| 15.00 SS 144 0 0.00| 90.00 "186, 5 .D0| 0.00 652.0 
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較 泊 交 工 作 


於 ける 治 安 は 、 昨 年来 鷲 異 的 良好 を 示し て 僅か 東方 清原 区 方 面 に 東江 道 方 面 か ら 侵入 す る 2030 名 

園 阻 の 出 淡 を 見 る 程度 で も あつ た が 、 康徳 3 年度 に 入 つて 盆 に 東南 方 第 2 研 清 原 菜 境 及 第 # 屯 質 遥 牙 境 方 
に 、 滞 く 共 の 出 淡 の 度 を 加 へ て 浴 た 。 

4 し 7 月 上 句 に 糸井 部 除 は 、 特 別 討 代 際 編 成 し 、 之 に より 殆ど 東南 方 落 境 に 蘭 影 を 認め ぬ 様 に な つた が 、 

妥 e 引 きつ ゞ いて 、 臣 に 於 て 行 つ て ゐる 医 民 分 離 宜 集 、 宜 撫 工 作 も 多大 の 数 果 を 履 め 、 之 に 登 察 宜 の 内 部 

的 の 刷新 及 充 買 と 相 侯 ち 、 保 甲 制 度 の 整備 と 共に 、 一 毅 的 状態 を 足す る に 至 つた 。 加 ふる に 7 月末 か ら 日 


凍 し て ゐる 。 
第 層 撫 順 溢 陽 境 方 面 は 、 従 来 桜 邊 稚 で あつ た が 、 金山 好 、 草 上 飛 、 王 司 令 、 明山 等 の 土 共 隆 が 瀬 次 出 
上 渡す る に 至 つた 師 、 本 叱 の 現在 に 於 て は 治安 の 生生 は 全く 同 地 方 に 在 る 故 部 で ある 。 

胸 法 庫 下 葬 か ら 侵入 し た 金山 好 の 一 味 が 分 散 し て 、20 名 余 が ユー9 細 導 丁 地 工 、 第 7 、 第 8 屋 訪 面 に 出 
詩 し て るる 状 直 で 、 之 が 笛 策 を 誠に で ゐる が 、 今 人 に 抹 失 出来 た いも る の が ある 。 

現在 白旗 案 に 約 40 名 の 鐵 六 守備 除 が 、9 月 末 ま で 太 屯 し て ゐ た の を 機 各 と し て 、 同 地域 の 徹底 的 間 下 
を 行 ふ 念 、 皮 境 山地 に ある 家屋 の 集 家 を 行 ふ と 共に 束 備 道路 を 整備 し 、 琶 察 除 を 駐屯 せしめ 攻 央 の 入門 を 
防い で ゐる る 。 現在 に 訟 ける 奪 藝 は 炊 表 に 示す 通り で ある 。 

上 卒 敷 299 名 、 睡 首 は 11 名 で あり 、 共 阻 は 1 名 他 は 土曜 で ある 。 殖 備 展 と 行政 展 と は 陳 係 無く 、 鐵道 以 東 3 
屋 以 本 lc は 5 硬 を 設け 、 侍 察 溝 は 1 箇所 宛 設け て ある 。 

誰 し な が ら 、 治安 汰 況 に 就 て は 治 突 を 天 服 す る の 見 込み が 立ち 、 全 呈 が 明る く な つた 事 は 事 買 で ある 。 


治 妄 : 燃 況 調査 
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ゞ 
訂 守 備 除 の 一 部 が 自 旗 案 に 駐屯 後 は 、 更 に 共 の 度 を 加 へ て 目下 壮 稼 で ある が 、 之 を 永久 に 持 績 せん と 努力 編 





っ 記 




















生 希 | 時 音 | 栓 捧 地 替 力 範 剛 記 六 | 天 馬入 
間 ゥ sl 

土星 | 英 長 価 | 法 庫 騒 | 儀 賞 、 法 庫 剥 た 洒 入 < 

共 星人 金 中 好 | 消 原 頻 革 | 鎌 毅 、 失 大 、 原 上 6 に が す 朝 





仙 を 謙 値 き 年 第 工 境 方 面 に 於 け る 集 家 の 宮 、 防 連 の 設備 交通 拉 人 を 修 和 染 し て 以来 攻 較 は 同 方 面 に 旋 け る 計 
垂 の 修 地 を 失 ひ 、 滞 次 第 條 毛 順 懸 境 方 面 に 移動 横行 し あり 

7 訓 W 
往 育 の 秩序 安寧 を 保持 し て 、 人 類 の 幸 訪 を 増進 し て 行く に は 、 軍 登 力 に 保つ も の で ある が 、 民 乗 自 財 和 
人 が 、 自 治 的 に 秩序 を 素 さ ぬ の みな ら ず 進ん で 危害 の 防止 に 努め て 、 和 初め て 國 窒 の 治 究 は 友 き を 得る 硬 
で 、 殊 に 支那 、 清 洲 の 如き 情勢 に あつ て 保 四 法 の 切 は 感 ざ やら る ヽ の で ある 。 
今 と の 本 忠 に 於 ける 保 甲 状 態 に 就 て 略 湖 し よう と 思ふ 。 
演 鞍 保 忠 の 制度 は 吉 く 支那 周 代 か ら 比 問 族 筑 の 制 が あつ て 、 地 坊 の 保安 に 任じ て の た が 、 そ れ か 上 
つて 唐 階 に な つて 滞 く 保 甲 の 洞 度 は 備 は り 、 清 朝 の は じ め 順 治 元 年 に 政府 が 令 し て と の 制 を 州 藤 に 毎 周 
し め た 。 爽 い で 現今 の 10 家 を 租 と し 、 牌 長 を 設け た の は 康 昌 乾 隆 年 代 か ら で あつ て 、 洒 ぐ 完備 じ で 
だ の で ある 。 
大 で 清 の 光緒 26 年 浴 の 門 が 起 つて か ら 、 凌 典 が 蜂起 し 、 知 距 と $ 芝 を 庶 理 する こと が 肌 示 が が 
た の で 、 省 の 音 隊 者 及び 地方 の 公正 純 春 を 基 王 人 際 し て 保 忠 の 計 着 を 立て 、 戸 口 を 大 査 じ 四 閣 の 春 参 
舞 集 し 、 無事 の と き は 散 居 し 、 有事 の と き は 間 集 する 欄 に 計 つ た 。 面 し て 革 内 に 幼 局 分 閣 を 8 個所 護 
け 、 そ の 8 個所 は 各 * 孝 、 田 、 目 、 信 、 仁 、 義 、 直 、 畠 、 で 以 て 8 分 局 と し た 。 ( 
標識 は 全 境内 に 66 保 を 設け 、 大 保 は 10 修 村 、 小 保 は 7 8 村 で 、 毎 保 、 保 正 1 人 、 保 副 2 人 、 半 
下 に 100 戸長 若手 人 を 設け た 。 
一 獲 の 家 ゃ は 各 連 絡 し 、 忠 局 の 保 と と 局 の 保 と は 丁度 身 購 が 共 を 用 ひ て 指 さ さ し むる ご と く で あつ 
か く て 、 賊 も 英 を 容 る ヽ と と ろ も な く 攻 映 抵 挑 する 力 を 失 ひ 、 軍 倫 も 誤 さ 治 突 を 宮 保 す ずる と と 時 
出来 た の で ある 。 
区 いで 家 統 1 年 に 知 婚 徐 過 瑞 の 時 に 保 中 の 牙 革 を 行 ひ 、 更 に 民 園 3 年 朋 知 事 陳 三 は 再び 改革 を 加 へ た 


で ある 。 
















その 後 二 三 の 克 下 を 経て 現今 の 抽 度 に 至 つ の て ゐる の で ある 。 

保 蜂 状況 

現在 南 清 地 域内 で 、 本 忠 の 保 甲 法 は 最も 完 偽 し た 史 の 一 つ で ある 。 

清 消 國 建 園 と 共に 、 大 同 2 年 12 月 22 日 教 令 第 96 外 を 以 て 、 曹 行 保 甲 法 が 布 か れ て 以 の 制度 で 答 * 

て ゐ た の で ある が 、 康徳 き 年 7 月 か ら 強 に 改革 を 加 へ 、 一 礎 保 申 の 完全 を 期す る 師 に 、1 村 1 保 ョ 

て 改め た 。 詳し く は 別表 に 見 る が 如く で ある 。 
(m) 自 衛 較 


て 組織 し た も の で ある 。 前 者 は 電 格 と し て 18-30 歳 迄 の 男子 で あり ヽ 装 男 精 守 に 勿 除 た き 莉 で ヽ 保 『 1 


9 生ま - CR 


ーー ーー 
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27 
年 以上 居住 者 で ある 。 芝 は 本人 口 の 10 % を 占め て お り 、 有 之 c 該 賞 せ ぬ 18-40 歳 迄 の 男子 で 質 備 固 を 
設け て ゐる が 、 圏 は 1 村 1 保 を 基 に し て 細 織 する の で ある 
自衛 圏 に 内 へ られ た 使命 と し て は 、1 陸 寄 、2 礎 風 硬 、3 水 火 災 、4 偽 染 病 等 に 到 策 を 謗 ずる に あ 
る が 、 有 有 時 の 除 に 役に立つ を 必要 と する 政 に 、 市 練 を 重 証し て ゐる が 、 武器 は 未だ 所 持 蘭 し め な ゆい 。 後 
寺 は 待 察 より 命ぜ られ た 武装 自衛 団 で ある 。 之 は 純 董 察 宜 と 同様 で あつ て 、 保 甲 自衛 圏 中 か ら 選 抜 し て 
編成 し 、 全長 400 名 の 圏 員 を 擁し て ゐる 。 
職業 的 自衛 園 は 存在 せ す 、 和 義勇 自 衛 園 で ある 。 
自衛 園 の 概況 は 次 表 に 示す 通り で ある 。 
保 四 の 役員 及 保 長 は 、 恵 長 の 互選 に よ つ て 之 を 決定 する 、 価 その 他 の 事 は 綿 て 保 甲 法 一 般 に よ つ て 行 つ 
で ゐる の で 、 別 に 特殊 な を る も る の は な い 。 


壮 答 疎 保 甲 状 況 (一 ) 








TEN で. 放 

| "| (7ー12 お 
fr レ 3 ] [ 

甲 敷 | 時 毅 常備 | 珠 備 | | 長 久作 銃 』 | 杏 死 | 戦傷 拉 到 











61| 3794 9 34923| 一 | 36908 
151| 5,868 75| 38.977| 39.652 
5.885| D 35,956 97,814 
340| 5903| 340| 1909| 35,864 37,773 


| 
340| 5,903| 340| 1.909| 36,104 88.013 




































































j 〇 ) 登 察 除 の 人 員 


ぎ 
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符 察 は 革 公 署 内 に 稀 務 局 あり 、 生 正 1、 笠 佐 5 で 、38 名 中 8 名 が 日 系 ( 登 正 1、 釜 佐 2、 巡 宮 2、 笠 士 で 
ある 。 城内 符 察 署 を は じ め 、 第 1 展 か ら 第 8 居 に 各 登 察 叶 が 1 ヶ所 宛 設け られ て ある 。 そ の 分 駐 所 は 合 
証 50 ヶ所 設け られ 、 第 3 居合 察 署 を 除く 外 は 綿 て 稀 佐 が 1 名 宛 配置 され て お り 、 稚 察 員 は 合計 572 名 
で ある 。 水上 和合 察 堆 は と の 以外 に 第 3 尾 馬 蜂 溝 に 設置 され 、 巡 宜 + 名 他 18 名 で ある 。 水上 上 笠 察 は 以前 


に 


に 


| 普 芝 





| 所 在 地 際 駐 大 数 天 正 | 表 佐 | 巡 宜 | 琴 | 人 | 計 
| 務 局 | 汰 欠 革 くい 1 5 明 10 3 
球 内 勢 察 胡 ク 14 ー 1 4 20| 128 
宿 老 皿 贅 奈 署 | 朋 1 三 宿 老 市 4 ーー 1| ] 5 31 
ド 名 子 茸 半生 2 世 大 名 子 | = Wa る 引 es 
大 汎 河 替 察 怪 | 第 3 選 大 汎 河 | 4 ー ニー 2 5 31 
蘭 家 赴 礁 察 到 第 4 三 芝 家 市 | 加 一 1 4 6| 83 
| 大 館 家 周子 凌 府 胃 | 第 5 葉 大 節 家 衣子 ま ー 1 4 0 
狗 西 委 薔 察 時 | 第 2 二 銀 西 佐 3 三 1 2 4 24 
夏 家 栓 侍 堆 第? 取 夏 家 楼 4 ーー 1 3 | 35 
還 吉 休 薔 奈 胃 | 第 8 華 因 可 矯 子 | 。 4 。 | 叶 3 
水 上 在 宗 署 | 第 3 硬 后 蜂 潜 | = 回 E 6 い 
計 | 50 1 18 42 77| 48 








党 口 合 察 の 絶 周 する 庶 で あつ た が 、2 年 前 本 朋 に 移管 され た 。 水 上 束 察 堆 の 管 太 と し て は 隙 内 の みな 
まず 河 の 上 下 に 渉 つ て 管轄 し て ゐる 。 そ の 外 に は 特殊 束 察 際 は な い 。 
訓 。 練 
否 練 は (1) 城内 を 主 と し 、(②) 惑 境 を 主 と し 、(③) 中 央 の 治安 必 復 な る 者 分 を 、 主 と し て 行 つ で の 
が 、 | 
①) は 開 東 局 附 属 地 杯 察 に 準 導 し て 行 ひ 、 
(②) は 武力 を 主 と す る 乱 、 軍 際 同 本 で 人 選 る 之 に 準じ 思想 較 な 土地 の 有力 青年 を 所 抜 し 、 大 重 た る 調 
練 を 施し 、 自 衛 園 と 協力 し て ゐる 。 
(③) は 保 皿 や 住民 の 生活 に 直接 接 往 し 、 提 査 に $ 従事 する (1)C③) は 毎 議 階 級 が 多い 。 
練 所 は 1 ヶ所 城内 に あり 、 年 回 入所 する 、 各 30 一 50 名 の 採用 敷 で ある 。 
然し 、 治 突 の 租 に は 登 察 の 語 練 充 費 の み で な く 、 保 皿 の 方 も 刻 審 張 化 を 巴 ら た い 楼 に 訓練 し で ゐる 記 
察 外 に は 鍵 に 日 本 軍 が 駐屯 し 、 前 内 頒 護 の 任 に 営 つて る 。 
谷 語 練 所 に 騎馬 登 察 除 30 名 が あり 、 ト ラッ ク 3 牽 を 備付 け て ゐる 。 
本 双 の 合 偽 配置 編成 は 、 普通 1 等 礎 と 同様 で ある 。 


多 内 警備 状況 
































(=) 電信 電話 及び 道路 其 の 他 
(@) 電 話 
本 足 の 琴 価 繝 と し て の 電話 は 従来 の も ゃ の を 使用 し て ゐ た が 、 更 に 本 年 は 惑 営業 電話 を 漠 洲 電信 電 語 
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[ 
「 
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1 
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視 に 護 渡 し て 、 専ら 琴 備 専用 の 生 備 電話 に 改め て ゐる 。 
辞 価 電話 は 既に 琴 察 習 並び に 琴 察 分 駐 所 に 設け て ある 外 、 更 に 本 年 11.000 條 回 を 投じ て 新設 補修 中 で 
ある 。 


(①b) 電 信 
電 そ 會 祉 開 係 以外 無い と と は 前 逃 の 通り で あら る 。 
(<) 演 路 


警備 道路 は 治安 の 根本 で あつ て ヽ 双 前 来 産業 交通 経済 策 攻 育 に 大 きい 開 係 を も つて ゐる の で 、 本 双 で は 特 
新設 改修 に 用 意 し て 有 之 に 着手 し て ゐる が 、 山 獄 地 装 と 河川 多く 、 大 部 分 が 渓谷 で ある 久 、 橋 菜 架 設 に 
音 心 し て ゐる 虚 で あつ て 、 多大 の 経費 と 相 営 の 技術 を 要 す の で ある が 、 潤 交 経費 を 撤 出 し て 之 が 完成 に 
努め て ゐる も の で ある 。 

圭 法 職 道 の 双 安 溝 の 橋 は 本 年 商 成 し 、 蘭 首 山 麓 上 河 橋梁 は 近く 着手 の 定 で ある 。 又 9 月 より 日 人 技術 


者 1 名 を 借入 れ 道 路 橋梁 の 整備 に 営 ら せる 贅 定 で ある 。 
道路 の 状況 は 次 に ボ す 表 の 通り で ある 。 ( 路 幅 は 大 骨 5 米 ) 
It 同 距 離 ( 村 ) 修 築 年 月 
5 大石 人 有一 法 庫 藩 陽 族 3.456 民 國 14 年 7 月 
? 琴 夏 家 模 一 館 家 山 子 4.032 大 同 2 年 8 月 
5 大 新 京子 一 法 庫 、 大 陶 家 13.248 / 
忠 茂一 2 破 河 万 23,000 大 同 2 年 9 月 
1 太紀 家 模 子 一 2 必 大 旬 子 20,000 / 
忠 城 一 4 硬 餅 路 35,000 大 同 2 年 ? 月 
3 訪 作 海 市 一 4 屋 横 道 河 子 25,000 7/ 
懸 茂一 石 飾 寺 51,000 大 同 2 年 8 月 
臣 城 一 1 民 山 頭 低 16,000 大 同 2 年 10 月 
虫 城 一 1 大江 耳 山 19,000 / 
上 茂一 ? 研 媒 々 誠 34560 康徳 2 年 5 月 
4 大 誰 路 一 5 居館 家 周 子 14,400 康徳 2 年 10 月 
4 大 柴 家 保子 一 4 大 三盆 子 11,520 康徳 3 年 4 月 
7 殿 娠 々 秦 一 8 大 大 康 屯 34.560 / 
2 硬 白 旗 生 一 清原 中 南 礎 5,760 康 竹 3 年 7 月 
2 大 大 提 子 ー 3 違 三 公子 40,000 康徳 3 年 8 月 
、 紛 計 400,536 半 


3 
の 


二 
もり 
、 
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(d 治水 工事 
冶 岩 堤防 は 康徳 1 年 3 月 か ら 起 工 し て 本 年 6 月 に 至り 、 全 長 5 料 を 完成 し 、 小 河川 ( 交 路 、 新開 河 ) 
20 洗 を 修築 し た が 、 本 年 6 月 及 8 月 の 奈 雨 の 乱 、 沙 陽 、 新 民 上 忠 弄 の 一 部 が 決 潰 し た の と 、 山 地 か ら の 


出水 が 多く 8 割 以 上 の 減 政 地 ( 約 15.006 天 地 ) を 出し た の で 、 今後 は 各 村 に 防 弐 機 闘 を 設け て 不断 の 修 


豆 Me 努 な る と 共に 、 低 混 地 の 治水 工事 に 着手 する 双 定 で ある 。 
未 年 に 四 入 つて か ら 
新設 堤防 22.400 米 
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| 導 
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ie 
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に 3 


が 


補修 堤防 10.665 米 で ある 。 


四 着 業 経済 政策 


(一 ) 虹 業 貨 斬 所 
忠 経 済 の 根本 は 工 村 に あり 、 江 村 の 振興 は 雷 寺 の 中 堅 的 人 物 を 得る に あり 、 こ と 言 ふ 見 地 か ら 虐 業 費 御 
を 忠吉 を 以 つ で 設立 し て 居る 。 

今 其 の 内 容 を 概 送 すれ ば 次 の 通り で ある 。 
各 村 か ら 村 長 其 の 他 の 有力 者 が 推薦 し た 青年 ユー2 名 を 試験 の 上 入所 させ 、 3 年 間 の 典 業 教育 、 1 年 上 
の 精 視 数 育 を 施し 、 卒 業者 は 各自 朋 村 し て 農村 自力 更生 の 原 動 カ と する 方 針 で ある 。 

入所 人 員 現 在 40 名 2 ヶ年 で 、 世 下 全 村 に 営 所 卒業 者 1 人 完 を 配置 する 死 定 で ある 。 生徒 の 年 齢 は ゼ 
歳 以 下 の 青年 で 、 専任 教師 日 人 2 人 、 漬 人 2 名 他 に 副 参 事 宜 が 所 長 を 近 任 し て 居る 。 

次 各地 は 10 天地 で 忠 の 昔 事 試作 場 も 氏ね て 居る 。 

( 二 ) 特 首 管理 鹿 ( 詳 細 は 販 下 の 項 参 早 ) 
常民 に 於 ける 槍 石 買 付 は 全部 本 虎 を 通じ て 行 は させ 、 民 に 至 す る 不 営 な 忠 間 搾 取 を 排除 ん と する 旨 
の で 、 日 漠 障 合 組織 と と つて 居る 。 同 虚 は 落 立 で 弧 て 現物 取引 に 限ら れ て 居る が 、 営 牙城 に 集 る 毅 物 @ 
5 割 は 営 虚 を 経由 買 宮 さ れ て 居る 汰 態 で ある 。 

( 三 ) 村 の 協同 組合 
本 中 第 3 居 大 汎 河村 に 黄 豆 の 較 出 組合 、 種 鶏 豚 利 用 組合 を 設立 し 、 強 より 毎年 200 園 の 補助 金 を 支出 
て 居る 。 
何れ も 全 村 加入 出 で 、 普通 組合 員 1 彫 、 特別 組合 員 は 2 周 宛 出 座 し 、 更 に 忠 か ら 種 豚 3 代 雑 種 ペ パー タク 
ャ ー3 頭 、 序 40 物 を 貸付 け て 居る 。 
菅 風 方 針 と し て は 天下 り 式 で 無く 、 江 民 の 自覚 に 依る 設立 申請 が あつ た 場合 に 補助 金 を 交付 し 、 
し め る と と に な つて 居る 。 


鐵 鈴 肖 大 汎 河村 規 朋 組合 試行 規程 


第 一 音 
第 一 條 本 組合 へ 用 骸 ヌ 政 請 ス ル タ メ 各 村 市 = 於 テ 熟 豚 細 合 事務 所 ヲ 設 クル 事 ヲ 得 









河村 ラ 試 験 村 ト ス ) 
雪 三 條 紀 合 事務 回 滑 ア 期 ス ル 見 地 ヲ 以 テ 取 公法 及 避 農 會 ノ 挨 助 、 経 江 ノ 補助 ヲ 受 ク 
第 四 修 本 組合 へ 共 ノ 継 細 ヲ 爺 約 スル タメ 事務 所 ラ 村 公 所 内 = 附設 ス 
第 五條 本 和合 へ 組合 員 ラ 以 テ 組織 ス 
第 六 條 本 組合 へ 組合 長 1 名 技術 員 反 事 務 員 1 名 評議 員 填 王 名 ラ 置 ク 

(一 ) 組合 長 へ 功 叶 村長 ラ シ テ 閑 人 丘 モ シ メー 切 ノ 事 務 ラ 管理 ス 

( 二 ) 技術 中 有事 務 員 へ 史 公 署 = 於 テラ 刀 任 と 共 ノ 事務 = 従事 シ 且 ツ 技術 / 指 導 ヲ ナス 










81 
| ( 三 ) 評議 員 ハ 組合 員 ョ リ 推 単 シ 共 ノ 員 敢 へ 組 合 長 之 ヲ 決 ス 事務 ノ 建 設 及 裁決 並 = 事業 ノ 進 行 = 職 ス ル 
事項 ラ 決議 シ 珠 決算 ヶ 査 定 ラ ナス 
第 二 電 

虹 條 組合 事務 所 クノ 所 在 ス ル 村 民 = ン シテ 朋 2 頭 以上 名 2 物 以 上 ラ 飼 装 ス ル 者 へ 皆 弓 合 員 タル 和 格 アリ 
(一) 本 組合 成立 後 3 ヶ 月 後 = 加入 シタ キ 者 へ ハ 須 ラク 現 組合 員 2 名 以上 ノ 紹 介 ヲ 要 ス ルト 共 = 組 合 長 フ 
認 ラ 要 ス 
《 三 ) 組 合 員 へ 了 基 時 組合 費 1 回 ヲ 完 納 ス ペン 和 合 費 完納 シテ 後 始 メ テ 正 式 = 組合 員 + 認 メラ ル 

但 シ 組合 成立 3 ヶ月 以内 = 加入 シタ ル 者 へ 優先 組合 員 ト シテ 紹介 人 ヲ 要 モズ 組合 有 ラ 移 除 > 基 時 計 世 
スル ュ ト ラ 得 
( 記 ) 得 全員 へ 引合 光 1 加 完納 モル 者 及 優 和合 日 へ 絶 身 組合 貞 ト 認 メ ラル 伯 と 共 ノ 相 貫 人 へ 共 フ 
栓 利 ヲ 承 秋 シ 得 ザ ル モ フ トス 名 装 ラ 数 更 ス ル 場 合 ハ 須 ラ ク 規 程 = 佐 り 細 合 旨 ヲ 納 ふ ペ シ 

組合 員 ハ 退 籍 モル 場合 及 規 程 避 反 = 佐 り 除名 モラ レタ ル 場 合 其 指導 ヲ 拒 ミタ ルト 雅 モ 組合 宮 へ 返 付 
モザ ル モ ノ トス 

三間 

第 狼 條 本 細 合 へ 組合 員 ク 生産 増加 モ シ ムル タメ 組合 員 ノ 生産 品 へ 方 法 ヲ 以 テ 販 実 ス ルト 同時 = 組合 事 
』 務 所 = 於 テ 共 同 輸出 ノ 事 項 ラ 施行 ス 

lu 本 組合 へ 種 鶏 場 及 種 豚 場 ラ 設置 シ 以 テ 紀 合 員 ノ 使用 = 供 ス ル モ フ トス 

弟 條 本 組合 へ 皮 = 登 記 ン タル 詩 豚 = 下 シ テ 必 ラズ 毎年 2 向 ノ 無料 酒 毒 及 注射 ヲ 施 行 ス 
_ 区 上 一 條 本 組合 = 登記 ンタ ル 肌 豚 = 疾病 散 生 モル 場合 へ 本 組合 = 於 テ 無料 治療 ラナ ス 

第 上 三條 本 組合 へ 組合 員 ノ 輸 出品 = 再 シ テ 基 ノ 品 質 及 疾 病 ノ 有無 ヲ 検 査 ス 疾 病 ク アル モノ へ 消 坦 及 ど 大 
堅 挫 理 シ 以 テ 共 ノ 募 延 ス ル 事 ヲ 防 グモ フト ス 

罰 第 二 三 條 本 組合 へ 組合 且 = 翌 と 鶏 豚 合 建 築 ク 設計 ラナ ス 

第 上 目 條 和 鶏 朋 病 林 生 シタ ル 時 ハ 其 ノ 登 記 モ ル ヤ 否 ヤ ラ 論 ゼ ズ 本 組合 = 於 テ 無料 消毒 及 挫 理 ス 
第 上 五條 本 組合 へ 第 二 條 ノ 事 項 ラ 施行 シタ ル 場 合 へ 組合 員 = 笛 シテ 無料 配 種 ア テス ュ ト ラ 得 
計 寺 六 條 組合 員 竹 上 種 鵜 購買 モン トス 場合 へ 本 組合 = テ 候 旨 = テ 代 買 と 或 種 場 = 換 衣 ラ 以 テ 分 
護 ス ルコ トラ 得 
開発 上 條 組合 員 ノ 侍 骸 へ 病 握 華 生 シテ 全 減 シ タル ( 戻 シ アル) 場合 へ 下 ノ 次 格 ア 有 スル 者 へ 第 十 八 條 = 人 矯 
リ 種 散 種 鶏 ラ 無料 代 奥 と 得 ル モク トス 
但 シ ュ ヶ 年間 = テ 共 ノ 種 豚 種 鶏 ラ 同 政 シ 以 テ 紀 合 員 ノ 復活 ヲ 謀 ル モ フ クト ス 
 () 欠 除 2 頭 肥 牡 朋 1 頭 以上 飼 姜 スッ 者 
|( 二 ) 種 鶏 10 以 上 飼養 スル 者 
填 八 條 第 十 七 條 ノ 事 買 テ アル 場 合 へ 本 組合 へ 組合 員 = 至 と 種 上 1 頭 種 鶏 2 多用 至 4 和 迄 無料 任 奥 スル ュ 
トラ 得 但 と 飼養 散 ノ 多少 = 依り 之 ヲ 定 ふ 
人士 九 條 死 防 注射 手術 施行 ノ 訓 = 依り テ 死亡 モル 場合 へ 本 組合 へ 時 償 ヲ 以 ウ テラ 賠償 ス 但 > 無 病菌 
ナル モノ ニテ 限 ル 


導 尺 凛 | 深 凛 同 避 半 1 閣 
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第 四 草 
第 二 十 條 組合 員 ハ 本 紀 合 = 参加 シタ ル 後 = 所 有 モ ル 閉 除 敷 ヲ 報 香合 記 ス ルト 同時 = 下記 ノ 手 敷料 ヲ 納 っ 


(一) 成 骨 C@6 ヶ 月 以上 ) 1 頭 = 付 年 = 2 角 
( 二 ) 成 鞭 C 2  ) 1 秘 = 付 年 = 1 角 
( 三 ) 仔 除 C6 ヶ 月 未 浦 ) 1 頭 = 付 年 = 1 角 
C 四 ) 釘 鶏 (  /  ) 発 除 但 シ 試験 期間 内 天 
第 ニ 十 一 條 本 組合 へ 鶏 具 統 制 ノ 乱 之 強制 的 = 登記 モン シュル 権利 有 ス ' 
第 ニ 十 二 條 組合 員 = 共 テ 飼養 スル 仔 豚 多 郊 へ 定 ヘル 年 齢 ヲ 超過 後 自家 飼 大 或 へ 談 渡 スル 場合 へ 均 ク 登記 
残 ヲ 補 納 スベ シン 不納 ノ 場 合 へ 1 倍 ノ 軸 金 課 ス か ' 
第 二 填 三 條 登記 事項 へ 毎年 1 月 6 月 み ラ 施行 ス 
第 二 二 四 條 本 組合 = 於 デ 組合 員 ノ 生産 品 ヲ 販 可 ス ル 場 合 へ 下記 ノ 手 敷料 2 微小 ス 
(一 ) 成 上 1 頭 4 角 
( 二 ) 竹内 1 頭 1 彫 
( 三 ) 圭 他 朋 1 頭 1 角 
C 四 ) 種 仔 具 ” 1 頭 8 角 


( 却 ) 雄 類 1 贅 1 分 

( 六 ) 中 鶏 1 多 8 分 

( 七 ) 雛 有 問 へ 前 ( 五 ) ( 入 ) う 共 企 額 トス 

( 八 ) 弟 卵 1600 個 毎 = 2 角 
第 二 十 五條 第 二 十 條 肥 第 二 十 四 條 へ 専 ラ 政 良 種 ラ 指 シ テ 調 フ モ ノ トス 組合 員 普 通 鵜 ノ 販 実 ヲ 営 っ 場合 

前 二 條 ノ 料 金 ノ 竿 額 徴 ス 4 


非 細 合 員 フ ェ ノ ェ 之 取扱 フ 但 と 第 二 十 四 條 ノ 金 額 全額 ノ 手 敷料 ヲ 微 習 スシ モノ ト ス 
第 二 十 六 條 - 細 合 員 間 ノ 買 謀 渡 ノ 場 合 へ 手数 料 先 除 ス 
第 = 皇 章 

第 二 二 七 條 本 組合 へ 必 ズ 下記 ノ 帳 着 ヲ 置 ク 

(一 ) 現金 出納 交 

( 二 ) 登記 僧 

( 三 ) 組合 員 名 舞 

C 四 ) 組合 可 手 敷料 政争 

(一 ) 分 類 出納 逢 

(へ ) . 販 電 合 記 矯 
第 二 寺 八 條 本 組合 ノ 丈 決算 へ 必 ズ 評議 員 會 ノ 認可 ァ 経 テ 砂 = 補 告 スペ シ 
第 二 十 九 條 本 組合 ノ 會 計 年 度 へ 政府 會 計 年 度 ラ 標準 トス 

第 三 十 條 會 計上 ノ 虚 理 へ 須 ク 落 公 署 ノ 指導 監督 ラ 受 クベ シ 


第 三 一 條 本 組合 へ 組合 宮 及 各 手 敷料 ノ 邊 入 ヲ 以 テ 組合 資金 トナ ス 経 沖 不 足 ナル 場合 及 ど 共 事 業 ラ 撲 大 
スル 場合 剖 公署 = 補助 ノ 申 請 フ ラナ スベ シ 

第 三條 本 規程 = 記載 洩 レ ァ ル ラ 華 見 シタ ル 場 合 へ 臨時 了 公 署 = 申請 スペ シ 

記 徐 三 | 三 伯 本 規程 へ 菜 長 ノ 認可 ヶ 経 テル ラ 施行 ス EE 

、 (本) 入 範 。 村 

名 内 に 検 態 村 3 ヶ所 を 、 下 記 の 通り 選定 し て 居る 。 

第 8 居 大 光 河 村 は 産業 、 協 同 組合 方 面 を 主 と す る 。 

第 8 下 同 吉 和牛 矯 子 は 共同 利用 の 格 の 束 燥 室 を 設置 し て 居る 。 

苑 3 華 池 河 恵 は 主として 行政 上 の 栓 箇 村 た らし めん と し て 居る 。 

( 下 ) 叔 良 會 を 通じ て の 農 業 舞 大 方 針 
1 玲 貸 路 及び 作 河 消 震 は 落花 生 を 美 動 す 。 

2 積極 的 に 馬 鈴 甘 の 甘 動 を な す 。 

3 煙 章 (バー デ = ヤ 種 ) 農 業 次 居所 大 池 河 村 に て 試作 の 上 甘 幅 ん と し て 居る 。 
$ 毎年 1 回 品評 會 を 開催 す 。 
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第 六 章 
「 


呈 般 農業 行政 は 費 業 股 に 於 て 掌 り 、 技術 的 な 方 面 は 門 畑 會 で 行 ひ 、 試験 は 業 買 御 所 に 搭 営 宮 しめて 居る 
他 、 電 産 方 面 で 毎年 5000 頭 の 奈 古 生 の 生産 力 あり 、 輝 を 充分 統制 し て 増産 を 岡 る 駒 定 で ある 。 
( 玉 ) 治 水 


選 河 流域 一 落 に 排水 港 を 作る 計 書 を 樹立 し 、 連 業 部 か ら 袖 助 を 受け て 皿 施 する 丈 定 で ある 
( 七 ) 財政 経済 政策 

村 全 歌 の 整備 節約 を た し 、 全 中 で 50000 園 の 飾 約 を な さ し め た 。 
表 に 明 年 (康徳 年度) 小作 制度 を 制定 し 、 小 作料 は 物 納 分 盆 は 地主 8.5、 小 作 人 6.5 の 割合 と し 、 金 納 の 場 
同 は 1 天地 80 回 を 標準 に し 様 と し て 居る 。 更に 小作 契約 期限 は 小作 人 の 抜 克 的 農法 を 排除 し 、 地力 の 維 
持 を 彫る 往 に 、 現在 普通 期限 1 ヶ年 の 習慣 で ある が 、 之 を 3 ヶ年 に 延長 する 事 を 計 書 し て ゐる 。 

昌 何 近 き 徐 来 に 人 て 、 肥 料 問題 解決 を も 考慮 せん と し て 居る 。 


五 教育 及び 宗教 


(4) 数 育 
放 は ) 一 般 状況 
本 忠 下 に 於 て は 現在 


| 林立 重 校 18 (内 5 は 中 等 騨 校 

還 居 立 騨 校 10 

村立 278 (康徳 3 年 度 に は 初級 100 切 高級 9 級 を 増加 し た ) 
私 立 3 

以上 の 他 に 民衆 克 校 118 私 革 18 が ある 。 





浴 


革 ! 


Wi 


巴 


肖 





| 


莉  。 新 


導 泥 
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就 陳 函 生 敷 は 27323 名 で ある (但し 之 は 民 抄 加 校 及 私 塾 196( 男 ) は 含ん で の な い ) が 、 之 を 民 國 19 年 の 
19.200 名 に 比べ る と 、 天 な る 進歩 と 言 ふ べき で ある 。 

茨 年 度 に は (康徳 ま 年 度 ) 初等 小 環 校 を 全部 街 及 村 に 移譲 する 様 研究 し て の る 。 

新 衣 子 小 壁 校 の 如き は 、 今春 文教 部 か ら 模 範 小 敬 校 に 指定 され た の で 、 日 人 数 師 2 名 を 探 用 し て 葵 作 義 

育 を 校 基 と し 、 諸般 の 改善 が 計ら れ て ゐる 。 

本 年 春 か ら 開校 し た 農業 連 各 所 は 、 各 村 自 力 更生 の 中 心 人 物 を 養成 する 含 、 農事 知識 の 教授 と 共に 避 人 

署 と 鶴 接 な 連絡 を 保つ て 精 礼 の 訓 育 に 努力 し て ゐる 。 
鐵 鈴 取 各 級 欧 校 統計 表 " 隊 入 3 年 度 ) 













































列 
高 | 初 | 証 | 男 上 男 間 
忠 5 18| 23| 52| 28l 8 29 118| 2806 2 4is0 校長 9 人 数 員 109 人 
避 | 10 17 | 21 32 1| 天外 目 220| 叶 2 
っ 原 鍋 271 校 後 埼 英 家 屯 
村 ETa 27 31| 450| 481 2 44 514| 14.265| 7,069| 21,334 西河 内心 2 校 1 
私 5 3 8 9 17 17| 4| 21| 703|.。 190 | 校長 2 人 数 員 15 人 . 
信 『 804| 79 515 594 608 78 68518494 8829 27323 









(B) 避 校 教育 の 方 針 
1. 清洲 國 の 建 國 精 客 を 徹底 を し め る 。 
2. 生徒 の 資力 導 養 。 
3. 謀 業 その 他 の 連 業 の 避 得 。 
邊 。 勤 券 を 碑 は ざる 拉 風 を 養 ふ 入 に 買 御 も 行 ふ 、 又 音 類 の 飼 礁 る 行 ふ が 工 が 主 で ある 。 
に 31 各 
初級 小 移 校 國 文 、 日 語 、 算術 、 修 身 、 自然 、 骸 操 、 唱 競 、 手工 、 賠 書 。 
高 組 小 牌 校 地理 、 歴 史 そ の 他 同上 、 買 習 地 は 村 に ある 。 
男子 初級 中 聖 校 代 敷 、 北 何 、 物理 、 化 了 、 其 他 高 小 に 同じ 。 
女子 初級 中 夏 校 家事 裁 友 を 加 ふ 。 
(CC) 聖 校 敷 及 系 統 表 
秋 紀 職業 当 Ck チ うー 
oN cda 





女子 高 毅 中 浪 て 女子 )ー 
(部 範 ) C3) 
ーー 高 毅 小 玩 枝 一 初雪 小 束 校 一 歳 
C2) て 3) 





男子 高 表 中 玉 校 て 男子 うー 
( 師 


男子 初雪 中 更 柱 男子 )ー 
範 ) て 3) 3) 


の 
レ 
ンー C ) 内 は 修了 年 誤 
人 


商科 職業 東 机 男子 )ー 
29 





農業 寅 因 所 (男子 うー 
(3) 


息 夷 C 男 リーブ 
C2) 


還 ーー 大 同 3 年 11 月 1 日 設立 


設 冬 ) 康徳 1 年 設立 



















私 圭 は 現在 18 ヶ 虚 存 在 し て の ゐる が 、 生 徒 敷 は 196 名 で 男子 の み で 女子 は みな い 。 
その 投 業 料 を 示せ ば 
1 ユ 名 年 負 投 業 料 


最 高 最 低 下 均 

| 回 

12.00 3.60 6.50 
症 で ある 。 


証人 表 立 聖 校 に 持 し て 有する 隔 係 は 、 官 立 騨 校 少 く 又 台 校 の 設立 も 不可 能 な 含 、 私塾 は 官 立 騨 校 の 不足 

補 軌 を な す も の で 、 健 地 村落 地方 則 民 の 就 聖 希 望 見 並 を 履 容 す る を 目的 に 、 私塾 が 設け られ て ゐる 
l が 、 現在 の 私 塾 教師 は 鈴 衡 に 依 つ て 撰 ば れ 、 成 績 不良 者 に 下 し て は 、 目 下 命令 を 以 て 禁止 し 、 了 晃 
間 『2 槻 回 る 定 で ある 。 


Me) 宗 才 
韻 地 で 行 は れ て ゐる も の は 俸 数 、 キ リス ト 新 教 、 蒼 教 、 同 教 等 で あり 、 宗教 で は 無い が 、 紅 屯 會 が 
1 汎 く 行 は れ 、 信孝 は 全部 が 之 を 修め て の る 。 


還 天主 数 は 准 教 で も る が 、 訓 信 が 城内 に ヶ所 あつ て 、 約 1 割 の 信仰 者 が あり 、 地 方 に は 鈴 り 見 られ 
| た い 。 新 数 は 数 會 が 城内 に 訪 音 堂 が あり 、3 割 位 の 信者 で 、 地 方 に は 村 に 2 ヶ所 倍 あ る 。 

伊 蘭 数 は 同 々 雪 で 、 域 内 に 清 眞 寺 と 言 ふ 寺 が 一 つ あ る 。 村 に は な い が 、 信 者 は 1 割 未 滴 で ある 、 
各 款 教 創 の 信者 概数 は 次 の 通 り で ある 。 


1. 救世 軍 95 人 
2. 講 演 填 一 

3. 清洲 園 道徳 公 鍼 肖 分 人 10 

。 生 大 同 修 教 會 20 

。 5 清 皿 雪 合 1.629 
_ 6. 甘 救 合 159 
| 7. 天主 数 合 305 
、 8 導 忠 日 合 266 
9. 紅 屯 字 會 97 
10. 理世 騰 合 人 110 


人 大 考 は 城内 に 寺 が ある が 、6 割 位 の 信仰 者 が あ ら う 。 地 考 で は 1 村 に 大 抵 一 つの 寺 は ある 様 で ある 。. 


| 湖 泥 | 演 茹 肖 癌 悦 | 半 


剖 


に 5 っ 
六 計 1 


本 唆 に 於 ける 義 食 は 、 丈 の 地 時 に 設置 三 ら れ て る ゐる 。 


名 和 設置 地 管 轄 
(1) 鍼 喰 可 本 倉 叱 城内 落城 内 及 附 亡 住民 
C2) / 宿 老 分 倉 態 宜 屯 第 1 度 住 民 
8) / 大 旬 子 大 名 子 第 2 屋 住 民 
(4) / 天 汎 河 / 大 江 河 第 3 居住 民 
(5) / 潤 守 屯 / 注 家 屯 第 4 破 住民 
C6) / 飽 家 賠 子 錠 家 周子 第 5 看 住 民 
C7) / 久 西 優 / 錠 西 優 第 6 硬 住 民 
C8) / 真 家 機 / 夏 家 楼 第 7 破 住 民 
C9) / 阿 青 優子 阿 吉 人 子 第 8 大 住 民 


各 倉 に は 及 長 1 名 、 姜 事 員 1 名 、 倉 夫 1 名 が 、 之 を 諾 理 し て ゐる 。 
生長 は 落 長 か ら 委 任 を 受け 、 各 入庫 所 在 地 の 保 長 が 之 を 倒 任 し 、 上 長 の 命 に よ つ て 倉庫 及び 和信 落 閑 の 本 
党 及 び 微 改 に 一 切 責任 を 負 ふ 者 で あり 、 凍 事 員 は 素行 商 正 た る 人 3 名 を 選出 し 、 懸 長 、 多 事 古 が 合計 
を 擦 用 する 。 然 し 此 の 外 に 双 交 の 亡 格 が な けれ ば な ら な い 。 「 
C1) 万 産 3000 男 以上 

3) 初 絞 中 玩 以 上 の 事 枝 を 失業 、 久 は 芝 と 同等 の 妹 力 を 有する 者 。 

(3) 年 齢 20 歳 か ら 30 迄 身 由 強健 者 。 
排 事 員 は 信長 の 双 指 控 を 受け 、 微 朋 区 の 納 、 支 出 、 帳 整理 、 保 淀 の 事務 一 切 を 司る 。 
和倉 夫 は 食 長 の 近 用 に よ つ て 、 廊 長 有 多 事 員 の 指揮 を 受け 一 切 に 服務 する 。 
久義 倉 委員 會 を 懸 公署 内 に 設け て 欧 の 事項 を 司る 。 

C1) 義信 親 款 の 徴収 、 寄 附 そ の 他 一 切 の 財産 政事 項 

(3 ) 義 入 散 放 供出 手 鐵 共 の 他 の 帝 計 使用 事項 

(3 ) 義生 毅 款 の 保 管 及 禁 更 事 項 そ の 他 庫 書 和 修理 事項 

(4) 義信 財産 の 管理 
委員 合 は 信長 1 名 で 、 双 長 、 副 會 長 1 名 は 頻 参 事 宮 、 委 員 若 名 之 は 避 馬 宜 、 主 任 、 指導 家 、 局長 、 親 
官 、 倉 長 、 保 長 、 嘩 商 合 長 、 市 民 委 員 長 等 が 之 に 営 つ て ゐる 。 
微 収 は 剖 数 割 で 、 癌 敷 に よ つ て 分 等 た く 、 毎 前 毅 子 8 合 を 土地 所 有 椎 者 より 徴 下す ら 。 
戸別 提 (1) 一 般 任 戸 は 、 由 戸 揚 に よ ょ つて 徴 政 する 。 

(3 ) 商工 業者 に 圭 し て は 、 商 揚 に よ つ - て 徴 贅 する 。 






3 (3) 貧 戸 に 畔 し C は 、 減 史 し て 
り 、( 請 穫 卒 の 部 参照 ) こ い に は 逃 べ な い 。 
放 に が ける 各 装 入 積 毅 巳 徴 、 未 徴 の 数 日 汰 況 は 次 表 に 示す 通り で 、 大 骨 成 績 良好 で あろ 。 


用 WT に け = る 存 貸 毅 款 敷 目 は 次 表 に 示す 通り で ある が 、 


し て 又 倉 庫 問 瑞 及 容量 は 、 分 倉 に リリ 所 合 本 ] 計 


通り で ある 


』 鐵 凡 取 新 准 美 倉 存 貸 穀 款 目 表 


新倉 之 部 






( 府 懲 3 年 


全 豆 の 敏 尊 地 は 1.628,643 癌 で ある 。 
[ 背 倉 庫 50 間 、 新倉 庫 31 聞 、 絶 容量 20.916 イ 
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和 之 を 後 履 する こと が 出来 る 。 戸別 指 の 割合 は 別に 規定 され て お 


石 で 別表 の 示す 









莉 倉 之 部 






穀 誤 目 





換算 金額 








元 金 返 流 額 | 利息 返済 額 | 工 


丘 


し 新 抽 石 に 依 る 


利 合 


呈 に > デム eg 
人 MetEC2 


策 括 迷 | 生 済 燥 | 未 答 数 人 老 
狼 石 13.022144 12.800.640 228.504| 全 氷 徴 収 画策 625.643 哉 に し て 1 就 に 付 8 人 
に 四 | を 敏 収 す 
11,070.400| .200| 

















cs 40.033.118 
2.000.000| 11.700.000 

一 21.275.157 
7387.749 73.008.275, 





回 回 
11.926.510 6.274.939| 18,201.440) 


561.620| 326.160| 


13.999.521 9,574.238| 23.573.759 
26.387.651| 16,175.328| 42.662.979 








皿 
28,106.608 


887.780 11,138.380 





7.275.638| 


46,.520.624 








MK ロ 林 KKH 





、 和 積 到 定 久 





新 割 石 に 依る 


積 済 額 | 来生 帝 押 積 金 珠 定 額 | 策 金 額 | 未 積 金額 | 備 老 
| 











| 635584 

| 1371.424 

| 1374.232 

倉 | 1953040 

1.530.376 

倉 「 1.551.464 

倉 | 1.674.416 
| 


63.584| 
1.369.000| 
1.244.528) 
1.926.888 
1.530.376| 
1.481。240| 


1.674.416 


9 る 46260| 

っ 424 251.30 
129.704 28010 
26.152 15 177.00| 
3 s7g20 
70.224 gs4.0| 
ーー 546.70| 


3900270 
631.00 
621.90 

1,158.60 
876.20 
473.50 
446,70 


回 | 
S61.90| 





新 着 石 に 依る 








| 


座 知 癌 


導 浪 生 | 濱 


I 


悦 


遅 動 | 員 六 公 召 


I 


に 

















人 、 攻守 泊 | 未定 | 衝 全 | 示 衝 | 考 
が に ここ ここ | 

夏 家 楼 分 倉 | 1828528 ig828528 ーー 510.60 g1OG0 時 

阿 吉 公 子 分 倉 | 1682080| 1.682.080 ーー uroo ttLDOI 

さ 計 18029144| 1280)640 。 29S804 10049 979020 194020 








鐵 流 時 義 食 新 共 食 庫 問 敷 容量 表 ( 職 徳 3 年 ) 


新 
本 数 | 形 駅 | 











六 頻 本 
老 屯 分 
旬 子 分 
汎 河 分 
区 家 恵 分 
秋 家 草子 分 
人 銀 西 保 分 


普 蘭 


| 
| 


会 
中 1 
会 
忌 
の 





は 簿 








潤 


共 


| | 
| 
1H3( 敵 7 











人 、 
呈 


呈 














第 八 節 産業 圏 骸 


ー 農 全 


(4) 設立 年 代 及 び 共 の 洗 革 の 概略 

光緒 38 年 9 月 農 商 部 より 鍼 品 忠 農務 分 會 の 創立 を 命じ 、 宣 統 1 年 12 月 印 負 を 下 付 さ れ 、 商 務 會 内 中 
陰 設 し 、 正式 成立 を 告げ た 。 民 國 1 年 部 より 條 例 を 頒布 され 會 則 を 定め 、 偽 長 始め 其他 職員 を 選定 し 肌 
園 12 年 5 月 媒 商 部 より 民 國 1 年 頒布 し た 條 例 を 改正 し 、 系 天 省 鐵 鶴 惑 洪 合 と 改 稚 さ れ 、 規模 邊 < 振 表 
され る に 至 つた 。 民 國 1 年 9 月 移 生 と 同時 に 會 長 始め 各 職 員 政 選 さ れ 、 民 園 16 年 11 月 農 商 部 に 於 記 
農 會 條 例 を 議 定 し 、 17 年 1 月 際 ょ り 該 壮 祝 條 例 施 行 細 旭 を 送 附 され 、 該 年 7 月 1 日 更に 改 着 し た 。 

園 20 年 3 月 強 よ り 新 農 剣 法 及 施行 細則 人 達 有り 、 理事 制 に 改め 3 月 22 日 正副 會 長 及 幹 事 5 名 が 決 填 
た 。 大 同 1 年 6 月 省令 に 依り 叉 剣 長 制 に 復活 し 、 康 徳 1 年 7 月 西門 福 よ り 現 剣 護 に 移 埋 ( 文 曳 東 部 元 諾 4 
所 ) 該 年 8 月 に 16 年 公 価 され た 農 會 條 例 及 施行 細則 を 、 加 時 延 用 する 楼 省 令 秦 り 、 康徳 3 年 5 月 省令 頼 
じ 興 會 を 整備 し 、 曰 長 を 會 長 に 、 参事 官 及び 地方 有力 者 を 副 信 長 並 に 懸 職員 を 革 任 洋 員 と し 、 新 に 珠 此 
立て 谷 則 を 議 定 し て 途 に 蒼 農 會 を 解散 し 、 新 典 食 を 組織 する に 至 つ た の で ある 。 
(sg) 役員 の 経歴 及び 給料 M 








(城内 ) 
同 ( 披 内 ) | 
同 C1 亜 ) | 
同 (2 現 ) | 
同 C3 砲 ) | 








43 同 C4 克 ) 
38| 同 C5 訪 ) | 


36 同 C6 惑う 


38| 同 C? 古 ) 
| 





45 同 (8 大) 








硬 江 合 は 以前 8 ヶ所 あつ た が 本 年 6 月 30 日 全部 撤 麻 し た 。 


⑥⑫) 含 員 は ほ 全 怪 の 耕地 主 及 農 業 移 誠 の ある 者 を 全員 と し て ゐる 。 (本 年 命 員 第 不 明 ) 
毎 展 に 付き 會 員 代 表 1 名 推 避 
放つ 換算 決算 

1. 康徳 2 年 履 支 析 算 表 

















| 説 

類 | 額 | 

8.4200| 全能 耕地 面積 に 付い て 1.000 癌 毎 に 會 員 1 名 勘 誘 す 其 内 許 は 自作 農 843 名 小作 
0 農 158 名 農業 玩 織 及 経 険 を 有する 者 52 名 面積 計 1054.000 束 1 名 年 8 回 

| 地 租 30.0G| 本 會 は 南 林 場 に 熟 地 206 紋 あり 年 に 小作 料 30 岡 直 山 人 に 依頼 し て 取扱 ふ 


8.462.00」 


明 









































































二 3 
3 放 明 

】 種 

] 。。。 還 | 下谷 長 1 名 月 IOO 財 本 休 長 1 名 月 80 賠 職員 5 名 5 較 宛 定員 2 名 各 25 回 ポ ー イ 3 
| 件 妥 6408.00| 学 和 を:2 画 料理 人 1 名 10 半 夜 番 ! 名 8 剛 支 給 す し 
琲 公 朋 1,270.60 

】 雑 Ed 41.71 
豆 計 8.092.31 
ll 事業 充 369.69| 東南 雨林 場 の 精 林 5 高 株 の 栽培 所 要 究 た 

合 計 8.462.00 

2. 康徳 3 年 度 収支 析 算 表 (珠算 表 は 康徳 3 年 7 月 日 より 12 月 迄 と す 1 月 より 6 月 迄 は 外 よ り 支 大 さ る ) 


半井 理沙 


壮 [ 避 攻 


居 

















田 
8.500 


| 







| 耕地 面積 10 癌 に 付 0.10 周 


部 




















話 項 強 算 人 額 | 種 目 | 企 年 銘 筑 領 
1. 人 件 旨 177000 か 
1. 馬 還 避 240.00 
科 - 提 】 
| 2. 津 貼 510.00 
3. 條 欠 420.06 
芝 術 240.00| 技術 員 1 名 月 40 財 到 給 
務 遇 180.00| 事務 員 1 名 月 30 財 支給 
4。 給 料 480.00 
師 員 給料 360.00| 師 員 3 名 月 2 回 宛 
夫役 給料 120.00| 夫役 2 名 月 10 周 宛 
| 5: 党 奥 120.00 
党 奥 120.00 
1. 造 林 避 600.00 
造林 訓 600.00 
2. 半 蜂 避 250.00 
| 養蜂 費 250.00| 
3. 種 肝 費 1.000.00 
種 移民 1000.00 
4 装 羊 細 1.400.00 
半 羊 避 1.400.00 
5. 試 検 更 150.00 
試 験 150.00 
る 過 間 和 300.00 
軸 還 ー 300.00 
7. 品 評 合 費 350.00 
品 評定 有 350.00 
8. 壮 有三 金 | 200.00 
半 過 金 200.00 
9. 装 朋 場 席 1.000.00 





























1、 舎 譜 細 | 
2 放映 
3、 修 炎 和 | 
| 
0 4、 交 罰 有 
| 
| 
閉 「 5、Eh 出 肥 
| | 
5 ! 6、 消 耗 旨 ! 
7、 備 品 到 | 
刺 
| 周 8、 尋 決 弄 
9、 電 料 肥 
証 10、 雑 Ed 
1 
| 孤 備 衣 
事 1、 至 仁 宴 | 
に 





(*) 経費 の 徴収 


時 課 税 府 耕地 面積 10 敵 に 付 國 乏 10 銭 











| 
8500.00 
| 








之 部 
竹 日 | 生年 珠算 閣 遇 
m 装 朋 場 費 100800 
1.080.00 
150.00 
信 議 肥 150.00 
200.00 
旗 費 | 200.00 
60.00| | 
| 修 繕 箇 60.00 
120.00 | 
文具 店 | 120.00 
90.00| 
| 印 出 計 90.00 
60.00 
8 痛 耗 艇 | 60.00 
備 品 棄 90.00 
9000| 
| 涯 胡 族 | 90.00 
100.00 
| 電 料 宮 「 100.00 
120.00 | 
雑 EAN | 120.00 
400.00 | 
400.00 | 
| 参 備 庫 ! 400.00 
8,509.00 


徴 履 方 法 村 公 所 に 委託 し 村 公 喜 と 同時 に 後 特 し て ゐる 








^) 衝 施 事業 


上 責 施 の 事業 


邊 上 任期 信 を 奉 じ 整 頓 せ 用 め られ ただ が 、 各 竹 計 剤 は 未 
、 - 抽 内 PWM 


3 後 政 成 結 昨年 度 は 65% 徴 履 済 本 年 度 は 未だ 徴 政 せ す 。 
記 共 納 席 分 無し 
3 5 経 旨 負 搭 の 能力 耕地 1 癌 年 1 鐵 の 割合 で ある 倉 、 何 等 の 困難 を 感 ぜ 二 皆 負 搭 能力 が ある 。 


で 撃 ら ます 僅 か に 現状 を 維持 する の み で 、 基 に 還 


剖 所 普 | 怪 弟 備 習 1! 湯 


I 


海 


装 | 濱 


に 蘭 


必 浪 攻 | 准 六 


I 


に 

















1 造林 本 年 ま 月 東 林 場 に 落葉 松 54.000 株 、 油 松 35,000 株 、 李 39.500 株 、 要 500 株 、 若 條 0 
株 植林 し 、 調 林 場 に 油 拡 20.000 株 、 橋 桐 人 000 株 、 計 154000 株 植林 し た 。 面積 は 686 下 
生育 され る も の 8 割 以上 あり 、 准 来 の 分 を 加 へ て 計 309.000 株 で 、 植 林 の 傍ら 各 村 に 造林 旋法 大 編 
介し 、 造林 の 利 を 謀 ら ん と し て ゐる 。 
養蜂 康徳 2 年 第 6 小 移 校 と 合 座 し て 、 装 蜂 場 を 始め 本 年 より 独立 飼養 に な り 、 現 ic 蜂 鞭 50 閑 
り 各 村 に 分 謀 し 、 共 に 葵 蜂 の 利 を 政 あ ん と し て ゐる 。 
3 養 鷹 豆 立 第 1 惣 級 小 函 校 及 慕 業 費 御所 に 委託 し 、 各 1 ヶ所 葵 座 場 の 設備 が ある 、 各 村 に 分 護 【 
家 埋 の 改良 に 衣 せん と する の で ある 。 
4 本 年 1 月 符 て 生 朋 70 主 村 より 優良 た る 竹 子 5 租 控 集 し 、 之 を 箱 入 了 列 し て 稚 覧 に 供する と 同時 
豊 産 政 良 に 座 す る 。 
5 山 産 の 調査 及 山場 を 保護 し 、 以 て 副業 を 振興 すべ く 、 又 山 産 保護 規則 を 宙 定 し て 、 天 然 の 山梨 
・ の 木 に 山 棒 の 木 を 接木 する 事 を 各 村 に 肝 行 させ 、 又 山 産物 組合 を 設け 果樹 の 経 韻 旋法 を 紹介 し 
と 本 に 計 割 し 不 旦 行 の 事業 
1 品評 會 の 開催 に 係る 章 則 を 議 定 、 並 に 農産 、 特産 、 山 産 及 び 工 菱 品 を 選集 中 で ある 。 11 月 初 師 基 
開催 の 質 定 。 
2 革 羊 山代 所 本 視 に 於 て 多 量 の 羊 種 を 購入 備付 け 、 之 を 2 回 雨 展 の 各 村 に 貸 奥 し て 大昔 及 を 期す 
3 澤村 之 調 査 土地 面積 、 工 産 + 量 、 食 糧 捧 況 、 農民 券 力 、 家 者 券 役 、 村 経済 等 の 如く 、 双 束 敵 和 
造 、 小 石 探 取 、 石 克 製 造 、 編 織 織 維 業 等 の 調査 を 行い 、 以 て 参考 に 供し 改良 を 謀る 。 
病 虫 審 及 風水 鶴 等 の 調査 和 防 及 救 済 。 
選 種 及 種子 交換 の 綱 施 。 
肥料 製造 。 


4 
5 
6 
7 種子 消 灰 。 
8 
9 


1) 


伺 良 な る 言 木 の 購入 。 
新式 農 内 の 睦 入 助成 。 

10 帆 産 の 組合 。 

11 江 族 輸 由 組合 。 

12 閑 茶 輸出 組合 。 
以上 各 項 は 具 介 的 な 計 天 で あり 、 改組 準備 中 の 含 、 未 だ 着手 し て お ら ぬ が 、 今 後 逐 表 質 施 の 了 
ある 。 

C+) 基本 財 導 

本 會 は 林 場 他 2 ヶ所 所 有 し て ゐる が 、 南 林 場 は 下 則 地 206 品 で 看 林 人 が 芝 を 耕作 し て 居り 、 共 内 草 

6 問 計 300 回 の 偵 値 が ある 。 東 林 場 に は 正 瓦 房 5 問 評 償 1000 回 熱 地 15 前 評価 150 園 が あり 、 重 

人 が 無料 居住 耕作 し て 居る 、 基 他 杯 場 2 ヶ所 1.500 責 並 に 各 和 樹木 300.000 株 ある が 、 芋 状 期間 で 

包 、 牧 谷 は 無い 。 婦 本 俊 合 刀 中 房 5 間 は 約 1000 回 の 條 値 が ある 。 

( チ ) 負債 無し 





鐵 濱 幅 農 飼 役 員 名 等 


)) 由 飼 役員 名 、 會 内 代表 名 、 職 上 員 名 ・ 






































































昨 名 | 年 上 | 原 閑 | 元 住所 | 幸 路 歴 
| | 
| 1: す 
1 ー | 北京 私 立 中 器 天 流 卒 業 省 肢 秘 書 席 課 長 河北 
二 駿 弟 ( 価 - 貧 訂 | 式 展 光 知事 海 疾 胡 
小鳥 龍 像 | ー 磁 本 中 / ー| 本 上 参 事 定 腹 公 時 事務 宮 
に | 鍛 六 臣 ] 奏 天 人 立法 下 時 業 推 事 長 大 基 
因 間 | 石 科 王 | 一 | ヶ メ / | 旧 交 午 了 当 導水 所 表 玖 
1 評 橋 3 い 。 Wiy ー | 宮 生 所 単 業 大 人 議員 元 大人 長栄 
4 | 倫 老 市 ー| 高 小 卒業 村 村 長 
り 。 | 大 旬 子 | 一 | 高 小 卒業 笠 長 
/ | 大 江 林 一 | 同 
/ 蘭 家 屯 | 一 普 家 高 小 卒業 村長 
/ | 台 岡 子 | 一 立 第 1 夏 机 卒業 人 中 村 長 
/・ | 銀 西 低 | 一 初 小 座 業 交 想 合 計 天 員 村長 
2 | 夏 家 模 | 一 初 履 卒業 村長 
/ 阿 吉 俊子 | 一 省 立 中 更 卒 業 村 長 
、 鐵 鈴 皮 農 會 全員 代表 名 筐 
| 筐 別 | 下 名 | 年 齢 | 原 籍 | 下 住 所 | 報酬 | 略 礎 
肝 月 代表 | 王 布 婦 | 《⑲ 飽 党 皮 | 宿 老 屯 | 一 | 古 小計 業 村 長 
8 / 栗 褒 系 | 拓 ? ゥ 世 光 りら ー 同 
1 / 王家 有 38| / | 大 汎 河 ー 同 
お | / 修 周 | 42| " ヶ | 共 家 | 一 | 花 宗 屯 高 小 卒業 村長 
H / 園 秀 | 33 ヶ | 多 向 ー 上 立 第 1 小 更 徹 卒業 全員 村長 
| | 
如 | 3 2 | 貸 西 俊 | 一 | 補 小 生業 合計 居 員 
景 邊 / | 夏 家 楼 | 一 初 小 辛 業 村長 
2 8 司 の チキ 所 
秀 | 4]  / | 同 吾 人 学 | | 人 時 業 村長 
人 職員 名 短 
別 | 建 名 | 年 齢 | 原 聞 | 現住 所 | 幸 本 員 礎 
事 | 衰 奏 折 | 2 名 賞 史 | 南 門 査 7 肝 | 一 公主 党 諾 校 卒 諾 合 若 導 員 音 周 主任 偶 邊 長 
計 | 王 澤 宮 | 休 7 | 徐 人 | | 多 開 補 包 矯 員 現 本 舎 さ 計 破 長 
本 西門 禅 公立 泰 天 十 赤 師範 校 卒 六 長 税 指 局 肛 才 育 局 事 
本 きみ 用 本 。 。/ 。。| 細 陸 如 同 パパ | 務 員 諾 人 文民 





凌 | 谷 


= 
ご 


疾 | 演 半 肖 


導 己 


! 


剖 


避 | 党 


上 ll6 
ei1 


閣 


鞭 | 導 
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遇 





本 前 は 営 つて 南 洪 交 通産 業 の 動 過 で あつ て 、 物 哀 集散 の 基 一 の 中 心地 で あつ た が 、 芝 地 に 馬 蜂 潮 の 仁 薬 尋 
び 鐵 嶺 の 華 展 を 促し た 衝 河 は 、 清 鍼 線 が 敷設 さ れ る と 共に 菊 第 に その 意義 を 失 ひ 、 双 拉 河 修理 不 充 人 @ 
入 、 泥 土 堆積 し 舟運 悪く 、 そ の - 上 薄 賃 高座 な 入 に 蓮 用 偵 値 を 減じ て 来 た の で 、 昔 日 ほど の 盛況 は 見 られ な M 
有 様 で ある 。 本 忠 商 會 は 本 剖 商 工業 の 贅 展 を 目的 と し て 設置 せら れ た も の で ある が 、 場所 は 茂 内 倉 大 
同 に あり 、 成 立 年 月 は 遠く 光緒 33 年 ま 月 で ある 。 

本 合 の 組織 は 會 長 を 協 け て 副 會 長 が あり 、 之 に 日 系 連絡 員 が あつ て 外部 と の 連絡 を は か つて ゐ ち る 。 
合 長 の 下 に 書記 長 、 水 會 除 長 、 同 業 組合 、 會 営 務 が 直属 し 、 書記 長 の 下 に 會 計 係 、 庶 務 係 、 調 査 係 が ある 
問 城 内 に 於 ける 商工 業 戸数 862 次 本 綻 額 603270 園 で 、 店 員 畿 数 も 741 人 全市 商工 業 額 に 直 し て 67.5 
% を 占め で ゐる 。 


(4) 以前 の 営 取 の 金融 秩 況 
営 地 の 金 融 業 は 、 特 産 取引 の 興 魔 に 依存 し て ゐる 事 は 勿論 で ある が 、 建 園 以前 た は 東 三省 家 銀 齋 支 往生 
びそ の 傍系 の 所 楼 公 済 欄 が あつ て 、 特 産 買 占め を 目的 と し て 一 般 典 商 民 に 圭 し 、 放 漫 た 放 得 を 行 つ 暫 | 
の と 、 葉 村 が 好調 で あつ た 劉 相 應 活 渡 で あり 、 特 に 建 園 前 3# 年 は 特産 品 取引 が 盛ん を で あつ た 含 、 
天 か ら 正 隆 銀 行 が 出張 し て 層間 商 民 金 融 を や つて ゐ た 。 
然し 張 政 楼 が 湾 落 し て か ら 右 の 様 な 金融 機 開 は 一 掃 さ れ て 、 浦 湖 中 央 銀行 支 行 が 設け られ 、 刈 奉 で あ 和 | 
た 私 帖 流通 券 の 回 政 に 営 る と 共に 、 従 来 の 捕 買 的 な 貸付 投 各 的 金融 の 企 害 を 打破 し 、 披 内 商 分 40 軸 弟 
得意 先 と し て 貸出 も 赤 官 銀 中 時 代 14 高 園 に 下 し て 16 高 園 に 達し 、 堅 四 な 歩み を 辿 つ て ゐる 。 
と の 他 に 大 正 7 年 設立 せら れ 、 附属 地 日 本 人 商工 業者 に 至 す る 殆 ん ど 唯 一 の 金融 機 関 で ある 朝鮮 銀 答 守 
店 が ある が 、 供出 額 は 約 30 高 園 で ある 。 

叉 日 華 銀行 は 同行 か ら 大 部 分 の 融通 を 受け て の る の で ある が 、 貸出 約 18 高 園 に 達し て ゐる 。 ( 
然し 放 温 た 貸付 の た め 、 近年 湊 村 不況 に 除 し て 多額 の 焦 付 債 槍 に な つて 、 結 局 銀行 側 は 貸出 手 ラ を な 
に 玉 り 、 商 工業 者 間 に は 金融 梗塞 を 来 す と と 相 営 深 酷 な $ ぁ の が あつ た 。 
則 業 金融 機 団 と し て は 、 公 済 接 が 閉店 し て 後 は 特別 た 金融 機関 は な く な つた 。 

() 

鍼 准 金 融合 作 視 は 大 同 2 年 11 月 1 日 率 天 に 金融 合作 祉 創設 後 、 康 徳 1 年 12 月 T7 日 に その 支 記 
し て 開設 せら れ た の で ある が 、 そ の 人 後 法令 に よ つ て 財政 部 管轄 に 移 つ た の で ある 。 


ーー 
っ た 
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(へ ) 職 員 

礼 長 1 理事 1 諾 事 3 評議 員 7( 受 は 議決 機 開 で あつ て 執行 機 姜 で な い ) 
(=) 業務 概況 

康徳 8 年 9 月 11 日 現在 で 業務 概況 を 各層 別に 示す と 区 表 の 如く で ある 。 














克 別 | 填 員 数 | 下 金 額 | 代 付 金 額 | 摘 要 
1 ] - 122 商 lk 9 | 了 | 
2 | 108 | ーー" 1.140.00 
3 | 302 ーー | 13,270.00 
+ | 187 | ーー | 3,105.00 
5 299 ーー | 15,965.00 
6 233 515.10 | 16,005.00 
7 152 ー 11.929.00 
8 239 ーー | 15,975.00 | 
9 23 一 。 | 637.00 | 
計 1715 515.10 | 82281.00 











康 徳 2 年 度 後 全 期 7 月 1 日 一 12 月 末日 ) の 業務 概況 は 次 表 に 示す 通り で ある 。 


誠 徳 2 年 度 鐵 鈴 金融 合作 視 事業 概要 C 邊 2 年 7 月 1 日 一 至 同 12 月 3 日 ) 





回 
5,050.00 


2,740.00 出 座金 及 未 出 誤 金 は 6 月 示現 在 残高 で ちあ つて 2 年 度 中 増減 は な い 
24,655.00 
13,634.21 
15,575.32 





1.455 和 名 


康徳 年度 預金 な し 


第 二 剖 小 作 闘 係 


第 一 節 一 般 的 小作 形 


ド 取 の 一 般 的 た 小作 形態 を 概観 すれ ば 、 地 味 の 肥 、 治安 の 良否 或 は 水害 等 の 立地 的 條 件 に 依 つ て 一 律 で は 


RW が 、 概 ね 区 の 如き 形態 を な し て ゐる 。 
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遼 。 重 
銀 納 パ 後 抄 
(分 朱 





層 納 1 人間 上 ] 2 色 又 は 3 色 均 交 
銀 物 混交 

4:6 ( 賠 場 渡し 

5 : 5 間 

地味 肥 浜 で あり 、 治 安 良 好 且 其他 の 自然 的 條 件 も 優良 な る 地 坊 は 定額 銀 納 前 朱 の 形態 多く 、 之 に 反する 地 才 
は 物 納 定額 の 形態 を な し て 居り 、 前 雨 様 の 中 間 は 銀 納 定額 後 排 若く は 分 挑 又 は 銀 物 混交 の 形態 を な し て ゐる 。 
分 僧 物 納 は 極 く 僅 少 で 親戚 、 知 人 等 の 間 に 其 の 開 係 を 結ぶ も の が 多く 、 丈 に 大 規模 小作 、 共同 小作 等 の 特殊 
な 小作 形態 は な い が 、 技 内 附近 に は 400 乃至 500 件 の 茶園 小作 が ある 。 共 の 外 、 出 典 小作 等 る 相 賞 王 在 し 、 

生計 の 6 至 0 を 占め て ゐる 。 

和 不在 地主 で 親戚 、 知 人 等 を 中 介 人 と し て 小作 人 の 能力 汰 態 を 調査 し 、 或 は 直接 親戚 、 知 人 を 小作 人 と し で ポ 
作 契 約 を 結ぶ も の が 約 50 で 、 殆ど 全 工 に 共 の 例 が 見 られ る 。 | 
何 地 華 別 に 小作 形態 の 差 舌 を 窒 へ ば 、 第 3 蛋 は 最も 富裕 た 地 攻 で 銀 納 定額 の 形態 多く 、 第 1 殿 第 4 選 は 、 銀 

納 、 物 綱 、5 : 5 の 分 盆 等 混 然 と 散在 し て 居り 、 第 6 臣 第 7 葉 も 同様 銀 納 、 物 納 、 定額 束 は 4 : 6 の 分 符 形態 

を な し て 居り 、 本 中 と し て は 中 位 の 展 に 属し て ゐる 。 
第 2 居 は 治安 不良 の 念 、 第 5 層 第 8 展 は 水害 の 影響 に 依 つ て 分 符 又は 物 納 の 形態 が 多く 見 られ 、 銀 納 定 額 は 


特に 少 い 傾向 を 持つ て ゐる 。 


(B) 分 和 人 = 物 和 


際 の 一 般 的 小作 料 


本 強 の 小作 料 は 立地 的 條 件 或 は 治安 の 開 係 、 小 作 人 の 多 紛 等 に 依っ て 異 る が 、1 天地 に 付 銀 納 最高 85 周 
歪 均 20 固 、 最低 10 回 を 標準 と し 、 こ と れ よ り 多 少 上 下す る 程度 で 、 物 納 は 最高 2.5 石 、 斑 均 1 石 78 閣 間 
最低 1 石 倍 を 標準 と し て ゐる 。 


懸 の 一 般 的 小作 料 並 に 1 天地 営 政 量 及 地 償 を 火 表 に 示す 。 
石 は 誰 制 に 依る 








に | 人 東生 | よ 当 に ーー ー 人 才 
迷 高 | 至 均 | 最 低 

第 。 1 攻 | 銀 納 、 物 納 隔 菜 SO 語 肖 200 00、 2800  i80 中 人 
第 2 民 | 物 綱 、 分 盆 3.0 1.0 250 180 120| 治 突 不 長 
第 。 3 砥 | 銀 綱 60 25| 359| 280| 190| 最 選 
第 。 4 玖 | 銀 納 、 物 納 5.0| 20| 300| 25| 180| 呈 仁 
第 5 砥 | 物 超 、 分 礁 3 5l。 260| 。。120|。。 noO| 未 宏 多 
第 。 6 区 | 銀 納 、 納 物 5.0 20| soo| 2s| lggl 呈 位 
第 。 7 克 | 銀 網 、 物 綱 5.0 20| 3900| 250| 180l 忠 仁 
第 。 8 下 | 物 綱 、 分 征 3.7 1.5| 280| io 15 永 害 多 


























備考 上 掲載 は 各 克 の 一 般 的 な 標準 を 表記 し た も の で ある 。 休 1 天地 営 小作 料 は 全部 高菜 を 以 て 表 は し て ゐる 。 
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第 二 節 小 作 契 約 


ー 小作 料 騰落 の 超 勢 


本 隊 に 於 ける 小作 料 陵 落 の 趣 友 を 民 園 11 年 以降 3 期 c 類 別して 考察 すれ ば 菊 の 如く で ある 。 

自民 図 11 年 

至 民 園 15 年 
替 束 の 下落 に 由来 し て 特産 商品 高騰 し 、 共 の 影響 に 起因 し て 地 償 も 従 つ て 耕 内 し 、1 天地 800 賠 乃 至 1000 
岡 に 達し 、 含 に 金 を 貸し て 居 た 者 特に 入 典 者 は 誠 大 な 損害 を 守 つ た 。 
小作 形態 は 物 納 定額 より 洒 交 銀 納 定額 に 韓 換 し て 、 示 期 に は 小作 料 が 最高 に 達し た の で ある 。 

自民 図 15 年 

至 民 図 20 年 
前 條 期 は 銀 納 形態 最高 に 達し 、 物 納 形態 は 全く 銀 納 形態 に 移り 、1 天地 営 小作 料 35 回 乃至 40 園 を 上 下す 
る 様 に な つた 。 
後生 期 は 奉 県 下落 と 、 民 園 18 一 19 年 の 戦 逢 の 倉 、 洒 交 下 向 の 超 勘 を 辿 つ て 米 た 。 

自民 園 20 年 

至 康徳 2 年 
第 2 期 後生 期 の 影響 尊 く 深 鹿 と な り 、 銀 納 奉 低下 し 物 納 又 は 分 符 の 形態 に 奨 選 し 、 更 に 村 膨 の 高座 駆 課 に 
依 つ て 小作 人 の 負 搭 が 過重 と な り 、 小 作料 低落 に 一 拍 証 を 加 ふ る に 至 つた 。 
此 の 時 代 の 銀 納 は 全 肝 の 約 2 割 で 、 現在 に 玉 つ て は 極貧 華 に は 銀 納 前 朱 の 形 殖 と 残存 全く 後 朱 式 
は 分 挑 と な つた 。 
鍵 し 第 7 医 は 今 和仁 銀 納 前 の 形態 を 保ち 、1 天地 小作 料 30 財前 後 示 し て ゐる の で ある 。 


第 1 期 河 騰 期 


第 2 期 最高 期 


第 8 期 洒 落 期 


ー 小作 料 府 加 物 及び 義務 芝 人 


小作 料 附 加 物 は 主 と し て 束 程 類 で 分 盆 形 態 に 於 て の み 存 し 、 共 の 割合 は 契約 書 に 依存 し 5 : 5 或 は を :6 
の 割合 で ある 。 

計 務 氷 働 は 拓 外 青 (青戸 ) の 場合 に 地主 が 小作 人 に 封 し 、 食料 多 は 役 寺 等 を 提供 すれ ば 、 小 作 人 は 地 詩 の 
太 (お ん どる 修理 ) 抹 参 ( 壁 塗 ) 等 に 出 役 す る 位 の ゃ の で 、 働 日 敷 は 小作 還 係 に 低 つ て 一 定 し な い 。 
基 の 他 小 作 人 の 義務 と し て 耕作 道路 の 修理 を 負 挫 し て 居り 降雨 の 多い 年 に は 1 天地 の 耕地 面積 に 和 し 約 
2 一 3 町 (日 本 里 ) の 道路 修理 を # 5 加 行 は せら れる 。 


三 小作 料 納入 の 時 期 及 び 方 法 


| 小作 料 納入 方 法 は 銀 納 の 形態 に 於 て は 小作 人 直接 地 詩 に 納金 する も の 多く 、 物 納 形態 に 於 て は 小作 人 が 納 
上 。 入 物 を 地 詩 の 宅 に 澤 拭 し 、 食 費 は 小作 人 負 扶 と する の が 普通 で ある が 、 地主 が 敏 牧 に 巡回 す る 例 も まだ た 稀 
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で は ない 。 
丈 に 納入 の 時 期 は 小作 契約 に 依 つ て 一 定 し て の な い が 、 概 賠 炊 の 如く で ある 。 
銀 納 前 挑 徐 暦 3 月 物 殺 前 朱 陰暦 11 月 分 分 陰暦 1 月 
銀 納 後 陰 歴 0 月 物 納 後 朱 共 礎 0 月 科 紹 陰唇 9 月 0 月 


谷 分 納 は 3 同 乃 至 5 同位 に 尽 つ て 居り 、 納 入 時 期 も 確定 し て 大 ら な い 。 


四 租税 分 半 に 幸 す る 根本 首 念 


土地 を 届 只 と する 諸税 を 小作 人 が 負 描 する 様 に な つた 属 慣 は 、 兆 緒 31 年 小 胃 校 設置 後 村 電 を 後 政 され 、 

地主 は 小作 人 に 将 し て 、 其 の 負 持 を させ る に 至 つ た と と か ら 始 まつ て ゐる 。 

小作 下 約 書 に は 此 の 分 姜 開 係 等 が 刊 然 と 記載 が な い 角 、 小 作 符 議 の 原因 と な り 、 村 公 所 或 は 器 公 署 等 に 甘 

の 調停 を 吉 は し た 事例 も $ 未 く な い 。 

史 は こと れ に 封 し て 一 般 的 な 事例 に 鑑み て 謀 決 する が 、 村 公 所 の 場合 は 小作 人 は 本 意 を 曲 け ま 村 電 を 錦 拉 し 

な い 者 を 生じ た が 、 現在 は 土地 使用 収 倫 に 畔 する 義務 的 な 観念 と し て 居る 様 に 玲 は れる 。 

國 税 の 地主 負 搭 は 康 昧 1 年 項 に 起 生 し 、 敵 操 は 光緒 31 年 か ら 地主 負 扶 と な り 、 民 國 9 年 に は 國 税 と 麗 指 
を 合併 し て 納入 する 様 に な つた 。 

更に 遡 つ て 浦 漢和 通婚 、 或 は 旗 民 不 交 産 等 の 民族 的 排他 的 思想 を 、「 趙 高 異 」 が 奉天 省 + 功 の 時 代 に 改革 し 

て 、 南 來 若 人 家 更 を 任 宮 し た 場合 は 給料 を 支給 し 銭 失 を 敏 政 し 、 滴 和信 官 更 の 待遇 は 王 地 を 分 奥 し 、 基 の 子 

駿 の 代 に 至 つ て 発 到 し た 時 は 銭 根 を 後 材 せり と 言 ふ て 居り 、 乏 が 國 税 の 始め と な つた も の い 様 下 あ る 。 

其 の 後 土地 の 移動 は 買 に 千 婦 高 化 に し て 、 計 に 「 千 年 八 百 主 」 と 稀 補 られ て ゐる の を 見 て も る 、 其 の 片 通 を 

准 ふと と が 出来 る 。 


五 小作 人 の 過 不 足 及び 原因 


本 年 は 第 2 屋 に 其 冊 の 環 撃 を 受け 多 敷 の 謙 耕 地 を 生じ た が 、 其 の 他 に は 全然 度 耕 地 が な い 。 之 は 小作 料 奉 
高い 場合 は 小作 人 は 選 工 階級 に 移り 、 極 端 に 小作 料 人 多 下 せ は 地主 は 屋 諾 を 備 つ て 自作 する か ら で あ る 。 


六 特殊 な る 小作 契約 


園 藝 小作 下 約 に 就 い て 其 の 特質 を 逃 ぶ れ ば 、 と の 小作 団 係 は 宇 と し て 城内 に 見 られ 、 小 作料 は 普通 小作 の 
約 3 倍 位 で ある 。 

附 加 物 は 家屋 ・ 諾 具 ・ 井 戸 等 で 、 契 約 年 限 は 5 ヶ年 を 通常 と し て ゐる 。 之 は の 様 な 永年 作物 (宿根 ) を 
栽培 する 開 係 ふら 長期 表 約 が 行 は まれ て ゐる 。 

自 失 ・ 征 瓜 等 は 1 ヶ年 下 約 で 、 小 面積 で あれ ば 口頭 契約 を する も の が 多く 、 西 瓜 は また 輪作 の 還 係 上 20 
年 間 に 同 一 彫 場 に 圭 し て 1 同 の 政 約 を し て ゐる 。 

小作 面積 は 1 1.5 天地 位 で 耕作 者 は 3 人 位 を 普 品 と する 。 小作 形態 は 全部 負 定 分 納 で は 邊 約 時 
に 納入 し 、 は 陰暦 5 月 、 残額 は 陰 歴 7 一 8 月頃 納入 し て ゐる 。 
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何 特 色 を 有する 事 本 は 、 茶 園地 の 中 に 小作 人 が 新 貴 を 作製 し た 場合 は 10 銭 、 更 に 新 貴 に 溢 底 の 便 を 岡 つ 
た 場合 は 39 銭 、 甘 を 定 西 し た 時 は 50 袋 を 地主 が 支給 し 、 之 に 反 し て 小作 人 が 貴 を 涙 記さ した 時 、 或 は 
庄 画 を 小作 し た 場合 は 、 地 主 に 桂 し て 前 の 小作 料金 を 納 人 する も の で ある 。 
茶 岡 小作 に 依り 日 赴 戦 争 営 時 英 大 な 利 を 履 め 、 自作 或 は 地主 階級 に 向上 し た 者 も $ 妙 く な い 。 


王 小作 人 の 移動 定 首 汰 況 


地主 と 小作 人 と の 開 係 は 親 常 で 概して 移動 性 な く 、 多 く は 同一 屯 に 定着 し て 永き は 表 十 年 も 小作 開 係 を 艦 
績 し て ゐる の が 見 られ る 。 

他 史 より 叱 内 に 移住 する 小作 人 は 全然 な い が 、 上 外 へ 流出 する 者 が 相 営 に あり 、 主 と し て 吉林 省 管 山 
で 、1 ヶ年 に 約 200 戸 位 移住 し 、 鐵 嶺 市 を 形成 し て ゐる 。 価 三 江 省 羅 北 唆 へ 移住 する 者 も 多少 ある 。 

芝 は 小作 料 が 低 奏 で 、 小 作 條 件 良く 、 地主 は 小作 人 へ 食料 ・ 諾 具 ・ 家 屋 等 を 提供 し 、 且 多 耕 地面 積 が 大 き 
《 価 送 力 朱 底 の 乱 、 小 作 人 を 迎 し て 居る 等 の 事情 に 佐 る も の で あつ て 、 特 に 第 2 司 は 治安 不良 の 包 、 懸 
外 に 移住 する 者 が 多い 。 

小作 條 件 即ち 小作 料 、 小 作 期 韻 、 延 浴 利 息 、 國 税 、 問 指 、 村 冥 等 の 分 座 開 係 等 は 地主 と 小作 人 會 議 の . 上 決 
定 し 、 懇 約 書 を 作製 する か 、 或 は 口 約 で 胡 約 を 結ん で ゐる 。 

小作 表 約 の 方 法 は 地方 に 全 り 、 地主 に 佐 つ て 異な つて ゐる が 、 契約 書 、 口 頭 中 介 人 、 無 中 介 人 等 あり 、 一 
般 に は 口頭 契約 の 無 中 介 人 が 最も 多い 。 特殊 な 小作 手 績 は 鮮 人 の 水田 経 党 に 誰 て だ け 見 られ る 。 


八 法院 會 決 の 事例 


ーー 


肉 本 糸 は 小作 問題 極め て 少く 、 小 作 問 題 に 敵 す る 法院 刊 決 の 事例 殖 ん ど な く 、 村 公 所 或 は 中 諾 會 、 訂 公 


翌 等 が 調停 の 任 に 営 り 周 浦 に 解 結 し 、 法 院 の 券 を 類 は すこ と と が 少な いか ら で あ る 。 
最近 華 生 し た 法院 刊 決 の 事例 を 掲げ る 。 
小作 筆 議 訂 生 の 原因 は 主として 出典 小作 地 に 多く 、 物 全 の 管 激 な る 奨 動 若しくは 自然 的 災害 、 例 へ ば 水 
千 、 病 妃 害 、 峰 、 親 、 宮 害 等 に 依り 履 量 の 滋 減 せ る 除 に 訂 生 する 。 
【 第 1 素 ] 鐵 地 方 法院 民事 判決 簡 字 第 147 競 


側 決 

原 吾 劉 三 五 住 鐵 付 本 城 

被 告 人 強 國 皿 同 前 
右 丁 造 因 解 除 和 約 小 訟 一 案 本 院 刊 決 如 左 

壮 2 
環 知 奥 被告 所 立 之 和 約 應 准 解 除 被告 所 持 之 租 礎 返 恒 原告 

訴訟 旨 用 山 被告 負 搭 
事 次 


召 壮 1 導 


茹 | 普 商 世 


導 己 


! 


海 
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に 間 : 臣 


攻 


| 演 


原 知 攻 請 含 如 主 支 之 刊 決 其 陳 訴 事 軟 要旨 中 季 被 告 於 民 園 21 年 3 月 16 日 類 中 張 春 生 、 黄 廊 緒 、 強 國 治 
等 承 和 原 苫 之 園 地 16 剖 内 有 草 正 房 ま 間 水 井 企 眼 水車 動 架 並 根 茶 貴 100 個 言明 接 雨 期 交 納 租 金 大 洋 
200 元 第 1 期 由夏 対 10 月 初 1 日 交 100 元 第 2 期 至 来年 夏 暦 5 月 初 10 日 交 1CO 元 大 同 3 年 第 1 期 租 金 記 
於 大 同 3 年 夏 暦 10 月初 1 日 交 納 現 己 譜 期 敷 月 屋 経 追 討 音 置 耐 不 理 基 以 訴 請 刊 系 租 約 解除 被告 所 夏 乏 和 
契 即 虚 返 如 等 語 
被告 答 振 意 旨 蜂 被告 和 種 原 知 芝 園 地租 金 未納 因 無 現 吉 等 語 
理 山 

査 民法 貸 六 第 40 條 第 1 項 規定 承 和 人 租 金 支 付 有 層 延 者 出 和 人 得 定 相 営 期限 催告 承 和 人 支 付 租 金 如 承 租 
人 於 其 期 限 内 不 含 支 付 出 和 人 得 終 止 在 約 本 件 被告 承 租 原 告 之 園 地 應 支 付 之 租 金 巳 層 廷 敷 月 邦 給 原 告 奏 本 
院 民 事 調 解 謀 藤 請 調 解 被告 伯 不 育 支 付 因 布 原 香 請 特 租 約 解除 依 前 開 規定 自 應 喧 准 被告 所 革 逐 租 表 須 即 返 
原 呑 拓 上 論 結 原 告 之 放 含有 理由 合 依 民事 訴訟 條 例 第 97 條 抽 決 如 主 六 
不服 本 抽 決 於 送達 化 20 日 内 上 訴 於 本 院 合 謙 許 

大 同 3 年 3 月 12 日 







伯 内 地方 法院 民事 合議 放 


推 。 事 李 省 全 
本 件 誠 明 奥原 本 無 異 
書 記 宮 達 人 
大 同 3 年 2 月 12 日 
【 第 1 表 】 抵 六 地方 法院 民事 判決 
刊 決 
原 請 語 N 負 ” 星 鐵 准 可 城 = 住 4 
3 議 に 下図 加 同 
右 ノ 十 者 へ 和 約 ラ 解除 スル 訴訟 ノ 件 本 院 へ だ ノ 如 ク 
本 区 


原告 及 ど 被告 ノ 樹 吾 シ タル 租 約 解除 ヲ 許 可 ス 、 被告 所 持 スル 和 約 誇 書 ラ 原告 = 返済 ス 。 
訴訟 旨 へ 被告 カ 負 拓 ス 。 
事 四 

原 呑 ノ 請 求 ハ 主 娘 ク 製 決 ク 如 用 、 共 ノ 陳 稼 シ タル 事 買 ノ 要 旨 へ ハ 、 色 チ 被告 タル 者 へ 民 國 21 年 3 月 16 日 
= 於 テ 引 春 生 、 黄 支 緒 、 弄 略 治 等 2 給 介 = ニョ ッ テ 原 呑 タ ル 劉 愉 = リ 茶園 16 癌 、 草 房 ま 問 、 井戸 上 
水車 1 軸 (32 戸 共有 ) ヲ 租 借 ス 、 茶園 ク 吐 へ 細 テ 1.100 個 = ン テ 、 小作 料 へ 200 園 ヲ 3 期 = 分 み 、 第 
1 期 へ 槍 礎 10 月 1 日 = 100 園 ヲ 、 第 2 期 へ 型 年 5 月 10 日 = 100 岡 ヲ 納付 スル ュ ト ラ 言 明 モ リ 、 面 シ 
テ 大 同 き 年 度 ク 第 1 期 小 作料 へ 依然 大 同 2 年 度 ク 如 ク 納付 スペ キモ フナ メル =、 現 在 院 = 敷 ヶ 月 間 ヲ 避 
ギタ メル ェ 未 ダ 納 付 モ ズ 、 半 度 カ 催 人 選 シ タリ シモ 之 ヲ 履行 モズ 、 何 等 ク 加 答 ラ モ モ セ ザ リ マシ 食 、 訴 訟 起 シ 
テ 租 約 ク 解除 請求 シタ リ 。 
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被告 ^ 鏡 解 シ テ 日 ク 、 原告 茶園 ノ 小作 料 ラ 未納 シテ ルム 現金 ナ キ 和食 ナ リト 。 
理 出 
民法 貸 編 第 440 條 第 1 項 ノ 規 定 ヲ 査 ス ル =、 小 作料 ヲ 潮 納 ス ル 者 = 封 シ テハ 、 地主 が 営 然 共 ノ 期限 = 催 
促 ス ル ヲ 得 、 小 作 人 が 若 と 期限 内 = 不納 スル 場合 へ 、 地主 へ 共 ノ 下 約 ラ 解除 スル 筐 利 ラ 有 ス 、 本 件 へ 被 
告 が 原告 2 茶園 小作 料 ク 支 朱 ヒ と ラ 己 = 敷 ヶ 月 返 延 シタ ル 含 、 原 告 ハ 本 院 民 事 調 解 虚 = 調 解 ラ 請求 シク ル 
モノ フ ナ ル ガ が 、 依然 被告 へ 之 ラ 納 付 モ ズ 、 依 両 原告 へ 和 約 解除 ヲ 請 求 モ リ 。 
窒 告 へ 規定 = 賞 然 服従 と 、 被告 所 持 スル 和 約 へ 直 チ = 原告 = 返済 スベ シ 、 以 上 ノ 論 結 = 振 り 原 告 ノ 訴 
訟 へ 営 然 = ン シテ 、 民 事 訴訟 條 例 第 97 條 ク 制 決 へ 主文 ノ 如 シ 。 
本 判決 ノ 送 附 期日 = 之 = 服 従 モ ザル 場合 へ 、 20 日 内 = 本 院 合議 庭 = 訴訟 スペ シ 。 
犬 同 3 年 3 月 13 日 
鐵 准 地方 法院 民事 合議 許 


推 。 事 李 衝 
本 件 誠 明 へ 原文 ト 異 ラ ズ 。 
書 記 官 人 


犬 同 き 年 3 月 1 日 
【 第 3 表 】 奉天 仁鶴 地 方 法院 民事 制 決 2 年 上 字 第 163 金 


逢 汰 

昌 ) 人 ヂ 状 卿 佳 高 力 音 
右 訴訟 代理 人 ヂ 國 加 佳 同 前 
SI 人 記 百 川 BS 還 前 
被 上 訴訟 人 朱 徳 次 (8 穫 糧 
右 訴訟 代理 人 器 新 筆 師 


右 雨 造 因 請 求 給 付 和 根 渉 訟 一 案 上 訴 人 不服 本 院 簡易 庭 大 同 2 年 12 月 18 昌 第 1 審 刊 決 提起 上 訴 本 院 刊 決 
如 諾 


コ と 
上 放 明 選 
第 2 審 訴 設 江 用 山上 放 人 負 搭 
暗 ) ) 笑 


上 証人 等 求 循 原 制 決 鹿 華 久 適 営 之 判決 上 訴 要 旨 申 入 民 王 百 川 信 民国 18 及 20 雨 年 租 竹 接 上 訴 人 土地 言 
明 毎 年 和 粒 紅 抱 元 豆 各 30 石 選 給 付 紅 抱 13 石 2 半 元 豆 # 石 6 斗 現 洋 368 元 9 角 有 地 克 功 、 条 交 許 、 周 希 
壇 、 侯 秀峰 、 可 府 催 至 今 未 特 帳 目 清算 原審 放 判 信 民 給付 紅 粗 元 豆 各 40 石和 有 来 営 二 云 、 民 表 扶 卿 並 無 
給 王 百川 作 承 直 保 捕 事 原審 抽 信 民 負 系 選 均 任 宮 難 二 版 云 云 、 王 百川 提出 眠 散 久 誠 

被 上 訴求 系 上 訴 人 等 上 訴 双 並 判 令 上 訴 人 等 負 搭 第 3 審 話 訟 実用 答 拓 要旨 暗 計上 訴 人 王 百 川 於 民 較 
20 年 春 経 上 訴 伺 扶 卿 作 承 保 租 種 第 上 訴 人 土地 言明 毎年 邊 所 紅 根 、 元 豆 各 40 有 有 立 有 租 胡 所 有 民 園 20 
年 和 親 氷 給付 有 地 克 功 、 主 者 民 、 朱 成章 可 座 所 履 紅 模 、 元 豆 及 現 洋 係 抵 違 前 欠 民 國 18 年 之 乱 有 地 
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功 可 誇 云 去 、 提出 和 敷 一 紙 矢 府 

理 出 
本 案 拓 上訴 人 主張 上 訴 人 王 百 川 聞 欠 民 國 20 年 和 要 、 紅 根 、 元 豆 、 各 40 石 擬 揚 出 和 表 人 乱 誇 後 経 原 和 人 李 
克 功 到 染 誠 明 属 資 足 誠 共 主張 信綱 在 路 王 百 川 猫 稀 巳 給付 紅 聞 18 石 3 填 元 豆 ま 石 6 斗 現 洋 268 元 9 角 有 
李 殊 功 等 可 應 至 今 未 特 岩 目 算 清 云 云 、 被 上 訴 人 当 必 此 項 紅 根 、 元 豆 及 現 洋 己 和倉 被 上 訴 人 所 基 認 届 係 畠 欠 
民 國 18 年 乏 摂 和 呈 経 李 克 功 誠 明 其 抗 材 至 今 未 特 岩 目 算 清 云 云 、 自 不可 信 原 審 刊 人 給付 披 上 訴 人 紅 閑 、 
元 豆 各 40 石 並 無 不 営 
上 訴 人 九 扶 卿 師 王 百川 之 承 還 保 不 傘 経 王 百 川 、 李 克 功 、 王 者 民 、 朱 成章 供 認 属 資 且 査 徳 潤 油 羽 奥 王 百川 偵 
務 執 行 案 本 院 於 民 國 20 年 秋 査 封 王 百川 之 殺 石上 訴 人 委 提 起 異 議 之 訴 主張 伊 乱 王 百川 和 種 第 上 訴 人 土地 


之 承 選 保 言 無 寿 意 原審 逢 決 如 王 百川 無力 給付 時 該 上 訴 人 鷹 代 含 給付 赤 無 不 営 擦 上 論 結 本 楽 上 訴 入 無 理由 
笑 依 民事 訴 送 條 例 第 517 條 刊 決 如 主 六 
午 誤 午 朋 寺前 虹 仁 靖 左 到 滴 洋 
推 事 ミニ 省 詩 
推 事 国 玉 明 


不服 本 判決 得 於 包 着 後 30 日 内 上 誕 於 奉天 高等 法院 
大 同 3 年 2 月 12 昌 
本 案 設 明 奥 原本 無 異 
大 同 8 年 2 月 27 昌 

【 第 2 表 】 泰 天 省 鐵 地方 法院 民事 判決 2 年 上 字 第 162 有 


刊 決 
中 訴 計 2 九 。 兵 卿 高 力 六 = 佳 > 

右 訴訟 代理 人 芝 立 較 六 思 生前 小 倒 回 還 ラ 
BE 時 1 YS 古関 生 邊 病 
被 訴訟 人 人 失 。 徳 貴 。 . 西 展 = 侍 は 
右 訴訟 代理 人 に 師 


右 雨 名 小作 料 タ ル 糧 穀 納付 ラ 請求 スル 件 、 上 訴 人 へ 本 院 簡易 庭 判決 = 同意 モズ 、 3 年 12 月 1 日 第 1 審 
= 於 テ 提 決 シタ 結果 判決 へ 左 ノ 如 シ 。 


詩 2 
上 訴 湊 奈 
第 2 守 ノ 訴訟 宴 用 の ハ 上 訴 人 ョ リ 負 拉 ス 。 
事 宮 


上 訴 人 等 へ 原 刊 決 ヲ 雇 棄 と 、 別 = 適 営 ナ 刊 決 ア ラサ ムコ トラ 請求 ス 、 上 訴 ノ 主旨 へ 王 百川 へ 民 國 18 年 太 同 
20 年 23 ヶ 年間 披 上 訴 人 ノ 畑 ヲ 耕 シ 、 毎 年 小作 料 タ ル 親 毅 ハ 高 菜 、 黄 豆 各 40 石 = シテ 高菜 13 石 斗 、 

黄 豆 4 石 6 斗 、 現 洋 368 周 90 銭 ラ 本 = 納付 モリ ト 征 ス 、 営 時 李 克 功 、 条 支 科 、 周 短文 及 ど 侯 秀 峰 フ 保 
誇 人 アル モ 、 未 ダ 帳 憩 刊 然 モ ヌ 含 、 原 審 ハ 上 訴 人 = 又 高 菜 及 黄 豆 各 0 石 納付 スル 事 ヲ 要求 モリ 、 新 へ 費 
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= 不 営 モ 碁 グン 。 九 扶 卿 へ 王 百 川 保 座 人 ラ モ ズ 、 然 ル = 原 審 ハ 挟 卿 = 責任 ヲ 負 描 ノ 命令 アル ェ 、 軟 
= 直営 ナリ ト 言 フ 、 王 百川 が 農 湖 ヲ 提 出 シテ 誠 ス 。 
被 上 訴 人 ハ 上 訴 人 等 ノ 上 訴 ヲ 反 朋 シ と 、 並 = 上 訴 人 = 再 シ 第 2 窒 ノ 訴訟 宴 用 ラ 負 拉 ス ペ シ ト 、 各 楽 ノ 要 旨 
ハ 上 訴 人 タル 王 百 川 が 民 國 20 年春 - 上 訴 人 タル 扶 卿 2 保 座 人 ラ 受 諾 被 上 訴 人 ノ 燥 耕作 シ 、 毎年 高 
菜 黄 豆 各 40 石 得 ヲ 記入 モル 借用 誇 書 ラ 有 と 、 民 較 20 年 ク 和 ハハ 未 ダ 納 付 モズ 、 字 吉 功 、 王者 民 、 
失 成 章 等 ノ 保護 人 有り 、 受領 シ タル 高菜 、 黄 豆 及 ど 現 洋 へ 民 國 18 年 2 未納 ノ 角 科 ナル 事 、 並 = 李 功 
2 保 府 タル 事 ラ 言 明 シ 、 借 用 診 書 ラ 提出 シテ 座 明 ス 。 


理 山 


本 件 = ョ リ 接 訴 人 へ 原 訴 人 タル 王 百川 が 、 民 國 20 年 2 根 租 へ 高菜 、 黄 豆 各 40 石 = シ テ 倍 用 座 書 ラ 提出 

シ 以 テ 誠 明 スル ュ ト ラ 主 張 シ タル が 後 、 原 和 人 タル 李 克 功 ノ 座 明 スル 所 事 買 チ ナル = ニョ リ 共 クノ 主張 へ 綱 綱 
ナル 事 ラ 立 誠 ス 。 王 百川 ハ 高 菜 18 石 3 斗 、 訪 豆 $ 石 6 填 、 現 洋 268 園 99 鐵 ラ 納付 モン シュ ト へ ハ 李 吉 功 = 
ョ リ 誇 明 ス 、 現 在 = 到 ツ テハ 農 落 へ 刊 然 モズ ト 稀 ス 。 寝 訴 人 ハ 箇 テ 此 2 高菜 、 黄 豆 、 及 現 洋 ヲ 受領 モリ 
承認 シ タル ガ 、 民 國 18 年 ノ 租 ハ 李 殊 功 が 座 明 シ 、 完 全 = 納 付 モ ズ ト 稀 ス 、 之 = 依 ツ テ 原 訴 人 へ ハ 被 
訴 人 = 将 シ 、 高菜 黄 豆 各 40 石 ラ 納付 モン メタ ル 事 へ 事 買 ナ リ 。 

上 訴 人 タル 扶 卿 ハ 王 百川 ノ 保護 人 ヲ 劉 シ 、 王 百川 、 李 克 功 、 王者 民 、 償 成章 ク 承 認 ラ 受 ケ タル ノミ ナ 
ラズ 、 又 査 ス ル = 徳 潤 油 房 ト 王 百川 トノ 債務 執行 件 = 百 シ と 、 本 院 へ 民 園 20 年 2 秋 調 査 シテ 王 百川 2 
痕 石 ラ 土 ジタル 上 訴 信 、 箇 テ 異 議 ク 訴 訟 ラ 提出 シ 、 彼 へ 王 百 川 が 被 上 訴 人 クノ 畑 ヲ 耕作 スル 所 ノ 承 避 保 
+ 牽 モ 疑 フ 所 無 シ 。 原審 ノ 制 決 へ 若 シ 王 百川 が 納付 不能 2 場合 へ 、 上訴 人 へ 代 納 スル ラ 営 然 ト ス 。 

上 ノ 答 結 = 佐 り 民事 訴訟 第 517 條 = 令 り 制 決 へ 主婦 2? 如 と 。 


審 刊 長 推 事 到 溢 障 
推 事 字 省 三 
推 事 田 主 明 


本 判決 = 不服 ノ 場 合 へ 、 送達 後 20 日 以内 奉天 高等 法院 = 上 訴 ス ベ シ 。 
大 同 3 年 2 月 12 日 
本 件 ノ 誇 明 ハ 原文 ト 異 ラズ 。 
大 同 3 年 3 月 27 日 
【 第 3 表 】 低 嶺 地方 法院 民事 判決 1 年 簡 字 第 149 銚 


判 決 
原 理 折 時 卿 佳 。 東 。 隔 
被 BE 記 占 江 人 高 
右 雨 造 因 請 求 退 地 半 訟 一 抄本 院 刊 決 如 左 
ほ = こ 
被告 應 特 得 種 原告 生 落 拉 馬 話 村 上 地 一 段 退 帥 原 知 


訴訟 電 用 由 被 告 負 搭 


衣 災 層 


導 泥 茹 | 演 凛 


I 


に 


事 綱 
原 呑 求 千 如 主 凛 所 示 之 刊 決 其 陳 枯 事 次 崎 講 被 告 於 民 園 18 年 和 衝 原 秋 留 落 拉 馬 妄 土 地 1 段 毎 年 臨時 
識 和 或 立 和 在 或 僅 口 頭 約定 至 示 年 和 多 原 知 骨 嘱 被告 玉 原 告 上 商議 和 地 事 直 被告 葛 不 前 来 原告 角 給 被告 寄 信 
敷 土 赤 不 回 信 至 本 年 暦 3 月 初 7 日 原告 特 牌 人 給 補 送信 一 封 言 本 年 演 壇 和 並 須 交 現 租 如 願 邊 種 軍 前 來 訂 
定 下 家 告 僅 指 来 一 回 條 増 地 和 無 論 多 少 秋成 再 論 現 租 基 不 到 査 柚 告 酸 不 認可 増生 育 交 現 和 故 原 秋夫 能 再 
簿 地 和 興 告 耕種 三 そ 提出 回 條 一 紙 作 誠 
抽 告 請 上 床 原告 之 訴 並 判 合原 呑 負 搭 訟 宮 其 答 次 要旨 崎 調 被 告 和 種 原 秋 土 地 一 般 去年 和 原 告 至 被告 農 取 租 
料 圭 盆 奥 被告 訂 明 本 年 伯 同 援 告 耕種 筐 金 悲 薦 有 和 李 不 一 在 場 可 座 不 意 今春 原告 田地 邊 大 小作 多 要 来 増 租 普 
須 給 付 規 殊 無 理由 蓋 々 提出 信 一 圭 作 護 
理 由 
本 案 被 告 鷹 否 舟 前 和 竹 原告 之 土地 選 留 原 秋 写 就 画 造 本 年 基 青 信 訂 有 有 得 地 表 約 認定 之 本 院 査 賠 、 被告 提出 
原告 所 寄 之 信 内 載 要 旨 須 増 租 並 須 交 現 和 原告 提出 被告 所 寄 乏 回 條 内 寺 要 旨 租 金 多 委 和 成 再 論 不 能 交 現 租 
差 想 千 圭子 原告 之 要 約 並 未 承諾 其 下 約 即 不能 認 師 、 成 立 因 之 原告 請求 退 土 地 即 不能 不 認 含 有理 由 避 被 
秋 基 移 人 奥原 告 訂 明 本 年 伯 右 被告 耕種 金 照 蒼 有 李 品 一 在 場 可 誇 云 * 、 但 査 李 不 一 係 被告 之 至 威 上 且 在 被告 
家 備 工 並 韓 和 扱 告 和 得 乏 土地 耕種 其他 誠 言 自 不 控 
拓 上 論 原 告 之 所 騙 有 理由 受 佐 民 事 訴訟 條 例 第 97 條 刊 決 如 主 交 
鍼 鶴 藤 地方 法院 民事 簡易 許 
推 事 田 回 明 
不服 本 制 決 得手 送 達 化 20 日 内 上 訴 手 本 院 合 識 庭 
大 同 2 年 5 月 37 日 






本 件 訟 明 奥 原本 無 異 1 
書 記 家 王 海 租 - 
【 第 3 表 】 鍼 稚 地方 法院 民事 刊 決 1 年 簡 字 第 148 名 - 
和 決 
原 生 宮 際 卿 。 東 開 = 住 
被 和 子 江 2 人 ES 
右 爾 者 ハ 革 地 返済 ラ 請求 スル 件 本 院 刊 決 へ だ ノ 如 シ 


拉 告 へ 原告 2 拉 馬 吉 村 2 上 地 1 ユ ヶ所 小作 地 ラ 原告 = 返済 ス 。 
訴訟 軍用 へ 被 告 リ 負 搭 ス 。 
事 四 
原告 ク 請求 ハ 主 女 = 記 載 モ ぇ 制 決 ク ヶ 如 用 、 其 ノ 陳 逃 2 要旨 へ 援 告 が 民 國 13 年 原告 ノ 拉 馬 京 2 寺地 1 
所 耕作 と 、 毎年 臣 時 = 協議 シ 又 へ 座 書 ラ 記 入 或 へ 口頭 = テ 契 約 ス ル ガ 、 昨 年 ノ 科 原告 被告 = 小作 在 征 
約 = 開 と 協議 シタ キ 旨 通知 モ シェ 拓 告 ハ 到来 モズ 、 其 ノ 後 原告 へ 接 告 = 至 と 、 散 回 = 古 り 通知 モ シ 
が 、 何 クノ 回 答 = モ 接 モズ 、 蒼 暦 本 年 3 月 7 日 = 原告 ハ 人 ヲ 寝 告 所 へ 特派 次 ク 事 ヲ 送 信 モ リ 、 即 チ 李 


1 
】 
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年 へ 必 ズ 小作 料 ラ 増加 と 、 並 = 現 納 ス ペ キ ュ ト 、 接 告 人 = 於 テ 耕 作 和希 望 ア ラバ 原告 ノ 許 ^ 來 り 胡 約 ス ベ ペ 
キ 事 ヲ 通 達 モ リ 。 然 ル = 接 告 へ 具 一 通 ノ 手紙 ヲ 汰 付 セ シク ミニ = ニテ 、 小 作料 ヲ 培 ス 事 = 百 シ テハ 、 北 何 ナ 
リト ェ 秋 = 至 ツ テ 協 議 ス ル ュ ト 、 前 金 納 へ 不能 ナリ ト 策 ス 、 査 スル = 被告 へ 茎 = 小 作料 ヲ 培 スコ トラ 認 
メ ズ 、 目 現金 ノ 小作 料 ラ 納付 モ ヌ 念 、 原 告 へ 再 ど 畑 ヲ 被告 = 耕作 モ シ メ ズ ト 稚 ス 。 
摘 寺 へ 原告 2 訴 訟 並 = 原告 ノ 訟 引 ク 負 搭 大 訂 スル コト ラ 請 求 ス 、 共 ノ 獲 解 要旨 ハ へ 被告 カ 原告 ノ 畑 ヲ 小 
作 シ と 、 昨 年 ノ 科 原告 へ 被告 ヶ 許 ^ 小 作料 ラ 懲 政 = 来 タ ル 際 、 管 テ 被 告 ト 本 年 モ 依然 被告 = 耕作 モン メル 
事 ラ 訂 明 モリ り 、 和 金 ハ 李 不 一 か 保 座 人 = シテ 、 不 意 = 今 年 春 小 作料 騰 貴 シ 、 叉 小作 料 ラ 埼 加 と 、 且 現金 
支 朱 ト 言 フ 如 キ ハ 不 営 モ 基 シ と 、 書 暫 ラ 提出 シテ 訟 ス 。 

理 由 
本 件 = ョ リ 被 告 へ 原告 2 革 地 ラ 返還 スル ヤ 否 カ 、 原 告 へ 被告 ト 本 年 、 小 作 胡 約 ラ 認可 シタ ル ヤ 否 カ ハ 、 
本 院 へ 査 ス ん = 接 告 へ 原告 へ 手紙 ヲ 汰 付 モ ル 壇 面 中 「 小 作料 クノ 多少 へ 論 ゼ ズ 成 立 後 協議 シン 、 現金 へ 支 挑 
不能 ナリ 」 ト 舟 ス 、 之 = ニョ ッ テ 被告 へ 原告 クノ 要求 = 再 シ テ 承 諾 モズ 、 共 ノ 契 約 ハ 成 立 不 能 ナ ル 含 、 被 千 
ハ へ 原 告 = 替 シ 本 年 モ 人 然 援 告 = 耕 作 モ シメ 小作 料 へ 前 年 ト 同様 ナル ュ ト ラ 誇 明 ス 、 但 と 査 ス ル = 李 不 一 
ハ 元 來 被 告 ノ 親戚 = ミン シテ 、 耳 被告 ク 家 = 屋 偽 サレ 居 ル 者 = シテ 被告 ヨリ 和 借 シテ 耕作 モリ ト 移 ス 。 
上 逃 = ョ ッ テ 民 事 訴 訟 第 97 條 = ョ ッ テ 抽 決 へ 主 娘 ク 如 と 。 
鍼 名 豆 地 方 法院 民事 簡易 許 
推 事 田 至 明 


本 制 決 = 不服 ノ 場合 へ 、 送達 後 20 日 以内 = 本 院生 議 府 へ 上 証 ス ペ シ 。 
大 同 2 年 5 月 27 日 
本 件 訟 明 へ 原文 ト 異 ラズ 。 


第 三節 小作 開 係 の 襲 価 


本 忠 の 小作 開 係 の 枯 を 縄 括 的 に 迅 べ る と 、 以 前 は 全部 口頭 契約 で 無 中 介 人 で あつ た が 、 最近 訓 會 汰 奉 の 複 
雑 化 する に 従 つて 有 下 約 書 中 介 人 等 の 禄 慣 を 生じ て 涼 た 。 日 露 温 負 前 は 小作 料 $ 低 額 で も お つ を が 、 了 戦争 営 時 
夢 銀 並 に 毅 偵 高騰 の 菱 に 乗じ て 優 然 小作 料 上 昇 し て 来 た が 、 共 の 後 清 湖 事 在 前 後世 界 的 を 経 漬 恐 慌 の 波動 を 
受け 、 農村 は 疲 仙 困 値 基 だ し く 、 加 ふる に 康徳 3 年 は 春期 の 早 害 、 秋期 水害 等 連 績 的 な 災害 に 遭遇 し 、 履 
量 攻 無 の 地 考 を 生じ 、 漢 民 の 食料 は 陰暦 4 月 に は 全く 鉄 乏 し 、 其 の 第 状 は 費 に 惨 層 た る も の が あり 、 殊 に ま 
た 第 2 司 の 如き は 隆 賊 の 拡 奏 を 受け 剖 外 移住 者 を 績 出し 、 小 作料 低落 に 一 太 岳 車 を 加 へ た 。 

菊 に 豆 内 詩 要 小 作料 龍 有 一 覧 表 を 示し 参考 の 座 と する 。 


閣 


| 凍 尺 六 | 論 


に 


導 源 閣 | 商 六 


| 


避 
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皮 内 主要 小作 料 細 遥 一 覧 表 



































選 区 | 
小作 型 正 | 地 医 別 民 園生 13 軸 記 ほ 」 遇 Re 民 因 2 生 大同 和則 人 
| | | 還 | 
納 | 」 |/ 20 賠 30 則 35 回 35 財 | 35 周 | 20 彫 20 周 20 園 15 剛 15 周 
物 納 (2 色 ) し 2 石 2 石 2 石 2 石 2 石 2 石 | 2 石 | 2 石 2 石 の 
分 等 2 5:5 ら に 6 5 5 Bi235 53 ら | 5:5 だ 5 5 35 らら 
| ] | 
銀 納 | 3 25 周 35 周 | 40 周 40 賠 40 周 | 25 周 25 周 25 同 20 周 20 周 
銀 納 | 了 | | ご | 析 | | 
物 征 C2 作 >| 穫 。 に | 
分 和 盆 | 5 第 2 国 ご 同 区 | 
銀 | ロ | 
閑 | 6 際 1 下 に 同 上 
| 本 | | | | 
銀 5 の ー | | 
分 例 | 8 に  。 民 上 皿 | el | 
] | 1 
備考 物 綱 2 色 均 交 は 高菜 と 茸 豆 で ある 。 石 は 共 制 を 以 て 表 は す 。 


第 三 章 必 備 闘 係 


第 一 節 雇 備 開 係 の 地域 別 特 微 


鍼 嶺 強 は 地勢 的 に 見 て 東部 山岳 地 甘 と 、 西部 年 原 地 衝 と に 二分 され 、 然 $ 満 鐵 本 線 は 略 々 臣 の 中 央 を 侍 走 
し 、 此 の 二分 化 を 裏書 し て 居る 如く 思 は れる 。 東部 山岳 地方 と 、 西 部 壮 原 地方 に は 縄 ゆる 郵 に 於 で 義 達 の 程 
度 に 其 の 差異 を 認め る 事 が 出来 る 。 
銭 道 演 線 東部 山岳 地 和 帯 (第 2 屋 を 主 と せ る 地 工 ) は 丘陵 起 供し 、 従 つて 耕地 面積 狭 少 (第 1 表 参 照 ) 1 戸 党 
り 耕 作 面 積極 度 に 少く 、 又 一 面 地味 悪く 農産物 1 天 地 営 り 履 量 も 西部 地方 に 比 し 非常 に 少 い 。 然 も 高菜 繁茂 其 
に な れ ば 姓 賊 の 横行 常に 甚だ し く 、 最 も 鐵 嶺 医 に 於 て 治安 悪 き 地方 で ある 。 故に 以上 の 諸 路 條 件 の 反動 と し 
て 、 近年 拉 神 青 、 捗 外 青 が 多く 出現 し た と 言 は れ て 居る 。 治安 悪 き が 故に 高菜 繁 基 期 に は 、 地主 は 殆 ん ど 落 
城内 に 居 を 一 時 移す 対 態 に ある 。 此 の 地方 で は 拉 神 青 、 接 外 青 の 多く の 出現 は 営 然 の 現象 で も る と 、 思 考 せ 
られ る 。 他 地 方 は 概ね 特別 な 屋 備 開 係 は な ゐ が 、 第 3 必 地 方 は 裕 喘 た 航 、 屋 億 の 芝 賃 が 他 地方 に 比べ て 高い 
と 言 は れ て ゐる 。 然し 惑 統計 (第 83 表 ) に よる と 、 第 2 大 の 日 工 勢 賃 が 最も 高く 、 第 8 居 が 最も 低 府 を 示し 
て 居る 。 


第 二 節 労働 力 、 沈 貨 及 び 芝 働 市 坦 


本 上 惑 は 共 の 開 葬 年 代 古 く 、 現在 で は 可 耕 、 未 耕地 殆 ん どなた く 、 地 は 極端 に 細分 化 キ られ 、 (第 1 表 参 ) 
人 日 の 割合 に 耕地 少く 、 幾 信 弓 全 豚 の 典 業 氷 働 力 は 、 過剰 の 汰 問 に ある 。 
次 に 鐵 久 記 財 耕 状況 統計 表 、 各 居 別 引 働 過 不 足 概 敷 及 び 各 司 別 疲 任 の 最高 、 最低 、 普通 の 賃 銀 を 握 ( げ で 参考 


と する っ 。 
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第 1 表 (康徳 3 年 6 月末 史 統 計 に 依る ) 
る | = 
自 作 農 | 自作 欠 小 作 | 小 作 農 | EE 
席 。 別 | 耕地 面積 ー ーー | 被 借 耕 者 
戸 地 | 耕 地 | 1 戸 賞 | 名 | 耕 地 | 1 戸 営 | 間 耕 地 | 1 戸 党 | 戸 胡 
面 積 | 面積 | | 面 積 | 両 積 面 積 | 耐 積 
員 戸 唄 天地 戸 員 天地 | 戸 責 天地 
策 1 瓜 | 146.296, 1905| 62.906 3.30 1.793| 53,117 2.20| 788| 30,273 3.80 1,068 
第 2 故 | 155.951 2600| 61,815 2.30 2.326| 56,939| 2.40 1919| 37,197 1.90| 1,348| 
策 3 収 196.351 1.256| 72.824 5.90 1.626| 81.703| 5.00 1,025| 41,824 4.00 1.916 
筑 4 誤 | 163.885) 1.733| 60,864 3.50| 1.985| 59,548 3.00| 901| 43,473| 4.80 1,597 
| 
第 5 夏 166.149 934| 59,067 6.30| 1.244| 68,379 5.10 969| 38,703 4.00 1.341 
| | 
第 6 区 171.144 1.054) 64,445 6.10| 1.288| 67,198| 5.20 943| 39.501 4.10 1,405 
| | | 
第 7 大 190.028| 1177| 61.188 5.20 1.426| 73,158| 5.10 1.242| 55,682 4.50 
| 1 ] | 
筑 8 大 189.005| 720) 58,861 8.10 1,619| 87,862 5.40| 915| 42.282 4.60| 1,684 
| | | | 
策 9 大 8.030 36 50 1.40) 81 2500| 0.03| 320 5,480| 1.70 
| | | | 
合 計 | 1386.839 11,.415 502.020 3 13 388 550.404 4.10 9.022 384.415 3.70 1, 














庄 第 9 民 は 城内 で ある 。 











第 2 表  ( 朗 徳 2 年 度 頻 統計 に 偽 る ) 

硬 別 ーー ーー テー 

灰 | 柳 秋 灰 夏 秋 
城 内 122 の | 50 3 | 
第 1 工 550 = | 244 ラッ | 45 王 
第 2 融 259 ーー 93 ーー | 12 一 
策 3 切 1.065 1,484 908 = 3 = 
第 4 二 39 人吉 | ー ーー 6 170 
第 p 民 | 298 不 胃 | 王 ーー ー | 320 
第 6 硬 | 557 517 一 ーー | 144 
系 の 臣 | ーー 280 | = 645 | ーー 1.020 
人 。 8 加 | = ー | ー | 170 | 46 415 
合 2890 2857 | 1295 | 815 109 2.069 

















逢 季節 二分 の 森 は 自 3 月 至 5 月 、 夏 は 自 6 月 至 8 月 、 秋 自 9 月 至 11 月 。 


第 9 表 各 居 別 則 業 替 働 者 任 銀 表 ( 康 徳 2 年 度 頻 統計 表 に 佐 る ) 














城 2 欄 下 | 0770 0.25 0.40 
第 1 に 0.50 0.30 0.40 
第 2 還 0.70 | 0.35 0.45 
第 3 大 0.55 | 0.30 0 40 
第 4 大 0.55 | 0.30 0.40 


凌 | 演 


= 
1 


肖 











Mn 3 最 高 最 低 導 通 
列 

第 5 克 0.55 0.30 0.40 

第 6 大 0.53 0.28 0.40 

第 7 0.65 0.30 0.40 

筑 8 IN 0.50 0.25 0.30 











第 2 表 を 見 る と 、 第 1、 第 2 、 第 3 居 は 力 が 豊富 で あり 、 第 7 必 、 第 8 居 は 最も 不足 し て ゐる 吾 が 分 る 。 


茹 | 演 災 


選 汽 


然し 全 醒 と し て は 力 は 過剰 で あり 、 糧 繁 期 で も $ 大 回 、 山 東 茸 力 群 の 来る 事 は な い が 、 若 王 は 、 他 問 よ り 或 
は 又 山東 苦 力 が 入り 込む が 、 其 の 敷 は 不明 で ある 。 

本 問 の 芝 働 者 は 清洲 事 奨 以来 策 其 の 敷 が 増し た と 言 は れ て 居る 。 

次 に 於 ける 働 力 の 配給 所 で ある 券 働 市 場 を 見 る と 、1 ヶ年 常設 の 市 場 と 臨時 開設 の 市 場 と に 層 別 され る 。 


(一 ) 営 設 勢 働 市 場 ( 蛋 内 2 ヶ所 ) 
Ca) 百 塔 寺 葵 働 市 場 


宮 


鍼 鶴 貢 公署 西方 約 $ 町 、 西門 の 一 角 に 高く 供 ゆ る 白 塔 が ある 、 此 の 自 塔 の 下 に 芝 働 市 場 が ある 念 、 自 
塔 寺 の 券 働 市 場 と 呼ば れ て 居る 。 除草 期 及 履 稼 期 の 農 筐 期 に た れ ば 、 竣 働 者 最も 多く 集 り 400 人 に 肥 
ぶ 。 普通 は 概ね 200 人 位 で ある 。 

以前 は 西門 の 所 に 此 の 市 場 が あつ た が 、 今 より 15 年 前 今 の 自 堪 寺 に 移り 、 共 働 市 場 の 開設 以来 人 
年 を 経過 し て 居る 。 

此 虎 に 集 る 苦 働 者 は 農繁期 に は 殆 ん ど 苗 家 に 屋 備 せ られ る が 、 虹 閑 期 に は 土建 の 仕事 を も 倉 す 訴 態 で 
あつ て 茜 働 者 は 無 統 制 に 来 た 者 で 、 其 等 の 把 頭 或 は 茸 力 頭 を る る の は 無く 、 園 結 的 力 や 或 る 組織 の F 
に 集 つ て 居る と 言 ふ 事 $ な い 。 彼 等 は 域内 又は 城内 附近 の 者 が 多く 、 敷 年 前 又は 敷 十 年 前 山東 まり 来 
つた 者 で 、 山東 より 来る 農業 券 働 者 は 少な い 。 此 上 農 に 注目 すべ き 事 は 、 山 東 よ り の 苗 業 紛 働 者 が 北浦 
の 地 に 行く 衝 中 銭 嶺 迄 来 て 族 旨 が 鉄 字 し た 時 、 此 虎 で 日 工 と な り 賃 銀 を 得 て 後 更に 北上 する 事 で ある 。 
之 は 以前 は 多 か つ た が 、 現在 は 減少 し た 様 に 思 は れ る 。 芝 働 者 の 選 人 者 は 皮 城 を 中 心 と し て 、30 清 
時 以内 の 諾 家 が 最も 多い 様 で ある 。 

賃 銀 の 決定 法 = 其 の 営 時 の 殻 償 の 状 勢 、 券 働 者 の 需給 同 係 に 付 る の は 勿論 で ある が 、 一 般 に 雇 備 者 が 
著 の 券 働 市 場 に 集 り 、 屋 備 者 自身 で 値段 を 定め 、 若 し 基 の 値段 で 共 働 者 が 同意 せ ぬ 場合 ほ は 、 段々 競 上 
ば て 行く 、 然 し て 一 番 早 く 巡 れ て 行 つ た 値段 が 、 共 の 日 の 賃 銀 と な る 衣 で ある 。 

普 骨 は 30 鐵 で 食事 了 府 で ある が 、 虹 繁 期 に は 50 仁 、6O 銭 と な る 。 


て b) 大 天 町 洋 工 市 場 (城内 附属 地 ) 


此 虎 の 市 場 を 洋 工 市 と 稀 し て 居る 如く 、 此 虚 に 集 る 葵 働 者 は 建築 及び 土木 考 面 の 共 働 者 で 、 芝 業 に 屋 
は れ て 行く 働 首 は な い 。 販 塔 寺 の 働 市 場 よ り 此 虚 に 来る 者 が ある が 、 此 虚 より 和正 塔 寺 に 行く 莉 は 
た ない 。 此 上 に は 把 頭 が 統制 し て 居り 、 賃 銀 を 決定 す る 。 普通 賃 銀 40 鐵 で 食事 は 自分 持 で あ る 。 最 
$ 多い 叶 は 200 人 を 越す と 言 は れ て 居る が 、 普 通 は 100 人 位 で ある 。 





( 二 ) 了 臨時 働 市 坦 

「 除草 期 と 政 稼 期 の 農繁期 に 、 各 匿 の 大 き な 村 に は 働 市 場 が 立つ と 言 は れ て 居る が 、 詳 細 は 不明 で あ 

| る 。 欧 に 知り 得 た 夫 を 記す こと と する 。 

|) 。 Ct) 第 6 欧 大 青 堆 子 牙 時 芝 人 市場 

「 大 青 堆 子 は 遮 河 の 西 一 番 の 大 村 で 、 西 の 鐵 准 と 呼ば れ 本 市 347 戸 で ある 。 陰暦 ま 月 15 日 か ら 6 月 
15 日 衛 と 、8 月 15 日 か ら 9 月 15 日 迄 1 ヶ年 に 3 ヶ月 共 働 市 場 が 立つ 、 此 上 農 に 集 る 者 は 、 多 き 日 は 
100 人 を 越え る 。 民 國 7ー8 年 項 此 の 地方 は 水害 を 援 り 、 革 地 が 多く 出現 し 、 共 の 拉 芝 に 券 働 者 を 多 
く 必 要 と し た 氏 、 自然 芝 賃 も 高く な り 多 く の 将 働 者 が 集 つ て 来 て 、 基 の 営 時 最も 且 賑 を 極め た 。 
双 段 賑 を 要 め た 理由 の 一 つと し て 、 営 時 日 本 人 が 厨 茶 を 茨 且 し 、 基 し を 買 ひ 上 げ け て ゐ の た が 、 営 時 基 の 
栽培 者 多く 、 芝 働 力 の 鉄 乏 が 其 だ し か つた 和信 で ある が 、 然 し 此 の 年 茶 $ 民 國 11 年 頃 よ り 耕 作 す る 者 
が なく な つ た 。 現在 此 虚 に 集 る 働 者 は 、 殆 ん ど 附 近 市 の 券 働 者 で ある 。 
此 の 菅 働 市 場 は 村 公 所 の 門前 の 廣 場 で ある 。 午前 3 時 項 か ら 芝 働 者 は 集 つ て 来る 。 以 備 者 も $ 基 の 時 序 
前 に 来 り 、 其 の 日 の 働 者 の 数 を 見 、 村 公 所 に 集 り 其 の 日 の 賃 銀 の 相場 を 定め る 。 定め た 賃 銀 に より 
各 * 其 の 日 の 相場 で 券 働 者 を 連れ て 行く 。 


賃 の 後 失 ひ た どの 時 、 何 月 何 日 は 府 賃 いく ら と 言 ふ 誇 擦 の 入 に 、 村 公 所 は 日 々 の 賃 を 書い て 年 内 


は 保存 し て 置く 。 不幸 (に し て 康徳 2 年 度 の 任 銀 表 は 本 に 破 乗 し て る ゐ た の で 、 賃 銀 の 日 その 高低 を 見 る 
事 が 出来 な か つた 。 村 公 所 で は 此 の 市 場 の 取締 り を 行 つて 居り 、 康徳 2 年 度 に 於 て 6 月 頃 賃 最高 
く 60 開 位 で あつ た 。 
て b) 第 6 大東 具 河 券 働 市 坦 
多い 時 は 80 人 位 集 る と 云 ふ が 、 普 通 50 人 位 で 、 詳細 は 不明 で ある 。 
(ec) 第 8 臣 注 家 焦 地 券 働 市 場 
多い 時 は 40-50 人 の 竣 働 者 が 集 る 。 
〈 す ) 第 7 硬 答 三 宗子 
法 庫 甚 と の 懸 境 に 在り 、 最 西部 の 芝 働 市 場 と し て 相 営 多く の 人 間 が 集 る 。 此 虚 は 大 青 堆 子 と 張り 合 
ひ 、 地 の 利 が 悪い 乱 、 芝 働 者 の 集 り が 少く 、 大 青 堆 子 の 券 賃 よ り 秋 い 乱 、 大 青 堆 子 と 休 三 家 子 の 中 問 
の 媒 家 又は 大 青 堆 子 に 寄 つた 農家 迄 も 、 倫 三 家 子 よ り 府 働 者 を 求む る 傾向 が ある 。 
答 三 宗子 と 注 守 荒 地 の 市 場 の 賃 銀 決 定 方 法 は 、 何 れ $ 市 場 が 蔽 の 前 に あつ て 、 前 夜 際 近 の 地主 、 財産 
家 等 共 働 者 を 屋 人 矯 する 者 が 項 に 集 り 、 閑 働 者 の 敷 を 了 想 し 痛 任 を 定め 、 其 の 定め た 値段 を 型 朝 其 の 和 
何 が 、 本 日 の 共 賃 は いく ら と 言 つて 葬 表 する 、 そ れ が 其 の 日 一 日 の 値 茎 と な る 斉 で ある 。 
_- 然し 和 価 は 自ら 値 茎 を 決定 する 権限 は 有 し た ない 。 
【 以上 の 如く 第 6 硬 、 第 7 破 、 第 8 展 に 夫 + 臨 時 券 働 市 場 が 立つ の を 見 て 、 各 医 1 ヶ所 或 は 2 ヶ所 づつ 券 
1 働 市 場 が 立つ も の と 思 は れる 。 然 ゃ 有 等 臨時 の 芝 働 市 場 に 集 る 竣 働 者 は 、 殆 ん ど 全 部 附近 の 市 より 集 る 
「 者 で 、 鞭 外 或 は 山東 より 來 る 者 の 少 き 多 態 より 見 て 、 農業 券 働 の ぬ 豊 寅 な と と が 分 る 。 





以上 の 各 竣 働 市 場 より 共 働 者 を 選 備 する 場合 は 、 3 日 間 は 始め の 約 東 又 は 相場 の 券 任 を 支給 し 、 共 の 3 日 
間 の 内 に 券 働 市 場 の 値段 が 上 つて も 又は 下 つ て ゃ 開 係 が な い 、 又 次 の 3 日 間 は 其 の 最初 の 日 の 苦 賃 で 支給 
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60 
する 。 之 を 「 三 日 市 」 と 航 し て 居る 。 故に 永く 働 者 を 選 ふ 場合 は 、 3 日 目 毎 の 賃 銀 相場 で 支 挑 ふ 御 慣 と 


な つて ゐる 。 


〇 鐵 久 聴 一 般 雇 備 深 働 賃 銀 


? 打 頭 的 =70 周 
⑨ ぐ 年 ] 
随 営 的 =60 周 
⑤ 月 エミ テ 8 彫 、 高 いら の は 9 周 


@ 燃 事 夫 = 月 ま 園 乃至 5 周 


30 筐 40 筐 
し (除草 期 ) 40 氏 一 60 筐 
| 秋 ( 改 穫 期 ) 50 和 80 和 
剛 尊 時 60 銭 


高 普 通 最 低 

8 年 5 70 周 60 周 50 周 っ 
4 (月 ョ と 10 周 9 回 7 回 
描 種 時 40 氏 30 和 銭 20 和 会 
日 工 バ 除草 時 60 筐 50 氏 40 鯖 
履 和 時 S0 銭 70 和 銭 50 筐 


第 四 草 農 耕 生 産 


本 史 に 於 ける 康徳 2 年 度 の 作付 面積 は 「145,088.9」 天地 で 、1 年 度 に 於 て は 「141.863.8」 天 地 で 大 し て 増加 
し て 居 な い 。 今 康徳 1 年 ・ 2 年 度 に 於 ける 各 作 物 の 作付 面積 並 に 履 量 を 示す と 欧 表 の 如く で あちら 。 





鐵 賞 眉 康 懲 1 年 、 2 年度 堪 義 物 播種 面積 並 履 表 


描 


府 側 1 年 





潜 斑 
唱 海 


枯 汗 店 表記 
\ 


競 翌 沙 オ 
諸 ポ N 届 庄 ポポ 


競 
中 





史 員 W ルル 問 


盾 画 輝 


\ 
のり 








天地 
45,660.10 


1.436.80 


630.00| 
46,085.10| 
21.863.30 
5,298.50 
1.946.90 








6.282.70| 
3.497.80 
974.50 
139.50 
3.976.60| 
185.50 
1.673.20 
199,954.50 
10.90 


34.00 





63.50 
113.90 
183.00 

8.00 
27.50) 
2.00! 
46.00| 

96.50 
183.00 
757.40 

75.00 
665.00 
411.90 

1.151.90 


141.863.80 


トー] 














面 策 


謙 懲 2 年 


天地 
45,514.00 





1.277.10 


S15.00 
46.891.1 0 
22,316.60) 
5401.90| 
1,977.90) 
5,922.50) 
4.953.40 


1,101.80 


] 


154.00 ド 





3848.0 
572.20| 

1 72340| 
142.516.00 


41.90 


150.00 
645.30 
81.00 
785.70 
1,055.90| 
1.922.60) 





145,083.90 


無 下 稼 面 穂 C2 年) 











6.00 
5S.00 
S39.00 


835.00 


226.00 
14.00 
5.00 
6.00 
7.00 
9.00 
3251.00 


| 
| 
100 2200HO80 


3,252.00| 


613.60| 


575.60 


| 1.235.20 
10,125.80 








備考 「 鐵 凡 双 公 署 内 務 局 に よる 」 但 し 多少 訂正 を 加 ふ 。 度量 衡 は 新 癌 に 依る 。 


天地 


天神 | 
1,026.40| 


545.20 
2.633.60 


696.80 


13.302.80 


正 
5,100.GO 
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天地 履 稼 量 ( 以 斗 量 ) 





な 


GE | 


82.95 
71.10| 
71.10| 
82.95 
118.50 
47.40 
71.10 
237.00| 
154.05| 
47.40| 





2 年 
偶 必 基 | 邊 政 量 - 


正 
7,725.00 


計 
82.95 
59.25 
59.25 


71.10| 





165.90| 
1ey.60 
165.90| 
260.70| 
189.60| 

59.25 
142 あ 20 
213.30 

94.80 


106.65 





下 年 
し 光 下 壇 


キ 
106.6 
94.80 
21.10| 
94.80 
189.60 
189.60 
189.60】 
284.40 
189.60 
94.80 


丘 
1,020.00 

ピ 
85.00 





| 剖 


ご 


ミミ 
1 


1 普 番 傾 


避 己 甘 


| 
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末 表 に 依 つ て 各 作 物 の 作付 面積 を 見 る と 、2 年 度 に 於 て は 1 年 度 c 比 較 し て 包 米 ・ 小 将 ・ 格 花 ・ 診 C 炒 國 種 )・ 
詞 外 甘 が 、 馬 そ 増 加 を 示し て 居る 。 包 米 は 本 喘 で は 比較 的 良く 生育 し 、 秒 来 は 朋子 に 代 る べき も ゃ の と な る 
あら う 。 小 美 ・ 黄 色 落 ・ 租 花 の 増加 は 茨 基 し た 結果 で ある と 言 ふ 。 注目 すべ き 事 は 馬 鈴 暮 で ある が 、 逐 は 年 
を 増加 する 傾向 が ある 。 食料 と し て 又 1 天地 営 政 量 も 他 作物 に 比較 し て 多く 、 食 料 生産 上 より 見 て る 土地 利 
用 上 より 見 て も 有利 で ある 。 
之 に 依 つ て 見 て も 本 忠 ( 南 滴 ) で は 玉 第 に 集約 細 法 に 進ん で 居り 、 日 本 内 地 の 東 北 地方 の 北部 、 北 海道 の 如 
き 典 法 に 至る 日 $、 間 も な い 事 と 考 へ られ る 。 
康徳 1 年 ・ 2 年 度 特に 1 年 度 は 天候 不順 で 、1 般 に 履 量 は 少な か つた と 言 ほ れ て ゐる 。 
菊 に 地 才 別に 佐 る + 天 地 営 生産 汰 態 を 示す と 区 の 如く で ある 。 
主要 作物 各 司 別 生 着力 











第 1 大 | 第 2 大 | 第 3 大 | 第 4 民 | 第 5 大 | 第 6 大 | 第 7 大 | 第 8 民 | 上 地 | 中 地 | 下 地 
才 
っ 『 B ご 
直 技 8.50 石 8.00 10.00 12.00 14.00 9.00 11.09 10.00| 14.00| 9.00| 
一 産 物 | 1.200 丘 1.000| 1.200 1.300 1.500 1.200| 1,300 1,200 1,500 1.200 
きま 
宮 染 | 14.50 石 14.00 15.00 15.00 18.86| 14.00 15.00 13.00 18.00 四 


副 産 物 | 2500 毛 2.3000 2500| 2800| 3000| 25000 2500| 2400| 3000| 2800 








芝 子 | 14.00 石 13.00| 15.00 14.00 15.00 18.00 14.00| 13.00| 18.00 15.00 


副 産 物 | 1.400 后 1,200 1,500 1,400| 1,700 2,000 1,500 1.300| 2.000 1,500 








小 と は 7.50 石 5.00| 7.00 10.00 8.00 6.50 7.00 6.00 12.00 7.50| 
剤 。 産 物 | 1000 古 800| 900 1.500 1000 800 1.200| 800 1,600 850 








閲 ご 3.00 石 14.00 29.00 14.00 30.00 15.0C| 20.00| 14.00 23.00 16.00 14.0 





























訓 産 物 | 1.800 丘 1.000 1,200 1 QoO| 2.300 1,500 1.700 1,200 0 1,400 1.20 





逢 謀 量 衡 は 新 貞 に 依 ぁ o 
即ち 本 表 に 依る と 、 第 6 設 ・7 世 が 最も 生 産 力 大 で 、 第 2 硬 は 最も 生産 力 が 少な い 。 即ち 第 2 恒 は 山 生 聞 黄 
で 、 然 も 植林 少な い 危 、 表土 流失 し て 土 中 に 可 胡 慈 肥料 成分 の 不足 し て 居る 事 に よる も の で 、 第 6 民 7 民 
の 地方 は 比較 的 下地 で 然 も 昔 河 床 で あつ た 所 で 、 今 何 肥 料 成分 華 存 し て 居る 劉 で ある 。 
本 隙 に 於 ける 土 中 成分 を 見 れ ば 、 有 滋 質 窒素 最も 不足 を 來 し て 居り 、 粒 酸 加里 之 に 廿 ぎ 、 窒素 肥料 施肥 な 徐 
つて も 履 量 に 相 営 の 開き を 生ま る と 言 ふ 。 (以下 中 調査 の 地力 減 耗 の 項 佐 照 
要 作 物 の 分 布 誠 交 を 見 れ ば 区 の 通り で ある 。 第 1 臣 地 勢 策 高 く て 黄 豆 の 栽培 雇 で ある 。 第 2 民 は 山岳 地 笑 
で 、 葉 豆 ・ 殻 子 が 栽培 され て ゐる 。 第 3 展 は 計 原 地 薄 で 高菜 ・ 包 米 等 が 栽 拉 され て ゐる 。 第 和民 は 東部 策 商 
く 臣 豆 が 栽培 され て 居り 、 西部 は 下地 で あつ て 、 高菜 が 栽培 され て ゐる 。 第 5 硬 東 南部 は 下地 で あつ で 、 商 
染 が 栽培 され 、 西部 は 河川 有り 水 郊 子 が 栽培 され て ゐる 。 第 6 度 は 下地 多く 高藤 栽培 され 、 作 河 洛 岩 一 落 は 
小 美 が 栽培 され て ゐる 。 第 7 二 は 下地 で あつ て 、 高 ・ 資 豆 が 栽培 され て ゐる 。 第 8 蛋 は 小 葵 ・ 高 薬 等 が 、 
栽培 され て ゐる 。 


So あす コー を 


第 五 章 市 場 開 係 


エー 内 の 特殊 性 


(1) 上 の 位置 及び 浩 革 


病 鈴 区 は 大 連 よ り 北 に 嘘 る こと 292 、 新 京 よ り 南 方 145 の 地 臣 に 在り 、 由 南 北 清洲 を 縦 偵 する 橋 
要 街 道中 部 に 位 し 、 且 漠 洲 在原 を 貫流 する 遼河 の 水運 の 便 を 有 し 、 開 港 場 と し て 葵 口 と の 間 に 古 く か ら 
取引 が 行 は れ 、 清 洲 中 部 の 商工 業 地 即 ち 物 衣 の 集散 地 、 経 済 都市 と し て 破 賑 を 極め 、 其 の 刀 麺 り 範 園 も 
鹿 く 東 は 今日 の 素 吉 線 溢 線 の 各地 、 西 は 法 庫 門 を 通じ て 才 く 蒙古 奥地 と 交易 し て ゐ た 。 

営 時 は 黄 豆 、 訪 豆 粗 、 高明 、 穀 子 等 が 、 営 口 及 奉天 に 向け 輸出 され 、 綿布 、 組 子 、 鐵 器 類 、 砂糖 、 ア ン 
ペラ 等 が 、 党 日 及 替 天 より 水路 又は 陸路 般 、 又 は 大 車 に よ つ て 較 入 され て ゐ の た も の で 、 仕 入 偵 格 の 交 偵 
活 蒼 口 よ り 較 入 さ れる の が 大 部 分 を 占め て ゐ た 。 

然るに 光緒 24 年 南 満 鐵 道 開通 する に 及び 貨物 の 運賃 政 筐 と 、 較 放 の 迅速 化 は 著しく 水運 を 減 疲 せしめ 、 
億 を て 活 線 各地 の 新 市 場 開設 に よ つ て 盆 々 出 舌 量 が 減少 し た 。 

殊 c 替 吉 線 、 大 通 線 の 開通 は 背後 地 の 特 産物 を 吸 下 し 、 鐵 嶺 市 場 の 奏 退 を 鈴 僕 な くさ せ た の で ある 。 
新 市 場 と し て 見 る べき も の は 、 懸 内 南部 に 位 す る 新 雲 子 肥 豆 外 北部 の 開 原 で 、 之 等 市 場 に 初 され 近年 減 
少 の 一 途 を 辿り 往時 の 面影 の 見 る べき も の は な い が 、 地理 的 自然 的 條 件 に 恵まれ た 鐵 嶺 の 地 は 容易 に 朽 
つる こと も なく 、 中 満 屈指 の 市 場 と し て 其 の 名 を 馳せ て ゐる 。 


机 し て 近郊 の 景 騰 地 生 音 山 は 、 巡 に 満 洲 に 於 ける 名 所 と し て 、 そ の 眺 泌 の 雄大 さ は 漬 洲 障 一 と の 定評 が 


あり 、 今後 一 般 遊 覧 者 の 招致 に より 一 辱 その 義夫 が 約束 され て る る 。 


(sm) 販 寅 購入 開 係 


事 凌 前 に 於 て は 官憲 の 不 営 政策 に 礼 さ れ て 、 営 地 の 出 天 り 不振 は 其 の 極 に 達し た の で ある が 、 事 相 後 此 
の 障 旭 は 除去 され た 含 、 出 麺 $ 遼 か に 増加 する に 至 つた 。 

事 在 直後 は 大 集 園 隆 賊 の 跳 染 に よ つ て 趙 か ら ざ る 損害 を 受け た が 、 列 年 は 稀有 の 式 作 で 銀 條 の 吊 膳 並 に 
特産 物 の 暴騰 に 恵まれ 、 損害 $ 和 され た 外 、 治安 の 惨 復 に 伴 ひ 人 心 $ 安 定 し 、 購買力 も 増加 し て 來 た 
の で ある 。 

近年 特産 物 の 不振 の 劉 、 豊 民 の 疲 名 加 は り 取 引 も 消沈 の 汰 態 を 呈し て ゐる が 、 全 航 的 に 見 れ ば 事 尊 後 は 
前 途 期 待 神 に 堅 克 な る 進展 振り を 示し て ゐる 。 


普 | 剖 。 黄 沼 民 翌 | 堂 


党 羽 


! 


剖 


| 必 尺 苦 | 演 


きき 
な 
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現今 婦 糸 、 綿織物 、 化 粧品 、 薬品 、 普 粉 、 砂 籍 、 看 、 磁器 類 、 ア テン ベラ 等 が 安東 、 大連 、 奉天 等 より 較 
入 さ れ て ゐる 。 囚 入 品 の 大 部 分 は 日 本 製品 で 9 割 鈴 を 占め 、 主 に 朝鮮 経由 梁 東 よ り 入 る も る の で ある 。 
鞭 出品 と し て は 昔 豆 、 黄 豆 、 高 菜 、 殻 子 等 が 、 大 否 、 魏 東 、 奉天 及 蒼 口 等 に 出 て の る 。 


(つう) 商工 業 の 状況 


科 河 の 水運 を 有 し 、 廣 範 園 に 互 る 出 多 中 心地 と し て の 中 満 唯一 の 大 市 場 で ある 鐵 敗 は 、 自 然 的 に 雑貨 舗 、 
楼 等 農民 相手 の 商店 軒 を 並べ 商業 大 い に 義 達し 、 鍼 道 開通 前 に 於 て 雑貨 舗 100 欠 、 大 尊 楼 50 欠 小 
糧 楼 24 を 算 し 、 有 自 賑 を 極め て の た も る の で ある 。 

鐵 窟 は 工 業 地 と し て も 策 達 し た も の で 、 交 通 の 至便 、 水 量 の 専 富 、 工 場 敷 地 選 近 の 容易 、 並 に 人 玲 供 
給 の 自由 、 芝 働 者 賃 銀 の 低 誠 等 各種 の 好 條 件 に 意 ま れ 、 古 く か ら 織物 、 製 粉 、 油 所 等 の 諸 工 業 が 散 赴 し 、 
中 で ゃ 製粉 工業 は 満 洲 に 於 ける 嗜 矢 で ある と 言 は れ て ゐる 。 

逐 等 諸 工 業 は 区 洲 大 戦 の 好況 に 恵まれ 一 時 眉 盛 を 極め た が 、 戦 後 の 不況 に 訪 さ れ 休止 し た も る の が 多い 。 
然し 大 消 喜 地 と し て の 大 素 天 を 控 へ て ゐる 開 係 上 、 工 業 地 と し て も 氷 来 の 躍進 が 期待 さん て ゐる 。 
康徳 2 年 度 に 共 け る 商工 業 の 藻 業 種類 68、 商 敷 1182、 次 本 637.040 園 で ある 。 


(=) 治 宴 燃 況 


態 内 治 汰 況 と 見 る と 、 事 毅 前 後 殊 に 直後 は 大 隆 賊 の 跳 淫 超 く な か つた が 、 満 洲 國 建 設 と 共に 諸 政 の 刷 
新 充 貢 に 伴 ひ 送 年 減少 し 、 本 備 道路 の 完成 と 電話 綱 の 携 充 と は 西部 山 策 地 和 癌 の 一 部 を 除き 、 阻 賊 の 横行 
を 許さ す 治 交 確 立 の 訴 態 に ある 。 従 つ て 鼓 物 の 市 場 搬出 等 の 如き も 、 昔 時 ょ り 生 人 備 を 附 す る 様 な と と 


は な い 。 


( ネ ) 騒 の 政 策 


鍼 鈴 門 は 土地 虹 浜 で 殻 物 の 不足 を 来 す 欄 な 事 は 殆 ん ど 無い 。 従 つて 皮 外 移出 束 は 帝 償 の 遼 に 翌 す る 條 
格 の 統制 の 如き も 行 は れん た こと は な い が 、 中 部 を 仁 流 する 遼河 、 柴 河 、 注 河 等 大 小河 川 の 多い 依 、 菩 
に よる 披 害 が 多く 、 ヽ 殊 に 民 國 18-19 年 6-7 月 の 池 洪 は 交通 柱 絶 寅 に 1 ヶ月 、 被害 耕地 50,000 天地 に 達 
し た と 言 は れ て 居る 。 

新 く の 如く 河川 の 池 溢 に よる 工作 物 の 被害 は 庶民 の 経済 に 強力 性 を 鉄 か な る と と が 大 きい 久 、 導 が 救 
潮 生 と し て 民 國 19 年 護岸 工事 に 着手 大 同 2 年 度 本 流 、 康徳 2 年 度 支流 を 夫 + 完 了 し た も る の で 、 艇 挫 は 
水害 は 縦 和 され る も の と 思 は れる 。 


(へ ) 取 引 闘 人 


在 時 に 於 ける 中 満 唯一 の 大 集散 地 と し て の 鐵 准 は 、 自然 的 に 義 達 の 過程 を 辿り 、 誤 物 の 取引 の 如き る 続 
測 あ る 見 本 取引 を 行 つ て る た も の で ある が 、 大同 2 年 9 月 20 日 公正 回 滑 な 市 場 と する 目的 で 、 特 産物 
管理 謀 設 立 され 、 中 間 搾 取 の 排除 に よる 左 民 の 負 搭 軽減 、 並 に 商品 償 値 の 向上 に 努力 し て ゐる 。 


二 調査 市 の 特殊 性 


調査 市 は 鐵 嶺 交 城 の 西方 45 滴 里 の 地 還 に あり 、 鐵 准 か ら 法 庫 に 通 ま る 國 道 に 党 ふ 夏 家 楼 屯 の 西南 1 清里 
の 地 に 在 る 部 落 で 、 第 7 必 夏 家 楼 村 の 附 村 41 戸 の 典 察 より 成る 純 雷 村 で ある 。 

音 嶺 法 庫 問 に は 鐵 法 長 途 汽車 公司 経営 の 公共 汽車 が 毎日 2 往復 運行 し 、 交通 至便 1 時 間 で 鐵 狼 区 城 に 達し 
得る 。 然し 年 ら 一 般 連 民 は 自動 車 を 利用 する こと な く 、 大 車 又は 徒歩 に 依 て 往復 する も の で 、 多 季 道 路 の 
凍結 せる 頃 (農民 は 画 道 と 箕 す ) は 5 時 間 、 降 雨期 ( 益 道 ) は 8 時 間 倫 を 要する 。 

1 日 で 往復 可能 で ある 含 、 穀物 の 販 、 生 活 必要 品 の 購入 は 、 多 く の 場 合 史 城 に 於 て 行 は れる 。 

本 市 は 中 滝 唯一 の 大 集散 地 鐵 准 を 控 へ 商品 経済 に 華 達 し た も の で 、 往時 ょ り 販 電 作 物 と し て 高菜 、 殻 子 を 
栽培 し て おり 、 約 100 年 前 より 黄 豆 、 陸 入 を 栽培 する に 及び 殊 に 黄 豆 の 如き 世界 的 商品 作物 に 於 て 経済 界 
の 影響 を 受け る こと が 多く 、 村民 の 経済 力も 自然 次 選 し て 来 た も の で ある 。 今日 世界 経済 界 の 不況 に 依る 

黄 豆 倶 格 の 下落 は 、 農民 の 経済 的 伸 度 を 甘 し く 縮 少 せ し め て ゐる 。 

南 清 鐵 道 の 開通 は 鐵 准 に 於 ける 物 哀 の 集散 を 激減 な を し め た が 、 本 市 は 地理 的 開 係 上 古来 よ り 鐵 嶺 を 中 心 と 

し て 今日 に 及 ん で ゐる 。 即ち 穀物 搬出 の 如き も 特殊 の も の を 除き 鍼 嶺 に 出 麺 る る の で 、 新 電子 出 悪 は 1 割 
に 浦 た ぬ と 言 は れ て ゐる 。 

康徳 3 年 9 月 に は 億 河 に 鑑 安 橋 が 架け られ 交通 上 の 利便 に 伴 ひ 、 忠 城 と は 符 々 緊 客 の 度 を 増加 し つい あ 
る 。 本 市 に は 古 來 より 特 用 作物 の 栽培 無く 、 栖 楽 類 の 如き も 僅少 の も ゃ の が 、 屯 内 で 宮 買 され る の み で 、 他 
恵 又 は 具 城 に 抜 出す る が 如き と と は 行 は れ て ゐ な い 。 

商品 化 作物 と し て は 黄 豆 、 陸生 毅 子 、 高菜 の 範 園 に 限ら れ て ゐる が 、 南 滝 通 有 の 土地 細分 化 と 、 捧 取 的 
業 経営 と は 地力 の 減退 を 招き 生産 量 く 、 従 つ て 販 害 する 量 も 赤 競 い 。 

然し 自然 経済 を 離れ 現金 経済 に 進歩 し た と の 地 才 で は 、 帝 物 の 現金 化 は 必然 的 に 行 ほ れる も の で 、 吉 物 の 
如き も 自家 用 高菜 、 殻 子 の 他 坊 豆 、 陸 稽 等 は 厚 し 現金 に 代 へ る も の で ある が 、 生 産 入 き と と 及び 大 車 、 
役 寺 の 不足 等 の 開 係 に よ ょ つて 庭先 渡し を する 者 が 大 者 分 を 占め て ゐる 。 中 城 に 搬出 する と し て ゃ る 敷 名 共同 
する か 、 或 は 役 寺 、 大 車 の 借用 又は 市 外 較 衝 業者 の 屋 偽 に よる も の が 多い 。 

副産物 と し て 坊 子 程 、 高菜 程 の 実 買 が 行 は まれ て ゐる が 、 生 季 間 に 限り 夏 察 楼 本 村 の 廣 場 で 市 場 取引 され て 
ゐる 。 

選 農 階級 は 護 閑 期 に 草刈 、 馬 個 拾 ひ 等 に よ つ て 増 政 の 途 を 講じ て 居り 、 耕 者 が 肥 圭 と し て 之 を 購入 する 
も の で ある 。 


ー 販 走 事情 の 洛 革 


鍼 道 開通 新 は 出 笑 り 範 園 も 麻 く 遮 河 の 船 運 、 又 は 陸路 大 車 に よ つ て 稚 日 、 奉天 等 に 輸出 され て ゐ た が 、 開 
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通 後 は 新 市 場 の 開設 、 併 行 線 の 開通 等 に 喉 さ れ て 、 背 後 地 の 出先 を 想 は れ た ば か り で な く 、 頻 内 に 於 で ぁ 
南北 分散 ナチ る 様 に な つた 。 

現今 移出 光 は 大 吉 、 奉天 、 安東 、 訟 口 等 で も る が 、 船 運 は 全く 行 は れ て の な い 。 
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(4》 商品 化 作物 の 北林 
埋 近 朝鮮 人 移民 に よる 水 稽 作 の 異常 な 華 達 増加 が ある 。 即ち 本 取 は 水利 の 便 に 富み 、 水 田 適 地 を 有 し 、 
貝 に 鮮 人 に よ ょ つて 開拓 され て ゐ た が 、 事 禁 後 は 逐 年 増加 を 示し て ゐる 。 
大 の 他 穀 子 の 朝鮮 向 夫 出 減 が ある 。 即ち 日 本 に 於 ける 埼 産 計 書 と 併行 し て 殖民 地産 米 増 殖 計 媒 る 樹 補 
され て 以来 、 米 の 過剰 生産 に ょ る 米 全 の 下落 を 招来 し 、 米 作 農 業 の 内 地 民 を 恐 陀 の どん 底 に 階 ら 下 
之 が 数 済 策 と し て 猫 民 地内 産 米 消 坦 が 守 策 され 、 そ れ が 人 劉 、 輸出 殻 子 に 百 し て は 従来 の 優 偶 を 腰 正 ある 
様 に な つた 矢 で ある 。 


(s) 出 物 量 の 交 夢 
鍼 道 開通 前 の 鍼 倫 は 現在 の 奉 吉 線 少 線 地 薄 一 を 背後 地 と し 、 即ち 東 軸 、 清 源 、 西 突 、 西 展 、 開 原 普 
に 揮 順 、 西 は 康 王 、 昌 賠 及 法 庫 門 を 通じ て 簡 源 及び 宗 十 奥地 より 出 名 つ た も の で 、 1 目 の 最 高 軸 瑞 
3000 車 1 ヶ年 買 夕 弧 計 120 高石 に 達し 段 賑 を 極め た が 、 南浦 鍼 道 開通 後 開 原市 場 の 開設 を 見 て 以来 逐 
年 減少 し 、 光緒 25 年 以降 は 1 日 の 最高 出 名 000 車 1 ヶ年 弧 計 85 高石 、 新 亭 子 市 場 開設 克 よ り 更に 
民団 8-9 年 項 は 1 日 の 最高 出現 1000 車 1 ヶ年 総計 45 高石 、 素 泊 線 の 開通 ic より 背後 地 は 林 は 康 
徳 2 年 度 未 に 於 て は 最高 出 銘 1 日 600 車 年 絶 計 28 高石 に 過ぎ な い 。 


新 く の 如く 今日 の 鐵 額 は 昔 日 惨 盛 の 面影 $ な く 、 壮 微 の 一 途 を 辿り 来 つ た も の で ある 。 


(へ ) 販 下 條 件 の 北 化 
往時 は 馬車 取引 で 糧 機 は 門 路 上 に 農民 を 待受け 嘉 買 を 行 つ て る ゐ た が 、 中 滝 の 大 市 場 と し て 股 盛 ic 赴 @ に 
連れ 新 か る 取引 は 人 敷 及 び 振 大 な 地域 を 要 し 、 類 雑 且 品質 の 比較 、 選 提 の 不能 等 不便 多く 、 自 然 的 に 見 
本 に よる 取引 が 行 は れる 様 に な つた 。 営 時 攻 王 座 門 前 は 市 場 と し て 肛 賑 を 極め て ゐ た が 、 そ の 後 北門 外 
に 於 て 行 ほ れる に 玉 つ た も の で 、 現在 で は 東門 福 特 産物 管理 謀 構 内 で 行 は れ て ゐる 。 
見 本 取引 は 上 逃 の 如き 諸 競 球 の 除去 に 寄 肉 し た と と は 勿論 で ある が 、 江 民 側 の 異物 を 混入 する 不正 行 食 
若く は 契約 を 破棄 し て の 他 害 所 諸 「 一 糧 二宮 」 又は 糧 機 側 で 敷 約 後 院内 に 搬入 させ 、 異 物 を 理由 に 晶 慣 
の 切 下 を 行 ふ と か 、 或 は 掌 盤 人 、 斗 宜 、 抗 夫 、 積 査 員 の 避 申 等 の 不正 行 廊 多く 、 芝 を 矯正 し 公正 且 園 滑 
な 取引 を 行 は せ 、 併 せ て 商品 條 値 の 向上 に よる 市 場 再興 を 理想 と し て 、 大同 3 年 9 月 20 日 北門 外 c 特 
座 物 管理 記 の 設立 を 見 た 。 面 し て 懸 城 出 麺 り 所 尊 は 絶 べ て と を 経て 取引 きれ て の る の で ある 。 
特産 物 症 管理 虚 は 康徳 3 年 12 月 20 日 改組 され 、 康徳 3 年 3 月 1 日 鐵 鶴 東 門 粗 に 移 韓 、 構内 で 晴雨 の 
如何 を 問 は 取引 を 行 は せ て ゐる 。8 月 1 日 以降 は 新制 斗 量 を 用 ひで ゐる 。 
管理 虎 設 立 に ょ つて 、 江 商 の 経費 負 失 圭 減 を 示す と 欧 の 如く で ある 。 (大 同 3 年 10 月 1 日 ) 
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際 戸 5 分店 導 小 潤 4 元 た * 4 人 商 戸 2 分 了 還 店 斗 用 3 分 
毎 石 大 洋 1 人 商 戸 5 分 店 藤 會社 小 洋 2 元 毎 石 大 洋 4 分 | | 農 戸 2 生計 放 1 。 大 洋 6 分 
る 3 2 元 | 上 1 農 戸 3 分 | _。 反 石 減 大 洋 
毎 石 小 洋 5 元 革 后 3 元 屋 失 。 得 大 洋 6 分 蘭 戸 3 分 半 挑 夫 放 介 革 rr 
- 毎 石 打 滴 1 了 穫 戸 路 買 殺 商 朋 石打 答 1 合 農 戸 忠 買 急 商 朋 毎 石 減 9 合 
舞 石 2 人 角 / / 無 無 無 全 渋 
倒 袋 小 引 毎 石 大 涯 5 分 ” 〉 | 孔 朱 。 夫 |  2 / / / 
ーー ーーーー ーー ーー 
計 搬 慣 石 大 汗 6 分 際 屋 3 公 臣 時 務 局 和 石 大 半分 半 司 3 分隊 時 務 局 未 流 
3 【 E 
革 夫 章 呈 右 大 mt 分 険 。 月 人 午 無 無 無 。 | 
半 決 粒 陳 石 1 下 7 陽 買 要 穫 7 人 / 
イ 
最 戸 6 角 3 硬 | 岩戸 9 分 








(=) 特産 物 管理 虚 
特産 物 の 公正 な 取引 を 岡 り 積 損 を 改善 し 、 集荷 の 載 進 を 促し 、 鐵 嶺 市 場 の 再興 を 岡 る 目的 を 以 て 日 滴 協 
力 に より 成立 し た る も の で 、 ヽ 會 長 1 名 、 副 次 長 2 名 、 議員 7 名 を 置く 、 創 長 、 副 會 長 は 日 本 側 商工 合議 所 會 
頭 、 鐵 串 上 商 務 會 長 及び 中 農務 剣 長 が 分 任 す る 。 議員 は 日 本 側 より 2 名 清洲 園 側 より 5 名 で 、 選 鬼 に よ つ 
て ゐる 。 茨 に 事業 概要 を 示す と 
(一 ) 市 場 秩 序 を 賠 る 矢 開 市 時 間 を 規定 し た 。 (取引 方 法 参照 ) 
( 二 ) 市 場 立 會 人 の 整理 
市 場 立 會 人 と し て 堂 盤 人 、 買 根上 人 は それ ぞ れ 原書 を 提出 し 、 認可 章 を 交付 され た 者 及び 農民 以外 の 
出入 を 禁じ て ゐる 。 認可 章 は 堂 毅 人 に は 灯 経 紀 、 買 糧 人 に は 入場 誠 と 夫 + 番 競 と 共に 和 明 され て 
る も の で 、 必 す 胸 部 に 付す る と と に な つて ゐる 。 
( 三 ) 「 一 糧 二 害 」 の 泡 害 を 防ぐ 入 1 人 1 個 以上 の 見 本 は 許さ な い 。 
見 本 は 車 店 備付 け の 手 布 又 は 袋 に 小 量 入れ 常盤 人 に 全 頼 する も の で 、 手 布 又 は 袋 に は 車 店 名 と 番 約 
が 記入 され 、 管 理 虎 の 認印 が 控 さ れ て ゐる 。 遼 約 後 買 灯 人 は 手 布 又は 袋 に 見 本 小 量 を 入れ で て 持 認 る 。 
若 し 見 本 と 現物 と 異 る 場合 に は 管理 庶 へ 訴 へ 出る 。 
( 四 ) 約定 偵 格 の 毅 更 防止 
現物 を 院内 に 導き た る 後 、 異 物 を 理由 に 糧 楼 側 に 於 て 償 格 の 切 下 を 強要 し 、 奏 約 不 履行 の 場合 は 管 
理 護 に 訴 へ 出る 。 
( 五 ) 立 剣 人 の 派遣 
契約 不 展 行 の 訴 に 接し た 時 は 、 管 理 虎 か ら 立 會 人 を 派遣 する 。 立 剣 人 は 負 定 に より 赴 非 を 訳し 、 取 
引 を 展 行 を しめる 。 ' 
( ぶ ) 堂 藤 人 、 挑 夫 、 斗 各 の 不正 防 正 
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従来 斗 宜 、 堂 胡 人 、 拓 夫 等 は 公然 の 芝 客 と し て 次 買 、 雨 側 よ り 彩 氏 を 私 服 し て の た も の で ある が 
え を 央 禁 する と 同時 に 彩 供 を 受け た る 者 は 休業 又は 信金 を 科す る と と に し た 。 
( 七 ) 策 査 員 の 雇 正 
従来 店 業 組合 が 尾 偽 し て ゐる た 積 査 由 も 赤 内 党 神 に 彩 銭 を 得 て の た も の で 、 管理 謀 設 立 後 は 管理 鹿 転 
於 て 代行 する と と に し た 。 
( 八 ) 語 経 宮 暫 鈴 @ 政 正 
| 康 毎 . 年 年 | 
| る 希 | 12 月 20 日 以 隆 | 8 月 1 日 以降 休 み 
1 負 抽 額 | 負 挫 者 | 負 携 額 | 負 携 者 
! = | 
較 倒 独 付 1 平 管 5 司 | 買 起 人 lr 管 21 原 | 買 釘 康 役 3 年 8 月 1 日 以降 は 新藤 
1+ 用 | 1 寸 賞 5 語 を | 1 斗 賞 21 硬 の 衡 に よる 
( 理 席 庄 吉 得 |1 計 営 2 屋 / 1 斗 営 0.8 庫 / 
| | 
ls 彼 |1 圭 濱 6| 家 却 人 | ! 区 に 付 ! 分 | 哀 郊 人 | 
証 康 竹 2 年 12 月 19 日 以前 に 訟 ける 褒 経 宮 は 販 嘉 内 件 の 難 化 参照 
賀 却 時 期 
忠 城 に 於 ける 出 網 り 時 期 は 、 交通 激 菊 及 び 治 安 良 好 な る 10 一 1 月 が 最も 多い 。 
区 に 2 年 度 未 現在 に 共 け る 作物 別 出 各 激 況 を 示す と 
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松 制 石 に 依る 


11 月 


10 月 | 











月 了 月 | 
| 石 

豆 3 も 961.89 12.478:20 
層 4.849.21 2,495.99 
米 コ 237.09 
了 i5789936842】 
奏 | 38.62 441 
評 | 243.63| 96.99 
全員 21EBOS021 
米 | 340.46| 104.85 
子 | 153.84| 54.10 
子 | 4.04 ー 
蔵 | 10044| 3563 
豆 1.25| ご 
変 | 890| 王 
来 1.10 ーー 
開 ーー に っ 
ゴー ーー ーー 








| 





3 |* 』|5 』|e 』 7? 』ls 月 |9 月 
88 49e5g| 4220 7085lpsse5 
1.796.71|1.872.32.1.208.67| 939.56I1136.531,268.086,984.27、 
381.96| 342.22| 401.49| 236.45| 258.69| 236.75I1.029.79 
600.94| 168.70| 172.47| 62.80| 112.85| 98.08| 68.40| 
ー| 0.80 一 | 1.58| 6.86| 0.96| 152.24 
79.85| 2985 Sg2o| sed iog| sogz| sog 
22.25| 28.08| 22.54| 25.59| 11.96| 6.60| 24.30 
29.36| 30.86! e2.1e| 31.6i| 37.52| 35.73| 55.04 
28.28| 4.79| 12.5O| 5.47| 0.74| 13.91| i53.35 
と 記 = ニー ーー LG28| 症 0 
8 itOo| nsol ro ogao ss eos 
2.66 計 計 ー| 14.73| 11.57 回 
17.50| 15.10| 48.22| 58.69| 185.462.619.13| 381.71 
ーー | の 20 記 ーー] 記 ー 

ーー 三 ー ー| 14363| 661.22| 2420 

















石 石 石 ね 
18341.05| 26,626.58| 39,221.48| 143,S63。 


6.274.54|7,025.35|9.291.4545.149.68 


1.066.46|2,959.86!2,050,28| 9.617. 


912.51|1,932.69.7,415.1016,808 
285.92| 414.11 
261.13| 379.52 
37.64| 30.93 


34.74| 96.13 








595.78| 639.09 


35.80| 10.27| 11.7 


7.00| 17.12| 36.51 


172.27 


26.54| 11.30| 867.3 


ーー 





Pr 






































NSJIDTBTEE alsalsmlzmlsglsl 10 月 | 矯 代 駅 
時 | 語 ] | | | | て | | 寺 二 議 
小 誠 子 52.34 1 軸 1 ーー ー ャ ーー 』 ー-| 還 0 | 13.42| 61 間 130 
消 米 | 3100 166| 3.30| 9.17| 4.60 300| 14.42| 8.72| 1.26 ーー| 1.18| 6532| 115.7 
座 子 7.73| 4.00 ー| 482 ー | ー| 460 ー| 895| 283 82.98 
旧来 2002 380| 127| 151| 83.34 ーー ニー デ 靖 0640| ー| 15 2110| 本 
ME 沖 引 2K | 37.99 吉 1.00 1.00| 16.69 0.40| 一 | ー 一 zo 7.49| 19.00| 108.01 
座 。 米 | 23e| 一 | iez26 470| 1903| | ーー ゴー  ー ー 一 13200 6508 
滅 立 432 0.58| 1.32| = の 1 ー ー ー| 612 5.36| 999| 12.48| 4028 
美 。 表 ー| 0.84| = 王 ーー ー| 己 ーー ー| 11.33| 3.51| 126.82| 14.5 
】 夷 | 下 | 0.64 一 | 一 | 1.05| ー | ー 一 | ー | 1.03| 全 272 
癌 当 | 1028| 1042| 025| 一 | 1i275 ー 記 三 ー| 12.98| 』12.97| 59.65 
III | _ _ ー| - ー ー| ー-| ー he |.e20.33| 168139 
6 合 計 1 量 SIS 2 の 2J28029002 有 00 11.430.22 2 40,265.37| 60,.842.38| 233,453.15 

















上 上 表 に よ つ て 明 な る 如く 出 句 量 は 12 月 を 最高 と し 、1 月 、11 月 、10 月 の 順 と な る が 、 之 は 10 月 以後 は 
間 間 人 
区 に 月 別に よる 寮 到 理 帆 を 示す と 


























ー | 
月 別 作 . 。 物 別 | 資 却 聞 
」 = 介さ 
9 月 | 時 答 、 黄 豆 、 高 菜 、 引 子 、 穏 子 、 礁 秦 | 肘 殻 引 (日 工 雰 賃 )、 冬 季 準 備 、 
10 月 | / き 金 返済 、 納 科 、 多 季 準 休 、 
1 月 / / 1 
12 月 / 納税 、 代 金 返済 、 年 開 人 準 備 、 
1 月 | / 年 工 、 月 工 、 賃 銀 支 挑 、 小 任 、 
月 | 7/4 | り /』 
| 
月 (4 | 播種 準 代 、 月 工 、 日 工 、 賃 録 支 抄 





本 市 は 季節 別 の 販 害 作物 の 種類 、 生 産 量 及び 大 車 役 埋 の 少 開 係 上 、 鐵 嶺 に 搬出 する こと 現 く 、 納 税 、 僅 
金 返 済 、 科 季 準 備 の 入 、 偵 格 の 騰 貴 を 待つ て 需 却 する と と な く 、 舟 販 子 へ 庭先 で 早宮 を 多 僕 な くさ れる 場 
合 が 多い が 、12 月 迄 は 一 度 に 療 却 する より も 数 度 に 分 け て 走 却 する の が 普通 で あつ て 、 年 度 を 新 に し た 害 
存 量 も 少く 僅か に 小作 料 、 年 月 工作 銀 準 備 と し て 葉 す と と が ある に 過ぎ な い 。 

本 市 の 小作 料 は 前 朱 定 額 金 納 が 普通 行 は れ 、 年 工 の 如き る 就 券 ユー3 ヶ月 内 に 契約 金 の 全額 を 支給 する 病 
係 上 、 不 足 額 を 親戚 、 知 戸 よ り 借 験 する こと が ある 。 然し て 僅 験 は 線 べ て 年 内 10 月 が 決済 期 と きれ て ゐる 。 


三 抜 出 方 法 
| 治 突 比較 的 良好 を 入 、 往 時 より 全備 を 附 す る こと な く 搬出 し て の た も の で 、 振出 方 法 は 次 の 如く で ある 。 
( ィ ) 自家 券 力 に より 搬出 する 。 





| 


半 


FI 


攻 沿 剖 


導 尺 茹 | 党 


I 


導 


民 民 | 剖 


疾 有 葵 | 普 肖 
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問 
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Cg) 少量 の 場合 は 人 に 依頼 する 。 

(へ ) 他 の 農家 が 大 車 で 搬出 する 際 、 好意 的 に 積載 し て 貰 ひ 自 分 も 基 行 する 。 

(=) 運 湊 業者 を 屋 ふ か 、 大 車 又 は 役 電 を 借り て 搬出 する 。 

( ぶ ) 各自 大 車 、 役 埋 を 出し 合 ひ 共 同 で 搬出 する 。 
人 に 依頼 する 場合 大 車 家 者 の 借用 共同 獲 出 は 普通 親戚 、 知 己 間 に 於 て 行 は れ 料 金 を 要 し た い が 、 運 和 業 者 
の 屋 備 又 は 大 車 、 役 震 を 借用 する 時 は 料金 を 支 挑 ふ 。( 料 金 は 運賃 参照 ) 本 市 は 鐵 嶺 まで 冬季 5 一 6 時 間 で 
到達 する も の で 、 出 麺 期 と も な れ ば 往還 の 人 馬 絶 を な い 匂 、 開 市 時 間 に 間 に 合 ふ 様 夜中 出 殺 する も の で 、 
即日 実 友 解 宅 可 能 で ある が 、 日 用 品 の 購入 その 他 の 都合 上 搬出 営 日 1 泊 す る の が 普通 で ある 。 
宿泊 所 は 大 車 店 で 、 宿 泊 料 は 1 車 に 付 30 銭 食事 は 車 店 に 於 て 供 せ す 、 各 自 飯店 に 於 で な する も の で あら る 。 
役 埋 の 飼料 も 又 車 店 に 於 て 給 を す 農 民 各自 が 持参 する 。 


隙 内 出 名 は 地理 的 開 係 に より 北部 と 南部 に 分 けら れる 、 多 論 偵 格 、 販 電 條 件 、 交通 踏 、 治 笑 其 況 の 良 吾 等 
に より 一 定 し な いも の で ある が 、 北 部 に 位 する 地域 即ち 1、 2、3、6、7 居 は 臣 城 へ 4、5、8 大 は 新 雲 子 
へ 出 麺 る も の で ある 。 
(4) 出 麺 を 決定 する 條 件 

氷 市 より 出 麺 地 迄 の 里程 、 所 要 日 、 交 通 開 係 、 治安 状況 を 示せ ば 丈 の 如く で ある 。 








地 名 | 時 | 所 衣 B 数 | 開通 賠 < 便 | 突 
基 5 洋 時 | 1 日 一 2 日 | 相 季 良好 内 
新 豪 子 80 7 | 2 上 | 和 季 の み 評 好 良 








本 市 は 地理 的 較 係 上 、 そ の 出 麺 も 普通 鐵 信 を 主 と す る が 、 油 羽 開 係 に 佐 つ て 品質 に よる 條 格 の 差 が 天 き 


い 乱 、 不 良 物 の 取引 が 行 は れ な い 場 合 が ある 。 且 取 引 も 類 在 で ある か ら 比 較 的 取引 の 容易 な 新 誠 子 le 搬 

出す る こと も ある が 稀 で ある 。 耐 し て 大 車 を 雇 ふ て 搬出 する 様 な 事 は 全く 行 は れず 、 搬出 する と し で $ 

自家 有益 力 に よる も の で あら る 。 
(Cs) 真 款 状況 




















階 雪 列 5 se 
| 衣 却 値 格 | 位 剛 衣 色 | 殺 販 子 冥 部 | 共 の 他 裏 孝 
1 | ーッ デ 大 石 ま 1 デー 石 間 @ 
地 主 | 270.66 18.96| | ゴ 新制 石 に 依る 
地 ・ 自 1.150.80 170.64| 6.75 8.10 
自 作 468.50 き 6831| 15.93| 
EE 二 O | 893.00| 40.29 122.85 ヨ 
自 ・ 小 ・ 選 | 520.00 = 81.00| 10.80 
自 ・ 大 | 152.40) 5.23 29e 三 : 
小 作 20200 9.81| 31.8 王 
小 *。 歴 | 429.50| 15.42 55.35| 10.80 
計 | 08686 261.05| 496.93 45.63 





(へ ) 本 下 取 城 に 於 ける 糧 夫 販連 偵 格 
























































上 Wa を に 3 時 (あい 
最高 | 近 低 | 最高 | 最低 | 最高 投 低 | 最高 最低 | 最高 迷 低 | 最高 | 最低 

| キ 無人 人 ボ 。 促 泊 氏 人 負 録 | 人魚 

ag | 本 屯 55.5| 555| 555| 555| 574| 57.4| 629| 629| 629 629 629 629 
| 懸 披 | 607| 489| 6e62| 582| 632| sl 6e54| 60.3 65.4| 611| sg 472 

ae 「 ンコ 語 い リリ 48| 48.1 9 481| 51.8 51.8| 51.8 抽 51.8 51.8 559 55.5 
| 押 城 569 50.6 舞 50.2| 人 8 54.8| 69.6| 54.8 259 胃 72.9| 683 

| 本 恵 | 494 464| 481| 481 9 S1.8| 51.8| 51.8| 518 51.8| 51.8| 51.8 

穀 子 | 懸 臣 49.7| 46.4| 59.0| 48.5 9 50.6| 54.0| 50.6| 8 55.6| 56.1| 54.8 









































本 市 より 出 狗 地 迄 殻 物 を 運搬 す ナ る に 要する 避 任 は 大 衣 炊 の 如く で ある 。 














地 名 | 朗 太 | 隆 。 雨期 (下地 圭 炒 現 ) MD 
| ユキ | 0.12 財 0.03 一 0.04 財 
に 間 N 「 エ 還 | 5 一 6 財 2.503 財 
新 震 子 | 1 斗 ニー | 0.10 周 
NN 語 は ー | 5-6 





本 証 内 で 運 拓 業 を 営む 者 は 1 人 る 無く 、 弧 べ て 恵 外 多 く は 法 庫 懸 方面 か ら 入 つて 來 る 者 を 届 =。 


(*) 尊 殻 税 の 拓 異 

鐵 嶺 許 下 に 於 て は 各地 と も 糧 殻 役 は 同 座 で 、 糧 毅 公 定 債 格 に ょ つて 雪 却 償 格 を 箕 定 し 、 
税 座 は 和 税 公課 の 手 を 参照 。 

(〈^) 樹 目 の 相 異 

粋 目 は 鐵 鈴 新 課 子 は 同一 で ある が 、 各 厨 に よ つ て その 敷 量 が 異 る 析 で ある 。 





課税 する も の で 
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( ト ) 揚 楼 雑 貨 舗 と の 開 係 

掛 買 は 元 来 信用 ある 者 の み の 間 に 行 は れる も の で 、 本 市 民 と 懸 城 菊 貨 倍 と は 民 國 15 年 頃 の 好況 時 代 に 
行 は れ て ゐ た が 、 世 界 的 不況 に よる 黄 豆 償 格 の 暴落 に 會 ひ 、 民 の 経済 の 伸 度 が 著しく 縮 少 せる 乱 、 
現今 全く 行 は れ て ゐ な い 。 又 批 糧 負 債 を 糧 欄 雑貨 締 と 行 ほ な い 乱 、 購 買 販 害 に 営 つて 制 肘 を 受 く る と と 
も ゃ ない 。 洪 民 は 帝 物 を 中 城 に 搬出 し て 療 却 し 、 角 和 途 は 且 用 品 を 購入 する の を 普通 こす る が 、 一 叶 c 多 時 
購入 する 楼 た な 事 は 少な い 。 

( チ ) 左 家 の 人 力 に 』 る 出 廻 地 の 決定 

寺 物 は 普通 鐵 携 市 場 に 出 殆 る が 、 鐵 観 市 場 に 於 ける 黄 豆 相場 の 如き は 、 滞 羽 開 係 に 左右 され 品質 の 末 好 
み を され 取引 不成立 の と と が あり 、 従 つて 逝か る 差異 の 未 い 遠方 の 新吉 子 へ 搬出 する と と が ある が 、 笑 
で ある 。 

(リリ) 出 名 の 幾 須 

本 市 栽 物 は 往時 より 仁鶴 市 場 に 出 殆 つ て ゐる た も の で 、 光緒 30 年 人 新語 子 市 場 の 開設 され る に 及 ん で 、 
一 部 が 出 名 る 様 に な つた が 、 地 理 的 半 係 上 依然 鐵 鶴 に 出 匂 る の が 普通 で ある 。 

往時 鍼 鶴 市 場 の 華 か な 頃 は 大 糧 欄 数 50 験 、 小 糧 機 34 を 算 し 、 前 逃 の 如く 1 ヶ年 120 高石 の 取引 消化 
を 行 つ た も ゃ の で ある か 、 挨 年 球 退 し 現今 大 小 合せ て 96 戸 内 大 糧 楼 17 戸 、1 ヶ年 の 取引 敷 量 僅か ic 23 
高石 に 過ぎ な い 現 状 で ある 。 


城 に 於 ける 大 糧 村 調 査 表 
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一 取引 方 法 


(4) 堪 民 が 灯 償 を 知る 方 法 
本 市 は 鐘 法 國 道 に 近く 毎日 往復 の 公共 汽車 (乗合 自動 車 ) の 運行 を 見 る 外 、 出 麺 季 人 節 と も な れ ば 簡 く 
法 庫 方 面 か ら 搬出 する 者 等 往 記 の 多い 開 係 上 、 共 等 ょ り 惑 取 す る の が 普通 も され て ゐる 。 
(ms) 取引 方 法 の 種類 
出 狗 地 鐵 鈴 に 於 ける 取引 方 法 は 、 特 産物 管理 謀 構 内 に 於 て 行 は れる 見 本 取引 に 限ら れ て ゐる 。 
( ふ ) 特 六 物 管理 成 に 於 ける 取引 
混 民 は 人 づつ 大 車 店 に 至り 見 本 と し て 、 珠 め 備付 の 手 布 又は 袋 に 少量 の 殻 物 を 入れ 掌 可 人 に 依頼 し 、 共 に 
市 場 に 行き 資 買 下 約 を 行 ふ の で ある が 、 先 づ 買 人 は 堂 可 人 と 掛合 品質 の 如何 に よ つ て 丈 め 條 格 を 定め 、 
面 し て 後 崇 民 の 請 符 を 正 き 基 の 承 語 に よ ょ つて 初め て 契約 が 成立 する 。 
管理 農 か ら は 市 場 立 會 人 が 出 て 取引 の 最高 最低 償 格 を 掲示 し 、 院 内 机 理 、 不 正 防止 取引 の 彫 滑 を 賠 つ て 
の る 。 
(一 ) 掌 杉 人 
徒 時 に 於 て も 大 車 店 で 屋代 し 、 店 業 細 合 が 許可 し て ゐ た の で ある が 、 御 産物 管理 虚 設 立 以来 管理 庶 の 
認可 を 得 て 身 分 を 取得 する も の で 、 一 定 の 前 を 胸 に 付 し て ゐる 。 
掌 盤 人 は 大 車 店 に 集 つた 農民 ょ り 見 本 の 依頼 を 受け 、 市 場 に 於 て 農民 を 代表 し て 買 人 と 掛合 ふも の 
で ある 。 各 大 車 店 に は 必ず 選 偽 し て ゐる も の で 、 食事 附 年 80 園 100 園 を 支給 し て ゐる 。 
員 寺 か 5 半 夫 
斗 夫 る 赤 大 車 店 で 屋代 し て ゐる が 、 忠 城 に は 78 人 ゐる 。 
食事 附 月 8 周一 18 回 を 支給 され 、 専 ら 計 量 に 従事 し て ゐる 。 耐 し て 屋 備 期 間 は 出 句 最 盛 期 の 10 月 一 2 
月 の 5 ヶ月 半 で も つて 、 出 狗 量 減 す る に 連れ 人 員 を 減 す る 傾向 が ある 。 
斗 夫 の 身分 取得 は 斗 夫 願 書 を 特産 物 管理 虎 に 提出 し 、 認 可 さ れ た る 者 で あつ て 、 一 定 の 章 を 胸 に 付 
し て ゐる 。 
半 夫 に 不正 行 怖 の あつ た 時 は 身分 を 剣 奏 さ れる 。 
=) 拓 夫 
挑 夫 は 約 100 年 前 より 世 環 本 を 持つ 欄 に な つた も の で 、 村 利 の 害 買 の 如き も 30 周一 40 園 で 行 は れ 
て ゐる 。 
角 鈴 臣 城 を 東南 西北 の 皿 つ に 大 分 し 、 各 大 に は 頭目 が あり 統 し て の ゐる が 、 頭 目 は 互選 に よ つ て 決定 
し 、 各 居 に は 頭目 以下 124 人 の 失 が 居り 、1 日 毎 に 層 域 を 交代 し 一 巡 す る も の で ある 。 
頭目 は 毎朝 特産 物 管 理 虚 市 場 に 出 て 、 受 持 天 内 各 導 接 の 買 糧 を 調べ 拓 夫 の 配置 を 考慮 する 。 
抗 夫 の 給料 は 管理 席 取 引 規 定 に 制定 せら れ た 球 倒 釘 袋 1 石 に 付 2.1 分 で あつ て 、 冥 根 側 より 徴集 す 
る 。 耐 し て 各 抗 夫 の 営 日 の 絶 収入 金額 は 均等 に 分 配 す る の で ある が 、 特 に 頭目 は 拓 夫 の 2 倍 即ち 2 人 
分 を 取得 する 槍 利 が ある 。 
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(=) 時 鞭 
晴雨 の 如何 を 問 は ず 行 は まれ る も の で 、 休 市 は 端午 節 、 中 秋 飾 、 及 び 年 開 よ り 正 月 6 日 迄 で ある 。 市 場 の 目 
貸 昌 する 期間 は 10 月 か ら 列 年 2 月 迄 で ある 。 


(*) 時 問 
季節 に より 異 る る の で 最も 早 き は 夏季 の 午前 5 時 、 眉 き は 冬季 の 午前 7 時 で ある 。 
自 12 月 26 日 到 .③ 月 。 有 午 前 7 時 
用 9 当 月 雇 必 評 目 / 人 4 記 月 全 sE 主 目 / 6 時 30 分 
/ 4 月 12 日 7 15 月 EEHMN 有 / 5 時 30 分 
/ 5 月 12 日 / 8 月 14 日 / 5 時 
/ 8 月 15 日 / 9 月 21 日 / 5 時 30 分 
/ 9 月 22 日 ヶ 10 月 31 日 / 6 時 
HH 月 対 邊 目 / 192 月 95 日 / 6 時 80 分 


(へ ) 取引 され る 作物 
黄 豆 、 紅林 ( 高 菜 )、 包 米 、 毅 子 ( 栗 )、 区 、 小豆 、 吉 豆 、 梗 米 、 探 子 、 征 子 、 租 米 、 芝 蔵 、 惑 豆 、 小 圧 、 
大 美 、 粘 子 、 秒 米 、 小 蔵 子 、 大 藤子 、 小米 、 魔子 、 元 米 、 紅 米 、 膝 米 、 蔵 豆 、 青 豆 、 基 子 等 で あつ で 、 
最も 多い の は 黄 豆 、 紅 名 、 殻 子 、 包 米 等 で ある 。 

(+) 市 場 に 集まる 大 車 青 


奈 最 少 100 車 最 多 00 車 
DE】 7/ 18 車 // 50 車 
秋 4 100 車 / 300 車 
冬 / 300 車 / 600 車 


( テ ) 買 人 と 左 民 と の 取引 開 係 
市 場 で 害 買 契約 が 成立 後 、 買 委 人 は 見 本 を 持 皮 る 。 工 民 即ち 嘉 却 人 は 、 穀物 を 皿 雪 人 の 構内 に 搬入 し 、 
奄 却 人 が 訂 袋 を 引 起 し 撤 夫 に 負 は せ て 、 院 内 穀倉 で 唱 を 開き 見 本 と 半 陣 し 、 同 一 と 認め た 時 斗 夫 が 索 
を 計量 する 。 若 し 論 筆 を 生じ た 時 は 、 管 理 庶 に 訴 へ 出 て 鑑査 を 受け る と と も ある 。 斗 家 の 計 基 に 際 し で 
微 する 手数 料 は 斗 用 銭 と 稀 し 、 買 失 出 より 車 店 に 支 朱 ふ 、 又 抗 夫 の 微 す る 手 敷 料 も 買 委 側 に 於 で 支 挑 ふ 
も の で ある 。 
代金 は 計量 後 買 委 側 に 於 て 偵 格 を 算定 し 農民 に 支 失 ふ 。 
(》) 其 の 他 市 場 
特産 物 管 理 所 に 行 は れる 一 般 痕 坊 市 場 の 他 、 茶 市 場 、 果 品 市 場 及 牲 音 市 場 等 が ある 。 
(一 ) 茶 市 場 及 果 品 市 場 
茶 市 場 と 果 品 市 場 は 東門 外 に あり 、 古い 歴史 を 有 し 毎日 未明 より 日 湾 ま で 取引 が 行 は し て ゐる 。 
楽市 場 に 搬出 され る 野 茶 類 は 、 薄 城 近郊 殊 に 北大 街 西 大 街 の 茶園 より 生産 さも れる も の が 大 部 分 を 占 
め 、 自 茶 、 朗 類 、 地 豆 ( 馬 鈴 暮 )・ 地 瓜 ( 甘 諸 )・ 山 閣 ( 山 芋 )、 間 庁 、 害 茶 、 臣 茶 ( 波 夢 草 )、 六 茶 、 圧 茶 、 
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油 茶 、 牛 券 、 ト マト 、 医 子 、 頭角 、 西 瓜 、 酸 和 茶 (白茶 の 漬物 )、 琶 茶 (大 根 の 漬物 ) 等 の 外 朋 肉 、 狂 卵 、 
商 肉 、 和 牛肉 、 羊肉 等 が 販 資 され て ゐる 。 
野 茶 類 は 季節 に より 共 の 出 麺 量 が 異 る ふ $ の で 、 毎 日 春秋 300 筐 、 夏季 400 筐 、 冬 季 150 筐 内 外 で あ 
つて 、 表 地 料 な く 農 民 の 搬出 自由 で ある 。 毎日 の 人 出 も 000 人 に 達する 。 
果 品 市 場 は 同一 地域 に あり 、 茶 果 、 梨 、 山 格 ( さ ん ざし )、 紗 柏 、 紅 素 、 桃 、 耕 、 衛 交 、 栗 、 杯 ( 囲 粟 )、 
山 拉 紅 (さん ざし の 小 な る 物 )、 瓜 子 (西瓜 の 種子 )、 落花 生 、 柿 子 、 香 腸 (バテ ナナ) 等 が 販 害 され 、 
毎日 行 は れ て ゐる 。 

( 二 ) 条 畜 市 場 
牲 畜 市 場 は 南大 街 に あり 、 往時 は 相 営 自 賑 を 極め て ゐ た も の の 様 で ある 。 
税 所 局 の 監 臣 に よ つ て 端午 節 、 中 秋 飾 、 年 聞 よ ょ り 正 月 末日 まで の 休 市 を 除き 、 毎 日 早朝 より 開か れる 。 
取引 され る 家電 は 馬 、 邊 、 広 、 題 、 及 び 山 羊 、 編 羊 等 で ある 。 































| 1 記 月 国有 2 明月 中 3 月 | 4 月 15 月 |6 月 | 7 月 | 8 月 19 月 | IO 紀 計 用 11 直 較 月 由 旧 用 信 月 計 
| 前 選 可 引 可 相当 選 選 記章 可 
EN 2 | | 1 証 0 語 3 還 議 2 7 2 
ン らい 請 二 に 88 一 一 一 3 6 10 2 63 
「 6 14 81 53 9 1 ニー 2| 25 4 17 2| 214 
曽 還 四 | 凡 其 国 世 コー ゴ 2】 絢 引 5 6 






































上 に 示す 如く 泰 期 耕作 前 に 於 て 取引 が 最も $ 多 く 行 は れ 、 遠く 蒙古 方 面 より る 出 麺 る 。 
取引 方 法 は 牙 行 (仲介 人 ) に よ つ て 行 は れ 、 之 が 手 敷料 は 買主 に 於 て 負 拉 し て ゐる 。 
同市 場 に は 税 損 局 よ り 毎 日 人 を 派 し 、 即 時 税金 を 徴集 する 様 に し て ゐる 。 


( ぇ ) 道路 上 の 南 寺 
鐵 嶺 は 統制 ある 見 本 取引 を 行 つ て ゐる の で 、 道 路上 の 電 却 は 全く 行 は れ て ゐ な い 。 

Ka2 大 車 店 
冊 民 が 穀物 を 抜 出し て 上 能 城 に 行 つた 時 の 宿泊 所 は 大 車 店 に 限ら ち れ て ゐる 。 
懸 城 に は 大 車 店 敷 26 あり 、 宿 泊 料 は 車 敷 に 付 微 する も る の で 、 1 還 に 付 30 銭 で ある 。 大 車 店 で は 食事 
を 給 し な い 僚 、 農民 は 随意 に 飯店 に 於 て 食事 する 。 

| 又 馬 の 飼料 も 間 民 各自 持参 する も の で 車 店 で は 供し な い 。 帝 物 を 敷 人 共同 で 1 車 に 積載 搬出 し て 大 車 店 
宿泊 する と し て も 、 宿 泊 料 は 1 車 分 で ある 。 


る も の で 、 即ち 農民 が 毅 物 を 搬出 し 、 償 格下 落 に 道 遇 する 時 は 2-3 日 宿泊 し て 値上り を 持つ と と も 
ある が 、 普通 の 場合 は 委託 し て 角 宅 する も の が 多く 、 と の 際 車 店 で は 廊 袋 に 封印 を た し 、 嗜 中 を 明記 帳 
谷 に 記 載 し 、 錯 誤 ぬ 和 注 意 し て ゐる 。 

大 車 店 は 相場 の 向上 し た 頃 を 見 計 ひ 手紙 又は 近 市 民 に 口 答 で 通知 を 依頼 する 。 通知 に 接し た 農民 は 、 再 


各 大 車 店 に は 掌 毅 人 、 斗 家屋 備 し 、 蒙 物 軟 却 上 農民 の 便宜 を 賠 つ て ゐる 。 又 典 民 の 融 物 の 委 誕 に も 鷹 
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76 
び 大 車 店 に 来 り 取引 す る が 、 倉 敷料 、 手 敷料 、 通信 雲 は 後 政 され な い 。 
爽 に 大 車 店 を 示せ ば 、 

















央 。 』 主 。、 店 請 全 黄 本 斗 夫 表 所 在 
『 は 駅 想 JA 
符 宗 店 2.000 4 西 
葉 成 店 5,000 4 / 
公 人 店 1,000 4 / 
永 源 店 1,000 4 / 
未 盛 懲 1.000 4 北 
訪 表 店 4.000 4 / 
自 家 店 2.000 4 調 
東 筐 昌 る 000 3 東 
久 所 店 2,090 3 / 
信 替 店 | 2,000 3 / 
人 盆 成 509 3 杏 
球 茶 員 500 3 束 
義 興 際 | 3,000 3 本 
三 - 。.。 下 多 全 56O 3 南 
元 23 店 1.200 3 北 
涼 | 和 3,000 3 / 
和 来 永 1.000 3 の 
窒 3 店 3000 3 東 
康 宗 店 1.000 3 北 
高 秦 店 1.000 2 東 
宮 昧 盛 2,000 の 丁 
六 興 長 3.000 っ 
公 集 厚 1.000 2 (4 
東 答 大 1.000 2 北 
回 抄 訪 500 2 西 
公 欠 厚 1.000 2 南 
| 計 47.200 78 | 


( ラ ) 下 内 で の 真 却 


本 市 は 販 害 帝 物 敷 量 及び 役 圭 、 大 車 等 の 少 じ 隔 係 上 、 閑 販 子 へ 庭先 濾し を する 者 が 多く 、 息 販 子 は 別 省 
根 車 的 と も 稔 し 大 車 で 屯 を 遍歴 し 、 少 額 の 哀 本 で 帝 物 を 買 求 め 市 場 に 嘉 却 し て 大 差額 を 利 す る る の で 


市 内 に は 1 人 も な く 、 ヽ 、 弧 べ て 忘 外 よ り 入 つて 来る る の で ある 。 
市 内 腔 物 所 有 者 が 屋 獣 階級 に 糧食 を 実 却 する こと が ある が 僅少 で ある 。 
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穀物 別 軟 元 量 





























月 別に ょ る 穀物 資 却 量 












中 産 基 | 宮 色 是 | 生 志 に 詩 | 誤 加 人 格 | 価 才 
語り 立 597.89 521.83 s728 90212 ドン 2 間 あッ 
癌 ず 200.07 109.82| 54.89| s67-90| 石 は 新 宙 に 依る 
帝 子 225.11 44.23 14.98| 200.50| 
高 藤 595.44 37.56 6.31 145.50| 
大 は 27.00 16.59| 61.44 | 
竹 子 12.69 3.56 28.05 16.25| 

計 Ua20 783.61 49.45 099al 










































月 、 物 起 明寺 | . Si | 褒 き 
| 融和 | 潜 半 | 要 凍 | 析 | 却 量 | 科 半 」 衣 基 | 資 半 | 哀 量 | 光 准 | 冥 到 太 | 失 粗 | 
zo | 。 | | | 53 rl 還 に 軍 尊 | < 
二 コー 全 IOeg 三 0 間 計 = 阿 本 BE 芝 設 ヨー 
8 半月 | 生還 康二 に ニ = 三 慎 ラ 70 ir00| = 一 = 
8 月 | 405| 22.5o ニコ に ーー たら 続 ーー 癌 と 
9 月 58.11| 290.66 ーー ー| ー | 1 s300| ーー ーー| ーー ーー 
10 月 207.76|1.221.85| 78.90| 343.00| 21.30 97.00| ーー ーー | | | ーー 
11 月 122.75| 756.00 18.77| 106.50 2.70 12.00 ーー ー| 16.59| 84.00| 2 37 10.50 
12 月 T11.36| 719.70 12.15| 118.40 16.20| 75.00| 22.35| 79s0l ーー ーー ーー!」 ーー 
証 | 52153807271| 10982| 56790) 4020 18400 8756| 14550 1659 8400 356 1695 











附 記 黄 豆 哀 却 量 中 に は 小豆 621 石 34.50 彫 魔 石 写 270 石 14.00 園 を 含む 。 石 は 新制 に 依る o 


(2) 糧 機 へ の 糧 穀 販 次 の 強 市 


林 市 は 民 國 18 - 19 年 の 頃 大 水害 を 被 つ た と と が ある が 、 そ の 後 大 な る 天災 を 被る と と な く 生 活 も 比 暫 


的 話 定 し て ゐる 入 、 借 丈 の 如き も 村 内 の 知人 、 友 人 間 に 於 て 行 は れ 、 懸 城 等 に 於 て も 親戚 以外 の 雑貨 舗 、 
米 機 等 より 借 玖 す る と と は 全く 無く 、 従 つて 取引 の _ 上 で も そう し た と と に よ つ て 市 肘 を 受け る 様 な と と 


は た ない 。 


時 量 方 法 


答 車 店 で 雇 備 す る 斗 夫 が 、 新制 填 量 を 用 ひ て 計量 する 。 計量 は 喜 手 買手 立食 ひ の 下 に 、 抗 夫 が 麻袋 の 品 


を 開き 斗 夫 が 行 ふ 。 
( ョ ) 癌 の 鑑定 


灯 表 取引 は 買 打 人 と 堂 胡 人 と の 協議 に より 到 め 偵 格 を 決定 する る の で ある か ら 、 品質 の 良否 に よ る 確 た 
る 條 格 の 等 差 は 無い が 、 買 馬 人 は 茨 の 諸 球 に よ つ て 良否 を 概 す る 。 
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即ち 買 札 人 は 掌 盤 人 の 所 に 来 て 見 本 を 掌握 し 、 粒 形 の 整 知 、 異 品種 の 混 雅 、 土 砂 其 の 他 葵 夏 物 の 有無 、 
調製 の 可否 、 色 澤 の 善 是 、 子 買 の 徐 吾 度 に より 量 位 重量 の 軽重 を 考慮 し 、 貴 内 を 試み て その 硬軟 に よる 
乾 温 の 度合 を 見 る る の で ある 。 耐 し て 乾燥 の 良否 は 品質 を 決定 する 大 き な 條 件 で 、 殊 に 製油 原料 功 c 
於 て 甚だ し い 。 

( タ ) 共 同 販 真 

本 市 は 古く より 法 庫 、 鍼 只 問 物 衣 の 通路 に 営 り 且 治 安 良 好 で 、 未だ 阻害 を 被 つ た こと も ゃ な く 、 基 の 民放 
性 に よる 相互 扶助 共同 の 精 妨 に 乏しい 開 係 上 、 生 産物 の 共同 害 却 の 如き は 行 は れ な か つた 。 

(と ) 市 場 償 格 と 公定 全 格 と の 開 係 

銭 嶺 豆 城 に 入 け る 穀物 の 相場 は 大 注 相 場 を 基 と し て 運賃 諸 経 党 を 控除 し 、 特産 物 管理 席 に 於 て 建て られ 
る が 、 季 基 に より 偵 格 は 一 定 せ ぬ 。 

公定 償 格 は 特産 物 管理 虎 よ り 毎 月 上 、 中 、 下 の 3 旬 に 分 ち 、 市 場 全 格 を 報告 させ 税 損 局 で 制定 する も の 
で 、1 和 旬 内 の 玉 均 償 格 が 即ち 公定 全 格 で あつ て 、5 日 置い て 糧 毅 税 徴 集 に 賀 施し て ゐる 。 茨 に 税 損 局 に 
於 ける 公定 條 格 表 を 示す と 、 






































































茸 下 | 49.7| 52.7 2 53.5 023 50.2| 52.4 S5.6 620 64.5| 66.2! 66.6| 64.5| 64.5| 64.1| 62.8| 62.4 
紅 | 691| 69.1 75.1| 74.6| 72.9| 75.1| 61.1| 53.1 RM 50.6| 51.0| 54.8| 54.0| 53.5| 50.6| 49.7! 49.7| 49.Z 
帝 子 | 54.8| 54.4 544 54.4 5 まれ 544| 51.4| 45.5 49.7| 53.5| 54.0| 54.4| 51.4| 51.0| 48.5| 45.1| 45.4| 46: 
色 


米 | 70.4| 67.5| 71.3| 71.7| 70.8| 67.5 
] 



































Sa 47.6| 2 48.1| 48.9| 51.0| 47.6| 46.4| 44.3 42.6| 42.6 
| 


毅 計 ーー ーー ーー ゴー 一 一 50.5 49.5| 50.6| 49.3| 50.2| 49.3| 50.6| 48.1| 43.0 








(>) 地方 市 場 と 中 心 市 場 償 格 の 開き 
久 市場 は 油 所 開 係 等 に だ 右 さ れ た 品質 の 住 長 な 物 の み の 取引 が 多く 、 品 質 に よる 僕 格差 暴徒 つ で 
大 きい が 、 新 亡 子 は 主 に 豆 帝 原料 を 取引 する 開 係 上 、 農 民 側 か ら 見 れ ば 比較 的 取引 は 容易 で あり 、 且 條 
格 の 差異 $ 少 い が 、 市 償 の 最高 は 鐵 誰 に 於 て 毎 寸 7 10 銭 の 高値 を 示し て ゐる と 言 ふ 。 
泰 天 、 大連 等 の 相場 は 日 電報 に よ つ て 報 ぜ られ る も の で 、 こ とれ より 運賃 諸 経 爆 と 控除 せる 額 が 、 鍼 准 


相場 と た る の で ある 。 
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鐵 嶺 より 氷 夫 及び 大 連 ま で の 1 車 営 り 運賃 を 示せ ば 丈 の 通り で ある 。 


爆 周 より 率 天 迄 72.30 賠 
鐵 論 より 大 連 迄 244.90 則 


>) 特 閑 農 間 物 其 の 他 畜産 物 の 次 
工 租 類 は 燃料 又は 屋根 茸 用 で 、 符 10 月 1 月 の ま ヶ 月 間 は 夏 家 模 付 座 場 で 取引 され る 外 、 個 々 に 寛 買 
する を 普通 と する 。 丈 に 高菜 程 100 東 尊 子 程 は 100 打 に 付 月 別に その 宮 買 債 格 を 示せ は 、 





























竹 征 | alsmlsmlsmlslgmlz 下 s』 9 半月 衣 因 1Q 肖 月 症 | 講和 旭 月 記 選 1 ら 風月 
の 誠 が | 本 回 円 | 円 | 二 議 引 | | 上 
1.70 1.70 1.00 1.00| 1.00 





6 内 | 也 円 円 
高 業 各 1.00 貫 1.00 | 過 1.70| 1.70 ら 
| | 
壇 子 程 1.40| 1.40| 1.60 0 9 1.00| 1.00| 1.00 


| 
1 還 開 


基 の 外 居 過 級 に 於 て は 農 閑 期 に 馬 代 拾 ひ を する も の で 、32 車 2.000 打 に 付 2.50 園 内 外 で 克 買 され て ゐ 


| 


員 0.90 1.00 1.20 





る 。 

本 証 に 於 ける 役 畜 の 走 買 は 問 城 内 に 在 る 米 音 市 場 に 於 て 行 は れる の が 普通 で ある が 、 市 内 、 近 上 忘 に 於 て 
は 直接 行 つ て 実 買 を な すこ と と も ある 。 又 各 農 家 の 飼育 し て ゐる 豚 の 如き は 仲買 人 に 害 却 し て ゐる 。 

之 等 下 買 に 営 つ て は 直接 な す 場 合 と 仲介 人 に 依頼 する 場合 と あり 、 ヽ 後者 は 多く 親戚 、 知 巳 を 仲介 人 と し 、 
仲介 料金 を 要 し な い 。 


第 三節 購入 事 情 


一 訂 天 に 太 け る 購入 事情 の 沿革 





光緒 2 は 年 鍼 の 設置 以前 は 、 所 調 途 河 の 水軍 の 華 か な 時 代 で 、 日 用 品 在 貨 類 が 轄 入 され 、 諸 地方 に 分 
散 し て ゐ た も の で ある 。 営 叶 の 住人 先 は 堆 口 、 奉 夫 で あつ た が 、 主 に 警 口 で 花 族 自 布 、 花 族 藍 布 等 の 布 類 、 

緩 子 、 徴 器 枯 、 秘 后 、 卒 、 ア ン ベ ラ 等 が 千 又 は 大 和 車 に よ つ て 輸入 され 、 船 運賃 の 突 條 及び 輸送 の 導 全 等 の 

還 係 で 、 最も 普通 に 利用 され て ゐ た 。 鍼 道 開通 後 は 箇 賃 政策 と 較 の 迅速 化 に より 水 夢 は 和 逐次 奏 退 し 、 と 

和 れ に 伴 ひ 住 入 地 も 居 各 し 、 現在 で は 安東 、 大 、 奉天 及び 少量 の 管 口 等 で ある 。 

隙 に 於 ける 雑貨 の 経 須 

| 往時 は 准 口 を 経て 支那 抽 品 が 連 人 され て の た が 、 光 緒 32 年 初め て 日 本 製品 の 輸入 を 見 、 以来 逐次 増大 
の 一 衝 を 辿り 來 つ た 。 然し 事 妊 前 は 軍閥 の 不 営 政 業 排 日 宗 に 左右 され 北 分 停 の 観 を 呈し 
後に は 此 の 障 租 が 除去 され た 劉 、 そ の 較 入 倫 を 増大 し 、 今 日 で は 全 商 品 の 95 2%% を 占め て ゐる 。 其 の 詩 
な る も の は 弧 布 、 絶 ネ 、 磁 品類 、 薬品 、 化 枯 品 類 、 鐘 計 等 で ある 。 

二 調査 市 に 於 ける 購入 事情 

会 員 林 は 古く より 経済 の 中 心地 と し て 価 達 し た も の で 、 本 市 で も 有 み が 影響 と 受け て 自然 経済 より 商品 経済 
ic 進歩 し 、 物資 の 購入 は 線 べ て 現金 に て な され て ゐる 。 

支出 の 主 な も の は 失 服 事 、 生 活 給 、 小 作料 、 届 信 芝 働 賃 銀 等 で 等 は 起 べ て 現金 で 行 は れる 。 
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被服 環 の 最も $ 多 い の は 富 典 階級 で 、 市 内 で は 組 子 の 如き を 着用 する と と は 全然 無く 、 一 般 小 漢 階 散 
で は 極め て 質素 で 、 度 も 修繕 し て 最大 限度 に 着用 し て ゐる 。 共 民 の 常食 は 高菜 、 殻 子 、 程 で 年 開 、 端 年 
人 節 、 中秋 節 等 に は 部 米 を 食す る が 、 自 給 の 範 園 を 出 そ て あな い 。 又 生 産 者 で 穀物 の 全量 を 寮 却 し で 食糧 を 購 
入 す る 者 も 全く 無い 。 

屋 幅 階級 は 年 エエ 、 月 工 、 昌 工賃 銀 の 外 、 副 業 に ょ る 履 入 で 糧食 を 購入 する が 、 市 内 より 購入 する を 便利 と 
し て ゐる が 、 市 内 生産 者 は 収 和 後 自 察 用 以外 の 多 素 は 全部 取 喜 する の で 、 己 む を 得 す 市 外 信 は 剖 城 か ら 購 
入 す る 欄 で ある 。 
農民 の 日用品 は 小 量 の 場合 、 行 商 或 は 近 市 雑貨 屋 等 より 購入 する が 、 比 較 的 多額 を 要する も の は 和 紛 べ で 落 
城 で 陵 入 する の が 普通 で ある 。 


三 購入 叶 期 


農民 の 購入 の 多い 時 期 は 春 、 秋 及び 年 聞 で 春 は 3 月 及び 5 月 、 秋 は 8 月 及び 10 月 で ある 。 
食糧 品 の 購入 の 主 な も の は 高菜 、 小 疾 粉 、 粉 條 、 豆油 、 堅 、 砂糖 、 焼 酒 等 で ある が 、 之 等 は 必要 ic 鹿 じ で 
陵 時 睦 入 する 。 

尾 芝 の 賃 銀 は 現金 で 決済 され る 劉 、 基 の 生活 用 品 ほ は 年 中 を 通じ て 購入 なせ ざる を い 決 衣 計 計 
本 市 で 食糧 の 歓 逐 する 時 期 は 6 月 、7 月 で この 叶 期 は 克 の 如き 方 法 を 取る 。 

( ィ ) 野 楽 、 馬 鈴 甘 で 補充 

(5 ) 親戚 より 無利子 で 量 倍 り る 

(へ ) 食糧 を 市 外 或 は 世 城 より 購入 す 
丈 に 購入 時 期 を 示す と 、 








竹 類 月 別 人 の 
培 | 3、5、8、10 月 | 3 月 拾 5 月 潮 胡 8 月 栓 1 月 赤 入 冬物) 
時 花 | 8、i0 月 | 多 任 諾 
の) 人 類 | 6、? 月 | 李 名 基 
| 豆 | 4 月 | 味 員 製造 用 
人 ま | 2 月 年 間 則 
年 区 類 (4 (/ 
豆 油 | 5、8、12 月 | 交 和 師 、 中 仙 、 年 間 
酒 | ヶ | / 
粉 人 人 4 





ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 

らら 呈 と  【 
Ra の 2 で ば @ 
徐 

き 和 を 

に 

ミ ミ 

< 議 際 た 


右 滑 10 一 1 月 | 夜 岡村 箕 寺 修 理 
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有 有 油 の 購入 は 秋 科 夜間 の 長い 時 期 で 、 即 ち 男 は 鳥 拉 蓄 の 修理 、 製 析 に 女 は 裁 縦 と する 。 殊 に 此 の 地方 は 10 
月 中 旬 ょ より 11 月 末 ま で 、 嫁 が 里 師 り し て 夜 泊 く まで 裁 す る 習慣 が ある 。 


相 購入 方 法 


(4) 購 入 地 
少額 の 睦 入 は 行商 或 は 青 堆 子 の 凌 貨 冬 か ら す る が 、 大 革 の 場合 は 鐵 鈴 藤城 で 行 つ て の る 。 但し 焼 酒 は 法 
庫 痛 内 の 調 兵 山 の 焼 名 より 購入 する の が 多い 。 

(ms) 市 内 購 入 
購入 者 は 直接 所 有 者 を 訪ね て 相談 する の が 普通 で ある が 、 親 民 、 知 王 を 仲介 人 に 立て る と と も る ある 。 但 
し 料金 は 要 し た ない 。 

( ふ ) 掛 中 
堤 買 は 元 来 信用 ある 者 の み に 限 られ て ゐる 。 
本 市 で は 、 民 國 15 年 乃至 18 年 項 問 城 北 貨 舗 と 掛 買 を 行 つ て ゐ た が 、 不 況 に 赴く に つけ 潤 炎 減少 し 、 現 

在 は 全く 行 は ほれ ん てゐ な い 。 

又 近 市 雑貨 屋 と の 掛 買 は 青 堆 子 で 、 民 園 18 年 頃 に 最も 盛ん に 行 は れ て ゐ た が 、 現 在 僅か に 地主 階級 が 
行 つ て ゐる に 過ぎ な い 。 
期間 は 短 き は 1 ヶ月 で ある が 、 普通 端午 節 、 中 秋 芝 、 年 隔 の 3 期 に 決済 する も の で 、 期 司 を 経過 する 時 
は 利子 月 利 3 分 を 微 す る こと が ある 。 
百 買 を する に は 誇 人 を 立て る 場合 も ある が 、 と れ は 信用 程度 に よ つ て 定め る も の で ある 。 取引 に 際 し て 
は 「 義 票 」 を 典 民 に 奥 へ る 。 
掛 買 契 約 を 行 ふ 以 前 灯 貨 舗 は 駒 め 信用 程度 を 調査 する の で 、 従 つて 支 挑 不能 に よ つ て 誠 筆 を 醸す と と も 
な い 。 

(〈=) 物 々 交 換 


市 内 に は 物 を 交換 を 業 と する 者 は 1 人 も なく 、 細 べ て 市 外 よ り 入 り 来 る る の で ある 。 その 慣例 を 示せ ば 、 


豚 喧 1 頭 分 如 寸 3 色色 は 又は 曹 規 3 撤 は 移 4 ヶ 
豚 毛 1 頭 分 / 

鐵 肩 1 丘 曹 填 年 古 又 は 針 1 外 

木 絡 大 1 丘 / 


馬 の 茜 1 頭 分 石油 3 所 條 
馬 の 尾 毛 1 頭 分 石油 6 丘 


2 


狗 度 石油 6 丘 
鷹 卵 3 ケ 甘 寸 1 包 
馬 代 5 車 高 朱 ま 斗 


(*) 商人 と の 開 係 


溢 


導 


I 


計 層 


1 


に 3 


だが g 
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本 市 民 は 糧 欄 雅 貨 舗 よ り の 借 符 な く 、 そ れ 等 に 制 対 さ れる こと は た じい 。 又 誤 物 販 需 に 営 り 柱 楼 、 雑貨 千 
の 結託 に より 商品 を 奥 へ る 様 な 事 は 全く 行 は まれ て ゐ た ない 。 

(^) 購入 品 條 格 表 

















こ 、 1 地 
ョ に 尋 祝 妖 | 再 。 準 子 | 行 生 計 史 語詞 
デス ーーーー 
ココ 
円 lg) 円 円 円 円 

折 麺 |1 丘 0.07 一 0.08 0.10 一 0.12 0.15 
高 染 に | 細 に に 1.45 0.62 ーー 
粒 條 |1 丘 0.15 0.18 0.12 

訪 1 后 0.07 0.07 ーー 
豆 Ui 証 屋 縛 詳 / 話 汗 0.18 | 22 清 識 と 演 
焼 酒 |1 丘 0.20 0.20 | - で 
類 上 |1 丘 0.05 0.050.06 0.05 
頑 油 |1 丘 0.20 0.20 0.25 

酢 ) 0.05 0.08 一 

9 < 赤 0.12 赤 0.12 

秒 六 」1 百 。 0.15 特 。 020 F 
碧 布 |1 反 2.50 一 3.00 3.00 3.00 
染 布 3.00 3.00 一 3.50 3.50 
吉 花 0.54 0.60 0.50 一 0.60 

針 0.025 0.03 0.033 

糸 0.80 0.90 0.60 一 0.80 
上 ミコ 0.50 0.60 一 0.70 ー 

6 吾 幅 0 

石 老 腫 020 he ー 
遼 坦 0.20 0.18 一 0.25 ーー 
洋 火 て マッ チ ) 包 0.05 0.06 0.08 








融 闘 係 


第 六 草 人 金 


本 門人 金融 状況 と 見 る と 、 建 園 以前 は 東 三省 官 銀 跳 支 行 及び 其 の 傍系 の 灯 欄 、 公 済 楼 等 が 有 つ て 特産 買 占 を 
目的 と し て 一 般 農 商 民 に 放 混 な 放 論 を 行 つた が 、 営 時 は 工 村 も 好調 で あつ た 信 、 相 應 じ て 活 紙 な 金融 を 示し 
て の た 。 特に 特産 取引 の 盛ん を で あつ た 建 國 以 前 3- ま 年 頃 は 、 幸 天 の 正 隆 銀行 が 出張 し て 再 農 商 民 金融 に 従 
事 し て ゐ た が 、 上 絹 政 椎 湊 落 し て 前 記 の 如き 金融 機 半 が 一 拭 さ れ 、 ヽ 清洲 中 央 銀行 支 行 設立 以後 は 、 針 茜 な 私 帖 、 
流通 変 の 避 収 に 営 る と 共に 、 彼 來 情 資 払 貸 付 及 扱 入 本 金融 の 第 を 打破 し て 門 内 の 主要 商店 40 軒 を 特 意 先 
と し て 貸出 し を 行 ひ 、 其 の 放 吉 額 も 光 宮 銀 跳 時 代 の 14 高 園 に 層 し 16 高 園 に 達し 、 堅 次 た な 歩み を 示し で お 
る 。 中 央 銀行 支 行 の 外 、 営 地 に は 朝鮮 銀行 支 行 及 日 滴 合 草 の 日 開 銀行 等 が 有り 、 ヽ 事 半 前 迄 相 営 多額 の 貸付 け を 
行 つ て の ゐ た が 、 事 畑 及 近 年 農村 の 不況 に 吟 ひ され て 多額 の 同 履 不 能 額 を 示し て (中 央 銀行 は 官 銀 貴 時 代 か ら 
の 引 織 回 政 不 能 額 11 高 園 、 他 の 3 銀行 の 貸出 額 は 殖 ん ど 同 下 不 能 ) 其 の 結果 金融 の 遇 辿 を 来 し た の で ある 


こう 


が 、 


魚 き 従 つて 特産 物 償 格 の 山 調 子 を 招 玉 し た の で ある 。 


こい 


ご 


設立 


て 居る 様 で 有る 。 





第 一 節 





根 楼 、 


此 の 銀行 側 の 代 出 手 控 に 依 つ て 特産 開 係 の 大 商人 筋 は 相 営 深 崩 


0 
7 は 金 
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融 の 硬 上 を 米 し た 含 、 金 融 の 回 滑 を 


一方 左 村 金融 と し て は 公 済 楼 の 代 り に 金融 合作 石 が 


雑貨 舗 








れ て 活動 し て 居る 。 営 地 金融 具 は 以上 の 如き 汰 態 で 有る が 、 頻 民 の 力 強 い 努力 に 佑 つて 修 程 好 連 し 



































| 汰 理 | 作付 多 白 の 叶 般 の 時 | 利子 | 拉 保 書 | 人 人 金 人 | 同居 況 | 備 才 
ゴ | 
II IS | | NN 証 還 6 
思 le 寺 間 ー 当 ー 
行 過 選 計 の ゴ | 7 
DDO 


























前 記 の 表 を 見 て も る 、8 糧 欄 の 計 査 に よ つ て 麻 源 公 、 成 舟 生 の 2 軒 が 民 貸付 を 其 れ も 民 園 18-9 年 (1929 一 
90 年) 遼河 の 池 溢 及 陵 害 甚 大 に 依る 農村 金融 の 行 詰 つ た 時 、 廣 源 公 は 多 000 園 、 成 棄 生 は 50,000 彫 貸付 けた 
過ぎ すま 、 共 の 結果 成 広 生 は 回避 不能 で 倒産 し た 、 其 の 後 農 民 に 貸付 ける 糧 欄 全く 無く 、 即 ち 民 に 信用 な 
く 地 券 を 得 て も 商店 で は 利用 法 な い 含 、 供 倍 開 係 が 行 ま れ て お ら た い 。 


批 糧 、 


茜 貨 店 双 城 調査 


難 質 等 は 僅か に 新台 子 方 面 で 一 部 分 行 は れ て 居る が 、 品 法 で は 全 


く 行 は れ て 居 な い 。 








名 和 衣 本 開 業 年 月 

油 礎 磨 國 租 200000 | 請 間 図 団 010 5 年 5 月 
竹 砥 朋 2 10.000.00 便 MLS "イー 「 邊 っ 計 28 二 衣 
洪 徳 源 | / 7,000.00 民 。 了 画 1 と 着 沿 議 芋 旨 
業 和 辻 M / 10,000.00 陸 Ns 表 洛 お 3。 主 征 9 月 
天 懲 謀 / 4.000.00 | 宣 基 1 年 7 月 
徳 容 成 | 7 3,000.00 | 康 衝 2 年 6 月 
誠 泉 公 | 不 明 EE 』 同 計 20SPSE 半 蘭 7、 


議 臨 大 に て 代 実 的 な 商店 を 選ぶ 
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尺 攻 


| 江 


導 


商店 と 農民 と の 貸借 掛 融 の 導 観 






























































2 枯 隊 覧 の 光 | ai ID AS 持 283 陸生 隊 
0 |。 / 月 | 食 付 は 諾 作物 の 如 
江 泰 放 無 有 劇 較 18 年 間 高 と 信 5ooo 迄 年 皿 乱 所 | を 誤 査 す 、 吉 に 損 は 
| 介 人 1 人 有り 内 陸 な し 
徳 盛 9 _ | 信用 に て 記 300.00X 、 農 民 に 信用 な く 
徳 盛 明 / | / 和 き RS 00.00 迄 | 種 赴 基 / / 商 入 も 負 行 の 
| 授 困 次 に な り し L 郊 
| 民 画 春 、 秋 多 | 現金 は 農民 に 信 過 な 
き 億 源 | 人 | 信 用 に て 200.00 迄 ヶ k ヶ > 朋 
洪 徳 源 iz-s 記 IEA0 2 還 | 月 (っ に 
| 保 人 信介 人 人 内 0 放 
義 攻 堂 / の 較 引 1 人 | 。100.00 迄 履 。 忠 容 現物 、|、 7 
17-8 年 帳 等 記入 大 立 8 | 多い 
月 穫 3 分 秋 下 稚 後 ころ 
民 。 図 3 癌 ほ 一 般 に 
天徳 享 の (/ | 保 人 1 人 I1.00-300.00 播 種 区 に / 2 事 失 前 
二 に の 
3 生 帳 穫 記 入 | 取立 る 多 し 
0 慌 天 際 人 1 人 | | 第 1 区 大 包 子 桂 に で 
患 栓 盛 (4 (4 利子 1 一 2 分 | 10.00 以 下 4 / 2-3 ヶ 月 | 雑貨 店 開業 の 時 が 盛 
17 一 8 年 記 載 の み 当 
信用 貸 、 地 巻 灰 、 秋 多 信用 貸 期 本 店 は 現在 座 
ご 3 E 営 舘 を 
府 泉 公 (/ | 民 較 10 年 拉 保 共に IL000.00 以 下 人 IS 
2ー3 分 は 2- 3 年 

















営 地 茜 貨 舘 の 翌 農 民 金 融 は 、 民 園 189 年 頃 徳 紀 多 江 値 源 の 2 雅 貨 館 が 短期 拓 の 代 時 を 極少 額 行 つ た に 骨 講 


ぎ 才 、 事 毅 後 其 の 影響 を 持つ て 現在 で は 皆無 の 状態 で ある 。 

掛 加 に 就 て は 各 雑 貨 舗 共 多 少 の 差違 は ある が 行 つ て ゐる 。 最も 盛ん に 行 は れ た の は 民 國 178 年 特産 償 格 の 
高騰 し た 頃 で 、 事 在 後 減少 し て る 。 貸 付 最高 額 390 還 程 度 、 期 忌 は 大 肝 6 ヶ月 以内 で 美 民 の 信用 如何 に 作 
つて 普通 保 計 人 1 名 を 要する 。 

雑貨 舗 中 特異 な る ゃ る の は . 上 記 廣 泉 会 で も つて 、 同 外 は 営 局 の 後援 に 佐 つ て 開業 し た 禁 賃 舗 筑 根 村 で も る が 、 壮 
民 に 多く 掛 喜 を 行 ひ 、 其 他 信用 貸 、 挫 保 貸 等 を 行 つ て ゐ た 。 信用 貸 、 挫 保 貸 は 共に 月 利 3ー3 分 期 良 は 2-3 
年 で 、 大 同 +1 年 7 月 中 央 銀行 支 行 開業 後 、 東 三省 官 銀 跳 と 共に 、 腐 泉 公 も 同行 に 移管 さ れ 、 共 後 同行 は 廣 泉 
公 の 未 同 政 銀 の 整理 に 営 つ て ゐる 。 上 惑 内 で 貸出 の 最も 多 か つ た の は 阿 吉 佐 地 方 壮 民 で 、 共 の 貸出 額 $ 約 1 高 
回 に 上 つて ゐる 。 


廣 泉 公 の 貸出 炊 態 及 回 東 其 態 は 交 表 の 通り で ある 。 





定期 将 押 放 革 園生 

定期 放 諸 / 
6 拉 所 / 
貨 帳 / 
酒 帳 / 
入 計 / 
康徳 1 年度 回 政 各 種 放 芝 額 國 

/ 9 7/4 / / 7/4 

8 良徳 2 年 度 未 各 入 放 吉 未 回 ク 
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[ 150.00 
I 200.00 
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JE ぽ 700.00 
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克 阿 業 泉 公 商 外 貸 棒 回 政 攻 況 表 
康 答 1 年 2 月 末 各 供 寺 残額 は 玉 の 通り で ある 。 


る 腐 泉 公 の 筐 付け た 貸 槍 を 准 附 業 、 腐 泉 公 怪 外 貸 和 と 称し て 居る が 、 中銀 で も 如何 な る 方 法 に より 回 履 整 理 す 











6.008.85 周 
43.961.71 / 
1,987.69 
5,616.20 / 
1.624.49 / 
59.148.94 
2.734.68 同 
1.403.00 / 
56,012.81 / 


る か と 言 ふ 事 は 研究 中 で 、 現在 は 同 政 不 能 汰 態 に 有る 劉 、 悲 し て 居る 。 


第 一 節 
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りさ 
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413.74 
508.74 
149.50 
485.00 
363.24 
1.020.24 
2.224.83 
1.844.85 
1.890.93 
4745.00 
3,164.48 
2.860.00 
6.506.89 
28.256.51 
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語 出庫 ラ で 

































































年 
同 徳 | 呈 (=) 昌 5000.00 北 門 祥 | 原 徳 1 年 人 邊 月 
穂 成 営 河北 省 5,000.00 中 基 街路 東 民 國 20 年 4 
新 来 党 鐵 廊 S,000.00 高 痢 床 路 北 大 同 1 年 8 
謀 。 泉 。 営 | 河北 省 | 不 明 | 西 大 街路 南 | 大 同 2 年 2 
調査 し た の は 城内 の 4 営 舗 で 、 東信 営 、 天目 営 S 訪 興 営 、 世 合 営 、 謙 興 営 、 徳 興 営 、 同 集 営 は 附属 地 に 所 在 
する 倉 、 未 調査 で 有る が 、 然 し 概略 は 4 営 舗 の 調査 に よ つ て 見 る 事 を 得る 。 
調査 営 舗 の 月 別 質 入 出 の 状態 を 見 れ ば 菊 の 如く で ある 。 
同 徳 賞 
| 表 服 類 金 旬 飾 類 | 畠 。 品類 合 計 
| 質 入 | 費 遇 | 質 入 | 質 四 | 質 入 | 太 肌 | 夏 。 入 | 抽 隊 当 
件数 金額 貧 | 金額 | 件 金 括 | 件 数 | 金額 件 負 金 額 件数 | 金閣 | 件 | 金 括 | 御 数 | 金 
1 385h.235.00 312L048.00|325e2 97800 3,130 bs05.0 205 198.00 152| 231.00 3.826. 4408, em EN 
2 | 332j1.104.00| 164| 652,00| 3.0422,815.00| 1,875l1,612.00| 172| 182.00| 193| 143.00| 83546! 4.101.00!2282| 2407 
3 418I1.450.00| 141| 545.00| 35e1 Se75.00 1750I1.542.00| 622| 547.00| 364| 351.00| 4.601| 5.672.00| 2255| 2438. 
4 | 476|2,850.00| 139| 586.00| 47203,130.00| 1810I1,620.00| 246| 220.00| 231| 223.00| 5.512| 6.200.00| 2150) 2.429. 
5 | 952|4150.00 2881.150.00 6,150 5,510.00| 2,144|1,680.00| 948| 830.00| 125| 114.00 80501049000 2557| 2.944. 
6 | 8Z68,528.00| 3101.210.00| 5,9155,681.00| 2.350|1,820.00| 366| 455.00| 122| 120.00| 7,157| 9.664.00 人 815 
7 | 1.0255,256.00| 2981.240.00| 7,234 6,233.00| 1,943|1,540.00| 924| 889.00| 141| 159.00| 91E8 12.878.00| 2.3S2| 2989 
8 7233,255.00| 345I1,554.00 5.5635.456.00 2,75el2,010.00| 276| 225.00| 388| 350.00| 6562| 8.936.00|3.4S9| 391 
9 | 3692,553.00| 2442,480.00| 4.9753,950.00| 3.0158,120.00| 312| 282.00| 295| 278.00| 5656| 6.785. 計 5 
10 298|1.275.00| 4152,850.00| 3.5242,748.00| 5,612|4.665.00| 324| 233.00| 369| 315.00| 4146| 4256.00| 6.896| 7 
11 334H1.355.00| 1,150 5,345.00| 3,9933,200.00| 7.366|6,943.00| 202| 187.00| 575| 550.00| 4529| 4742.00 9091 12.SSS. 
12 | 256I1,102.00 1175514.00| 3,1422,458.00| 7280|6,930.00| 136| 123.00| 244| 228.00| 3.594| 0 So 12,.472 
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積 成 営 
有 衣 服 類 金 銀 作 類 条 品 類 人 
錦 入 | 質 出 質 義 | 質 出 | 質 入 | 質 出 | 質 入 
下 件 角 金額 件 数 金額 | 作 数 | 釜 額 | 件 数 | 金 額 件 数 金額 件 数 金額 [件 衣 | 金 額 
ュ 532I,522.00 528l,483.00 947 3376.80 708 332200 169 590.00 161| 495.00 1.648 549580 
2 | 365I1,028.00| 358| 955.20| 810| 2.630.50| 683| 2535.00| 138| 325.00| 130| 300.00| 1818| 8.983.50 
3 | 485|2322.00| 479|2.238.00| 1015| 3,503.70| 185| 3.405.00| 186| 638.00| 181| 608.00| 1686| 6,47070| 
4 | 636|1,925.00| 629|1,895.19| 1.063| 5,142.00| 808| 5038.00| 208| 536.00| 200| 529.00| 1907| 608.00| 
5 | 7258,895.00| 7193,808.00| 1.849| 7,547.70| 1435| 7,437.30| 329| 823.00| 301| 795.00| 2.90812.265.70 
6 | 7963,700.00| 7908,700.00| 1650| 6,735.30| 289| 6,493.20| 329| 735.00| 322| 708.00| 277511.170.30| 
7 | 7382839.00| 730|2.783.00| 679| 5,729.20| 1,308| 5.689.50| 235| 536.00| 230| 508.00| 2652| 9,104.20 
8 | 6968,025.00| 690|2.988.00| 1.392| 6,022.90| 1.095| 5,838.30| 285| 608.00| 281| 596.00| 2.873| 9,655.90 
9 | 325|1895.00| 325|1,895.00| 848| 3.043.20| 708| 2.898.90| 139|305.00| 137| 298.00| 1912| 5249.20 
10 | 236|1.053.00| 230I1.053.00| 691| 2600.00| 545| 2.490.50| 128| 285.00| 136| 296.00| 1055| 8.938.00| 
11 | 255|1,235.00| 248|1.235.00| 7892| 2.690.70| 618| 2,519.40| 136| 296.00| 130| 280.00| 1180| 4221.70 
12 | 236|1158.00| 227|158.00| 836| 3.405.00| 611| 2.408.50| 125| 256.00| 120|240.00| 1197| 4819.00 
明夫 営 

質 入 質 出 

月 列 備 考 
件 迷 | 金 額 | 件 青 | 金 額 

1 月 1147 4234.30 985 1.653.40 
2 月 1.345 5,165.40 1.043 1.215.00 
3 月 1,345 5.165.40 1043 1.215.00 
4 月 1.348 5,215.00 932 1,234.50 
5 月 1,588 6,016.60 845 1,456.CO 
6 月 1354 6,352.60 813 1778.40 
7 月 508 1845.20 Z98 2,631.50 
8 月 345 2,414.50 865 3.456.40 
9 月 345 1.945.50 989 2.916.50 
10 月 323 1.287.50 1.023 2,878.00 
0 月 388 1.655.50 1,195 2711.00 
12 月 1.145 455.40 1.275 2,428.40 
に ニャ 計 11,181 41,752.90 11.806 25,574.10 
































RI 沿 
月 | 衣 服 沼 | 人 鍵 飾 類 雑 HH 須 FT 
質 入 | 質 田 | 抽 入 | 質 。 四 | 質 入 | 質 申 | 所 入 | 提 
I | | | | | 
| 伯 般 金額 | 件 妥 | 例 額 | 件 外人 金 額 | 件 向 金 括 件 劉 金 額 件 争 人 金額 件 数 | 金 括 | 伯 数 | 金額 
| 山 | | 面 | 回 | 回 回 | 韻 出 員 回 | | 困 
1 | 3133,465.70| 1,481| 6,175.50| 4334,412.60| 733| 5612.50| 3| 26.59| 40| 126.3J| 749| 909480 | 11.914 


| | | | 
2 | eZ1|2365.10| 529| 2.004.10| 2392388.50| 195| 1735.40| 5| 13.00| 12| 29.10| 915| 0 786 


] | | 
3 |1.0345,333.89) 663| 2,604.89| 4293909.59| 361| 3038.39| 22 3 3 24.40」 1.485| 9.314.50 1.027 
1 | | | 
136355,853.56」 786! 2,785.70| 531I5,523.65| 359| 2.769.39| 19| 70.29| 4| 10.39|198311.450.30. 159| 5556 
| 


4 

| | | | | 
5 12,467| 1103.20 552 2299.10| 1.0963,034.10| 2923| 2.047.56| 39| 140.00| 4| 13.70.360214399.89| 851| 48603 
6 





| | | 
| 2.051j9.540.80| 553| 1.877.80| 851I7,514.79| 269| 2.323.70| 43| 152.29| 3 7.20|2980H7.207.70 825| 


*Y 


| u744466.20 374| 1.179.50 650|6.241.80| 231| 1733.39| 38| 120.6G| 3| 5.00|2442I12.829.10| 608| 
L5835.149.20) 553| 1,562.09| 698|6,657.60 240) 1,810.99| 35| 113.60 4| rodzaune4d 797| 3.389. 
445|3.840.00| 344| 3.352.59| 15| 51.70| 6 1409| 1548 9 1.478 6.84S. 
10 | 647|2,126.20 1336| 7.045.90| 2348|2,195.00| 637| 5,953.49| 7| 23.20| 17| 61.10| 992| 4346.49 1999| 18,070. 
| | 際 24.0467 


9 9 22.475.1 





| 1.0838.499.10| 1123| 3.482.10| 
| | 





| | | | 
11 275583.90) 2.57111240.20| 257|2508.30| 158713.752.49| 8| 26.00| 13| 410|1024| 523.20 






































| 
12 | 65Zj2,540.80| 2,306!10,402.30| 109j1030.30| 1.344011.977.60| 4 久 7.60| 3!| 95.20| 789| 3978:7 
| | | | | 





康徳 2 年度 営業 状況 調査 表 

















月 別 質 入 | 損 軸 | 像 額 | 備 才 
岡 回 回 

1 月 53,505.50 | 63.855.00 | 229,333.30 

2 月 38,907.20 30,397.39 237.843.20 

3 月 69405.70 27.908.39 | 260,340.69 | 
4 月 67,513.10 34.389.30 293,464.40 

5 月 101413.30 。 | 29,883.89 394.999.90 

6 月 93331.50 | 28,365.00 423,366.40 | 
7 月 75.099.20 。 | 28,723.80 476,332.89 | 
8 月 71,491.60 32967.90 。 | 514.856.50 

9 月 48,404.20 54.741.69 508,519.10 
10 月 33.220.90 75,674.60 457,065.40 | 
11 月 35.605.90 110,665.20 。 | 392096.10 | 
12 月 32,855.80 110,333.90 314,538.00 

合 計 712.754.9 う 637.99570 | 4.512.665.7J 





表 に より 質 入 の 多い 時 期 は 5・6・7 月 で 皿 出 は 10・11・12・1 月 と 言 ふ 事 が 星 分 明 す る 。 


営 舗 の 利用 居 の 概略 表 













| 党 名 。 | 農 民 | 金 額 | 斑 電 民 語 | 還 < 客 共 の 他 金 
| 回 加 | 
| 新 落 営 | 65 2 27,139.38 39 記 湖 12.525.87| 5 安 
| 同 往 営 | 89 守 65,052.00| 29 2 195 ーー 
| Ri 成 賞 75 2 62,978.25 20 22 15,794.20| 5:。 の | 4.198. 
| 席 泉 党 20 志 ク 20 軸 | 27,029.26 39 3904254 ーー 
| 





SI 


上 掲 の 如 同 徳 潮 党 『 の 80% の 農民 利用 を 第 一 に 、 ヽ 最少 少 の 新米 営 で 























E9 


で も 65% の 利用 が あり ヽ 営 舘 が 農民 金融 と 客 接 な 



















































































開 係 を 持つ て ゐる 事 が 分 明 す る 。 商工 民 は 20-30% で 民 に 比較 し 、 極 稀 れ で 其 の 他 に 於 て は 殆 ん ど 無 い 。 
利用 方 面 の 概略 表 
「 - ーー 
判 川 方 面 金 額 | 割 合 備 考 
に | e 
生産 方 耐 の 有川 衝 語 104.532.22 90 
農 業 方 西 の 用 途 81,304.36 69 
「 商業 方 西 の 用 途 4645.36 0 計 22 
' 中 業 方 面 の 6 の 用途 11,614.83 10 2 
券 働 質 魚 方 面 ら 用 途 4645.34 本 
夫 他 2,322,33 3 才 
「 消 旨 壮 方 耐 の 有川 途 11.614.S3 10 用 
質物 の 評 償 概 賠 表 
旨 只 
列 トド 類 | 来 線 疾 | 更 類 C 新 ) | 細 物 疾 CD| 会 類 伺 物 | 象 類 侯 
| | 
同 徳 営 1.50 0.6C 一 0.80 | 4.00 1.00 1 外 14.00 | 10 女 16.00 
新 。 來 常 | 1.CC 一 2CO | 0.40-050 2.50 0.80-1.60 | 1 11.00 | 10 劉 13.00 
中 諾 大 証 党 | 150-2CO | 0.50-0.70 3.00 1.50 1 13.60 | 10 劉 12.00 
王 語 S。 党 0.70 一 0.80 0.3C 一 0.40 3.C0 一 4.00 1.00 1 劉 10.00 10 劉 12.00 
| 
較 2 西 革 北 | 市 内 
| 備 才 
中 柳  % 陣 離 "% |  %| 
1 %| 琴 時 %| 。 湊 昌 補 
麻 泉 賞 一 20 10| 40 55l| 20 15 20| 距離 は その 営 
間 | 舗 の 替 力 範 較 
東 信 営 一 2 15| 40 55| 20 18| 15 還 を 示 レ 、2 は 
隊 基 の 範 岡内 利 
大 旨 営 20 15 30 40| 20 20 20 1C 15| 用 者 の 割合 を 
ms 有 示す o 
訪 興 営 過 一 30 6Q| 20 30| 。 一 ーー 10 
坦 合 賞 一 =) 3 60| 。 20| 30| 一 ーー 10 
| 
座 興 営 20 30| 30 | 一 に 議 に ー 計 | 10 
| 1 
M 竹 興 営 20| 30| 30 60| ー| 一 ー 16 
さ 同 集 営 20 30| 30 60| 一 | ーー|。 一 一 | 10 
新 夫 営 40 ol 証 還 に | ーー- 志 |。 刀 | 10 1 
| 積 成 営 30 30| 一 ー| 20 2C| 40 40 10 
同 徳 営 30 2 還 還 に = = 間 L3G 40| 30 30 10 8 
斑 均 ーー 15.60 。 一 25.65| 一 30.00| 一 14.55| 14.20 


90 


~ 上 掲 の 如く 各 営 舗 共に 市 内 は 10 %~- 15 % で 以外 は 周 園 の 糞 村民 が 利用 し て 居る 。 
























































質 入 時 期 の 概略 表 
衝 類 質 入 質 出 備 考 
夫 服 類 | 5、6、7 朋 2、3、4 朋 
金銀 飾 類 5、6、7 月 12.7、 2 月 9 
雑 晶 類 5、6、2 月 12、1、2、6 月 
第 三節 銀 ( 骨 
浦 洲 中 央 銀行 支店 
需 金 並 供 出 金 月 末 現 在 高 表 ( 朗 徳 2 年 度 ) 
SN 預 金 人 出 
RS 定期 及 普 通 | 管 座 項 金 | 笛 列 帝 座 金 | 管 座 食 越 | 共 他 保 還 
1 35.900.00 190.628.00 15.370.00 196.370.00 248,1 7500 
2 35,900.00 165,204.00 15,681.00| 56,121.00 210,425.0| 
3 66,500.00 124.906.00 27,522.00| 119,428.00 204,755.0| 
4 | 91,500.00 114.697.00 35,590.00| 216,139.00 123,555.0| 
に ) 111.500.00 82,144.00 42.363.00| 100,870.00 74,505. 
6 106,500.00 47,444.00 44472.00 101,450.00 71,705.G0 
6 106,500.00 64.365.00 43,669.00| 290930.00 78,705.0 
8 106,500.00 62,339.00 20.955.00| 85,530.00 72,505.0 
9 111,500.00 56,059.00 26,450.00| 109591.00 71,505. 
10 102,.921.00 81,008.00 26,640.00 484,680.00 72.005.0 
11 183,.321.00 161,380.00 SL.386.00」 78,209.00 122,805.00| 
12 56,021.00 333,075.00| 45,188.00| 64.727.00 185,335.00 
滴 洲 中 央 銀行 利 簡 (中 銀 ) 
貸 出 
沿 沿 座 信越 | 割引 手形 | 不動 産 信田 | 信 用 食 付 | 党委 類 
神 別 |- ー + 本 ニ ーー ニ ーーー ーー 
園 邊 | 金 票 | 国 覧 | 金 票 | 較 沿 | 金 票 | 園 電 | 金 票 | 困 電 | 金 林 














2 分 S 不 


| 
2 分 8 | 
2 分 5 不 | 


| 
| だ 








FU 


ak 
1 











園 角 | 金 票 | 國 
ーー - 
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座 預 金 | 特別 党 座 預金 | 通知 預 金 
息 | 金 環 囲 候 | 金 舞 | 連 


金 束 











種 : 議 選 ーー 
1 | 天候 | 金 豆 

最 高 4.2% ー| 47 
最 低 三 | 





話 定期 頂 金 は 年 利 、 共 他 は 1C0 剛 に 至 す る 日 歩 


奉天 信 記 鐵 党 支 店 










3 


| ー 


不 ー 





9 原 に 
















月 別 | ロ < 致 | 無 夫人 契約 高 | 壮 科 付 | 各 給 付 注 金 額 | 和信 付 金 | 信 話 天 金 
1 325 280.500.00 25850000| 22.000.00 123.990.84 145.989.2 
2 326 296,000.00| 274,000.00 22,000.00 121,958.84 154.303.7 
3 356「 326,000.00| 300,000.00 25,500.00| 126,551.84 156,585.19 
4 356 326,000.00 298,000.00 28,000.00| 135,331.84 154.250.60 
5 356| 325,000.00 302,000.00 23,000.00 139,058.84 130.290.26 
6 385| 355,000.00 327,000.00 28,000.00 175,.444.84 142.437.32 
4 385 355,000.00 324,000.00 31.000.00 192,557.84 140,369.6) 
8 383 353,000.00 327,000.00 26,000.00 193,679.84 151,338.32 
9 401 382,000.00 353,000.00 28,500.00 182,172.84| 167,371.5 

10 412 397,000.00 370,000.00 26,500.00| 235,168.80 164,098 
11 412 397,000.00 367,500.00 29.500.00 220,060.09 176,771.3 
400,000.00 374,500.00 25,500.00 206.563.37 












































朝鮮 銀行 支店 
貸出 搭 保 類別 金額 

月 列 | 不 動 才 | 有 偵 訟 券 | 病 品 | 債 椎 用 | 人 
68.250.00 so00o see4i9 ・ 145.799.00 797.533.00 1 98.S21. 
76,840.00 320.00) 742.41 1.00 115.975.00| 908,.373.00 1.823,.919. 
66,482.00 32900 540g15.00| 169,338.00] 770,000.00 1.547,055. 
75,275.00 300.00| 561,433.00 | 13,356.00 636,010.00 1.2S6.874.09 
77,674.00 300.00 237,331.00 19,796.00 801,819.00 1,136,920. 
78,548.00 300.00 262,001 8,640.00 803,200.00 1.152,6S9.00 
80,607.00 300.00 231,410.00 | 44.919.00 711,643.00 1.068,879.00 





演 


主 


FUU 
ei! 


選 半 | 党 


導 


I 


海 


92 


















































月 別 | 不 動 産 | 有 価 訟 参 | 商 品 | 億 槍 | 信 用 計 

8 | 80,380.00| 300.00 97,460.00 20,514.00| 805492.00| 1.094.146.09 

形 84,348.00 480.00 116,660.00| 64.575.00 786.3i200| 1.052.875.00 
第 10 80,297.09 480.00 158.877.00 37,622.00 900.824.00) 178,170.09 
= 11 65,314.00) 480.00 897,908.00| 83.238.00 1.199.920.00| 2.246.860.00 
部 12 王 較 ( 38.000.00 160.00 285.425.00| 23,019.00 1.028.007.00| 1374.611 
記 “ 
芝 朝鮮 銀行 支店 
第 月 列 | 定 殴 預金 | 営 座 預金 | 特別 営 座 預 金 | 語 預 人 金 | 公 金 環 金 | 合 
編 1 20.e64.00| 138.894.00 152.458.00 jog ] ピロ 

2 208,664.00| 135,750.00| 159118.00| 1 129L0| ーー 
3 | 06,704.00 108,363.00 168.924.00| 92,618.00| 」 
一 4 254,226.00| 104.365.00 125,137.00 29.417.00| 記 
般 5 249,233.00| 92.356.00| 70.421.00) iOt8200 ーー 

6 249,233.00| 92.356.00| 105.287.00| 10.182.00 二 | 

の 251.279.00 222,805.00 104.835.00| 614700| 

8 249,991.00| 234.684.00 71.474.00 15,418.00| 当 

9 249.375.00| 106,450.00 107,818.00| 11,997.00 記 

10 230,180.00| 155,435.00 93,086.00| 109,198.00 記 

1 | 230,600.00| 219,598.00 70,421.00| 10.478.00| っ 
12 | 203.943.00| 429,260.00 88,397.00| 8,226.00 一 
さ に 高 





銀 出 痢 











月 。 列 | 臣 Sh 議 の 金 | 田 金 | 月 
1 の 197.246.00| 7.961.955.00 7.960.955.00 
2 138,771.00 5,761.955.00 5,709,656.00 
3 40,706.00 6.922,577.00 6,926,161.00| 
4 37,122.00| 4601,577.00| 4,596,518.00 
5 42,181.00 3,680,017.00 3.676,758.00| 
6 45,440.00 2,195,194.00 2,193,680.00| 
7 46,954.00 3,163,047.00 3,163,047.CO| 
8 60,808.00 1963,884.00 1.963,800.00| 
9 60,892.00 3,153,765.00| 3,157,010.00 

10 57,647.00 sz49.S67.00 3,752,781.00| 
11 54,233.00 5,995,589.00 5,990,978.00 
12 58,844.00 7.914,148.00 7.912.918.00 


ーー ニー ニー ニー ニー ニーーーーーー | ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー デ ーー 














現金 


138.271. 
540,706.0 
37,122. 
42,81. 
45,440. 
46.954. 
60,808.0 
60,892.0 
57,647. 
54233.0 
38,844.0 
60,113.0 


























朝鮮 銀行 利 傘 
1 定 。 期 天 。 金 。 | 党 座 至 金 | 特別 党 座 環 金 | 通知 正 金 
種別 ヶ 月 12 ヶ 月 
園 飼 | 金 本 | 障 区 | 金 ※ 園 管 | 金 杜 | 國 乏 | 金 京 | 園 直 | 金 票 
表 高 42%| 38g| 47 38%| 3 原 7 面 出 9 出 ? 面 

















誠 定期 頂 金 は 年 利 、 共 他 は 100 剛 に 百 す る 日 歩 























貸 付 
人 内側 | 因 偽作 内 代 粘 | 不 動 則 | 信人 党委 
園 管 | 金 末 息 | 金 束 | 園 常 | 金 業 | 国際 | 金 束 | 国 喘 | 金 業 | 困 内 | 金 藤 | 国 向 | 
測 2 人 9 還 | 2 分 8 原 | 2 分 8| 2 分 8 2 人 6 原 ニー に 人 ーL な gs 折 ーb な ye 一 | 2 分 8 庫 
| 3 分 ー 交 5 四 | ー| 2 分 8 原 


話 
日 華 銀 行 
金銀 出納 高 






100 彫 に 対す る 日 歩 


人 2 分 6 四 2 分 7 央 29 因 297 因 | 296 四 








| 


0 




















































高 入 金 金 月 未 現在 

7.773.00 1.171238.00 1177,439.00 1.572.00 

2 1.572.00 552,703.00 552,926.00 1.349.00 
3 1.343.00 喧 1.105,880.00 1105,797.00 
4 1.432.00 208,359.00 208,381.00 1.410.00 
5 1.410.00 1.210,948.00 1.20 め 053.00 3305.00 
6 3305.00 583,288.00 579.185.00 2,408.00 
7 7,408.00 546,561.00 552,485.00 1.484.00 
8 1.484.00 497,037.00 474.866.00 3639.00 
9 2.657.00 751,562.00 750,948.00 4272.00 
10 4272.00 695,784.00 695,121.00 4937.00 
11 4.935.00 2.044346.00 2.044.028.00 5,255.00 
5.255.00 1.435,525.00 1.425,525.00 9451.00 








再 
137,769.00 


137,769.00 
137,769.00 


上 円 
90,300.00 
90,300. 
90,300. 


00 
00 





正 
7,679.00 


10,503.00 
22,925.00 


合 貸 N 
円 円 | 邊 
3,100.00 1,170,793.00| 1.409,.641. 
3,100.00 1,166,807.00| 1.408,479. 
26,450.00 1,139,571.00 1.417,015. 


飛 | 普 


導 現 菩 | 党 諸 沼 媒 


I 


剖 


| 避 


半 


NM 


能 曽 


導 選 | 沙 閣 


I 









































月 別 | 不 動産 | 有休 誕 券 | 商 品 | 償 楼 | 信 用 
4 137,769.00| 90,300.00 18,065.00 一 1,159,662.00 
| 139,569.00| 90,300.00 18,005.00 ーー 1,150,649.00 
gl 137,651.00| 74.800.00 22,710.00 39,600.00 1,120,723.00 
2| 137,671 -O0| 74.800.00| 22,110.00 28,400.00| 1,144.627.00 
8 137.671.00| 73800.00| 21.090.00 20,800.00| 1.148,747.00| 
ウ 137,671.00| 74,800.00 30,090.00 20,500.00 1146.404.00 
10 131,820.00 74.800.00 12,766.00 27,500.00 1.152.018.00| 
11 128,936.00| 74,800.00 114,122.00 19,100.00 1,225,344.00| 
12 132,564.00| 54,670.00 173,290.00 ーー 1,346,184.00| 

項 3 
月 列 | 定期 天 金 | 営 座 項 金 | 特別 賞 座 預 金 | 話 項 金 | 公金 頂 金 
1 21.490.00 18.731.00 14.549.00 12.01200 | 
2 23,210.00 15,372.00 17,192.00 12,029.00 ーー 
) 22,920.00 15,314.00 19.226 00 12967.00| ーー 
4 24.728.00 12,232.00 17,156.00 12,774.00 ーー 
5 24,035.00| 12,587.00 24,136.00 24,387.00 ーー 
6 24.035.00 12,587.00| 24,136.00| 24,387.00 一 
23,056.00 12,242.00 19,475.00 18,758.00| = 
8 23,056.00 12,242.00 19,475.00 18,758.00 ーー 
9 22,.426.00 14,404.00 18,461.00| 22.285.00 一 
10 20,386.00 15,387.00 14.086.00 24,498.00 ーー 
11 20.336.00 12.779.00 17.093.00 22,728.00 ーー 
12| 19,196.00 26,549.00 15,073.00| 19,794.00 に 
日 華 銀行 利 座 
貸 出 
商品 拉 保則 障 券 失 保 食 還 | 国 値 食 貞 | 営 座 信 吉 | 割引 手形 | 不動産 代田 | 信 有 食 四 


衝 別 











園 貸金 環 園 盤 金 票 












計 


100 賠 に 翌 す る 日 歩 


























図 路 金 票 園 鍋 多 


可 
EZ 








高 By2 還 8 な 2 折 3 分 5 届 3 分 5 届 8 分 5 風 8 分 5 出 | 4 分 |4 
2 分 5 国 2 分 5 還 2 分 2 思う 分 2 財 2 分 7 必 分 7 出 4 分 |3 





園 負 金 栗 





園 身 金 球 較 交 
分 |4 分 4 分 5 暫 4 分 | 4 
分 分 1 風 3 分 1 2 分 5 必 分 5 届 3 3 








分 3 人 5 還 8 人 5 





H 芋 銀行 利率 






































預金 利子 
| 定 区 本 Ra 会 ' Mi も 4 

別 5 還 定 共 | の 上 = 開 | 営 座 所 金 | 特別 営 座 項 金 
| 周 般 | 金 己 周 | 金 環 | 図 仙人 金 尿 還 衣 金 環 | 園 向 | 金 束 

高 5.622 5.622 | S.8 ら 5.822 622 622| 7 章 2 記 | 9 寿 9 呈 原 

保 5.422 542 5.6| 5622| 5.8| 5.8 ゴ を 詞 : = 

| 1 
庄 定期 頂 金 は 年 利 、 共 他 は 100 岡 に 翌 す る 日 歩 
第 四 入 金融 合作 視 
金融 合作 利 
入 員 由 喜 並 挑 込 金 額 | 
月 列 預 金 | 貸出 金 
人 員 | 出 各 金額 | 挑 込 金額 

1 | 1 049 5,71 000 2 284.00 15.908.09 47.330.00 
2 | 1,049 5,710.00 2.284.00 17,821.03 45,095.00| 
S 1.049 5,710.00 2,284.00 18,771.13| 55,450.00 
3 | 1.049 5,710.00 2,284.00| 17.322.32 65,405.00 
ら 1,157 6,250.00 2,392.00 20,455.39| 74,780.00 
6 1.455 7,740.00 2,690.00| 17.631.22 87,570.00| 
が 1.455 7.740.00 2.690.00 17,712.59| 100,930.00 
8 1.455 7,740.00 2,690.00 18,648.30| 108,545.00 
9 | 1.455 7,740.00 2,690,00 19.495.91 110,985.00 
10 1,455 Z740.00 2,690.00 21.143.87| 107,640.00 
11 1.455 7,740.00 2,690.00 13,581.39 92.245.00 
12 | 1.455| 7,740.00 2,690.00 3,781.84| 27,185.00 

















江 民 金融 と し て は 公 浦 機 の 閉店 以後 、 金融 合作 征 の 外 特別 な 金融 機 開 は な い 。 


田 座 者 は 地主 、 自 作 等 10 天 地 以上 の 耕作 者 と 5 天地 位 の 耕作 者 の 少数 で 、 経済 的 に 句 立 を 許さ れ な い 者 は 次 
格 が た い 。 本 に が て は 1.2.3. ま 9 展 は 定員 敷 及 出資 額 等 も 少 敷 で ある 。 朝鮮 人 及び 内 地 人 は 衣 格 は な 


い 。 


入 員 敷 1.455 人 で 出資 額 77740 彫 の 内 排 込 金 額 2690 園 で 、 預 金 は 3.781.84 園 と 言 ふ 訴 態 で 有る 。 


上 赴 貞 誤 格 は 前 渡 の 如く 久 立 の 生計 を 営む 者 で 有 つ て 、 且 拉 保 物件 を 有する 者 で な けれ ば 加入 不能 な 僚 、 土地 


翌 | 営 


湯 紀 穫 | 涯 黄 能 司 


I 


海 


召 届 | 避 


性 所 較 | 普 普 党 


I 


手 









96 
利用 誠 態 を 見 る と 1 戸 営 150 周一 200 由 程 度 で 、 工 耕 生 産 肥 消 旨 に 利用 され 、 現在 27.185 園 の 貸出 が 有る 。 


手 績 
申込 書 調製 し 、 共 に 地 全 を 提出 する 。 
條 件 


敵 耕 生産 に 営 て る 目的 の 融 哀 額 は 多額 で 、 消 旨 方 面 は 少額 の 貸出 を 行 ふ 。 現在 農民 は 自重 す 可 き 時 期 で 、 過 
渡 期 に 営 る 矢 、 挫 保 貸 と 言 ふ 安全 な 方 法 に よ る 。 地 條 に 習 す る 割合 は 、 竣 民 の 信用 の 程度 に も よる が 、 普 通 _ 
5 割 と する 。 保 誠 園 静 は 農民 の 自由 に し て 居る が 、4 人 以上 の 連 般 責任 で 村長 、 忘 長 の 保 誠 を 得 た 者 で 有る 。 
合作 往 に 百 す 農民 の 和希 堂 。 

金額 の 多額 、 手 績 の 簡 提 を 希望 する 。 
7 厨 の 夏 家 棲 村 に は 年 員 は 無い 。 
農民 の 合作 定 に 至 す る 感じ を 見 れ ば 、 合作 年 設立 営 時 康徳 1 年 11 月 17 日 (1984 年 ) 一 度 間 集 し た ば か り 
で 如何 な る 物 か 理解 出来 すず 、 更 に 加入 手 績 類 夏 な 乱 、 農民 金融 機 開 と し て 以前 の 貯蓄 會 程度 の 物 を 求め て 居 
る 。 然し 市 民 と し て は 今 一 居 合作 年 の 内 容 を 理解 出来 る 様 希 記し て 居る 。 


第 五 節 貯蓄 


麗 


設 立 民 國 10 年 921 年 ) 
閉 會 民 國 16 年 Q927 年 ) 
















名 策 
再選 時 装 合 鼓 栓 西 起 の 。 100.00000 
農 業 写 (/ / 100,000.00 
公 民 姓 花 信 鼓 模 北 100,000.00 
地 方 財 菩 會 タ 西 200,000.00 
卿 民 財 蓄 仁 (4 南 100,000.00 





肝 蓄 視 設 立 の 目的 

地方 農民 救済 の 入 、 設立 され た の で ある が 、 然 し 搭 保 物件 の 無い 江 民 に は 、 貸 付 を 行 ほ は ない の で 、 目 的 辰 
し た 蹴 が 有る 。 
出資 者 


和え 


を 
wa 


農民 0 (大 地主 及 富 箕 が 出資 ) 


貸付 條 件 * 
金額 は 一 定 せ す 、 利 子 は 月 利 2 分 で 期限 6 ヶ月 、 土 地 填 物 を 描 保 と し て ゐ た 。 


利用 居 
利用 者 は 件 数 で 農民 80 % 商 人 其他 20 %、 金 額 で 農民 SO0 % 商 人 其他 50 % と 言 ふ 割合 で あり 、 農 民 に 少額 を 
多 敷 貸付 て ゎ ね た 。 


合 肌 
金 を 有する 者 及 失 保 物件 を 有する 者 は 上 蒲 外 で も 會 員 た る 可 格 が 得 られ 、10,000 園 以上 の 出 次 者 は 理事 に な つ 
て の ゐ の た 。 
貯蓄 人 視 の 内 容 は 以上 の 通り で 設立 より 6 年 目 に 解 作 に な つた が 、 現在 で も 農民 間 に 於 て 容易 に 借 し る 陸 で 好 
_ 感 を 持た れ て 居る が 、 奉天 票 の 不信 用 と 幸 天 県 の 安 償 に より 解 剣 の 止む を 得 な い 炊 態 に な つた が 、 未 整理 の 
負債 土地 は 無い と 言 ふ 。 


六 節 金融 讐 


設 立 大正 15 年 3 月 5 日 (1925 年 ) 


目 的 
信 員 の 金融 を 緩和 し て 其 の 経済 の 朋 十 を 企 園 する 編 、 信 員 に 圭 し て は 衣 金 の 貸付 、 預金 の 受付 、 物品 の 共同 
購入 、 生 産物 の 販 喜 、 生 産物 の 倉庫 保管 を 行 ふ を 目的 と する 。 


憲 躍 朝鮮 人 に 限る 。 
出資 金 1 ロ 10 較 、1 同 の 挑 込 は 1 園 と する 。 
朱 込 金 を 怠 つ た 場合 は 滞 了 後 、1 日 に 付 朱 込 金 の jn に 営 る 骨 意 金 を 徴 牧 する 。 
會 員 と な る に は 評議 員 の 推 選 に より 精 汐 方 面 に 重 四 を 於 て 選ぶ 。 
供 付 
定員 に 再 し て は 無欠 保 供 付 金 の 最高 200 還 程 度 で 不動 導 不動 産 上 の 和 利 、 動 産 、 有 條 誠 券 、 定期 天 金 誠 書 
を 拉 保 と する 場合 、 最高 500 男 、 獲 保 供 付 は 猪 定信 格 の 以内 と する 、 物 箱 の 搭 保 の 場合 は 10 年 以 内 の 年 


農 償 司 、 5 年 以内 の 定期 償 恒 と する 。 
大 槍 の 業務 成績 は 次 表 に 掲げ る 。 


導 記 還 | 深田 陸 本 翌 | 普 


I 


| 只 一 備 避 蛋 1 強 


導 和己 笠 
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鐵 久 金 融 會 
| 視 員 出 得 口数 及 挑 込 金額 
月 別 族 預金 基 定 族 貸金 基 定 
人 員 ロ 衣 金 客 

1 137 427 16.695.00 33.989.25 100.619 
2 138 428 _16,692.00 36,883.03 105.836.00 
3 138 428 17.991.00 27.003.45| 109,874.0 
4 138 428 8 17.991.00 26.785.17 112.316.0 
5 149 429 17.389.00 32.024.76 122.312.00| 
6 靖 | 148 424 17.267.00 32.265.49 129,784.00 
2 144 423 17,294.00 35.843.98 132.076.0 
8 148 425 17,433.00 33.456.74 132.874.0| 
9 148 425 17.466.00 30,759.09 123.579.00| 

j0 148 425 17.260.00 28.978.41 123,792.0 

1 146| 420 16,7C4.00 23,795.88 118,362.0 

12 147 407 16.471.00 25,105.88 115.194.0 




















































































| 回 賠 回 
商 業 ed 金 18| 4.350.00 4.350.00 ー 
年 租 設 金 9 18,000.00 10,000.00 3 800.00 
准 債 償 波 人 金 | 10 3,214.00 1,464.00 4 1,750.00 
揚水 機 財 入 生 金 | 1 11,760.00 一 2,300.00 1 9.460.00 
佳 宅 時 入 斉 金 | 10| 1.000.00 500.00 5 500.00 
] | 
農 古 設 金 | 590 81,764.00| 420 67,237.00| 170 14,527.00 
合 計 | 688 120.088.00) 455 85.851.00 183 27.037. 
| | | 
鐵 領 金融 會 貸 款 明細 
回 金 未 . 回 JI 次 年 空 
貸 付 人 金 額 別 ロ 衣 | 金 客 
ロ 迷 | 額 | ロ 衣 | 金 雪 
皿 | ! 較 四 
10.00 以 上 50.00 以 下 72| 2,030.00 2 2,030.(0 ーー 
50.00 以上 100.00 以下 140 39,896.00 120 28,196.00 20 2.700.0 
100.00 以上 150.00 以下 220 11,784.00 半 9,834.00 30 1,950. 
150.00 以上 200.00 以下 56 11,000.00| 23| 8,500.00 35 2,500, 
| 
200.00 以 上 150 64,378.00 50 37.291.00 100 27,087, 
計 638 120,088.00) | S5,S51.00 3 も 3287. 








織 抽 金融 公 利 





2 氏 5 必 
1 9 





証 100 剛 に 至 す る 日 歩 


第 世 節 


其 の 他 の 人 金融 機 開 


鐵 領 輸入 組合 q 工 全 議 所 咽 和 10 年 度 統計 年報 





















































起 合 員 積立 金太 口 粗 語 代 
口 数 | 積 立 金 額 信用 貸付 金 携 保 貸 付 金 合 

1 1.667 82.327.44 140.645.00 | 16170.00 156815.09 
2 ト 1.614 79,677,47 139,632.00 12,490.00 152,122.00 
3 1.625 80,116.58 137,462.00 15,355.00 152,817.00 
4 1715 84,526.85 135,196.00 | 16,555.00 151,751.00 
5 1715 84.726.35 137.210.00 | 16,555.00 153.76500 
6 1.720 84.948.31 137.541.00 16,555.00 154.096.00 
7 旧 1.720 84.948.31 137,272.00 | 15,555.00 152.827.00 
8 1.721 86.007.38 134942.00 | 15,855.00 150.297.00 
9 1.721 38.007.38 131.999.00 | 15,503.00 147,502.00 
10 1.721 85,007.38 136,0685.00 14,438.00 150.506.09 
11 1.741 85,007.38 136.968.00 | 12.805.00 149,273.00 
12 1720 84.981.62 13476200 | 11.385.00 146.147.00 





























固 
35,300.19 
24.696.43 








男 
33,771.44 
28,027.44 





皿 
42.312.54 
31999.08 


必 己 | 普 黄 当 本 民 1 賞 


| 


We 














































































皿 | 大 
32,185.85 34.421.03 31,574.96 
第 33.052.54 25.880.43 51.869.20 
9 25,735.74 13,325.91 29,947.96 
部 23.181.52 22,276.81 28,836.81 
記 29,298.26 43.270.04 29,597.33 
水 22.076.78 22.679.93 26,805.81 
窟 20,962.73 23,495.54 37,556.15 
21.646.60 21.174.21 30,808.13 
第 19,755.38 18.207.03 29,545.85 
ー 43.966.47 33,304.50 24.847.99 
編 
3 
地 
5 短 若 財 金 振 共 時 金 
月 別 
和 加計 金 額 ロ 衣 金 額 回 細 紅 数 金 額 
回 
1 421 18.422.74 | 483 23.390.21 105 12,264.18 
2 397 19.060.08 | 512 25,767.07 94 11.090.24 
3| 450 15,922.33 | 1.308 35,976.07 136 10,792.24 
4 483 18,308.18 | 611 4150.06 141 11,449.22 
加 4293 19.250.42 | 448 22,411.52 116 12,693.47 
| 1 
6| 373 13702.74 | 444 23,394.31 141 15,C05.30 
] 
2 444 11.473.58 : 449 22.130.01 132 19,591.90 
8 401 10,085.81 481 24.133.33 95 17,554.36 
9 448 11,764.61 | 486 27,202.45 101 8.949.60 
10 420 10,720.79 548 | 24.600.09 101 - 8201.67 
11 359 13.329.15 | 435 19.123.36 114 12.678.96 
12 638 22.090.02 | 691 28,962.63 134 23,662.44 
に に 2 
第 八 節 春 耕 貸 束 
春 耕 貸 六 


本 了 で は 春 耕 代 茨 を 大 同 2 年 5 月 15 日 (1934 年 ) 貸出 47,673 周 放 款 を 行 ふ 。 其 の 回 政 は 康徳 3 年 3 月 
( 1936 年 ) に 終了 し た 。 
調査 記 に 信 て 3 競 農 家 は 民 國 20 年 東 三省 宜 銀 跳 か ら 農 商 貸 款 の 名 儀 で 800 周 月 利 2 分 で 地 券 を 搭 保 に 
倍 入 し た が 、 如 何たる 物 を 工商 代 款 と 呼ぶ か 不明 で 有る 。 

不 耕 貸 款 回 履 敷 目 表 
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大 同 3 年 5 月 15 日 放出 弧 額 較 角 47,678 較 
大 同 3 年 度 同 履 金額 / 720 回 
康徳 1 年 度 回 政 金額 ゆり 42.05 問 
康徳 3 年 度 同 収 金額 4 773 則 
康徳 3 年 度 回 収 金額 / 185 財 
康徳 3 年 3 月 末 、 回 履 縦 了 

頼 母 子 
市 内 に 於 て は 全然 な い 。 
落城 に 於 て 撤 會 が 有る 。 
払 人 
目 的 
困 化 者 の 表 済 の 矢 。 
憲 員 會 員 の 資 格 は 制定 が な い 。 
作 員 表 一 定 せ す 。 


出 得 額 
1 周 掛 、5 彫 掛 、 10 園 掛 等 不定 で ある 。 
落札 方 法 


第 1 回 は 全額 講 主 救 済 の 目的 で 講 主 が 取る 、 以 後 は 講 員 の 入札 に より 少額 の 入札 者 に 落札 し 、 七 額 は 均 
一 分 配 と 22 の わら 


期 間 
購 員 敷 に より 月 1 同 の 開 合 で ある 依 、30 人 の 場合 は 30 ヶ月 と する 。 
其 他 


市 内 に 於 て 短期 間 無利子 の 融通 に 個人 貸借 、 親類 間 の 貸借 に て 湖 べ る 如き 柳 袋 と 租 す る も $ の が 有り 、 個 
人 貸借 で 逃 べ る 。 


ー 納 期 
各 税 目 毎 に 其 の 納期 を 異 に し 、 一 定期 間 を 以 つ て 納期 と され て ゐる も の 、 或 は 一 定 す る と と な く 其 の 都度 
課税 微 政 され て お わる も の と ある 。 


導 選 嬢 | 普 能 司 秋 | 


! 


に 3 


6 


| 避 混 菩 | 沙 其 能 恒 民 | 


混 
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ニ 後 必 機 開 
後 履 機 闘 は 上 世 財務 局 、 税 損 局 、 村 公 所 、 特 産 管 理 庶 等 で ある 。 

三 還 人 衝 次 9 お 
微 牧 は 避 内 各 攻 に 駐 度 敏和 虎 を 設け 此 虚 に 財務 局員 を 派遣 し 、 較 下 税 の 微 習 を 行 つ て ゎ る 外 、 殺 毅 税 及 釘 
帝 指 に 肝 し て は 、 税 岳 局 分 二 を 設け 課税 後 履 し て ゐる 。 
特に 田 駆 、 刺 損 、 大 車 岳 に 開 し て は 、 各 村長 に 管内 納税 者 を 共 促 させ 、 期 間 内 に 納入 を し な る 様 後 税 授 助 
の 義務 を 負 は せ 、 其 の 外 財 務 局 員 を 動員 し 、 後 入 に 遺 憎 な き を 期し て 居る 。 何 納 期 の 一 定 し て ある も の に 
就 て は 納期 前 約 人 年 ヶ 月 項 に 休 告 を 師 し 、 納 税 者 に 秋 知 し 各々 徴 履 機 半 に 納入 な し ある の で あろ 。 納税 者 は 
各 え 前 記 後 改 機 半 に 直接 持参 納入 せ し む る $ ぁ の で ある が 、 特 に 後 政 員 が 巡 銘 後 相 に 営 る る の ゃ ある 。 

四 田仲 方 法 
納期 間 中 に 未納 た な $ の は 、 速やか に 納入 する 様 佑 告 を 貼 布 し 、 未納 者 に 秋 知 する 外 、 更 ら に 財務 局員 を 派 
壮 し 、 村長 、 市 長 或 は 礁 察 署員 を 宮 莉 し 、 速やか に 納 人 せしめ る 様 抄 促し て ある 。 
面 し て 団 税 は 6 月 30 旧館 紀 税 は 7 月 31 日 迄 を 瀧 納 期 と し 、 更 に 其 の 浦 納 期間 に も 納付 し な か つた る の に 
百 し て は 、 臣 公署 に 留置 し て 懲戒 を 奥 へ る 規定 で ある が 、 ま だ 其 の 買 例 は な い 。 
滞納 期 及 瀧 納 筐 ( 國 税 は 6 月 30 日 迄 即ち 20 生 記 と す ) 5 月 1 日 より 81 日 迄 総 税額 1.00 彫 に 匠 し 消 納 税 
0.10 剛 
6 月 1 日 より 80 日 迄 1.00 彫 に 装 し 0.20 周 
7 月 1 日 より 31 日 迄 1.00 周 に 村 し 0.30 周 
即ち 潮 納 期間 は 國 税 3 ヶ月 、 監 徹 は 3 ヶ月 で ある 。 
2 年 度 民 の 負 捧 及 税 基 入 
丈 に 本 忠 農 家 の 和 税 公 課 諾 負 捧 開 係 を 見 る に 先立ち 、 悪 の 統計 に 佐 る 避 税 歳入 有紀 民 の 國 税 、 勤 税 及 村 費 
其 の 他 の 諸 負 捧 訴 況 と 見 れ ば 丈 表 の 如き ふる の で ある 。 


隙 民 諸 負 失 状 況 
1. 較 税 及 明 税 


へ 、 種 
N | 





年 
度 ヽ Il 








康徳 2 年 度 | 3so027 













| 踊 収 総額 





下 


| 人 | 戸 較 
懲 2 征 度 363,.097| 59.823365,457.60| 1 賠 天 | 6.19 
| 











人 
8,432. 串 | 員 Ao 800| 





備考 其 の 他 村 公 裂 中 に は 保 皿 寂 を 含む 





ゃ 
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1. 市 奨 家 の 絶 支出 に 下す る 和 科 公課 諸 負 搭 の 割合 


重 出 租税 公課 請負 擁 割合 

18.122.88 賠 1.309.87 則 10% 
2. 市 農 察 1 戸 営 り 下 均 収入 支出 並 に 和 税 公課 諾 錦 拉 

1 戸 営 下 均 習 入 1 戸 営 下 均 支出 1 戸 営 牌 均 族 負 捧 

322.01 則 320.70 剛 31.95 同 
康徳 2 年 度 税 入 別 及 其 の 他 履 入 ( 路 蔵 入 ) 
羽 和 53060 箸 業 擬 34000 木 商 指 575.43 硬 校 抽 業 料 5.891.97 
誇 明 手 表 料 261030 経 紀 指 13440 渡 ロ 提 170.50 報償 金 600.00 
征 政 入 15488.72 和 指 18.797.90 肥 料 指 180.00 歳計 存 款 利島 72.07 
指 118.625.89 車 背 23.590.60 廣 告 指 10.80 過 志 金 政 人 。 89.70 
園 園 提 88984 船 揚 14830 税 六 款 652.53 倍 宮 呈 紙 牧 人 272.30 
問 司 司 指 13.23010 屋 宗 指 7.167.45 静 指 618.90 不用 品 害 出 金 280.05 
商 指 20.766.61 虚 揚 260.00 較 税 敏 下 交付 金 1280.84 


班 岳 17100 指 1.635.00 農 商 供 寺 交付 金 2111.831 総 計 236.886.91 


1. 地 税 を 替 表 
































税 政 額 118.625.39 周 





親 掲 は 種類 別 な 〈 く 一 率 に 1 石 営 0.06 彫 但 し 3 年 度 は 従 償 の 167- 











2 年 度 板 下 は 18797.90 周 


半 【 


問 以 前 | 演 苗 散 局 


I 


滋 


Nik 


導 注 茹 | 六 肖 恒 選 | 
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但 し 随 に 於 て は 最低 16.00 回 最高 25.00 園 を 限度 と し 此 の 範 団 に て 課税 徴収 せら る 

















税 必 額 23.590.60 周 








竹 | 2 2 人生 扉 放 3 生年 滞 * 諾 備 考 
コ 四 | 朋 は 屋 宰 場 で 展 宰 の も の は 1.10 彫 地方 屋 宰 肉 商 より は 年 109 
生 和 8 300 250 | 以上 の も の より 年 30.00 園 8 一 100 頭 迄 の ゃ の より 26.00 園 60 一 80 
母 豆 パ 2 頭 よ り の も の より 22.00 彫 40ー60 頭 迄 の も の ょ り 18.00 彫 徴税 さ 
る 但 し 農村 に て 自家 用 に 展 宰 の も の より は 上 記 0.50 徴 陸 き る 
豚 ( 客 猟 ) / 0.50 1.50 
羊 / 1.00 0.50 
税 履 額 7,167.45 















6. 六 上 戸 指 科 卒 表 
2 年 度 は 2 回 に 分 徴 ら る 


土地 無 所 有 者 0.15 1 回答 
2 ご 3 天地 0.30 M 
4 一 15 ル 0.45 (/ 
15 ご 30 鹿 論 2 0.60 7 
30 一 100 。 7 1.00 ク 
100 一 -150 / 1.50 (4 


ーー 間 田 


1. 田 央 等 則 別 入 窪 (別表 誠 照 ) 
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2. 等 則 民 分 の 標準 


右 標準 は 建 園 前 、 即 ち 蒼 政 欄 営 時 大 の 借 を 跡 門 し て 居る 念 、 共 の 拓 る 標準 は 曖昧 で あつ て 、 容 易 に 明 ら 
か に する と と は 出来 な い 。 虹 誌 に 佐 れ ば 右 等 則 区 分 の 設定 は 、 民 國 3 年 に 始め て ほ 4 等 則 に 大 分 され た に 
始ま り 、 営 時 の 夏 分 は 旅 地 民 地 を 問 は すず 視 戸 米 地 、 民 戸 米 地 、 加 駅 耗 羨 魚 地 、 清 駆 上 等 訪 地 を 縄 べ て 上 
則 地 と し 、 民 銀 地 、 欠 地 、 貫 増 音 報 私 開 地 、 民 典 旗 欠 地 、 曽 行 鈴 地 、 永遠 欠 地 、 奪 新 清 駄 熱 地 及 各 項 族 
地 を 中 則 地 と し 、 清 虹 下 等 泡 地 を 下 則 地 と し 、 清 央 下 則 割 引 荒 地 は 最 下 則 地 に 定め られ た の で ある 。 


8. 地 人 面 積 と 課税 面積 と の 開 係 


和 4. 


現在 使用 し て ゐる 課税 敏和 根 胡 は 建 國 後 、 改め られ た も の で ある が 、 共 の 内 容 は 蒼 政権 営 時 の 微 和 根 思 
を 其 の 健 授 用 し 居る 劉 、 以 前 と る 虎 な く 地 人 面 と 課税 面 の 開 係 は 買 際 同 一 な る 可 き で ある が 、 多 少 不 
同 の 場合 が ある 。 其 の 理由 は 只 民 國 時 代行 は れ た 、 清 丈 の 不 徹底 及 所 有 者 が 的 下 開 如 営 時 の 報告 に 相 枯 
の あつ た 場合 等 に 起因 する $ る の で は な いか と 稀 せ られ て ゐる 。 農 民 自 身 軟 際 其 の 理由 を 知ら まず 明らか な 
根 擦 は 得難い 。 


課 入 発 除 地 
水 災 又は 其 の 他 の 災害 に 依り 政 稚 皆 無 或 は 企 減 な る 場合 は 、 其 の 納税 者 は 村長 を 通じ て 減 革 税 の 申請 を 
な し 得る 、 此 の 申請 に 基 い て 氷 公 署 及 税 指 局 で は 係員 を 派遣 し 、 調査 し て 減 葛 科 の 虚 置 を 講 ま る の で あ 
る 。 苔 は 普通 耕作 地 に 災害 を 被 つ た 場合 其 の 程度 に 依り 減 欧 松 さ きれ る の で ある が 、 此 の 外 に 三 園 (茶園 、 
墓地 、 和 宅地 ) は 原則 と し て 課 和 さ れ て の た ない 。 
本 中 内 を 通じ て 約 10.000 敵 程 度 の 課 各 され て ゐ な じい 才 地 、 即 ち 未 だ 土地 制度 が 確立 し て ゐ な い 乱 、 所 有 
者 が 薩 匿 し て ゐる 耕地 、 所 調 脱税 耕地 と も 各 す 可 き も の が ある 様 に 推 宗 きれ て 居り (財務 局 後 税 股 長 談 )、 
之 等 の 王 地 は 主として 族 人 の 所 有 し て お た も の で あつ て 、 党 人 は 山東 、 河北 地 訪 か ら 渡 来 し て 革 地 を 入 
手 す る 際 に は 同時 に 誇 書 及 地 発 を 下 附 され る も の で ある か ら 、 従 つて 涯 人 に は そ ふ し た 土地 が あり 得 べ 
き 答 が な いと 言 は れ て ゐる 。 其 の 眞 偽 は 何 の 程度 の も る の か 、 昌 な る 推察 に 低 る $ る の で ある か ら 明 ら か で 
は た な い 。 
上 科 の 如き 土地 を 他人 に 需 却 悦 ん と する 場合 は 先 づ 地 半 の 取得 が 必要 で ある 久 、 村 長 の 保護 捧 印 を 受け 
た 上 、 懸 公署 に 出頭 し て 地 人 の 下 附 を 受け 、 始 め て 却 可能 に な る も の で ある 、 此 の 買 例 は 3 年 度 に 於 
て 5 件 あつ た 。 
康徳 3 年 度 に 於 ける 炎 害 課税 旬 除 地 及 移 税 額 
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366.34 
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14.048.76 
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7.633.98| 
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5,310.12 
27.359.20 
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凄 』 


1. 税 座 (別表 参照 ) 

2. 愛 税 課税 標準 
課税 標準 は 税 損 局 で 本 落 特 族 管 理 庶 の 市 場 相場 を 報告 させ 、 そ れ を 毎月 3 旬 に 分 け 其 の 1 旬間 の 下 均 を 
得 て 、 そ れ を 理名 の 公定 相場 樹立 の 標準 と し 、 此 の 公定 相場 に よ つ て 課税 し て ゐる 。 

3. 殻 公定 相場 決定 の 方 法 
公定 相場 の 決定 は 本 惑 特 産 管理 庶 で 懸 内 特産 赴 買 を 彫 滑 公 王 に 取引 せしめ る 劉 に 、 市 場 相場 を 立て 取引 
標準 と し て 居る の を 利用 し 、 此 の 市 場 相場 10 日 間 の 下 均 を 以 て 公定 相場 の 標準 と し 、 符 天 税 務 監 示 署 
及 隣接 5 中 に 報告 し 、 相互 に それ を 考慮 し 、 大 な る 償 格 の 差異 を 避け る 様 講 ぜ られ て 居る 。 
符 公 定 相場 は 特産 管理 庶 の 市 場 相場 より 殻 税 を 控除 し て 決定 し 、 例 へ ば 1 日 より 10 日 迄 の ゃ の と す 
れ ば 其 の 月 の 16 日 より 25 日 迄 の 10 日 間 の 課税 標 準 と し 、 其 の 間 各 々 5 日間 を 順 繰り と し て 行 つ て 居 
る も の で ある 。 
史 内 で は 此 の 公定 相場 を 一 本 と し 、 各 分 本 と 同一 に 弓 内 特産 の 灯 殻 税 を 敏 政 し て 居る 。 


本 忠 公 定 相場 の 華 生 時 期 は 、 民 國 20 年 頃 遼寧 政府 財政 障 の 訓令 に 基 い て 始め て 設定 を 見 た の で あつ て 、 
本 忠 内 に は 大 豚 二 通り の 相場 が ある と 見 られ て 居る 、 即 ち 新 豪 子 を 中 心 と する も の 、 及 占 城 を 中 心 と す 
る も の に 必 別 され る 様 で ある 、 然 し 政府 の 方 針 と し て 同一 吹 内 で 構 の 相違 が 著しく な い 限 り 1 局 1 相場 
と 定め られ て 居る 劉 、 皮 内 は 本 局 の 相場 一 本 に よ つ て 統一 され て 居る 。 
何 特 産 管 理 謀 の 市 場 相場 は 税 納入 済 の 相場 で ある 。 

礼法 
損 殻 税 及 所 殻 紅 の 納入 は 税 指 局 、 或 は 各 分 本 に 直接 崇 民 、 拓 楼 又は 車 店 、 或 は 仲買 人 が 納入 する も の で 
ある が 、 直 接 農民 が 納入 する も の より 所 楼 及 車 店 等 で 代 納 する も の が 多い 。 即ち 閑 楼 が 暫 付 け を 行 つた 
際 、 税 額 は 穀物 代金 か ら 差 し 引い て 購入 する も の で ある 。 特産 出 肝 期 に な れ ば 常設 税 指 局 分 二 5 み 所 を 
10 ヶ所 に 増設 し て 後 税 を 行 ふ が 、 此 の 時 期 に は 直接 農民 が 納入 する も の が 多い 。 
後 税 場 所 は 牙城 及 新 宮子 の 各 集 敬 地 の 分 下 で ある が 、 後 税 の 他 灯 毅 税 損 の 肥 税 防止 に 営 つ て 居り 、 も し 
敏 税 漏れ が あつ た と すれ ば 、 そ れ は 其 の 地 の 地 場 消 井 と な る も の と 見 られ る 。 

5. 角 穀 公 和 定 相場 表 ( 天 表 湖 照 ) 






































































































































ロ い ー 索 キュ 
嶺 隙 税 指 局 根 帝人 公定 相場 
II 
用 \、 條 で 1 el| 
置き 衣 還 2 上 訴 と に て Fm| 下旬 | 上旬 | 中 旬 | 下旬 | 上 旬 | 中 旬 | 下旬 | 上 条 | 中 旬 | 下旬 | 上 旬 | 中 旬 | 下旬 | 上 旬 | 中 旬 | 下旬 | 上 旬 | 中 旬 | 下旬 | 上 旬 | 中 旬 | 下旬 | 上 殺 | 忠 旬 上 旬 | 中 名 | 下旬 
名 選 」 
中 血 章 血 皿 四 韻 血 思 間 四 | 皿 較 | 四 皿 四 四 皿 皿 四 皿 皿 因 皿 皿 四 皿 四 皿 皿 看 | - 面 四 1 し 1 
M M .620| 0.628| 0.641| 0.641| 0.645| 0.628| 0.628| 0.578| 0.518| 0.514| 0.497| 0.527| 0.552| 0.535| 0.493| 0.502| 0.524| 0.556| 0.620 0.645| 0.662| 0.666| 0.645 0.645 0.641| 0.625 テー 08620 
区 豆 En 光 江 隊 史 0 人 1460| 索 0 1.490| 1.520| 1.520| 1.530| 1.490| 1.490| 1.360| 1.230| 1.220| 1.180| 1.250| 1.310| 1.270| 1.170| 1.190| 1220| 1.320| 1.470| 1.530| 1.570| 1.580| 1.530| 1.530| 1520| 1.499| 1.459| 147 
0.628| 0.637 0.662 0.691| 0.725| 0.729| 0.746| 0.721| 0.708| 0713| 0.691| 0.691| 0.751| 0.746| 0.729| 0.751| 0.611| 0.581| 0.518| 0.506 0.510 5 0.540) 05535| 0.506 0497 049 の 7 039 
紅 机 Es 0 2 0 診 Be 9692 0 1.490| 1.510| 1.570| 1.640| 1.720| 1.730| 1770| 1.710| 1.680| 1.690| 1640) 1.640| 1.780| 1.770| 1.730) 1.780| 1.450) 1.250| 1230| 1200| 1.210| 1.300) 1289| 1270| 1290| Lig9| ii59| ig 
| 
| B R 0.595| 0.535| 0.531| 0.528| 0.514| 0.565| 0.573| 0.565| 0.556| 0.555| 0.548| 0548| 0.544| 0.544| 0544| 0.544| 0.544| 0.514| 0.455| 0497| 0.535 0.540 0.544 0.514| 0.510 0485 0451| 0。 0464 
吉 2 | TO Ne 生 0 0 0 270| 1.270| 1.260| 1.240| 1.220| 1.340| 1.360| 1.340| 1.320| 1.310| 1.300| 1.300| 1.290| 1.290| 1.290| 1.290| 1.290| 1.220| 1.080| 1.180| 1.270| 1.280| 1.220| 1.220| 1.2IG| 1.15g| 1.070 LO 1.10 
| 
。 .540 0. A M 0.551| 0.551| 0.561| 0.569 0.608| 0.675| 0.654 0.662| 0.675| 0.666| 0.683| 0.704| 0.675| 0.713| 0.717| 0.708| 0.675| 0.493| 0.476 0 0.481| 0.489| 0.510| 0.476| 0.463 0.443 0. 0.426| 04 
包 米 届 商 | | 0 補 間 間 1.3I0| 1.310| 1.330| 1.350| 1.430| 1.600| 1.550| 1.570| 1.600| 1.580| 1.620| 1.6Z0| 1.600| 1.690| 1.700| 1.680| 1.600| 1.170| 1.130| 1.180| 1.140| 1.160| 1.210| 1.130| 1.10O| 1.050 | 1.010| 1.000 
_ | 0850 0489| 0460| 0.506| 0.485| 0.510| 0.506| 0.506| 0.506| 0.506 思 原 己 財 中 隊 導 | | | | | | | 罰 息 剛 EGOEE (5 人 5 お E 四 Mt EE UEIY 0481| 0460| 0356 
松 ず | .840| 1.020| 1.100| 1.200| 1.150| 1.210| 1.200| 1.200| 1.200| 1.200 還 軸 還 | 良 議 寺 |、 ココ ( 還 証 | 語 5 中 際 議 5 ーー ー| 一 一 一 呈 一 | !209| 1.150| 1.200| 1.170| 1.190| 1.170| 1.200| 1.140| 1.010| 1.090 
_ | 0545l 0.548| 0582| 0611]| 0654| 0751| 0.662| 0.616| 0611| 0.608 0620 0645| 0666| 0675| 0675| 0687| 0628| 0.599| 0590| 0548| 0548| 0569| 0565| 0556| 0548 0544| 0608| 0616 061| 06n| oe neo 0603 0594 06yy 0g2s 
小 号 | 」3op| 1.30o| 1.380| 1.450| 1.550| 1.780| 1.5Z0| 1.460| 1.450| 1.430| 1.470| 1.530| 1.580| 1.600| 1.600| 1.510| 1.490| 1.420| 1.400| 1.300| 1.300| 1.35Q| 1.340| 1.320| 1.300| 1.220| 1.430| 1.46Q| 1.450| 1.450| 1.450| 1.440| 1.430| 1.410| 1.44g| 1.326 
| 
0.599| 0.593| 0620| 0.641 0.708| 0784| 0708| 0.666| 0666| 0675 0679| 0708| 0742| 0788 0759| 0729| 0742| 0718| 0717| 0691| 0742| 一 | 0759| 0751| 0721| 0718) 0755 0746 0725| 0755| 0755| 0755 0759 0729| 0755 0759 
吾 号 | j4oo| 1.410| 1.470| 1.520| 1.680| 1.740| 1.680| 1.580| 1.580| 1.600| 1.610| 1.680| 1.760| 1.750| 1.800| 1.730| 1760| 一 | 1.700| 1.660| 1.760| 1I.Z6| 1.800| 1.780| 1710| 1.690| 1.790| 1.770| 1.720| 1.790| 1.790| 1.790| 1806| 1739| 1799| 150o 
| | 1 
_ | og7l ogsgl 10| 1046| 107| 1143| 1068| ー 1097|1054|10755 一 ー -| ーー - 捕 一 - 一 一 | 一 -| 一 | 一 | 1O97| | 1772| 1670| 1497| 1362) 一 | 1362| 1862| 1268 
芝 蔵 | 23ig| 2240| 2.400| 2480| 2550| 2.710| 2520| 一 | 一 | 2600 250| 25500 一 - ゴ ーー 呈 ー ゴー -- - -- -| - - 2? 一 3209| 3960) 3550| 3300| 一 | 3300| 3300| 3oo 
0932| 0.970| 0.995| 1.012 1.050| 1105| 1.088 1.037| 1.054| 1.054| 1075 1.088 1.113 1.122 1.126| 1097| 1.101| 1.071| 1.088 1.012 1.016| 1.029| 1054 ー| 1097| 1071| 1113| 1.068 1.054| 1.054 1054| 1054| 1059 1008 0970 0983 
祝 夫 2210| 2.300| 2360| 2.400 2.490| 2620| 2.580| 2460| 2.500| 2500| 2550| 2580| 2640| 2660| 2670| 2600| 2610) 2540| 2450| 2.400| 2.410| 2440| 2.500| 2630| 2600| 254Q| 2640| 2520| 2.500| 2.500| 2500| 2500| 2420| 2320| 2300| 2339 
0.675| 0.763| 0.751| 0759 0.856| 0.940| 08S6| 0822| 0.856| 0.848| 0843| 0852| 0907| 0919 0923 0.928| 0.928| 0.911| 0.923 0.923| 0.936| 0.966| 0.962| 0.978| 0.919 0843 0.873 一 | 0.886| 0.886 0886 0886 一 | 0.776| 0839 
小 米 | jeoo| 1.8I0| 1.780| 1.800| 2.030| 2.230| 2.100| 1.950| 2.039| 2.000| 2.000| 2.020| 2.150| 2.180| 2.190| 2200| 2.200| 2.160| 2.120| 2.170| 2220| 2.290| 2.280| 2.320| 2.180| 2.000| 2.010| 2.070| 2.130| 2.100| 2.1cO| 2.910| 2.010| 一 | 1840| 1920 
大 麻子 0.506 ー| 一 | 0.518| 0.544 ーー 一 | 一 | 一 | 0.387| 一 | ご ー| に = ョ 4 | 志 | 志 二 一 ーー = 王 = 一 一 | 一 ] 一 | 0.759 ー| 0.662| 0759 0.759 
i200| 一 | 一 i28gl1290 一 一 テ | -0goo 一 ーー ー| 一 | 反 肌 三 上 后 隊 に | ほっ | BOD 層 S9 
答 の ー| 0.675| 0.675 0.729 0.700 0.729| 0717| 0.718| 0.721 一 ニー| 一 ー| 0.717 一 | ー| 0.675 ーー 一 ーー ーー ーー 一 ーー 一 | ー| 0.649 0.632| 0.682| 0.620| 0.607 0624 0.628 0.616 0.616 0.620 
1 子 ー| 1.600| 1.600| 1.730| 1.166| 1.730| 1.700| 1.690| 1.710 志 ー| 1.70o| 一 | 一 | i.600| 一 | 。 一 | 三 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 154Q| 13500| IS00| 1.470| 1.440| 1480| 1.490| 1.460| 1.460| 1.47| 
| 
| 生還 m 議 | コリ 上 拉 コ 旧記 二 了 ーー と 
ーー 議 語 馬 550 ーー ーー ニ リ 晴 | ニー 請 二 | 隊 | 孤 | 隊 計 5| 隊 | 計 5 陸 sm 泊 5 王 昌 ml 陣 計 5 証 ir 計 寺 li ま Roll 
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6. 要 六 税 以 外 の 課税 負 挫 
林 税 提 以外 に 城 に 出 事 は る も の は 、 隙 牧 管理 農 の 継 営 貫 毎 石 て 准 石 ) 営 り 001 周 夫 宮 003 男 
挑 還 紅 0.06 男 を 要 位 及 左 民 で 折 年 負 搭 納入 す ( 胡 回 2 年 2 月 20 より ) 
附 記 ・ 


康徳 3 年 度 農民 の 負 搭 は 、 据 殻 税 揚 の み に は り 落 城 以 外 の 資 買 も 操 尊 税 損 の み と な る 。 人 

三 往 吉 税 剖 
1. 税 率 (別紙 参照) 
2. 課 税 物 件 納 
和牛 、 馬 、 氷 、 叉 、 猪 、 羊 に 課 委 せ られ る 。 第 

3. 納 科 義 務 者 及 納入 時 其 
生 、 馬 、 腺 、 和 共 に その 所 有 者 は 牲 談 税 納入 の 義務 あり 、 納 付 後 の 有 効 期間 は 15 年 で あつ て 、 此 の 期 

間 を 過 ぐ れ ば 又 綱 入 の 義務 を 有する の で ある 。 何 生 後 相 営 の 時 日 を 経過 し て 使用 し 得る に 至れ ば 、 同 じ 参 


I 


く 納 税 の 義務 ある も の で ある が 、 此 の 決定 は 容易 で た い 乱 、 賀 際 は 次 買 の 時 に 於 て の み 納入 する $ の で 
ある 。 即ち 納入 の 時 期 は 共 均 買 の 都度 行 は れ 納税 は 綿 べ て 買 受 人 の 負 拉 と な る 。 弧 
和 資 際 納入 額 
宮 買 條 格 に 依り 課税 せら れる も の で ある が 、 買 受 人 は 納税 の 際 に 買 條 以下 に 屈 け る 事 $ あ る 様 に 見 られ 
る 。 茨 に 康徳 2 年 6 月 迄 の 課税 頭 敷 及 税 政 入 並 に 喜 買 弧 額 を 示せ ぜ 丈 の 通り で ある 





種 別 頭 表 弧 額 税 政 

邊 4840 177.011.00 10.620.00 
馬 4731 227,571.00 13.654.00 

- 明 5,876 323,160.00 19,390.00 
麻 5,071 98,722.00 2962.00| 
猪 | 8537 153.994.00 る 620.00| 
半 | 3.526 14.918.00 448.00| 
計 32.581 995,376.00 51.694. 











猫 は 居 守 用 と し て 喜 買 され る も の 丈 け に 課税 せ ち る も の で ある 。 


四 出 人 洋 貨 物 税 
1. 課 税 物 件 
柏 子 、 本 内 、 杉 花 、 邊 、 半 度 、 羊 毛 、 山梨 
2. 税 座 
綿 べ て 従 償 の 0 


_ 8. 納入 時 期 場所 及 方 法 





| 選 皇 親 | 演 閣 周 尋 


活 
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納期 は 一 定 せ すず 、 販 害 運 搬 の 際 に 各 分 下 を 通過 する も の に 肌 し て 、 随 時 課税 後 履 する の で ある 。 
本 忠 内 に 此 の 税目 に 依る 課税 物件 は 少く 、 従 つて 税 下 も ゎ 僅 少 の 矢 、 2 年 8 月 謙 税 と な つた が 、 大 な る 影 
六 は な い 。 


五 契 税 3 


賢 に 待 し て は 買 條 の 0 を 印 花 で 課 役 し 、 共 の 外 区 近 と し て 6j を 課税 する 、 買 半 紙 費 1 枚 に 付き 2 
較 刀 答 1 枚 に 付き 2 図 を 買 受 人 が 負 扶 し 、 合 記 肛 は 次 買 偵 格 の 00 を 納入 する 。 
2。 映 契 

典 契 に 処し て は 、 典 契 約 償 格 の 6 を 印 花 で 課 懲 する 外 、 典 契 紙 費 1 枚 に 付き 1 回 戸 管 1 枚 に 付き 1 
を 和典 者 が 負 閥 し 、 法院 に 共 け る 典 契 登記 用 は Tn 和 和 する の で ある 。 

調査 忘 で は 入出 典 は 集計 表 に 於 て 見 られ る 如く 相 営 多い の で ある が 、 典 夏 の 届出 を し た も の は な く 、 殖 
ん ど 信 用 在 約 で 個人 間 に 於 て 契約 誠 書 の 取 交 は し を 行 つ て ある の み で ある 。 


第 四 節 上 税 
ーー 玉 指 
1. 麗 指 等 則 別 科 座 (別表 参照 ) 
等 則 居 分 の 標準 及 地 券 面積 と 課税 面 積 と の 開 係 及 課税 先 除 地 並 に 納入 場所 及 時 期 方 法 は 前 記 田 農 と 同様 
で あつ て 、 滞納 期限 は 田 駄 よ り 1 ヶ月 長 く 、 期限 後 の 虚 置 も 叉 田 駄 と 同様 で ある が 、 買 際 納 入 は 一 般 に 
田 弁 と 同時 に 行 は れ て ゐる 。 
但し 麗 掲 は 其 の 年 度 内 に 納 人 され た も の は 、 其 の 年 度 の 政 入 と され て ゐる 。 
基 の 他 宮 促 方 法 も べ て 田 弁 と 同様 で ある 。 
康徳 2 年 度 課 税 第 除 地 及 現 税 額 


面 積 発 税 額 
lc 366.34 53.49 
中 。 則 。 地 14,048.76 1,966.83 
則 地 7,633.98 1.022.95 
減 則 地 5,310.12 355.78 
計 27,359.20 3.399.05 
語 。 指 W 


税率 以外 に は 納入 方 法 及 納 入場 所 時 期 等 弧 べ て 季 殻 税 と 同様 、 癌 毅 税 納入 の 際 同 時 に 納入 する の が 普通 で 
ある 。 
附 記 落城 に 凡 ける 特産 宮 買 の 際 の 農民 及 灯 簡 の 諸 負 失 開 係 
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犬 同 2 年 9 月 より 康徳 8 年 8 月 迄 の 遂 可 


自 大 固 人 年 月 56 日 松雪 税 は 農民 負 拓 


斗 夫 ( 計 量 人 夫 賃 ) 毎 石 営 り (次 石 ) 0.03 賠 
抗 倒 ( 揚 多 人 夫 賃 ) ヶ 0.06 / 
痕 岳 (種類 別 な し ) 2 0.06 / 
特産 管理 虎 / 0.01 / 

計 0.16 / 


右 0.16 固 は 特産 管理 席 を 経て 克 買 の も の に 限り 、 農民 及 根 楼 が 折 企 錦 描 する の で ある 。 


自 康徳 2 年 12 月 21 日 
至 』/ 3 年 7 月 31 日 


斗 夫 (計量 人 夫 賃 ) 毎 石 営 り ( 石 ) 0.05 周 
抗 倒 ( 揚 多 人 夫 賃 ) / 0.05 / 
特産 管理 虚 喜 / 0.02 / 

計 0.12 / 


右 0.12 園 は 全部 粗 村 の 負 扶 と し 、 灯 殻 税 及 根 損 は 全部 民 の 負 搭 と 改め られ た 。 
康徳 3 年 8 月 以降 は 斗 夫 0.02 周 抗 倒 0.03 園 管理 虚 宮 0.008 回 に 改め られ 、 負 搭 開 係 は 7 月 迄 は 北 化 が な い 。 


三 居 剛 提 
税率 (別表 参照 ) 
本 税 は 居 宰 の 都度 課税 微 政 せら れる の が 原則 で ある が 、 健 速 の 地 に あつ て 居 宰 寛 買 を 業 と する も の に 詩 し 
て は 、 珠 め 等 級 を 定め て 納税 額 を 決定 し お き 、 或 る 時 期 に 局員 を 派 し 微 各 させ る の で ある 。 一 般 崇 家 の 自 


家用 と し て 屋 宗 する も の は 、 之 を 客 猪 と 稲 し て 課税 微 政 する が 、 此 の 場合 は 工 民 が 微 収 虚 に 持参 し て 納入 
する も る の で ある 、 と の 股 税 行 僚 が 殴 見 され た 場合 は 倍額 の 六 款 を 課せ られ る 。 


車 大 提 
特に 農 用 大 車 に の み 付き 調査 す 。 
1. 税率 (別表 参照 ) 
2. 納入 時 期 及 方 法 
- 毎 年 9 月 を 納期 と し 、 各 駐 臣 徴 民 に 村長 が 管内 の 紹 付 額 を 集め て 取 旨 て 納付 する 。 
納入 訴 況 は 良好 で あつ て 、 課税 納入 牽 が 96% 以上 に 上 つて ゐる (2 年度) 


昌 戸 提 


税 謗 (別表 参照 ) 
惑 は 各戸 を 等 級 に 工 分 し 、 之 れ に 依 つ て 2 回 に 分 徴 さ れ 、 納入 は 各 展 駐 下 後 政 鹿 に 持参 納付 し て ゐる 、 本 


税 は 2 年 度 限り 魔 止 され た 。 


 ! 普 芋 骨 召 書 | 書 


| 必 選 


混 


避 普 | 剖 


| 剖 


六 務 人 党 費 


1. 除 農 務 飼 受 
會 吉 の 用 途 は 會 長 以下 職員 の 俸給 に 最も 多く 使用 され 、 其 の 他 事 業 旨 と し て 春秋 の 植樹 費用 800 彫 杖 蜂 
ic 1.000 則 程 度 使用 きれ る も の を 詩 と し て ゐる 。 
剣 電 納 入 者 は 忠 内 耕 作者 全部 で あつ て 、 自 小作 別 を 問 は すず 1 天地 営 り 8 銭 を 以 つ て 割 営 標準 と し で お る 。 
會 電 後 政 の 方 法 及 時 期 は 村 電 の 中 に 含ん で 行 は れ 、 従 つて 村 冥 と 同時 に 徴 政 され 、 春秋 2 同 各 村長 は 典 
定 長 に 持参 納入 する の で ある 。 

葉 農 合 
本 合 は 名 目 は 農 信 護 で ある が 、 殆 ん ど 農 業 方 面 に 使用 され る 事 な く 、 取 公 署 及 村 公 所 と の 連絡 識 開 と 
し て 居 在 し て ゐる 様 な 買 汰 で 、 従 つて 其 の 方 面 に 使 用 せら れ 、 2 年 度 は 調査 市 の 第 7 屋 で は 耕作 者 ( 自 
小作 別 な し ) ょ り 1 天地 営 り 30 鐵 を 村 宮 中 に 含め て 村 旨 と し て 敏 下さ れ た の で ある が 、 本 會 電 の 如き 
は 徒 ら に 農民 の 負 捨 を 過重 に し 、 村 に 卑 委 す る 虚 が 少な いと 言 ふ 理由 を 以 つ て 康徳 2 年 度 限 り 誠 會 
を 廉 止 さ れ 、 従 つて 本 會 坦 の 負 扶 も また 滑 減 し た 。 


トウ 


閉 倉 発 
4 割 営 額 決定 の 標準 及 納入 者 


後 必 は 土地 所 有 者 か ら は 1 癌 営 り 帝 子 8 合 (新制 ) と 定め られ 、 基 の 他 の も ゃ の か ら は 財務 局 で 定め た 等 級 
に 依 つ て 装 倉 戸 別 損 と し て 現金 微 下 を 行 つ て ゐる 、 納 入 者 は 農家 、 商 家 基 の 他 皮 内 の 全戸 が 納入 の 義務 
を 有する も の で ある 。 
然し 村内 で 納入 能 力 の な い も ゃ の が あ つた 時 は 、 村 長 より 落 長 に 鞍 除 方 を 申請 し 、 革 除 せ られ る も の で 


ある 。 


鐵 領 朋 義 倉 戸 別 徴 必 計算 表 


























規定 等 散 標 準 換算 土地 | 換算 土 和 換算 | 換 箕 
和仁 別 一 ーーーーーーーーーーー| 毎 束 微 穀 | 合計 徴 殻 敷 考 
年 下 入 額 | 巡 進 | 地 粗 草 。 偵 | 徴収 額 
200 彫 を 以 品 年 員 る 石 換算 還 債 皿 
ae っ ] ー 中 年 1 石 を 以 て 団 
1 等 ] 10.000 彫 以上 者 5 半 6 天 500) 徐 8 た 4.000| は 其 都 度 20.00 8 回 と す 
2 人 | 2000 彫 以上 者 / 350| / 2.800 14.00 
3 祭 | 5000 賠 以上 者 / 250 / 2.000 10.00 
4 辱 | 4000 彫 以上 者 / 200 / 1.600 8.00 
5 答 | 3500 岡 以上 者 (4 175 / 1.400 7.00 
6 等 | 3000 賠 以上 者 / 150 / 1.200 6.00 
7 父 | 2500 剛 以上 者 / 125 / 1.000 5.00 
8 人 | 2000 岡 以上 莉 / 100 / 800 4.00 
2 壮 | 1500 剛 以上 者 / 75 / 600 3.00 
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規定 並 毅 標 館 
| 年 政 入 額 





1.000 剛 
800 較 
600 剛 
400 剛 





200 賠 
80 岡 


























説明 1. 金額 を 束 表 に 換 筑 する に は 公正 を 坦 す る 鍋 、 等 級 及 規 定 等 級 和 標準 は 綿 べ て 科 指 局 門 戸 指 人 等級 に 作り 決 定 す 
2. 痢 等 門戸 ょ リ 徴 履 す べき 衝 類 は 表 子 を 以 て 標準 と し 、 其 償 格 は 芝 償 の 洒落 の 開 係 上 際 叶 決定 す 


喜 失 際 義信 商家 ( 皮 城 及 郷 村 を 含む ) 徴 必 客 



















































懸 球 商 腕 四 部 商 六 
規定 等 坊 標 進 | 毎月 徴 政 | 義 倉 徴 政 額 | 規定 等 赦 標 準 | 毎 季 徴 収 | 義 倉 徴収 額 
| 和伸 業 税 に 商 所 額 | (年 徴収 額 )| 艇 本 役 に 依り 計算 | 商 指 額 IC 征 微 下 額 6 
四 還 四 | 8.001 財 起 至 因 
] 人 き に ー| 600 較 以上 22.00 22.00 
2 祭 27.00 20.00 20.00| 6.000 岡 至 8000 賠 17.00 17.00 
3 休 16.00| 14.00 14.00| 4001 彫 至 6000 賠 14.00 14.00 
4 祭 12.00 10.00 10.00| 2001 則 到 000 賠 11.00 11.00| 
5 多 8.00 8.50 8.50| 1001 周 至 2.0CO 周 9.00 9.00 
6 祭 6.00 7.50 7.50| 701 賠 至 LOO0 賠 6.50 6.50 
2 4.00 6.50 es5c| 401 則 至 700 周 4.50 4.50 
8 等 3.50 5.50 5.50| 25 岡 至 400 周 3.00 3.00 
本 皮 全 頻 は 8 硫 に 
9 等 2.5C 4.50 4.50| 特 < 50.00 50.00| し て 忠 城 内 座 泉 人 
[ を 以 て 特等 と す 
に 2.00 3.50 3.50 当 ーー 
人 2.80 を | 当 
< 2.20 | 時 
人 1.60 
人 0.50 1.30 1.3C | 喧 
仁 1.00 




















配 城内 の 商 提 は 商家 の 種類 に 依り 人 等級 を 決定 、 毎 月 徴 下 し 卿 村 商 家 は 毎年 2 期 に 分 ち 徴 政 し 、 月 額 及 び 季 額 は 


年 徴 を 以 て 計 筑 す 
八 上 役 


稚 備 道路 修理 の 角 、 呆 公 堆 よ り 各 村 に 封 し 、 一 定 の 居間 を 村長 に 責任 を 以 つ て 搭 営 さ せ 、 村 長 は 管内 芝 民 に 
割 営 て を 行 ひ 修理 監 替 す る も の で 、 各 村 に 偽り 農民 の 眺 役 に 多少 の 相 達 が ある 、 乏 を 調査 市 夏 家 楼 村 に 
見 れ ば 人 力 駄 役 の 外 大 車 、 役 電 等 は その 所 有 者 が 各 そ 駆 斉 に 應 し て 出 役 し 、 人 1 日 の 服役 に 茎 し 5 日 の 版 役 


導 選 普 | 測 凛 淫 
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に 見 積 られ 、 大 航 耕 作 地 1 天地 営 り 約 5 日 の 割合 で 虹 役 が あつ た と 稽 し て ゐる 。 在 作者 は 駄 役 の 義務 は 


な い 。 






第 却 委 村 費 基 の 他 
| 付 電 


康徳 2 年 度 迄 村 宮 は 各 村 そ 長 が 、 自 治 的 に 村 宮 の 割 営 を 決定 し 、 後 履 を 行 つ て 居 つ た の で ある 。 従 つて 村 
究 の 割 営 後 履 額 は 、 各 村 各 々 其 の 額 に 非常 な 開き が あり 、 自 然 其 の 用 途 内 容 が 詳らか で な い 。 本 芯 各 村 の 
村 旨 も 同様 の 状態 に あつ た 。 

村 宮 中 に は 保 甲 自衛 國 紳 及 工 務 剣 縮 を 含み 、 調査 市 夏 家 楼 村 に 於 ける 2 年 度 後 履 割 営 は 自 小作 の 別 な く 耕 
作 面積 1 天地 営 り 570 周 を 後 政 され 、 全 村 敏 履 額 は 9.516 園 で あり 、 此 の 中 に 前 年 度 の 繰越 し 偵 務 償 還 
金 の 割 営 を 約 1 天地 営 り 1.00 園 を 含む で ゐる が 、 買 に 高 率 な 負 挫 で あり 英 民 自 身 田 駄 及 敵 損 の 後 税額 に 
は 重 感 を 感じ し な た い が 、 村 電 の 負 搭 は 過重 で ある と 逃 べ て 居る も の も あつ た 。 

之 を 事 壮 前 と 比較 すれ ば 事 導 前 の 約 3.00 彫 に 比 し 次 の 通り で ある 。 


大 同 1 年 11.00 周 
/ 2 年 7.00/ 
康徳 1 年 8.50/ 但し 1 年 度 は 赤 宇 に な つた の で 2 年 度 に 負 代 と し て 繰越 し た 。 
/ 92 年 5.70 / 

丈 に 2 年 村 費 の 主 な る 用 途 別 内 容 を 見 れ ば 、 
ィ 、 村 公 所 員 新 水 約 1200 周 
gy/ 事務 費 不 明 
ハハ * ク = 難 。 宴 不明 
=v 末 待 - 費 約 1200 周 
ホ 、 族 宴 不明 
< く 修 。 閉 典 不明 
ト 、 上 喘 居 農 會 電 ( 雑 費 を 含む ) ヶ 7 
チ 、 唐 育 但 約 も 000 賠 
り 、 保 甲 自 和 園 容 不明 


上 萌 中 提 待 細 約 1.200 財 は 、 宜 公 更 軍 玲 の 招待 旨 と し て 使用 され 、 竣 額 の 偶 に 1296 以上 の 多額 に 上 つて 
の る 。 
後 牧 時期 は 3 月 、10 月 、 1 月 の 3 同 に 分 徴 さ て た の で ある 。 
後 履 制 営 額 の 決定 は 委員 會 に 依り 出席 委員 は 次 の 通り で ある 。 
村 長 1 人 
表 村 表 3 人 
村 よ り 旦 肌 者 。 2 人 


市 の 大 地主 及 代表 者 20 人 


以上 が 割 営 決 定 の 師 、 村長 の 相談 に 奥 り 決定 され る 。 

芝 は 夏 守 概 村 に 於 て 行 つ て 居 た も の で あつ て 、 康徳 2 年 度 全 避 村 宮 後 収 額 は 約 800,000 周 に 上 り 、 江 民 の 
負 拉 英 大 な も の が あつ た の で 、3 年度 か ら は 村 宴 を 全部 史 公 署 で 管理 する 様 に 改め られ た 。 

3 年度 村 費 の 後 小 及 支 出 方 法 


康徳 8 年度 より 従 村 電 の 処 七 八 槽 な る 軟 情 に 鑑み 、 一 方 村 政 善導 の 見 地 よ り 交 公 署 内 に 村 軍 管 理 虎 を 
設置 し 、 全 隙 各 村々 電 の 決定 割 営 及 そ の 管理 を な し 、 合理 的 に 之 が 活用 を 行 ひ 、 江 民 の 村 宮 負 搭 の 理 減 
と 村 政 の 明 期 化 を 目的 と し て 努力 し て ゐる 。 

と の 管理 虎 費 は 全 衣 各 村 * 細 の 中 より 支出 し 、 備 員 5 名 を 置き 他 に 前 年 迄 各 居 の 寿 交 公 長 の 職 に あつ た 
者 を 村 政 指導 員 と し て 全 取 8 屋 に 各 1 名 づい 派遣 し 、 別に 問 公 署 より 村 公 所 へ の 信 達 上 8 名 を 置い て ゐ 
る 。 


割 営 及 敏 必 方 法 


村 喜 の 割 営 は 駒 算 に 佐 り 年 3 回 に 分 徴 さ れる 、 之 は 村 公 所 より 提出 の 牧 算 を 管理 虚 で 中 公署 内 各 機 闘 と 
審議 検討 の - 上 決定 割 営 さ れる も の で 、3 年 度 は 各 村 に 多少 の 相 遅 は ある が 、 大 航 下 均 耕作 者 より 1 天地 
営 り 50 回 程度 な らん と 言 は れん て ゐる 。 3 年度 は 最初 の 試み で ある 入 、 壮 分 高 率 で は ある が 、 翌年 度 
より は 相 営 の 減額 に な る だ ら ふ と 見 て 居る 様 で ある 。 

商家 其他 の 不 耕作 者 より は 、 其 の 地方 有力 者 と 相談 の . 上 、 適 営 に 等 級 を 定め 課税 後 履 し て ゐる 。 何 前 
年 と 同じ く 村 電 中 に は 、 江 務 全容 太保 甲 自 衛 園 工 を 含み 、 後 履 は 前 記 村 政 指導 員 に 専ら 後 相 の 任 を 負 は 
きせ 、 一 方 村 政 の 指導 に 営 ら せ て ゐる の で ある 。 即ち 敏 必 方 法 と し て は 、 村 公 所 へ 洪 民 に 持参 納入 させ 
て の ゐる 。 

新 し て 徴 政 され た 村 宴 は 、 門 公 叶 内 管理 庶 に 持参 し 、 全 忠 村 冥 が 保管 され る の で ある 。 


支出 及 交 付 方 法 


各 村長 は 基 の 必要 に 應 じ て 入 用 費用 を 明細 に 記載 し 、 之 を 管理 記 に 提出 、 管 理 農 で 竿 楼 の 上 共 の 可否 を 
決定 する も の で 、 自然 不 必要 と 認め られ た 場合 は 支出 され 得 な い 。 従 つて 村 公 所 具 の 藻 水 始め 他 の 支出 
も 月 末 に 明細 を 提出 し 、 到 月 中 旬 に 給 奥 支出 され る も の で ある か ら 、 急 に 現 銀 支出 を 必要 と する 様 な 場 
合 は 、 村長 が 一 呂 と れ を 立 彗 へ て ゐる と と も ある と 言 ふ 。 即ち 村 旨 は 全部 管理 基 の 許可 な くし て は 使用 
し 得 た い の で ある 。 

叱 内 を 通じ て 村 仁 の 最も 多い の は 13.300 園 少 たい の は 2500 男 で 、 全 村 費 の 中 程 度 は 教育 宮 に 、 


は 公 所 実 に 、 他 の 残り は 其 の 他 に 充 営 され て お る 。 


本 藤本 年 度 全 村 究 額 は 約 600,000 園 で 、 此 の 中 管理 虎吉 は 24.000 彫 で 、 こ れ を 全 虹 耕 作 面積 に 割 営 て る と 
1 天地 営 約 3 銭 位 と 言 は し て ゐる 。 

以上 は 3 年 度 村 究 の 徴収 及 割 営 支出 開 係 の 概略 で ある が 、 最 初 の 事 で ある 角 半 多 不備 の 國 も あり 、 途 年 と 
れ が 牙 正 を た し 汰 次 合理 的 に を ん と し て ゐる 。 


『 
還 1 


- 


計 


保 甲 費 及 び 自 衛 園 費 
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114 

右 喜 用 は 個別 的 に 後 政 され ず 村 宮 中 に 含ま れ 徴 政 し 、 大 部 分 自衛 園 員 の 食料 電 及 被服 給 に 用 ひ られ 、 調査 
市 の 主 村 夏 家 楼 村 で は 、 自 衛 園 吉 と し て 自 小作 の 別 な く 、 全 耕作 者 ょ り 1 天 地 営 り 22 氏 を 村 容 中 に 含ん 
で 後 下 し て ゐる 。 


三 独 青 完 


陰暦 6 月 より 8 月 迄 の 看 青 的 に 支 失 ふ る の で あつ て 、 長 家 楼 全 村 10 人 の 看 青 的 の 報酬 を 全 村 耕 作 考 が 負 玉 
する も の で 、1 天地 営 り 現物 高菜 8 井 ( 稚 石 ) を 負 拉 す る 、 後 履 は 10 人 の 看 青 的 が 各戸 を 巡 麺 し て 後 政 し 
一 旦 村 公 所 に 持参 し 、 之 を 10 分 する の で ある 。 

納入 は 11 月 


四 飯 困 
2 年 度 所 は 路 頑 察 除 及 官公 東 の 宿泊 する 場合 は 、 基 の 放 補 を 支 失 ふ が 、 不 足 の 場合 其 の 家用 は 村長 まり 市 
の 各戸 に 割 営 さ れ た も の が 普通 で あつ た が 、3 年 度 よ り 避 公署 は 飯 票 を 欧 行 し 、 軍 琴 及 足 公 署員 が 現地 に 


赴き 宿泊 し た 場合 は 、 其 の 飯 票 を 村長 に 渡し 後日 村長 之 を 頻 公 署 に 持参 し 、 其 の 旨 用 は 隊 公 署 で 支出 する 
方 法 で ある 。 休 此 の 飯 票 は 馬 1 頭 は 人 1 人 同様 に 取扱 は れ て ゐる 。 


第 バ 節 帝 息 
ーー 科 の 0 洲 2 発 


本 避 内 を 流れ る 億 河 の 池 溢 、 降水 等 に 依る 被害 は 、 年 に 依り 碁 大 な る 事 も あり 、 毎 年 多少 の 相違 は ある が 、 
被害 地層 に 百 し て は 減 第 税 さ きれ て ゐる 。 歴 更 的 に 其 の 減 鞍 税 の 青 字 を 得る 事 は 出来 得 な い 。 


ニニ 租税 銀 納 と 小作 料 銀 納 と の 職 係 


清朝 時 代 に は 租税 の 物 納 を 見 られ た が 、 民 國 年 代 に 至り な く な つた 。 物 納 さ れ た 時 代 は 其 の 王 地 は 族 地 で 
あつ て 、 此 の 内 銀 地 と 稽 す る も の は 銀 綱 の 土地 で あり 、 米 地 と 稲 す る も の は 物 納 の 土地 で あつ た 。 

民 國 時 代 に 至り 物 納 が 雇 正 され た の は 前 記 の 通り で ある が 、 そ れ に 従 つ て 米 地 の 租 税 も 銀 綱 に 凌 り 自然 物 
納 小作 料 も また 銀 納 に 途 次 茹 選 し た の で ある 。 今 日 小作 料 銀 納 に 奨 化し た 原因 は また 欧 の 様 な と と も ある 。 
本 中 の 土地 が 肥 浜 な 入 、 小 作 人 の 増加 に 従 つ て 耕地 が 不足 し 、 小 作 人 同志 で 小作 料 を 晶 りあ げ て 銀 納 前 失 
或 は 後 ひ に まで 北 ら せ た の で ある 。 


三 徴 必 機 開 及 び 徴 収 方 法 の 乱 
事 舞 前 に は 納 征 者 は 直接 財務 局 に 納入 し て 居 た も の で ある が 、 事 奨 後 各 司 に 徴収 員 を 派遣 太 在 させ て 徴 履 
従事 さ し め て ゐる 。 
3 年度 より は 納税 者 に 便宜 を 計る 劉 、 各 村長 に 管内 徴収 の 資 任 を 負 拉 さ せ 、 何 各 工 に 徴収 庶 を 設け 、 派 遣 
員 を 助け て 税 票 の 調査 と 共に 懲 筑 の 抄 促 を 行 は せ て 居る 。 
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戸口 及 作付 面積 表 鐘 六 朝鮮 人 民 合 調 胡 明 和 11 年 3 月末 現在 ) 
旋 大 別 村 別 | 耕地 面 積 | 戸 

角 許 | 附属 地 6 
/ 居 留 地 ー 
の 城 肉 ー 
| 仁和 嶺 双 第 大 | 基 山 屯 130.0 
| 4 地 運 所 369.8 
| 4 河 北 7.0 
| / 山 可 低 73.5 
| の 斑 頂 人 100.5 
/ 思 家 子 720 
| / 黄 拘 子 45.0 
の 大 盤 内 101.0 
| 仁 近 第 |。 天 0: チ 500 
| 吉 安 低 78.0 
| 7 催 障 人 76.0 
| の 飼 盤 164.0 
| / 党 市 61.0 
2 肥 完 山 86.0 
【 / 吟 人 沙 100.0 
| 倫 海 委 66.0 
| を 甘 茶 内 28.5 
| 6 品 邦 河 91.7 
| の 白 旗 人 50.0 
| / 取 家 ミ = 70.0 
1 豆 豪 = 125.0 
馬 蜂 洪 440.0 
// 新 市 10.0 
/ 老 官 喪 8.0 
% 沙 地 子 295.7 
/ 葉 家 市 179.9 
/ 吉 人 子 250.0| 
ク 新 に 伴 90.7| 
の 用 長 潜 178.5 
/ 征 6 硬 | 車 BE 細 庫 に = 27.0 
2 丁 内 河 45.0 
| / 第 。 7 硬 | 全 千 子 S5.0 
/ 第 8 看 | 奈 家 現 550 






































克 別 村 別 | 耕 地面 積 
< 人 に 5 区 天地 
決 庫 上 第 5 下 | 大 直 邦 低 子 720 





80.0| 
80.0 
65.7 
102.0 










6439.5 











ー 職業 肥 生 活 の 状況 


吉 久 朝 鮮 人 民 信 管 内 の 朝鮮 人 の 職業 は 、 爽 表 に 示す 如く 其 の 大 部 分 が 舟 作 を 主 と す る 菅 迷 者 で 、 中 に も 小 
作 農 が 最も 多 敷 を 占め て 居る 。 居留 地 及び 域内 に 居住 する 各種 商業 者 及び 日 稼 芝 働 者 が 之 に 画 ぎ 、 何れ も 
肥 年 増加 し つ ヽ ある 。 面 し て 管内 絶 戸 敷 の 約 90 % を 占め る 農業 者 は 、 款 れる 朝鮮 に 於 ける 概 貧 者 の 移住 
し た も の で 、 共 の 大 部 分 が 移住 営 初 より 借財 生活 に 出 閑 し て 、 年 + 之 を 繰越 し 壮 ふ じ て 生 活 を 続け て 居る 
細 細 民 な る 含 、 市 街 地 居 佳 の 一 部 商工 業 禄 易 業 者 を 除く の 外 は 概して 多 捨 の ある 者 は 少 い 。 

昭和 11 年 度 に 人 民 合 が 、 共 の 管内 諾 耕 者 に 付 調査 し た 虚 に 偽 れ ば 、 彼 等 全員 を 通じ て 多き も の は 、180 財 
少 き も の は 120 回 乃 玉 130 回 下 均 160 回 の 借 全 を 有 し 、1 戸 5 人 家族 小作農 1 個 年 の 生活 起 は 普通 188 加 
内 外 を 要する が 、 農 業 生 活 に 依る 1 個 年 の 政 入 は 、4 天地 C1 天地 6 反 歩 ) 小 作 し て 折 生 の 20 石 用 至 25 石 、 
梓 1 石 を 10 男 と 見 て 200 団 乃 玉 250 園 に 過ぎ ず 、 之 に 各種 の 公課 及び 共 他 の 負 搭 金 を 捧 除 すれ ば 生計 上 極 
め あて 第 状 に ある も る の が 多い 。 

















職業 別 調査 表  C 昭 和 i 年 度 3 月 3 日 現在 調 ) 
| 人 人 品 
業 別 | 戸 敷 ] 摘 要 
] | 細 | 女 机 
戸 人 人 人 
鐵 准 | 虹 業 1.206 3.327 2.712| 6,039 
/ 商 業 11 29 30 59 
4 症 米 業 6 10 23 33 
し / 官 公 更 6 13 9 2 ク 
ク 3 師 | 3 5 8| 13 
/ 数 員 13 35 30 65 
(/』 銀 行 員 1 1 4| 5| 
/ 合 定 員 7 11 9 20 
(4 族 人 宿 2 6 Si 9 
/ 飲 食 店 3 4 5 9 
1 理 要 業 1 2 2 4 
/ 有 理 店 4 4 22 26 
/ 日 稼 60 78 20 148 
ケ 基 他 22| 102| 30 132 
計 1335 36 の 2.957 6.584 
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蝶 別 











ニ 葵 業 の 睦 況 




















< 災 地 猿 の な い 限 り 不作 の 戻 は な い が 、 本年度 は 播種 期 に 於 て 早 虚 の 矢 水 量 不足 に 依り 耕地 面積 の 約 を " 
早田 覆 き と し た 虎 、6 月 上 旬 項 より 敷 同 に 盛り 多量 の 降雨 を 見 、 同 月 下旬 に 至 つ て 時 田地 全部 が 水田 化し 、 
共 の 成育 汰 況 も 占 る 良好 で あつ た が 、7 月 下旬 の 豪雨 の 母 流失 、 埋 淡 、 侵 水 等 の 水害 が あり 、 贅 想 履 生還 
り 約 2 割 内 外 の 減 政 を 見 る に 至 つ た 。 


























作付 面積 及 履 獲 状 況 表 

名 | 開 呈 記 | 130 1.560| 1 天地 は 6 反 歩 、1 石 は 230 打 ょ す 
の 地 運 所 | 293| 3,516 

/ | 河 | 際 | 48| 480 

/ | 高 カカ 責 』 @ 60 

/ | 本 167 2004 

/ | 在 _ 項 委 | 130| 1,560 

/ 三 還 還 未 生 : 22 957 

/ | 費 名 損 子 | 40 600 

/ | 大 杉 帝 | 48 500 

/ 国生 | 50| 400 

W | 控 突 筆 15 150| 

の | 催 陳 侯 | 68 g12 

( | 個 盤 | 75 750 

/ | 徐 :。。 舘 40 150| 水害 に 依り 減 下 
9 | 鶏 窟 山 67| 42C| 7 

/ | 喰 恒 有 則 100| 7 
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別 | 部 藻 別 | 作付 面積 | 政 稼 高 摘 
付 海 委 | 250| 7 
半 茶 : 。 周 39 200| / 
兄 邦 河 65 150| / 
自 旗 人 具 50 350| / 
独 。 奈 子 20| 150| 7 
ーー : 陣 議 に g 27 270| 
二 ま 潤 ES トコ 102 1350| 
司 蜂 港 . 4 計 
新 屯 rg 100| 
3 いて 党 y ご う 8 80 
沙 形 子 775| 10.088| 
共 宗 屯 | 178 2.136 
癌 邊 低 子 250| 3.000 
申 語 用 示 35」 350 
ii 垂 。 | edl 600 
腰 長 港 | 178 1424 
供 和樹 子 | 37 440| 
泉 限 漠 3G| 200| 
寺 赤 。、 直 の 550| 
庫 | 大 訂 邦 人 子 | 。 52 530| 
犬 反 家 子 58 228 
至 | 公 訂 座 | 46 iM 
| 9950 1.872」 
水害 状況 調査 表 
列 | 部 落 列 | 作付 本 積 | 被害 西 積 摘 
摘 | 墓 名 列 5 
催 陳 人 委 68| 2J| 
失 安 人 委 15 15| 
2 清き と 50 50 
地 運 所 223 30| 
妥 乱 由 67 2 
吟 礁 人 肛 91 91 
人 筐 海 秦 54 22 
移 邦 河 65 65 
営 舗 市 40 22 
腹 長 蒲 178 25| 
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当 | 


導 握 


I 


に 


































三 小作 の 状況 
従来 東亜 勤 業 株 式 剣士 の 経 辻 に 係る 鐵 凡 農 村 は 、 咽 和 9 年 ま 月 より 自作 農 制 度 創 定 を られ 、 滞 次 生活 秋 定 計 
の 域 に 至り つい ある が 、 其 の 他 の 小作 人 は 主 と し て 満 人 地主 の 廿 地 を 小作 する も の 多く 、 小 作料 は 生産 高 
の 折 邊 を 普通 と し 、 其 も より 村 公 費 、 出 産 向 其 の 他 の 雑 和 角 及 び 借 入金 の 利子 を 支出 する と と と な る ろ 劉 、 殴 者 
際 の 履 入 は 4 割 内 外 に 過ぎ な い 。 


第 二 節 七里 市 都 落 


ー 位 置 
科 枯 れ と は 言 へ 今 何 其 の 景勝 を 誇る あか の 様 に 見 える 衝 首 山 の 可 と を まわ つて 、 東側 公 署 か ら 馬 車 で 約 40 1 
分 中 城 と 反 肝 側 苑 首 山 の 東南 茜 柴 河 の に 、 七 里 忘 と 言 ふ 2? 満 人 農家 の 他 18 戸 か ら な る 鮮 人 集 園部 


落 が ある 。 


三 。 米 佳 理由 


克 下 長 (市 長 ) 李 奨 称 氏 和 で 同氏 より 杏 取 調査 を 行 つ た 。 
同氏 は 朝鮮 で 2 天地 倍 の 小作 を し て 居 た が 、 耕 地 狭 き 乱 27 年 以前 に 渡 滴 し 、 開 原 中 に 於 て 12 天地 の 水 
田 を 耕作 し て 居 た が 、 睡 害 多き 乱 安 人 本 な 土地 を 求め て 16 年 前 か ら 本 忘 に 来 住 し た の で ある 。 


三 開 田 
現在 6 天地 を 小作 し て 居る が 、 最初 土地 を 借入れ て 畑 を 水田 に 胡 換 する に 、1 天地 に つき 的 園 佐 の 経 旨 | 
(内 現金 支出 35.50 園 ) を 要 し た と 言 ふ 。 そ し て 其 の 唱 用 は 主 に 水 踏 、 堤 防 等 を 簿 造 し た 旨 用 で ある が 
毎年 水路 修繕 吉 と し て 1 天地 に つき 35 賠 位 の 経 吉 を 要する 。 

耕作 面積 


営 部 落 の 水田 全面 積 は 110 天地 で 、 耕作 面積 は 最大 11 天地 、 最小 3 天地 、 普 通 6 天地 と な つて 居る 。 
普通 に 生活 し 得る 程度 と 言 へ ば 6 天地 の 埋 作 が 必要 と され 、 そ れ も ゃ 毅 物 政 入 丈 で は 少し 不足 する が 、 位 、 
旨 等 を 副業 と し て 作 つ て 走る か ら 洒 く 聞 に 合 ふ 程度 で ある 。 3 


一 小作 開 係 


小作 接 約 は 全部 物 納 分 盆 折 企 で 、 双 公 習 、 民 視 で 作製 し た 一 定 の 契約 書 を 使用 し て 居る 。 期限 は 3 年 と 規 
定 さ れ て 居り 、 地主 は 皆 小 城 、 附 近 部 落 の 清 人 で ある 。 小作 地 を 返還 する と き は 原 汰 に する 必要 も な い が 、 
水田 に 毅 換 する に 要 し た 費用 を 地主 か ら 貰 ふと 言 ふ 様 な とこ と も な い 。 


六 耕種 方 法 及 農 耕 南 金 


油 耕 資金 は 1 天地 営 30 較 、 江 務 根 を 通じ て 金融 會 か ら 礎 月 ( 新 ) 項 、 日 歩 15 屋 で 借入 れ 秋 改 策 後 
(11 月 ) 返 済 し て 居る 。 

1 天地 に 半 する 肥料 は 硫 安 3ー ま 吹 を 施用 し 、 他 は 何 も 使用 し て 居 な い 。 ( 硫 安 1 吹 3.50 彫 ) 他 に 土 葉 
1500 丘 黄 豆 40O 丘 位 併用 し て 居る 者 も ある 。 

画 種 は 京 租 が 多く 、 直 描 式 で ま 月 20 日 頃 擬 械 等 を 使用 せな すず 、 地 面 に 線 を 引い て 手 で 据 い て 行く 丈 で ある 。 
除草 は 年 <-3 回 で 第 1 回 5 月 20 日 頃 、 第 2 同 、 第 3 同 は 6 月 末 ま で に 適 営 に 行 ふ 。 

秋 の 履 和 は 人 9 月 1 日 か ら 開 始 され 降雪 まで 続く 。 耕作 は 役 畜 無き 包 、 全 部 滴 人 か ら 昼 生 具 を し て 、 除 草 

期 に 鮭 人 に は 60 銭 、 滴 人 に は 40 銭 位 奥 へ て 日 工 を 屋 ふ 。 硫 安 は 土 葉 等 を 併用 する 場合 は 、 除 草 の 時 全部 
施用 する 、 病 虫害 等 は な い 。 


廿 必 支 及び 生活 状態 


履 量 は 1 天地 営 舟 15-16 石 か ら 20 石 位 ま で と れる 。 (前 住地 開 原 は 1 天地 営 12 石 位 ) 准 石 に 依る 。 
販 喜 する 場合 は 全部 直 で 実 買 し 、 多 く 城 内 の 日 鮮 精 米 所 に 起 却 し て 居る 。 で 販 実 する 方 が 買手 も 多く 、 
且 朝 鮮 以 来 の 習慣 で も ある と 言 ふ 。 

同氏 の 生活 状況 は 炊 の 通り で ある 。 

S 間 房 子 を 1 年 30 彫 の 家賃 で 借り 、 全 家族 8 人 、 年 工 鮮 人 1 人 (1 年 80 園 ) で 、 其 の 中 、 働 き 得 る 者 が 3 
人 で ある 。 

6 天地 を 耕作 し て 1 天地 営 20 石 の 必 答 を 塁 け 、 乏 を 1 石 15 彫 で 宮 却 他 に 旨 を 製造 し て 冬 の 間 1 日 15 一 
17 束 倍 (機械 ) を 作る 。 こ れ を 実 つて 得 た 代金 は 衣服 吉 に 充 営 する 。 

除草 期 に は 60 人 位 の 日 工 を 届 ひ 、 他 は 特に 共 働 者 を 屋 は な く て も ゃ も 充分 で ある 。 

工 は 小栗 100 東 で 15 一 6 銭 位 か ら 25 銭 位 で 1 天地 か ら 1.500 丘 位 と れる が 、 綿 等 に 製品 と し て 喜 る 方 が 
有利 で ある 。 


多 期 間 の 燃料 は 、 主 と し て 税 帝 を 精米 所 か ら 1 廊 袋 10 銭 乃 至 15 銭 位 で 購入 し て (1 石 の 楓 で 御 殻 が 2 


麻 袋 と れる )、 1 年 間 20 彫 位 使用 し て 居る 。 

康徳 2 年 度 は 上 記 の 如く 1 ヶ年 の 全 履 入 500 園 を 得 た が 、 全 支出 400 回 位 で 100 園 位 の 利益 を 生じ た 。 
何 水 田 以 外 の 耕作 は な く 、 時 茶 等 は 全部 胡 城 購入 し て 居る 。 従来 は 耕地 も 多く 人 多 容 が あつ た が 、 現在 で 
は 不足 を 来たし て 居る の で 、 苗 家 が 増加 し て ゆく 様 な と ど は な いと 思 は れる 。 


入 地 償 及 び 地 の 取得 湊 態 
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語 翌 


に 2 


導 羽 婁 | 


! 


海 











営 地 の 土地 は 普通 400 彫 か ら 5CO 彫 位 で 買 され て 居る が 、 普 通 清 人 は 水田 に な つた 土地 は 世 等 高 條 で 
も 嘉 却 し な いと 言 は れ て 居る が 、 七 里 市 に 居住 する 鮮 人 で 唯 + 人 2 天地 企 の 水田 を 1.900 彫 で 革 入 し た 者 
が ある 丈 で ある 。 


| 


第 三節 水田 経堂 の 小作 開 係 


as 


本 部 落 は 絶 戸数 18 戸 で 全部 水田 を 経 替 し 、 内 1 戸 は 2.5 天地 の 所 有 地 を 有する 丈 け で 、 他 は 人 者 純 然 た 
る 小 作 階級 で ある 。 地主 は 滞 和 で 敬天 に 住居 し 、 所 語 不 在 地主 で あり 、 雪 特に 土地 を 宛 、 物 納 外 
多野 人 5 : 5) の 小作 形態 で あろ 。 契約 訟 書 は 懇 公 署 で 一 定 の 形式 に 基 い て 契約 書 用 交 を 馬 行 し て 、 最 密 呈 
な 契約 を 締結 させ て 居る 。 
妥 約 期間 は 療 3 ヶ年 で 、8 ヶ年 毎 に 1 回 の 小作 契約 の 更新 を 行 つて ゐる 。 小作 面積 は 最大 1 天地 最小 
3 天地 、 普 通 6 天地 位 で 線 面積 110 天地 で ある 。 
小作 料 納入 時 期 は 毎年 愉 調製 後 で 、 小 作 人 の 股 毅 場 証 抽 場 ) 支 吉 ひで 、 全 部 柚 の 仁 5 : 5 の 分 倫 を し 
て ゐる 。 小作 地 の 附 加 物 は 全然 た く 、 小 作料 の 附 加 物 と し て は 薬 を 折 條 し 、 和 鋭 は 地 全 額 負 挫 の 慣行 で 
ある 。 
小作 人 の 義務 等 は 丈 ん と なく 、 資 金 は 毎年 ま 月 1 日 1 天地 に 付 30 回 延 計 利子 日 歩 L5 銭 で 、 敵 務 相 
を 通じ て 金融 合 か ら 僅 入 し 、 履 和 後 CH1 月 ) に 返済 し て を り 、 農 家 の 錦 債 は 全く な いと 言 は れ て ゐる 。 
清 鮮 民間 耕 了 契 約 半 
立地 重田 耕地 下 約 人 「 地 直交 」 今 経 「 衝 寛 発 」 介 紹 特 「 王 自 安 」 領 名 生 落 + 医 村 地 庶 耕 地 1 自 計 80 剖 
分 斉 人 後 到 條 革 請 願 分 宮 邊 鮮 人 「 地 逝 」 耕種 氷 分 個人 業 符 後 列 條 衣 項 承認 各 無 反 提 除 竣 人 
避 仙 事 侍 備 案外 立 此 久 誠 方 各 執 傍 


ーー 一 へ - 


出 人 主 。 自 究 人 W 
| | Mt 2 が 人 企 有 軌 
| 全 全 | k| 介 皿 人 卿 害 発 
= = 印紙 分 RM ーー 1 負 海 
| 会 寺 還 L 中 保 人 金 。 元 得 人 上 人 
村 長 筑 . 。 。。 到 。 、。 半 ⑩UR 類 上 








計 開 條 芝 
1、 契約 土地 之 長 定 丈 尽 乃 賠 
2、 図 税 糸 損 税 師 地 主 徴 納 
$、 村 公 冥 師 地 主 徴 納 ーーーーーーーーーーーーーーーJ、_ ニー 一" 
ま 、 出 和 年 限 自 康徳 $ 年 3 月 26 日 至 康 徳 6 年 3 月 26 日 目 
5、 出 産物 分 凌 法 地主 得 5 成 地 戸 得 5 成 
6、 和 全 母 刺 無 各 接 5 成 分 鞭 元 ? 角 c 分 共 計 c 元 o 角 c 分 
人 基 2 他 詩 記 征 概 器具 捜 河 引水 工 料 及 河 打 答 子 工夫 無 項 吉 場 上 地 戸 挫 負 於 地主 無 渉 再 如 修 道路 時 
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師 地 主 挫 負 軸 肥 料 各 搭 一 年 肥 料 用 吉 事 限 毎年 3 月 間 交 齋 再 設 如水 利 花 費 師 方 描 負 以上 到 方 認 


可 各 無 異説 特 屯 今 同僚 誇 耐 早 地 毎年 地 和 7 年 稲子 帥 地主 
読 明 1、 本 下 約 有効 期間 不得 過 5 年 
2、 期限 倫 在 1 年 以上 時 鷹 条 営 年 後 毎年 和 金 之 数 目 及 交付 方 法 於 第 7 項 内 斉明 




















1. 鐵 鈴 取 鮮 人 部 落水 田 耕種 概要 表 
除 昔 電 | 大 2 
品種 名 | 描 竹 基 | 挿 穏 法 ーー- 胡 。 簡 | 放 本吉 
| | 第 1 回 | 第 2 回 | 第 3 同 |" 
| 計 直 際 礎 / hl 生 | 
4 月 20 日 | 手 武 | 5 月 20 日 | 6 月 10 日 正章 | 7 月 15 日 宇 隆生 用 | 


































類 | 施 取 量 | 施 取 区 | 病 昌 害 | 竹 類 | 収量 C1 天 地 営 )| 備 考 | 
ーー 1 | ーー 
土 業 1.500 丘 | 秋 収 生後 | 全 《 な し | 粉 量 | 15 石 乃至 20 石 | 茸 豆 粗 施 用 は 
硫 安 3.400 怒 | 第 一 回 除草 期 | / 衣 太 1.500 打 | 例外 で ある 
大 豆 粗 400 打 | 播 竹 同時 | / | 処 舞 歩合 | 6 分 




















第 九 草 通 任 


國 邊 統 一 以前 の 通貨 を 見 れ ば 次 の 如く で ある 。 
現 大 洋 を 基礎 に し て 、 
1. 東 三省 宮 銀 及 奉 票 種類 
100 周 、50 彫 、 10 園 、5 園 、 1 園 、5 角 、2 角 、1 角 
2. 現 大 洋 球 種類 
100 彫 、50 彫 、10 彫 、 5 園 、1 園 、5 角 、2 角 、 1 朋 、1 分 ( 銅 子 見 ) 
3. 筐 業 銀 行 現 大 洋 票 種類 
100 周 、10 周 、5 周 、1 彫 、5 角 、32 角 、1 角 
4 公 済 下 市 銭 跳 奉 小 洋 票 種類 
100 周 、50 園 、 20 彫 、 10 園 、5 周 
区 は 調査 恵 に 於 ける 通貨 の 洛 革 を 見 る と 炊 の 如く で ある 。 
1. 高 銭 光緒 30 年 (1903) 迄 流通 し た 。 
10 成 は 16 個 、 16 個 は 100 筐 、 100 鐵 1 吊 で 有る 。 
2 洒 同 光緒 32 年 1906 年 ) 頃 流通 し た 。 
5 周 紙 舟 、 2 彫 紙 向 、 1 園 紙 乏 、 10 銭 紙 向 、50 鐵 
3. 銀 園 小 洋 で 50 銭 紙 乏 、20 銭 紙 乏 、10 銭 紙 乏 


紅 | 泌 六 


| 営 


記 


= 
1 で! 


回 


導 乱 


! 


洋 
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奉 票 大 洋 10 園 、5 園 、1 周 
6. 國 舟 





建 國 後 滝 湖 中 央 銀行 の 設立 に より 直 に 蒼 貨 の 同 政 に 着手 し 、 中 銀 の 前 身 の 廣 泉 公 の 貸付 銀 の 同 以 も 開始 され 、 
現在 で は 90% 600,000 周 は 國 向 が 通用 芝 ら れ て 居る 。 


漠 県 穫 | 強 番 過 尋 届 1 局 


I 


吉 


建 國 営 時 に 於 


次 紙 乏 至 園 管 末 周 換算 牽 は 丈 の 如く で ある 。 


1. 人 


酒 銅 元 
2. 宮 銀 跳 大 洋 


現 大 洋 


き 9 

生 。 朋 業 銀行 大 洋 昧 
5. 稚 備 庫 巻 
6. 宮 銀 中 吟 大 ? 
/ 
8 


2 


60 周 半 
50 周 ヶ 
1 彫 ヶ 
1 彫 ク 
中 周 。 ク 
可 

| 1 彫 2 


吉林 家 銀 呪 吟 大 洋上 


9. 江 省 


以上 未 べ た 牽 に 依 つ て 同 下 さき 丸 た が 、 
回 必 状 衣 





官 銀 有 中 吟 大 洋 1 園 2 角 封 
10. 吉林 官 銀 名 大 洋 票 


1 回 3 角 





6 
四 種 | 大 同 2 年 
吾 1 月 末日 
官 銀 双 現 大 注 粟 181,000.00 
(4 失 天 洋 票 131,500.00 
2 吟 大洋 記 
公 済 脱 氏 脱 倒 元 票 ョ | 
四 行 半 合 準 備 庫 欠 ー 


| 江 省 官 銀 行 吟 大 洋 票 





條 業 吟 大 洋 各 
吉林 官 銀 朋 大 洋 票 
吉林 官 銀 朋 吟 大 洋 杜 





私 帆 


金 額 70.000 回 


て 臣 公 署 営 局 は 、 
つと て 、 大 同 1 年 # 月 洪 商 貸 款 的 な 私 帖 を 区 行 し た 。 之 は 中 央 銀行 の 設立 前 と て 止む 得 た い 事 で あつ た 。 


國 向 1 回 
4 
グ 
ヶ 


P/4 


角 習 國 乏 1 周 


國 乏 1 周 


グ 4 





260,492.90 


116,429.80 
518.20 
3,141.60 
20,410.00 
8.00 
47,135.30 
10.96 


448.146.76 








158,340.00 
62.058.50 
558.88 
7.911.30 
15,375.00 
16.00 
34,055.90 
180.48 
7.69 

64.00 


278.567.75 








5,479.10 
1,259.20 
771.30 
185.00 
407.00 


8.101.60 





中 銀 鐵 額 支 行 の 蒼 紙 乏 回 政 統 計 を 見 れ ば 丈 の 如く で 有る 。 


605,312.00 
311,247.50 
1.848.38 
11.237.90 
35,785.00 
24.00 
81.598.20 
191.44 

7.69 

64.00 
1.037.316.1 


直ちに 通貨 の 統一 を 目的 に 、 又 一 面 貨 刺 の 在 化 に 擦る 懸 民 の 動 搭 防 正 葉 の 
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供 乏 積 相 1 則 紙 幣 50 銭 紙幣 
共 の 通用 の 汰 態 は 、 先 づ 懸 城 よ り 洒 次 農村 に 及ぼ し て 全 騒 に 通用 し た が 、 共 後 中 大 銀行 設立 と 共に 攻 舟 紙 行 
きれ 、 同 履 に 苦 手 し た の で ある 。 
同 履 状 世 
第 1 回 大 同 1 年 8 月 30,000 回 (中銀 ょ り 30,000 回 僅 入 れ て 充 営 す ) 
第 3 同 大 同 2 年 1 月 1 日 。 12.696 固 
第 8 回 大 同 2 年 7 月 1 日 19.696 固 


第 回 康徳 1 年 6 月 6.304 則 
同 収 半 客 68,966 問 
未 回 波 額 1.808 同 


同 贅 は 中 銀 ょ より 6 分 利子 に て 借入れ 、 困 称 1 周 天 私 帖 1 剛 の 同 償 で 、 交 換 は 明 公 署 内 財務 局 が 、 頻 民 の 持 
参 し た 私 帖 に 百 し て 交換 し た の で ある 。 

未 回 政 1303 回 は 損 内 せる 作 で 有る 。 
中 の 外 に は 各 商 店 、 主 と し て 択 械 及 油 羽 等 の 殴 行 し た 商 票 が 有る が 、 各 そ 異 つて 居り 建 國 以後 は 流通 を 見 な 
い 。 

園 霞 統一 の 汰 況 
前 記 の 同 政 誠 態 より 見 て も 、 修 程 良 好 で 現在 は 90%% は 団 乏 が 通用 し て 居る が 、 特 殊 的 地域 、 及 特殊 な 階級 
で は 蒼 乏 ( 銀 洋 及 銅 子 兄 ) が 通用 し て 居る が 、 銀 塊 等 の 流通 は 全く な い 、 人 然し 区 第 に 國 身 に 友 り つい 有る 現 
況 で 、 之 は 貨 稲 統一 に よる 通 賃 安 定 策 と し て 、 康徳 2 年 6 月 末日 を 以 て 交換 を 打 切 つた 事 も ゃ 一 つの 理由 と な 


つて 居る 。 


第 十 章 度 量 衡 
第 一 箇 双 城 に 於 ける 計 問 の 種類 及び 製造 方 法 


謀 に は 尺 、 量 に は 斗 、 衡 に は 種 が 有る が 、 新 度 量 衡 施 行 以 前 に は 各 避 痴 自 の 度量 衡 を 有 し 、 基 の 粗 値 も 不 
まで 蒼 制 に よる 征 子 1 斗 は 鐵 嶺 に 於 て 28 丘 、 奉天 21 打 、 開 原 26 打 で ある 、 又 貢 内 に 於 て も 統一 され 
思 で の な い 。 

尺 に は 森 尺 を 用 ひ 菊 尽 、 裁 尺 、 藻 造 尺 等 が ある 。 茶 尺 は 別名 大 尺 と も 言 ひ 費 べ て の 標準 太 と され て ゐる 、 貢 

衣 尽 ほ 小 尺 と も 言 ふ 。 建造 尺 は 建築 業者 の 使用 する も の で 、 懸 内 同一 数 値 で ある と 言 ふ 。 

Fie ほ 1 斗 、5 乾 、1 弁 の 種類 が あり 、1 チ 電 は 中 仕切 に よ つ て 5 合 を も 計り 得る と と に な つて 居る 。 

衝 に は 等 子 、 程 物 桁 、 福 胡 衝 等 が あり 、 そ の 目的 に 應 じ て 製 作ら れる も の で ある 。 

頻 城 に 於 ける 度量 衡 の 敷 値 を 示す と 
敬 尺 1 尺 = 58.6Cm 六 尺 1 尺 =34.9Cm 共 造 尺 1 尺 =81.25Cm 


ーー 
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1 斗 = 新制 3 斗 8 旭 7 合 

1 丘 = 新 制 102 打 = 510 瓦 
滞 湖 に 於 ける 度量 衡 は 、 錯 在 泥 各 機 多 の 錯誤 類 雑 を 区 か れ ぬ 其 問 に あつ た 角 、 大 同年 1 月 25 日 数 令 第 5 
王 で 度量 衡 法令 公布 され 、 次 いで 月 27 日 施行 規則 制定 られ 、 全 滞 統 一 中 で ある 。 
銭 只 稀 城 で は 康徳 8 年 8 月 1 日 以降 新制 を 次 施し つつ ある が 、 未だ 一 般 に 音 及 さ れ て お ら ぬ 炊 態 に ある 。 
疹 制度 量 衛 は 一 般 に 城内 大 工 が 製造 し た も の で 、 幸 天 財政 應 、 鐘 六 財 務 局 が 監 示 し て る た も の で ある 。 
両 し て 使用 者 之 を 求め 、 商 務 剣 の 検査 を 経て 財務 局 か ら 認可 を 受け る と され て ゐる が 、 一 般 に は 検査 を 受け 
ぬ も の が 多い 。 


第 二 和 調査 訓 に 於 ける 計器 の 種類 、 製 造 
方 法 及 び 使 用 年 敷 


本 屯 内 度量 衡 の 名 穏 は 銭 内 衣 城 と 同様 で あつ て 尺 、 笑 で ある 。 尺 に は 大 尺 (P 尺 ) 小 尺 ( 栽 尺 ) の 2 種 あり 、 
裁 尺 が 標準 と され て ゐる 。- 斗 に は 企 斗 及 1 井 の 2 竹 が あり 、1 旭 は 人 仕切 に より 企 井 を 計り 得る 。 竹 に は 柱 
移 竹 、 程 盤 桁 の 2 種 が 有 ら ろ 。 

本 屯 内 の 斗 、 尺 は 大 工 に 造ら す も の で 、 検査 を 受け た も の は 一 つも な く 、 そ の 倶 格 は 1 チチ 50 銭 御 斗 1 回 
1 男 50 銭 訪 で は 5 銭 令 で ある 。 

竹 は 銭 嶺 で 甘 入 し た ゃ の で ある が 、 検 査 を 受け て ゐ な い 。 

斗 只 は 破 弐 しない 限 り 永 久 に 使用 する も の で 、 鞍 だ し い の は 笑 で 釣糸 を 適宜 修繕 し て 使用 する る の も ある 。 


第 三箇 屯 に 於 ける 計 付 の 単位 

(イィ) 度 の 加 位 

丈 王 10 尺 1 尺 =10 士 1 寸 =10 分 大 尺 1 尺 = 64.0 畠 裁 尺 =352 禁 
(@EO) iC (の 靖 量 KU 

石 =10 半 斗 =10 乾 =10 合 1 有志 = 27 立 

(〈 つ ⑦) 衡 の 昌 位 

五 = 16 雨 雨 =10 銭 鐵 =10 分 1 打 =615 瓦 

(=) 大 車 の 積 鼓 量 
積 越 量 は 家畜 の 種類 及 季 切 に 依 つ て 異 る が 、 冬 季 に 於 て は 次 の 通り で ある 。 


和牛 350 正 生 760 正 馬 騒 _ 1200 丘 恒 600 丘 
1 頭 曳 パ 且 騨 400 打 2 頭 昌 1 馬 800 庁 3 頭 曳 ! 4 頭 曳 
層 100 据 醒 。 200 丘 本 。 300 丘 に 400 上 圧 








( ホ ) 柴 草 類 の 計量 





第 四 節 新 制 度量衡 の 普及 程度 





販 盗 亡 の 言 に 使 れ ば 、 茂 内 に 於 ける 計器 の 普及 放 況 は 、 斗 の 約 5 割 を 最高 と し 、 尺 の 3-4 割 、 和 の 
FE あ る が 、 未 だ 載 村 に は 普及 し て ゐ の な い 。 


W 選 秋 | 光導 合計 中 演 
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第 二 編 調査 証 事情 
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届 は mes 生生 困 まま 








鐵 嶺 、 法 庫 問 国道 = リ 夏 宗 模 村 ヲ ラ 望 > 





調 査 屯 、 夏 家 模 村 量 家 高杉 市 
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第 二 編 調査 市 事情 


第 一 章 村 勢 一 城 


第 一 入 自然 的 條 件 


ー 位 四 鐵 顎 了 第 7 葬 の 早 ほ 中 央 部 に 位 し 、 村 境 は 東 は 孤 家 子 に 至る 10 清里 、 東 南 は 大 青 堆 
子 に 至る 12 満 里 の 距離 に ある 。 
南 は 鵜 戸 市 に 至る 8 滴 里 、 西 南 は 大 孤 李 樹 に 至る 8 清里 、 西 方 は 小明 安 巡 に 至る 5 滴 里 、 西 北 は 小 青 堆 子 
に 至る 18 滞 里 又 北 は 仙 悦 子 に 至る 8 清里 、 東 北 は 苑 家 窟 棚 に 至る 8 清里 の 所 で ある 。 

講 *tHD 赦 % 王 原 で 山 と 岡 が な く 、 僅 か に 西南 の 方 に は 長 潮 と 云 ふ 小川 が ある 。 之 は 小明 衝 碑 村 と 
の 境 か ら 流 れ て 皿 志 ぐに 田 、 郷 、 時 の 3 容 棚 に 流れ 入 つ て 8 大 の 長 港 沼 を 過ぎ て 衝 河 に 注い で ゐる 。 

三 面 積 南北 は 比較 的 長く 、 東 西 は や ヽ 狭 く 、 西 南東 北 は 最も 長い 話 方 形 で あり 、 東 西 8 清里 
南北 15 清里 で 、 耕地 全面 積 は 2.400 天地 で ある 。 

四 土 天 沖積 大 で あり 、 主 に 壌 土 で ある 。 耕 度 の 深 さ は 30 一 35 枯 で 色 は 殆 ん ど 黄色 土 で あ 
る 。 


第 一 節 浴 可 避 


未 村 は 800 年 以前 は 奈 地 で 、 屯 民 の 来 住 前 の 領有 区 況 は 不明 で ある が 荒地 で あつ た 。 佳 営 叶 の 居住 民族 は 
漢人 で あり 、 営 時 の 状態 に 就 て 古老 より 和束 収 し た が 、 詳 細 不 明 で ある 。 

約 300 年 前 清 代 康 民 年 間 に 山 東 よ り 夏 た る 者 が 、 生 活 困 難 の 乱 本 村 に 來 往 、 発 地 を 開 穫 し 、 家 を 建て ゝ 居住 
し た 。 以後 、 夏 一 族 の 侵入 する 者 が 瀬 増し た 。 夏 家 楼 の 起 名 も 夏 の 建築 し た 察 が 要 と な つて ゐ た 逢 で ある 
が 、 そ の 楼 の 地球 は 夏 宗 楼 和 察 署 の 西方 村 公 所 の 人 後 放 に ある 。 

叉 本 村 の 西 1 清里 足ら まず の 地 時 に 、 夏 の 一 族 が 分 家 移 住 開拓 に 従事 し た 。 逐 が 小夏 家 要 の 起り で あつ て 、 

約 本 村 ( に 10 年 ほど 後 れ て 起 つ た 。 

夏 察 楼 よ り 約 30 年 後 れ て 村 か ら 西 南 3 満 里 の 地 獲 に 夫々 、 絡 、 田 、 時 の 各 各 棚 が 開拓 され た 。 と の 3 名 は 
何れ も 山東 人 で 、 何 虚 を 通 つ て 来 た か 詳細 不明 で ある 。 肛 伏 は 200 年 前 色 連 江 の 遂 先 が 河北 省 順 天 府 か ら 渡 
浦 じ 、 開 拓 の 旭 と を な つた 。 腰 は 「 窒 」 から 起 る 、 量 、 絡 よ り 20 年 位 後 で ある 。 

60 年 前 巳 に 本 村 は 開拓 され 婦 さ れ 、 未 駿 地 は 殆ど 無く 、 宜 衡 等 も 無 か つ た 。 有 戸 散 は 現今 と 大 差 な く 、 現在 
徐 村 市 5-6 戸 を 埼 加 し た に 過ぎ な い 。 行政 農 開 と し て の 村 宜 和 は 56 年 前 出来 た 。 営 時 村長 は 「 老 竹 」 と 移 
旧記 の た 。 

| 民 國 2 年 村 市 施行 せら れ て 田 、 星 、 敬 の 3 市 は 併合 せら れ 、 夏 家 要 に 編入 せら れ た 。 第 7 屋 長 が 治め 、 そ の 
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下 に 村長 1 名 と 、 先 生 と 生 す る 者 1 名 で ある 、 前 者 は 村民 より 後 税 中 政府 に 納入 する 役 、 後 者 は 記帳 係 で 、 
了 は 民 國 18 年 迄 行 は れ た 。 民 園 18 年 に 村 制 再び 改編 され で 、 東 放 5 滝 里 の 地 虹 に ある 腰 優 $ 村 に 併合 き 
れ 、 同 時 に 村長 1、 副 村長 1、 検 索 員 1、 屋 員 1、 村 丁 1 の 人 員 と な つた が 、 之 も 清洲 事 芝 が 起 つ て か ら 料 長 
1、 副 村長 1、 監 帳 員 1、 屋 只 1、 村 丁 1 に 欧 化 し た 。 

康徳 2 年 10 月 か ら 再 び 改 編 さ れ 、 村長 1 と な り 、 市 長 3、 協 議員 3、 選 員 2 と な り 、 同 時 に 北 高 察 房 身 市 は 
併合 せら れ た の で ある 。 現在 は 8 個 の 市 を 合 ん で ゐる が 、 共 内 腰 伏 は 前 後に 分 れ 、 夏 家 概 は 大 小 に 分 れれ で ゐ 
る 。 清 湖 事 導 営 時 本 村民 は 弧 べ て 建 園 工作 に 一 致 協力 し 、 大 同 1 年 10 月 に は 東北 偽 勇 軍 米 子 陽 の 配下 も 000 
鈴 名 鐵 統 城内 か ら 環 撃 し て 来 た が 、 稚 察 際 は 民間 の 自衛 園 と 協力 300 鈴 名 の 兵力 で 之 を 則 破 し た 、 その後 営 
安 確立 され 現在 で は 至 つて 栓 和 で ある 。 

水質 は 良好 で 少し く 暗 分 は ある が ヽ 生 水 で も 飲む 者 が ある 。 野 棲 動物 は 兎 が 河間 ic 棲息 する 位 の ゃ の で ある 。 
地味 は 美 家 盗 棚 最 も よく 和紙 、 時 、 田 の 各市 及 夏 家 概 が 和 之 に 次 ぎ 、 懇 佑 は 渋 地 が 多く 最も 不良 地 で ある 。 

柳 展 汰 況 は 美 家 容 棚 最 も 著しく 夏 、 田 、 量 之 に 次 で 爺 は 蒼 磐 依然 で も る 。 

日 露 戦 役 営 時 前 期 ほ 、 外 軍 の 会 法 街道 を 往来 する を 見 た が 、 後期 に 至 つて 、 日 本 軍 が 來 て 春の 2 月頃 全 を 
月 第 3 軍 の 革 舟 軍 宿 泊 し 、 北進 し た と の 事 で ある 。 

今 迄 の 著名 な 災害 と し て は 、 民 國 18 年 1 月 か ら 5 月 迄 、 降雨 が 無く 7 割 位 の 政和 が 減 つ を た 。 


第 三節 開 拓 更 


ー 開拓 以前 の 状況 
本 市 開拓 以前 は 中 漢 た る 荒野 で 、 旗 地 7 割 褒 地 3 割 佐 で あつ て 、 隣 屯 の 任 家 癌 朝市 、 田 家 高 棚 記 に 旋 至 
2 戸 の 先住 者 が 散在 し て る る に 過ぎ ず すず 、 法 庫 、 鐵 鈴 等 を 取引 市 場 と し て 、 虹 産 物 を 販 実 し て 生活 を 維持 し 
て ゐる 誠 況 で あつ た 。 清朝 の 康 慰 年 代 に ( 約 240-250 年 前 ) 量 家 哉 棚 の 名 の 通り 、 時 革 が 草 分 と し で 開 
朋 の 型 を 下 し た と 舘 へ られ て ゐる 。 


二 土地 の 開放 
土地 の 開放 は 、 地 局 子 の 管轄 に 依り 來 と 同時 に 朱 下 げ を 買 施 され 、3 ヶ年 間 は 無 條 件 で 耕作 し 、3 年 後 
か ら 課 税 さ き 入 た と 言 は れ て ゐる 。 
旗 人 趙 、 修 、 変 の 3 名 は 、 挑 下げ の 玩 地 本 市 の 3 割 位 の 面積 の 的 下 げ を 受け 、 移 住 者 に 之 を 開 更 きせ 3 
ヶ年 間 は 無料 で 貸付 け 、3 年 後 か ら 小 作料 を 敏 履 し た と 言 ふ 欄 な と と も あつ た 。 以上 の 様 に 直接 地 局 手 ie 
偽 り 捜 頭 等 の 介在 し た と と が 無く 、 従 つて 土地 の 二 重 宮 買 等 は 全然 な か つた 。 


三 。 開 者 
開拓 者 は 山東 人 で 、 時 共 の 1 案 族 5 名 が 最初 に 來 住 し 、 自 己 資 本 に 偽 つ て 開 加 を 始め 、 洒 克 親戚 、 知人 等 
来 住 する 様 に な つた 。 

営 時 の 小作 形 区 は 、 物 納 定 額 で 1 天地 に 付 2 斗 乃 玉 3 斗 を 納入 し 、 作 物 は 高菜 、 黄 豆 、 毅 子 等 を 耕作 し 、 
1 天地 履 量 3 石 前 後 で も つた と 、 舘 へ られ て ゐる 。 全部 自家 力 で 開 加 を 績 け 、 1 天地 に 約 10 人 の 基 力 
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ょ 、 生 3 頭 引 の 大 型 政 丈 1 豪 で 、1 日 能力 1 剖 乃至 2 の 程度 で あつ て 、 開 拓 後 約 70 年 で 全部 開 到 終了 
し 、 戸 表 20 戸 、 人 ロ 150 人 、 束 地 180 天地 に 達し 、 滞 次 記 の 形 を な し た 。 
開 督 初 年 に 開拓 され た 耕 地 の 面積 は 8 乃至 10 天地 で 、 全部 旗 民 不 交 産 の 令 が 解除 する 迄 、 小 作 と な し 土 
地 の 取 得 は 全然 な か つた 。 


清 丈 電 科 


光緒 1 年 か ら 清 丈 を 開始 し 、 清 丈 絶 局 は 奉天 に 在り 、 鍼 鈴 分 局 の 管轄 に 依 つ て の ゐ た が 、 記 は 全く 清 丈 を 施 
行 し た と と が な く 、 全 部 居 出 に 全 つ て 面積 を 決定 し 、 旭 科 を 定め た の で ある 。 

弁 科 の 決定 は 、 光緒 末年 で 和 額 1 天地 に 付 上 地 7 妃 至 8 回 、 中 地 5 乃至 6 則 、 下 地 3 き 乃至 和 ま 園 程 訟 で あつ 
て 、 話 可 後継 額 を 徴収 了 座 へ 銀 綱 し た 。 


一 主 な る 事件 


一 時 に 大 土地 の 開放 を し た と と は 無 か つ た が 、 兆 緒 示 年 、 旗 民 不 交 産 の 令 が 解除 きれ て か ら 土 地 の 取 得 者 
を 生じ 、 民 國 1 年 狼 古 洞 珍 に 懸 城 よ り の 商人 侯 入 し 、 虹 産 物 の 宮 買 星 に な つた の で 、 そ れ に 東響 され 経済 
的 に 活 系 を 呈し 、 僚 然 忘 の 形 を 振 大 し 、 戸 敷 0 戸 、 人 口 170 人 、 難 地 250 天地 に 達し 、 1 天地 政 量 上 地 6 
右 、 中 地 5 石 、 下 地 ま 石 程度 に 生産 力も 赤 培 大 し た 。 
此 の 時 代 の 地 償 は 上 地 300 固 、 中 地 250 回 、 下 地 200 園 で あつ て 、 小 作 形 態 は 銀 納 定 額 前 抑 1 天地 18 彫 
妃 至 20 財前 後 で も つた 。 
茨 に 自然 的 條 件 並 に 災害 に 就 て 調査 すれ ば 、 最高 骨 年 は 民 國 20 年 で 1 天地 政 量 黄 豆 6 石 、 殻 子 7 石 、 高 
菜 ? 石 を 示し 、 誤 債 は 1 石 に 付 黄 豆 12 園 、 高菜 8 園 、 殻 子 7 間 で 、 一般 農 家 の 経済 状況 は 央 る 良好 で あ 
つた 。 大 凶作 は 光緒 12 年 で 、7 月 中 に 7 日 7 夜 の 連 雨 に 見 舞 れ 和 之 が 乱 、 山 河 恵 の 堤防 は 破壊 され 、 附近 一 
美 は 泥 海 と 化し 、 被害 全面 積 に 及び 浸水 3 尺 欠 に 達し 、 履 基 は 年 減 以下 に 激減 し た 。 降 つて 光緒 25 年 寺子 
の 衝 虫 、 夜 漆 虫 の 義生 基 だ し く 、 其 の 被害 に より 履 量 は 殆ど 生 減 され た 。 
秋 に 本 年 は 黄 豆 に 時 虫 の 柄 生 基 だ し く 、 履 量 2 割 減 と な つた 。 交通 機 開 の 低 達 に 依る 諸 影響 を 湖 べ る と 、 
清 鐵 開通 に 伴 つ て 穀 條 高騰 は 現 銀 小 入 を 増加 し 、 一 方 購買 必需 品 の 償 格 が 比較 的 廉 償 に な り 、 経 済 的 に 多 
大 な 好 影 響 と を 及ぼ し た 。 
大 同 2 年 (昭和 8 年 ) 波 鐵 ベ ス 線 が 竣 エ し た の で 、 交通 軍 搬 の 便 開 け 交 化 の 浸潤 全速 に な り 、 治 補 も 間 良好 
な つた だ た 。 

政治 的 諸 現 依 共 他 
工 民 の 知識 程度 低 洪 た 劉 、 政治 的 諸 現 象 を 甘 取 する こと が 出来 を か つた が 、 民 國 20 年 滞 湖 事 糞 の 際 甲 革 
民 園 の 軍 際 駐 市 し 、 英 大 な る 食料 品 を 微 華 し 、1 戸 営 村 喜 18 彫 以上 に 増税 され 、 民 の 負 搭 過重 と な り 、 
年 活 上 相 営 重大 な 影響 を 察 つ た と 言 は れ て ゐる 。 
四 質 的 に は 宣統 初 年 (1909 年 ) 頃 は 農民 の 生活 程度 最も 良好 で あつ て 、 日 赴 戦 争 の 営 時 高 没 は 1 石 20 園 に 
到 騰 し た が 、 其 後 油 記 休 業 の 含 、 黄 豆 は 1 石彫 程 度 に 下落 し た 、 然し 一 般 的 に は 農村 の 経済 に は 大 な る 
形 響 は な か つた 。 
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商品 経済 の 浸透 と 地主 経済 の 語 民 を 姜 へ ば 、 商 品 條 と 典 産 物 償 と は 常に 相 王 行 す る が 故に 、 共 民 経済 に 胡 
ぼ す 波動 少な く 、 典 座 物 の 豊 図 に 佐 つ て ある 程度 迄 、 商 工業 は 支配 議 ら れ て の る も の で ある ろ 。 地主 経済 の 
進展 と 工 民 経済 と の 係 を 見 る と 、 張 克 良 時 代 即 花 軍 閥 時 代 に は 現在 の 地主 階 殺 が 6 一 7 割 自作 を な し で の ゐ 
た が 、 清 洲 事 毅 後 治 安 の 隔 係 に 佐 り 、 地主 階級 特 に 不在 地主 に 奏 化 し た 者 が 多い 。 

量 一 族 の 毅 本 は 50 年 前 地 所 有 20 天地 で あつ た が 、 分 家 後 放 慢 た 生活 の 結果 土地 を 宮 却 し 、 寺 落 し て 導 
ic 80 年 前 人 戸 程 他 市 に 移住 し 、 現在 は 2 戸 丈 残 つて 居る 。 

郷 一 族 の 新 枯 を 調査 すれ ば 、 成 豊 10 年 (73 年 前 ) 小 作 階 級 か ら 洒 次 著 積 し て 自作 と な り 、 更 に 地主 階級 に 
累進 し て 、 現在 で は 本 忘 に 於 ける 地主 の 王座 を 占め る 様 に な つた 。 

土地 の 分 散 集 中 を 見 れ ば 、 分割 相 績 に 依る 土地 の 分 散 は 最も 多く 、 親 戚 、 同 卿 人 等 の 共同 開 般 に 依る 王 地 
の 取得 は 約 100 年 前 に 其 の 例 を 見 た が 、 50 年 前 に 分 察し て 細分 化 を られ で て 現在 に 至 つて 居る 。 

負 貸 の 重 評 に 起因 し た 土地 の 細分 化 は 、 民 國 17 一 18 年 頃 最も 多く 、 旦 又 替 票 下落 の 影響 に 偽り 、 負債 茎 理 
を 断行 する ゃ の 績 出し 、 土 地 の 所 有 は 切々 零細 化 さ れる 様 に な つた 。 

王 地 の 相 半 的 包 剰 に 依る 分 散 は 全く な い 。 

地主 と 小作 人 と の 開 係 は 現在 は よく 調和 し て ゐる が 、 土 地 策 狭 小 の 感 が あり 、 生 活 牙 善 、 典 耕 生産 の 増大 
並 に 販 実 の 合理 化 等 の 方 法 に 全 つ て 負債 の 菱 理 を 断行 し 、 赤 力 の 充 買 耕地 の 獲得 等 を 計り 、 其 の 生活 を 区 
通 の 程度 に 維持 し て 行く に は 、1 人 営 約 3 天地 の 王 地 を 必要 と する と 言 は れ で ゐる 。 

土地 に 圭 す る 課税 が 重 礎 で ある 乱 、 小 地主 階級 の 生活 は 比較 的 困難 で 、 次 落 の 過程 に ある も る の が 多く 見 ら 
れる 反面 に 、 共 力 の 豊富 な 小作 階級 の 生計 が 、 比 較 的 容易 た の は 日 本 内 地 に 於 ける 農村 の 現況 ie 類 似 じ で 
ゐる 回 が ある 。 災害 に 百 す る 備 荒 媒 坊 は 、 康徳 2 年 か ら 買 施し た が 、 徒 来 は 個人 的 に も 休 革 礎 尊 を し た と 
と が 殆 ん ど な く 、 其 の 日 碁 し の 行き 営 り 主義 的 他 力 本 願 の 経営 内 容 を 多分 に 宗 知 する こと が 出來 る 。 


第 四 節 戸 品 

















前 麗 山 子 *260 2362 2.228 4541 2 3 2 
義 井 子 417 1.548 >260 2644 | 4 22 
女 樹 子 444| 1.498 1.422. 2738 49| 65| 16 
狼 逢 洞 形 31 1.062 1.070| 2,085 』 S 17 
前 綱 戸 天 210| 2.308 2.255 4459 14 12| 23| 
生 家 |: 勿 617 2026 1.886| 3806| 23 18| 65 
女 。 妃 脆 729 2341 2228| 2703 g| 13| 24| 18 
天下 家 車 | 433| 1362| 1274 2.6CO 9 15| 1 
小明 安 碑 | 652| 2.266 2026 4210 10 15 28 
計 5098 16776 15649 29.786 194 161 239 。 21 
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鐵 久 皮 第 7 屈 夏 家 楼 村 戸 口 統 計 表 謀 筆 2 年 度 














人 | 
村 屯 列 戸 G ll ニー 一 ーーー Fー = 備 老 

の 女 時 | 
大 及 家 松 155 | 388 407 | 745 
小 夏 宗 模 39 | 145 116 961 
前 腰 備 28 88 90 178 
後 妥 全 60 164 163 | 327 | 
攻 家 房 身 | 205 335 318 | 653 
虹 家 帝 和 43 147 146 | 293 
田 家 六 抑 36 101 91 192 
絡 家 遍 相 45 145 | 145 290 
合 計 611 1.463 | 1.476 2.939 











鍼 鈴 取 第 7 臣 自 家 模 付 人 口 生死 調査 表 護 懲 2 年 度 5 月 未 H 迄 村 公 所 調 

















代 当 | 生 | 発 万 | を 人 口 処 比 
交 』 | x | rl| を kl mm 呈 売 e 3 
| | | 

7 月 旨 本 二 別 | 本 請 二 = 全 人 口 は 衝 統計 に よる 
8 月 7 @| 18. | | 1 主 ゴ 
2 月 4 5 9 Bl 1 9 ー ーー 
10 月 | | | @ 7 19 に | 
WE 月 10 19) 2 4 ー 中 
2 間 月 2 2| 4 」 1 1 記 = 当 






































下 
較 
斉 
訪 
還 
選 
了 


ン 
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1 





人 Se 性 回 OR SS Rg お 9 抽 I 
pe 
宮 に N 忌避 三 画 一 揚 8 所 包 包 細 計 拉 堂 列 展 党委 し 
| 人: も 如 回 革 恒 K 紗 半 同 沈 愉 財 叶 竹 や 回 NR 大 
巡 欄 間 坦 除 母 用 碧 台 維 誠 氏 8 級 沿 謀 板 堂 製 百 妊 表 性 徐 
記 暴 慌 
雪 電電 et LC NE 認 r ee ek 
Fel :e ミ ミ で 放 に 2 に に 
計 司 軌 下 
時 玉 到 民 a な 
1 1 
還 に 由 年 
SS 義 で ミ SS 。 | ミ ミ SS で SS: 本 太 や SS 旨 I 
款 玉 上 
順 ER 還 失 思 e 
3 シーマ ーー ニー 
水 | 擬 詞 規 路 漁民 
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第 7 分 鐵 党 隙 自家 機 村内 犬 地主 氏名 表 

















氏 名 | 所 有 地 古 穂 | 現住 所 | 研 | 備 老 
は 天地 31 1: 提 1 二 e Re ッ 
創 貫 下 37 | 久 。 内 | 無 
釧 |) 五 川 67.7 牙 家 検 | 諾 | 
肖 長 新 | 88.3 人 六 無 | 
| 暫 
嘩 MM 敢 59.3 万 家 万 身 | 無 | 
| 
自家 模 村 有力 家 氏 名 表 
| 着 考 


村 屯 列 兵 名 | 価 老 村 屯 別 兵 名 





| 

| 

葛 家 栓 | 劉 成 維 | 大 地 主 | 時 家 衛 | 著 維 小 | 
| | 協 談 員 | 郵 家 棚 | 旗 国 殿 | 恵 長 

妥 供 | 王 融 斉 | | 回 家 血 析 | 還 宮本 | 








次 調査 忘 た る 時 家 宮 柳 屯 の 人 口 構成 は 以下 の 如く で ある 。 


職業 別 戸 数 及 人 唱 





] 





附 業 別 | 戸 再 | 人 日 | 備 考 
| | | 信 地 主 」2 戸 「 地 、 自 」1 戸 「 地 、 自 、 茜 」2 戸 「 地 、 雇 」1 戸 「 自 作 」1 戸 「 自 、 小 」 
農 39| 262 1 By、 殺 1 「 自 、 小 、 雇 」3 戸 「 自 、 雇 」5 戸 「 小 作 」2 戸 「 小 、 雅 」1 戸 
| | 『 小 、 雇 」6 戸 「 雇 」4 戸 「 雇 、 茜 」 人 戸 
茜 業 2 S| 次 業 は 裁 維 基 の 他 業 を な す 











- 1 歳 5 歳 Ii 上 13 歳 5 歳 8 歳 20 歳 31 歳 46 歳 5l 歳 56 歳 」 財 | 
| | | ら 
別 ェ | 中 ょ jj ょ | ょ 引 ょ ょ 引 * = リ よ 0 | に 会 守 王 
遇 4 歳 1O 歳 12 歳 14 此 17 開 19 歳 80 歳 5 歳 5 歳 55 歳 60 歳 
呈 本 兵科 内 属 柚 人 ANNAIIANIEAN AT AI 人 
易 18」 1e| | 1 2 証人 因 上 20 STR3 181 
| | | | 








| 








| | | 
所 有 地 | 普通 加 | 祭 還 | 地 人 葉 地 | 共 / 他 | 合計 押 地 | 内地 | 太 穫 地 | 耕作 地 
| | | | | | 
員 違 王 | 悪 | | 避 | 一 | | 融 . 束 数 
内 | 1.42728| 55.10 52.30| Z.0C| 15.10| 1556.78| 288.00 全 151.30| 1.714.08 
| ] 
外 245.50) = 還 証 記 90 246.55| 胃 au09 10.00| 7.50 





耕地 所 有 規 模 別 農家 戸 敷 及 面 積 並 に 貸付 面積 
耕 地 耕作 規模 別 農家 戸 敷 及 面積 並 に 小作 面積 


開 | 癒 


避 


に 


間 演 秋 


許 潮 中 同氏 
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自 小作 別 戸 敷 及 基 面積 康 徹 2 年 度 





























戸 
表 各 74 避 政 悪 
第 面 。 生 437.80 693.00 256.20 635.78 384.00 2.406.78. 
2 作付 地 | 434.50 244.00 王 ー 678.50 
6 代入 地 
記 
逃 
編 
第 五 節 産 業 
第 
編 
ー 業 
調 
上 本 村 は 早く か ら 開 穫 さ れ 、 開 基 好 く 行 き 居 き 農 業 は 集約 的 で も つて 、 沼 地 の 外 は 殆 ん ど 耕地 に た つ で お 
事 る 。 
軸 村内 の 耕地 面積 は 、 康徳 8 年 度 は 康徳 2 年 度 に 比 し 122 倍 に な つて 居り 、 一 般 に 増加 し で ゐる が 、 租 皇 、 
吉 子 に 於 て 特に 増加 が 著しく 、 親子 の み は 減 少 を 示し て ゐる 。 履 量 は 小 符 、 穏 子 の 外 激 減じ で の ゐる が 之 


は 天候 不順 、 虫害 等 に よ つ た も の で ある 。 
佐谷 中 夏 家 機 村 左 産物 履 策 量 調査 表 









































| So 
| 丁 積 下 入 弧 額 面積 100 分 比 . 1 天地 営 政 量 
農産 物 種類 ーーーーーーーー 才 
| よ 年 | 本 年 | ょ 上 年 | 本 年 | よ 年 財 本 年 | 上 年 | 本 年 
| 天地 天地 石 石 石 石 
荒 豆 | 567 625 2.835 3.037 119.0 5 4.5 上 年 を 100 と する 
高 藤 | 709 720| 3.899 3.600 101.5| 55| 5.0 
尊 子 | 364 450| 1.820 1.350 123.6 5.0| 3.0| 
| | 
拓 129 125 903 812 96.9 Z.0| 6.4| 
示 は 20 20 4 49 100.0 20| 20| 
大 廊 子 5 当 | 15 詞 王 3.0 ー 
各 ご 27 110| 231 330 142.8 3.0 30 
基 他 | 選 = 三 ニョ 三 ピー < 
TFT 千 軸 当 1.871 2.100 9.748 9.169 122.2| 王 = 
半 地 偵 格 は 次 の 如く で ある 。 
入間 
條 at 則 人 則 地 中 則 地 に 則 地 減 則 地 
1 E 1 天地 落 り 訪 必 9 3 "区 | 二 イ 
ーー 上 條 格 280 一 00 200 一 250 | 80 一 200 10 一 100 
在 才 価 椅 300 250 | 150 90 





等級 別 面 積 は 次 の 如く で ある 。 











こ 。 時 | 皮 凶 | 中 則 地 | 下 天 減 基 地 | 衣 
忠 人 | 
kar 1 | as 天 和 | 回 地 天地 底 1 天 区 
刺 燥 219.6 | 1.564 213.6 207.2 2.204.4 
比 1 ググ | 9.9 | 70.9 9.6 9.6 109.0 





夏 家 楼 村 は その 開 茨 年 代 は 征 く 約 300 年 を 綴 過 し 、 極め て 箸 細 業 
太 敷 及び その 岳 有 面積 を 求む る と 次 の 如く で ある 。 








が 行 は れ て ゎ る 。 今 経 蒼 様式 に 従 つ て 








毎 戸 下 電 家 族 貝 迷 


毎 戸 下 才 家 族 員 数 





人 
8.5 


6.7 
5.7 
6.6 


ほ 料 公 所 調べ に 佑 つ た も の で ある が 、 家族 員 地 が 自作 者 に 多く 小作 者 に 少 い の は 耕地 の 開 係 も あり 、 叉 


家 に 依り 窒 細 化し た 紋 で あろ 。 


車輌 は 大 車 62 輌 で 、 第 7 世 11 ヶ村 の 全部 で は 大 車 860 輔 、 生 事 30 軸 、 花 直轄 車 70 輔 で ある 。 


井 泉 は 第 7 屋内 396 面 に 上 る 。 


座 に 真宗 棲 村内 に 於 ける 吉 産 湊 況 は 区 の 如く で ある 。 和牛 は 殆 ん ど 見 営 ら な い 誠 交 


も 





(20.0 天地 以上 ) 
(20.0 天地 以下 ) 
C 5.0 天地 以下 





殆 ん ど 索 力 は 馬 久 は 
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肥 に よ つ て ゐる 。 


忠久 頻 第 7 屈 夏 家 機 村 公 所 家畜 統計 表 (康徳 2 年 度 ) 
| 








竹 若 原 。 有 殻 本 年 生殖 雪 合 計 | 総 計 
し bi mr | 

上 まい 20 8 176 
臣 | 蓄 。 劣 3 86 m 
人 | 2 了 所 9 
半 比 9 放 還 ー 
軸 衝 et 24 85 695 

比 。 205 89 8308 G3 
吉 遇 放 思 
生 26 200 945 1200 
只 洛 志 70 
電 和 5 8 3 デー 

















(参考 ) 11 ヶ 村 の 全 粗 を 示す と 
馬 1.037 明 1.227 原 "629 和牛 285 
狗 1.354 獲 1.582 = な し 


牧羊 は 中 城 附近 で 行 は れ て ゐる 


EE と 生ま き SPP な ご 








三 美 員 @ 他 
農業 以外 に は 別段 特記 すべ き 産 業 は な い 。 


系 バハ 部 交 通 
本 付 は 鍼 法 藤 道 の 中 衝 に 営 り 、 東 は 鐵 誰 に 至り 西 は 法 庫 に 至る 。 南 は 網戸 恵 北 は 小 青 堆 子 市 迄 右 備 道路 あ 
り 、 そ の 他 記 と し て 道路 は 完備 し 、 交通 は 玉 つ て 便利 で ある 。 
交通 機 開 と し て は ベス 、 馬車 が あり 、 ベ ス は 鐵 法 長 和 途 汽車 公司 に より 経営 せら れ 、 鐵 法 隙 道 を 毎日 2 
し 、 落城 と の 交 通 に は 玉 つ て 専 ま れ て ゐる 
郵政 代 交 所 は 本 村 中 街 各 察 署 前 胡同 商 中 同 卿 永 に 設け られ 集配 は 毎日 1 回 宛 行 は れ て ゐる 。 


139 


E 器 列 


恒 
証 


抄 1] 因 軒 壮 昌和 需 晶 
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第 七 委 保 皿 及び 和 任 

ー 保 甲 

本 村 の 保 甲 園 は 、 鐵 鶴 第 7 居 夏 家 要 保 甲 園 と 稀 し 、 以 前 は 鐵 嶺 上 第 7 保 に は 入 つ て ゐ た が 、 康 徳 3 年 7 月 に 
制度 が 改め られ て 以来 、 夏 家 楼 村 の み で 1 保 を 形成 し 、 夏 家 楼 甲 、 東 腰 優 忠 、 郷 家 吉 棚 甲 、 高 家 房 身 甲 の 
和 甲 に 分 れる 様 に な つた 。 10 家 を以て 1 牌 を つく つて ゐる か ら 星 家 次 棚 市 は 4 不 で ある 。 和 家 宮 棚 甲 は 郵 
守 高 棚 、 時 家 高 棚 、 田 家 高 棚 の 3 市 、 夏 家 楼 皿 は 夏 家 要 及 び 小 夏 家 楼 の 2 忘 、 東 腰 人 甲 は 前 後 雨 仙 ・ 東 腰 
徐 の 3 市 、 高 家 房 申 時 は 臣 察 次 棚 、 高 家 房 申 の 2 市 か ら 夫 々 成立 つて ゐる 

保 長 は 村長 が 氏ね 、 甲 長 は 市 長 が 之 を 打 ね る 事 に な つて ゐる 。 

自衛 園 の 組織 は 陳 の 一 般 に 準じ て ゐる 

園長 の 任命 は 稚 符 署 長 が 之 を 行 ひ 、 基 の 職務 は 呆 の 一 般 に 準じ て ゐる 

り で ある 


保 長 、 副長 、 甲 長 、 副 甲 長 、 歪 敷 及 園 長 、 副 園長 、 園 員 敷 は 丈 表 に 示す 通 
夏 家 機 保 皿 園長 職業 生年 表 





甘 






















夏 家 模 保 | 保 藤 | 申 中 長 | 光 緒 27 年 
夏 家 模 甲 | 皿 長 ] 劉 成 有 | 工 光 結 25 年 
/ 較 長 | 李 計 新 | 4 光 結 34 年 | 
東 逐 低 甲 | 甲 長 | 色 深江 | 長 | 兆 結 22 年 | 住所 前 腰 人 
/ 較 長 | 色 天 給 | 回 民 国 4 年 | 
計 家 管 棚 忠 | 中 藤 ] 郭 固 弄 加 長 | 光 緒 20 年 | 
/ | 較 長 | 田 像 専 | 農 光 結 19 年 
高 家 大 申 甲 | 皿 長 | 融 明 下 | 年 。 胡 | 民 画 1 年 
/ 較 長 | 伺 英 中 諾 民 還 2 年 















鐵 狼 取 夏 家 栓 讐 祭 署 


党 内 保 時 名 各 及 保 甲 長 姓 牌 表 園 員 坦 














保 別 | 忠 別 | 外 久 | 面 肌色 | 人 里 役 克 名 | 背 要 
夏 家 松 保 ー | 人 長 | 申 明 | 
/ 夏 家 検 忠 19 123 甲 長 | 劉 世 中 | 本 甲 小夏 家 栓 大 夏 家 摘 2 屯 
/ / ー ゴ 圏 長 | 自 新 
/ 東 腰 合 甲 9 n 皿 長 | 創 深 。 消 前 膝 人 後 妥 人 有人 、3 和 
/ / 一 一 圏 長 | 劉 天 継 | 
/ 部 家 宛 甲 1 中 甲 長 | 郡 國 國 | 3 
を 1 還 長 | 四 像 弄 | 
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保 唱 | 中 別 | 外 致 | 剛 員 設 | 谷口 | 姓 名 | 摘 要 
夏 家 模 保 | 高 家 選 申 皿 21 194| 甲 長 | 責 明 達 | 次 家 衛 杉 高 家 房 申 2 屯 
タ W 2 一 | 贈 長 | 侯 英 中 
小明 魏 碑 保 | 一 保 長 | 橋 疲 
/ 小明 安 碑 皿 21| 202| 皿 長 | 周 慶 明 
/ / ー H 剛 長 | 棚 湊 
/ 沙 後 所 甲 19 158| 甲 長 | 周 帰 
4 1/ 守 一 | 圏 al 皿 厚 
/ 小間 閥 子 甲 26 162| 甲 長 | 李 上 高 某 
/ / ー | 碧 長 | 孫 貴 設 
独 十 洞 形 保 ーー 藤川 才 還 区 
グ 狼 知 洞 形 皿 32| 325| 甲 長 | 劉 興 洒 
/ / ーー 一 圏 長 | 王 休 志 
女 妨 大 保 志 RI 革 | 学 | 左 
ヶ 娠 妨 誠 甲 14 SI 証 区 - 提 還 半 本 還 に 
/ ク ー 一 | 圏 長 | 王 巨 添 
/ 三家 子 " 皿 19 130| 甲 長 | 陳 至 海 
4 が ビー 園長 | 何 。 志 区 
/ 著 多 力 太 申 甲 5 37| 甲 長 | 王 金 連 
/ / ーー ー| 圏 長 | 喝 洗 EN 
7 施 革 地 甲 14 127| 甲 | 色 。 紹 。 奏 
2 / ー | 購 長 | 田 雨 測 
/ 興 隆 屯 甲 12 81| 里 長 | 劉 樹 夫 
/ / ー | 遼 長 | 陣 良 
/ 望 山 市 甲 8 80 皿 長 | 劉 有 合 
り 4 記 一 圏 長 | 王 慶 海 
大 江 家 屯 保 ニー ー 保 。 長 | 張 毒 齢 
/ 大 江 家 市 甲 21 195 甲 長 | 江 洒 生 
/ / ー ー 園 長 | 江 恩 厚 
(ん 小江 家 市 皿 8 65 甲 。 長 | 張 圧 元 
/ / ー 一 | 囲 長 | 張 富 興 
4 大 相 起 恵 甲 16 8ll 忠 長 | 張 保 皿 
/ / ー H 剛 長 | 李 芝 茶 
抽 井 子 保 志 H 保 長 | 任 震 奏 
/ 押下 13 166| 甲 。 長 | 周 國 雇 
/ / ー | 圏 長 | 李 頭 薬 
7 小 取 柏 樹 皿 4 83| 甲 長 | 李 泉 
/ 7 ー 一 | 剛 長 | 李 人 金 江 
/ 永 収 忘 甲 4 29 甲 長 | 朱 永 陣 

















装 【 登 


= 
CH 


肖 


間 没 本 隊 選 壮 嘱 疲 鞭 


凌 沿 避 潤 1| 演 


茜 |! 癌 


簿 帯 本隊 謀 





























保 区 | 区 | 数 | 賠 員 数 | 代 呈 | 尋 名 

備 井 子 保 | 永尾 屯 皿 三 | 彫 長 | 季 向 奏 
/ | 選 賠 子 皿 21| 71| 甲 長 | 系 現 履 
/ | / ー ゴ 賠 長居 値 斬 

前 彰 戸 保 思 | 保 長 | 玉 恩 京 
/ 劉 荒地 甲 8 62 里 長 | 劉 乗 信 
/ | / | ニ ゴ 画 長 | 劉 互 目 
7 | 夏 発 地 皿 | 2| 65| 甲 : 長所 半 還 還 還 邊 
/ | / | 語 ーー 圏 長 | 王 林 
/ | 評 訪 地 甲 12 117| 甲 長 | 孫 朝 区 
/ / 部 | 面 長 | 孫 緒 徳 
/ | 棚 家 葛 甲 8 38 甲 長 | 張 風 池 
/ / 還 ーー 較 長 | 章 風 俊 
/ 前 網戸 屯 皿 1 83 甲 長 | 赴 連 慣 
/ / = | 賠 長 | 職 旬 偽 
| 入 着 戸 生 | 0 2 昌 天 | 岳人 
7 7 | ー | 画 長 | 季 子 中 
/ 美 家 商 棚 甲 | 4 58 甲 長 | 郭 
/ | / ニコ H 較 長 | 田 江 盛 
/ | 宗 革 地 皿 6 53 甲 長 | 張 坦 席 
7 | 7 時 EE P 

便 扶 子 保 了 二 | 保 長 | 例 人 中 
/ | 島 樹子 忠 28 2 甲 長 | 姜 原 双 
/ | / 当 ー 長 | 張 崇 徳 
/ | 乱 家 雇 棚 皿 14 級 長 | 部 化 情 
/ | ク ー ゴ 剛 長 | 劉 硬 林 

夏 家 模 村 副 保 甲 園長 表 

保 甲 列 | 庫 『 合 | 間 を | 東生 ま を ml 

夏 家 模 保 | 保 長 | 劉 湊 中 | 豊 本 25 和 7 月 15R | 人 藤村 放 を 

夏 家 検 甲 | 甲 長 | 徐 文 株 | 2 | 光緒 3 4 年 | 赤 義 務 科 
/ 岡 長 | 王 店 覧 | 2 | 光緒 34 年 | 

東 礎 低 甲 画 甲 長 | 訓 凛 間 | 7 | 光 六 27 年 | 
/ 岡 長 | 劉 湊 凛 | 7 | 光緒 26 年 | 

名 家 宮 棚 甲 | 大 甲 長 | 郡 還 太 | 2 | 光緒 28 年 | 
の 副 圏 長 | 李 | 区 閣 還 02 計 年 

高 家 房 申 甲 | 副 甲 長 | 曹 明 洋 | 屯 長 | 民 園 1 年 | 
7 訓 剛 長 | 企 浜 加 | 農 | 光 緒 3 年 
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ニニ 甘 祭 
千 察 習 は 不 家 楼 の 後 街 の 陳 帝 月 胡同 に あつ て 、 建 物 内 に 派遣 所 が 1 ヶ所 ある 。 本 等 察 回 は 清 代 光 緒 示 年 大 
青 堆 子 に 設け られ た 稀 察 か ら 起 り 、 之 を 第 5 大 宜 と 航 し て ゐ た 。 欧 い で 民 図 15 年 夏 家 楼 村 に 移 正 し 、 之 
を 第 7 眉 官 と 生 し 民 長 が 官 長 を 氏ね た 。 民 國 18 年 か ら は 公安 局 分 局 と 牙 稀 し て ゐ た 。 
建 國 後 大 同 元 年 矢 務 局 第 7 大 分 局 、 大 同 2 年 3 月 か ら 第 7 必 生 察 署 、 丈 いで 康徳 3 年 1 月 か ら 夏 家 要 玲 察 
軒 と 改 稚 さ れん た の で ある 。 
現在 生 察 習 職 員 は 
署長 張 乗 釣 以 下 巡 官 2 名 、 琶 長 6 名 、 生 士 46 名 、 合計 55 名 に な つて ゐる 。 
叉 待 察 圭 管内 に お ける 公安 汰 態 は 11 ヶ月 間 に 互 り 、 25 件 で 割 に 下 林 で ある と 言 へ る 。 


防 害 公務 罪 3 件 稚 片 罪 7 件 賭博 罪 7 件 
履 害 罪 32/ 殺 人 罪 2 農 物 罪 1/ 
和久 次 罪 1 ヶ 槍 奏 強 深 罪 2 
第 八 節 村 政 
ー 村 公 所 


村 公 所 は 夏 家 楼 本 村 に 在 つて 草 羽 人 間 、 地 基 は 800 下 方 米 で ある が 、 北 方 高 家 房 身 へ は 5 料 角 、 東 方 後 懇 
優 へ は 3.3 料 、 西 南方 田 、 部 、 星 の 3 家 富 棚 へ は 夫々 2 料 を 嘘 て い の る 。 
村 公 所 の 職員 は 丈 の 如く で ある 。 


村 長 陸 景 生 36 歳 本 村 
市 長 郷 園 豊 487/ 衝 家 癌 柚 
市 長 曹 明 達 25/ 高 家 宮 棚 
市 長 色 溶 清 41/ 腰 佐 
備 員 少 有 田 

備 員 白 洪 書 

協議 員 田 豊 田家 高 棚 
協議 員 楊 俊 山 高 家 宮 棚 
協議 員 自 永 訂 夏 家 吉 提 


と の 村 で は 施 家 の 市 長 は 時 家 、 田 家 の 3 市 の 長 を 舞 ね て ゐる 。 市 長 は 3 名 、 協 議員 は 3 名 が 定員 と な つて 
ゐる が 、 村 政 を 議 す る 場合 に は 村長 の 下 に 3 市 長 、 及 3 協議 員 で 計 7 名 を 以 て 行 つ て の る 。 


ーー 財 政 
(1) 算 決算 


簿 単 本 国選 罰 昌 次 入 侯 避 居 | 普 


Ei 


器 剖 本 脱 望 鞭 唱 癌 
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村 の 勾 算 決算 を 見 る と 爽 表 の 通り で ある が 、 康徳 8 年度 決算 を 全 取 下 の 村 の 決算 下 均 に 比較 する と 、 建 
築 吉 、 修 道 宮 、 橋梁 朱 設 吉 を 含む 臨時 吉 が 甘 し く 少 い 。 育 喜 、 救済 宮 、 財産 造成 喜 は 大 差 な いじ 。 


鐵 鈴 取 第 7 店 夏 家 模 村 支出 決算 表 


康徳 2 年度 




















康 。 徳 3 。 年 度 | 英 
項 目 
款 訓 | 同 EiOO 分 比 | 飼 灯 
公 所 細 生 l 352 
| 
保 甲 宴 ー| ーー 
数 育 腸 4.040.00 59.8 
栽 済 費 50.00 02 
財産 造成 衣 127.00 1.8 
臨 時 箇 170.00 25| 
合 計 67igo0 1000 


と の 項目 中 に 保 甲 起 は 含め て 居 ら ぬ 例 懸 60,000 周 


(s) 敏 


税 














算 康徳 4 年 度 和 人 還 計 
32.0 2491.00| ー 
三 387.00| ー 
59.0 3,199.00 ーー 
0.7 50.00 ー 
1.9 174.00 ー 
6.4 1.190.00 ー 
100.0 7,491. ーー 











國 税 頻 税 は 、 頻 公署 か ら 3 名 出張 し て 各 村 を ポ 巡 句 し て 敏 集 す る が 、 10 月 1 日 か ら 12 月 末日 (陰暦 ) は ま 
名 で ある 。 蛋 農 會 旨 は 納税 者 自身 納入 に 行く 。 
村 費 は 春 は 陰暦 3 月 1 日 秋 10 月 1 日 以後 之 も 戸別 に 巡 句 徴集 する の で ある 。 

















Sa 緒 寺 の 等 則 
役 を 備 考 
列 上 則 | 中 旭 | 下 則 | 工 則 
放 税 1.46 | 1.34 067 13 半 する 邊 本 
國 科 1.54 ia0 0.33 ーー 








了 





夏 家 模 村 の 國 忠 税 徴 政 の 状況 を みる と 、 河 納 額 は 忠 税 に 於 て 笛 .43 回 、 園 税 に が て 28.14 周 で 、 之 は 全 
税額 に 習 し て 豆 税 の 方 は 1.88 %、 國 税 の 方 は 0.89 % で ある 。 
類 は 國 税 3132.79 固 、 忠 条 2.421.57 園 で あら る 。 


夏 家 模 村 康徳 2 年 度 取 、 國 税 徴収 和 況 表 


Po ーー デー 





夏 家 模 村立 義 倉 < 之 ト 向 合 ツ テー 醍 ア ん ) 
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納 入 人 額 粗 溢 納 括 訓 
年 ー コ 備 考 
3 科 周 入 忠 税 較 科 
有 証 衣 、 同 順 皿 人 二 
則 330.58 312.75| 9.05 7.55| 滞納 者 は 所 在 不明 
| 中 則 1.843.29 2.356.22 20.99| 16.50 
下 則 142.08| 294.90 428| 2.11 
減 則 61.19 140.75 10.11 498 
| 237714 3104.62 44.43 8114 





(へ ) 村 有 財 詳 
會 田 186 刺 内 80 癌 は 履 益 な く 56 刺 を 小作 させ 、 年 政 84 固 を 投げ て 居る 。 


夏 家 模 分 倉 は 村 公 所 内 に 2 棟 あ つて 、 康徳 3 年 度 の 積 尊 














積 欧 敷 目 表 は 別表 に 示す 通り で ある が 、 夏 家 模 村 


の 分 は 同 表 に 掲げ た 通り で 毅 敷 、 款 敷 は 其 の 1 割 内 外 で ある 。 康徳 2 年 度 に は 支出 は 無 か つ た 。 


鐵 丹 自家 模 分 


信康 午 





2 年 度 積 受 積 示 





學 目 表 


微 法 は 新 剖 石 に 依る 




















倉 庫 地 時 | 司 誠 敷 | 毎 吾 地 應 徴 積 穀 数 才 仙 積 綴 名和 芝 戸 
8 合 石 戸 
228,566) 8 1,828,528 1.704 
夏 家 模 村 分 150 戸 175 石 52 元 
ピー 生還 ニコ 
第 九 節 教育 、 宗 教鞭 の 他 


ー 教育 主 肝 夏 家 模 に 雨 級 小 欧 校 1 ヶ所 、 附 村 高 家 房 身 に 初級 小 欧 校 1 ヶ所 あつ て 、 生 徒 敷 は 高 小 1 
殺 、 初 小 和 ま 級 、 教員 6 名 ( 男 5 女 1)、 聖 生 288 名 内 男 生 198 名 、 女 生 95 名 で ある 。 


職員 氏名 、 俸給 、 経歴 、 夏 校 経堂 


名 、 経 宮 26$ 園 で ある 。 


面積 150 





米 午 方 で 、 附 村 


状況 は 市 の 教育 欄 参 照 、 民 衆 校 は 級 敷き 紋 、 克 生 72 名 内 男 8 名 女 3# 


衛生 春秋 2 季 に 種 間 を や つて ゐる と の 事 で ある 。 
宗教 全 村 孔 数 を 以 て 主 と し 、 化 数 る 行 
家 房 身 に も 赤 開 齋 有 が ある 。 


は れ て ゐる 。 主 村 夏 宗 櫻 村 に 開 帝 欠 が 1 ヶ所 ある 。 幅 1 間 、 


薄 測 本 司 展 詩 昌 避 革 沿 如 半 1| 普 


凌 | 常 


硬 愉 番 滋 蛋 


哨 測 本 隊 翌 
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第 二 章 土 地 開 合 - 


第 一 節 地 積 
本 足 で 土地 帳 と し て 最も 古い の は 康 昭 年代 使用 せら れ た 魚 鱗 芽 と 征 す る も の で 、 之 は 土地 下 げに 際 し 


て 挑 下 人 の 氏名 、 土 地番 跳 、 面 積 を 記入 し た も ゃ の で あつ た 。 其 後 光緒 31 年 か ら 敏 根 還 と 舟 富 られ 、 面 積 と 
氏名 と が 記入 せら れ た も の に 改め られ 、 建 園 以後 更に 現在 の 土地 宣 帳 に 改 打 せ られ た の で ある ろ 。 
光緒 31 年 頃 、 淳 多 地 に 開 す る 布告 を 出し 和 之 を 科 行 させ た の で 、 現在 で は 土地 室 帳 の 面積 と 買 際 面積 と は 大 


き な 差 異 が 無い 様 に な つた 。 


地 券 上 の 面積 は 皆 前 を 思 位 と し て 居り 、 今 之 を 示せ ば 茨 の 様 に な る 。 


8 EE 二 三  !OR 
1 庵 = 。 240 方 弓 
1 弓 三 5 尺 ( 林 記 ) 


耕地 面積 を 呼 竹 する 場合 $ 所 有 面 積 を 呼 租 する 場合 $、 弧 て 天地 と 剖 と を 使用 し て 居り 、 基 の 面積 を 買 測 す 
る 場合 は 縦横 共に 与 敷 を 用 ひ て 1 己 毎 、 或 は 5 弓 毎 に 標識 を 付け た 縄 で 測る の が 普通 で ある が 、 第 7 居 夏 家 


鐵 領 忠 第 7 屋 量 家 宮 棚 に て 一 般 
に 使用 せら る る 土地 測量 器 ( 弓 ) 








(H 尺 ) 5R4 二 


要 村 の 調査 部 落 星 家 資 棚 で は 、 横 は 握 敷 縦 は 弓 敷 で 買 測 し て 居 た 。 
勿論 癌 域 附近 で も 康 照 年 代 に は 、 敷 で 面積 を 表示 し 、 之 を 敷 へ る と 
き は 道路 側 の 麗 $ 敷 に 加 へ た と 言 は れ て 居る 。 そ し て 其 の 頃 は 弄 界 の 
諸 所 に 封 堆 と 般 し 、 墓 の 形 を し た 土 盛 を 作 つ て 境界 の 標識 と し た と 言 
つて ゐる 。 

更に 拉 の 幅 は 土地 に 依 つ て 違 ひ 、 和 q 坦 で 比較 的 肥 浜 を た 席 は 木 尺 で 1 尽 
6 寸 、 山 間 の 割合 着 薄 な 土地 は 1 尺 8 寸 あ る 。 

土地 に 開 す る 紛争 等 の あつ た 場合 は 、 紫 公署 か ら 1 人 、 雨 営 事 者 、 保 
誠人 、 村 長 、 仲 介 人 が 立憲 ひ 懸 公署 の 旨 、 或 ひ は 弓 で 買 測 し 、 電 買 の 
場合 に も 雨 営 事 者 、 仲 介 人 、 保 座 人 、 四 隣地 主 が 立 會 つて 前 記 の 様 に 
し て 買 除 に 測量 する が 、 小 作 及 び 典 下 約 の 場合 に は 、 普 通 呼 航 面 積 を 
用 ひ て 居る 様 で ある 。 

人 条 、 調 査 市 第 7 屋 夏 家 楼 村 時 家 座 棚 で は 玉 の 幅 が 2 尺 と 言 は ほれ で て 居り 、 
斑 の 長 さ は 宮 買 の 時 次 測 す る が 、 拉 の 幅 は 買 測 し た と と が な いて 言 は 
れ て 居る 。 に 


そし て 営 地 で は 1 天地 の 面積 は 境 の 長 さ 720 弓 で 、 玉 敷 が 10 本 ある の を 標準 と し て 居る 。 


(1) 所 有 面 積 配分 開 係 表 


第 二 節 配分 利用 開 係 


細 
地 
地 
地 
自 
自 


自作 


主 

主 、 自 作 
主 、 硫 農 1 

作 

作 、 小 作 
小作 、 大 農 


自 作 、 大 農 


小 


小作 、 大 農 


太 
共 


(2 ) 


固 


(3) 


前 表 で 見 る 様 に 氏 戸 中 僅か に 3 戸 の 農家 で 市 内 全 耕 地面 積 の 6 割 ほ 分 を 所 有 し て 居り 、 更 に 耕作 面積 で 


農 
の 他 
計 41 
所 有 面 積 別 音 家 戸 敷 表 
列 
150 誠 以 上 所 有 
100 対 一 150 吉 所 有 
51 束 一 100 束 所 有 
31 束 一 50 束 所 有 
11 誠 一 30 束 所 有 
1 政 一 10 束 所 有 
1 束 一 4.50 誠 所 有 
1 束 以 下 所 有 
無 所 有 


い ] 
5 
作 3 
6 
8 
2 


耕地 面積 別 農家 戸 苗 表 
300 競 以上 


誤 
300 束 来 漬 


に まま 
200 束 未 添 
0 
150 束 未 清 
1 70 状 以上 
100 束 未 消 


50 剖 以上 
20 束 未 消 


8E 
S0 束 未 江 


10 誠 以 上 
30 就 未 病 


10 競 未 添 
無 耕作 者 
計 


1 


は お も NO Ch、2 あ いつ NE 


回 中 


OU Ue 生ま U 后 貞 引い 0 且 当 0 隊 り 


に 


mm mm mm 
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1721.58 


凌 1 米 


品 


哨 剖 本 膨 惜 穫 昌 演 民 骨 


冶 前 層 普 


茹 


動 |! 浴 


短 測 本 隊 包 


148 

は 全農 家 の 2 割 2 分 の 農 家 が 、 全 示 地 面積 の 6 割 6 分 の 耕 作 を し て 居る 汰 態 で 、 所 有 耕 作 共 に 極端 偏在 
し て 居る 。 (戸別 調査 表 よ り ) 

谷 本 調査 忘 内 で は 不在 地主 の 所 有する 土地 が 50 天地 位 と 般 さ れ て 居り 、 前 記 3 戸 の 暴 家 と 不在 地主 で 本 
市 内 の 土地 殆ど 全部 を 所 有 し て 居る と 言 ふ 様 な 訴 態 で 、 純 地 主 純 自 作 と 艇 すべ きも の が 僅か 5 一 6 玉 に 過 
ぎ ま ず 、 他 は 殆ど 全部 選 尋 持 葵 の 農家 齋 で ある 。 

約 200 年 前 に 本 屯 の 草分け と し て 來 住 し た 時 基 が 、 其 の 後生 活 費 に 追 は れ 後に 来 住 し た 小作 人 、 年 工 等 に 
基 の 所 有 地 を 出典 し 、 淫 次 之 を 彼 等 に 宮 却 し た の で 、 従 つて 本 市 の 革 地 所 有 者 の 殆ど 全部 は 小作 人 、 年 エエ 
等 か ら 尊 次 土 地 を 獲得 する 様 に な つた も の で 、 各 一 家 を 除く 他 は 皆 零細 な 土地 を 所 有 耕 作 し て 壮 ふ じ て 生 
活 を 維持 し て 居る 訴 態 で ある 。 

本 市 に 訟 ける 1 戸 営 り 家 族 人 員 は 6.4 人 (家族 構成 表 よ り ) 下 均 で 、 此 の 人 員 で 普通 の 生活 を 芝 む に は 地主 
は 15 天地 の 耕地 が 必要 で あり 、 自作 農 は 5 天地 、 小 作 農 は 6 天地 の 小作 が 必要 で ある と 、 稲 さ れ て 居 


プ 
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前 記 の 如く 偏在 し て 居る 土地 は 、 地 主 の 負 偵 の 抵 営 或 は 出典 地 と し て 、 洒 く 都市 の 宮 計 及び 商人 等 の 手 に 
移る 様 に な り 、 不在 地主 の 人 敷 と 共に 共 の 面積 も 洒 六 増加 し て 行く 傾向 で ある 。 市 民 は と の 土地 を 獲得 し 
様 と し て ゃ 間 金 が 無い の で 、 唯 傍観 する より 他方 法 が 無い 状態 で ある 。 

何 小 作 地 の 様 な も $ る の で も 1-2 の 例外 を 除き 殆ど 上 期 和 で ある か ら 、 克 金 逐 し い ゃ の は 填 地 を 求め 様 と し 
て ゃ 、 黄 の 狭 少な 耕地 に 甘んじ て 居る より 他 は 無い 。 

政 に 新 く の 如く 耕地 が 不足 し て 居る の で 、 共 民 は 少し で も 現金 に 魚 裕 さ へ あれ ば 小作 地 を 増し て 耕作 面積 
を 増大 し 様 と 競 つ て 居る 。 

又 其 の 開拓 に 200 年 の 歴史 を 有 し て 居る の で 、 可 耕 未 更 地 と 舟 す べき も の が 一 つも な く 、 発 地 も 西河 子 溝 
の 着 に 僅か 17 敵 あ る 丈 で 、 其 の 中 10 敵 は 村 公 署 が 管理 し 、 市 民 は 無 條 件 で 共同 旬 子 と し て 使用 し て 居 
る 丈 で ある 。 


第 三 委 土地 所 有 の 集中 分 散 


本 市 の 草分け 星 革 が 、 約 200 年 以前 に 山東 か ら 移住 し 来 つ て 、 営 時 族 地 で あつ た 土地 を 自由 に 開 右 耕作 し て 
居 た が 、 敷 年 後に 政府 の 休 千 に よ つ て 開 如 面 積 を 懸 衛門 に 居 け 、 役 人 の 検分 を 経て 「 丈 軍 」 と 舟 す る 一 種 の 
地 人 泡 の 様 な ぁゃ の を 下 附 せら れ た 。 

「 夫 皇 」 下 付 に 除 し て 1 枚 に つき 1 品 銭 を 後 履 せら れ 、 共 の 年 か ら + 天 地 に つき 6.90 周 の 租 微 を 納付 し た 。 
( 康 団 、 乾隆 通 容 16 個 が 100、 1.000 が 1 品 録 ) 

挑 下げ の 面積 等 に 開 し て は 、 何 等 の 條 件 が 無 か つ た と 言 は れ て 居る 。 

共 の 後 、 分 抽 或 は 誠 任 の 代り に 土地 を 貨 つ た と 言 ふ 様 な 例 は 無い が 、 唯 交 の 様 な を と と が あつ た 。 

開拓 営 時 の 旗 人 で 趙 、 修 、 秋 の 3 人 が 未 挑 下 の 土 地 本 屯 の 3 割 位 の 面積 を 失 下げ て し まつ た の で 、 他 に 挑 下 
げ 得 る 土地 が 無 か つ た 含 、 遅れ て 來 住 し た 者 は 前 記 3 人 の 旗 人 か ら 未 各 の 土地 を 借り て 之 れ を 開 吾 し 、3 年 
間 無 料 で 耕作 し 3 年 後に 一 旦 土地 を 旗 人 に 返し 、 改 め て 小作 下 約 を 結ん で 其 の 主 地 を 小作 し た が 、 其 の 旗 人 
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も 滞 次 生活 旨 に 追 は れ て 土地 を 窟 却 する に 玉 つ た 。 
生活 費 に 追 は れ て 負 償 を 生じ 途 に 土地 を 宮 却 し た 例 は 全 記 の 5 割 に 達し 、 年 工 が 後 細 な 土地 を 入 典 し 、 滞 次 
共 の 土地 を 獲得 し た と 言 ふ 例 は 3 割 位 あ る と 言 は れ て 居る が 、 商 業 投資 に 依 つ て 負 代 を 生じ 、 土 地 を 出典 し 
て 居る の が 現在 唯 1 戸 ある 丈 で 他 に は 無い 。 
民 國 16-17 年 頃 は 一 番 土 地 の 買 が 多く 行 は れ 、 営 時 奉天 票 が 下落 し て 毅 物 始め 其 の 他 の 物 條 が 恋 騰 し た 
含 、 舞 民 に 現金 の 所 得 が 増加 し 、 一 方 営 時 の 上 辱 階級 の 者 が 、 生 活 結 に 追 は れ て 土地 を 害 却 し た の で 、 最も 
激しく 土地 宮 買 が 行 は れ た 。 
民 國 16 年 1 天地 替 天 球 600 園 で あつ た も の が 、 民 國 17 一 18 年 に は 1.200 園 位 に 倍増 し た の で ある 。 最も 
多く 土地 の 移動 激しく 行 は れる の は 、 本 忘 で は 何と 言 つ て も 、 地 主 階 級 の 10 天 地 以上 所 有 者 で 、 面積 件 敷 共に 
一 番 多 い 様 で 、 一 度 小 土地 所 有 者 の 手 に 入れ ば 北 な く と も 58. 年 近く は 移動 する 様 な と と は な いと 言 は れ 、 小 
主 地 所 有 者 の 内 自作 人 階級 は 最も 堅 縮 た 経 堆 を 行 つ て 居る 様 で ある 。 


第 四 節 土地 の 所 有 樺 


「 天 間 」 の 紙 行 され な か つた 頃 は 、 懸 城 附近 で も 全般 的 に 見 て 、 其 の 所 有 権 を 表示 する 何 物 も な く 、 開 拓 後 
敷 年 を 経て (土地 の 集中 、 分散 の 項 参照 ) 「 丈 曽 」 が 其 の 土地 に 至 す る 釘 銭 票 を 以 て 所 有 権 を 表示 せら れる 
様 に な つた 。 以 來 光 緒 31 年 (1905 年 ) に 至 つて 「 天 軍 」 が 地 因 (大 照 と も 言 ふ ) に 改め られ 、 換 照 費 と し 
て 1 枚 に 付き 2 品 銭 を 徴 せ られ た 。 
昌 に 民 國 1 年 1912 年 ) に 地上 ( 戸 管 ) の 検査 を 行 ひ (國家 の 奨 革 と 共に )、 之 に 新 契 紙 を 添 附 させ て 新 契 紙 の 
添 附 な き 地 軌 は 無効 と し 、 新 表紙 1 枚 に 就き 奉天 票 1.50 園 を 、 双 貼 宮 ( 験 胡 宮 と も 言 ふ ) と し て 後 政 せら れ 
た 。 “ 
営 時 法令 を 以 つ て 民 國 8 年 より 之 を 賀 施し た が 、 法 含 施行 第 1 年 目 に 履行 し た も ゃ の は 新 在 紙 1 枚 に 就き 1.50 
園 で あつ た が 、 第 2 年 目 履 行 し た も の は 2.70 園 、 第 3 年 目 に 恨 行 し た も の は まま 05 園 を 、 後 和 せ られ た 様 で 
ある 。 
「 天 軍 」 を 紙 行 し た の は 旗 軒 内 で あり 、 光 緒 31 年 に 地 嘆 を 贅 行 し た の は 東 三 省 舟 軍 趙 爾 異 と 稀 す る 人 で 、 
人 民 の 土地 紛争 を 避 く る 劉 、 正 確 な 地変 を 贅 行 する 必要 あり と 営 時 の 政府 に 申請 し 、 許 可 を 得 て 施行 し た も の 
で あつ た 。 民 國 に 至 つて 新 表紙 添 附 を 行 つ た の は 皮 公 嗜 で な され た 。 
土地 所 有 楼 の 移 電 ある 毎 に 居 出 で を 必要 と する 様 に な つた の は 冥 際 は 光緒 10 年 頃 (1884 年 ) で 、 其 の 都度 
懸 和 門 若く は 旗 署 衛門 に 居 出 で 次 印 を 受け させ た 。 
其 の 頃 か ら 居 出 捧 印 の 無い ゃ の を 白 契 と 移し て 第 三 者 に 至 拭 する と と も 出来 な けれ ば 、 又 此 の 白 胡 で 無 居 の 
ま ょ 所 有 権 の 移 韓 を 行 つ て 居 た 場合 に は 、 其 の 土地 を 族 署 衡 門 及 び 隙 和 門 で 評 償 し 、 其 の 條 格 に 下 し 、 丈 の 
様 な 六 金 を 課 し た の で ある 。 

(1) 買 除 に 所 有 権 を 移 二 し て か ら 6 ヶ月 後に 白 艇 た る と と が 義輝 し た 場合 1 割 

(2) 1 年 後に 績 算 し た 場合 2 割 

(3) 2 年 後に 区 算 し た 場合 3 割 
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(4) ほ ま 年 後に 義 算 し た 場合 を 割 
光緒 31 年 以前 は 急 過 明 に 記載 な られ 、 四 至る も 賀 際 と は 非常 に 差異 の ある る ゃ の で あつ た が 、 同 年 価 告 を 義 布 
し て 注 多 地 の 整 理 を 行 つ て か ら 非 常に 明確 に な つて 来 た を と 言 は れ て 居る 。 
谷 土 地 所 有 析 の 登記 は 、 光 緒 38 年 (1907 年 ) か ら 施 行 せ られ 、 登 記 料 は 土地 の 新 所 有 権 が 地 偵 100 園 に 就き 
50 生 の 割合 で 負 拉 し 、 比 較 的 よく 短 行 きれ て 居る と 言 ふ 。 
地上 骨 以 外 の 確認 の 文書 は 無く 普通 地 了 と 共に 実在 が 添 府 され て 居る 。 土地 喜 買 の 時 は 買 人 は 電 夏 と 共 過 用地 
新地 券 を 下 附 され る 政 、 地上 一 つ 丈 け で も 赤 赴 契 一 つ 天 け で も 、 完 全 た な 所有 槍 の 確認 の 誇 と は され な ゆい 場合 
も ある と 言 は れ で 居る 。 
何 光緒 38 年 1907 年 ) か ら の 登記 は 、 乏 を 履行 し た な けれ ば 第 三 者 に 翌 抗 する と と が 出来 す 、 法律 的 に は 勿 
論 事 買 に 於 て 一 局部 的 に 認め られ て も ゃ も 、 一般 的 に は 第 三 者 に 翌 抗 出来 な いと と に な つて ゐる 。 典 胡 は 普通 期 
限 3 年 と し て 居る が 、 買 際 の 回 購 期 限 は 剖 全 般 的 に 見 れ ば 20 年 と され て 居り 、20 年 経過 すれ ば 入 典 者 が 占 
特 門 に 居 出 で 自己 の 所 有 と する と と が 出来 る 斬 慣 だ と 言 ふ が 、 調査 忘 で は 回 賭 の 期限 等 は 全く な いと 言 ほ れ 
て 居る 。 
自 契 の 場合 に は 一 番 紛争 を 生じ 易く 大 抵 の 場合 碧 破 は 無効 と され る と 言 ふ 。 
喜 買 小作 等 に 就 いて 面積 の 紛争 、 境 界 の 紛 和 沼 が あつ た 場合 は 、 地 閉 に よ つ て 買 測 し て 地 姜 面積 通り に する 
が 、 折 る 場合 も し 流 多 地 を 生じ た 様 な 場合 に は 、 雨 者 に 折 御 し て 1 瑞 に 付き 1.4 符 周 の 経 照 税 を 後 玉 す る 。 
粉 筆 の ある 場合 は 、 一 番 先 に 其 の 地 欠 の 正しい も ゃ の で ある か 否 か を 調査 し て 、 其 の 正しい 地 券 に まつ て 制 決 
する が 、 土 地 の 紛争 を 法院 まで 訴 へ る も の は 、 落 城 附近 及び 大 土地 所 有 者 に 多く ヽ 、 洪 村 及 び 忠 小 主 地 所 有 者 の 
紛争 は 割合 少な く 、 彼 等 は 多少 紛争 が あつ て も 市 内 で 大 鹿 解 決し て し ま ふ と 詩 は ほれ て 居る 。 

夫 天 鉱 只 地 方 法院 民事 判決 2 年 上 学 第 158 腕 


刊 決 
た 二村 放 劉 廣 原 佳 本 野 
第 上 訴 人 劉 廣 交 同 記 
右 雨 造 因 請 求 退 地 渉 訟 1 案 上 訴 人 不服 本 院 簡易 庭 大 同 3 年 12 月 7 日 第 1 審判 決 提起 1 部 上 訴 本 院 逢 決 如 
s 


原 制 決 隔 於 審 西 地 及 訴訟 費用 部 分 護 棄 
科 上 訴 人 在 第 1 審 開 於 客 西 地 部 分 之 訴 朋 床 

雨 審 訴 訟 費用 被 上 訴 人 負 搭 3 分 之 2 上訴 人 負 挫 3 分 芝 1 

上 訴 人 求 和 原 制 決闘 於 客 西 地 部 分 雇 茎 特 拉 上 訴 人 在 第 1 審 闘 於 窒 西 地 部 分 之 訴 興 床 十 審 訴 訟 軍 用 均 制 信 
家 上 訴 人 負 搭 基 陳 逃 上 訴 要 旨 賠 計上 訴 人 闘 於 民 國 11 年 報 領 午 落 本 城 審 西 直 科 地 1 自 計 地 12 麗 東 季 道 丁 
至 附 司 地 南 至 左 姓 北 至 橋 頭 領有 牙 科 大 承 師 訟 至 雨 造 奥 和 案外 人 劉 鷹 廷 3 股 整 有 之 土地 12 剖 在 上 訴 人 報 令 
之 井 笠 地 以 東 中 間 隔 有 官 道 接 上 訴 人 吉 調 上 訴 人 青 領 乏 乾 科 地 12 剖 保 腰 有 土地 12 内 之 浪 多 地頭 訴 請 選 
司 き 分 之 1 原審 速 依 所 請 刊 決 資 難 革 服 坪 提 出 大 照 1 低 人 府 

被 上 訴 人 求 特 上 訴 人 之 上 訴 駿 並 刊 令 上 訴 人 負 拉 第 3 審 訴 訟 爵 答 斗 要旨 賠 調 被 上 訴 人 異 上 訴 人 及 案 外人 
劉 席 廷 3 股 珠 有 失 落 本 城 審 西 土地 1 段 計 地 12 敵 西 至 道 傘 内 有 浮 多 應 上訴 人 哉 私 自 報 領 浮 多 地 12 前 且 


人 
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入 西 寂 之 道 由 西 向 東 扶 至 西 地 中 間 査 此 項 浪 多 土地 12 員 師 3 股 物 有 之 土地 上 訴 人 童 私 自 報 領 食 此 訴 請 授 
選 3 分 之 1 原審 判決 並 不 営 方 方 

理 山 

査 営 事 人 主張 有利 於 己 之 事 買 鷹 負 塁 府 資 任 本 案 被 上 訴 人 劉 座 文 主張 上 訴 人 劉 廣 弥 報 領 季 落 本 城 審 西 土 
地 1 段 計 地 12 保 雨 造 及 案 外人 劉 席 廷 3 股 末 有 入 落 本 城 客 西 土地 12 敵 内 淳 多 地 敵 邊 地名 領 乱 誇 査 要 
領内 並 無 四 至 之 記 斉 自 不 能 僚 浪 多 土地 之 府 拓 経 本 院 履 期 十 造 及 案 外人 劉 廣 廷 3 股 各 有 之 土地 現 含 10 員 
52 庫 8 雅 有 不 然 筐 上 訴 人 報 領 乏 土地 12 癌 中 間 倫 隔 有害 和己 之 官 壮 元 不 能 計 上訴 人 幸 領 之 土 地 12 


責 含 始 有 芝 土 地 拉 之 前 開 説明 即 不能 向 被告 請求 退 直 土地 況 査 上 訴 人 共 民 國 11 年 報 領土 地 12 融 既 有 大 
陵 代 誠 並 於 民団 12 年 依 法 登記 合法 取得 所 有 柏 管 業 至 今 10 有 父 年 寝 上 訴 人 称 主 張 食 更 有 地 内 之 浮 多 地 麗 
放 請 退 還 3 分 之 1 殊 無理 有 原 審 憶 依 所 請 判 決 質 有 未 営 應 循 原 刊 決 開 於 審 西 地 及 訴訟 吉 用 部 分 謙 径 笑 被 上 
訴 人 在 第 1 審 開 於 案 西 地 部 分 之 訴 胡 訂 
擦 上 論 結 本 件 上 訴 師 有 理由 原 依 民事 訴訟 人 例 弟 518 條 第 109 條 第 98 條 但 審 判決 如 至 
泰 天 鐵 顎 地方 法院 民事 合議 許 
審 刊 長 推 事 釧 滴 障 
推 事 元 占 香 
推 事 田 玉 明 
不服 本 逢 決 得 於 送達 後 20 日 内 上 訴 於 奉天 高等 法院 
康徳 1 年 5 月 12 日 
本 件 府 明 奥原 本 舞 異 
康徳 1 年 5 月 21 日 書 記 官 王 海 苑 


奉天 鍼 鶴 地方 法院 民事 刊 決 3 年 上 字 第 153 欧 


刊 決 
原 吾 劉 席 森 住所 本 麻 城 
被 吾 劉 廣 5 同 詞 


右 規 名 土地 返還 請求 ク 食 、 訴訟 = ナル 1 委 原 告 ハ 本 院 簡易 庭 刊 決 不服 = ョ リ 大 同 2 年 12 月 7 日 第 1 審 
制 決 = 付 1 部 上 訴 ラ 提出 シ 、 本 院 = 於 テ 刊 決 ス ル ュ ト 堪 クノ 如 シ 。 

主 3 
原 刊 決 = 係 ル 窒 西 地 及 ビ 訴 訟 電 用 部 分 へ 謙 棄 スル = ュ ト 。 


。 援 告 へ 第 1 窪 = 於 ケル 密 西 地 部 分 ノ 訴訟 へ 馬 ス ル ュ ト 。 


雨 審 = 要 モル 訴訟 電 用 へ 被告 き 分 ノア 2 ラ 負 搭 シ 、 原告 へ 3 分 フ 1 ヲ 負 搭 ス シュ ト 。 

原 千 へ 原 判 決 = 団 スル 竹 西 地 部 分 訂 棄 請求 シ 、 被 告 へ 第 1 審 = 較 ス ル 審 西 地 部 分 ノ 訴 訟 ヲ 朋 二 ス 、 十 
塞 = 要 モル 訴訟 電 用 へ 、 均 被告 之 ラ 負 携 スル 様 刊 決 サ レタ リ 、 ン ツノ 陳 逃 モル 上 訴 要 旨 ハ 大 生 原告 ハ 、 
民 國 11 年 = 報 領 モル 本 城 審 西 井 科 地 1 個所 計 面 積 12 刺 東 至 道 、 西 至 附 馬 地 、 南 至 左 姓 地 、 北 至 橋 頭 、 
ク 旭 科大 照 ラ 下 附 サ ヒレ テル ラ ヲ 以 テッ クノ 説明 = 論 ス 。 原告 、 被告 及 事件 外 ノ 劉 廣 廷 3 名 共有 地 12 聞 へ 、 原 
香 報 領 ク 電 科 地 以 東 = 所 在 シ 、 中 間 = 官 壮 ク ヶ 隔 テ アリ 、 被 告 へ 原 秋 報 領 ク 乾 科 地 12 敵 へ ハ 、 共 有 地 12 


半 ! 


避 


簿 潮 二 騰 展 革 日 演 災 肖 


肖 


尊 半 本隊 謀 入 晶 閣 
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貢 以 内 ノ 浮 多 地 チ リト + 稽 シ 、3 分 ノ フ 1 ヲ 返 情 求 ノ 原審 = 圭 ス ルン クノ 側 決 へ 買 = 甘 心 服 従 シ 難 シト 言 フ 、 


大 陣 ラ 提出 シテ 誠 明 トナ ス 。 


被告 請求 へ 原告 ノ 上 訴 ヲ 朋 奈 スル 事 、 並 ビ = 第 2 審 訴 訟 費 へ 原告 = 於 テ 負 所 ス ル 事 、 ツ ノ 答 律 要旨 へ 、・ 


大 骸 被 告 ト 原告 及 事 件 外 ノ 劉 廣 廷 3 名 共有 所 在 地 ハ へ 、 本 城 審 西 地 1 ヶ所 計 12 敵 = ニ シテ 西 へ 道路 = 至 
(内 = 淳 多 地 ラ 含 ム ) 個 所 ナル ガ 、 原 告 側 デ ハ 私 カ = 浮 多 地 12 敵 ヲ 報 領 シ 、 且 西 = 至 ッ タ 道 ヲ 、 西 ヨリ 
東 = 侵 何と 、 西 ノ 土地 クノ 中 間 マ デ 侵 耕 ス ルト 言 フ 。 査 ス レバ 此 淳 多 地 12 剖 へ 3 名 共有 クノ 土 地 = シ テ 、 原 
告 へ 私 カ = 報 領 シ タル モノ ニシ テ ュ 之 罰 含 =3 分 ノ 1 ヲ 返還 スメル 請 求 原審 刊 決 へ 不 公 仁 ナ 所 ナン シト 言 フ 。 
理 由 
査 え レベ 営 事 人 = 於 テ 利己 ノ 事 買主 張 ス ル 場 合 誠 明 人 ラ 晃 ゲル 任 ラ 負 拉 ス ペ シ 、 本案 = 付 キ 被 知久 
鷹 文 ハ 、 原 玉 廣 菊 報 領 シ タル 本 城 窒 西 土 地 1 ヶ所 計 土 地 12 敵 へ 、 原 天 、 被告 及 事件 外 ノ 劉 廣 廷 3 名 
共有 土地 、 本 城 審 西 土地 12 敵 内 ノ 兆 多 地 チ リト 確認 シ 、 要 領 ( 税 票 ) ァ 以 テ 訟 明 ト ス 。 査 スレ バ 析 領 ( 税 票 ) 
= ハ 四 至 ノ 記載 テン シ 、 自 ラ 浮 多 地 ノ 府 擦 = ニナ テラ ザル コト ト 認 メ 、 本 院 ノ 貨 地 勘 験 = ニョ リ 原告 、 被 告 及 
事件 外 ノ 劉 廣 廷 3 名 共有 クノ 土地 へ 、 現在 10 敵 5 分 28 計 = シテ 相知 ア ルト 難 モ 、 原 告 2 報 領 土地 1 
2 敵 中 = 何 幅 和 弓 (1 弓 5 尺 ) ノ 官 道 ノ 隔 テア リ 、 原 告 報 領土 地 12 剖 へ 別段 = アリ テ 、 共有 地 12 交 
クモ クト 開 連 テキ ュ ト ガ 分 明 モ リ 、 原 告 へ 土地 退 還 請求 = 應 ズル 釣 地 ナク 、 民 國 11 年 2 報 領土 地 12 
刺 大 照 ヲ 以 テ 嘆 明 トス 、 何 原 告 ハ 民 國 12 年 2 登記 法 = 佐 り 所 有 楼 取得 シ 、 経 葵 スル コト 今 マ デ 10 
欠 年 = シテ 、 被告 が 色 チ 共有 ノ 浮 多 地 主張 シ 、3 分 ノ ユ ラ ヲ 退 情 求 ラ 提訴 スル コト へ ハ 、 買 = 理 由 ノ ナ 
キュ トナ リ 。 原審 = 於 テッ ノ 請 求 = 従 フュ ト 貨 = 適 営 モ ズ 、 営 然 原 刊 決 = 開 ス ル 箸 西 地 及 訴 訟 旨 用 部 分 
万 棄 被 告 ノ 提 出 シ タル 第 1 審 客 西 地 部 分 = 開 ス ル 訴 詞 胡 選 スベ シ 。 
上 逃 ノ 論 結 = 擦 レ バ 本 件 ノ 上 訴 へ 理由 アル ト 認 メ 、 准 = 民事 訴訟 法 條 例 第 518 條 第 109 條 第 98 條 = 佐 
り 判決 へ 主 娘 ク 如 シ 。 


替 天 銭 失地 方 法院 民事 合議 
財 刊 長 推 事 到 泊 障 
ク 田 主 明 
本 制 決 = 不服 ノ 場 合 衝 達 後 20 日 内 = 奉天 高等 法院 = 上 証 ス ペ シ 。 
康徳 1 年 5 月 12 日 
本 件 へ 原本 ト 相 邊 テン ト 誇 明 ス 。 
書 記 宜 請 海 俣 
康徳 1 年 5 月 21 日 
位 失地 方 法院 第 1 審 民 事 判 決 書 前 字 第 126 錠 
刊 決 
原 吾 色 和 。 未 到 
訴訟 代理 人 色 ” ま 氏 女 年 齢 35 歳 住所 鐵 嶺 北 隊 
披 生 王 太 旨 男 年 穫 蔵 住所 鐵 准 下 概 木 准 子 農 
郷 ” 康 氏 女 年 9 蔵 信 類 准 東 同 商 


右 雨 造 因 請求 退 地 渉 訟 1 案 本 院 刊 決 如 左 
主 2 
王 太 中 應 特 係 沼 地 之 土地 退 選 原 難 
原告 待 於 郷 康 氏 之 訴 朋 
肛 訴 訟 費用 由 被 告 王 太 員 負 拉 
。 事 Ri 
原告 藻 明 求 師 制 決 被告 等 特 係 測 之 土地 退 選 原告 並 負 搭 訴訟 肝 用 共 陳 逃 事 買 要 旨 賠 入 原 告 於 去 蔵 11 月 間 
経 中 人 介 紹 買得 被告 細 康 氏 之 子 鍵 疾 堂 所 有 邊 落 院 司 下 概 木 准 子 虚 之 中 則 古 地 2 自 1 段 含 1 束 不 計 、 外 共 
1 径 師 19 敵 、 計 長 短 152 條 四 至 計 、 南 至 河北 至 道 西 至 張 姓 東 至 道 立 有 宮 契 含 誇 並 薄 有 原 在 含 賜 不 料 
被告 王 太 昌 電 詩 彼 於 四 至 以内 何 有 土地 2 束 3 分 5、 控 掘 封 堆 不 令 耕 種 向 細 康 氏 軸 問 振 芽 稚 己 段 敷 出 次 
不 負 任 何 責 任 面 王 太 昌 又 凌 不 誠 理 走 以 訴 追 到 
被告 王 太 昌 請 特 原告 之 訴 在 床 並 令 負 失 訴 訟 宮 用 基 答 鋳 意 旨 隊 移 其 於 原 知之 地内 有 2 剖 多 地 約 30 鍵 境 因 
有 家 店 即 該 地 並 未 出 吉 自 不能 令 原 秋 耕 種 除 此 2 刺 欠 地 之 外 何 有 土地 19 前 方 原 告 之 地 云 
被 此 氏 康 氏 答 振 意 旨 略 生 其 融 商 原 千 之 地 係 先 買 被告 王 太 昌 之 地 共 長 短 玉 150 條 南 至 河北 至 道 西 至 張 姓 東 
到 道 自 置 得 該 地 即 和 給 王 太 昌 向 未 親 自 耕種 但 無 王 太 昌之 家 店 難 有 小 店 赤 在 四 至 以内 友 
理 由 
本 院 審査 披 告 細 康 氏 僚 原 告 出 立 之 吉 契 内 載 之 四 至 奥 被 告 王 太 昌 原 喜 奥 氏 康 氏 地 表 内 載 之 四 至 完全 相同 経 
連 地 履 甚 其 ま 至 以 内 連 同 不 耕 種 之 革 格 共有 土地 19 敵 3 分 2、 基 該 地 巳 経 被告 王 太 昌 原 赴 奥 卿 康 氏 
韓 嘉 奥原 呑 至 倉 明瞭 難 昭 下載 綱 地 之 数 多 有 3 分 2 尾 、 然 該 被告 王 太 昌 並 未 在 該 地 四 至 以内 留 有 2 剖 欠 地 
己 経 人 康 氏 及 中 人 美 典 凛 蘇 奥 壇 等 到 案 座 明 基 所 多 之 地 赤 非 該 被告 芝 地 多 府 無 疑 義 況 査 該 地 四 至 以内 之 店 
並 非 該 被 告 王 太 昌 之 家 店 乃 群 移 係 其 宗 店 因 面 留 出土 地 2 束 有 鱗 題 基 揮 詞 託 頓 言 不足 取 原 告 請 含 退 還 自 有 
理由 蛋 侵 佑 原 土 之 地 此 矢 被 告 王 太 昌 用 連 同 細 康 氏 一 併 放 追 色 有 不 合 
擦 上 論 結 原告 之 訴 矢 一 部 有理 由 一 部 無理 由 合 依 民 事 訴訟 條 例 第 98 條 刊 決 如 主 廊 
不服 本 判決 得 於 送達 後 20 日 内 上 訴 於 本 院 合議 庭 
康徳 3 年 6 月 1 日 


鐵 倫 地方 法院 民事 許 
推 事 李 省 記 
本 件 座 明 奥原 本 無 異 
書 記 官 達 人 
鐵 名 地 方 法院 第 1 審 民 事 判 決 書 第 126 婚 
刊 決 
原 吾 劉 栄 未 到 ( 鉄 席 ) 
訴訟 代理 人 劉 李 氏 女 年 齢 35 蔵 住所 鐵 宮 北 職 
役 吾 = 太 中 男 年 氏 歳 住所 鐵 嶺 下 概 木 領 子 ( 農 ) 
草 康 氏 女 年 9 蔵 住所 鐵 鶴 東 開 ( 商 ) 


凌 | 普 


恒 


簿 時 本 隊 惜 甘党 興治 


吾 革 | 癌 


能 


導 


勘 |! 誤 


貴 潮 本 屋 包 
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右 雨 方 へ 土地 電 却 面積 内 一 部 返戻 請求 ノ 含 、 争訟 ヲ 起 と 本 院 ク 刊 決 へ 左 ノ 通 リ 。 
主 2 
主 太 昌 ハ へ 紛争 = ナル 土地 原告 者 = 返戻 ス ヘ シ 。 
原告 者 へ 細 康 氏 = 習 スル 訴訟 テラ 取消 スー シ 。 
訴訟 爆 へ 被告 王 太 昌 ガ 有 之 ヲ 負 扶 ス ヘー シ 。 
事 に 6 
原告 者 ク 旋 明 ス ルコ ュ ト へ ハ 、 披 告 者 ヨリ 紛争 = ナル 土地 原告 = 退 屋 刊 決 ス ル 様 請求 シ 、 並 = 誕 訟 費 モ 負 
扶 を ザル ュ ト 、 其 ノ 陳 逃 要旨 へ 即 チ 原 告 者 へ 、 昨年 玲 暦 1 月頃 中 介 人 クノ 紹介 = 因 ウ テ 、 被 衝 獅 康 氏 ノ 子 
郷 郊 堂 ミ リ 中 則 地 232 個所 、 其 一 へ 1 敵 ノ 士 地 購入 モ す 。 所 在 地 へ 本 院 管轄 内 概 木 鈴子 、 等 級 へ 忠則 地 、 
所 へ 32 個所 基 Z1 敵 クノ ユ 個所 へ 、 障 数 不明 基 フ 19 刺 ノ 1 個所 拉 敷 長 短 ヲ 合 モ テ 152 條 アリ 。 南 ム 河 = 
至り 、 北 へ 道 = 至り 、 西 へ 張 姓 地 = 至り 、 東 へ 道 = 至 ル え 。 四 至 分 明 テ チル ラ ヲ 以 テ 走 政 ヲ 立 ツ 、 別 = 原 表地 了 ヲ 
併 モテ 誇 擦 ト ナス モク ナリ 、 然 ル = ニ = 被告 王 太 昌 へ 、 療 却 土 地 四 至 ク 内 彼 ノ 土地 2 敵 き 分 5 屋 ア リト 稀 シ ュ 
周 園 (3 剖 ク 周 園 )= 掘 溝 シ テ 圭 堆 ヲ 作 レ ヒ リ 。 原告 へ 耕作 2 可否 ヲ 卿 康 氏 = 聞 ケ べ 、 彼 へ 敷 約 通り 電 却 シ 
タル モノ ナレ バ 其 ノ 南 任 負 拉 モ ズ ト 船 ス 。 面 シテ 王 太 昌 ハ へ 、 ヽ 時 奉 性 = シテ 道理 ヲ 講 ゼ ズ 、 逆 = 話 訟 ラ 提出 
スル モノ ナリ 。 窒 告 王 太 昌 へ ハ 、 原 千 訴訟 興 床 並 = 訴訟 冥 モ 原告 自己 負 搭 スル シュト ラ 請 求 シ 、 其 ク 答 塩 フ 
意 旨 ノ 星 稀 = ョ レバ 彼 へ 原告 喜 却 地内 = 約 2 問 位 30 欠 條 地 ノ 土地 アル ト 稽 スル ガ 、 之 へ 家 庫 ノ 敷 地 チ 
ル ヲ 以 テ 保存 モル 土地 ナリ 。 般 テ 電 却 シタ ルコ ュ ト ナシ 、 自 ララ 原告 2 寿 作 ラ 許 サザ ル 夏 = シテ 、 上 紅 ノ 2 状 
欠 ノ 廿 地 以外 答 19 責 ア ル ハ 始 メ テ 原 告 ノ 土地 ナリ ト 称 ス 。 
被告 卿 康 氏 ノ 答 群 = ミ ョ レ バ 、 彼 へ 原告 = 電 却 シタ ル 土 地 へ 、 信 テ 持 王 太 昌 ョ リ 買 入 レ 土地 = シテ 、 
長短 ク 堆 敷 合計 150 條 ナリ 。 南 ハ 河 = 至り 、 北 へ 道 = 至 り 、 西 ハ 張 姓 地 = 至り 、 東 へ 道 = 至 ル 。 買 入 後 
直 チ = 王 太 旧 = 貸付 ケ ヶ 自 作 ス ルコ ト 全 然 ナ シ 。 但 と 王 太 旧 ノ 家 庫 へ 無 シ 、 小 店 アル ト 難 モ 四 至 ク 以内 = 
含 マ レル モク ノ ナ リ ト 生 ス 。 
本 院 ノ 審査 ハ 援 告 康 氏 ヨ リ 原 告 = 出 モル 冥 契 = 記載 モル 四 至 ハ 、= 披 呑 王 太 旧 ョ リ 人 引 康 氏 = 出 モル 
真 契 ノ 四 至 ト ハ 完全 = 相 等 シキ モノ = ニシ テ 、 買 地 調 査 ノ 結果 其 ク 四 至 以内 = 隣接 シタ ル 廉 耕地 約 19 吾 3 
分 2 届 ア リト 各 ス 。 該 地 巳 = 王 太 昌 ョ リ 郷 康 氏 = 宮 却 と 、 更 = 原告 = 韓 交 シタ モノ ナリ 。 乏 導 極 メデ 明 
膝 ナ ルコ トニ = ニシテ 、 地 人 面 積 が 買 際 鈴 分 = 3 分 2 届 多 と ト 難 モ 、 接 告 王 太 旧 ハ 四 至 以内 = ヽ 家 店 敷地 2 唄 
欠 リ ノ 土 地 ラ 、 保 留 ス ルコ ュ ト 全然 無 キ ュ ト 、 己 = 細 康 氏 及 ビ 中 介 人 凌 農 文 、 菊 興 文 等 2 共同 誠 明 = ニョ リ 
明瞭 ナリ 、 其 2 淳 多 ノ 土 地 モ 被告 王 太 昌 クモ クニ テラ ザ ル ュ トキ 手 義 無 キ モノ ナ り 。 況 ン ヤ 四 至 以内 = 
テル 小 証 へ 王 太 昌 クノ 家 店 ナチ キ = 於 テオ ヤ 。 王 太 咽 ノ 北 箕 へ 家 店 ノ 入 = 残留 モル 2 唄 位 ノ 土地 ト 稀 スル ハ 
明 ラ カ = 虚 言 = ミ シテ 甘 モ 取 ん = 足 ラズ 。 原告 ノ 土 地 返 還 請求 ハ 確 み = 理由 アリ 、 民 と 原告 主 地 ヲ 侵 佑 
スメル 者 へ 王 太 昌 = シテ 、 其 ノ 職 開 ノ 劉 範 康 氏 ラ ェ 訴追 スル コト ハム 道理 合致 モズ 、. 上 述 = リ 論 結 ス レベ 原 
告 ノ 証 詞 ハー 部 理由 アリ ー 部 理由 ナシ 、 革 = 民事 訴訟 條 例 第 98 條 ク 通 り 刊 決 シ テ 主 壇 ノ 如 シ (最初 主 交 
参照 ) 本 刊 決 = 服 モ ヌ 場 合 送達 後 20 日 以内 本 院 合議 庭 = 上 訴 ス ペ シ 。 
康徳 3 年 6 月 1 日 “ 


鐵 賞 地方 法院 民事 許 
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推 事 「 李 省 ー 
本 件 へ 原本 ト 異 ナル 所 ナ キ ュ ト ラ 誇 明 ス 。 
書 記 官 寺 人 


第 地 節 土地 、 房子 買 買 の 慣行 


土地 の 資 買 及び 入出 典 の 一 番 多 く 行 は し る の は 、 立冬 より 立春 まで の 間 で 、 羽 子 の 和 ・ 借 は 年 2 回 で 前 年 期 は 
2 月 後 人 年 期 は 8 月 に 行 は れる が 、 次 買 は 何時 で も 所 有 者 の 郡 合 に よ つ て 行 は れる 。 


還 塊 上 買 方 法 


土地 羽 子 宮 買 の 方 法 と し て は 、 城内 で は 経 紀 ( 地 媒 、 房 引 と も 稀 し 仲介 を 専業 と する 人 ) 村 で は 信用 の あ 
る 伸介 人 が 、 雨 者 の 中 に 立つ て 接 条 し 、 雨 者 が 共 の 條 件 に 承諾 し た 時 は 、 能 城内 で は 宮 主 が 下 全 の 5 
買主 は 買 偵 の 5^ を 経 紀 に 報 財 と し て 奥 へ る 習慣 で ある が 、 村 で は 考 ふ し た と と が 無く 新年 及び 和 婚 の 
場合 に 招待 し て 状 應 する か 、 贈物 等 を 買主 が する 様 で ある 。 

克 買 成立 し た 場合 は 、 基 財 務 局 或 は 村 公 所 か ら 官 紙 1 枚 1 回 で 購入 し 、 買 受 人 の 家 で 契約 書 を 作製 する の 
で ある 。 

と の 時 同族 人 、 四 隣地 主 、 他 に 農村 で は 、 村 長 を 此 の 土地 及び 房子 に 就 い て 何等 紛争 が 無い と 言 ふ 誠人 と 
し て 立 會 は させ る の で ある 。 
価 と の 契約 書 は 必ず と の 喜 買 に 開 係 の 無い 人 を 頼ん で 代 書 し て 貰 ふ と こと に な つて 居る 。 契約 書 は 次 の 通り 
で ある 。 

立直 地 下 支 約 人 某 因 有 正 用 和 自 己 領 名 中 則 下 地 一 革 南北 志 若 二 條 毎 條 着 〒 ギ 弓 共 若干 己 要 地 若 幸 敵 衝 
藩 共謀 思 至 列 後 震 人 設 甘 上 宮 奥 茶 虚 基 * 言 明 資 償 國 整 若 平 信 固 共 銭 筆 下 交 分 足 壇 不 鉄 自 喜 之 後任 滞 買 
主 更 名 税 在 不 奥 喜 主 相 渉 此 係 本 造 情 原 各 無 返 属 赤 舞 族 部 欠 競 等 博 倫 有 外 選 行 信 有 族 申 保 人 一 功 承 管 葉 化 
、 無明 立 此 次 契 以 備 氷 吉 存 尼 


計 開 四 至 
南 至 基 虚 北 至 某 虚 東 至 共謀 西 至 共謀 
革 と コ 
族 中 人 革 そ 
革 と っ 
地 郷 人 革 
保 人 和 
村長 人 革 信 
代 還 法人 基 そ 
康徳 某 年 月 日 
立 実 契 文 約 人 革 に 


半 ! 普 


避 


員 居 西屋 翌 鞭 中 如 災 和 肖 


憶 | 演 


簿 事 下層 弄 草 愉 
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宮 地 表 約 書 ノ 様式 
実地 下 約 人 〇 〇 〇 用 人 金 至急 入 用 = 付 自 己 所 有 中 旭 地 一 ケ所 計 南 北 坊 若 干 條 横 = 何 己 合 計 面 積 若干 刺 所 在 
地 何 虚 四 至 左 記 ノ 通り 中 介 人 = 願 ヒ 取 極 メ 基 冥 却 ス 。 議 定 宮 却 全 格 國 向 若 二 彫 也 、 基金 へ 営 日 失 済 決 シ 
テ 清 納 オシ 。 実 却 後 買主 = 所 有 権 護 渡 承認 シ 、 所 有名 義 ラ 契 更 と 税 徐 モ シ ュ ル 外 一 切 便宜 ラ 奥 - テ 
渉 欠 地 テ ナン 。 之 双方 相 願 ヒシ ュ ト = テン シテ 各 返 折 ナ シ 、 赤 同 族 人 及 ビ 地 隣 等 2 紛争 事情 等 へ 決 シ テ ナ 
シ 。 倫 モ 相互 聞 下 約 履行 モミ ュ ト アル 場合 宮 主 ノ 同 族 人 並 ビ = 保 誠人 仲介 人 一 切 引 受 ヶ 後日 ノ 根 捧 チ キ 
ヲ 恐 と 此 実 質 地 青 約 書 ラ 立 ツ ウル モ クチ ナリ 。 


計 


東 世 全 記 南 
四 至 至 何 庶 北 王 何 誹 
〇 〇 〇 印 
同 議 光 8 = プ K 〇 〇 〇 印 
〇 〇 〇 印 
〇 〇 O 印 
地 隣 の O 〇 O 印 
忘 = 於 ケル 相 営 チル 者 手数 料 ナ シ 2 の GO OB 
村 長 O - - 。⑨ 生 語 穫 3 思 
代 書 〇 〇 〇 印 
費 約 人 (⑨ 〇 O 印 


年 月 日 
紳 地表 約 書 の 読 明 (名 國 珍 の 話 ) 
本 市 ( 星 家 高 棚 ) 従来 土地 買 冥 の 慣 才 は 、 一 般 に 次 の 様 に 行き れ て ゐる 。 
夏 約 経過 
1. 喜 主 の 生活 多 過 化 し た 場合 、 土 地 害 友 或 は 出典 等 を 行 ふ が 、 土 地 実 却 の 時 は 、 地 尋 ( 訓 内 で 信用 あり 促 
介 の 経験 ある 者 保 座 人 を 氏ね る ) を 通じ 先 買 悦 の 順序 即ち 同族 、 隣 地主 に 相談 し て 、 誰 も 要ら ぬ 時 は 一 
帝人 に 喜 却 する の で ある 。 買 主 が 決定 すれ ば 地 條 を 定め 買 営 日 下 約 書 を 作製 する が 、 そ の 日 買 主 は 在 
約 に 立食 ひ 署 名 する 同族 人 、 地 隣 、 地 媒 ( 保 座 人 ) 村 長 、 代 書 人 等 を 招待 し 、 先 づ 代 書 人 は 冥 買 営 事 者 か ら 
條 件 を 鞭 ね 年 ら 契 約 書 を 作製 後代 書 人 は 契約 書 を 誠 み 上 げ 、 列席 者 は その 條 件 に 習 し て 異議 ある 事 無 
き 時 、 初 め て 書面 に 喜 主 、 同 族 、 地 隣 、 仲 介 人 、 村 長 、 代 書 人 の 順序 で 振 印 を 行 ひ 、 同 時 に 買主 は 現金 を 出 
し て 公 の 面前 で 寛 主 に 手 変 決済 後 、 実 主 は 喜 契 を 買主 に 交付 する の で ある 。 実 買 終了 後 買 主 は 列席 者 一 
同 に 装 應 する 。 以上 の 次 買 成 立 す れ ば 、 適 営 の 日 を 選ん で 均 主 買主 は 各 印 及 納 科 受 令 誠 、 原 胡 紙 を 一 意 
め に し で ヽ 頻 公署 及 地方 法院 へ 税 契 及 登記 の 手 績 を し て 、 然 る 後 所 有 柏 も 完全 に 移 韓 され る の で ある 。 
追 面 原 地 変 の 一 部 を 冥 却 す る 場合 は 、 財務 局 で 嘉 却 指定 面積 を 、 原 地 半 に 買主 の 姓名 及 冥 却 年 月 日 
を 記載 し 、 原 下 は 宮 主 が 保管 し 、 全 面積 を 実 却 する 場合 原 胡 は 財務 局 が 保管 する 。 
買主 より 支出 する 手 青 料 
ー、 ヽ 講 押 鐵 (次 主 の 換 印 を 請願 する 手 営 ) 
一 、 直 下 紙 ( 村 公 所 ) 


ー、 ヽ 登記 費 (法院 

ー ヽ 税 契 

つ 、 ヽ 諸 應 宮 

ー、 ヽ 登記 旗 費 並び に 宿泊 旭 、 食 濾 ( 盗 主 の 分 を 負 拉 ) 
懇 約 書 は ま 連 に な つて 居る が 、1 枚 は 買主 、1 枚 は 財政 部 若しくは 省 公 署 、1 枚 は 税務 監督 因 、1 枚 は 懸 
公署 財務 局 に 下 る 。 
と の 契約 書 が 書か れ た と き 立 憲人 全部 換 印 し て 、 代 金 の 受渡 し を な し 買主 の 負 扶 に よ ょ つて 簡 持 な 宴 信 を 催 
す 。 
区 に 買主 は 科 下 と 各 し て 契約 書 に 寛 買 償 格 の 07 の 履 入 印紙 を 嘆 果 し て 、 頻 公署 に 行き 宜 印 を 貰 つて 地 券 
に 新 所 有 者 名 を 記し た 有 約 書 を 持 多 し て 、 地方 法院 で 買 償 格 の Tn の 登記 料 を 納付 し て 登記 を する 。 と 
れ で 完全 に 所 有 析 が 確認 され る の で ある 。 
然し 農村 の 懸 城 に 遠い 地域 の 者 は 、 落 の 税 表 と 同時 に 登記 料 も 史 に 納付 し 、 受 領 誠 を 交付 され 史 よ り 通 知 
の あつ た 時 、 行 つて 受領 誇 と 引換 に 新地 因 を 受取 つて 来る が 、 登 記 吉 用 も 禄 主 負 描 で ある 。 
買 面積 の 測量 は 雨 営 事 者 、 四 隣地 主 、 他 介 人 、 村 に あつ て は 、 村 長 が 立 會 ひ 地 に よ つ て 目測 歩 測 を す 
る か (1 己 は 2 歩 と され て 居る ろ )、 目 測 歩 測 で 測定 し 難い 時 は 、 弓 敷 を 測り 敷 を 算 へ る か 、 縄 で 買 測 を 
する の で ある 。 
何 胡 約 書 作製 の 時 は 、 宮 主 は 地 券 及び それ に 附 薄 し た 古い 契約 者 、 税金 の 受領 訟 等 を 提示 し 、 四 至 面 積 邊 
敷 を 明 須 に し 、 買 主 が 税 表 の 時 と れ を 財務 局 に 持参 する 。 財務 局 で は 逢い 地 券 に 、 何 年 何 月 何 日 誰 茶 に 宮 
苑 し た と 言 ふ と と を 、 記 庶 し て 廉 紙 し て 保存 し て 居る 。 
敷 茎 の 土地 が 1 枚 の 地 欠 に 記載 され て 居る 場合 は 、 基 の 中 第 何 自 を 赴 却 し た と 村長 が 記入 捧 印 し 、 國 主 は 
逐 を 持参 し て 税 邊 を する 時 に 、 財 務 局 で は 更に と れ に 病 印 し て 、 買 主 に は 新しい 地 巻 を 奥 へ 元 の 地 人 は 、 
元 の 地主 に 返却 する の で ある 。 
房子 宮 買 の 場合 、 誤 村 で は 買主 は 元 の 様 に 共同 の 井戸 、 道路 等 を 使用 する と 言 ふ と と に 就 て 村人 の 承諾 を 
経 な けれ ば な ら た な い 。 但し 村人 の 承諾 と 言 ふ と と は 村長 か 屯 長 、 有 志 者 等 の 立食 ひで 表現 さき れる の で ある 。 
房子 実 買 に 開 し て 「 水 流 蒼 道 ] と 言 ふ こと と が あり 、 雨 水 の 流れ る 虚 は 必ず も る と の まい に し て 置く べき で ヽ 
新しく 買 つ た か ら と 言 つ て 隣地 主 の 方 に 流れ る 様 に し た り 等 、 す る と と は 出来 ない の で ある 。 
房子 買 買 の 契約 書 に は 、 羽 子 に 附 司 し て 居る 円 、 草 、 木 、 等 一 切 を 喜孝 する 場合 に は 共 の 旨 、 然 ら ざ る 場 
合 に は 、 其 の 旨 を ー つ 一 記入 し な けれ ば な ら た な い 。 


普通 農 付 で 羽 子 を 害 買 する 場合 は 宅地 、 茶 園 、 典 庭 等 も 附 同 する 加 償 で ある 。 


本 紅 移 。 買 権 5 


沈 買 権 の 順序 は 、 普 通 の 土地 は 近親 、 隣 地主 、 屯 内 一 般 人 の 順 序 で ある が ヽ 企 付 地 及 び 出 典 地 は 小作 人 ( 倍 
地 人 ) 及び 典 推 者 、 近親 、 隣地 主 、 市 内 、 一 般 人 の 順 庁 に な る 。 と の 先 買 権 を 無 覗 し て 宮 買 し 、 紛争 を 生 
じ た 場 合 其 の 契約 は 無効 と な り 、 法 院 に 訴訟 を 提起 し た 場合 に も 先 買 欄 は 認め られ る と 言 ふ 。 

吉 買 の 形式 を と ら な いで 典 、 賠 奥 、 交 換 等 の 形式 で 、 土 地 所 有 村 の 移 電 が 行 は れ た の は 族 民 不 交 族 の 時 代 
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( 演 革 参照 ) で あつ て 、 族 人 が 其 の 生活 坦 に 追 は れ て 審 か に 典 の 形 を と つて 居り 年 ら 資 際 は 均 買 を 行 つ た も 
の で ある が 、 現在 で は 出典 地 で 出典 者 が 死亡 し 、 遺産 相 績 人 の 無い 場合 は 、 電 買 の 形式 を と ら な く と ゃ も 入 
典 者 に 其 の 所 有 権 が 移 電 す る と と が ある 程度 の も の で ある 。 又 自己 の 知人 近親 等 極 筑 な 者 に 同情 し て 、 剛 
奥 す る と と に よ ょ つて 所 有 析 が 移 二 す る と と も ある が 其 の 例 は 少な い 。 更に 土地 の 交換 は 表面 上 許さ れ な い 
が 、 手 績 き の 上 で は 電 買 の 形 を と つて ゃ 買 際 は 交換 し て 居る 例 も ある 。 直 買 に 多く 用 ひら れろ る 詩 と し て 「 換 
金 量 金 、 換 玉 量 玉 」 と 言 ふ る は れ て の る が 、 と れ は 害 人 は 自分 の 土地 を 次 却 し な けれ ば な ら な く な つた 理由 
の 弱い 虎 を 秘 し て 最も 有利 に 実 却 せん と し 、 買 人 も また 一 番 安く 買 ふ と し て 居る と 言 ふ 生 な と と を 言 ふ で 
居る の で ある 。 他 に また 「 公 者 不 需 、 宮 者 不買 ]」 と 言 ふ と と が あり ヽ 反 乏 人 は 土地 を 実ら な い が 、 土 地 を 喜 る 
と と に よ つ て 、 彼 は 土地 まで 需 る 位 だ か ら 多 程 企 乏 を し て 居る と 言 ふ と と を 世 人 か ら 言 は れる の を 恐れ 、 
富 者 は 土地 を 買 ひ 度 いけ れ 共 買 ひ 度 い 振り を し て 高 償 に 押し つけ られ る の を 称 戒 する と 言 ふ 意味 で ある 。 
小作 期間 中 の 貸付 地 を 費 却 し て 、 買主 が 前 の 小作 人 に 小作 させ る と と を 承知 し な い 科 な と き は 、 実 主 は 小 
作 人 に 圭 し て 残存 期間 に 半 す る 賠償 と を な す 義 務 が ある 。 ま た 羽 子 の 内 貸家 を 冥 つた 場合 は 、 契約 期間 中 で 
あれ ば ( 旦 家 賃 を 前 納 し て 居 た 場合 ) 他 に 別 の 家 を 見 付け て や る か 、 前 納 に な つて 居る 家賃 を 返 芝 し な け 
れ ば た ならない 。 然し 前 條 件 で も 借家 人 が 不 承 諾 の 場合 は 、 和 僅 夏 約 を 取消 し 家賃 を 全部 返却 する 外 、 家 主 
は 基 償 を し な けれ ば な ら た な い が 、 決 し て 次 買 を 取消 す と と が 出来 を な い 。 

但し 前 記 の 先 買 楼 の 外 に 、 其 の 土地 及び 家屋 が 公共 、 公 盆 事 業 、 慈善 事業 等 に 使用 され る も る の で ある と き 
は 、 絶 畔 的 な 優先 栓 を 有 し て 居り 、 光 買 樺 を 主張 し て ゃ 成立 され な いと し て 居る 。 

「 借 地 不 折 屋 」 は 敷 約 の 前 に 協定 し 、 契 約 書 に 記入 する と と を 通例 と し て 居る が 、 も し 中 和 途 で 入 典 者 及び 
借主 が 其 の 土地 に 家屋 を 建て た 場合 は 、 借 地 敷 約 期 間 が 滴 了 に な れ ば 、 立 會 人 (仲介 人 雨 営 事 者 ) が 評 偵 
し て 其 の 條 分 を 貸主 及び 出典 者 が 、 僅 主 及 び 入 典 者 に 支 失 ふ の が 普通 で 、 高 一 其 の 家屋 が 新しい 時 は 評 條 
全額 を 支 朱 ふ 避 慣 で 「 成 屋 不能 損 ] と 移し て 居る 。 

答 房 子 奄 買 で 、 其 の 附 加 茶 園 に 甘楽 等 が あつ た 時 は 、 買主 は 共 の 華 茶 の 代金 $ 市 場 償 格 で 支 携 ふ と と に た な 
つて 居る 。 


三 - ぁ 地 偵 
左 に 全 衣 展 別 の 地 償 を 示す と (1 天地 偵 國 向 ) 
上 地 中 地 下 地 
愉 本 る 200 加 100 
第 1 硬 900 財 550 則 150 加 
第 2 居 大 誰 第 1 居 と 同様 で ある が 湊 原 足 、 撫 順 落 、 開 原 貢 境 は 、 治安 悪い た め 企 額 で も 祥 
・ 人 な し と 言 は れ て ゐる 。 
2 350 財 550 財 150 財 
第 9 民 400 加 350 財 200 回 
第 区 第 1 臣 に 同じ 、 然 し 溢 陽 杉 、 将 股 朋 境 は 、 治 悪 いた め 年 額 で も 皿 手 な し と 言 は れ 
て ゐる 。 


K 150 90 
第 5 区 250 四 200 間 100 還 
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第 6 届 第 1 必 に 同じ 


第 7 在 第 1 司 に 同じ 
第 8 大 第 3 悦 に 同 じ 但し 路 境 は 肛 避 で ある が 、 治 安 宜 し く 地 味 肥 浜 な る 政 、 比 較 的 に 
丈 に 調査 忘 に 於 ける 地 條 を 示す と (1 天地 偵 國 舟 ) 
偵 格 小作 。 料 波 量 計 新制 石 に 依る 
金 納 30 高菜 6.0 石 
ee 350 交 高 葉 25 石 。 皿 立 557 
金 納 30E 高梁 55/ 
0 350M 。 靖 業 20 届 下 35/ 
18 回 高菜 2.0 石 一 80 石 
ua 地 200 財 滞 1.5 石 則 2.0 の 8 


地 償 は 上 地 、 中 地 、 下 地 に よ つ て 異 る は 勿論 で 、 此 の 上 地 、 中 地 、 下 地 の 地 味 は 、 勿 諭 地 倍 の 高低 に よ つ 
て ゃ 影響 せら れ て 居る と 言 ふ 。 即 ち 本 調査 恵 の 様 に 比較 的 企 垣 な 地方 で は 、 低 地 は 降雨 の 多い 年 に は 温 潤 
で 、 履 量 が 少な いか ら 地 條 も $ 従 つて 安い と され て 居る 。 谷地 味 は 高菜 畑 な ら ば 共 の 残 根 が 、 太 けれ ば 太い 
程 肥 浜 を た 庶 と され て 居る 。 

許 民 交 産 に た つて か ら 、 殆 ん ど 地 償 が 2 倍 に な つた と 言 は れ て 居る が 、 買 際 北 等 で も あつ た か は 不明 で ある 。 
以後 鐵道 敷設 以前 まで は 1 天地 100 吊 銭 ( 囲 乏 18 園 位 ) で も つた が 、 光緒 20 年 (1894 年 ) に 鐵道 が 敷 
設 さ れ て か ら 、925 年 位 経過 し て 100 彫 か ら 200 彫 位 に 衝 騰 し た 。 

休日 赴 戦 争 営 時 調査 屯 で は 露 軍 が 駐在 し て 高藤 、 黄 豆 等 を 高 條 に 買 ひ あ げた 乱 、 地 償 が 急騰 し て 上 地 600 
回 、 中 地 500 周 、 下 地 350 園 に まで な つた と と が あろ が 、 其 の 後 尊 次 軍閥 の 搾取 に 因 つ て 農村 が 疲 艇 し て 
來 た の で 、 其 の 影響 を 受け て 洒 落 し 、 前 表 の 様 に な つた 。 


ンプ は 生還 HE 


ーー 下 


ン ヾ 


営 地 方 で は 一 般 的 に 典 の 稀 外 が 多い 様 で ある 。 

出典 地 を 「 営 地 ] と 言 ひ 入 典 地 を 「 接 典 地 ] と 舟 し て 居る 。 更に 地方 に よ つ て は 、 出 典 者 を 「 地 東 」、 入 典 

者 を 「 地 戸 」 と 舟 し て 居る 虚 も ある が 、 一 般 的 で は な たい 。 人 出典 者 を 「 出 主 」、 入 典 者 を 「 接 主 」 と も 舟 し て 

居る 。「 接 典 」 の 順序 は 小作 人 が 優先 槍 を 有 し て 居る 外 、 特 に 優先 樺 と 言 ふ 様 な を と と は 認め られ な い 様 で あ 
o 然し 其 の 優先 槍 も 絶 軸 的 な る の で な く 、 た と へ 小作 人 の 優先 槍 を 無 覗 し た 場合 で も 、 小 作 人 は 其 の 事 

情 を 質問 し 得る 程度 の も の で ある 。 

倫 代 附 地 で 其 の 契約 期間 内 に 出典 し 、 其 の 入 典 者 が 従来 の 小作 人 に 小作 させ 得 な い 様 な 場合 、 小 作 人 か ら 

残存 小作 契約 期間 に 肘 し て 損害 賠償 の 請求 が あつ た 時 は 、 出 典 者 は こと れ に 封 し て 、 賠 償 の 次 を 負 ふ 義務 が 

。 あ る と され て 居る 。 然し 年 ら 買 際 的 に は 親 う し た と と を 考慮 し て 居 て 、 大 豚 小 作 敷 約 期 間 は 1 ヶ年 と し て 

居る 様 で ある 。 

第 7 司 蜂 宗 宮 棚 で は 、 こ と れ に 就 い て 「 和 不 欄 典 」 と 移し て 、 小 作 人 は 小作 地 の 出 典 を 拒む こと は 出来 得 な 
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いと 言 ふ と と と 、「 暴 不 棚 実 」 と 舟 し て 、 出 典 地 は とれ を 宛 し て も 、 入 典 者 は 拒む と と が 出来 な いと 言 
ふ 様 な と と が 、 普 通 の 習慣 と し て 呼 租 され て 居る 。 

典 地 は 一 般 に 殆 ん ど 寅 測 せ すず 地 人 面 積 に よる と と が 多い が 、 調 査 市 第 7 居 昨 家 窟 拘 地 方 で は 賀 測る と と 
が 普通 こさ れ て 居る 。 

典 は 必 す 契約 書 を 作製 し 、 且 必ず 契 税 を 行 ふ を 要する けれ 共 、 次 買 の 如く 法院 に 登記 する 必要 は を い 。 唯 
例外 と し て 、 調査 戸 で は 押 と 和典 と 同一 と 衛 し て 居り 、 買 際 的 に は 和典 の 内 容 で ある が 、 闇 税 を 脱 す る た め に 
期間 を 1 年 及 2 年 位 に し て 、 契 約 者 に 押 と 言 ふ 支 字 を 使用 し て 居る も の が 、 典生 豚 の 1 割 位 あ る と 言 は れ 
て 居る 。 従 つ て 営 地 考 で は 典 と 者 と 同一 親 し て 居る 。 

契約 書 は 出典 者 が 作製 し 、 入 典 者 が 保管 する 、 地 彰 、 納税 誠 書 等 $ 皆 入 典 者 が 、 保 管 し て 居る の が 音 通 で あ 
る 。 土地 、 房子 の 外 に 園 林 、 大 子 、 磨 等 を 昌 鍛 で 出典 し て 居る と と は な い が 、 土地 、 羽 子 に 附属 し て 出典 
が 行 は し る こと が ある 。 其 の 場合 に は 、 其 の 偵 格 も 典 全 に 見 積 り 下 約 書 に 園 林 面積 、 大 子 、 磨 の 個 表 を 記 
載 し て 居る 。 

典 の 期限 は 光緒 29 年 (1903 年 ) に 奉天 省 + 會 議 で 法令 を 華 布 し 、 期限 は 普通 3 ヶ年 と し て 回 賭 の 期限 は 
20 年 と 限定 を られ て 居り 、 房 子 の 期限 は 5 年 と され て 居る 。 然し 20 年 経過 し た 時 で も 、 大 畠 ほ 出典 考 か 
ら 同 辿 の 請求 が あれ ば 、 そ の 回 賭 は 可能 と され て 居る 様 で ある が 、 一 般 的 に は 矢 張り 20 年 で 回 購 権 が 消 
減 さ れ て 居る 。 

回 周 の と と を 「 抽 」、「 賠 」、「 投 同 ] と も 詩 は れ て 居る 。 

20 年 以内 に は 、「 追 典 行 追 購 不 行 」 と 生 し て 入 典 者 が 出典 者 に 回 賭 を 請求 する と と が 出来 を な い が 、 出 典 者 
は 右 期 間 内 は 何時 で も 回 賭 の 請求 本 が ある の で ある 。 期間 8 年 と され て 居る の は 、 別 に 特別 の 理由 ある 課 
で た なく 、 上 記 の 通り 光緒 29 年 (1903) に 法令 で 華 和 され た も の を 、 尾 慣 的 に 現在 も 施行 し て 居る と 言 ふ に 
過ぎ な い 。 

何 族 民 不 交 産 の 時 代 に は 「 老 典 ]、 又は 「 永 久典 ] と 稽 し て 名 移 は 典 の 形 で ある けれ 共 、 買 際 は 冥 買 と 等 
し い 様 な 事例 が 盛 に 行 は れ た 。 ( 演 革 の 項 人 参照) 

韓 典 は 原 主 (最初 の 出典 者 ) に 必ず 通知 する 必要 あり 、 第 3 区 第 4# 丈 の 入 典 者 が 出典 する 場合 $ 、 原 主 に 
通知 する 必要 あり 、 共 の 中 問 の 韓 典 者 に は 敢えて 通知 する 義務 は 無い 、 但 し 其 の 時 の 韓 典 償 は 最初 の 典 慣 
と 必ず 同一 に する 必要 が ある 。 

韓 典 せら れ て 居る 典 地 を 原 主 が 回 財 す る 場合 に は 直接 第 1 同 の 入 典 者 に 金 を 返済 し 、 第 1 次 の 入 典 者 は 第 
2 丈 の 入 典 者 に 基 の 金 を 返し 、 最 後 の 入 典 者 に 金 が 入 つ て 初め て 完全 に 回 周 する と と が 出来 る の で ある 。 
同 賭 は 秋 履 和 後 月 以前 と され て 居る 。 

何 韓 典 は 3 ヶ年 の 期限 経過 後 (房子 は 5 年 ) で な けれ は 、| 韓 典 追 暴 不 追 購 ] と 航 し て と れ を 行 ふ と と が 出 
来 得 た い 。 

入 典 の 場合 の 契 税 共 の 他 の 冥 用 は 、 全 部 入 典 者 の 負 拉 で 契約 書 の 作製 手 績 き は 均 買 の 場合 と 、 殆 ん ど 同 欄 
で ある が 、 典 地 の 税 金 誠 は 入 典 者 が 負 擁 する けれ 共 、 同 賠 の 場合 共 の 回 帳 が ヶ年 の 期限 内 た れ ば 、 征 , 額 
夫 出 典 者 が 負 搭 し 、3 ヶ年 後 の 回 央 の 場合 は 其 の 典 地 の 向 金 は 全部 出典 者 が 同 彫り 時 、 入 典 者 に 返す 様 に 
な つて 居る 。 
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然し 第 7 展 の 調査 屯 星 家 競 棚 で は 、 回 購 の 場合 で も 出典 者 が 入 典 者 に 、 共 の 移 金 を 返す 様 な と と は 無い と 
移し て 居る 。 

拒 全 ( 披 條 ) 3 ヶ年 の 期限 経過 後 で も あれ ば 何 回 で も 出来 る が 、 必 すし ゃ 地 償 が 騰 中 し た 場合 丈 披 償 を 請求 
し 得る と は 限ら まず 、 雨 営 事 者 間 で 協定 が 成立 すれ ば 扱 を 行 ふ 事 が 出来 る の で ある 。 

息 典 の 場合 は 拒 償 する こと は 出来 な いし 、 扱 債 の 代り に 典 地 の 面 積 を 婦 更 する と と も 出来 な い 。 

典 地 は 期限 経過 後 で な けれ ば 、 虎 分 する こと が 出来 な い が 、 例 外 と し て 出典 者 が 死亡 し て 、 共 の 相 績 人 の 
無い と き は 、 期限 内 で も 入 典 者 は これ を 虚 分 する と と が 出来 る 。 

典 償 は 普通 寛 買 償 格 の 5 割 と され て ゐる が 、 調 査 部 落第 7 破 正 家 楼 付 星 家 高 棚 の 典 人 を 示せ ば 区 の 通り で 
ある 。 

上 地 150 財 

中 地 120 周 

下 地 80-90 周 
何 典 條 を 表 約 書 に 記載 する 場合 、 以 前 は 奉天 票 を 以 て 唯 何 園 と 丈 記入 し て 居 た の で 、 和 奉天 京 の 下落 し た 民 
國 12 年 1923 年 ) より 19 年 頃 (1939 年 ) 迄 は 、 之 に 就 て 多く の 紛争 を 生じ た が 、 奉 票 何 周 と で な く 唯 
何 周 と 記入 し た も の は 、 其 の 金額 夫 で 同 計 す られ た の で (下落 し た 奉天 票 で )、 入 典 者 の 不 注意 で 契約 書 を 
粗末 に 作製 し た 倉 、 非常 た 損害 を 芸 つ た 者 $ 未 く な か つた 。 
然し 民 國 20 年 981 年 ) 頃 か ら 政府 で る 種々 の 紛争 を 起 さ ぬ 様 に する 含 、 奉天 票 の 毎月 の 公定 相場 を 
柳 表 し て か ら 、 新 ふし た 紛 委 が 少な く な つた と 言 は れ て 居る 。 

出典 者 が 典 地 を 耕作 する 所 諸 出 典 小作 する 場合 は 、 普通 の 小作 と 同様 の 契約 を 結び 、 小 作料 は 典 全 に 将 す 
る 利子 を 考慮 に 入れ て 契約 する と 言 は れ 、 一 般 に 物 納 定 和 か 金 納 定 和 で ある 。 物 納 分 盆 も 稼 に ある が 、 極 
く 珍 らし いと 言 ふ て 居る 。 

と の 出典 小作 の 小作 料 が 、 物 納 分 盆 の 場合 の 典 穫 は 全く 所 有 権 と 似 た 様 な も ゃ の で 、 避 へ て 典 償 の 利子 を 考 
慮 に 入れ て 居る 様 を な と と は 無く 、 普通 自己 の 所 有 地 を 貸付 し た も の と 同様 に 考 へ られ て 居る 。 

新 る 場合 の 典 は 「 典 」 と も 言 は す 「 押 」 と も ゃ も 言 は ま 普通 「 営 」 と 移し て 居る 様 で 、 出 典 小作 の 小作 料 が 物 
納 分 盆 の 場合 に 特に と の 名 舟 を 用 ひ て 居る 様 で ある 。 

何 「 徐 」( 塔 ) と 射す る と と が あり 、 式 程 が な とれ て も 根 が 残る と 言 ふ 意味 で 、 出 典 小作 の と と を 「 不 出 閉 」 
と 称し て 居る 。 

入 典 者 の 使用 履 符 稚 の 限度 は 、 出 典 者 の 承諾 な く 地 目 を 北 換 する と と が 出来 ま 、 ま た 家屋 を 建て た り 昌 樹 
園 を 作 つ た りす る と と も 、 出 典 者 の 承 庄 を 必要 と し て 居り 、 墓地 に する こと は 絶 圭 に 許さ れ な い 。 

入 典 者 が 典 地 を 耕作 し て 地力 の 維持 方 法 が 、 不 充分 な 夏 に 地力 が 半 分 奏 微 し た 程度 た を ら ば 回 彫 の 場合 、 と 
れ を 葬 償 する 義務 が な いけれ 共 、 堤 坊 を 築造 すれ ば 河水 の 江 溢 する と と を 、 防 ぎ 得 る 程度 の 謀 に 堤 坊 を 柴 
か す に 居 て 廉 耕地 と し た 様 な 場合 に は 、 出 典 者 は 阿 購 の 時 に 、 其 の 損 審 倍 償 を 請求 する 槍 利 が ある 。 
但し 其 の 堤 坊 築 造 坦 が 小額 で 、 入 典 者 が 一 寸 し た 投資 で 出来 得る 場合 の と と で あつ て 、 多 人 額 の 冥 用 を 要 す 
る 様 た 場合 は と の 限り で な い 。 


また 家屋 の 典 に 就 い て 「 房 倒 忠 償 」 と 各 す る と と が ある 。 人 力 の 及ぶ 範 園 内 で 入 典 者 が 手入れ を し な か つた 
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乱 、 家 が 倒れ た と か 、 破 壊し た と 出典 者 は 典 全 を 返済 を に 典 夏 約 を 破棄 する と と が 
出来 る 。 ま た 回 賠 の 場合 に は 、 典 條 の 6 の 税金 を 駿 公 署 か ら 微 収 さん る が 、 と れ は 雨 者 折 年 負 書 と 言 ぶ 
の が 普通 で ある 。 
典 は 押 か ら 利 子 を 支 失 へ な く な つて 典 に する の と 、 普通 の 無 捧 保 債務 か ら 苦 し く な つて 來 て 、 出 典 し て し 
ま ふ の が 一 番 多 く 、 出 典 す る 者 も 赤 回 賭 が 出来 る と 言 ふ 様 な と と を 無休 め と し て 多く 利用 し て 居る 様 で 、 
調査 部 落第 7 七 居 星 家 誰 棚 で は 、 年 工 小作 人 等 が 土地 獲得 の 方 法 と し て 、 典 を 利用 し て 居る $ ゃ の が 多い 。 
然し 上 弁 城 附 近 で は 二 ふ し た と と は 少な いと 言 は れ て 居る 。 

出典 する 階級 は 大 金 持 以下 の 財産 守 と 舟 す る 程度 の 者 に 一 番 多 く 、 入 典 す る 階級 は 大 金 持 か 堅 買 な 中 流 生 
活 者 に 多い 様 で ある 。 
羽 子 は また 貸家 が 無い の で 、 外 か ら 入 典 す る も の も ある が 、 特 別 の 事情 ある 者 の 外 は 、 家 賃 を 失 ' ふ より 有 
利 だ か ら と 言 ふ の で 入 典 する る の は な い 。 


1] lk 時 [時 


立 典 地表 文 約 人 郵 國 珍 今 有 正 用 舟 自 己 冊 地 鼓 南北 壇 80 條 共 計 地 積 1 天 6 束 午 落 7 民 夏 家 様 村 時 家 窟 
棚 村 東 南 虚 類 中 人 説 巡 情感 典 奥 董 桂 華 名 下 耕 種 言 明 典 條 國 向 200 回 正 其 洋 筆 下 交 足 分 文 不 鉄 1 典 3 年 銭 
到 許 贈 銭 要 不 到 永 速 耕種 矢 業 倫 有 異説 有 中 人 一 面 承 管 恐 口 無 江 立 在 劉 誇 


東 到 本 妊 地 ( 郷 ) 南 至 道 中 保 人 補 。 
壮 西 到 本 姓 地 ( 衝 ) 北 至 本 姓 ( 各 ) 代 = 計 較 元 十 
康徳 1 年 12 月 15 日 立 典 地 契 文 約 人 部 國 珍 

〔 例 2] 出典 者 條 宙 較 


地 因 の 入 典 地 約 1 萬 像 Ji 思 
課税 面積 115 天 地 


立 典 地 奨 交 約 人 宅 較 華 因 有 正 用 待 自己 氏 地 1 表 1 天 2 前 計 南 北 境 59 條 計 落 西 7 左 夏 家 楼 村 里 家 誠 机 
村 東 南 虚 南 至 道北 至 細 姓 東 至 彰 姓 西 至 郷 姓 類 中 人 説 刀 情 碑 肌 典 奥 李 因 名 下 耕 種 同 生 言明 典 條 障 時 大 洋 村 
金 100 回 整 共 鐘 衝 下 交 足 分 不 扶 1 典 3 年 銭 到 放 障 如 負 不 到 氷 吉 有 比島 情 選 各 舞 反 悔 如 有 反 悔 者 
中 保 人 一 面 承 管 恐 無 沿 立 典 在 信 座 


中 保 人 に 抽 還 NNN 
隊 欠 科 課 中 則 1 天 1 南 5 人 名 紹 財 
康徳 1 年 凛 暦 12 月 19 日 立 典 夏 人 絡 。 較 鞍 


韻 半 生 コ 共 
立 僅 閉 字 擦 人 基 〇 〇 因 自 用 不足 類 人 秋 序 情 量 借 到 基 茶 随 時 國 乏 若 宇 元 言明 月 利 3 分 5 生 息 由 共 月 日 起 
至 茶 月 日 止 共 6 個 月 度 至 期 本 利 清 償 如 有 失 等 捕 承 屋 保 人 挫 負 完全 均 任 恐 口 無 呈 立 此 借 擦 信 誠 
随 帯 抵 押 品 計 地 採 若 守 敷 
承 避 保 人 茶 ペ 検 押 
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衝 吉 年) 某 を 押 
康徳 基 年 月 日 立 借 吉 字 拓 人 某 々 押 
借 基 在 約 書 様式 
借款 人 〇 〇 OO 用 金 不足 = 付 仲介 人 = 頼 マ レ 取 極 メ 基 ョ リ 園 舟 若 王 園 也 ヲ 借入 月 利 3 分 5 硬 ト 決定 シ 何 
月 何 日 ヨリ 何 月 何 日 迄 合計 6 ヶ月 間 ラ 期限 トシ 期 = 至 レバ 元利 合計 ラ 清 償 スー シ 、 若 滞納 等 事情 ア 
レバ 保 座 人 へ 完全 ナル 立 彗 資 任 ラ 負 拉 ス 、 後 日 座 書 如 件 
追 曽 別紙 扶 保 物 地 味 何 枚 計 面 積 何 天 地 何 英 ヲ 添 附 


立替 承認 保 詩 人 O O 〇 印 
代 書 O O O 印 
年 月 日 借 基 人 (@) ( つ 〇 印 


謗 明 
僅 帖 ( 僅 款 契約 書 ) に 添 附 指 地 作 保 の 地 券 は 貸 款 人 に 借 帖 と 共に 預け させ る 。 高 一 清 償 能 力 が な い 場 合 
保 座 人 は 責任 上 に 於 て 此 の 土地 に 封 し 、 差押 を させ て 清 償 豆 任 を 全 ふ させ る 外 、 好 い 方 法 な い 食 着 様 な 
手 績 を する も の で ある 。 或 は 差 地 を な さす に 他 の 貸 款 人 を 見 付け て 同様 の 押 地 法 を 取る と と も ある 。 
7 拉 
押 の と と を 「 指 地 ( 指 房 ) 借 銭 」 と 言 ひ 、「 以 地 作 保 」 と 同一 で また 抵 押 と も 言 ふ て 居る 。 然し 典 の 項 で 前 
逃し た 様 に 調査 記 で は 、 押 と 典 と 同一 覗 し て 属 慣 的 に 典 表 税 を の が れん 含 に 、 契 約 書 に 押 と 言 ふ 交 学 を 用 
ひ て 居り 、 典 と 押 と 同一 な も の と 主張 し て 居り 、 吾 人 の 言 ふ 押 と は 抵 押 の とこ と で あり と し て 、 近 と 抵 押 と 
を 必 別 し て 居る が 、 極 め て 特殊 的 な 事 と 思 は れる し 、 其 の 件 敷 や 金額 等 は 華 鼻 し て 六 金 を 課せ を られ る と と 
を 恐れ て 絶 封 に ロ 外 せま 、 詳 し く 避 取 する こと が 出来 た か ふつ た が 、 大陸 前 記 市 全 典 契約 の 1 割 位 は ある だ 
ら ふ と 市 民 の 或 者 が 航 し て 居 た 。 
「 指 地 借 氏 に 」 軸 し て 「 控 銭 ] と 言 ふ も $ の が ある 。 
比較 的 多く 行 は れる 避 慣 で 、 極 く 短期 限 で 信用 の ある 親類 、 知人 同志 で 多く 行 は れ 、 無利子 、 無 誇 文 、 無 
状 保 で ある 。 不 時 の 支出 の 場合 に お 互 ひ に 利用 し て 居る 欄 で ある 。 
「 押 照 」 と 舟 す る と と あり ヽ 、 押 品 の 誠 明 書 を 有 し て 居り 搭 保 物件 が 革 地 の 場合 は 在 地 券 等 を 言 み の で ある 。 
「 押 地 」 は 債権 者 で な けれ ば 鹿 分 する と と は 出来 な いし 、 且 利子 を 納付 し て 居 て も 期限 毎 に 契約 を 更新 する 
と と が 心 要 で あり 、1 ヶ 段 の 面積 の 一 部 分 を 押 地 と する こと と も 出来 る 。 
[ 押 條 」 は 一 般 地 條 の 5 制 を 普通 た し て 居る が 、 調査 市 で は 地 償 の 3 割 を 普通 と し て 居る 。 
押 は 未知 者 問 の 貸借 、 債 務 者 に 適 営 た 保 誠人 無き 場合 の 貸借 及び 親戚 、 知 人 で あつ て 無 拉 保 で ある が 、 信 
務 者 の 信用 が 低下 し た と 言 ふ 様 な 場合 に 多く 行 は れる 。 
また 、 最初 保 座 人 天 で 無 挫 保 で 行 は れ て 居 た 貸借 の 場合 に 、 債 務 者 が 返済 の 能力 が な く な つて 保 計 人 が 基 
の 財産 を 押 と し て 提供 し 、 保 誠 の 責 を 負 ふ 場合 も ある 。 
価 他 人 に 既に 押 に 入れ て ある の を 秘 し て 、 押 に 入れ 或 ひ は 喜 却 し た 様 な 場合 は 、 よ くく 紛争 を 生じ て ふ し た 
例 $ 少 な く な い が 、 と の 時 は 偵 務 者 に 別に 財産 が ある と き は それ を 提供 させ る が 、 他 に 何 も な か つた 場合 
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( こ は 、 買 主 若しくは 新しい 押 王 は 、 金 を 出し て 古い 押 を 解決 する の が 例 と な つて 居る 。 
また 新しい 押 主 及び 買主 が 、 其 の 値 務 者 及び 寛 主 に 現金 を 渡し て 居 な い 内 に 、 其 の 事 が 衣 算 し た 様 な 場合 
に は 、 其 の 者 の 手 を 経 す に 直接 原 押 主 に 金 を 返し て 谷 銭 が 後に 残 つた 場合 は 、 其 の 金 を 債務 者 及び 宴 主 に 
渡す の を 普通 と し て 居る 。 
新 ふ し た 紛 委 を 生ま する の は 、 一 般 に 老 胡 ( 征 い 地 人 ) を 吟味 せま に 契約 し た 場合 に 、 多 く 生 まる 紛争 で 、 営 
地 の 事 情 を 知ら な た な い 人 と の 間 に 多 か つた と 、 言 は れ て 居る 。 
然し 最近 10 年 間 は 相 営 減少 し た と 稽 し て 居る 。 

以上 は 鍼 領 問 農 全長 、 及 び 第 7 尾 夏 家 模 村 、 量 家 高 棚 前 第 7 屋 誠 會 長 名 國 珍 氏 よ り 整 取 し た も ゃ の で ある 。 


三 章 小 作 闘 便 


第 一 節 一 般 的 小作 形態 


本 市 は 夏 家 欄 村 内 で 地味 最も 肥 浜 で 、 基 の 他 自然 的 條 件 や 治 富 係 等 が 良好 で ある か ら 、 小 作料 最高 率 を 
示し て 居り 、 小 作 件 数 56 件 中 銀 納 定額 49 件 で 生前 の 79%% に 達し 、 分筆 小 作 は 6 件 で 傘 に 拓 再 と 航 し で 居り 
親戚 、 知 人 間 に 其 の 下 約 が 多い 拉 で ある 。 6 

物 納 定額 の 形態 は 唯 1 件 で あり 、 そ れ は 出典 小作 地 を 又 代 し の 特殊 的 な 形態 で 行 つ て 居る ゃ も の で あり 、 稀 に 
見 る 小作 隔 係 で ある 。 

本 屯 に 於 ける 小作 形態 別 耕 地面 積 を 概 本 すれ は 、 欧 表 の 通り で ある 。 区 に 形態 別 小 作 條 件 の 差 達 を 論 へ ば 

(1) 銀 納 征 額 前 朱 
小作 形態 別 小作 件 敷 一 覧 表 














地 主 | 征 内 地主 | 息 外 地 主 | 
小作 形 臣 | 件 喜 [ ー ト ー | 敵 要 
耶 内 小作 | 電 外 小作 | 内 小作 | 外 小 作 | 内 小作 | 恵 外 小作 | 
件 | 作 | 件 件 件 件 件 | 
定 額 銀 綱 前 朱 49 32| 12 26 10 1 2 
物 納 定額 後 朱 1 1 ー ー : - 脱 
物 納 。 分 全 回 4 2 3 2 ] = 



















屯 内 地 主 | 軸 外 地 主 | 


呈 内 小作 地 地 外 小 作 地内 小作 地 恵 外 小 作 地 | 





で 滞 玉 科 の 芝 占 線 面 積 | 在 均 










員 . 刷 別 | 敢 | 届 E4 
定 額 銀 納 前 挑 867.30 17.68 418.30 221.50| 202.50 25.00 
物 綱 定額 後 挑 25.20 25.20| 一 | 25.20 ー 三 






















| 
177.00 88.20 95.00 


下 約 時 期 は 陰暦 正月 か ら 3 月 迄 に 一 般 に 買 施 され 、 捉 約 診 書 及び 保 座 人 等 は な く 、 全 部 日 頭 で 央 る 親 乏 
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に 約 せら れ 、 契 約 年 限 は 普通 1 ヶ年 で ある 。 

和 積 年 敷 は 地主 と 小作 人 と の 相互 問 の 事情 に よ つ て 一 定 せ す 、 小 作料 の 附 加 物 並 に 小作 人 の 義務 等 は 白 

無 で あり 、 従 つて 小作 地 の 附 加 物 も 全然 な た い 。 

租税 の 分 凌 は 國 税 、 刺 損 ( 民 税 ) は 地主 全額 負 搭 で 、 村 宮 は 小作 人 が 全額 を 納入 する 慣行 で ある 。 

谷 小 作料 納入 時 期 は 前 朱 の 下 約 で ある か ら 、 下 約 と 同時 に 全 納 する の が 普通 で ある が 、 小 作 人 の 金融 の 

事情 に よ つ て 2 回 乃至 3 回 に 分 納 す る 場合 も あり 、 此 の 場合 に は 一 般 に 無利子 で ある 。 

(ms) 物 納 定額 後 拘 
下 約 期 は 10 月 ( 陰 ) で 期限 は 3 ヶ年 で ある 。 納入 物 は 高菜 1 色 で 調製 後 脱 場 渡し で ある 。 和 税 の 分 
は 銀 納 定額 と 同様 で 、 小 作料 は 毎年 契約 の 更新 を 行 ひ 、 改 め て 下 約 誇 書 を 作製 する 。 
(へ) 物 納 分 符 
定 振 銀 納 と 同様 、 座 書 並 に 保護 人 等 な く 全 部 口頭 で 契約 を な し て ゐる 。 契約 期限 は 1 ヶ年 で 、 時 期 は 1 
月 ( 陰 ) 乃 玉 2 月 ( 陰 ) 中 に 施行 され 、 全 部 至 年 5: の 小作 形態 で ある 。 

小作 料 納入 は 調 後 、 脱 殻 場 又 は 庭先 渡し 或 は 小作 人 が 、 地主 宅 迄 運搬 する 等 一 定 し て ゐ な い 。 

小作 地 の 附 加 物 は 種子 、 肥 料 の 折 企 負 挫 か 或 は 家屋 、 大 澤 具 等 を 附 加 する か で あつ て 、 地主 と 小作 人 と 

の 相互 開 係 に 佐 つ て 適宜 契約 され て ゐる 。 小作 料 の 附 加 物 は 、 貸 程 類 を 折 人 年 する を 普通 と し て ゐる 。 

小作 人 の 義務 は 殆 ん ど な く 、 中 に は 小作 料 吾 搬 の 義務 を 課せ られ る も の も ある けれ ども 、 一 般 的 で は な 

い 。 和 入 の 分 鞭 は 國 、 税 は 地主 全額 負 扶 で 村 喜 は 折 企 錦 扶 で ある 、 但 し 苔 程 類 を 全部 所 得する 場合 に 

は 村 電 全 額 負 失 の 慣行 で ある 。 
爽 に 市 内 地主 と 、 不 在 地主 と の 更 的 開 係 を 観察 すれ ば 、 清 朝 の 康 照 年 間 に 蜂 一 家 が 草 分 と し て 、 旗 地 藻 地 の 
注 注 た る 今野 に 開拓 の 型 を 末 し て か ら 、 テ アル カリ 性 の 強度 な 土壌 も 燃 ゆ る が 如き 不断 の 努力 に 依 つ て 洒 殖 
地 と 化し 、 山東 方 面 或 は 隣 花 隣 恵 等 か ら 移住 する 者 績 出し 、 忘 の 形成 を 見 る 様 に な り 、 降 つて 光緒 年 間 に 旗 
民 不 交 産 例 が 解除 され て か ら 神 期 的 に 恵 の 華 展 を 来 し 、 耕地 所 有 面 積 も 増 大 し 券 力 の 不足 な 家 は 小作 人 に 
耕作 させ る 欄 に た り 、 其 の 後 「 千 過 八 百 主 」 の 凝 可 を 得 て 量 一 族 は 当落 の 過程 を 辿り 、 約 70 年 前 郷 の 一 話 
が 、 以 農 階 級 か ら 勤 偽 力 闘 耕 地 を 獲得 し て 現在 で は 、 本 屯 耕 地 の 大 人 邊 を 所 有 し て 市 内 地主 階級 の 王座 を 占め 
る 様 に な つた の で ある 。 
清洲 事 遂 後 、 兵 旗 の 難 を 逃 れ て 上 城 又は 大 夏 家 模 等 に 移住 し た 者 も あり 、 そ れ 以 來 不在 地主 を 生じ て 来 た 。 
不在 地主 と 恵 内 地主 と の 小作 開 係 は 、 其 の 間 に 何 等 の 差 知 を 認 め 得 た い が 、 概 し て 不在 地主 は 定額 銀 納 の 形 
上 に まつ て 且 約 を 締結 し 、 凶 作 に 依る 不 時 の 小作 料 の 減 政 或 は 小作 料 徴 政 に 要する 手数 等 を 含 理 的 に 除去 し 
て 居る 様 で ある 。 
何 特 殊 を 小作 開 係 に 就 て は 、 出 典 小作 地 の 又 貸し 、 或 は 入 典 地 を 自家 の 戸主 に 小作 在 約 を し て 、 小 作料 を 役 
邊 し て 居る 等 の 病人 の 家族 制度 を 如 買 に 表現 し て の ゐる も の も ある 。 
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第 二 節 小作 契 約 


ー 小作 青 約 の 手 貫 方 法 


小作 契約 の 手 績 は 、 大 部 分 地主 と 小作 人 相互 問 の 口頭 表 約 に 依り 、 仲 介 令 は 保 座 人 等 が 、 介 在 す る こと 
も な く 誇 書 も 作製 せ す に 順 る 親 客 に 然 ゃ 園 浦 に 途 行 され て 居り 、 示 だ 小 衝 争議 等 の 問題 を 惹起 し た 事 な く ゝ 
どん な 凶作 に 遭遇 し て も 、 尋 民 は 守 の 命 な り と 信じ 、 所 調 「 湾 法子 」 的 心理 に 合 つ て 、 小 作料 の 低減 運動 、 
又は 不納 同盟 等 の 様 な 物議 は 全然 醸 され な か つた 様 で ある 。 
親密 な 地主 と 小作 人 と の 間 に は 、 食 料 或 は 尋 耕 座金 の 融通 等 を し て 、 道義 的 に 小作 人 を 授 助 する ぉ ぁ の が あ 
る 。 

典 小作 は 脱税 を 目的 と し て 押 の 形 で 敷 約 を する の が 普通 で ある 、 其 の 内 容 は 出典 小作 と 同様 で 少し ゃ 異 
な る 回 を 認め られ な い 。 
但し 長期 間 出典 の 場合 、 若 く は 複 吉 な る 問題 の 介在 する 場合 は 、 出 典 政 約 の 手 績 を と つて 居り 、 入 典 者 は 
100 園 に 圭 し ま 彫 50 氏 の 税金 を 前 納 し 、 回 賭 の 場合 に 出典 者 は 、 其 の 條 額 を 入 典 者 に 返納 し て ゐる 。 


二 玉 約 の 時 期 


小作 胡 約 の 時 期 は 、 一 般 に 陰暦 の 1 月 か ら 3 月 に 至る 共 閑 期 を 選び 、 耕 作 前 に 丈 め 口頭 胡 約 を し て 、 其 の 
儀 履行 し て 居り 、 履 衝 後 に な つて 本 定 に する 様 な を と と は な い 、 但 し 例外 的 に は 調製 後 10 月 乃至 12 月 に 契約 
を 結ぶ も の も 多少 存在 する 。 


三 契約 の 期限 


契約 期限 は 俺 統 的 習慣 に 佑 つ て 普通 1 ヶ年 を 主 と し 、 前 年 の 作況 又は 殻 償 の 在 動 に 準じ て 、 基 の 小作 條 件 
を 北 更 する 様 で ある 、 

目 本 の 如く 長期 青 約 或 は 永 小 作 等 は 全然 な い 。 

定額 物 納 に 於 て は 唯 1+ 件 だ け 1 輪作 期間 即ち 3 ヶ年 を 1 期 に 表 約 し て ゐる が 、 小作 條 件 の 内 容 は 年 + 在 更 
する も の で ある 。 

従 つ て 下 約 期間 中 に 小作 地 の 取上げ 、 又 は 返上 等 の 小作 解約 は 一 般 に な く 、3 ヶ 年 契約 の 場合 に 於 て 地主 
が 小作 地 を 出典 する 除 は 、 小 作 人 は 入 典 者 と 再 下 約 を する が 、 若 し 此 の 場合 施肥 後 で あれ ば 出典 者 は 、 小 
作 人 に 将 し て 施肥 料金 を 葬 償 させ られ る の で ある 。 

地主 は 一 般 に 優良 小作 人 に 在 し て は 、 小 作 下 約 の 炉 大 を 省く の と 地力 の 増進 を 得 ら れる 回 で 長期 契約 を 鞭 
迎 する が 、 契約 の 自 由 更 に 依る 場合 の 小作 料 政 入 確 保 の 廊 に は 、 地 主 は また 短期 を 欲し て ゐる 、 之 に 反 
し 小作 人 は 小作 枚 の 擁護 、 生 活 の 定 を 得る 紋 に 長期 を 刻 ん で ゐる が 、 一 方 で は 毅 償 の 騰落 に 依る 場合 の 
小作 條 件 自由 青 更 の 目的 に は 短期 を 欲し て ゐる 汰 態 で も る 、 概 し て 俺 統 的 習慣 に 依 つ て 1 ヶ年 期限 の 小作 
夏 約 を 買 施 し て ゐる 。 

従 つ て 敷 約 的 期間 と 、 買 質 上 の 績 年 敷 と は 一 致し な い 例 が 多く 、 之 は 主 に 小作 料 を 自由 に 凌 化 させ る 目 
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的 で あり 、 上 且 相 ち 問 の 不利 を 未然 に 防止 する 一 特長 な の で ある 。 
期限 の 延長 は 収 策 後 翌年 8 月 迄 の 農 閑 期 に 於 て 、 地 主 と 小作 人 相互 談合 し て 決定 する の が 普通 で ある 。 


相 小作 契約 の 終了 


小作 夏 約 の 終了 は 、 地主 と 小作 人 と の 間 で 協議 の 上 、 契約 解 除 が 成立 する も の で 、 抑 租 銭 は 出典 者 が 入 典 
者 に 企 額 を 返 約 す る 。 

土地 改良 、 涙 膝 又は 開 等 に 習 す る 次 任 報 償 は 全然 な く ヽ 家屋 等 の 小作 地 附 加 物 に 百 し て は 、 地 主 は 材料 を 
提供 し 、 小 作 人 は 券 力 を 提供 し て 修理 し 、 洪 具 、 役 畜 等 に 桂 す る 損傷 は 、 小 作 人 の 負 拉 と な る の が 通例 で ある 


到 小 作 條 件 


小作 地 の 面 積 は 清 丈 で 買 測 し な か つた 念 、 父 除 面積 と 呼 稀 面 積 と 一 致し な い 場 合 も 稀 に ある 。 
双 地味 の 肥 靖 に 伏 つ て 、 買 際 面 積 よ り 契約 面積 が 8 敵 以 内 増減 する と と が ある 。 
小作 地 の 訴 況 に 開 し て は 、 玉 の 幅 は 小作 人 が 自由 に 数 更 する と と が で きたな い 。 

地力 の 維持 管理 方 法 等 に 就 て は 、 相 万 に 協定 し て 輪作 耕種 法 を 遇 守 し て ゐる 。 


小作 地 の 附 加地 は 何れ の 小作 形態 に た 於 て も 、 其 の 例 が な く 房 子 は 分 符 小 作 に 於 て 、 院 子 と 共に 附 加 し て 居 . 


り 、 井戸 は 共同 井戸 を 利用 し て ゐる 、 房子 の 間 敷 は 小作 地 の 面 積 に 支配 され る と と が な く 、 小作 人 の 成績 
又は 能力 或 は 家族 敷 等 に 依り 適 営 に 附 加 ら れ 、 増 築 修理 等 に 百 す る 宴 用 の 負 搭 は 前 逃 と 同一 で ある 。 
院 子 は 羽 子 の 附 加 物 で 茶園 と し て 利用 する の は 小作 人 の 随意 で ある 、 畜 力 即 ち 役 圭 は 原則 と し て は 、 小 作 
人 負 描 で ある が 、 分 笠 小 作 に 於 て 特に 共 力 不足 し て 耕作 困難 な 時 、 即 ち 中 耕 期 、 履 生 、 騰 穀 期 等 に は 地主 
が 無償 で 役 圭 を 提供 する と と も ある が 、 割 安 の 換 工 等 を な す 様 な と と は 全然 な たい 。 

久之 と 反 翌 に 営 然 地 主 負 拉 の 畜 力 を 小作 人 が 家畜 を 所 有 し て ゐる か ら 、 と れ を 使用 し て も 小作 料 を 減 す る 
様 な を と と は な く 、 上 る 道義 的 に 相互 章 の 経営 に 支障 の な い 様 に 皿 施 婦 ら れ て ゐる 。 

電 力 の 提供 方 法 は 、 小作 人 の 必要 な 場合 に 地主 か ら 借用 し 、 飼 料 は 全部 小作 人 負 拉 で ある 。 

価 2-3 日 間 繊 績 使用 する 場合 は 、 小 作 人 の 磯 舎 に 置い て 飼養 し 、$ も し 使用 中 に 傷害 を 受け れ ば 責任 は 全部 
小作 人 の 負 挫 と さき され て ゐる 。 

典 具 も 吉 力 同様 分 盆 小作 の 場合 だ け 地主 が 提供 する も の で 、 地主 所 有一 切 の 農具 の 使用 が 自由 で ある 、 拉 
禅 青 の 如き 特殊 な る 小作 人 も ある 、 損耗 料 は 小作 人 が 負 拉 し な いけ れ ど も ゃ も 、 破壊 し た 場合 は 修理 の 表 を 果 
す 義 務 が ある 。 

種子 の 負 搭 は 、 分筆 小 作 に 於 て 丈 み られ 、 通 常 主要 作物 で ある 葉 豆 、 高 菜 、 殻 子 、 梗 子 ( 陸 答 ) 等 を 折 企 負 
搭 し 、 茶園 の 種子 は 地主 は 負 描 し な い 。 

分 搭 の 方 法 は 、 播種 期 に 於 て 地主 が 播種 量 の 條 分 を 小作 人 に 提供 する 方 法 と 、 小 作料 納入 の 際 播 種 量 を 控 
除 し て 、 小 作 人 が 時 蔵 する 方 法 と あり 、 後 者 が 普通 に 行 ほ し て ゐる 。 

1 天地 に 怪 す る 播種 量 を 示せ ば 区 表 の 様 で ある 。 . 


主要 作物 1 天地 営 播種 量 
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上 表 は 一 般 的 標準 で ある か ら 、 土質 其 の 他 農 家 の 経 藻 方 法 、 虫 、 風 害 等 に 依 つ て 一 定 せ すず 、 肥料 の 負 准 は 
分 答 小 作 に 於 て だ け 、 地主 と 小作 人 と の 折 企 が 行 ほ れ 、 特 に 親 威 開 係 の 場合 に 買 施 され る 。 

調製 場 、 牧 場 の 利用 に 開 し て は 、 小 作 人 が 茶園 の 一 部 を 利用 し て 調製 場 を 作製 する か .、 或 は 隣家 の 調製 完 
了 後 に 、 無償 で 借用 する と と が 多く 行 は れ 、 特 に 地主 が 小作 地 の 附 加 物 と し て 提供 する と と な く 、 放牧 地 
$ 混 地 、 荒 地 等 を 随意 使用 する に 過ぎ な い 。 

燃料 控 取 地 と し て 特定 し て の ゐる も の が な く 、 隔 場 の 切 株 探 取 は 自由 に 開放 られ て ゐ て 、 一 般 に 生活 難 で 
燃料 不足 の 媒 家 が 採集 し て ゐる 。 


2 和議 N((E 当 2 

本 市 は 地味 の 程度 及び 上 、 中 、 下 地 共 に 大 差 な く 生 産 力 は 均等 で も る が 、 施肥 時 の 多 誠 、 管 理 の 良否 、 或 
は 耕地 の 遠近 等 、 又 は 共 の 年 の 握 候 の 彰 響 に 依り 収量 に 差違 を 来 す 。 

護 に 「 本 麦 近 地 守 中 容 ] と ある 如く 近 地 は 農耕 に 至便 で ある 角 、 自 然 に 地味 が 肥 浜 に な り 加 ふる に 管理 が 
容易 で ある か ら 、 生 上 座 力 も 増大 し 之 に 反 し て 、 速 地 程 生産 力 低下 の 傾向 が ある 、 然 し な が ら 普 通 は 生産 力 
の 低い 混 地 が 時 虚 の 年 に は 、 反 つて 藻 異 的 な 政 量 を 示す と と が ある 。 

丈 に 典 民 か ら 豆 取 し た 銀 納 定 額 小 作料 牽 を 地 條 及び 1 天地 営 政 量 と の 割合 を 示す 。 


銀 納 定額 小作 料 符 
次 制度 量 衡 に 依る 








| る 地 償 と の 1 天 地 | 同 HE = 
b 1 半 | ヽ 回 地 er mr - 庄 2 
地 日 1| | | 作 料 地 偵 Bl 合 党 必 量 証 偵 千 | 同上 評価 格 と の 2 
図 較 ン 2 章 層 で | っ グ 
+ 高菜 5.5 1 
| 地 | 30.00 300.00 10.0 | ※ 2.300 末 72.50 41.4 
高 薬 ) 5.0 石 
8 地 | 27.00 250.00 10.8 語 和 Ei 四 66.00 40.9 
高菜 | 45 石 
下 地 | 25.00 200.00 12.5 竹 1200 打 | 59.50 42.0 














小作 料 が 上 、 中 、 下 地 共 に 大 差 の な い の は 、 小 作 人 多く 非 作 面 積 が 狭小 な る 管 で 、 地 償 並 に 生産 高 に 比 し て 、 
下地 の 小作 対 系 が 時 も 高い か ら 、 小 作 人 は 一 般 に 下地 の 小作 を 次 ふ 傾 向 が ある と 言 ふ と と を 立 誇 し 得る c 
丈 に 1 天地 営 主要 作物 履 量 の 誠 偵 格 算定 の 基礎 を 示す 。 


1 天地 営 履 量 誕 條 格 算定 基礎 表 王 徹 2 年 度 ) 


備 才 











益 制 度量 衡 に 依る 
作物 名 | 主 奄 物 | 硬直 衝 | 震 二 補 | 理 直 電 」 半 直 折 」 思 半 半 重大 時 
机 忠 35 1 200 s ュ 5.00 ei! 1 0 | 5280 1 20 644 
高 5.0 2.300 を 11.00 ョ 1.20 55.00 12.0 67.0 
帝 子 4.0 1.200 11.00 を 0.80 44.00 9.6 53.6 
柄 子 5.0 800 12.00 ) 0.50 60.00 4.0 640 























本 忘 は 全部 銀 納 定額 前 朱 の 形態 で も る が 、 


小作 人 の 金融 の 都合 に 依 つ て 3 同 、3 同 乃至 ま 同 、 6 同位 c 細 
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分 約 す る も の も あつ て 、 主 に 大 地主 と 小作 人 と の 間 に 宴 施さ れ 、 表 期 間 に 互 つて 分 納 する 際 は 、 月 利 2 分 
5 寿 乃 至 3 分 迄 後 履 する 慣行 で ある 。 
代物 納 し た 例 は な い が 、 一 般 に 共 の 党 時 の 毅 償 に 換算 し て 、 納 入 す る も ゃ の で 、 共 の 後 の 殻 償 の 婦 動 に 依 つ 
て 利 寄 得 欠 を 論 す る こと は 出来 な い 。 
物 納 定額 の 小作 料 を 表記 すれ ば 欧 の 様 で ある 。 
代 銀 納 換算 の 方 法 は 、 代 物 納 と 同様 営 時 の 帝 全 に 基準 を 置き 、 特 に 凶作 の 年 、 或 は 小作 人 が 食料 不足 
穀物 を 必要 と する 場合 に は 、 地主 と 小作 人 協定 の 上 買 施 する が 、 本 屯 に は 最近 基 の 例 を 見 な い 。 


物 納 分 符 小作 料 傘 CE 徳 2 年 度 1 天 地 営 ) es 
蓄 制 石 に 依る 

















| 小 作 料 | 
地 日 分 盆 割合 | 地 偵 地 償 と の 割合 
| | 偶 納 数 大 | 貨 綱 量 計 | 誕 偵 額 | 
し 2 石 2000 較 較 
葉 豆 1 5 
相 地 5:5 | に 2 6800 36.00 300.00 122 と 
生 朱 82 有 1.912 石 
中 地 gi5 黄 下 0.82 石 3 
殻 子 0.272 石 折 生 30.31 250.00 12 
装 程 類 折 條 
葉 豆 0.555 石 
高藤 0.666 石 1.776 石 | 
下 地 おら 穀 子 0.333 石 27.98 200.00 14 
竹 子 0.222 石 折 和 
革 程 類 折 條 











銀 納 こ 同 様 地 償 と の 割合 は 、 下 地 高座 で 中 地 、 上 地 の 順 位 を 示し て ゐる 。 

小作 料 決定 の 條 件 は 、 多 種 多 欄 で 凡 ゆ る 見 地 か ら 推 宗 す れ ば 、 第 1 土地 生産 力 、 第 2 耕地 の 位置 、 第 3 毅 
條 の 奉 動 、 第 作況 の 如何 等 に 依 つ て 決定 され る $ も の で ある が 、 一 般 的 に は 前 年 の 履 量 の 條 分 を 評 償 し て 、 
小作 料 と する の が 慣例 と な つて の る も の い ヽ 様 で ある 。 

即ち 土地 生産 力 大 きく 岡 場 の 位置 近く 加 ふ る に 前 年 の 毅 償 が 好況 で あり 、 且 豊作 で あれ ば 堂 芝 殺 小作 料 は 高 
率 を 示し 、 之 に 反する 場合 に は 、 小 作料 が 低落 する の で ある 。 

小作 料 の 決定 は 、 地 主 と 小 作 人 相互 問 の 協定 に 依 つ て 行 は れ 、 地主 だ け の 合同 協定 、 或 は 小作 人 同志 の 協 
定 等 は 全然 な く 、 一 般 に 大 地主 と 大 小作 人 と の 小作 料 が 決定 すれ ば 、 茨 々 に 小 地主 は 之 に 追 階 し 、 何 等 の 
不 入 $ 保 座 人 等 の 中 介 も な く 、 王 和 に 締結 され る 様 で ある 

小作 料 納入 時 期 は 銀 納 定額 前 挑 の 場合 人 
ゐる 場合 で も 、 納 期 を 同一 時 期 に 指定 し て 納入 させ る 様 な を と と は な く 、 物 納 形態 の 場合 に 、 調 製 終 了 後 本 
部 取 縄 め て 珠 め 小作 人 は 納入 時 期 を 報告 する の で ある 。 

面 し て 履 和 物 を 納入 する 迄 は 、 そ の 占有 槍 は 小作 人 の 所 在 に 骸 し ヽ 分 配 の 除 の 計量 杜 は 、 記 内 で 最も 正確 た 
物 を 使用 し 、 地主 と 小作 人 が 立 會 の 上 小作 人 の 調製 場 、 又 は 院 子 内 で 連 施 し 、 納 入 殻 物 の 品質 が 不良 な 場 
合 は 、5 % の 増 村 を する が 、 極 端 に 不良 な 場合 は 代 銀 納 せ し むる と と が ある 。 

小作 人 側 か ら 納入 する 小作 料 が 、 質 に 於 て も 量 に 於 て も 、 地 主 が 清 足 する 様 を な も ゃ の を 納入 し た 優良 者 に 圭 
し て は 、 地主 は 耕作 宮 金 、 食 料 等 を 無利子 で 融通 し て あ ゐる が 、 と れ は 小作 甘 剛 の 一 方 法 で ある 。 小作 料 の 
運搬 は 、 主 に 小作 人 が 行 ひ 、 地 主 は 小作 人 を 胡 應 する 慣行 が ある 、 小 作料 運搬 に 要する 費 用 は 地主 全額 負 
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許 で ある が 、 本 市 は 集 園部 落 で ある か ら 運 賃 は 不用 で ある が 、 市 外地 主 の 如き 場合 に は 契約 の 除 に 負 搭 の 
割合 を 決定 する 。 

小作 料 受領 は 大 地主 は 一 般 に 受付 亭 帳 を 所 有 し て ゐ て 、 と れ に 記帳 する の で ある が 、 小 作 人 は 納入 捧 帳 の 
如き も の は 所 有 し て ゐ の ない の が 普通 で あつ て 、 之 は 即ち 知識 程度 低く 記帳 方 法 の 不明 な 者 が 多い 僚 で あ 
る 。 

丈 に 小作 料 の 履 入 状況 を 観察 すれ ば 、 不 納 者 は 全く 《 ない が 人 金融 の 都合 に 依り 細分 納 す る も の が ある 。 滞納 
の 原因 を 詳細 に 調査 すれ ば 、 小 作 條 件 の 特に 不良 な 場合 、 或 は 災害 に 依 つ て 極端 に 履 量 が 減じ た 年 、 又は 
帝 償 が 激 落 し て 現 銀 政 入 少 な く 且 相 半 的 に 生活 費 が 過重 で 、 加 ふる に 経営 面積 過少 等 の 原因 に 偽 つ て 必然 
的 に 溢 納 する も の が 多い 様 で ある 。 

何事 縁 前 は 諸税 公課 の 重 磨 等 も 影響 し た が 、 現在 は 此 の 様 な を と と は な い 。 

不納 久 は 不足 滞納 に 怪 す る 虎 置 は 、 本 市 に は 全然 其 例 を 見 な い が 、 隣 恵 に は 相 営 区 生 する 。 

図 作 の 年 は 減 邊 又は 延期 の 方 法 を 探る か 、 負 偵 に 韓 化し て 比較 的 彫 滑 に 虎 理 する か 、 或 は 保 座 人 か ら 後 下 
する か 、 仲 介 人 を 依頼 し て 條 強制 的 に 取立 て で る こと も ある が 、 極 端 た な 例 と し て は 、 地 主 が 地方 法院 に 設 訴 
を 提起 し 、 強 制 的 に 後 履 し 小作 契約 を 解除 する と 言 ふ 様 な と と も 稀 に ある 。 

之 に 反し て 小作 人 の 菊 度 は 極め て 順 應 で 、 仲 介 人 に 延期 又は 減 革 を 請願 する 程度 で 、 小 作 人 一 致し て 不納 
同盟 等 の 様 な 小作 争議 を 惹起 する と と な く 、 ヽ 、 條 封建 的 小作 開 係 を 償 行 的 に 畿 績 し て の ゐる と と が 首 へ る 。 
但し 、 本 市 は 俺 統 的 な る 美 風 に あり 、 大概 の 紛 議 は 地主 と 小作 人 相互 兵助 の 精 妨 に 低 つ て 周 浦 に 解 結 し て 
ゐる 。 

小作 料 附 加 物 並 に 小作 人 の 義務 は 、 分 盆 小 作 形 態 の 場合 だ け 存 在 し 、 琵 程 類 は 全部 折 人 年 し て お り 、 小 作料 
の 高低 に 依 つ て 加減 され る 様 な 事 は なく ヽ 、 其 の 他 臣 茶 類 、 果物 類 、 鶏 、 卵 、 豚 肉 等 を 期 役 的 に 地主 に 賠 奥 
する 等 の 良 風 $ 見 られ る 。 

附 加 物 の 納入 は 随時 に 小作 人 が 地主 宅 へ 運搬 する の が 通常 で ある 。 

小作 人 の 義務 は 現在 は 殆ど 行 は し ん ない が 、 以 前 は 分 人 小 作 の 場合 に 、 家 屋 の 修繕 茶園 の 耕作 、 基 の 修理 等 
に 上 服役 させ られ た と と が ある 。 

換 工 は 地主 と 小作 人 合議 の 上 随意 的 に 買 施 され 、 義務 的 な 換 工 は な い 、 麻 吊 玲 喘 の 除 小作 人 は 義務 的 に 手 
佑 ふ 様 な と と は な い が 、 道義 的 に 好意 を 以 つ て 手 僚 つて 居り 、 受 は 日 本 嘩 村 の 美 風 と 一 致す る 所 で ある 。 


寸 租税 公課 の 分 芝 


土地 に 習 す る 和 税 を 全部 分 菱 す る と と は な く 、 何 れ の 小作 形態 に 於 て も 國 税 、 癌 損 は 地主 全額 負 拉 で 、 村 
吉 は 分 欠 小 作 の 場合 だ け 折 條 し 、 他 は 全額 小作 人 負 描 で ある 。 

納税 者 名 は 全部 地主 で 、 土 地 1 筆 分 は 税 票 1 枚 分 で あり ヽ 冥 際 上 は 小作 人 が 地主 に 納め 、 小 作 人 不都合 の 場 
合 に は 地主 が 之 を 代 納 し 、 地主 の 都合 悪い 時 は 小作 人 代 納 し 、 面 し て 相互 に 納入 後 取立 て る こと と に し て ゐ 
る 。 和 税 分 凌 に 習 す る 根本 盾 念 は 、 土地 使用 収益 に 至 す る 営 然 の 負 拉 で ある と し て 居り 、 村 宮 は 特に 村 の 
教 育 、 行 政 共 の 他 治安 工作 等 に 使用 され る も の で ある が 、 小作 人 が 全額 負 拉 し 、 地主 は 村 旨 の 負 携 を 全然 
し な いと 云 ふ 欄 な 不 合理 を 生ま る と と が ある 。 
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第 三節 小作 . 槍 


小作 地 に 至 す る 典 横 の 設定 、 又 は 小作 地 の 宮 買 に 開 し て は 、 小 作 契 約 期間 中 は 一 鷹 小作 人 に 相談 し 、 若 し 施 
肥後 に 四 施 され る と き は 、 肥 料 代 を 支 朱 つ て 小作 胡 約 を 解除 し 、 一 般 に 表 約 期間 中 の 宮 買 及 出典 は 不能 で は 
な い が 、 典 村 者 又は 新地 主 に 百 し て は 、 小 作 條 件 を 新 に 設定 すべ き で あり 、 従前 の 條 件 を 延長 する 様 な と と 
は 出来 な い 。 

小作 科 の 資 買 は 殆 ん を ど な い が 、 小 作 析 を 取得 し て 更に これ を 又 信 し て 居る 様 な と と は 見 られ る 、 前 逃 の 如く 
斬 除 は 屈 年 間 引 績 いて 小作 下 約 を する が 、 年 々 条約 を 更新 し て 居り 、 之 は 作況 並 に 殻 償 が 一 定 し な い 乱 、 相 
7 に 契約 半 更 の 自由 を 確保 し や ふと する 含 で あり 、 小 作 村 利 の 不 衝 定 を 意味 する も の で は た な い 、 一 般 に 定額 
物 納 は 長期 約 を な し 、 他 の 分 盆 、 定 額 銀 納 等 は 1 ヶ年 下 約 を し て ゐる 。 

小作 経営 の 獲 立 性 に 就 いて 一 言 す れ ば 、 作 物 の 決定 和 に 百 し て は 全く 小作 人 の 随意 で あつ て 、 地主 の 制 肘 を 
受け な い が 、 小 作 人 は 輪作 耕種 法 を 充分 考慮 し て 決定 し て ゐる 程 で 、 決 し て 地主 は 之 に 容 す る こと は な い 、 
何 日 工 の 屋 入 、 或 は 務 者 の 券 務 種類 等 に 義 し て も 、 前 同 拉 で ある が 、 新 に 移住 し た 分 和 益 小作 人 に 将 し て は 
例外 で ある 。 

地主 及び 小作 人 の 植 利 の 強制 力 と 言 ふ 様 な と と は 、 本 市 に は 殆 ん ど 其 の 義 動 を 見 な い が 、 隣 恵 で は 前 逃 の 如 
《 地主 と 小作 人 と の 意志 の 直 通 が な い 場 合 、 例 へ ば 仲介 人 に 依 つ て 生じ た 小作 開 係 に 殺 生 する と と が 多く 、 

小作 地 の 等 級 に 使 つて 小作 料 納入 額 に 異議 の 申立 を な すこ と と が ある 。 

小作 地 の 強 制 取 上 は 、 親 戚 に 営 る 人 に 小作 させ る 場合 、 又 は 不良 小作 人 に 将 し て 行 ほ れ 、 小 作 表 約 の 強 測 艦 貫 
は ほ は 信用 ある 物 納 小作 人 に 怪し 、 地 主 側 か ら 強 いて 佐 頼 する と 言 ふ 程度 に 於 て 衣 生 する と と が ある に 過ぎ な い 。 


第 四 衝 特殊 な る 小作 開 係 


(1) 出典 小作 の 駐 小 作 

度 徳 1 年 2 攻 農 家 は 、 上 天 の 某 に 1 天地 200 回 で 出典 し 、 小 作 接 確 保 の 目的 で 25 回 の 銀 納 定額 前 挽 の 
形態 で 、 小作 契約 を た し 、 更 (c 8 腕 農 家 に 分 盆 下 外形 態 で 小作 を し め 、 中 間 地 詩 と し て 黄 豆 1.818 石 
梗 子 0.818 石 毅 子 02727 石 を 所 但し た が 、 営 叶 の 帝 償 に 換 和 党 す れ ば 、 黄 豆 10.63 剛 兵 子 8.99 還 半 子 3.00 
回 で 困 計 22.63 回 と た り 結 局 差引 2.36 回 の 損失 を 招来 し た 、 そ れ 以 上 に 帝 償 の 高い と き は 、 そ れ と 反 肝 
の 現象 を 見 る の で ある 。 

Cm) 小 傍 子 地 の 小作 

26 区 基 家 の 戸 主 の 弟 寺 は 、08 天地 を 3 競 農 察 か ら 入 典 し 、24 回 の 守 額 銀 納 前 挑 で 戸主 に 小作 させ 、 小 
作料 を 後 政 し て る る が 、 家族 制度 の 特殊 性 が 猿 へ る 。 

共 の 他 特 殊 な 共同 小作 、 或 は 国 杜 小作 等 は た く 、 不在 地主 と の 小作 開 係 も 全く 差異 を 認め られ な い 。 


第 五 委 地主 と 小作 人 と の 関係 


地主 と 小作 人 と の 貸借 開 係 は 少な く 、 工 耕 哀 本 を 一 時 融通 する 程度 で ある か ら 、 貸借 開 係 に 信 つ て 小作 條 件 
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が 劣悪 低下 し て 来る と 言 ふ 様 を なこ と は な く 、 親戚 知人 間 に 於 ける 小作 開 係 は 、 一 般 に 相互 に 反田 し 合 つて 大 
り 、 地 主 は 小作 人 に 軸 し て 、 或 は 竹 子 、 肥 料 、 農耕 交 金 等 の 次 本 を 無償 で 了 通 する も の が 多い 。 

地主 と 小作 人 の 三公 的 地 傍 の 優劣 は 、 人 物 の 能力 に 依 つ て 差 衝 を 生ま る こと は 勿論 で ある が 、 宮 質 交 に 地主 
階 角 は 、 知 識 程 度 $ 高 く 年 合 的 に 地 信 の 優 勘 た と と は 営 然 の 現象 で ある 。 

交 婚 放 況 は 一 般 に 親 成 知人 等 階級 の 差 の 少な い 聞 ( に 行 は ほれ る 。 

小作 委 議 調 佑 に 開 し て は 、 宴 に 公 下行 は れ 地 計 の 専 裁 に 占 従 する 棚 な 事 は た い 。 

和 婚 葛 祭 等 に 際 し て は 、 地主 は 小作 人 より も 上 倍 に あり 、 今 交 に 大 誤用 を 記し て 参考 と すれ ば 


地 幸 小作 人 
冠 婚 用 仕度 人 金 300 周 一 400 周 150 周 以内 
非 儀 電 用 500 回 一 600 財 50 回 一 80 回 


第 六 節 小作 人 の 移動 定着 状況 


小作 人 移動 の 理由 は 次 の 如き 主因 に よる と され て ゐる 。 

(①) 土地 生産 力 の 低下 (2) 負債 の 重 礎 (③) 小作 條 件 の 如 化 (④ 天災 事 凌 

(⑤5) 人 情 の 避 化 又は 借家 が 無い 等 に 依 つ て 移動 する 。 
小作 人 の 上 向 、 下 向 は 小作 人 の 衣 力 に 依 つ て 、 一 律 に 断 ま る と と は 出来 な い 。 最近 本 屯 に 來 佳 し た 小作 人 は 
依然 と し て 其 の 経営 規模 に 比 化 は な い 。 


第 七 節 毅 息 


小作 形態 の 奉天 を 探究 すれ ば 、 開 拓 党 時 は 全部 舞 償 で 3 ヶ年 小作 形態 を 畿 績 させ た が 、 生 産 力 が 増加 する と 
共に 物 納 定額 に 尊 化 し 、 1 天地 に 付 2 斗 乃至 8 填 の 高菜 、 区 豆 、 帝 子 等 を 納入 し 、 成 年 間 に 至 り て 土地 が 
封 し 答 * 生 産 力 が 増大 し た 角 、 ま :6 の 分 科 形 態 に 須 り 成 式 6O 年 前 に は 全部 詩 地 と 化し 、 物 納 定額 8 割 ま : 6 
分 科 3 割 5:5 分 符 形 態 $ 割 と な た り 、6:4 分 符 形 態 も 生ずる に 至 つた 。 
之 は 小作 人 の 増加 と 共に 、 土地 の 生産 力も 最高 に 達し 、 1 天地 7 石 乃 至 8 石 の 政 量 を 示す 様 に な つた た めで 
ある 。 
其 の 後 今 か ら 約 90 年 前 頃 ほ で は 、 随 意表 約 で 地味 の 良知 に 依 つ て 、 上 地 は 2 石 5、 中 地 2 石 、 下 地 1 石 5 
の 物 納 定額 に 毅 化 し 、 兆 緒 初 年 に 至 つて 銀 納 定 額 前 掲 が 主 と し て 行 は れ 、 後 挑 又 は 分 納 は 稀 に な つた 。 
之 は 地主 が その 利益 の 増大 を 賠 つ た 結果 、 銀 納 形態 に 鍵 じ た る も の と 見 人 さ れる の で ある 。 小作 料 は 1 天地 
12 彫 乃 玉 13 回 で 1 天地 履 量 は 7 石 内 外 で ある と 言 ふ 、 此 時 代 に も 物 納 定額 の 形態 が 残存 し 、 其 の 後 大 な る 
絹 化 も な く 現 在 に 至 つ た の で ある 。 
日 赴 戦 争 及 び 浦 洲 事 芝 に 原因 する 小作 形態 の 砂 化 は 全く ない 、 最後 に 小作 畿 績 年 敷 一 臨 表 を 示し 小作 闘 係 の 
恵 の 概 鶴 を 終る 。 

小作 畿 績 年 敷 一 覧 表 て 馬 懲 2 年 度 現 在 ) 
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E 散 | 1 ヶ年 | 2 ヶ年 | 3 ヶ年 | 4 ヶ年 | 5 ヶ年 
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ー 尾 農 の 種類 


屋 農 の 種類 は 年 工 、 月 工 、 日 工 に 類別 され る 。 

年 還 
際 暦 3 月 1 日 より 10 月 80 日 迄 、9 ヶ月 間 屋 備 せ ら る る 者 を 年 工 の 代表 型 と する 。 本 市 に 於 て は 大 衣 以 
上 が 操 準 で も ある が 、2 月 1 日 より 少し 有 れ て 雇 は れ ヾ 共 よ り 9 ヶ 月 囲 取 ち 11 月 何 日 迄 と 選 は る る 事 が あ 
る 。 普通 9 ヶ月 以上 屋 偽 する 場合 、 9 ヶ月 は 年 工 と し 以後 は 月 工 と し て 選 偽 する を 普通 と する 。 然し 年 
エエ と し て 廣 く 呼 租 す る 場合 は 大 朋 ま -5 ヶ月 以上 を 年 工 と 呼ん で 居る 。 半 年 に 於 て は 10 ヶ月 以 備 が 普 
通 で ある 。 本 市 の 年 工 の 券 務 種類 は 次 の 如く で ある 。 
打 頭 的 、 二 打 頭 的 、 趣 車 的 、 基 営 的 、 看 青 的 、 大 師 夫 、 打 更 的 

月 に 
汗 ヶ月 以上 ヶ月 間 以 内 の 継 績 被 屋 偽者 を 月 工 と 舟 す る 。 條 ヶ月 以上 と 言 つ て も 、17 日 、18 日 と 言 ふ 如 
き 年 途 の 日 敷 で な く 、15 日 乃至 1 ヶ月 、1 ヶ月 年 と 言 ふ 如く 澤 偽 が 條 ケ月 で 完全 に 左 さ れ て 居る 。 普 
通 2 ヶ月 或 は 3 ヶ月 契約 で ある 。 其 の 共 務 種類 は 、 基 営 的 と し て 選 人 さ れる の が 普通 で 、 打 頭 的 、 赴 車 
的 、 大 師 夫 、 粉 克 も 本 市 より 屋 箸 され て いる 。 

日 8 上 
日 工 は 必要 に 鷹 じ 了 基 時 北 日 で も 選 偽 せら る る 。 


ーー 屋 農 の 芝 働 條 作 


(4) 打 頭 的 
1 打 頭 的 と な る に は 農業 一 般 の 事 は 何で も 出来 、 然 も ゃ 他 の 働 者 より 仕事 が 上 手 で 、 他 の 年 工 、 月 工 、 
日 工 を 率 ひ て 仕事 を 含 し 、 或 は 仕事 の 分 配 、 監督 を な す 夫 の 技能 が な く て は な ら た な い 。 
2 指 種 は 非常 に 重大 な る 意義 を 持つ も ゃ の で ある か ら 、 有 礁 殻 の 揚場 (精選 ) と 共に 打 頭 的 が 此 の 仕事 を な す 
の で ある 。 
3 人 金 で 買 ふ 必 要 の な い 慕 具 は 、 打 頭 的 が 作り 得 た な けれ ば な ら な い 。 
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4 始め て 打 頭 的 と な る に は 、 雇 主 が 其 の 前 年 の 仕事 振り を 見 、 今 年 は 打 頭 的 と し て 使用 する か ら と 斉 あ 
事 を 中 渡す 。 然し 共 働 者 仲間 で も 、 市 一 般 で も 打 頭 的 と な る の 盗 格 を 認め な けれ ば な ら た な い 一度 打 
頭 的 と な つた 者 は 、 以後 打 頭 的 と し て 必 偽 され る が 普通 で ある が ヽ 誰 も 打 頭 的 と し て 以 備 し な 場合 
は 、 一 格 を 下げ 随 営 的 と し て 屋 は れ て 行く か ヽ 又 は 打 頭 的 と し て 給料 を 下げ て 届 は る る 事 が ある 。 
5 芝 任 
市 内 屋 借 年 工 打 頭 的 の 年 企 均 賃 銀 =68.75 周 
市 内 ょ り 恵 外 へ の 被 備 年 工 打 頭 的 の 下 均 賃 銀 =65.39 同 
Cs) 越 車 的 


1 赴 車 的 は 馬 を 短 す る 仕事 で も る か ら 、 馬 に 良く 馴れ る 性 質 が あり 、 悪 い 群 の ある 馬 を 良く 釧 ら し 、 車 - 
を 出し た 時 、 事故 を 起き さす 良く 馬 を 使 ひ こなさ な く て は な ら た な い 。 


2 車 を 使 ふ 外 に 型 丈 も 良く 使 ひ と な す 事 。 
8 馬具 及 梨 天 の 際 時 修理 を な し 得る 事 。 
4 大 車 4 頭 曳 以 上 は 普通 超 車 的 で な く て は 、 外 の 人 に は 付 す る 事 が 出来 な い 。 
2 ( 記 内 必 備 年 工 趣 車 的 の 年 企 折 任 銀 =70 財 
” [地内 より 市 外 へ の  / 賃 銀 =65 還 
( つ ) 人 居 的 
1 打 頭 的 に 従 ひ 一 般 の 典 業 の 事 を 打 頭 的 に 、 あ まり 劣ら ぬ 位 の 能率 を 以 て 働か な けれ ば な ら な い 。 
2 最も 必要 な の は 除草 の 場合 、 鈴 頭 を 良く 使 ひ 双 履 生 の 時 鎌 の 使用 が 早い 事 。 
3 堆肥 の 切 返し が 良く 出来 る 事 。 
4 1 舗 の 閑 毅 を 選 で 巡 搬 する 事 が 出来 る 事 。 
5 井戸 か ら 水 を 波 む の は 眼 居 的 の 仕事 で ある 。 
了 IB3 尾 備 苦 営 的 の 年 牌 均 賃 銀 =59.75 周 
"地内 より 市 外 へ の  / 5L95 較 
(= の ポジ SS だ 
1 炊事 に 開 し 一 般 の 事 が 出来 る 事 。 
2 華美 に 流れ まず 折 を 賭 つ て 行く 事 。 
3 少く と ゃ 926 歳 以 上 で な く て は な ら な い 。 
4 高菜 、 殻 子 を 精白 する 事 が 出来 る 事 。 
5 水 を 波 み 抽 期 に は 畑 に 食 を 夢 ん で 行く 
大 師 夫 を 届 ふ の は 大 農家 で 、 使 用 人 の 多い 所 で ある 、 大 骨 使 用 人 は 9 ヶ月 (年 工 ) 雇 備 せ られ る の で 基 の 
問 は 、 家 族 の 婦女子 区 で は 炊事 の 事 は 出来 な いか ら 、 大 師 夫 を 届 ふ の で あつ て 、 多 期 使用 人 が 少く な り 
又は 尽 な く な る と 、 大 概 家族 の も ゃ の で 炊事 する か ら 、 大 師 夫 の 以 俺 期間 は 一 般 必 作 者 と 同じ く 普 通う を 
月 で ある 。 
働 時 間 は 一 般 芝 働 者 の 起床 1 ユー2 時 間 位 前 に 起き て 炊事 を 食し 、 夜 明 前 皆 に 食事 を さ せる 本 に する 。 
賃 銀 は 音 家 番外 3 名 が 9 月 80 回 で 届 偽 し て いる 、13 名 農 察 は 9 ヶ月 68 回 で 屯 外 に 屋 は 炉 た 。 
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(《* ホ ) 打 更 的 
一 般 に 此 の 券 務 は 年 寄り の も の で 、 畑 に 出 て 若い も の と 一 緒 に な つて 働く 事 が 出来 を な いも の が や る 仕事 
で ある 、 有 即ち 此 の 仕事 は 夜 起 き て ゐ て 人 夜 交 を 行 ひ 、 合せ て 夜間 家畜 に 飲料 を 奥 へ 、 庭 の 掃除 を な し 、 大 
師 夫 を 助け 穀物 の 精白 を 行 ひ 、 又 茶園 ある 場合 は 茶園 の 管理 を する 。 
券 任 
郊 國 珍 (3 競 斉 家 ) は 年 齢 60 歳 の 劉 基 を 9 ヶ月 前 、 年 工 と し て 必 ひ 80 賠 を 給 し て る 、 白 く の 如 
《 打 更 的 の 券 賃 は 30 一 40 園 が 普通 で ある 。 
RSsM 腹 青 的 
粗 代 年 工 と し て 取り 扱 ふ の は 策 + 其 の 性 質 を 異 に する が 、5 釣 謀 家 は 、 康徳 2 年 度 夏 家 楼 の 村 公 所 (c 6 
月 6 日 か ら 10 月 30 日 迄 屋 は れ て 行 つ た 。 
此 の 仕事 は 屯 内 の 作物 を 夜 問 和 有 違 する も の で ある 。 
夏 家 楼 村 公 所 で は 6 名 を 届 つ て ゐる 、1 人 で 32 市 の 看 を する 。 5 朋 謀 家 は 新 度量 衡 の 10 石 鈴 を 給 奥 さ 
れ た 。 
看 青 的 の 宴 用 は 、 耕作 者 より 1 天地 営 き 旭 宛 村 公 所 に 納入 し ( 和 税 公課 の 項 参 照 )、 乏 を 集め る の は 看 
青 的 で あり 、 各 農家 を 名 つ て 集め 和 之 を 村 公 所 に 搬入 し 、 そ と で 村 公 所 より 分 配 さ れる の で ある 。 
以上 の 内 、 年 工 或 ほ 月 工 の 純 農 業 券 働 者 の な す 仕 事 を 示す と 区 の 如く で ある 。 
難 地 = 超 車 的 
擬 衝 = 打 頭 的 、 趣 車 的 、 基 営 的 、 大 企 拉 子 (年 拉 子 ) 
除草 、 中 耕 = 打 頭 的 、 超 車 的 、 基 営 的 、 大 年 拉 子 
履 稼 = 打 頭 的 、 随 営 的 、 大 條 拉 子 
履 策 物 運 搬 = 趣 車 的 、 苦 営 的 税 < 1 人 
脱 、 調製 = 主 に 超 車 的 、 然 し 他 の 者 $ 行 ふ 。 
帝 物 の 寮 却 = 趣 車 的 と 主人 
肥料 調製 = 趣 車 的 を 除い た 外 全 部 。 
以上 の 券 働 種類 の 外 、 本 忘 で は 月 工 に 倒 工 的 、 粉 研 な る も $ も の が ある 。 
倒 的 は 馬 小 屋 又 は 骨 小 屋 か ら 出 し た 葉 を 細か に し 、 良 士 甘 と し て 礁 積 す る 仕事 で 、 特別 な 技能 を 必要 
と せま 、 普 通 の 随 営 的 な ら 誰 で も や れる 仕事 で ある 。 
26 須 庶 家 が 大 青 堆 子 に 、6 月 1 日 より 8 月 1 日 迄 行 つ て 1 ヶ月 の 賃 銀 人 ま 彫 50 鐵 を 得 て の ゐる が 、 普通 の 基 
営 的 8 園 仁 に 比べ て 安い 。 5 
粉 匠 は 農産 加工 上 に 於 ける 務 の 一 種類 で 粉 條 製造 に 於 ける 責任 を 一 切 負 ひ 、 仕 事 の 監 具 指 導 を する も 
の で あつ て 、 粉 條 製造 に は 或 る 特種 の 技能 を 必要 と する の で 、 従 つて 其 の 券 賃 も 高い 。 
3 金 農家 の 屋 伴 し た 粉 区 ヶ月 午 均 賃 銀 11 園 16 鐵 
市 外 に 届 は れ て 行 つ た 838 名 農 家 の 月 下 均 賃 銀 12 園 と な つて ゐる 。 
以上 の 内 純 農 業 広 働 者 の 芝 働 時 間 は 殆 ん ど 同 じ で あり 、 昌 の 出前 より 日 湊 に 至る 間 で 書 食 事 1 時間 、 重 
前 中 39 分 、 午 後 30 分 計 1 日 2 時 間 の 休憩 が ある 。 


結晶 演 演 
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給食 と し て 3 月 1 日 迄 は 2 了 
3 月 1 日 一 9 月 1 日 所 き 回 
9 月 1 日 以 後 2 回 
一 般 に 夜間 は 仕事 を し な い が 、8 月 15 日 か ら 8 月 末 迄 は 15 日 間 脱 殻 の 夜 業 を する 、 之 は 火事 等 を 防ぐ 


訪 脱 尊 を 管 ぐ 食 で ある 。 


第 一 節 特殊 な る 雇 備 開 係 ・ 


ー 回 人 、 子供 の 苦 働 


(4) 少年 の 芝 働 
本 市 は 其 の 殆 ん ど 全 部 が 圭 地 で あり 、 牧草 地 と 移す る 地域 が 全然 たい 。 故に 馬 、 邊 等 の 家 を 臣 邦 の 目 
的 で 多 表 飼 育 す る と か 、 媒 耕 の 必要 以外 に 大 家畜 を 飼 ふ て ゐる こと 言 ふ 事 は 全然 たく 、 只 冊 耕 の 必要 に ゃ も 
足ら ざる 家畜 を 飼養 し て ゐる に 過ぎ な い 。 
不足 の 家 寺 は 振 具 、 屋 生 具 に より 袖 つ て ゐる 対 態 で ある 乱 、 家電 の 飼 三 管理 $ 家 族 又 は 年 工 が 之 c 営 
り 、 特 別 「 馬 管 兄 」 と か i 猪 管 兄 」 と し て 少年 雷 働 者 を 雇 人 矯 し て ゐる 農家 は 全く 無い 状態 で ある 。 逐 は 
本 市 に 於 ける 芝 力 の 過剰 、 土 地 の 細分 化 に 原因 する と 思考 せら れる 。 
唯 少年 は 自家 の 苗 業 、 又 は 家 益 等 の 管理 の 手助け を する に 止ま り 、 他 の 家 に 屋 は れる と 言 ふ 事 は 殆 ん ど 
な く 、81 名 農 家 の 小 條 拉 子 が 恵 外 に 20 日 換 工 と し て 除草 に 行き 、 換 工 の 相手 方 より 播種 の 時 2 日 察 
、 媒 具 持参 で 営 方 に 来 た の が 特例 で ある が 、 之 は 本 恵 に 於 ける 小 企 拉 子 の 他 家 に 届 は 和 れ た 唯一 つの 例 
で ある 。 
少年 券 働 者 を 無理 に 働か を な い 事 は 、 本 屯 が 裕 訪 た な る 如く 考 へ られ る が 買 は 村 に 区 展 性 な く 、 成人 の 共 
力 の 過 を 示し て 居る の で ある 。 

(m) 婦人 の 芝 働 
本 市 外 戸 の 内 姫 人 葉 業 券 働 者 と し て 、 他 家 に 備 は れ 共 任 を 得 た る 者 が 7 人 ある o 
婦人 の 共 働 を な す 目 的 に 2 種 あ り 、1 は 苦し い 家 計 を 少し で も 助け る と 言 ふ 事 、+ は 家計 に は 堪 程 困 ら た な 
い が 、 女 の 働い た 賃 銀 は 全く 女 の 所 有 と な る 念 に 働く 事 の 2 種類 で ある 。 
之 は 15 須 工 鶴 の 例 に 於 て 見 る 如く 、 日 工 を 90 量 も ゃ 屋 ひ 、 自 作 小 作 で あり 年 ら 、 女 2 人 働き に 街 き 討 10 周 
を 得 て い る 。 有 之 は 後者 の 代表 的 の も の で ある 。 
姫 人 府 働 は 日 工 丈 に 限ら れる 、 康徳 3 年 度 に 於 て 女 は 106 日 賃 銀 22 周 10 袋 を 得 、 男 の 日 工 縄 細 賃 91 回 5 
鐵 に 比べ て 、 約 二 で ある 。 婦 共 の 竣 務 作 震 務 期間 は 、 自 づ と 限定 せら れ 共 の 仕事 は 尊 手 の 間 引 と 、 高 
菜 の 穂 切 に 限ら れる 。 大 骸 其 の 期間 は 除草 20 日 、 穂 切 10H 1 ヶ年 中 1 ヶ月 位 で ある 。 男子 披 偉 者 は 食事 
は 雇 主 持 で ある が 、 尋 人 有 働 者 は 自分 持 で ある 。 先 き の 男 の 日 工 絶 計 91 回 5 銭 は 男 10 人 で ある 。 之 に 依 
つて も 分 明 す る 如く 男 に 比較 し て 、 其 の 芝 任 安く 大 骸 問 引 に 於 て 20 氏 、 穂 切 に 於 て 30 銭 位 で ある 。 穂 切 
は 一 般 請負 制度 で あつ て 、 姫 人 沈 働 者 の 年 齢 は 18 歳 上 30 歳 以下 で ある 。 
自家 の 間 引 、 或 は 穂 切 に 肘 し て 婦人 が 手 僚 を し た 場合 は 、 一 般 に 金 を 奥 へ る 風習 が あり 、 得 た 金 は 自己 
の 「 小 傍 仁 ]」 と し て 時 革 し て ゐる 。 


179 
二 出稼 涯 働 
本 市 は 純 諾 村 で 、 其 の 生計 を 支 へ る も の は 農業 以外 に 無い 。 本 市 は 前 逃 の 通り 氷 力 過剰 た なら 食 、 又 一 面 本 
市 の 江 家 に 届 は れる を 雄 ひ 、 他 村 に 農業 券 働 者 と し て 屋 は れ て 行く 者 が 多い 。 他 村 と 言 つ て も る 同じ 第 7 
内 で 約 日 本 里 の 2 一 3 里 の 範囲 で も る 。 第 6 層 に 届 は れ て 行 つ て ゐる 者 が ある が 、 そ れ は 大 青 玲子 丈 で 日 
本 里 敷 3 里 足ら ま の 所 で ある 。 
恵 内 より 市 外 に 屋 備 せ られ た 年 工 は 13 名 で 、 共 の 内 住 状 は 8 名 で ある 。 市 内 より 市 外 へ の 必 備 芝 ら れ た 
月 工 は 10 名 で あり 、 内 住 込 は 6 名 で ある 。 以上 の 市 外 へ の 住 込 券 働 者 は 、 特種 な 出稼 券 働 者 と 見 る 事 は 
出来 な い 。 
唯 市 内 に 於 て 2 家族 より 2 人 が 、1 は 低 鈴 城 内 の 薬 往 商 に 、1 は 新台 子 の 鍼 匠 の も ゃ る と に 弟子 入り し て ゐる 
が 、 之 等 に は 豪 ろ 営 方 より 着物 等 を 仕 送 る 故 態 で 、 市 の 家族 に 送金 する 事 な く ヽ 、 現在 で は 純粋 の 出稼 芝 働 
と 名 の 付く 者 は 本 恵 に は 無い 。 


三 雇 生 具 、 換 工 、 挿 具 

《⑭) 大 邊 具 
本 市 で 必 生 具 を 行 つ た 者 は 19 約 、20 競 誤 家 の 2 戸 で 、 貸 生 具 は 29 競 農 家 1 戸 で ある 。 即ち 20 引 
謀 家 は 宗 斉 を 所 有 せ ぬ 入 、 29 欧 則 家屋 和牛 具 表 約 を 春 2 月 行 ひ 、 先 朱 ひ で 3 月 12 固 を 支 失 つ た 、 然 し 
て 23 引 農 家 は 播種 の 時 騒 1、 型 丈 1、 人 1 で 1 日 、 中 耕二 土 に 駅 1、 氷 1、 人 1 人 更 丈 1 持参 で 3 日 、 政 
本 運 搬 に 馬 1、 応 1、 車 1、 人 1 で 1 日 、 受 尊 に 和 1 が 3 日 行 つ て 居る 。 他 の 19 名 農 家 は 、 市 外 第 7 
幸美 家 窟 棚 の 部 度 な る も の と 以 邊 具 の 下 約 を 結ん だ 。 之 は 導 つ た 必 生 具 の 屋 ひ 方 で 、19 有 農 家 は 千 鹿 
の 家 に 年 工 と し て 雇 は れ て お り 、 年 50 園 の 支給 を 受け て お る 。 然し て 自分 の 革 地 を 耕す 時 雇 主 より 馬 、 
広 、 型 丈 等 を 倍 り 自分 も ゃ 暇 を 貰 ひ 、 其 等 の 使用 物 持参 で 自分 の 土地 を 耕し に 上 骸 る の で ある 。 即ち 康徳 2 
年 度 に 於 て 、 据 種 の 場合 穫 丈 1、 馬 1、 胡 1、 人 1 で 1 日 、 中 寿 培 土 に 馬 1、 馬 1、 理 丈 1、 人 1 で 3 日 、 
政和 運 搬 に 車 1、 馬 1、 昼 1、 人 1 で 1 日 、 肥料 運搬 に 車 1、 馬 1、 和 1 人 1 で 1 日 、 合 計 6 日 で 1 ヶ年 8 
園 を 支 失 つた の で ある 。 然し 年 50 園 の 年 工 と し て の 券 賃 を 支給 され る 時 、 選 邊 具 代 と し て 8 園 を 、 差 
引き 42 彫 を 支給 され て ゐる が 、 之 を 此 の 地方 で は 「 代 奏 ] と 呼ん を で ゐる 。 即ち 以上 の 役 赤 に つい て 来 
る 人 1 人 と 言 ふ の は 本 人 の 事 で 、 向 ふ よ り 人 1 人 を 以 生 具 と し て 、 働 き に や つた 事 に な る の で ある 。 
此 の 19 有 跳 農家 は 、 同 じじ 屋 主 の 家 に 10 年 角 績 年 工 と し て 備 選 せ られ 、 雇 主 が 其 の 資 直 さ を 賞 し 、 好意 的 
に 此 の 「 代 論 」 を や つて ゐる も の で ある 。 19 引 農 家 は 履 稼 、 調製 を 鶴 で 行 ひ 、 其 の 時 要する 道具 も 借り る 
と 言 ふ 、 然し 本 人 は 成人 で ある が 農具 等 を 借り る 便宜 ある 劉 、 又 休み を 利用 し て 自分 の 土地 を 管理 する 
食 、 自 ら 進 ん で 大 條 拉 子 と し て 雇 人 和信 され て ゐる 。 
20 引 家 は 1.36 天地 の 自作 、 届 豊 で あり 19 跳 は 1.6 天地 の 自作 壮 屋 農 で ある 。 又 、 企 和牛 具 の 29 競 は 、 
小作 近 選 農 で 05 天地 を 耕作 し 、 騒 1 頭 を 有 し て ゐる 、 屋 牛 具 の 場合 の 氷 は 、 市 外 の 親類 ょ り 無料 で 僅 
り て 来る る の で ある 。 本 市 に は 貸 生 具 専 門 の 被 偽 人 は 無い 。 

@ 屋 和牛 具 の 組合 及 能 力 
イ 播種 の 場合 の 組合 せ 
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ハ 運搬 に 於 ける 組合 せ 
馬 と 鹿 各 * 1 下 の 場合 が 多い 、 畑 が 遠く 道 が 量 い 場合 に は 敷 を 増加 する 。 


ト 


下 率 


月 人 
馬 と 胡 各 を 1 頭 (15 天 地 ) 和牛 1 頭 と 馬 1 頭 18 天地) 
馬 と 生得 1 /(10 天 地 ) 1 ク ヶ と 馬 1 7/(10 天 地 ) 


以上 は 耕作 可能 の 限度 を 示す も $ も の で ある 。 
雇 生 具 に 於 ける 各 役 畜 組 合 芝 の エ 目 の 能 奉 


役 斉 組 合 せ 反 種 壊 地 中 克 政和 物 運 撤 

馬 1 頭 氷 1 頭 1.0 天地 2.0 天地 2.9 天地 人 2 人 大 車 で 2 天地 分 の 必 穫 物 
大 1/ 邊 17 0.6 天地 1.5 天地 1.5 天地 1.5 天地 

奈 17 牛 17 0.5 天地 1.0 天地 1.0 天地 1.0 天地 

主 27 邊 17 0.6 天地 1.5 天地 1.8 天地 1.0 天地 

願 27 馬 1 7 1.0 天地 2.0 天地 2.0 天地 1.0 天地 


屋 生 具 の 敷 約 方 法 及 類 務 

2 月 上 旬 頃 契 約 し 前 金 で 渡す 、 期間 は 播 往 か ら 受 毅 後 10 月 中 名 頃 迄 、 癒 務 三 類 は 種 、 中 耕 、 畠 獲 、 受 
殻 に 限定 され で ゐる 。 

屋 牛 具 の 賃 銀 

1 天地 を 澤 位 と し 、6 回 か 7 園 で ある と 言 ふ 、 耕作 地 1.3 ま 天地 の 20 外 農 穴 の 12 回 は 基 だ 高い 。 賃 銀 は 
3 月 始め か ら 3 月 末 迄 の 間 に 支 朱 は な く て は な ら た な い 、 必 生 具 の 場合 人 丈 に は 書 食 を 奥 へ 、 馬 に は 飼料 
を 給 し な い 。 
(ms) 換 上 

本 屯 に は 換 工 を 行 つ た 敵 家 が 4 戸 ある 。 然 も 純然 た ろ 瓶 業 上 の 換 工 は 23 上 財 家 及 1 氏家 の 2 戸 で あ 
ei あの 洒 - 村 の 党 お 2 に は LDS 寺 な の 
家 窟 棚 引 園 遥 の 家 i に 20 日 除草 に 行き 、 旗 園 大 は 唐 狂 1、 馬 1、1、 人 1 で 括 種 の 時 2 日 來 た 、2 日 と 
20 日 と の 換 工 は 其 の 換算 に 座 て 、 ひ どい 控 で ある が 小生 拉 子 た な る 倉 、 営 欠 を の で あら う 。23 有 左 家 は 、 
第 7 看 田 家 放 棚田 光 農 と 共 力 の 換 工 を 行 ひ 、29 日 行き 相手 方 より 30 日 米 た の で 、1 日 分 の 任 押 40 
氏 を 差引 計算 に 於 て 支 失 つ て ゐる 。 

一 般 に 換 工 の 少 い の は 券 力 と 役 畜 に 於 て 、 役 填 を 持つ て ゐる も の は 結局 損 を する の と 、 奴 一 面 臣 妨 の 過 
層 ( に も よる 。 


( ス ) 搬 具 
本 恵 に 於 て 挿 具 を 行 つ た 農家 は 14 戸 あ る 。 其 の 左 守 の 番 引 、 経 営 科 式 及 家 赤 頭 敷 は 区 の 如く で ある 。 
農家 番 有 経営 様式 耕作 地 TH 
4 地主 、 自 作 5.6 天 地 1 GS ae 
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農家 番 曲 辻 癒 式 粧 作 地 と の の 昌 
9 自作 、 小 作 3648 天 地 ー mp 6 
10 / 7 4.000 天 地 = ご 1 
1 / 7/ 4.770 天 地 5 ェ 3 
12 7 生還 3.350 天 地 = 1 
14 / 7/ 4.290 天 地 思 に 1 
15 自 、 小 、 訪 (日 ) 7.430 天 地 を ェ 
16 / 7/ 7 か (年 ) 6.90Q0 天 地 1 5 
17 / 7 7C 年 ) 3.300 天 地 ー = 1 
18 自作 、 肩 豊年 ) 5.7C0 天 地 1 で 
27 小作 、 硫 農 ( 月 、 日 、) 4.300 天 地 デ = こ 1 
28 の 全国 5/ 還 (G 月 の 4.300 天 地 回 = 1 
29 り 放 証 寺 / 困 (3 日 ) 4.050 天 地 ー = 1 
30 7 幅 ( 年 ) 4.250 天 地 ミ と 1 


以上 14 江 守 の 他 、 役 畜 を 有する 農家 は 6 戸 あ る が 、 挿 具 を 行 つ た 英 家 の 経 蒼 面積 を 見 る と 、12 戸 は 4 
天地 以上 で 、 2 戸 は 3.85 天 地 と 3.30 天 地 の 埋 作者 で ある 。 
挿 具 の 内 容 を 見 る と 整地 、 播種 、 中 耕二 土 、 収穫 物 夢 搬 、 肥 料 運 搬 の 仕事 に 全部 挿 上 内 を 行 つ て いる 。 耕 
作 面積 より 見 て 挿 具 を 行 つ て いる 虹 宗 は 、 貴 以下 と 見 ら る べく 、 逐 等 の 農家 に は 、 役 寺 の 不足 を 來 し 
て いる 事 を 察知 出来 る と 共に 、 彼 等 の 生活 を 守る 騙 に 、 合 理 的 な 挿 具 が 多く 行 は れ て いる の を 見 られ 、 
詩 に 即ち 挿 具 の 絶 骸 必 要 性 が 生じ て 来 た の で ある 。 
据 竹 の 場合 に は 、 人 3 人 を 必要 と する 念 、 役 才 と 役 と の 交換 に 更に 人 が 恨 い て 行く 、 本 忘 で は 挿 具 を 
行 つ た 家 は 、 全 部 据 種 の 場合 人 が い て 行 つ て いる 。 有 之 を 本 市 で は 「 挿 具 換 工 ] と 艇 し て 居る 。 
他 の 中 耕 、 履 稚 、 肥 料 夢 搬 に は 、 役 畜 丈 の 交換 が 普通 行 は れ て ゐる 。 
役 畜 と 役 畜 と に 於 ける 能 奉 の 換算 
@ 生 と 馬 = 生 は 少し 能 牽 が 遅い の で 、 生 の 旋 か ら 農 具 を 出し 釣 合 ひ を 取る が 、 生 の 才 が 少し 寿 作 地 が 
少 い 時 は 問題 で は 無い 。 
6 巴 は 馬 の 條 分 の 能力 と 見 る 、 駅 と 馬 の 方 が 耕作 面積 が 同等 の 場合 は 、 釣 合 は な いか ら 馬 の 方 より 農 
具 等 を 出す が 、 無 い 場合 に は 貸 牛 具 と な る 謎 で 賃金 を 出す 。 
c 馬 と 氷 は 同等 に 見 る 。 
即ち 本 忘 で は 15 旨 と 16 紙 は 、 肛 と 馬 と の 挿 具 で 問題 な し 。 
18 外 則 家 は 馬 と 巴 と 挿 具 し た 師 


池間 間 | 15 日 相手 方 馬 5 日 相手 方 10 日 
0 で 2 が 相 主 方 介 介 皇 方 
整地 撤 竹 の 中 耕 諸 収 稼 運 搬 了 料 澤 搬 
(上 1 頭 ) 18 貌 9 日 18 競 馬 大 車 2 日 18 脱 6 晶 
18 表 。 6 日 


以上 の 如き 換算 を し て 行 つ て ゐる 。 
4 多 と 14 錠 に 於 て は 、 叉 と 馬 夫 が 同日 数 を 交換 し て いる が 、 親類 で あり 室 ろ 例外 と 思 は れる 。 他 は 全部 
馬 と 肝 で 同日 数 の 大 力 の 交換 で ある 。 
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第 三 委 符 働 の 過 不 足 


本 市 の 農家 が 、 耕 作 す る 全 耕 作 地 は 1,721.58 前 で 、 自家 券 働 員 青 の 男 は 48 人 で ある 、 之 は 軟 際 に 自己 の 埋 作 地 
c 於 て 働く 人 敷 で ある 。 


簿 漠 呈 賠 畔 草 避 


今 1 人 営 り の 面積 を 見 る と 、 約 8.586 天 地 と な る 、 之 に は 楽園 も $ 含 む が 故に 、 資 除 に 於 て は 何 少 い 衣 で ある 。 埋 
作 地 所 有 者 の 内 、 自 家 に 於 て 四 際 働く 将 働 貞 敷 で ある 含 、 純 届 8 戸 の 員 敷 は 含ま れ て お ら な い 。 然し て 純 
家 の 自 家 働 に 入ら ざる 共 力 3 人 計 12 人 を 、 自 家 券 働 敷 に 加 へ て 全 
埋 地 を 除 し て 見 る と 1 人 営 り 2.869 天 地 と な る 。 本 忘 に 於 ける 1 人 堂 り 成人 寿 作 可能 面積 ま -5 天 地 で ある と 言 


必 農 8 戸 の 芝 働 力 10 人 及び 6 名 、17 引 


は れ て ゐる が 、 其 れ よ り 見 る 時 は 苦 働 力 は 過剰 で ある 事 が 立 誇 さ る れ 。 















人 人 
呈 内 年 半 り 中 軒下 古内 軸 に さ 2 P 11.5 258 
TE 内 中 よ 汗 四 り 中 中 良 ク に 認 っ つこ 13 10 32.0 226 
iiU 詳 2 CS UID 還 cI 還 ご 9 4 6.5 338 


市 外 よ ょ り 市 内 へ 券 働 差 引 過 不足 


















上 記 の 表 に 於 て 見 る 如く 、 色 その 事情 に より 年 工 、 月 工 を 市 外 よ り 市 内 へ 届 ふ て いる 、 若 し 年 工 、 月 工 を 全 
部 内 ょ り 届 ふ と すれ ば 、 年 工 に 於 て ま 人 、 月 工 に 於 て 6 人 の 過剰 を 来 す 斉 で ある 。 然るに 之 等 過 剰 の 人 員 は 


市 外 に 行 つ て お る 包 、 僅 か に 閥 笛 期 に 於 て 日 工 延 日 敷 L12 人 を 不足 し て 居る 訴 態 で ある 。 


第 四 和 


涯 賃 政 入 と 全 履 入 と の 割合 を 見 る に 、 


因 細 | 


農業 券 働 者 の 生活 激 況 
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| 作 。 訪 農 CHxBD) 3290 。 29.00 1.40 
小作 ・ 雑 (行商 * 投 状 ) | 3.00 ー ー 3.00 
| 小作 ・ 雇 農 (年 * 月 ) 64.00 55.00 9.00| ー 
| ケ 7 。 ・ 7 ヶ (<B)| 33.00 ー 30.00| 3.00 
が 放 SI 語 KA (月 ) 14.00 ー 14.00 ー 
MA で D1] 47.00 ー|t 人 年 2 回 ) 所 
慎み 、.。 (や ) 50.00 50.00 ー ー 
トカ ロ / (@OM 二 | 22.95 王 ー ゴ 22.95 
以 農 (年 日) 雑 (行商 * 投 美 ) | 64.30 55.00 ー 9.30 
雇 農 C・H)・ 雑 ( 投 半 | 35.00 デー 16.00 19.00 
誠 嘩 (年 ・ 月) 143.00 128.00 15.00| = 
7 (年 ) 50.00 50.00 ーー ー 
4 CH ・BD | 人 cs4 ー| omwes4) 55 
/ (月) 44.25 ー 43.00 1.25 
| 及 人 CD ・ 華 CBRED | 外 cas 和 567 和 5 ー mee 本 
2 。 (月 ) ・ 雑 (行商 ) 19.50 己 19.50 Eo 
雑 ( 裁 総 2.00 語 叶 雪 











年 工 と し て 働き に 出 た 戸 敷 は 、15 戸 17 人 で ある 。 内 純 届 農 3 戸 ま 人 で ある 。 
自作 或 は 自 小作 の 大 部 分 は 、 現金 を 得 ん が 矢 に 、 或 は 到底 自作 或 は 小作 、 自 小作 に よ ょ つて 得 た 履 入 で は 生活 
困難 た 航 、 年 工 、 或 は 月 工 、 日 工 と し て 働く 耕作 者 と 、 全 そ 雇 央 に よる 生活 の 乱 に 月 工 、 日 工 又 は 年 工 と な 
つて 行く 2 種類 を 見 る 。 
年 了 
殆 ん ど 年 工 は 前 金 に より 支給 せら れる 。 年 工 と し て 働き に 行 つ て 居る も の は 、 屋 主 の 方 で 食 を 奥 へ る か 
ら 、 殆 ん ど 賃 銀 を 使 ふ 事 な く 家族 に 渡す と と が 出来 る 。 普通 年 工 は 住 込 、 通 ひ が ある が 、 通 ひ は 近 距 離 
な 場合 届 主 と 年 工 と 協議 の 上 決定 する も の で 、 以 主 の 訪 で も 良く 家庭 の 事情 に 同情 し て 、 年 工 の 申出 で 
を 聞い て ゐる 様 で ある 。 耐 し て 通 ひ は 他 の 住 込 年 工 と 同様 な 仕事 を する 事 は 勿論 で ある 。 
住 込み 羽 人 1 ヶ年 中 の 休日 を 
# 月 18 日 (娘々 剛 祭 = 時 家 鷹 閉 に 記 け る ) 
端午 節 1 日 
4 月 28 日 向 王 誠 の 祭り 1 日 
接 欠 = 除 草 前 1 日 
中 秋 節 1 日 
投 刀 = 秋 履 生前 1 日 
外 に 時 と し て 演 戯 な る も る の が あり 、 有 之 は 水害 と か 早 江 等 に 於 て 、 玉 の 助力 を 願 ひ 、 演 戯 を する 事 を 約 東 
し 、 共 の 約束 を 果す 入 に 、 芝居 を 御前 に て 行 ふ 謀 で ある 。 若 し 演 戯 が あれ ば 10 里 以内 は 4 日 、15 里 以内 


昼 避 | 営 


蘭 


| 


動 | 演 


吾 判 本 司 鍵 


| 普 


届 


il 


茜 


勘 ! 党 


王 帯 呈 団 弄 


184 

は 2 日 、20 里 以内 は 1 日 の 休み を 届 人 に 奥 へ て 観覧 を 許す の で ある 。 然し 住 六 み の 年 工 は 休み 以外 に 察 に 
上 師 れ る 事 は 殆 ん ど な い 。 

年 工 の 芝 任 は 、 月 別 或 は 日 割 に する と 、 月 工 、 日 工 よ り 少 い が 月 工 、 日 工 の 如く 不 究 定 で な く 、 確 買 な る 履 入 
を 得る 衣 で ある 、 ヽ 年 50 彫 或 は 、60 則 に て 生活 する 。 彼 等 の 食事 は 軟 に 粗食 に 喧 え 、 人 を 息 ま 才 修 々 と し た 生 
活 に は 凝 く 所 で あり 、 反 つて 土地 を 少く 持ち 、 或 ひ は 小さ い 土 地 の 小 作者 等 は 税金 納入 等 の 劉 、 純 必 功 者 よ 
り 負 償 を 生じ 苦し い 立 場 に ある も が の 多い 。 

選 甘 は 税 等 を 政 め ず 、 又 金 を 貸す 人 も 無い 乱 所 乏 の 中 に $ 裕 そ 々 た る 生活 を し て いる 。 

年 工 は 概ね 前 金 渡し で ある 劉 保 座 人 あり 、 途 中 不都合 あつ て 解 屋 さ れ た 場合 、 本 人 が 残額 を 者 ふ が 、 若 し 
然 ら ざる 場合 は 、 保 座 人 が 均 任 を 負 ふ 。 北 年 繊 績 届 備 され 、 又 は 良く 知 つ て いる 場合 、 保 誠 人 は 不要 の 
事 が ある 。 選 備 の 契約 は 1 月 15 日 (陰暦 ) に 、 す る の で ある が 、 中 介 者 を 雨 方 の 間 に 立 て て 纏め る の が 普通 
で ある 、 殺 し 難 知 の 間 椅 で あれ ば 直接 の 事 $ あ り 、 本 市 で は 殆ど 直接 で あつ た 。 

RS 較 目 証 語 l 

本 恵 に 月 工 と し て 、 雇 は れ て 行 つ た も の は 市 内 、 市 外 合 し て 14 人 で あり 、 純然 た る 屋 功 6 人 で ある 。 即ち 
屋 工 は 年 工 か 、 或 は 月 エエ に 必 ま 行 つ て お り 、 純然 た る 日 工 天 で 生活 し て 居る 者 は 無い 。 

月 工 は 大 豚 に 於 て 忙し い 時 2 ヶ月 か 、8 ヶ月 屋 入 され る の で 1 ヶ月 思 位 贅 入 は 年 工 に 比べ て 多い 、 然 し 年 ら 
年 工 に 比べ て 生活 不安 定 で ある 。 月 工 に 屋 備 せ られ て 行 つ た 者 の 中 に は 、 月 工 と し て 323 ヶ所 も 行き 、10 ケ 
月 働い て いる も の も ある 、 日 工 は 之 に 比較 し 谷 不 安定 な 劉 、 確 貨 作 の ある 年 工 、 月 工 を 欲す る の で ある が 、 
必 誠 者 な き 場 合 、 又 は 特種 の 家庭 的 事情 ある 矢 、1 日 1 日 の 日 屋 を し て 僅か に 得る 賃 銀 で 、 家 証 を 細々 立て で 
て 居る 訴 部 で 、 年 工 を 除い た 月 工 又は 日 届 は 媒 閑 期 は 殆 ん ど 失 職 し て お る の で ある 。 


第 五 草 耕 種 概 要 
第 一 節 家 音 


ー 近年 に 於 ける 頭 敷 夫 滅 の 理由 


本 屯 に 於 て は 近年 に な つて 大 家畜 の 農耕 用 役 埋 は 、 菊 第 に 減少 し て 行く 傾向 が ある 。 之 は 本 忘 が 爽 第 に 典 
業 経営 小 規模 に な つて 、 小 家 埋 ( 馬 ) で も 農耕 用 と し て 充分 半 に 合 ふ 乱 で ある 。 叉 の 如き は 飼育 簡便 で 、 骸 
質 丈 夫 で ある か ら 委 々 増加 の 傾向 に ある 。 和牛 の 如 きも の は 本 屯 で は 現在 は 飼育 する 者 が な い 、 邊 は 昔 耕 用 
と する 時 は 縦 慢 で 、 加 之 生 葉 は 肥料 的 に 見 て も 不利 な る 和信 で ある 。 

川 音 と し て の 只 は 一 般 に 増加 の 傾向 に ある 。 販 喜 用 と し て 瞭 葉 は 肥 効 大 で ある か ら 、 之 を 利用 する 和信 で あ 
る 。 


今度 徳 1 年 、 2 年 度 に 於 ける 家 音 の 頭 敷 を 示す と 、 


高 家 量 村 検 家 夏 馬 七 第 又 稚 鐵 
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仙 才 選 向 1 年 度 は 大 坦 の 項 毅 で 2 年 度 は 集計 天 に よる 。 
役 府 は 凡 て 虹 耕 に 使用 し 得る も の で ある o 
林 市 住民 の 耕作 面積 は 「172」 天地 で あり 、 役 音頭 敷 は 「29」 頭 1 頭 に 詩 し て の 耕 作 面積 は 約 「5.8」 天地 で 
ある 。 
10 天地 耕作 する も の は 、 役 赤 2 頭 で 充 分 で ある と 言 は れ て 居り 、 此 の 耕作 面積 に は 茶 園 も 含ん で 居る か 


ら 、 本 市 に 於 ける 役 畜 は 一 般 に 過 不 足 の な い 誠 態 に ある と 言 ふ べき で ある 。 


二 家斉 の 能力 及び 利用 債 値 
(4) 役 
本 屯 に が て 使用 する 役 寺 は 馬 、 広 、 馬 で ある 。 今 之 等 の 役 大 の 各 作 業 に 於 ける 吉 力 を 見 る と 、 
馬 畔 曳 1 車 に 2000-3000 丘 積 ん で 1 日 普通 の 道路 を 39 行 く が 、 尿 は 司 と 大 朋 同 じ で あり 、 人 の 乗る 
事 は 少 ネ 無理 で ある 。 


ュ = 
骨 


800-1.000 丘 人 も 共に 乗 つて 約 18 料 又 馬 、 氷 は 1 日 に 約 企 天地 耕し 、 騒 は 其 の 條 分 1 年 間 に 馬 、 は 
各 7.5 天地 に 問 (に 合 ひ 騒 は 馬 の 約 件 分 で ある 。 
肌 殻 は 馬 、 腺 は 1 日 に 大 骨 1 天地 の 履 和 物 を 脱穀 し て 馬 は 約 そ の 人 年 分 で ある 。 
今 10 天 地 耕 作 す る 者 は 、 馬 、 氷 各 1 頭 と 駅 1 頭 有 れ ば 充分 耕作 に 間 に 合 ふ と 言 は れ て ゐる 。 叉 使用 日 数 、 
使用 年 限 を 見 る と 丈 の 通り で ある 。 
馬 1 年 間 に 280 昌 約 20 年 間 使用 に 耐 ゆ 
騨 / / 綱 23 年 則 / 
叉 ク 380 日 約 18 年 間 。 / 
(m) 用 畜 


本 忘 に 於 ける 用 畜 は 豚 及 鶏 で ある 。 之 等 の 飼養 目 的 は 、 腔 は 販 害 用 の 矢 、 肥 料 を 得 ん が 含 で あつ て 、 

脈 状 は 最も 肥 効 大 で ある 。 

部 は 主として 卵 を 得る の が 目的 で 、 叉 穀物 の 局 を 利用 する 念 で ある 。 

本 市 で は 、 販 実用 と し て も 赤 肥料 を 得る 師 に も 、 豚 が 最も 重要 で ある 。 次 も 卵 を 得 て 販 宮 す る 含 に 、 必 
要 の も る の で ある 。 苦 は 家 鳴 等 の 水鳥 を 飼育 し た 事 も 有 つ た が 、 附近 に 池 、 河 等 な く 問 も な く 飼 育 を 止め 
た と 言 は れ て 居る 。 


飼 圧 管 
豚 小 屋 は 家 の 西南 或 は 東南 に 造 つて 居り 、 共 の 面積 は 6 坪 位 で 、# 蜂 位 は 少し く 深 く 掘 0、 そ こと に 土 を 入れ 


理 


半 
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て 上 に 例 尿 が た まる と 又 土 を 入れ 、 適 営 の 時 に 有 之 を 外 に 出す の で ある 。 他 の 2 王位 は 少し く 高く し て 甘 の 
上 に 屋根 あり 、 夜 豚 を 休ま せ 又 は 飼料 を 奥 へ る 場所 に する 。 次 舎 は 上 部 を 王 程 、 石 、 奴 は 瓦 で 蓋 ひ 、 周 園 
は 土 で 造 つ た 箱 の 中 に 入れ て 居る 。 

馬 、 騙 、 原 は 不 完全 な が ら 小 屋 の 中 に 入れ て 置く 。 

豚 は 510 月 頃 迄 放牧 する 。 時 と し て は 科 の 間 も 放 牧 し 、 岡 場 に 出 て 作物 の 根株 を 食す る 。 

飼料 と し て は 標 其 の 他 雑 物 を 奥 へ 、 特に 念 を 入れ て 飼料 を 奥 へ な いか ら 、 袖 乳 期 に 於 て は 仔 豚 の 死 記 する 
牽 が 多い 。 

役 音 に は 農 繁 期 に 高 肖 を 奥 へ る 位 の ゃ の で 、 其 の 他 は 作物 の 工程 で 間 に 合 は し て 居る 。 


四 休 料 


各 家 赤 別 飼料 種類 及び 1 年 間 の 所 要 量 を 見 る と 、 
馬 = 1 年 間 に 高菜 6 石 苗 L000 一 2.000 丘 
応 三 馬 と 大 豚 同 じ 
弁 = 馬 の 約 條 分 
豚 = 酒 析 250 丘 ③ 彫 ) 寺 物 5F(3.50 彫 ) 畑 2.7 石 3 周 ) 
各 飼 料 を 買 ふ 事 は 経済 的 に 不利 で も ある か ら 、 殻 物 の 如き は 情 を 利用 する 。 役 凌 に 怪し て は 購入 肥料 を 奥 へ 
る 事 は な い 。 朋 は 年 1 頭 に 付 ま 一 5 彫 の 飼料 代 を 要する 。 


一 牧 野 
牧野 と し て は 何等 見 る べき も の は た な い 。 唯 本 市 の 西南 に 小河 あり 、 樹木 が ある が 、 英 の 下草 を 食 は ほす 矢 
に 、 放 牧 父 は 下草 を 探 取 する 事 は 有る が 、 特 筆 す る 程 の も の で な い 。 


六 帝 達 物 の 利用 


特筆 すべ き ふも ゃ も の が な い 。 


七 家畜 の 疾病 上 弊 死 
毎年 駅 コレ ラ 華 生 す る が 、 何 れ か ら 俺 染 し て 来る か 不明 で ある 。 毎年 之 に 依り 本 恵 で 20 頭 位 骨 死 する と 言 
ふ 。 共 の 外 役 赤 に 閣 痛 の 如き も の が ある が 、 管理 不 到 分 より 来る や う で ある 。 役 大 の 導 痛 の 時 に は 青 礁 
子 、 双 樹子 より 漢 法 上 叶 が 来る 位 の ゃ の で 、 仙 死 家 音 は 馬 に よる も の は 、 土 中 に 埋め 他 の 疾病 まる も 
の は 、 販 実 双 は 食料 に 供する 事 $ あ る 。 


人 \ . 起 経 還 渡 


各 家 電 、 音 産物 の 慣 格 を 示す と 

氷 = 農 民 の 資 渡 値段 ( 成 1 頭 に 付き )70 回 
語 = 同 60 7 
= 同 20/ 
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豚 = 農 民 の 資 渡し 値段 ( 成 1 頭 に 付き ) 15-20 周 

豚肉 = 毎 打 20-30 位 

部 =1 狗 30 銭 

卵 =1 個 2 銭 

各 家畜 を 購入 する 時 に は 、 路 城 又 は 他 村 に 行き 仲介 人 に よ つ て 値段 を 決め 、 残 金 あ る 時 は 1 人 の 保 誠人 を 
要する 。 後 牲 畜 松 を 納入 し て 自分 の 所 有 と する 。 

克 却 は 豚 の 如き も の は 、 隙 城 か ら 来 る 肉 商人 の 買 集 人 に 次 渡す 。 

役 畜 は 過 不 足 な く 他 村 よ り 僅 入れ る 事 は 殆 ん ど な い 。 


本 市 に 於 て は 何等 兄 る べき も の が な い 。 


一 節 汽 ) 


本 忘 に 於 て 使用 し て 居る 具 を 表示 する と 丈 の 如く で ある 。 

















3 | 除 記 世宗 EN 志 | 
共和 名 剖 一 ーーー トー コーーー 人 持 和 理 況 作 精 休 考 
人 務 隆 了 | 科料 肝 | 0 還 
| 四 | 回 3 
| | 央 工 エ |、 定 せ ざ 有 型 底 木 4| 下 1 ヶ 馬 2 頭 人 4 人 筐 1 ヶ 業 
琴 午 350 2.00 具 賃 As る も 大 稚 征 に 1 鹿 1 日 1 天地 | 供 1 ヶ 全 和 1+ ケ 1 日 1 天地 
| | 1.50| | 8 年 位 ト 結 黄 豆 を 播種 する 時 に 用 ゆ 
是 科 450 soo| 20c| ヶ | ヶ 放 自 分 で 1H2 天 地 還 二子 筆 子 の 播 租 
| | | H ご 
芋 和 子 | 0.20 忠 天 一 | ーー 1 年 
吉 宛 子 | 015 7 ー| ho 年 
呈 応 子 020| 7 と ー 還 計 0 軸 
忠 表 薦 一 一 | 0.20| の 未 、 自 10 年 以上 穀 子 、 高 黄 、 前 子 の 條 描 
美 位 | 0.8| 陣 の も の | 4 
に 選 訓 生生 1 順 。 1、 1 日 」 
末 豆 電子 | 3.00 200| 1.00 暫 軸 本 下 |5 年 四 分 で 條 jr ョ 3 天 地 | 六 了 
本 氷 王 鈴 |  _| 高梁 、 穀 子 、 控 子 の 狗 
石頭 戦 子 300 証 "人 子 に 久 | 7 / 子 の 貧 礎 
負 豆 040 近 屯 = 還 人 2 Ge 提 <2 
弄 底 木 4 
320 200| 150 10 年 以上 PFI 度 備 L 昌 H2 天 地 仙 2 頭 、 人 1 人 の 場合 
近 村 ご | 板 1 年 1 人 日間 
| 陣 追 屋 自家 投 に 了 科 |1 天 地 
| と | 摩 石 2 年 1| 1 日 に 1 
ーー 。 |" 和央 訂 近 | 人 で 4 麗 
員 、 代 00 7 ー-| 2 13 和久 7 | 衣 傘 と ゃ 言 5 
1 種 私 子 | 030 忠 茂 ー ー の 。 
石頭 報 子 200 剖 葵 回 呈 永久 了 末 稲 自制 ! に 尼 電 1 頭 、 人 4 人 、1 日 2 度 | 
本 ヌ 子 0.40 忠 革 ーー ーー 引 。 器 
本 搬 060 7 =| 2 年 区 掲 場 用 、 昌 料 補 に 
0.50| 。 み 王 王 蓋 程 を 阪 除 く た め に 用 ゆ 
7 8 模 息 と も 言 ふ 
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4 修理 駄 況 作業 能 幸 | 侯 
障 入 居 況 材料 欠 | 工夫 色香 料 及 
回 団 
自 製 nao 10 年 以上 克 殺 の 叶 粒 を 集 む 
双葉 王 一 | 掃除 に 用 ゆ 
LSE 役者! 融 、 人 1 人 
足 茂 800| 7.00 邊 永久 | 人 1 人 
/ ーー ー- 5 年 
りん ーー ーー 5 年 | 
/ ー ー 永久 毅 物 を 入れ る 
製粉 用 具 | 磨 | iooo 起 欲 。 一 一 盾 永 久 疹 世 95| 35 引 役 親 ! 頭 良 人 3 
時 藤内 設 。 5| "6ap 攻 刺 ゴ コ ーー 4 年 | 
7 | 距 。 袋 0.40 忠 。 半 一 一 久 誰 運搬 用 に も 用 ゆ 
2 | 了 袋 1.20| / 王 志 3 年 | 押 搬 用 に も 用 ゆ 
2 | 礎 子 0889 4 デー 店 1 語 23 | 尊 物 政 壮 す る 
/ | 狼 倉 5.00| 50O 家 。 久 | 横倉 1 問 に 付き 
電導 具 大 車 加入 Sog 工 一 | 一 8 年 0 
ヶ |、 各 2000| 監 | = 9 二 計 3 本 選 
7 | 挑 信 。 Ce 7 ー = AL 。 2 | 1 人 用 
// 介 篤 一 自 和 ーー ) 縛 3 |I2 人 100 丘 
1 症 KP 陸生 っ 5 年 | | 
り | 軍 材 。 30 7 三 半 BE 
馬 内 吹 赤 子 1.00| 7 記 二 > 
/ 凌 O.50| 7 ーー 王 4 年 ] 
/ 達 硫 5.00 / 一 ーー 5 年 
El | | 回 La 語 還 
/ | 大 肝 痢 2.50| 7 | = 5 年 
/ 際 概 " 1.50 7 == ー 3 
7 | 医 包 泌 。 0700 7 = ー 5 年 
本 財 調 | ゴゴ 上 * 
/ | 唄 01 が に ー 2 上 | 
ヶ | 陣 寿 羽 050 芝 重 詞 旨 三 5 生 
り | 隊 細 | 300 葉 葉 学 此 と 5 年 
門 特 析 操 に 商 負 | 050 星 。 屯 ー ー 未 反 自 製 2 年 高 肖 の 根株 堀 リ 
往診 用 内 療 刀 | 200 忠 。 斑 未 床 100O| 1.00 未 次 上 生 人 2 人 
/ | 司 本 1000 計 司 デー 永久 司 2 頭 
/ | 猪 槽 3.50| 7 ーー 一 永 久 際 3.5 匹 
/ | 際 子 | 0e0O 喉 葉 = 三 3 年 
/ | 将斗 子 ーー 0.30 0.20 5 年 
鞭 用 具 抹 板 子 0.20 近 市 = ビニ 壁 落 用 
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本 市 の 西南 約 16 半 の 所 に 王 鈴 忠 伊 子 な る 所 が 有 つ て 、 石 材 を 
具 中 頒 礎 用 其他 製粉 用 具 を 購入 す 。 

















SS 還 語 の S 維持 年 限 修理 秋 況 作業 能率 | 備 才 
隙 入 和 況 | 材料 代 | 夫人 和夫 
中 壮 加 [ 5 年 
0.80| 0.70| 自 製 生 永久 
懸 披 一 ー 5 年 側 物 用 
J ー 守 93。 滑 切 物 用 
0.20| 0.30 2 年 弄 丈 附属 品 な り 
上 只 球 三 三 2 年 土 を 集 む る に 用 ゆ 
/ 三 議 E 永久 益 制 度 
准 抽 度 
益 抽 度 
益 前 度 
土地 測量 用 鞭 制 度 


ー 種類 及び 製造 法 
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蛋 富 に 産出 


節 肥 料 








1 し 、 本 記 で は 建築 用 及 上 記 夫 


肥料 と し て は 土 美 の み で 、 と の 製法 は 先 に 家 埋 小屋 に 掘 つ て 少し 芋 を 敷き 、 其 の 上 に 代 尿 が 財 つ た 時 に 双 
其 の 上 に 芋 を 敷く 、 之 を 3 一 4 同 繰 返し た 後に 之 を 外 に 出す 。 


紫 の 時 に 先 の 皇 義 場 に 土 を 4 こ 5 寸 位 敷き 、 其 の 上 に 守 


赤 小 屋 よ り 出 し た 土 伺 を 1 尺 信 に 積み 、 更 に 其 の - 上 


に 土 を 積み 之 を 繰 返 す 。 最後 に 上 に 土 を 掛け て 、 醸 酵 さ せ 時 々 切 返 し を 行 ふ 。 家畜 小屋 に 於 て 敷 臣 を 興 へ 
て 、 之 を 土 代 に 混入 する 事 あ る も 少量 で ある 。 
野 楽 類 に 用 ゆる も の は 士 を 少量 に 入れ 毎年 施肥 する 。 


其他 の 作物 に は 、1 天地 営 り 500-3000 貴 位 施肥 する が 、 毎年 施肥 する 様 な 事 な く 、 護 豆 を 
時 に 施肥 する 。 追肥 の 如き は 全然 行 


ら 取 る も 自由 で ある 。 


原料 探 集 地 の 所 有 開 係 


本 市 の 西 放 に 王 取 場 が あつ て 、 此 の 場所 を 農民 は 泥 場 と 言 つ て 居る 。 


は まず 、 叉 金 肥 を 使用 する 事 も 赤 全 然 た な い 。 


栽培 作物 に よる 肥料 の 種類 


播 穂 す る 


土 を 此 の 場所 か ら 自 分 勝手 に 取り 尊 


施肥 法 並 びに 施肥 量 の 差異 は 、 輪作 する 時 に 間 豆 の 場合 に 施肥 する 丈 で 、 他 作物 の 時 に は 殆 ん ど 施 肥 す る 


吐 半 本隊 虹 若 晶 演 黄 沿 型 居 1 党 
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重 |! 
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事 は 無い 。 

又 作物 に 全 つて は 肥料 の 種類 及 施肥 量 の 委 る 事 は 無い 、 唯 区 茶 類 の 如き も の は 毎年 施肥 する が 、 特 に 金 肥 
の 如き も の を 入れ る 事 は な く 、 尿 は 殆 ん ど 利 用 され て 居 ら な い 。 


四 肥料 購入 の 状況 


唯 毅 物 喜 却 に 路 城 に 行 つ た 時 に 、 車 店 より 家畜 葉 を 買 ふ 事 が ある が 、 例 外 と 見 る べき も の で ある 。 


第 四 節 農耕 技術 


ー 主要 作物 栽培 の 治 長 


開 到 営 時 は 作物 と し て は 魔子 、 穏 子 位 の ゃ の で あつ た と 言 は れ て 居る 。 後 竹 々 作物 栽 培 の 結果 、 経験 的 に 
相 豆 、 高菜 、 穀 子 等 栽培 可能 で ある 事 を 知 つ た 。 両 し て 現在 は 臣 豆 、 高 落 が 最も 多く 殺 垣 され て 居る 。 今 
各 主 要 作 物 の 作付 面積 を 見 る と 、 


























備考 3 年 度 の 作付 面積 の 減少 は 、 市 全 骨 小作 地 の 減 少し た も の で 、 作 付 歩 合 の 減少 を 示さ な い 


ニニ 主要 作物 分 布 の 状況 


ィ 、 東 南部 高地 で 、 高 菜 、 穀 子 の 栽培 が 盛 で ある 。 

g 、 東 北部 比較 的 低地 が 多い 。 黄 豆 、 高 菜 、 時 梗 子 等 が 栽培 され る 。 テ ルカ り は 比較 的 少 い 。 
ハ 、 西 北部 低地 で 、 ア ルカ リ が 多い 。 殻 子 が 少し 栽培 され る 。 

= ヽ 西 部 低地 で 、 テ アル カリ が 多量 で ある 。 早 棟 子 の 如き は 栽培 全然 不可 能 で ある 。 


三 主 作 物 名 並び に 品種 名 


主要 作物 作付 面積 並び に 作付 歩合 は 上 逃 の 通り で あつ て 、 又 各 作 物 の 品種 を 示す と 
高菜 の 品種 穀 子 の 品種 
紅 穀 大 蛇 眼 30% 自 毅 子 709% 
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明帝 蛇 眼 紅 35% 紅 根 309 
黄 尊 15% 
紅 殺 10% 

棒 子 10% 

次 豆 の 品種 

李 騰 50% 時 捉 子 の 品 竹 
自由 50% 全部 白光 頭 を 栽培 


四 農家 の 作付 割合 決定 の 理由 


受 は 主 に 輸 作 開 係 に よ つ て 決定 する 。 時 に 相場 の 同 係 上 例 へ ば 黄 豆 を 多く 作付 する 事 は ある が 、 量 減少 
直し き 含 に 、 又 直ちに 元 の 輪作 に 返る 。 


五 主要 輸 作 様式 及び 肥料 と の 開 係 


先 づ 作物 組合 せ を 見 る と 


施肥 する 時 は 、 第 1 


(2 捉 子 喜子 
の 黄 豆 の 時 で ある 。 之 は 黄 豆 が 主要 作物 中 の 大 款 で 、 其 の 品質 政 量 の 如何 は 、 


年 目 
ち に 漢 民 の 経済 上 に 大 な る 影響 を 及ぼ す も の で 、 加 之 黄 豆 の 特性 と し て 逐 等 主要 作物 に 比 し 、 肥 料 に 匠 し 
て 甚 し く 敏 感 な 局 に よる 。 浦 洲 の 気候 を 見 る と 降雨 少く 乾燥 し て 居り 、 そ の 和久 に 一 般 下 地 に 於 て は 肥料 杖 
分 流失 する 事 日 本 に 比 し て 少量 で 、 よ くく 土壌 に 保持 され 、 1 年 間 に し て 両 も 全部 分 解 吸 履 され る 事 無く 、 
清洲 に 於 て 敷 年 毎 の 施肥 可能 な る 原因 と 考 へ られ る 。 土地 の 肥 浜 た る 所 で は ほ 4 年 輪作 を 行 ひ 、# ま 年 に 1 度 
施肥 し て 居る 。 

更に 輪作 を 説明 する に 黄 豆 、 高 菜 、 殻 子 を 例 に 取る 。 


の 1 A 


AA に 1 年 目 に 雅 豆 を 所 種 する 。 型 年 更 
に Ac に 高 薬 を 据 種 す る 。 之 は 黄 豆 の 特 


0 AA 22N6 6 
XY が 0 、 性 を 利用 し て 窒素 質 を 利用 する 信 で あ 


る o 





Ac 3 年 目 に 殻 子 を 描 種 する 。 之 は 高 肖 の 根株 を 掘る 時 に 、A の 土 が A' の 所 に 行き 、 そ こと に 自然 に 吐 が 出來 
る 。 高 菜 は 吸 政 力強く 4 より は 肥料 養分 を 殆 ん ど 吸 政 す る 夏 に 、 き より 肥料 斐 分 の ある Ac 所 種 する 。 
生年 目 に 又 え に 臣 豆 を 据 種 する 。 之 は 拓 子 の 根 は 丈夫 で ある か ら 、 其 の 上 に 黄 豆 を 播種 する 事 が 出来 な い 
事 と 、 他 は 施肥 の 開 係 と に よる 。 

即ち 3 年 目 に A は A" よ りゃ 低い の で 、 そ と に 土 甘 を 入れ て の 土 を 其 の 上 に か け て 黄 豆 を 播種 する 。 此 の 


貴 の 代 る 事 を 


ヽ 本 忘 で 「 擦 子 」 と 調 ひ 黄 豆 の 如き 比較 的 弱き 根 を 土 の 中 に 入れ る 事 を 「 湯 擦 子 」 と 言 つ て 


涯 | 営 
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居る ( 此 の 場合 に は 吐 は 代 ら な いう)。 


六 混 播 の 主 な 様式 
主 な 混 据 は な い 。 唯 高菜 の 区 芽 不良 な 時 に 、 其 の 間 に 小 豆 を 播種 する 事 が ある が 、 混 据 す る 意志 の 下行 
ふ の で は な く 、 巳 む を 得 ず 土地 を 利用 する 包 に 行 ふ る の で 、 混 所 と 見 る べき も の で は な い 。 高菜 を 履 生 す 
る 頃 小豆 は 未だ 青 そ と し て 居り 、 高 肖 収 稚 後 生長 成 革 す る に 至る 。 従 つて 各 作 物 中 小豆 の 改 精 は 最も 遅い 。 


又 小豆 は 、 同 様 の 理由 に 依 つ て 、 殻 子 の 間 に 据 種 す る 事 が ある 。 其 の 他 了 賠 場 の 周 園 に 大 廊 の 如き も の を 栽 
玉 す る 事 $ あ る 。 


寸 天災 害 、 病 害 及び 其 の 他 炎 害 と 其 の 半 策 


民 國 8 年 頃 尊 子 に 、 夜 次 虫 華 生 し て 履 量 條 減 以下 と な つた 。 
民 國 13 年 頃 降雨 多く 、 各 作物 共 相 営 の 被害 を 受け た 。 
民 國 14 年 6 月 18 日 迄 降雨 な く 、 改 量 が # 割 方 減 少し た 。 
民 國 15 年 9 月 上 旬 隆 あ り 、 改 量 條 減 以 下 に な つた 。 
又 最 近 6 ヶ年 肛 洒 虫 ( 夜 姿 虫 な らん か ) 義 生 し 、 黄 豆 、 高菜 等 を 食害 し た 。 比較 的 高地 に 多く 義生 し 、 午 後 
1 時 頃 か ら 出 て 盛 に 食害 を 加 へ 、 特 に 黄 豆 に 甚 し い 害 を 加 へ た と 言 ふ て 居る 。 
面 し て 之 等 に 習 し て は 何等 の 防 書 方 法 も 謗 ずる と と な く ヽ 、 唯 茶園 に 華 生 し た 害虫 は 、 捕殺 する 事 も $ 有 つた 
と いふ 程度 で ある 。 


八 半蔵 法 設備 、 期間 


本 記 に て は 帝 類 の 財 歳 の 場合 に は 、 大 農家 で は の ま ぃ 帝人 倉 に 入れ 、 小 澤 家 で は 園子 ( 柳 の 枝 で 造る ) の 
中 に 入れ る 。 取出 し に 便利 の 劉 、 其 の 上 部 に 摺 子 (穴子 ) を 取付 け て 居る 。 又 麻 袋 に 入れ で 部屋 の 中 に 置く 
事 も ある 。 

馬 鈴 著 も 麻 袋 、 又 は 筐 の 中 に 入れ て 部 屋 に 置く 。 此 の 部 屋 は 農 舎 に 比 し て 、 暖 く 凍 る 事 が な いか ら で あ る 
と 言 ふ で ゐる 。 

覧 茶 類 に 就 て は 自 茶 、 大 根 の 如き も の は 、 土 中 に 穴 を 造り 此 の 中 に 貯 へ ゐる が 、 此 の 設備 を 「 賭 」 と 言 ふ 。 
此 の 中 に 自 茶 と 高菜 の 工程 と 変 也 に 入れ 、 大 根 の 如き は 少量 の 土 こ 共に 交 世 に 入れ て ゐる 。 

馬 鈴 甘 $ 紫 の 中 に 入れ る 事 が ある 、 此 の 場合 に は 、 大 根 と 同様 の 旋法 を と る 。 

敬 の 如き は その 伴 江 合 に 置く 。 之 等 の 相楽 類 は 、 型 年 の 5 月 頃 迄 財 蔵 する と と が 出来 る の で ある 。 


九 採 種 法 
今 主要 作物 の 採種 法 を 見 れ ば 、 豆 は 小 稼 す る 時 に 良い 株 を 取り 残し て 好 く 追 吾 さ せる 。 


高菜 は 陣場 、 又 は 脱穀 する 時 に 穂 選 する 。 毅 子 も 高 半 と 同様 で ある 。 早 梗 子 の 如き は 、 周 場 で 良い 穂 を 赤 
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精選 し た 種子 は 更に 注意 し て 、 脱 毅 後 乾燥 の 良い 所 に 貯 へ て 憧 年 の 播種 用 に 供する 。 

牙 茶 地 の 如き も の は 、 自 家 で 種子 を 取り 、 白 茶 の 如 き は 種子 を 上 城 附近 の 専門 に や つて 怖 る 農家 より 買 ひ 、 
葵 の 如き も の も 、 苗 を 購入 し て ゐる 。 

粒 民 は 直接 品種 改良 の 如き と と を 考 へ て 居 な い が 、 自 然 に 母 本 選 探 に 依 つ て 、 純 系 分 離 の 如き 方 法 を 行 つ 
て 居る 。 


十 主要 作物 耕種 法 

1 作物 名 黄 豆 

(4) 品 種 
黄 脱 白眉 が 主 に 栽培 され て ゐる 。 何れ も 改 策 期 早 く 履 量 大 で 品質 も 赤 良 好 で 、 搾 油 原 料 、 食 料 何 れ で 
も 可 で ある 。 

(m) 探 種 及 び 種 子 の 貯蔵 
九 の 探 種 法 の 項 参 昭 

(へ ) 種子 の 的 措 時 期 及 び 方 法 
探 種 の 際 適 営 に 混雑 物 を 除去 し て ゐる 程度 で 、 特に 播種 前 に 双 描 を 行 ふ と と は な い 。 

(=) 整地 、 播 種 、 鎮 礎 
光 づ 逐 等 の 順序 を 見 る に 
施肥 する 人 1 人 づつ 大 梨 1 人 づつ 足 で 踏み な が ら 負 頭 で 土 を 奉 く 人 1 人 つ 振 種 人 1 人 
最後 に 前 に 播種 し た 吐 を 、 1 度 に 2 條 大 型 に 付い て 居る 木頭 由 子 で 鍵 す る 。 此 の 場合 に 、 石 頭 報 子 で 
償 礎 し な い 。 有 之 は 黄 豆 和 は 大 きい か ら 損 傷 を 受 く る 事 が 有る か ら で あ る 。 
施肥 人 は 前 に 園 場 に 運搬 し た 土 葉 を 葉 筐 で 一 條 に 施肥 する 。 (輪作 の 項 参照 ) 播 種 量 1 天地 6 斗 5 尋 位 で 
ある 。 
大 型 は 馬 、 或 は 朋 の 3 頭 彼 き で あつ て 、1 人 が 答 し て 前 作物 の 根株 を 施肥 し た 上 に 返 韓 し 、 其 の 炊 の 人 
は 鏡 頭 で 土 を 奉 き な が ら 足 で 其 の 上 を 踏ん で 行く 、 最 後に 据 種 人 が 下 種 し 生 ら 1 人 進ん で 行く 。 人 4 人 
3 頭 曳 き 大 梨 1 で 、1 日 に 1 天地 位 の 工程 で ある と 言 ふ 。 
据 種 法 は 「 陸 描 」 と 「 條 据 」 と の 中 間 に 属 すべ きも の で 、「 息 据 」 の 方 に 片 寄 る 時 に は 84 寸 の 間 に 4-5 粒 
づい 播種 する 。 

、。 貴 幅 は 昔 は 2 尺 位 で あつ た が 、 現 在 は 土地 利用 上 、1 尺 8 寸 位 に な つた と 言 は れ て 居る 。 

以上 の 諸 作 業 は ま 月 中 、 下 旬 同 期 に 行 ふ る の で ある 。 
施肥 量 は 土 葉 1 天地 3.000 貫 位 で ある 。 


(*) 管 理 
除草 。 5 月 中 旬 
6 月 上 旬 { 3 回 
6 月 下旬 


除草 は 但 頭 で 行 ひ 、 第 1 回 目 の 時 は 1 人 で 3 日間 に 1 天地 、 他 は 5 日 間 に 1 天 地位 の 工程 で ある 。 第 1 
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回 目 の 時 に は 、 土 壌 に 保水 させ る 乱 、 上 部 の 土 の み 軟 に する 。 株 間 の 面倒 を る 所 の 除草 は 、 吐 間 の 除草 
を 行 つ た 後に 、 女 子供 が 手 で 行 つ て 居り 、 ま 人 で 1 日 1 天地 位 で ある 。 
中 耕 は 除草 後 直ちに 行 ひ 、 錆 型 1 ヶ 1 人 で 1-2 天地 の 工程 で ある 。 
(^) 開花 期 、 成 惑 其 
開花 期 7 月 上 旬 
成 封 期 9 月 中 旬 ( 自 規 の 時 ) 
( ト ) 填 燥 及び 調製 
政 稚 後 束 に し て 1 ヶ所 に 5-6 東 集 め て 乾燥 し て 置き 、 村 公 所 の 運搬 命令 を 待つ 。 本 市 で は 了 衝 物 を 運 
搬 す る の は 、 村 公 所 の 命令 に よる が 、 と れ は 改 稚 物 の 野外 乾燥 中 に 、 そ の 盗難 に 竹 ふ こと と を 防止 する 倉 
で あつ て 、 若 し 命令 前 に 運搬 し た 事 を 看 青 的 に 紙 見 され た 時 は 、 淫 ん だ も の と 見 修 さ れ 、 そ れ 相 営 の 六 
を 受け る 。 村 公 所 の 命令 の な か つた 以前 は 、 浴 まれ る 事 も 時 を * あ つた と 言 は れ て ゐ て 、 記 民 は 此 の 制度 
を 喜ん で 居る 。 
運搬 し た も の を 調製 する に は 、 先 づ 打 場 に 高 さ 1 尺 位 に 積み 、 其 の 上 を 役 赤 を し て 井 子 を 引か せる 。 此 
の 仕掛 は 午前 午後 各 1 向 で 終る 、1 打 提 ょ り 大 航 黄 豆 2.7 石 位 取 れる 。 之 は 役 畜 1 頭 の 場合 で ある 。 
任 掛 けた 物 を 2 度 位 返し て 後 、 華 程 を 外 に 出し て 、 黄 豆粒 を 中 央 に 集め あ 、 風 を 利用 し て 精製 する 。 
( チ ) 包 壮 販 下 慣 行 
約 1 石 入 の 口 袋 の 中 に 入れ る が 、 こ れ は 木 稀 で 造 つ た も の で ある 。 
大 典 家 は 直接 忠 城 に 運搬 し 、 小 深 家 は 仲買 人 に 害 苑 する ( 販 害 購入 事 捕 の 項 参照 )。 
2. 作物 名 高 染 
(4) 品 種 
黒 殻 蛇 眼 紅 、 紅 殻 大 蛇 眼 等 主 に 栽培 され 、 棒 子 $ 少 し く 坊 培 さ れ て ゐる 。 此 の 中 紅 壮 大蛇 眼 は 改革 多 
く 品質 も 良く 履 稼 期 も 早い と 言 ふ 。 只 黒 毅 蛇 眼 紅 に 比 し て 積 黒 穂 病 の 多い の が 訣 踊 で ある 。 
(r) 採種 及び 種子 の 貯蔵 
九 の 探 種 法 の 項 参照 
(っ こり 種子 の 和 措 時 期 及 び 方 法 
黄 豆 と 同じ く 探 種 の 除 に 混 物 を 除草 精選 し て 、 播種 前 に 特に 贅 描 を 護 ま る こと は な い 。 
(=) 整地 、 播 種 、 鎮 礎 
之 等 は 何れ も 4 月 中 旬 項 同時 に 行 ひ 、 施 肥 は 昔 豆 の 時 の み 行 ふ 。 播種 量 は 1 天地 2 斗 7 電 で ある 。 乏 
に 用 ゆる 工具 の 主 な る も の は 壊 起 で ある 。 其 の 他 は 大 懇 黄 豆 に 準ずる 。 
(*) 管 理 
大 醒 殴 豆 に 準 す る 。 中 寿 は 一 般 に 除草 後 直ちに 行 ふ 。 間引き は 1 ヶ所 より まっ ー5 本 芝 生 し た 時 に は 、 
1-2 本 に する 。 
(へ ) 出穂 期 、 成 匠 其 
何れ も 黄 豆 より 少し 早い 。 
(+) 吉 燥 及び 調製 
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9 月 中 旬 頃 根元 より 刈取 し 、20 東 位 1 ヶ所 に 立て ヽ 乾 燥 させ る 。 1 天地 に 人 2 人 位 刈取 り に 要する 。 
運搬 する 時 に 穂 を 切り 取 つ て 運搬 し 、 其 の 他 は 大 骨 黄 豆 に 準 す る 。 
1 天地 の 履 稼 物 に 四 し て 人 き 人 、 馬 1 頭 ( 馬 2 頭 ) を 要する と 言 は れ て ゐる 。 
( チ ) 包装 四 寺 慣行 
資 豆 に 準 す る 。 
3. 作物 名 愛子 
大 嶋 高 菜 と 同様 で 播種 量 は 1 天地 営 7 乾 で ある 。 
ま 作物 名 時 梗 子 
、 大嶋 殺 子 に 同じ 。 播種 量 は 1 天地 営ま 一 5 斗 で ある 。 
量 子 は 播種 期 が 早い 程 政 量 が 大 で ある と 言 つ て ゐる 。 
毅 子 と 早 梗 子 と は 播種 衣 に 、 雑 草 の 種子 、 不 稔 粒 等 を 除く 劉 に 水 選 す る 。 


第 丈 節 農 耕 生 産 


ー 作物 別 生 進 カ 
本 市 に 於 ける 各 主 要 作 物 の 生産 力 を 次 に 示す 。 但し 康徳 2 年 度 の 中 則 地 の 生産 力 は 集計 表 に よ つ た も の で 
ある 。 面 し て 市 民 の 語る 所 に 依る と 、3 年 度 は 半年 作 よ り 少 し く 履 量 が 少な い 。( 天 災 震 、 病 虫害 の 項 参 照 ) 

新制 度量 衡 に 依る 

諾 | 康徳 2 年 謀 | 豊 年 | 下 年 | 年 

| 上 地 | 中 地 | 下 地 | 上 地 | 忠 地下 地 | 上 地 | 忠 地 | 下地 | 上 地 | 中 地下 地 






















石 石 石 石 石 石 石 | 石 
15.00| 12.79 9.00| 18.00| 15.00| 12.50| 16.00| 13.00| 10.00) 13.00 


| 丘 下 政 記 | 丘 下 圧 
副産物 | 2600| 2500| 2300| 3000| 2800| 2600| 2500| 2400| 2200| 2.000 





刑 乾 物 | U500| 1400| 1.300| 1.800| 1700| 1700| te00| 1500o| 1500| 1500 





5 還 産物 13.00 9.13. 7.00| 16.00| 15.00| 13.00| 15.00| 13.00| 12.00| 10.00 
は 産物 | 10.00 8.91 7.50| 13.00| 12.00| 10.000 12.00| 11.00| 11.00| 9.00 





| | 
副産物 | 1.800| 1,700| 1.500| 1.800| 1.800| 1.700| 1.800| 1700| 1,600| 1,600 























主 産 物 | 16.00 13.47Z| 10.00| 20.00| 19.00| 16.00| 17.00| 16.00| 15.00| 13.00 
副産物 | 1400| 1200 1.200| 1600| 1500| 1500| 1.500| 1.400| 1.400| 1.300 
1 


此 の 表 に 全 つ て 見 る と 、 第 7 悦 の 生産 力 に 於 て は 殻 子 の 改 量 が 少 い 。 之 は 本 地方 に 於 て は 、 臣 豆 の 如き を 
上 級 の 土地 に 栽培 し て 、 殻 子 の 如き は 比較 的 中 、 下 級 地 に 栽培 する 結果 で あつ て 、 又 時 梗 子 の 履 量 が 第 7 
居 が 比較 的 少 い の は 、 別 に 習 量 其 の も ゃ る の が 少 い の で な を く 、 他 より 特に 良く 精選 し た も の と し て 調査 し た 開 
係 で ある と 言 ふ 。 

要する に 本 市 の 耕地 は 、 全 中 と し て 見 る 時 に は 、 生 産 力 大 で あつ て 、 他 地方 の 上 旭 地 に 匹 造 すべ きも の と 
思 民 され る 。 


二 耕種 法 の 如何 に よる 生 六 力 の 差異 
本 市 に 於 て 、 秋 耕 を 行 つ た も る の を 時 < 見 受け る が 、 之 を 市 民 に 開け ば 秋 耕 を 行 つ た 所 は 比較 的 温 地 の 所 で 
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秋 耕 すれ ば 春先 に な つて 土壌 水分 が 適 営 に 紙 散 し 、 加 之 に 土地 載 か に な り 作 業容 易 で 、 播種 し た 種子 は 胸 
芽 が 早い 、 又 履 量 特に 時 灯 子 の 如き は 3 割 旋 増 政 を 来 す と 言 つ て お る 。 

此 の 秋 耕 は 一 般 に 温 地 の 所 に 行 ふ る の で ある が 、 北 清 地 廊 な れ ば 一 般 に 行 つ て 良 結果 を 來 す と 考 べ へ られ る 、 
即ち 之 に よる 時 に は 、 土 壌 の 分 解 を 早め 春先 に な つて 土壌 に 吸 圭 力 を 増加 させ 、 従 つて 琴 芽 を 早め る 。 此 
の 吸熱 力 は 、 土 中 の 水分 華 散 する に 及 ん で 和 盆 々 増加 する 。 併 し 南 清洲 一 和 に 於 て は 、 一 般 の 土地 に 及ぼ ほす 
平 は 、 降 二 の 開 係 上 不可 能 で ある 。 唯 現在 は 間 地 の 所 に 、 秋 耕し て 居る も の も ある と 言 ふ に 周 ぎ な い 。 
時 醒 子 は 播 竹早 い 程 政 量 夫 大 する 。 普通 の 播種 期 よ り 天候 の 開 係 で 10 日 位 早く 据 種 する が 、 時 に は 約 1 
割 5 分 の 増 履 を 来 し 、 遅い 時 は 赴 に 反する か 、 又 は 全然 政 稼 が な い 。 高菜 、 訪 豆 は 適期 以外 は 、 早晩 据 何 
れ ゃ 1 割方 減 政 し 、 殻 子 は 比較 的 据 種 期 に 左右 され 、 減 政 を 来 す 事 は 少な い 。 


三 位置 、 土 壌 の 種類 に よる 生 送 力 の 差異 


今 各 主 要 作 物 の 土地 の 高低 に よる 生産 力 の 差異 を 見 る と 、 高 菜 は 比較 的 低地 に 良く 生育 し て 、 高 地 に 於 け 
る 場合 より も 、 其 の 改 量 に 於 て 約 1 割方 増収 を し 、 黄 豆 は 之 に 反し て 高地 は 履 量 多く 、 双 品質 も 良好 で 
あり 、 特 に 含 油 量 大 で ある 。 

毅 子 の 如き は 、 低 地 に 栽 据 する 時 に は 人 年 減 し 、 時 梗 子 は 却 て 2 割方 増 政 を 米 す 。 

更に アル カリ 土 に 圭 し て 生産 力 を 見 る と 、 本 市 の 約 7 割 を 占め る 粘 質 壌 土 に 企 し て は 、 高菜 を アル カリ 『 リ 二 
に 栽培 する 時 に は 、 約 割方 減少 を 来 し 、 臣 豆 は 件 減 し 毅 子 も 光 年 減 し 、 早 梗 子 の 如き は 殆 ん ど 改 生 音 無 
に な る と 言 は れる 。 


四 休 拡 爆 法 に よる 地力 減 耗 の 汰 態 

開 各 営 初 は 無 肥 料 で 栽培 する が 、 各 作物 の 履 量 は 大 で あつ た と 言 は れ て 居る 。 然るに 現在 は 洒 く 地力 の 減 
少 を 訴 へ 、 必 時 は 減少 し つい ある 。 之 は 清洲 の 候 寒 府 で 、 和 多 期 の 燃料 と し て 各 作 物 の 惑 程 は 勿論 、 路 修 
の 一 草 に 至る 所 利用 し た が 矢 、 長 年 月 中 土壌 中 特に 、 有機 質 窒素 質 不 足 を 来 し た 事 に よる 。 今 有機 質 と 本 
市 の 土壌 と の 開 係 を 見 る と 、 先 に 有機 物 の 植物 に 及ぼ す 開 係 を 説明 すれ ば 、 と この 闘 係 は 非常 に 複 で 、 間 
接 的 と 直接 的 と の 二 つ あ る 。 有機 物 は 比重 が 軽い か ら 、 之 を 多く 含ん で 居る 土地 は 比重 軽く な る 。 又 有 機 
物 は 水 を 吸 履 する 事 大 で ある か ら 、 本 市 ( 南 滴 ) の 如く 春先 比較 的 降水 の 少な い 所 で は 、 土壌 中 に 有機 質 
の ある と 言 ふ 事 は 、 保 水力 に 開 係 し て 重要 の 事 で ある 。 本 市 に 人 於 ける 土壌 は 粘 質 の も る の で ある か ら 、 有 機 
質 を 土 中 に 入れ る 事 は 必要 の 事 で ある 。 即ち 之 に よる 時 に は 粘土 を し て 園 粒 組織 と し て 其 の 硬化 を 防ぎ 、 
宗 気 の 土 中 流通 を 可 良 た な らし め 、 作物 の 生育 を 良好 に する 。 婦 此 の 航 に 、 土壌 徴 生物 の 生育 を 良好 ic し 
て 、 劇 分 解 連 に な つて 間接 的 に も 直接 的 に も 作物 の 生育 を 助長 する 、 丸 有機質 の 黒色 た る は 、 太陽 光線 
吸 政 大 きく 従 つて 地温 を 得 て 特 に 獲 芽 に 開 係 する 。 寒 座 な る 所 で は 、 此 の 事 は 大 切 の 事 で ある 。 双 有 機 物 
の 分 解 産 物 は 種 + 植 物 に 直接 利用 され る 。 分 解 産 物 で ある 英 酸 、 有機 酸 は 、 懇 質 に 普 物 質 を 溶解 する 。 夏 
に 間接 的 に 植物 (作物 ) に 養分 を 供する も る の で ある 。 

以上 の 如く 本 記 で は 有機 質 不足 を 來 し て 居る 事 は 明か で ある が 、 農 民 は 土 を 使用 し て 居る に 過ぎ まず 、 堆 
肥 は 全然 使用 され て 居 な い 。 作物 の 程 は 大 部 分 燃料 に 使用 し て 居る 。 堆肥 の 如き は 日 本 に 比べ 、 清 洲 は 
守 冷 で 且 乾 燥 し て 居る 開 係 上 、1 年 間 位 で は 施肥 可能 な 程 醸 酵 せ す 、 又 市 民 に は 堆肥 の 有効 な た る 事 を 知る 
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も の も 有る が 、 燃 料 の 開 係 上 堆肥 を 使用 せ ず 、 故 に 江 民 に 堆肥 を 使用 させ な る に は 、 燃 料 を 解決 し な く て は 
な ら た い 。 此 の 含 に は 30 年 位 の 間 に 植林 を 完成 する 事 に ある 。 
面 し て 又 有 機 質 の 外 に 窒素 質 不 足 を 来 し て 居る 事 も 明か な 事 で ある 。 尋 酸 は 窒素 質 程 基 し く は 不足 を 告げ 
な い 。 
今 容 素 肥料 持 用 施肥 に よ つ て も 、 必 量 に 於 て 相 営 の 増 政 を 来 す と 言 は れ て 居る 。 此 の 窒素 肥料 補 供 と し て 、 
黄 豆 の 輪作 に 依 つ て 僅 に 利用 し て 居る に 過ぎ な い 。 
五 所 象 と 生 才 力 と の 相関 
本 市 に 於 ける 所 詩 豊 年 型 と 凶 年 型 無 依 を 示す と 、 
豊年 型 イ 、 迫 種 前 適 営 の 降雨 あり 、 績 芽 後 無 棋 、 無 電 な る 事 
g 、67 月 頃 の 各 作物 手入れ 中 降雨 な く 、 後 身 度 の 降雨 あり 曖 き 事 
ハ 、 降雨 な く 晴 天 に し て 、 又 無 系 、 無 守 な る 事 、 特 に 才 の な き 事 (910 月頃 ) 
= 、 和 多 期 に は 比較 的 明 く 降雪 少な き 事 、 寺 多き は 春の 播種 に 開 係 する 
図 年 型 は 豊年 型 に 反する 、 特 に 春 各 作物 敬 芽 営 時 降 電 あり 、 履 策 期 に も 降 守 ある 時 は 、 履 量 に 非常 に 開 係 
する 、 面 し て 市 民 の 語る 所 に よる と 、 春 先 降雨 有る 年 に は 一 般 に 午 年 、 又 は 豊年 で ある と 言 ふ 。 


第 六 草 農 業 金 融 
本 市 は 第 7 居 夏 家 棲 村 の 附 村 で あつ て 、 西 南 1 清 里 の 地 に ある 純 半 で あり 、 北 部 を 東西 に 走る 鍼 法 國 道 に 
近く 、 東 方 5 満 里 に は 避 城 が 、 西 方 5 滴 里 に は 法 庫 史 城 、 南方 75 滴 里 に は 新 電 子 、 西 南 10 清 時 に は 大 青 推 子 
等 の 市 場 が 有る 、 鐵 法 國 道 に は 毎日 2 往復 ベス が 運行 し 、 交 通 機 半 に 恵まれ て ゐる 。 
前 記 の 都市 の 内 、 最 も 緊密 な 開 係 に ある の は 中 城 で あつ て 、 産 物 の 販 害 及 日 用 品 の 購買 の 約 8 割 は 上 隊 城 で 行 
ふ の が 普通 で ある 。 金融 開 係 に 就 て は 民 國 19 年 (1930 年 ) に 農 商 民 救 済 の 目的 で 、 謀 蓄 會 が 設立 され た の で 、 屯 
民 は 多 程 恩恵 を 受け た の で あろ る が 、 僅 入手 数 の 簡便 、 利 子 が 安く 且 期 限 の 長い 質屋 利用 が 、 最も 普遍 的 に 行 
は れ て ゐ た の で ある 。 営 時 は 特産 物 及 共 働 賃 銀 も 高 か つ た 劉 、( 年 エエ 100 園 、 日 工 政和 期 80 鐵 、 普 道 40 一 50 負 ) 
一 般 農 民 は 、 経済 的 観念 を 鉄 き 消 電 が 鍋 雑 で も あつ た の で 、 負 債 す る 者 が 多 か つ た 。 然し 世界 的 不況 に さ 
れ 、 特 産物 償 が 下落 し た の で 、 そ れ に 任 ひ 信用 も 失 了 喉 し 、 現 今 少 敷 の 典 民 が 廣 泉 営 、 東 信 営 等 に 質 入 す る 程 
度 で ある 。 大 青 推 子 、 大 夏 家 模 記 は 日 用 品 其 他 の 少額 の 購入 の 程度 で ある 。 新 率 子 と は 殆 ん ど 開 係 が 無い 。 
治 容 汰 態 は 民 國 20 年 (1981 年 ) が 最も 悪 か つ た が 、 そ の 前 後 は 被害 も 示 く 、 金 融 上 に 不安 を 及ぼ す 様 な 事 は 
無 か つ た の で ある 。 
災害 汰 態 に 就 て は 、 自 然 的 條 件 に 恵まれ 、 康徳 1 年 1984 年 ) に 水害 虫害 を 被 つた が 、 災 害 と 言 ふ 程 で も な 
か つた 。 隣 恵 に 比べ て 北方 仙 樹 屯 、 仙 林 子 屯 、 狼 古 洞 志 は 僅少 で 、 南 方 の 網戸 恵 、 大 李 樹 赴 は 誠 大 で 、 本 
市 は 中 間 位 に 有る 。 康徳 2 年 1985 年 ) の 特殊 性 と し て 、7 月 、8 月 に 、 近 屯 が 少額 の 其 害 を 受け た 位 で 下 安 
で 有る 。 家 赤 、 衣服 購入 等 の 矢 、 特に 借金 の 多 か つ た と 言 ふ 事 は な く 、 災害 の 影響 も 無い 。 
不在 地主 は 小 地主 で 、 地 主 よ り の 金融 に 不便 は 無い 。 在住 大 地主 無く 農家 が 、 之 に 依存 し て 居る 事 も 無い 本 
で ある 。 
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概 観 表 ( 借 入 括 ) 繰越 債務 を 含 






































農家 王様 | 戸 。 雪 | 且 貸 大 交 結 だ 雪 に 洗え | 質 全 総 額 | 全戸 1 戸 党 | 質 代 1 戸 和 
| 戸 戸 皿 
地 主 2 2 王 1.405.00 ー 702.50 
地 ロ 自 3 2 ーー 7,186.67 一 3593.3 
地 。 ・ 雇 1 1 ーー 8.35| 王 8 
自 作 1 1 王 7.00 一 | 7.0 
自  ・ 小 | 2 3 ー 2.004.00| | 668.0 
自 ・ 小 ・ 雇 3 選 連 ご | | 
自 * 雇 | 5 2| ーー 42.00 = 21.00 
ポ 作 3 3 ー 163.71 ー| 54.57 
小 ー ・ 雇 6 2 ー 125.00 ー ュ 62.50 
雇 豊 8 3 三 113.50| ーー 37.8 
殺 業 | 1 ー 一 ー 一 
無 職 1 1 一 50.00 一 50.00 
| | 
合 計 | 41 20 | 1110523 議 均 ” 27086 王 均 555 
( 貸 付 客 ) 繰越 債 椎 を 含む 


食 付 農家 戸 衣 と 1 考 





戸 
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貸付 戸数 作付 領 | 
| 5 | zWm | - 
・ 自 3 2 530.00 1 27.00 
・ 雇 1 ー = 1 75.00 
作 1 1 | 7.00 = = 
・ 小 7 2 357.00 ー ーー 
eo 3 に だ | の みせ ば 必 則 
・ 雇 5 1 | 2.00 1 5.00 
小 作 3 3 | 141.00 王 
小 * 放 6 必 125.00 ー 
: we 8 
入 和光 | 件 衣 | 金 額 人 才 
7 研 ( 隣 屯 ) 45 4083.00 37 
6 工 3 1,285.00 12 
懸 城 21 2,923.21 26 
軸 内 29 2,714.02 24 
延 毒 忠 1 100.00 1 
合 計 99 11.105.23 100 

















備考 集計 表 よ ょ り 。 
民 國 未 期 の 好 景 無 に 借金 し た が 、 現在 基 の 負債 に 依 つ て 市 内 金融 の 遇 飼 し て 居る 観 が 有る 。 然し 此 の 負債 の 
和倉 、 魔 耕地 を 生ま る と か 、 小 作 人 の 小作 地 放 径 等 の 事 は な い 。 土地 の 均 却 は 実 主 は 相 営 有る が 、 買主 が 無い 
師 に 市 内 に 於 て は 僅少 が 行 ほ まれ て ゐる の み で ある 。 金融 迫 に 依る 家 赤 の 宮 却 等 の 事 は 殆 ん ど 無 く 、 又 事 奨 
後 特 別に 金融 の 硬 寒 し て 居る と 言 ふ 事 は 無い 。 


第 一 節 金融 の 種類 


冊 村 に 於 て 何等 の 金融 機 圏 を 持た な い 典 村 は 、 自 然 其 の 金融 を 親戚 或 は 知人 、 友 人 等 か ら 之 が 融通 を 受け て 
居り 、 糞 村 の 金融 は 殆 ん ど 之 に 依存 し て お る と 舟 し て も 過言 で は 無い 。 本 記 は 点 域 か ら 遠 距 難 に あり 、 従 つ 
て 営 舘 其他 金融 合作 年 等 の 加入 は 無く 、 金 融 機関 に は 反 つ て 専 ま れ て お ら め ぬ 汰 態 で 、 前 掲 家 に 見 る 如く 本 市 
の 負債 弧 額 は 相 営 互 額 で も る が 、 之 は 一 部 特殊 虹 家 が 、 民 國 時 代 銀 行 、 或 は 其他 の 金融 機 闘 より 借入 れ た も 
の で 、 営 舗 利用 等 も 至 つ て 基 い 。 


凌 | 藻 


に 


放 半 本 脱 展 入 中 演 油 肖 
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家畜 の 均 却 は 恵 内 に は 大 家 畜 敷 は 少 雪 で あり 、 上 逃 の 通り 金融 昌 迫 に 依る 宮 却 は 無い が 、 若 し 害 苑 する と し 
た ら 、 其 の 順 は 次 の 如く 行 は れる と 言 ふ 。 


半 | 浴 


簿 決 惹 諾 凌 昌 凛 


1. 家 高 類 農耕 に 影響 そめ 人 

2. 腺 農耕 に 必要 た き 矢 

3. 和牛 

4 礎 

5. 叉 

6. 選 農民 が 馬 を 直 却 する の は 最後 で 有る 


ー 個 人 貸借 


親類 問 貸借 
件 敷 岩 件 39% 金 類 3852.38 彫 34% 
知人 間 貸 借 
件 敷 36 件 52% 金 類 5159.34 彫 47% 


全 負 債 中 、 個 人 貸借 は 90 件 で 金額 で 8L% で 大 部 分 を 占め て ゐる 。 
個人 貸 僅 の 條 件 に つい て 見 る と 、 親類 、 知人 共に 期間 10 ヶ 月 の 件 が 多く 、 親 類 問 で 61% 知 人 間 で は 30% を 
示し て 居る 。 利子 か ら 見 れ ば 、 3 分 (月 利 ) が 多く 、 借 入 方 法 は 殆 ん ど 直 接頭 を 以 て 行 つ て ゐる 。 本 恵 で 
は 職業 的 な 高利 貸 的 性 質 を 藩 び て 居る も の は な い 。 
親類 同 旋 間 に 於 て 「 掛 氏 ] と 称す る 貸借 が 有る 。 
掛 鐵 に 就 て 、 
少額 の 金融 で 50 彫 以上 は 無く 、 期限 も 5 日 間 以 下 で 、 無 搭 保 ・ 無 保 人 ・ 無 設 書 で 融通 する 、 衝 を 「 掛 鐵 ] と 舌 
し て ゐる が 、 期限 の 短い の は 情 買 に 依 つ て 返済 が 廷 び 、 取 立 に 困難 を 感 す る 和信 で ある 。 
同族 問 の 金融 
妻 の 持参 金 は 戸主 の 金 と し て 取扱 ひ 貸借 開 係 は 生 ぜ す 、 問 の 金 は 別 扱 ひ と し て ゐる が 、 本 市 の ま 蹴 農 察 で 
は 40 彫 、 月 利 3 分 8 届 で 、 節句 費 用 と し て 借用 し た 買 例 が あり 、 然 し 1 ヶ月 と か 2 ヶ月 の 貸借 は 無利子 が 
普通 で 有る と 言 ふ 。 
元 弟 及 巡 、 伯 父 、 伯 母 、 叔父 、 叔母 等 の 貸 僅 で は 、 普通 利息 は 月 利 1 分 5 と か 2 分 5 斉 迄 と し 、 年利 で 
2 割 を 普通 た する 。 
買 例 

3 金 農 家 で は 

1、 建 老 二 より 700 周 

2、 建 老 地 よ り 500 回 

期間 共に 1 ヶ年 月 利 1 分 5 届 で 、 借入 方 法 は 直接 口頭 で 借入 し た 。 

3、 分 家 爺 國 度 150 周 、 月 利 3 分 5 庫 、 期限 1 ヶ年 
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#、 分 家 郭 園 償 20 回 、 月 利き 分 、 期 限 1 ヶ年 
で 借用 し た 質 例 が ある 。 
大 家族 の 場合 、 家 の 借金 と 、 家族 内 の 借金 の 区 別 


家族 の 生活 用 に 営 て る 借金 は 、 戸主 名 儀 で 生活 沖 用 以外 の 家族 内 の 借金 は 、 借 用 者 名 儀 で も る と 言 ふ 、 理 


由 と し て 大 家族 の 場合 は 、 不 良性 を 帯 ぶ 不良 分 子 が 必ず 居り 、 負 費 の 結果 家 を 倒す 事 が 有る の を 防止 する 
含 で 、 家 族 全 航 の 借金 は 家族 飼 議 で 之 を 決定 する 。 

知人 間 の 貸借 で 、 民 國 17 一 18 年 (1928 一 1929 年 ) 頃 に 於 て 、 特 産 資 豆 の 高 償 の 念 、 貸主 少 敷 に 反し 、 借 主 多 
敷 の 食 、 月 利 8 分 位 の 高 率 を 示 め し た 事 が あつ た 、 又 事 後 で も 10 園 以下 の 少額 の 場合 に 於 て の み 、 月 利 
分 位 の 高 春 を 見 る 。 (区 市 長 より 避 取 ) 


二 地主 一 小作 人 屋 主 一 届 人 間 の 金融 


康徳 3 年 度 1935 年 度 ) に 於 て 
地 主 一 小作 人 間 金 融 の 概要 
13 外 農 家 が 不在 地主 より 借入 の 買 例 が 有る 。 








分 | 不在 地主 


地主 より の 借金 は 、 小作 料 返済 、 則 具 、 家電 の 購入 の 場合 に 借金 する の で 、 條 件 は 普通 利子 が 月 利 3 分 位 
で 、 他 に 條 件 は な い 。 現物 の 借入 は 、 食料 鉄 乏 期 に 極少 量 の 2 斗 、3 斗 の 借入 を 行 ふ 程度 で 有る 。 
(Da: 人 コ 

殆 ん ど 多 く は 秋 収 和 後 地主 は 現金 、 或 は 現物 で 之 を 取立 て 、 穀物 履 量 少量 等 の 場合 で も 、 地主 が 秋 収 和 前 
に 作物 差押 へ する 様 な 事 は 無く 、 取 立 不 可能 の 時 は 型 年 に 繰越 し て ゐる 。 

食 借 に より 小作 條 件 に 茜 化 は な い 。 

小作 人 が 小作 料 を 千 納 する 事 は 有る が 、 無利子 で 、 之 を 地主 は 貸金 と し て 繰越 す 様 な 事 も 無く 、 又 地主 は 
小作 人 に 封 し て 食料 、 種子 の 利子 付 貸借 は 、 知 慣 的 に 行 は まれ て ゐる が 、 種子 の 貸 奥 は 小作 條 件 の 一 部 と し 
て 行 は れ て は お ら な い 。 

屋 主 一 屋 人 の 金融 

康徳 3 年 度 に 於 て 届 主 か ら 借 金 し た 者 は な た い が 、 唯 屋 主 の 家族 より 借金 し た 者 が ある 。 








以上 の 如く 18 引 崇 家 に その 例 を 見 る が 、 現金 貸 僅 の 外 現 物 の 貸借 $ 行 ほれ る が 、 少 量 に 限ら ちら れ て ゐる 。 収 
立方 法 と し て 茜 賃 より 差引 く 。 
屋 人 の 負債 に よる 屋代 條 件 は 何等 遂 化 な く 、 又 共 任 に も 契 化 は な い 、 負 債 と 屋 備 開 係 は 無 開 係 で 有る 。 負 


避 凌 | 淀 
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偵 の 返済 出 ぬ 場合 、 菊 年 度 $ 屋 偽 さ れる と 言 ふ 事 は な く 、 各 自 の 勝手 で 有る 。 

然し 他 記 で は 負 貸 の 返済 迄 、 無 理 に 屋 依 され る と 言 ふ 例 は 有る が 、 之 $ 屋 俺 條 件 に 竣 化 は な い 。 

年 工 の 前 僅 に 就 て 

年 工 が 前 借 を 申込 め ば 、 無 利子 、 承 認 保 人 1 人 で 貸す の で ある が 、 此 の 場合 全額 、 邊 額 、 一 部 分 の 前 借 か 
は 年 工 の 希望 に よる の で あつ て 、 前 借 に より 屋 俺 條 件 に は 何等 婦 化 を 見 な い の で ある 。 

屋 主 が 選 人 に 封 し て 広 賃 の 不 挑 の 場合 

年 工 の 場合 月 利 2 分 、 月 工 、 日 工 の 場合 は 無利子 で も る 、 又 前 逃 年 工 の 前 倍 に 畔 し て は 無利子 で ある 。 


滞 
が 


人 e) | 件 数 | 利 子 | 月 。 次 | 期限 | 備 








| 四 
23 膨 護 家 | 405C20.0④ ] ー| 食料 | 秋 玩 後 
25 朋 農 家 | 0.54(2.62) 1 0.20| 食 料 | 3。 ヶ 党 請 | 
合 計 | 4592270) 2 = ニ 








特に 現物 貸 僅 が 多い と 言 ふ 事 な く 、 屯 民 の 内 に 食料 の 鉄 乏 を 来 し た 場合 に 生 す る も の で 有る 。 市 内 で 或 農 
家 が 毎年 多量 に 現物 貸付 を 行 ふ と 言 ふ 例 は な い 。 

貸主 は 家族 敷 の 少な い 地 主 、 及 選 主 等 市 内 で も 富 電 で 、 借 主 は 小作 人 及 届 人 で 有る 。 

穀物 の 種類 は 大 部 分 高菜 と 殻 子 で 有り 、 主 と し て 食料 用 で あつ て 、 種子 の 借入 は 稀 に 行 は れる 。 
返済 方 法 は 、 主 に 食料 訣 乏 期 に 倍 り て 秋 収 和 後 返済 する 事 多く 、 細 べべ て 期限 は 短期 で ちる 。 
利子 に 就 て は 、 年利 3 割 が 多い と 言 ふ が 、23 旨 農 家 は 無利子 、 25 引 農 家 は 借入 條 件 が 、 現金 返済 に 月 利 
20 供 の 利子 を 附 し て ゐる 。 

取立 方 法 は 、 返済 方 法 で 未 べ た 如く 秋 履 策 し た 穀物 で 取立 る 、 殆 ん ど 未 済 は 無い が 、 型 年 に 延び た 場合 は 
次 年 度 に 繰越 し 、 同 年 秋 履 稼 し た 毅 物 より 取立 る 。 


家斉 、 農 具 の 食 借 


知人 、 親 類 等 よ り の 僅 入 れ は 料金 は 不用 で 線 べ て 「 白 借 」 で ある 。 
過 具 は 使用 中 に 壊れ た 物 は 使用 者 が 修繕 し 、 修 繕 出来 ぬ 大 破損 は 茜 償 する 。 


五 糧 機 秦 貨 向 


粗 村 よ り の 負 貸 買 例 


8 跳 農 家 が 民 園 18 年 (1929 年 ) 頻 城 の 成 藤 生 (倒産 ) より 保 誠人 王 震 を 立て 、 手 敷料 た く 地 閉 10 天地 


を 搭 保 と し 、 月 利 3 分 期限 1 年 の 條 件 で 、 500 固 を 僅 入 れ た 一 賢 例 が 有る だ け で 有る 。 
雑貨 店 と の 貸借 開 係 及 掛 買 状況 
夏 宗 楼 村 (第 7 展 ) の 雑貨 店 と 農民 の 貸借 開 係 に 就 て 





1、 開 係 親類 、 友 人 
2、 條 件 任 谷 の 場合 は 、10 購 以 下 で 月 利 3 分 保 人 不要 、10 面 以上 の 場合 月 利 8 分 で 保 人 を 必要 と す 
る 。 1 
( 殴 例 ) 82 明 農家 が 、 夏 家 概 村 の 程 連 玉 商 店 より 22 賠 直 接 、 ロ 頭 、 月 利 3 分 現金 一 叶 朱 ひ 期限 10 ケ 
月 の 契約 で 借入 れ た 費 例 が 有る 。 

借金 に より 商店 より 物 偶 の 購入 を 條 僕 な くさ れ て 居る 費 例 は な い 。 

返済 不能 の 場合 、 保 訟 人 が 返済 する 、 若 し 保 訟 人 の 返済 不能 の 場合 は 村 公 署 に 出頭 、 最後 に 土地 需 却 を 多 
僕 な くさ れる 。 

沼 革 的 に 見 て 商人 が 土地 投資 を 熟 密 し 、 代 出し た 例 は 民団 1718 年 (19281929 年 )c 行 れ た が 、 現在 
で は 土地 履 得 し て も 好き 利用 法 無い 和信 、 謀 民 は 借り た く と も 商人 が 農民 を 信用 せ 放 貸出 さ な い 。 

本 市 で は 功 城 商人 と の 代 借 開 係 は な い 。 
本 証 に 於 る 掛 買 の 汰 況 は 、 民 園 14 年 項 (1925 年 ) か ら 行 は れ 、 洪 民 は 掛 買 の 可能 な 商店 に 行 つて 購入 す 
る 結果 、 各 商店 が 競争 的 に 開始 し 、 民 園 1718 年 1928-1929 年 ) に 至り 、 最 も 巡 ん に 行 は れ 、 民 國 20 年 
9 年 ) 頃 に な つて 掛 次 範 園 を 縮 少 し た 。 共 の 理由 は 毅 償 の 村落 に 依 紅 村 疲 舟 し 、 農民 は 多 類 の 掛軸 
を し て 返済 不能 に 了 信 つた 和食 で ある 。 
料 買 方 法 
信用 僅 で 円 矢 に 記入 する の み 、1 ヶ月 以内 は 無利子 で 、1 ヶ月 以上 は 期間 の 長短 に 不 拘 月 利 2 分 5 厚 で 有 
る 。 

品物 は 布 、 白 類 等 の 表 厩 及 日 常 品 で 有る 。 掛 買 に よる 偵 格 の 動 は な い 、 期 間 は 普通 ヶ月 以内 と 限定 
られ 、 節 句 に 返済 する 。 


六 批 柱 


本 忘 に は 現在 を な い が 、 民 國 14 年 (1925 年 ) 頃 より 行 は れ た 、 批 糧 は 如何 な る 農家 で も 行 つ た が 、 比 較 的 小 
農 に 多く 、 地主 、 大 自作 農 に 保 座 人 に な つて 貰 ひ 冥 却 し て ゐ た 、 之 は 農家 が 秋 に 現金 に 称し て の 結果 で 、 
批 糧 を 行 へ ば 必 す 搾取 され る 事 を 知り 征 ら 金融 上 止む を 得 ま 行 つ て ゐる た の で ある ろ 。 営 時 は 各 糧 機 が 行 つて 
の た 。 
批 糧 の 方 法 は 保 座 人 1 人 を 必要 と され て ゐ た 。 
批 糧 の 行 は れる 時 期 は 、7 月 頃 で 種類 は 黄 豆 に 限ら れ て ゐ た 。 石 敷 は 最高 20 石 、 最低 5 石 で 、 普 通 は 5 
右 位 が 最も 盛ん に 宮 買 され た 。 條 格 は 害 買 営 時 の 市 全 の 最高 償 に より 取引 され 、 納 入 期 の 偵 格 の 聞 動 に は 
隊 係 が 無い 。 

座金 の 用 衝 生活 宮 、 苗 賃 、 負 貸 返 済 、 家 畜 の 購入 。 

批 糧 は 、 糧 楼 、 謀 民 共に 希 記し て 7 月 頃 民 は 金融 上 不利 で も 之 を 行 つ た の で ある 。 

保護 人 の 表 任 承認 保 人 が 全 哀 任 を 負 拉 し 、 主 と し て 親類 、 同 族 、 地 主 等 が な つた 。 
作物 の 政策 出来 な た か つた 場合 
皆無 の 時 は 他 よ り 購 入 し て 納入 する 、 納 入 糧 石 が 不良 の 場合 は 、 他 より 品質 最上 の も ゃ の を 購入 し て 納入 し 


茜 日 深 鞭 肖 


蛍 本隊 壁 


Hr 


| 常 


ン 
同 如き 


茜 避 導 
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て の だ た 。 

批 糧 の 行 れ た 全盛 の 時 代 

民 図 6 年 917 頃 か ら 行 ほ れ 、 民 國 16 年 (1927 年 ) 頃 が 最盛 期 で 、 民 國 20 年 1931 年 ) に 至 つて 行 ほ れ ぬ 
様 に な つた 。 之 は 民 國 20 年 1931 年 ) 秋 黄 豆 偵 格 の 落 に より 、 灯 楼 は 此 の 影響 を 芸 つ て 、 英 大 な る 損 
天 を 生じ た 入 で ある 。 


も # 清 詳 件 

質 入 件 敷 8 件 

倍 入 金 60 園 50 銭 

絶 倍 入金 に 待 す る 割合 (件 数 、8% 僅 入金 1%) - 
共に 康徳 2 年 (1935 年 ) 度 の 誠 態 は 交 表 の 如く で 有る 。 
営 舗 へ 質 入 凌 部 























利用 捕 は 地主 に 多く 、 件 数 3、 金額 58% を 示し 、 茨 は 小 、 雑 で 件 数 1 金額 25%% を 示し 、 其 の 他 は 大 骸 
同一 で ある 。 


換 入 物品 

















市 民 の 質 入 品 は 上 記 の 如く 衣服 、 布 園 、 外 奏 等 で 、 媒 具 、 家具 等 の 質 入 は 無い 。 

市 民 は 一 般 に 女 に 金 の 必要 を 感じ た 時 質 入 を 行 ひ 、 質 入 を 恥 と する 事 は を なく 、 各 階級 が 行 つ て ゐる 。 
質 入 時 期 

紗 域 調査 と 同一 で 5x6・7 月 が 多く ヽ 、 其他 は 全 の 必要 に 辿 ら れる 都度 入 質 す る 。 


質 肌 時 期 


隙 城 調査 と 暗 同 一 で 11 月 、12 月 、1 月 、2 月 、3 月 が 多い 。 之 は 年 開 に 負 償 を 整理 する 者 と 、 春 に 至 


り 夏 物 の 質 出 を する 事 が 多い 師 で ある 。 
利用 の 埼 減 
民 國 時 代 に 比べ 次 第 に 減少 し つい 有る 。 


調査 市 附近 に 於 て 利用 の 多い 地 放 は 、 政 古 洞 形 、 笛 井 子 の 地方 で 、 調査 市 附近 は 少な い 様 で 有る ろ る 。 


第 一 前 土地 携 保 金融 


織 僅 入金 に 至 す る 土地 搭 保 金融 の 割合 を 示す と 菊 の 通り で ある 。 


土地 出典 搭 保 19 件 199? 3.031.67 周 279% 
地 券 失 保 5 件 59% 2.085.00 周 19% 
建物 挫 保 1 件 1 50.00 同 0% 


以上 が 市 内 の 大 曲 で ある 。 
土地 の 所 有 者 が 負 貸 返済 の 含 、 土 地 害 却 は 相 営 多い 科 で ある 。 
丸 借 金 し て 土地 購入 する の は 、 ほ 4 就旭 家 に 於 て 賀 例 を 見 る 。 (出典 誇 書 は 別表 に 記す ) 





携 保 借入 の 鬼 親 表 
撫 保 保 護 件 表 金 笑 レク 備 孝 
無 挫 保 63 5878.06 53 現物 評 償 を 含む 
主 地 出 臭 19 3.031.67 27 
地 券 搭 保 5 2.085.00 19 
衣服 及 貴 金属 8 60.50 1 
利 物 出身 1 50.00 一 
合 上 99 11.105.23 100 

















出 典 誠 書 ( 例 1) 


凌 | 党 


ヨ W 
1 


勘 |! 薄 


革 県 本 詳 虹 


半 典 地表 文 約 人 秩 國 貴 今 因 有 正 用 舟 自 地 己 表地 1 自 1 天 2 敵 5 分 計 南 北 玉 75 條 東 至 劉 姓 西 至 細 姓 南 至 大 
道北 至 癌 姓 特 類 中 人 説 秋 捕 願 出 典 奥 李 成 名 下 耕 種 言明 典 償 基 時 現 洋 票 130 周 整 基 洋 筆 下 交 清 分 文 不 鉄 1 典 
3 年 銭 天 証 里 如 銭 不 到 永 遠 耕種 此 係 和 方 情 願 各 無 返 必 倫 有 返 必 者 有 中 保 人 承 管 恐 日 無 洪 立 典 下 信 誠 
接 年 随 中 則 地 吉 座 皿 
中 保 人 記 END 電 
(1 証 だ 純 SI 考 


准 暦 康徳 1 年 11 月 7 日 立 典 表 文 約 人 郵 國 次 


1 半 | 


に 
es! 


a23 


半 中 演 六 


喧 芝 本 司 望 


出典 設 書 ( 例 2) 


立 典 地政 文 約 人 郵 國 珍 今 有 正 用 衝 自 己 表地 1 段 南 北 斑 80 條 堆 正 共 地 1 天 6 問 季 落 7 大 大 夏 家 楼 属 村 星 家 
容 棚 村 東南 虎 類 中 人 設 負 情 願 典 於 門 董 桂花 名 下 耕種 言明 典 條 國 舟 200 彫 正基 洋 筆 下 交 足 分 壇 不 鉄 1 典 3 年 


録 到 許 時 鐵 要 不 到 永 遠 耕種 念 業 倫 有 異説 有 中 人 一 面 承 管 恐 口 無 洪 立 在 含 座 


其 代 銭 句 中 則 
東 本 姓 南 官 門 劉 
至 季 中 保 人 李 
西 本 姓 北 促 姓 備 近 人 = 


康徳 1 年 3 月 6 日 毅 15 立 典 地表 文 約 人 郷 國 珍 


出 典 設 書 ( 例 $) 


束 


両 


因 


印 


選 ! 


立 典 地下 人 田 窒 珈 因 有 正 用 和 自 己 鷹 分 胃 地 1 段 22 避 季 落 鐵 鶴 第 7 大 星 家 高 棚 村 西 虚 上 則 地 南北 壇 77 條 
玉 経 中 人 設 即 情 願 典 於 董 貴 花 名 下 耕 種 1 典 3 年 角 限 鐵 到 同 賠 言 明 典 條 了 市 通用 國 乏 350 周 整 基 洋 筆 下 交 足 
不 鉄 賭 地 時 容 以 通用 図 乏 角 標準 此 係 雨 造 博 願 均 無 異 読 有 返 老 者 中 保 人 双方 承 管 恐 後 舞夢 立 此 典 在 入 座 


束 損 鐵 均 以上 則 拉 年 織 納 


中 保 人 郎 
hG きち 田 
中 華 民 園 19 年 古 暦 12 月 初 1 日 立 典 下 人 田 


土地 搭 保 と 共に 隊 係 の 深い 保 座 人 に 就 て 
保 誠 人 富 壮 信用 の 有る 者 が な る 。 
保 計 人 の 種類 
保 人 、 全 次 任 を 負 ふ 事 は な く ヽ 、 負 代 し た 事 を 認め る 程度 。 
承認 保 人 、 負 債 の 全 哀 任 を 負 ふ 。 
本 忘 で は 、 保 護 人 が 責 に 任じ た 買 例 は な い 。 


第 三節 市 内 金融 の 形式 、 性 換 


1. 僅 入 先 、 貸 付 先 


骨 


遍 朱 


海 
方 
再 


着信 先 は 丈 表 の 如く 、 知 人 81%% (知人 、 友 人 ) 親類 383% で 、 質屋 が 1% と 云 ふ 状 問 で 、 商 人 、 合作 


農工 代 刺 、 春 耕 代 款 等 より の 借入 は 全然 無い 。 
人 付 光 


弧 べ て 知人 貸付 で 有る 。 


代入 先 概 親 








台 革 本 台 深 身 


燃 





借方 流 


仲介 人 を 経る 場合 


親類 、 友人 が な る 依 、 手 敷 料 は 不用 で 、 僅 入 を 誇 明 する 程度 で ある 。 
誇 書 を 作る 場合 の 作成 方 法 、 書式 は 別記 の 通り で ある 。 


借入 方 法 概観 表 









1,200.00 
800.00 
420.00 
100.00 
60.50 
50.00 
45.00 
40.00 
60.00 
20.00 
40.00 
11.105.23 


| 備 


' ーー 
| 現物 証 休 格 を 含む 








備 








直 接 口 頭 68 
座 書 931 
合 Ei 99 


借 用 度 尊 


立 借 交 字 拓 人 共 蓄 類 人 説 秋 借 得 革 


月 念 度 至 期 本 利 清 償 如 有 近 鉄 等 情 有 承 司 人 負 措 完全 次 任 


芝 会 日 無 間 立 此 宇 近 矢 座 





4103.56 


7,001.67 


11.105.23 


承 司 保 人 









現物 偵 証 を 含む 





ぇ 名 現 大 洋 若 王 言 明月 利 3 分 5 庫 生 息 由 基 月 茶 日 起 然 基 月 茶 日 正 以 〇 個 


〇 〇 O O 


茹 


六 |! 演 


蛋 潮 中 悦 措 


代 池 人 〇 O O 〇 O 
康徳 革 年 〇 月 〇 日 立 借 湖 人 O O ⑧) 
供用 誠 書 作成 モ と ご 〇 〇 へ 〇 〇 〇 ョ リ 借り 得 タ 大 洋 何 園 、 利 候 年 利 2 割 5 分 ラ 誇 明 モ リ 。 何 月 ヨリ 何 月 刀 
クノ ユ ヶ 年 間 定 期 = 至り 元 金利 息 共 = 返済 ス 、 若 シ と 返済 モ ヌ 事 有 レバ 均 任 負 搭 へ 旨 ベ テ 保 誠人 = 有り 、 日 頭 
ノミ ニテ スム 後日 誠 振 無 キ ラ 恐 と 此 ノ 誇 書 = テ 誇 明 ス 。 


保 護 人 〇 〇 〇 印 
代 宇 人 〇 〇 〇 印 
年 月 日 


8 借入 時 其 


春 2 月 年 工 芝 賃 前 挑 金 と し て の 借入 が 多い 、6 一 7 月 は 食料 鉄 乏 期 、12. 月 に は 半 決 算 期 で ある 危 、 借 入 . 
が 多い 。 


借入 人 額 、 貸 付 額 


ロ 


本 市 の 負 貸 は 1、2、3、4 藤 各 農家 が 、 約 90 % の 負債 を 有する 、 此 の 球 よ り 見 て 小 差 は 或 程 度 倍 
能力 無き 者 と 見 得る 、 貸 付 謀 家 は 恵 内 の 中 流 豊 家 が 多い 、 政 に 中 流 農 家 が 割合 容 喘 で ある 事 が 認め られ 


る o 
市 内 で は 民 國 17--18 年 (1927-1928 年 ) 泰 天 票 暴落 の 際 、 特産 償 騰 次 と共に 生活 程度 高く なり 例 用 り 
よく 過 江 の 矢 負 信 培 加 し 、 民 國 19 年 C1930 年 ) 奉 天 票 の 負 代 を 大 洋 で 返済 する 様 に な つた の で 、 更 に 錦 偵 


は 重 加 し 、 事 遂 後 も る 契 化 は な い 。 


5. 返済 法 


現物 返済 の 場合 、 基 の 現物 は 高菜 、 黄 豆 等 の 換算 は 市 償 に よる の で あつ て 、 最 初 よ り 換算 高 ほ 定め な い 。 
次 銀 の 返済 の 場合 は 、 公 定 換算 牽 に 佐 つ て ゐる 。 負債 を 座 働 で 返済 する 事 も 有る が 、 其 日 敷 の 計算 ほ 堂 
時 の と 洋 代 に 換 邊 し て 支 朱 ふ の で ( 軸 ある 。 


6. 基 展 


期限 の 慣行 は 無い が 、 大 懇 別 表 の 通り で あつ て 、 普 通 1 ヶ年 が 最も 多い 科 で ある 。 
期限 が 来れ は 應 書 の 書き 換 へ 、 或 は 又 奪 誠 書 の -_ 上 に 書き 換 へ る 、 弾 制 的 回 下 は 行 は す 、 利子 を 入れ で 大 


れ ば 返済 の 強 抽 は な い 。 


期限 の 概観 























其 婦 | 作 粗 | 金 客 2 備 老 
1 年 25 4.275.00 39 

3 ク 年 19 3,031.67 27 

OZ 月 | 22 1.564.00 14 
無 基 15 676.00 6 | 高梁 8.10 石 を 現金 に 換 筑 す 
旨 2o 月 268.35 | 2 。 | 高菜 1.89 石 を 現金 に 換算 す 
10 ヶ 年 | 1 800.00 7 

2 ) 月 1 250.00 2 

8 ケ 月 8 60.50 | 球 

に 症 グッ ー 1 100.00 | 1 

間 | 2 967 | 一 | 高梁 0.54 石 を 現金 に 換 入 す 
秋 収 後 2 7@.04 | 1 高 黄 人.05 石 を 現金 に 換 入 す 

| | 
合 Lu 99 11,105.28 100 
7. 用 途 


用 衝 は 別表 の 如く で 有る 。 
借入 金 中 特に 特産 投機 が 多く 、 旨 計 金 額 の 386% を 占め て ゎぉ る の は 、 第 3 紙 家 が 民 國 17 年 頃 か ら 区 豆 の 
投 千 を 行 ひ 、 が 損失 を 薄 り 共 の 神 圭 及 引 績 いて 投機 を 行 つ た も ゃ の で ある 


借入 金 の 用 途 一 覧 














選 

特 投機 11 | 3.996.67 | 36 

生 。 活 衣 33 | 1371.56 12 高菜 14.58 石 を 現 條 に 換算 す 
小作 料 7 220.00 | 3 | 
芝 賃 支 挑 3 210.00 | 2 
結婚 綴 2 汗 | iooo | 1 

主 地 叶 入 1 100.00 1 
農耕 租 金 1 5000 | = 

大 家斉 購入 1 45.00 | 

節 句 喜 用 9 電 | 40.00 | に ー 

守 の 葉 築 3 25.00 | ニニ 

合 計 99 1110528 | 100 
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8. 取立 方 法 、 強 制 方 法 
本 屯 で は 、 前 逃 の 通り 期限 が 來 て も 支 挑 不 本 の 場合 、 利 子 さ へ 納め て お れ ば 別に 強制 取立 を 受け る 様 な 
事 も 無い が 、 本 村 際 近 で は 借主 が 承知 し て 家 寺 を 代り に 取り 立て る 例 も 有る 。 「 請 史 大 片 肉 」 秀 の 事 は 未 
だ 行 は れ た 事 は 無く 、 叉 貸 僅 に 隔 す る 紛 委 る 無い 。 


第 四 衛 利 3 


利 子 天 引 
慣 補 と し て 、 利子 の 天 引 は 行 ほ まれ て お な い 。 


利子 計算 方 法 
複利 計算 な し 。 
小 月 3 日 間 を 言 ふ 。 エク ヶ月 の ー の 利子 を 取る 。 若 し 11 日 の 場合 は 3 小 月 と 称し 、 端 敷 2 是 の 利子 は 
計算 せま 。 
別表 市 内 利子 に て 見 る 如く 月 利多 く 、 月 利 中 で 2 分 5 屋 3 分 が 最も 多く 行 は れ て お り 、 無 利子 は 知人 、 
親類 問 の 貸借 に 多い 様 で ある 。 年 利 は 少な く 2 割 が 、1 件 、2 割 8 分 が 1 件 に 過ぎ な い 。 


則 


年 本 利 停 
僅 主 が 返済 不能 に 至り た る 場合 に 於 て 用 ひら れる 。 
胡 約 上 の 利率 と 買 際 上 の 利子 は 同一 で 有る 。 


利子 の 幾 須 
民 國 17 一 18 年 (1928-1929 年 ) 特産 償 の 昨 騰 、 券 任 の 高 償 に より 江 民 が 過 電 し 、 其 結 果 金 に 困 り 借金 す 
る 者 が 増加 し 、 之 に 反し 貸主 少く 月 利 8 分 に 上 つた 事 が 有る が 、 1 年 位 経 過 し て 又 3 分 倍 に 低落 し 現 
在 に 至 つ て ゐる 。 事 導 後 に は 次 化 は な い 様 で ある 。 


営 舗 利 子 
康徳 3 年 (1985 年 ) 泰 迄 月 利 3 分 で 有 つ た が 、 同 年 奈 よ り 32 分 5 司 に 引下げ られ た 。 
農民 の 利子 に 桂 す る 感 念 は 、 普通 2 分 5 屋 が 魏 営 で ちる と 考 へ て ゐる 。 


利 子 概 観 
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利 ja 伯 数 22 金 nl 22 | 備 老 

レ ] 分 5 原 27 28 4.368.50 40 | 

o 二 8 8 原 3 3 240.00 2 | 

S 分 35 35 912.00 8 

2 分 3 I 1 1 45.00 ーー 

2 分 3 3 250.00 2 

1 分 5 押 2 2 1,200.00 11 

年 利 2 割 8 分 1 1 60.00 ーー 
BI 25 25 3,227.06 29 現物 14.04 石 を 現金 に 換算 す 
0.20 賠 1 1 2.67 ーー / 0.54 石 / 

年 利 2 割 1 1 800.00 8 

合 計 99 109 11.105.23 109 





第 応 節 投 次 


1. 商工 業 衣 本 の 土地 投 論 行 は し て な い 

2. 農民 の 商工 業 投 論 

8 足 農 家 に 於 て 、 民 國 17 一 18 年 (1928-1929 年 ) に 特産 投資 を し て 悪 伸介 人 の 劉 、3.000 一 反 000 彫 の 損 
失 を 招い た 。 中 の 負 僅 の 乱 、 土 地 の 出 典 、 地 券 捨 保 で 借金 し て 返済 の 止む な な き に 至り 、 現在 で は 之 が 主 
因 と な つて 同 農 家 は 盆 そ 財政 上 色 迫 化し て ゐる 。 

3. 疹 考 

第 6 層 孤 守 記 に 於 て 、 李 占 久 (兄弟 ) が 油 房 を 経営 し て ゐ た が 、 康徳 1 年 (1984 年 ) に 兄弟 が 死亡 し た 
食 、 操業 を 中 止 し た が 、 其 の 撲 械 を 購入 し て 第 7 民 夏 家 要 村 小夏 家 櫻 市 に 於 て 、 同 春 油 房 が 引 績 いて 経 
賞 し て ゐる 。 

同 春 油 羽 

経営 株 式 大 農家 が 1 株 250 彫 出 座 

株 金 挑 込 康徳 3 年 1936 年 ) 11 月 下旬 迄 と する 。 


株 主 劉 巨 川 (自作 60 天地 ) 徐 守 釣 (地主 3 天地 ) 
田 造 豊 (地主 10 天地 ) 田 喜 豊 (地主 10 天 地 ) 
純 紹 外 (地主 15 天地 ) 田 洪 株 (地主 10 天 地 ) 
機械 購入 


李 占 久 見 弟 の 油 房 機械 を 、 株 主 郭 紹 須 は 親類 開 係 で ある 包 、350 園 で 康徳 年 1987 年 ) 2 月 決算 期 返 
済 の 約束 で 購入 し た 。 

株 主 陳 係 親類 開 係 者 で 他 の 者 は 加入 を 許可 し な い 。 

家 賃 株 主 徐 守 釣 の 所 有 で 、 年 50 周 


| 


六 | 党 


呈 半 本 隊 翌 


避 召 1 普 


吉 
[ 


芋 


共 | 燥 


哨 問 本 時 弄 
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勢 働 者 
府 賃 
券 働 時 間 
ノリ 寺 
巧 要 原料 


現在 12 人 、 連 際 券 働 者 7 人 


に 1 人 10 周 、2 人 9 回 、1 人 8 貼 、2 人 6 帳 、3 彫 大 師 夫 (工賃 は 1 人 営 を > 


以上 は 弧 べ て 月 工 で 、 食 旨 は 油 房 が 負 拉 し 、1 人 営 1 ヶ月 6 彫 で ある 。 
書 夜 更 代 、1 人 営 9 時 間 券 働 

午前 3 時 一 一 午前 12 時 迄 

午後 3 時 一 一 午後 12 時 迄 

8 頭 ( 馬 ) 江 閑 期 利用 、 馬 の 持 主 が 厩舎 を 提供 す 。 

自家 相 豆 を 持 寄 及 隣 屯 黄 豆 を 株 主 が 買 占 る 。 

1 日 貢 8 石 1 月 2340 石 

豆油 1 日 250 丘 1 月 6.100 提 ( 軍 償 1 丘 0.29 彫 ) 

豆 親 1 日 50 枚 1 月 1590 枚 ( 卓 全 1 枚 1.60 園 ) 


小 喜 を 主 と す る 角 販 喜 電 は 不用 と する 。 
1 ヶ月 履 支 決算 
支出 3721.80 周 

券 賃 1 財 
食 吉 2 周 
原料 代 3600 固 (340 石 ) 
家賃 50 彫 
機械 滑 耗 費 3.75 周 


政 入 
残高 


党 


4.020 周 
298.20 周 


算 株 主催 任 久 寺 で 、 良 徳 4 年 (1937 年 ) 2 月 下旬 と する 。 
営 6 人 均等 


販 害 方 法 小 実 中 心 で 隣 市 に 販 喜 、 康 交 に 一 部 出す 。 
出 論 金 現金 、 現物 、 家屋 、 券 力 で も よい 。 


典 閑 期 を 利用 す 。 


K 今年 成功 すれ ば 一 大 振 張 を する 。 


(小夏 家 楼 忘 、 同 春 油 房 に て ) 


示す ) 








とっ ーー 時 レ マ 3 守 
第 の に ー コ 2 結 (1 
第 一 衛 総 管 面 積 
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ー 一 戸 堂 り 経営 面積 

本 市 に 於 ける 全 耕 地面 積 は 1.721.58 前 で 、 芝 を 1 戸 営 り の 斑 均 耕地 面積 を 見 れ ば 和 ま 19 天地 で あり 、 耕作 農 

察 1 戸 営 り に する と 、 和 92 天地 で ある 。 乏 を 村 と 比較 する と 多い 様 で ある 。 
夏 家 楼 村 8.59 天 地 ( 村 公 所 調査 ) 
鐵 鈴 区 下 均 3.20 天 地 
10 ヶ 市 斑 均 ( 夏 家 楼 村 )3.26 天 地 ( 皿 郊 調査 ) 

音 家 態様 別所 有 面 積 表 

SS 戸 茅 面 簡 | 

に 戸 表 線 所 有 熱 地面 策 1 丘 営 り 熟 地面 積 | 絢 所 有 匠 地 面積 の 2 
農 守正 様 | 
戸 融 出 
地 = モ 2 432.30 216.15 26.4 
地 * 自 3 693.00 231.00 42.2 
地 ・ 雇 1 | 5.50 5.50 0.3 
自 作 1 165.10 165.10 10.0 
自 ロ 小 7 175.68 25.10 10.7 
回 放 si ee 大 3 74.30 24.70 4.5 
自 * 雇 5 91.10 18.20 5.4 
小 作 3 ーー == ーー 
小 B 雇 6 8.90 1.50 0.5 
必 * 農 8 一 四 は る 
和 雑 1 ほ = = こそ 
無 職 1 | = ーー 
合 計 41 | 1.645.8S 40.14 109 














総 営 規 模 別 総 堂 面積 表 





綴 蒼 迷 面 積 
起 人 航 致 | 組 租 面 策 
主計 ーー 
2 上 天地 
101 以 上 4 81.810 
51 一 10.0 | 5 32.43 
3 が =ー ニ 二 5 | 10 42.958 
1 
2.1 一 3.5 | 6 9.500 
1.01=ー 三 20 | 3 3.980 
1.0 以 下 | 10 1.480 
ーー 6 に ーー ニ 
合 計 41 172,158 











加 避 


閣 


太 |! 避 


品 再 本隊 包 
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所 有 面 積 別 糞 家 上 能 





所 有 面 積 


様 別 戸 敷 表 


戸数 | 所 有 総 面積 


(康徳 2 








| 


年 度 う 


| 際 に ヨコ | 地 * 自 3 | 自作 2 < 














天地 
10.1 以 上 5 | 


5.1 一 一 10.0 1 





3.1 一 一 S.0 








匠 一 =S40 


10 以 下 











綴 営 面積 培 減 表 


規 








天地 | ] 
147.560 | 4 有 
8.400 過 1| 


(8 


7.378 ーー ーー 
10.530 


7.260 








1 











徳 2 年 度 現在 ) 








1] ] 


現在 迄 の 増加 


1 


1 
















天地 
10.1 以 中 


5.1 一 一 10.0 
3.6 一 一 5.0 
2.1 - 一 一 3.5 
1.01 一 - 2.0 
10 以 下 








本 市 全便 に 将 す る 1 人 営 り 


夏 家 模 村 (農民 1 人 営 ) 


鉱 額 次 牌 均 
村内 10 ヶ 市 玉 均 





り 経営 面積 は 0.688 天地 で 、 民 1 人 営 経 き 
村 と 門 と に 圭 比 する と 茨 の 如く で ある 。 





の 8 
18.43 
13.588 
(一 ) 10.35 
C-) 14.95 
(一 ) 24.02 
(で 25S4 
C+)19.958 


0.55 天 地 ( 村 公 所 調査 ) 


0.57 天 地 
0.57 天 地 (? 


家族 員 数 に 下す る 竣 働 力 の 比率 は 


自家 働 力 
弧 労 働 力 


但し 弧 券 働 力 中 に は 年 工 の み を 合 み 、3 


17.29 
22.19 ・ 


エエ 1、 大 企 拉 子 0.75、 條 拉 子 0.5、 小 任 持 子 0.25、 音 
面積 を みる と 


券 働 力 1 に 翌 す る 経営 
自家 芝 働 カ 


4.05 天 地 


> っ 


貞 上 


全 家 族 員 吾 は 、 


調 査 ) 


経営 地 所 有 の 分 の み を 含ん で ゐる 。 何 衣 力 の 奉 を 成 


王 が 
(ぐう 
(くう 
(ご) 





手 倍 025、 と し て 計算 し た 。 








7850 
131.6 
185.3 
C-) 55.6 
(一 ) 95.04 
一) 89.52 
て ) 100.00 


営 面 積 は 0.696 天地 で ある が 、 之 を 





C+) 攻 7 








全 細 働 力 
で ある 
市 に 於 け 







3.16 天 地 


る 土地 の 配分 状況 表 


( 府 懲 2 年 度 う 












営 罰 頑 敷 | 
= 時 計 1 ーー- ー 
10.1 以 4 9.7 
S.1 一 一 10.0 5 12.2 
3.6 一 一 5.0 10 24.4 
2.1 一 3.5 3 7.3 
1.01 一 一 2.0 3 7.3 
24.4 


家 族 員 
- 胡 1 戸 営 家族 員 表 


oeJ 
い 


mn Ny 
ひ の OO 忌 


選 の ma 
の 


ーーー、ーーー ム ーーー ンーー ヘ ーーーーーーー、 
ュー 
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ーー 家斉 、 と 経 管 画 


本 忘 に 於 ける 
ある 。 











役 畜 数 は 馬 7 、 応 7 、 馬 15 で 何れ も 成 斉 で ある が 、 之 を 1 戸 営 り 


之 を 各省 別 相 均 役者 敷 に 比較 する と 茨 の 如く で ある 。 


N 


家族 員 訓 | 戸 ers 5 向 す ES 散 維 面積 着 通 和 面積 
5 人 以 下 16 58 3625 230| 083 1 002 計 計 1K 1.344.77(6 戸 ) 
6 人 以 上 | 20 147 66.51 3.33| 0.45| 16.51| 0926 夫 6 1.04-7.43(12 戸 ) 
10 人 以上 44| 355598 8.89| 081| 209| 3.648| 3.648 一 6.8(3 戸 ) 
20 人 以上 | | 23 33.3 33.3 1.43 部 em 上 
計 41 272 172158 419| 0638 時 思 ー 
1 | 





て し て みる と 、0.707 頭 で 














省 列 に 馬 別 | 合 計 
奉 S 独 | 0.30 0.39 0.19 0.20 1.08 
吉 林 省 | 0:5 人 4 請 記 | 922 | 0.34 0.10 190 
時 静 江 省 1.97 | 3.09 | 0.45 0.14 5.65 
に DE 議 間 0.85 0.26 0.17 1.84 
家 高 棚 屯 農 戸 1 戸 営 リ 0.195 0.195 0.36 .828 0.707 














蘭 |! 党 


本 四 副 


茹 岩 
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和 何 之 を 懇 及 び 村 と 比較 する と 


夏 家 楼 村 0.643 介し 豊 戸 1 戸 営 D り で ある 
鍼 鶴 門 0.935 


叉 経営 規模 別に 役 の 分 布 を みる と 欧 の 如く で ある 。 


経営 模 別 奥 表 











| と rr。 | = 斉 豆 
規 経 乏 表 | 役 畜 敷 | 1 戸 営 | 1 天地 営 | 貸 雇 生 具 | 営 り 経 稔 備 考 
検 | 面積 | 
天地 戸 項 豆 区 天地 
10 以 上 | 4 11 2.75 0.064 ーー 7.43 
5.1 一 10.0 5 6 め 0.035 王 5.40 
B36 ま 5i0 陣 較 | 10 10 1.0 0.058 貸付 1 | 4.30 
ーー55 | 3 る 0.67 0.011 ーー 4.80 
| | 綴 堆 面積 
1.01 一 2.0 | 3 ーー 一 に 借入 1 | - 3.98 
MO 議 | 10 王 ー ーー | ーー 1.48 
ニー | 6 ーー ーー と ーー ーー ーー 
計 ] 41 29 0.707 0.168 | 5.93 




















役 圭 1 頭 営 り の 耕作 面積 は 593 天地 に な つて ゐる が 、 ほ 4 天地 以上 の 耕作 面積 を 有 し な いと と ろ で は ほ 、 彼 才 
を 有 し て ゐ の な い の は 注意 すべ き で ある 。 

2 0 天地 以下 の 耕作 を し て ゐ て 役 赤 を 所 有 し ない 農家 に 於 て は 挿 具 、 届 邊 上 共に よ つ て 耕作 し て ゐる と 見 ら 和 
る 。 供 履 邊 具 は 唯 + 件 ある 。 即ち 36 一 50 天地 の 農家 か ら 1.01 2.0 天地 の 農家 へ 代 生 具 し て ゐる 。 
役 閉 の 1 頭 営 り の 耕地 面積 を 本 忠 全 上 槍 に つい て 見 る と 


訂 内 下 均 2 
村内 10 ヶ 市 玉 均 594 大 地 


1 戸 営 り に 就 て は 役 益 0.707 頭 で も る が 、1 天 地 営 り で は 0.168 頭 に な つて ゐる 。 


芝 を 経 菅 規模 別に わけ て 見 る と 、 大 車 は 11 夫 で 線 べ て 経堂 規模 3.6 天地 以上 に 限 つ て ゐる 、5.1 一 10.0 天 
地 以上 の 経営 農家 に 一 番 多 く 所 有 さ れ て ゐる 。 

型 丈 は 約 8 割 は 3.6 天地 以上 の 農家 に 所 有 せ られ て ゐる 、 誹 作 地 の た な い 農 察 と 牙 $、 小 作 人 又は その 他 に 貸 
付け て ある の で ある 。 然し 1 戸 営 り 最 も 多く 備 へ て お る の は 、51 一 10.0 天地 の 範 園 で ある 。 丈 に 壊 牛 は 
所 有 の 3.6 天地 以上 に 限ら れ て 居り 、 矢 張り 10.1 天地 以上 の 家 が 最も $ 多 く 有 し 、1 戸 営 り 下 均 0.087 個 
條 疾 放 正 の る 。 

細美 具 を 、 そ の 償 格 及び 、 維持 年 限 より 考慮 し て 1 年 澤 全 を 算出 し 、 そ れ よ り 各 農家 骸 様 別に 條 値 を 含 す 
れ ば 茨 表 に 見 る 通り で 、 之 を 1 天地 営 り の 條 値 を 見 る な ら ば 最も 少額 に よ つ て 耕作 し て ゐる の は 、21 一 8.5 
天地 で あり 、 茨 いで 10.1 天地 で ある 。 之 は 最も $、 農具 の 能 牽 を 紙 押 し て ゐる 訟 擦 で あ る 、1.0 天地 以下 


ーー デー マー ーー“ 
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で は 、9.89 彫 10 一 2.0 天地 で は 、3.82 彫 で ある の に 比較 すれ ば 、2-10 位 の 働き を な し て ゐる の で あ 
る 。 

1 年 間 に 働く 糧 具 の 償 値 は 、 139 回 20 鐵 で あり 、 1 天地 営 り 、 中 氏 2 面 の 農具 に ょ つて 耕作 六 ら れ て ゐる と 
と に な る 。 


経 替 規模 別 農具 表 




















規 機 起 身 | 大 |1 戸 営 | 欧 元 1! 戸 帝 | 天 撮 ]! 戸 稚 | 諾 人 値 后 大 地 | 押 諾 和 
10. 以 | ら に 3 0.7S5 | 12 2.0 6 1.5 7700 0986 に 
5.10 一 10.0 S 4 0.8 4 1.4 4 0.8 93.20 | 2.86 ニコ 
3.28 一 5.0 10 4 0.4 | 6 0.6 4 0.4 | 87.87 | 2.05 2 
2.1 一 3.5 3 王 ー | に 宮 | こ コ ー コ | 1.28 | 0.13 ーー 
1.01 一 2.0 3 一 一 1 | 0.3 = ーー 15.23 | 9.82 ーー 
1.0 以下 10 詞 王 9 0.3 = ーー 14.65 | 9.89 ーー 

ー 6 ー ー 3 05Plm YSPTDSN ーー 
292.3S | 0.512 


























第 三節 経営 の 大 小 に ょ る 農耕 生産 の 比較 


本 市 に 於 ける 主要 作物 の 商品 化 座 を 示せ ば 、 菊 表 の 如く で ある 。 作付 面積 に 於 いて 黄 豆 、 高 胃 が 最も 多く を 
占め て ゐる 。 雨 者 で 線 作 付 面積 の 67%% に 及ぶ 。 両 し て と の 中 高 肖 は 6.3% が 需 却 され た の み で 、93.7% は 
自家 消費 で ある 
商品 用 作物 と し て 栽培 され て ゐる も の は 黄 豆 、 蕎 疾 で あり 、 夫 = 85.8 %% 及 61.4 % に 及 ん で ゐる 。 梗 子 は 
5 ま .9 % を 宮 却 し て ゐる 
逐 の 冥 邦 牽 (商品 化 座 ) を 経営 の 規模 別に 示す と 、 爽 表 の 如く で ある 。 
即ち 黄 豆 に 於 て は 、3.5-10.0 天地 の 農家 に 於 て 、 最 も 商品 化し て を り 、90 一 91% に 及び 道子 は 、3.6 一 10.0 天 
地 の 範 園 が 、 最も 商品 化し て ゐる 。 
穀 子 は 、 21-5.0 天地 に 於 て 、 最 も 多く 、31.9 一 83.3% で ある 。 

華 家 高杉 皿 作 物 牧 量 及 下 却 表 (上 徳 2 年 度 ) 














商品 比率 (2 の 

















虹 産 真 却 ( 商 品 化 ) 奉 


選 う = | 
で p で 


il 


勘 1! 演 


品 演 本 隊 暗 





和 / 





| まっ 人 
























石 石 石 石 | 石 
[| 116.10 167.40 253.80 24.3 ーー 
10.1 天地 以上 19.26 24.55 15.38 三 ーー W 
| 16.622 14.622 10.022 = 5 67( 
( 田 は 
108.00 2 ーー 








主要 作物 作付 面積 に 於 て 、 康徳 徳 2 年 度 、 及 び 康 徳 3 年 度 と を 比較 すれ ば 、 丈 表 の 如く で ある 。 即ち 、 豆 、 
提 子 、 項 徐 の 商品 作物 に 於 て は 、 大 懇 康 徳 8 年 度 に 於 て 減少 し て ゐる 。 之 は 財界 の 不況 に よる $ の と 思 は れ 


る 。 棟 子 の 如き 、 又 は 殻 子 の 如き 自家 用 消 喜 に 充て る 
を 示し て お ぉ り 、 混 作 は 60% の 減少 を 示し て ゐる 


少 の 減少 


作付 面積 増減 率 











も ゃ の は 大 





て 減少 し て の な い 。 高 楽 は 大 骸 抜 於 て 、 僅 
oe 絢 面 積 に 於 て は 、19% の 減少 で ある 。 























































年 度 列 人 面積 
655:10| 45640| 1485c| 33Y28 OO 250 nmOo se 00| 5200 1.721 
雇 竹 2 年 度 38 用 27| 9 192 に 1 122| 222| 32 | 100.0: 
| 
wae 
康徳 2 年 度 を 8 6 4 を | 2 ン 
100 と ょ し て 康徳 | 68.65| 84.072| 107.94 用 | 94.6322| 500.00| ー| 72.7222| 40.00 錠 | 103.84 81.0022 
3 年 度 (2) | 5 | | | 
と の 作付 面積 の 比較 を 経 益 規 模 別に 比較 する と 、 爽 表 の 如く で ある 。 
綴 堂 規 模 別 作付 面積 
| ー 3 | 和 き el 
現 栓 | 黄 号 | 高 菜 | 灯 子 | 帝 了 誕 麻 子 | 善 衝 | 答 子 其 の 他 
) | 員 路 | 員 | 員 路 歌 | 員 
康 2 312.00 191.00| 80.00| 7.00 = 6.0 
10.1 天地 以上 | | 
護 3 | 98.00 100.00| 26.0| 59.00 3.0 = 
[ 2 | 128.00 92.00| 36.0 47.00 1.0 21.3| 5. 
5.1 天 一 10.0 天 】 | 
| 謙 3 | 104.60| 86.80 37.50 66.00 1.0 = 回 
[ 腐 2 171.60 119.00 32.5| 83.28 こき 計 6. 
3.6 天 一 - 5.0 天 
習 162.6 149.50| 84.8 185.00| 1.0 議 ] 
| | 
席 2 32.5 42.00 は 14.00 コ | 
2.1 天 一 3.5 天 
| 諾 3 62.0 38.00 12.00| 43.50 ー ーー 
【 | 
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模 | 次 豆 | 高 菜 | 醒 子 | 帝 子 | 麻 | 変 | 租 子 基 の 他 
2 1 YO0 18.40 前 1 000 | pd に 
E 3 28.00 17.0 一 10.00 ョ 一 

2 | ーー 6.00 ーー ーー 病 一 第 

3 3.00 ー = 二 ニー 呈 

2 | 655.10 465.40 148.50 331.280 10 27.3 1 部 

3 449.60 891.30 160.30 813.50 50 ー| 8. 記 

| MM 

第 四 節 農家 の 改 支 山 

奄 家 骸 様 別に 履 入 及び 支出 状況 を 示せ ば 区 の 如く で ある 。 第 

長 家 衣 様 別 履 入 = 

| 羅 党 下 入 燥 

吉 暮 起 様 戸 数 | 線 必 人 | 業 的 収入 | 基 ら 他 表 入 | 時 下 入 調 

昌 』 uzs08s 39 思 es 全 

地 主 ・ 自 作 3 3,927.65 2,.045.56 262.10 1.620.00 事 

地 ロ 雇 1 81.00 81.00 ーー 一 捕 
自 作 1 621.50 613.50 1.00| 7.00 
自 * 小 P4 3.044.19| 1,030.19 103.00 1.91 1.00 
自 ・ 小 <・ 3| 866.75 746.75 ー 120.00 
帳 ロ 雇 5 477.65| 391.15| 12.50 74.00| 
小 作 ) 391.20 216.20 34.00 141.00 
小 ロ 雇 6| 1,185.63 745.38 120.25 321.00 
以 農 8 796.30 522.20| 234.60 39.50| 
基 の 他 2 60.48 2.00| 50.88 7.60 
計 41 13.208.81 7.510.88 818.33 4874.60| 





農家 衣 様 別 現金 支出 


農業 的 支出 基 の 他 の 到 抄 


艇 





還 


馬 っ | 
4075.62 1340.18| 1.516.64 
140.96 1.58| 64.41 
491.68 282.84| 120.84| 


2,971.80 297.04| 858.76 


767.28 505.70| 256.58 
471.53 115.76| 309.27 


臣下 臣 亜 芋 苦 


364.59 199.43 141.76 
1.310.82 52.96 355.76 
760.75 7.65| 674.10 


54.98 0.60| 47.38 


13,122.88 445943 5434.15. 

















第 八草 農村 自治 及び 邊 人 生活 


第 一 節 共 同 生活 


ー 親戚 間 の 相 扶 助 開 係 


市 内 典 家 間 の 相互 開 係 は 、 他 地方 と 異 る 事 な く 、 親 戚 隔 係 に 佐 り 結び 付け られ て 居り 、 之 等 親戚 開 係 は 、 同 
姓 一 族 を 親 渋 と し 、( 同 姓 異 族 は 此 の 限り で な たい) 異 族 間 で は 、 婚 如 開 係 あ る 時 は 親戚 で ある 事 に り な い 。 
面 し て 本 忘 に あつ て は 、 市 開 華 に は 先 づ 時 基 最 初 に 此 の 地 に 來 て 開 箕 し た と と に 始ま り 、 営 初 区 ら く 量 姓 
の 勢力 大 な る も の で あつ た が 、 租 て 紙 基 が 来 て 艇 区 量 姓 の 勢力 は 紙 姓 に 移行 し 、 郵 家 の 舞 楽 日 を 逐 ぶ で 盛 
に た な り 、 量 姓 所 有 の 土地 は 、 区 第 に 閣 姓 に 移り 今日 に 至 つ て 居る 。 時 1 族 及 施 1 族 は 共に 2 戸 及 び $ 玉 の 
少 雪 で あつ て 、 他 は 董 1 族 、 李 1 族 、 韓 1 族 、 王 2 族 、 劉 4 族 此 の 外 10 戸 足ら す の 異 旋 で あり 、 従 つて 相 
互 扶 助 開 係 は 先 づ 右 同族 親戚 開 係 に 依存 され 、 丈 いで 近隣 農家 問 に 結合 され て ゐる 。 市 内 の 連絡 は 、 有 之 に 
ょ つて 保持 され 、 生 活 上 の 諸 現象 も る とれ に よ つ て 表現 され て 居る 。 面 し て 親戚 開 係 に 於 いて は 、 相互 扶 助 
も 緊密 に 金銭 的 に 、 又 勢力 的 に 、 或 は 物質 的 に 行 ほ れ て 居る 。 然 し 、 親戚 と 言 ふ て も 基 の 理由 に 限 府 が あ 


り 、 絶 肌 的 の も る の と は 言 へ ない 。 


二 市 内 農家 問 の 相互 扶助 


4 、 金 鯖 的 及 物 質 的 相互 扶 巧 
食料 及 役 畜 、 工具 等 は 、 親戚 周 の み に 限 ら ま 白 僅 を 行 つ て る る が 、 先 づ 親 戚 間 に 於 て 沈 に 行 ほ れる の で 
ある 。 
金銭 的 に は 一 時 借り の 少額 の ゃ の に 就 て は 、 帳 借 が 行 は れる が 、 一 般 に 親戚 で も 販 僅 され る 事 少な いと 
言 ふ o 
ロ 、 労 力 的 相互 装 且 
親戚 半 に あつ て は 、 共 力 の 相互 融通 兵助 が 、 行 は れる 事 も ある が 、 一 般 に は 結局 換 工 に 信 つて 相互 を 扶 
助 し 合 ひ 、 基 の 外 笑 残 的 の 事 等 に あつ て は 、 此 の 限り で な く 、 良 く 相互 扶助 の 美 風 が 行 ほ れ で 居り 共 
同 耕作 、 腔 穀 作業 等 も に 換 工 或 は 挿 具 に 全 つ て 行 つて 居り 、 共同 と 言 つ て も 結局 換 工 挿 具 で あつ て 、 
「 大 忙 見 ] は 、 親戚 以外 に は 特殊 な 間 柄 、 即 ち 近隣 の 緊 窒 家 に だ け 行 は れる と 言 つ て ゐる 。 特に 注意 
す 可 き は 利害 開 係 を 考慮 の 上 、 挿 具 が 行 は れる 中 で ある 。 
贈 真 、 施 邊 
貧者 即ち 生活 に 困難 な 者 に 至 し て は 、 富 者 は 共 の 理由 に 依り 施 異 され る 事 は ある が 、 本 屯 内 で は 此 の 例 
は 近 洲 全く な く な つた 。 
両 し て 改 稚 後 岡 場 の 落 穂 拾 ひ は 、 一 般 に 黙認 され て 居り 、 休 富 農 の 家 に 食料 の 施 軸 を と ふ 欄 た 慣 妊 、 太 
押 掛 け て 行く 欄 な : 事 は 、 記 内 農家 に は 見 られ な い 。 
に 自衛 の 乱 の 協 | 同 
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事 概 営 時 は 、 市 近江 の 治安 悪化 の 含 、 自 治 的 に 自衛 協同 し 、 充 分 治安 の 確保 を 得 た 、 耐 し て 本 市 で は 区 
緒 30 年 項 か ら 1 回 の 散 襲 も な か つた 、 そ れ は 市 民 の 協力 は 勿論 で ある が 、 長 家 概 厨 察 四 に 近い た めで 
も ある と 言 は れ て ゐる 。 


三 共同 利 川 

市 内 農家 の 共同 利用 と 般 す べき も の は 、 市 の 西方 に ある 1 天地 の 共同 墓地 、 及 恵 内 5 ヶ所 の 共同 井戸 位 の 
も の で ある 。 

恵 内 農家 で 肌 殻 場 、 大 子 、 磨 、 大 車 等 の な いも の は 、 地主 又 は 富 農 の 所 有 し て ゐる も の を 借用 し 、 地 主 は 
小作 人 の み に 限 ら す 利用 せしめ て 居る と 言 ふ 即ち 「 白 借 」 が 多い 。 


四 協同 生活 と 屯 の 階級 構成 
本 市 内 に 於 ける 1 族 の 勢力 は 、 相 営 の ゃ の で ある 事 は 集計 表 に 依る 土地 所 有 汰 部 を 見 て も 明か で ある 、 ゝ 
即ち 市 内 の 土地 の 6 割 近く を 所 有 し て 居 ろ 開 係 上 、 此 の 1 族 に 闘 係 し て 生活 し て 居る も ゃ の ゃ も 、 多 数 で 市 内 
の 中 心 を な し て 居る 事 は 事 買 と 見 な けれ ば な ら た な い 。 
耐 し て 本 屯 で は 自作 (僅か の 面積 ) 近 屋 工 、 又 は 小作 築 届 芝 の も ゃ の が 年 数 以上 ある が 、 別 に 協同 生活 に 特色 
は 見 られ ま 、 唯 地主 に 佐 存 し て 生活 し て 居る 事 を 認め ね ば な ら た な い 。 何 巨 内 より 排 友 さ れ た も の 、 及 集 園 
移 佳 の 例 は 見 られ な い 。 
階級 構成 
地主 2 、 地主 自作 1、 地 主 、 自 作 、 灯 2、 地 主 、 必 葉 1、 自 作 1、 自 作 、 小 作 6、 自 作 、 小 作 、 雑 
1 、 自作 、 小 作 、 必 農 3 、 自作 、 屋 農 5、 小 作 2、 小 作 、 徐 1、 小 作 、 屋 工 6、 屋 雑 ま 、 屋 護 
#$、 雑 1、 無 職 + 計 41 戸 


第 二 委 自 衛 組 織 


ー 保 時 制度 運用 状況 
調査 市 は 隣 市 田家 癌 棚 屯 、 郵 家 窟 棚 屯 と 合 し て 1 甲 と され 、 甲 長 は 此 の 3 市 を 統轄 連絡 し て ゐる 。 屯 内 に 
4 腫 長 あ り 、 ほ 4 腸 に 展 分 され て ゐる 。 
村 伏 所 より の 通達 命令 は 、 甲 長 よ り 牌 長 に 達し 、 牌 長 は 各自 管轄 各戸 に 通達 する も ゃ の で ある 。 未だ 牌 長 の 
會 合 等 行 は れ た 事 は たい 。 

甲 長 は 3 市 の 屯 長 を 畠 ね 一 方 自衛 園長 は 、 囲 員 を 招集 する 場合 は 、 甲 長 と 連絡 を と つて 後に 行 ひ 、 招集 し 
た 自衛 園 は 、 こ とれ の 指揮 を 待つ と と に し て 居り 、18 歳 より 40 歳 迄 此 の 義務 を 有 し 、 園 員 は 交互 に 保 自 衛 囲 
本 部 に 出頭 し 、 園 絢 、 税 察 署長 より 指揮 訓練 を 受け る こと に な つて ゐる 。 

保 甲 制 連 邊 責任 の 宙 例 は な く 、 甲 長 、 牌 長 は 共に 徴税 の 援 巧 を し て ゐる 。 

(4) 保 、 甲 、 牌 長 、 屋 、 村 長 の 選 晃 任免 

村長 は 各 村 民 よ り の 選 回 に 依り 決定 され る も の で ある が 、 ヽ 以前 は 有力 者 、 即 ち 勘 力 の ある も の が 運動 し て 


茜 


環 淀 本 革 憧 菩 


: 押 : 


滋 


茹 


鞭 中 喧 


笠 涯 本 膨 望 
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此 の 椅子 を 求め た ゃ る の で ある が 、 現在 は そう し た と と は な どい 。 保 、 甲 長 は 村 、 市 長 の 持 任 で ある の が 普 
通 で 、 忠 長 より 任命 され る の で ある 、 色 ち 稀 察 署長 の 推薦 に より 大 骸 決 定 さ れ て ゐる 。 
村長 の 選 昌 は 、 村 内 剣 冥 負 挫 の 義務 ある も の で 、 大 骸 1 戸 1 票 の 選 晃 槍 を 有 し て ゐる 。 面 し て 買 際 は 選 
回 前 に 大 骨 適 任 者 を 市 内 有力 者 半 で 決定 し て ゐる 。 
以前 本 恵 よ り 村 、 或 は 属 の 相談 事 の あつ た 場合 は 、 紙 國 珍 (第 3 名 典 家 )、 仰 國 昌 (第 2 金 旨 家 ) の 2 人 は 
出席 し て の た が 、 此 の 様 な 會 合 に は 資 際 土 地 所 有 面 積 の 多い 者 、 及 小作 人 の 多い 人 に 、 其 の 穫 利 は 奥 へ 
られ る 様 で ある 。 

(rm) 保 甲 詞 長 等 の 仕事 
保 長 一 一 村長 の 打 任 と な り 、 佐 つて 村 政 一 般 の 統治 、 避 公 署 と の 連絡 、 及 自衛 園 並 に 園 絢 の 指揮 監督 を 
な す 。 

甲 長 - 一 - 市 長 の 打 任 で 牌 長 の 統 座 を な し 、 保 誠 の 連絡 、 及 自衛 園 の 編成 、 並 に 和 税 敏 政 の 援助 を な す 。 
牌 長 一 一 10 戸 を 統率 し 、 甲 長 よ り の 連絡 、 肥 情報 の 報告 を な す 。 

(っ ) 屯 内 に 於 ける 甲 牌 長 
甲 了 長 は 市 内 に て 徳 堂 あり 、 丈 で 相 営 資産 を 有する 者 の 中 より 定め ら る 、 

(=) 保 甲 制 に 泊 す る 市 内 の 希望 感想 等 
未だ 國家 観念 逐 し き 劉 、 保 甲 制 に 付き 認識 の 程度 は 低く 自然 希望 等 の 出る 事 な く 、 全 く 無 意識 に 服従 し 
て ゐる 様 で ある 。 一 部 に は 常備 自衛 園 員 に 屋 全 さ し る と と を 希 記 す る も の も ある と 言 ふ 。 


二 市 内 の 相談 及び 決定 


本 市 内 に 於 て 相談 事 ある 場合 は 、 奉天 師範 避 校 を 卒業 し た 避 歴 知識 を 有 し 、 且 土地 を 多く 所 有する 郵 國 珍 
(第 3 呪 農家 ) は 、 第 一 に 其 の 相談 に 預り 、 市 内 の 族 そ の 解決 は 彼 一 人 で 行 つ て 居り 、 夫 争 等 の あつ た 場合 
に ゃ も 、 よ く 調 停 の 役 を な し て ゐる 様 で ある 、 従来 か ら 未 だ 市 内 の 申 合せ に よ つ て 、 市 民 に 将 し て 市 裁 等 を 


行 つ た と と は な い 。 


三 清洲 園 創立 後 の 茜 化 及 之 に 圭 す る 感想 


租税 の 負 搭 中 村 電 の 負 捧 多 く 、 道路 修理 の 眺 役 多い の で ある が 、 交 来 交通 が 便利 に な り 、 治 安 も る よく な る 
の で 一 時 の 苦痛 で ある と 言 ふ て ゐる 。 

建 國 直 後 は 軍司 の 宿泊 多く 迷惑 を 感じ た ゃ の で あつ た 。 

常 害 が 統一 され た の を 非常 に 喜ん で 居り 、 何 村 公 所 員 の 活動 が 良く 行 は れる の で 、 心 ある 村民 は 感謝 し て 
ゐる 。 私 鉱 が 次 下さ れ た 含 、 自衛 力 の 漠 弱 を 感じ て ゐる が 治 容 が 良好 な た の で 、 共 民 の 生活 が 非常 に 明る く 
な つて 涼 て ゐる 様 に 思 は しめて 居る 事 は 事 責 で ある 。 

最近 に 至り 滞 く 清洲 國 の 建 園 を 認識 する 程度 に 、 一 般 農民 に 徹底 され る 科 に な つた と 言 は れ て ゐる 。 


四 一 般 民 の 政治 に 習 す る 開心 


頻 よ り の 信 告 は 変 通 不便 の 地 に は 僅か に 徹底 を 鉄 く 時 も ある が 、 本 村内 で は 短 時 間 で 徹底 され る 、 耐 し て 疎 証 
公 軒 に 封 し て は 絶 圭 服従 の 考 へ を 持つ て 居る 。 軍 琴 に 圭 し て は 以前 と 其 の 観 球 を 異 に し て 居り 、 之 を 良く 
# 
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鶴 錠 する 様 に な つた 、 役 人 に 半 す る 崎 路 の 慣 特 は 見 られ な い 様 で ある 。 


還 自 衛 

( ィ ) 治安 汰 況 は 事 曽 営 時 相 営 危険 で も あつ た が 、 奏 審 を 受け た 事 は な い 。 即ち 別記 の 如く 以前 より 稀 察 署 
近く に ある 事 が 大 な る 力 で 、 近 時 治安 状 衣 は 次 第 に 良好 に な つて 來 た 。 

Cm) 自衛 組織 は 私 鉱 が 回 政 さ れる 迄 は 、 職 業 武 打 自 衛 避 が あつ た が 、 共 の 後 義 務 的 な 武 疲 し て ゐ な どじ 根 
秩 を 提げ て ゐる 自衛 園 に 改め られ た 。 
自衛 園長 は 保 民 の 推 農 に よ つ て 、 門 長 が 之 を 任命 し 、 市 長 と 同 地位 と 見 られ て ゐる 。 

(〈 ふ ) 従来 本 恵 の 治安 良好 で あつ た の は 、 前 記 の 如き 理由 に 依る ゃ の で 、 別 に 治安 の 念 他 恵 に 比 し 、 特 殊 
交 方 法 を 睦 ぜ られ た も の で た な い 、 本 市 の 40 條 戸 は 全部 1 ヶ所 に 集 つ て 居 ら すず 、3 ヶ所 に 分 散 さ れ て 居 
る も の で ある が 、 良 く 事 区 営 時 は 治安 に 有用 へ つい も ゃ も 、 工 租 を 受け すず に 過ごし て 来る 事 が 出来 た と は 、 市 
民 の 話 で ある 。 


ー 家族 の 共同 生活 


(4 ) 世 敬 の 大 きき 
本 市 で は 1 軒 に 家計 を 共同 に し て 、 散 家族 居住 し て の る も の は 見 られ まず 、 従 つて 大 家族 制度 的 の も ゃ の な 
く 、 唯 調査 農家 番 引 26 競 農 家 で は 、4 家 族 同 居 生 活 し 、 家 計 を 共同 に し て 居 た の が あつ た だ け で ある 。 
以下 は 26 引 農 家 に 大 家族 制度 に 就 て 勅 取 し た も の で ある 。 

(nm) 家族 内 の 統 測 
索 族 を 代表 する も の を 、「 営 家 」 及 「 戸 主 」 と 呼び 、 営 察 の 決定 は 、 家 族 で 適 党 を な る も の を 、 喝 弟 の 中 か 
ら 決 め る の で ある が 、 上 史 弟 の 能力 及 符 識 等 を 考慮 し て 決め て 居る 。 
家族 に 対し 、 「 営 家 」 は 指揮 指導 し 、 一 家 を 支配 し て 居り 、「 営 家 」 直系 の も ゃ の に 至 し て は 、 絶 替 的 で ある 
が 、 傍 系 に 圭 し て は 、 指 控 指 導 は する が 支配 に は 限度 あり 、 絶 軸 的 で は な いと 言 は れ て ゐる 。 
殊 に 傍系 の 子女 に 百 し て は 、 其 の 父 の 意思 に より 、 特 に 娘 が 嫁 に 行く 場合 等 に は 、[ 営 家 」 の 支配 は 受け 
な い の で ある 。 

(へ ) 家内 の 協同 及 家 計 分 離 狗 立 の 程度 
大 家族 で あつ て 、 是 大 資産 を 有する 家族 問 に 於 て は 、 家 業 上 に 各々 分 拉 さ れ て 居る も の が ある が 一 般 に 
は 大 別 さ れ て 居る 事 は 少く 、 各 そ 相 協力 し 家業 に 竹 む の が 普通 の 様 で ある 。 
家計 の 分 難 程 度 は 、 各自 妻 の 小 傘 子 仁 以外 に は 分 離さ れる も の な く 、 殆 ん ど 共 同 家計 で あつ て 、「 営 家 」 
が 共 の 管理 に 営 る の で ある 。 
面 し て 若 し 家族 内 の 1 人 が 個人 で 負 貸 を 負 ひ 、 又 投資 等 する 場合 は | 営 家 」 の 許可 を 必要 と し 、 若 し 話 
可 な く 有 手 に 行 つた 場合 は 、 家族 全部 が 其 の 責任 を 負 ふ 事 は な い 、 此 の 様 な 事 が 原因 で 家庭 内 に 不 和 を 
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来 す 如き 場合 は 、 自 然 分 家 に 至る の で ある 、 家族 の 行動 は 原則 と し て 、「 営 家 ] の 許可 を 必要 と する ぉ の 
で ある が 、 常 識 的 正 営 の 範 園内 で は 、 自 由 に 行動 する $ 差 支 へ な いと 言 ふ 。 
(=) 大 家族 制度 
大 家族 市 度 は 左記 長所 に 依る 外 、 上 兄弟 親しく 父母 を 杖 老 し 、 了 肉親 の 親しみ を 保持 し て 行き 、 且 また 環 境 
年 て 依 つ て 大 家族 制 に 至る も の の 本 で ある 。 
大 家族 制 の 長所 
1. 共同 力 の 利用 及 経 准 上 能 座 的 な る 事 
2. 経済 的 で 家計 費 を 節約 し 得る 事 
3. 肉親 の 親しみ を 保持 し 、 是 賑やか に 生活 し 得る 事 
大 家族 制 の 短所 
1. 多 人 敷 な る 念 、 意見 の 不一致 を 来 し 不知 を 招 米 し 易 き 事 
2. 食事 等 に 不便 を 生じ る 事 
3. 五 月 縄 く 思 は れる 事 


ニニ 相 績 制度 及 分 家 
( イ ) 相 績 人 は 一 定 し て 居 な い が 、 主 と し て 長男 が 相続 する の が 普通 で ある 。 
奏子 を 迎 へ へ 相 績 せしめ る 場合 は 、 男 の 子供 の な いと き 、 及 全然 子供 の たい 場合 に 於 て 、 行 ほれ 此 の 場合 は 、 
多く 同姓 一 族 よ り 求 め ら れる の で ある ヽ 、 若 し 女の子 1 人 の み の 場 合 は 、 同 姓 1 族 は 血族 開 係 に あ た つ で ゐる 
場合 は 、 別 姓 よ り 其 の 娘 に 養子 を 迎 へ て 家 の 相 績 を せ し む せる の で ある が 、 之 を 「 装 老女 婚 ] と 言 ふ で ゐる 。 
(Cg) 分 家 の 原 因 は 、 分 察 の 希望 ある 時 、 及 家族 内 に 不 和 を 生じ た 場合 、 肥 家族 の 1 員 が 負 代 を 生じ た 時 
等 で あつ て 新 ふ し た と と が 最も 多く 分 家 の 原 因 と な つて ゐる 。 
分 家 は 親族 合議 を 開き 定め られ る の が 普通 で 、 稀 に は 開か ます に 行 は れる 場合 も ある 、 神 先 の 祭 は 親族 公 
部 で 行 ひ 、 運 先 の 遺 牌 を 同じ く 書 き 留 め 、 分 家 し た も の ゃ も 之 を 祭る の で ある 。 
史 弟 中 で 親 を 扶養 する 義務 に 就 て は 別 和 の 定め な く 、 其 の 親 達 の 好む 子供 が 扶養 する $ の で 、 候 家 の 際 
は 、 親 に 凌 老 財産 が 分 け られ 、 親 は 之 を 持つ て 扶養 する 子供 の 下 に 行く の で ある 。 
分 家 に 営 つ て は 分 家 箇 を 作成 し 、 分 家 雷 に は 一 般 に 


1. 分 家 の 理由 


2 
3. 姓 名 
中 見 人 

5. 代 宇 人 及 注 意 書 
等 を 書き 証 め 作成 され る の で ある 。 
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( イ ) 女子 は 不動 産 の 分 割 に は 項 か ら ぬ が 、 守 に 依り 僅か の 現金 を 分 軸 さ れる 事 が ある 。 

(Cm) 親 の 装 老 財産 は 、 親 の 死後 挟 養 者 が 共 の 財産 を 獲得 する の で ある 、 耐 し て 扶 状 中 は 其 の 財産 より 得 
られ る 改 益 は 、 扶 養 者 の も ゃ の で あり 、 分 穴 の 除 別 に 多く の 分 け 前 を 奥 へ られ ぬ が 、 事 牧 上 姜 老 財産 が 扶 
養 者 に 分 け 奥 へ られ た と 同じ も の で ある 。 

(ハム) 家族 分 割 中 玩 づ 耕地 の 分 割 は 、 上 旭 、 中 則 、 下 則 地 を 均等 に 分 割 す る の で あろ る が 、 共 の 含 不 便 を 來 
す 事 は 営 然 で ある 。 然し 均等 に 分 割 さ れる の が 普通 で 、 若 し 耕 地 分散 し 総 葵 上 不便 を 涼 す 場合 は 、 了 め 
此 の 足 を 考慮 し て 、 分 家 の 際 話 合 ひ の 上 適 営 に 農 理 し 、 均 等 に 分 割 さ れる 様 謗 ぜ ら れろ る の で ある 。 

面 し て 此 の 場合 上 地 を 多く 分 奥 さ れ た も の は 、 中 地 、 下 地 を 分 興 さ れ た も の に 上 地 と の 差 に 相 営 する 
金 、 或 は 他 の も の を 奥 へ る 等 の 方 法 を 探 つ て の ゐる の で ある 、 即 ち 均 等 分 割 の 結果 経 六 上 に 不便 を 来 す 事 
等 と 言 ふ 奨 来 の と と に 際 し て は 、 鱗 り 考 虎 す る 事 な く 分 割 す る の が 原則 で あり 、 人 符 土 地 の 分割 に 困難 を 
来 す 場 合 は 、 共 有 と する も の で 、 此 の 場合 は 、 共 の 旨 分 家斉 に 記入 する の で ある 。 此 の 如き 例 は 、 土 地 
小 面積 な る 事 及 遠 距離 に ある 場合 等 で 、 其 の 外 墓 地 は 其 の 僅 共 有 と され 、 基 の 地 人 は 多く の 場合 、 長 男 
が 所 有 し て ゐる 。 
詩 地 以外 の 不動 産 、 特に 家屋 を 分 割 す る 場合 は 、1 人 に 家 を 奥 へ 、 他 の も の に は それ に 相 営 する 金 、 及 は 
前 記 主 地 の 分 奥 を 多く する 様 な 方 法 を 探 られ 、 別 に 長男 で ある か ら 赴 非 そ れ に 家屋 を 奥 へ る と 言 ふ 様 な 
事 は た い 。 面 し て 負 貸 が あれ ば 家 を 分 異 さ れ た も の が 、 其 の 負 候 を 和 承 し 、 負 貸 を 織 承 し な いも ゃ の は 、 
家 を 奥 へ られ る 事 が な い 。 他 に 現金 の ある 時 も また 綿 べ て 均等 分 割 が 原則 で ある 。 
価 、 家族 の 1 人 が 剖 城 に 生活 し 、 分 家 の 1 人 で ある 場合 は 、 矢 張り 同 拉 士 地 家屋 、 現金 等 絢 べ て 均等 に 
分 割 さ れる も の で 、 之 等 の 者 に 分 割 さ れ た 土地 は 、 一 般 に 所 講 不 在 地主 の 土地 と な る 廃れ が 多い の で あ 
る 。 土地 の 分 割 後 地 の 分 割 さ れる 事 な く 、 其 の まい 従前 通り に され て 居る 事 は 往 を に し て あり 、 之 は 

| 共 の 結 分 家電 に 記入 し 、 納 税 は 共有 者 各々 面積 に 依り 負 扶 さ れる の で ある 。 面 し て 地 錠 を 分 割 の 登記 に 
除 し て は 、 買 際 上 の 土地 と 合致 す る 様 に 計ら れる の で ある 。 
動産 現金 の 分 割 は 一 般 に 老人 の 扶養 者 に 多く 、 分 奥 さ れ 、 若 し 現金 、 革 地 、 家屋 以外 の 組 べ て に 若 し 分 
割 困難 の も の あれ ば 、 喜 却 し て 現金 と し て 均 分 し 、 役 赤 其 の 他 耕 作 上 に 不便 を 来 す る の を 諾 理 す る 際 は 、 
之 を 得 た も る の は 他 の も の に 人 金 を 多く 奥 へ る 等 、 前 記 土 地 分 割 と 同様 で ある 。 負債 の 分 割 $ 同 じ く 均 分 を 
原則 と され 、 家 産 分 割 に 併用 され る 、 和 何 負 直 を 各々 分 ける 時 は 、 信 陰 基 に 同意 を 求め 代表 責任 は 、 其 の 
市 出入 典 も 同 柱 に 虚 分 され 、 相 手 に 其 の 訪 解 を 求め る の で ある 。 


第 四 入 教 育 
に は 朱 人 た く 、 就 聖 見 童 は 細 べ て 第 7 居 夏 家 要 付 立夏 察 模 十 級 小 苫 校 に 入 了 し て ゐる 。 
夏 守 楼 村 立 小 静 校 
ED 
原 名 佐野 強 不 家 楼 村立 第 1 小 牙 校 、 大 同 1 年 (1932) 3 月 1 日 に 雨 級 を 成立 し 、 康徳 3 年 (1935)2 月 鐵 
| 准 剖 真 家 撲 村立 夏 家 要 初 色 小 敬 校 に 改正 す 。 
(m) 校 訓 
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勤 、 誠 、 男 

立身 の 本 を 養 ひ 、 謀 事 の 源 を 名 ひ 、 果 誤 の 行 含 を 鍛 へ 、 不偏 、 獲 立 の 性 質 を 完成 し 、 回 買 盛 侍 な 公民 と 
な る と 言 ふ と と を 意識 と し で ゐる 。 

( ふ ) 教育 方 付 
各 見 章 の 性 質 及 心身 紙 育 の 程度 に より 日 常 生活 に 必要 の 知識 技能 を 投 け 、 記 茸 精 腹 の 避 慣 を 三成 王 し め 、 
皿 愛 國 仁 に 親しみ 、 隣 を 慎 し 美徳 を 完成 せしめ る 。 

(=) 勉 張 の 方 法 
最低 年 級 に は 訂 華 式 を 利用 し 、 最 高 年 級 に 包 加 を 補導 す 。 

( ネ ) 教訓 和 之 標準 
校訓 、 勤 、 誠 、 田 
角 訓 、 宏 、 整 潔 、 勤 政 、 
週 訓 、 皿 孝仁 愛 信義 和 下 、 品 行 を 良く し 、 陸 に 角 め 、 時 を 惜 み 、 節約 す 、 規律 、 整 潔 、 寛 綴 、 進取 、 大 
譲 、 應 封 、 詳 健 、 互助 、 勤 券 、 愛 卿 、 自 治 、 知 行 、 湯 夏 

(へ ) 養護 方 法 
1 政 期 生 に 身 朋 検査 を 1 回 施行 。 
1 一 期 毎 に 1 怪 種 捧 す 。 
1 週 半 毎 に 1 回 大 拓 除 を 行 ふ 。 
限 生 身 通 の 銀 錬 
課内 の 園 骸 如 動 、 普 通 骸 操 、 朝倉 と 午 創 に 建 園 査 拘 を する 。 課外 の 個人 夢 動 等 を 行 ひ 、 清 潔 除 を 組織 し ゃ 
毎日 全校 一 切 の 整 潔 を 検査 す 。 












C+) 作業 教育 、 貸 施 汐 況 
毎日 数 室 の 整理 、 校庭 、 教室 の 掃除 を 師 、 生 共同 で 行 ふ 。 村 の 北方 の 隔 革 内 に 師 、 生 共同 で 楊 樹 、 柳 構 
を 230 株 植 へ 、 又 数 室 前 の 英 地 に 師 、 生 共同 で 草花 を 栽培 し て ゐる 。 

( チ ) 職員 及 教 員 並 びに 備 人 

校長 名 紹 漢 24 歳 で 沙 陽 問 立 新制 師範 届 校 卒業 、 月 給 26 彫 、 教 員 、 廉 燃 文 22 歳 鍼 准 下 立 と 人 範 束 業 月 
給 2 回 、 李 容 常 21 遊 陽 放 立 師範 了 校 卒業 月 給 22 回 、 失 商 操 ( 女 )24 歳 氏 賞 到 立 師範 陸 校 卒 業 月 給 2 
園 、 備 員 劉 化 月 給 7 回 、 買 春 条 月 給 7 園 で ある 。 

(?) 卒業 生 稀 況 

初等 8 年 級 男 27 人 女 ま 人 合計 31 名 

農業 に 就く 者 7 名 、 商 業 に 就く 者 1 名 他 は 上 級 に 就 聖 す 。 

( ぇ ) 許 室 敷 及 び 面 積 

校舎 8 問 房 子 、 敷 員 室 1 間 房 子 、 青 室 6 間 房 子 、 厨 1 間 羽 子 、 便 所 3 ヶ所 、 全校 面 積 絢 べ て 20,80S 座 


米 突 


227 
(ん) 例年 綴 費 


2.390 回 
( ヲ ) 各 抑 年 別 男女 生徒 敷 
1 悪 期 男 36 人 2 陳 期 男 29 人 
el (276 に 女 6 人 
9 陸 期 男 17 人 人 を 悪 期 男 。 33 人 
シ 5 人 2S 凍 ま UUAN 
合 計 男 107 人 女 49 人 計 156 人 


(?) 通 克 市 名 及 移 校 と 最速 距離 地名 

里 案 窟 棚 、 田 家 窟 棚 、 衝 家 宮 棚 、 黄 家 宮 基 、 用 佐 内 区 家 宮 棚 、 腰 修 は 學校 より 4 清里 の 距離 に 有る 。 
( ヵ ) 荷 宿 生 太 屯 名 

孤 山 子 8 人 、 江 家 屯 1 人 、 興隆 屯 3 人 、 小 名 突 碑 ま 人 、 姜 家 窟 棚 2 人 、 合 計 12 人 、 内 初級 8 年 生 3 人 有 

り 、 残 魚 は 高等 1 年 生 で ある 。 
( ョ ) 毎日 拘 生 出席 喜 席 状況 

毎 是 出 席 生 徒 は 生徒 絶 敷 の 約 90 % 以 上 。 
( タ ) 見 意 學 表 

悪 只見 音 で な い 者 5 歳 男 20 人 女 19 人 「 生 夫 赤き 89 


6 歳 ? 924 人 / 984 人 / 58 人 人 

RM 委 誠 請 ん 29 人 / 30 人 / 59 人 

8 直 / 22 人 ヶ 928 人 / 50 人 

天 了 見 音 の 症 国 69 / 109 人 / 171 人 
総計 377 人 

聖 齢 見 音 9 蔵 男 34 人 女 36 人 全身!0 人 人 

305 計 グ が  35 人 / 29 人 / 6# 人 

HL 基 / 29 人 / 19 人 / 48 人 

12 基 24 人 / 30 人 / 5 人 

18 蔵 / 28 人 / 21 人 / 49 人 

中 E 半 /I aI27 人 / 人 / 51 人 
総計 356 人 


(と ) 生徒 多 見 の 職業 


農民 115 人 工業 3 人 商業 6 人 数 員 1 人 符 察 6 人 
官 更 1 人 覧 者 ま 人 送 エ 25 人 和 計 161 人 で ある 。 


( ッ ) 本 年 度 入 學 表 


茹 1! 演 


哨 測 本 革 鹿 


間 還 弄 論 晶 導 


ニキ 


に Ii 

















以上 の 通り で ある 。 
(>) 葉 村 指導 


村民 に 植樹 を 勤 導 し ヽ 造 林 の 美徳 と 概 成 せしめ 、 植 樹 者 は 合計 20 倫 戸 で 提 、 柳 等 皆 で 450 株 に 達し て 


の る 。 
紀念 日 、 及 日 曜日 に 建 國 精 宛 を 宜 俺 し 、 以 て 一 般 民 繁 に 日 滴 不 可 分 離 の 開 係 を 徹底 尋 し め あて ゐる ろ る 。 
典 家 の 履 益 増 政 の 目的 より 家 音 の 改良 に 着手 し 、 校庭 を 開い て 畑 と し 範 を 謀 民 に 示 め さん と し で ゐる 。 


訓 民 の 就 陸 訴 問 
全市 民 敷 272 名 内 就 欧 者 (現在 就 聖 中 の 者 含む )61 名 で ある 。 
就 嘱 の 内 容 
現在 小 秒 槻 男 13 人 女 2 人 

中 現 校 男 1 人 ( 懸 城 ) 

日 語 自 強 玩 校 男 1 人 ( 糸 城 ) 

陣 院 男 1 人 ( 避 城 ) 

合計 18 人 
就 台 者 の 内 容 
中 克 卒 師範 卒 書房 (3 年 10 年 ) 私塾 (1 年 一 6 年 ) 小 移 校 卒 (中 途 退 壁 ) 合 
iW 訳 1 了 の 6 人 S 人 23 人 4 宇 人 


政 に 市 内 の 無 壁 者 と 就 聖者 の 卒 は 、 就 了 者 61 名 と し て 28% 位 で 有る 。 

就 陳 汰 態 を 農家 に よ つ て 見 れ ば 、 地 主 階 級 、 自 作 、 小 作 の 大 農 に 限ら れ て 居り 、 屋 農 階 殺 で は 、 唯 私 束 
を 出 た 莉 が 、40 名 農 守 に 有る だ け で ある 。 

以上 より 見 れ ば 、 如 何 に 農民 の 就 聖 座 の 低 きか を 推察 する と と が で きる 。 


第 五 委 衛 生 


ー 下 内 の 主要 病名 と 状 生 法 
( イ ) 風土 病 は な く 、 流行 病 で 困 つ た 事 も た い 。 
Cm) 感冒 ( 邪 ) 
を 唆 くし 、 湯 に 砂糖 を 入れ 呑む 。 
(へ ) 赤痢 暑 者 に 握る (病人 は 別 部 屋 に 就 法 さす ) 





(=) AM 病 問 人 RS 
(^) 上 産 産 凌 に 握る 。 


還 還 球 。 . 信 


( イ ) 巫 3 


巫 時 は 汐 の 命 に より 、 病 人 に 半 し 、 韻 忘 すれ は ば 加 病 退散 ナ と 言 は し て ゐる 。 


(Cm) 誠 参 左 
酒 、 録 頭 を 供 へ 新 る 。 


屋 人 沿 
夏 水浴 する だ け で 、 女 は 夜 人 の 門 久 つた 時 身 肝 を 洗 ふ ( 和 】 


四 起 師 


夏 察 楼 村 に は 満 人 の 漢 路 師 (王家 眺 、 高 基 ) の 3 人 が わる 
産 疲 は 夏 家 要 に あつ て 、 鐵 歓 家 立 産 信 習 所 修業 の 張 國 華 
市 内 に 於 て は 投 葉 は な い 。 

市 内 に 薬草 は な いと 言 ふ て ゐる 。 

起 料 費 、 起 葉 喜 。 

7 釣 農 家 で 14 園 、13 引 農 家 8 回 ( 馬 の 病 朱 )、 15 呪 深 家 


一 間 引 の 逢 哨 な し 
六 調査 年 度 に 死亡 者 は な い 


$5 歳 以 上 の 類 人 の 出産 回 敷 は 下 均 5 回 位 で ある 。 


TH 
り ミ コ 


e 


り 


と 


に 於 て ) 位 の ゃ の で ある 。 


と 言 ふ 者 1 人 で ある 。 


園 、32 釣 農 家 1 回 80 拾 鍼 の 外 に は な い 。 


第 六 節 風 俗 、 独 償 


ーー 粘 婚 
年 湯 


普通 結 娠 年 齢 は 、 男 15 歳 、 女 17 歳 で 昔 時 及び 現在 で も 早 同一 で 有る 。 特に 富 崇 
場合 に 、 家族 を 殖やす 乱 、 男 18-14 歳 で 結婚 する 事 が 有る が 、 屯 内 に は な い 。 


媒介 人 に より 双方 承諾 す れ ば 結納 金 を 女 の 家 に 納入 する 。 


< 於 て 家族 員 敷 少 敷 の 


委 司 寺 | 間 


章 党 本 隊 詞 詩 唱 
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金額 は 普通 所 で 80 彫 か ら 100 還 以 内 で ある 。 

富 功 30 園 か ら 50 賠 
富 帳 の 場合 、 金 と 其 の 他 に 着物 、 布 、 指輪 (金銀 )、 腕 輪 、 耳 飾 等 を 、 男 の 雨 親 と 尋 介 者 で 納入 する 。 
見 合 結婚 は 民 國 時 代 に は あつ た が 、 現在 で は な い 。 
婚約 期間 は 一 定 せ ま 、1 ヶ月 乃至 3 年 位 で あつ て 、 男 が 適齢 に 達し た 時 に 始め て 結婚 する が 、 婚 約 時 代 雨 
者 の 交 除 は な い 。 
結婚 前 2 ヶ月 位 前 に 「 過 息 ] と 稀 し 、 男 の 考 よ り 雨 親 が 録 頭 100 個 、 果物 等 を 持参 する 。 此 の 時 女 の 方 
で は 准 應 する の で ある 。 此 の 克 、 女 が 茶 、 卵 を 持つ て 来れ ば 、 1 彫 乃 至 2 園 を 女 に 遼 と し て 濾 す 、 叉 上 師 る 
時 女 が 見 送れ ば 、 門 の 所 に で 2 彫 乃 玉 3 園 の 悪 を し 、 富 典 に 於 て は 指輪 を 出す の が 普通 の 慣 御 で ある 。 


結 
1 日 目 涙 。 価 
2 日 目 司 。 旋 
9 日 目 午前 1 時 項 よ り 8 時 迄 の 間 に 、 嫁 の 乗 つ て 来 た 乗物 を 、 女 の 方 か ら 取 り に 来る が 、 此 の 


日 も 前 日 通り 親戚 、 胡 人 を 招い て 八 座 する の で ある 。 
工 の 場合 金 の 無い 時 に は 、 向 宴 等 は 無く 、 唯 沖 に 簡 寿 を し た だ け で 式 を 終る 。 
結婚 実 用 
富 壮 500 園 、 中 工 300 園 、 倫 間 100 園 乃至 200 彫 位 で ある 。 


で の 位 


普通 15 歳 以下 の 子供 の 死亡 し た 場合 は 、 栓 も な く 野 に 捨て て 理 非 する 様 な 事 は 無く 野 栖 し に し て 置く 、 富 
農場 合 に は 丁 を 用 ふる 

電 用 

地主 階級 500 賠 

申 典 / 200 一 300 周 

答 敵 7 50 一 60 周 

必 み 

必 み と し て 親類 は 豚 、 銭 頭 、 紙 、 現金 等 を 持参 す 。 

知人 の 場合 は 自 布 (上 等 ) を 持参 する 様 で ある 。 

非 儀 日 敷 

普通 3 日 間 で 親類 の 場合 は 3 日 間 基 虚 に 居る が 、 知 人 の 場合 は 1 日 し か 居 な い 。 
中 。 劇 

普通 白 厩 

一 般 に 頭 人 、 腰 布 (普通 7 尺 5 寸 ) を 苦 用 する が 、 貸 農 は 腰 湖 布 は 5 尺 で ある 。 
基 参 は 30 日 間 行 ひ 、 雨 親 の 時 は 100 日 間 疑 剃 散 胡 は 出来 な た い 。 
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三 苦 美 独 伯 


本 市 に 信 て は な い 。 普通 正雪 に 子供 の 無い 場合 に 貰 ふ 。 
正秋 と 美 の 槍 利 は 同一 で ある 。 

縄 足 の 習慣 は 巨 内 に は な い 。 

賠 片 の 吸 飲 、 嗜 二 、 人 上 身 資 買 も 行 は れ て お ら な い 。 


四 市 内 の 祭 、 召集 


恵 内 の 祭 と し て は 無い が 、 然し 村 と し て 夏 家 楼 に 有る 。 
1 陳 帝 脱 5 月 13 日 
湊 の 時 代 に 3 國 有 り 、 東 異 園 の 帝王 が 漢 の 開 座 を 客 に 呼ん だ が 、 之 は 開 芝 を 殺す 目的 で あつ た が 、 開 誰 
は 昌 身 、 秀 1 刀 持 つて 乗 込ん で 行 つ た の で 、 思 國 の 帝王 は 開 畜 の 威力 に 届 し て 、 共 の 目的 を 捨て ト し ま 
つた 、 共 の 時 が 正月 18 日 で も つて 、 此 の 日 を 宝 ふ の で ある 。 
供 物 
豚 1 頭 、 村 民 が 税 ひ 後に 分 配 す 。 
2 開府 誕 5 月 23 日 
開 帝 の 誕生 日 で 、 豚 1 頭 供 へ 村民 簡 草 す 。 
8 下 王 6 月 6 日 
是 の 華 生 少な く 、 農作物 の ょ く 出 来る 様 是 王 を 祭る 
和 ま 郡 王 6 月 13 日 
年 内 に 於 て 時 漁 、 水 害 に 容 ら ぬ 様 に 苑 王 を 祭る 。 


豚 等 の 供物 が ある 。 
5 炎 神 6 月 28 日 
火 の 害 の な き 様 火 禄 を 祭る 
村 祭 の 冥 用 
村長 以下 集合 相談 し て 、 旨 用 は 各自 公 下 に 割 営 て る 。 
一 同 の 代表 者 は 村長 で 有る 。 
農民 の 吉 業 


| 恵 内 に 於 て は 何 も 行 は れ す 、 高 足 踊 等 も な く 普 通 の 踊 も 時 に は ある が 稀 で ある 。 
季節 の 昭 答 

正月 に は 楽 子 、 果 物 を 賠 る 、 女 中秋 疫 同様 で ある 。 

慶 遇 の 騎 答 

市 の 場合 に は 、 類 粉 及 紙 等 を 財 り 、 度 の 場合 に は 、 指輪 (結婚 ) 腕 答 ( 出 産 の 時 ) 等 で ある 。 


凌 | 蛍 


に 
CC 


倍 
ey 


六 昌 党 六 


哨 昧 中層 謀 


攻 


否 蛍 本 時 虹 生日 演 


9292 
五 訴訟 犯 罪 
市 内 に 於 て 訴訟 等 の 事 を 起 し て ゐる 者 は 無い 。 犯罪 $ 市 内 に 於 て な く 、10 家 軍 座 法 と 言 ふ 事 $ な い 。 


六 家 屋 
夏 家 概 村 の 家屋 に つい て その 様式 に つい て 大 別 す る と 


名 和 棟 表 間 。 敷 
太 瓦 房 6 - 328 
人 に 議 E! 25 
福 草 房 15 75 
主 論 房 190 3928 
王 草 房 300 900 
計 445 1.355 


い 1 
本 屯 で は 大 部 分 土 草 房 が 殆 ん ど 全 部 を 占め 、 土生 房 は 約 そ の 位 で ある 。 矯 房 は 極め て 少く 、 褒 察 な どの 


秋 で 稀 に 見 る に すぎ な い 。 


第 七 節 農民 の 生活 程度 


= 居 
1 章 房 子 に 住む 人 敷 。 


富 2 人 板 敷 で 紙 天井 で ある 。 
中 ンコ 33 Ep 

筐 共 5 人  ? 

極 貸 典 ” 6 人 7/ 


廣 さ は 2 丈 、1 丈 8 尺 、1 天 6 尺 等 一 定 し て ゐ た い 。 換 無 に 就 て は 別 杜 ぜ ら れ て ゐ な い 。 探 光 は 窓 が 
有る だ け で ある 。 
年 工 、 日 工 の 絵 所 は 普通 家 者 の 居る 近く で ある 。 
EE ジジ 類 
普通 ま 季 を 通じ 1 季 に 1 摘 で ある 。 衣類 は 木 稿 で 柄物 等 は な く 皮 衣服 等 も な い 。 


詞 之 人 夫 
等 SN 机 、  、 千 、 燈火 ( 洋 燈 、 謙 燈 ) 等 。 
四 條 生計 症 


常食 は 高菜 、 帝 子 、 包 米 で ある 。 正月 に は 揮 子 、 帳 類 、 肉類 を 食 半 に 供する が 、 之 は 但し 美 察 の 中 等 以上 
だ 於 て で ある 。 

食料 鉄 乏 期 に は 高菜 を 粉 に し て 汁 に し て 食べ る 。 

楽 は 白茶 、 人 参 、 豆 角 子 、 南瓜 、 王 払 、 郡 、 大根 等 で ある 。 谷 小 根 茶 、 音 茶 、 克 茶 を 乾燥 し て 食べ る 8 
以上 の 如く 富 連 を 除く 以外 は 、 非常 に 生活 程度 が 低い 。 





吉 一 部 戸別 調査 集計 表 
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家 | 経 台 様式 農 
革 編 』 慕 放電 式 
巡 | 間 滞 2 細雪 

| | 請 凡 | 還 還 

| (中 内 縮 計 ) | 131 141| 48 
1 | 地 ご 3 2 一 
り 74 | 2| 5| ーー 
2 地 e 自 ・ 雑 人 ) h2 請 語 Ti 3 
4 | 。 自 2 4 1 
9 | 地 * 自 * 雑 ( 直 青 的 ) 2 2| p 
6| 地 ・ 以 (年 ) 1 1 地 
7 | 自 作 4 3 2 
8 | 自 ・ 小 | 7 5 3 
9 / 5 6 2 
10 / 3| 2 1 
11 / 2 1 2 
12 / 4 2| 2| 
13 自 * 引 (信和 ) 4| 4 1 
14 | 自 O 小 9 2 還 
15| 自 ・ 小 ・ 雇 CH) 3 4 1 
16 / (年 )| 4 3 1 
17 / (年 ) 4 5 1 
18| 自 ・ 大 (年 ) 4 5 2 
19 | / (年 )| 1 3| 1 
20 7 CH)) 1 2 1| 
21 | 7/ 年 ) 1 2| 1| 
22 ヶ (月 < 日 ) 2 5| 1 
23 1 小 作 4 1 2| 
24 | / 2| 1 2| 
25 | 小 ・ 茜 行商 披 美 ) 9 6 1 
26 | 小 ・ C 年 * 月 )| 5 6 3 
27 ヶ (月 < 日 ) 引 。 和食 引 
2 人 較 // (月 ) 4 5 2 
29 / (月 ) 2 | 1 
30 / (年 ) ョ 5 1| 
31| ァ CB) 2 中 2 

硫 (年 日 )| IM 。 当 
32 雑 ・ (行商 接 姜 )| 3 3I 
33 | 雇 ( 月 ・H)* 雑 ( 換 美 "5 2| 一 
34 | 雇 農 ( 年 * 月 | 2 外 。 喧 
35 | ?/ (年) 9 | 
36| / ヶ 2 CxB) 4 4 1 
37 | / て 」| Sl 還 康 三 
38 | 天 CD・ 雑 (本 )| 3】 5| 一 
9 較 KNO | 2 
40 | 見 業 ( 虹 答 ) ] SU 
41 | 舞 憎 ゴ | 着 。。 

















































































































































作付 地 耕作 地 | 詩作 物 名 
8 | 大 還 | 政 天 | 
人 w 政 | 航 | 茎 。 衝 。 
74610 90978 82180 172158 山 の た 還 朗 | 全 
) 250.00 3.30| = 。 3i90 | 一 Bl 誠 王 | を 
| 182.00 ー| 10.00| 題 す | ー gl 過 | = 
本 当 | 1 | 蔵 。 豆 、 1 沙 | 1 に 
|20900| 33300 | 33300 着 馬 、 肌 | 7 6 
?9.00| 56.00 ー| 5eool 7 | 1 1 1 志 
12.00 4.00 ーー 4.00| 高 業 | 一 一 | - = 
s 天 | | | | | | 記 因 中 は 
| に 号 、 高 秋 1 | 世 
| 1650 16510 粒 茸 、 毅 池 2| 3 
20| 7700| 13200| 20900| 7 | 1 2| 2 = 
一 | 2448| 1200| 36.48| / | ー| 孝 | 1| 上 
ー| 2zoo| isoo| 4000 7 | | 直 琴 間 |。 dl = 
記 上 間 770| 3000| 4720| 表 豆 、 高梁 、 暖 耶 | 一 | 1 時 
ー| 1350| 2000| 33.50| 7/ | 一 QJ 1 に 
40 呈 1200| 3650| 4850 隊 到 径 il 人 | 時 一 
030| 。 7.60| 35.30| 42920| 戴 豆 、 高 黄 、 毅 子 全 | 計 守 | 品 
ー| aisal 3300 74.30| 人 Ne 人 基 叶 2 2 
| 25ogl 44oo| egoo / | 当 | 楓 中 | 1 思 
寺川 800| 2500| 33.00| 蔽 豆 、 高 又 | - 一 | 1 1 
al 57.00 ーー 57.00| 上 学 * 吉 | 1 2| 1 | 
ー|| ie.00 ー| 1600 械 写 、 高 和 | 用 還 還 当主 | ほ 
0.20| 13.40 ー| 13.40| 7/ | 刀 -| 一 借 
回 3.50 ー| 350| 高 深 | 一 | 陳 誠 主 三 = 
ーー| 1.00 ー| 1.00| 議 生 | 当 還 計 E 語 連 
| 黄 号 、 高 各 | | 
ー ー| Mt09|. 1100 諸 務 、 最 省 | 一 L 腸 寺 当 
ーー ー| 。45.00| 45.00 / 本 5 
思 2850| 2850| 高 人生 表 子 ! 一 | 妥 | 一 ーー 
| 。 inol ezoo 68.00| 護 SS 還 ei 引 。 2 計 
ご | 200| 41o0| 4300l 想 豆 、 高 染 、 殻 子 | (3⑯) 軒 
ー| 。 3oo| 2400o| 4300 / | | ーー 
ヨ ー| 40.50 40.50| 凌 半 才 | ー| 。 人 衝 人 
凍 一 害 40.00| 42.50 7 | 吊 当 | 1 二 
生 一 0.40| 10.00 10.40 黄 5 生 認 =: 剛 = 
ー ー| 1.00 1.00| 蘭 | ま ニ ーー 
「 に | | まき に | II 訂 そ 了 志 1 
志 還 証 Gi20 0.20| 議 ll| 細 | = 
_ 王 0.20 0.20| / | 細 計 に 寺 | 
還 志 0.90 0.90 7 議員 訂 連 
、 丘 語 ーー 0.40 0.40| 其 未 | ま | 還 寺 | ー = 
、 拉 語 | 0.30 0.30| / | = ー| | と 
_ | I I 
コ 1 














一 ( 代 付 、 借 入 租 ノ 10.00 | 
_ 月 六 へ 出 和典 地 ヲ 借入 レ 
更 = 和 之 ラ 市 外 = タ 貸 
粉 故 し し ル モノ | 


] 「 


行商 鬼 葉 
行商 披 甘 


で 
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ささ さる 8 記さ ココ oo っ co o ょ o ト (半生 | 林 東 交 江 
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FO DD DD DD 
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Co PFGO DD CD 
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CN QN Q QJ QN 
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中 避 


CI 壮 ) 党 隔 時 沖 感 

















仁 窒 又 単 家 和 棚 軸 第 呈 鍵 家 
1 出 | 肖 秋 着 。 簿 。 後 移 。 動 。 
委 | 画 | 大 和 様式 | 身 
朋 | 係 地 | 年 代 1 2 3 4 5 | 6 
1 | Al 電 主 山 東 省 |200 年 前 | A 上 失 中 第 ? 正本 本 屯 本 屯 本 屯 本 | 
| 傘 州 府 | 部 守 商 相 
BI200 年 前 同治 5 年 光 結 26 年 宜 統 2 年 民団 3 年 民 國 $ 琶 | 
C ーー ーー 900.00 1,335.00 403.30 423.30| 
(40.00) (900.00) (245.00) (403. 8 (40.30) 
| | 雇 農 て 年 * 月 * 小 * 雇 (年 * 月 * 自 作 地 主 ・ 自 作 自 作 地 主 ・ 自 作 
| 師 日 ) 
| 12② IQ3③ 
| A 本 市 本 屯 に = 一 一 
| 康徳 1 年 康徳 2 
代 @ 275.30 275.30 
| 330)| (3.30) 
| リ 地 主 地 主 
2 | AM 主軸 東名 200 年 前 | A| 沙 第 7 弁 本 。 本 。 屯 本 。 利 本 。 面 本 四 | 
座 州 府 | 外 条 烏 棚 屯 | 
BI200 年 前 同治 5 年 光 縛 26 年 富 続 2 年 民 固 園 $ 年 
C ーー 900.00| 1.335.00| 403.30 423.36 
(40. 0O) (900.00) (745.00) (403.30) (40.30) 
D 選 農 小 * 雇 (年 * 月 ・ 自 作 地 主 ・ 自 作 自 作 地 主 ・ 自 作 
(年 * 月 ・ 日 ) 日 ) 
1 
3 | A 地 ・ 自 ・ 茜 山東 省 200 年 前 | A 鍼 准 薄 第 7 民 本 証 本 軸 本 証 本 市 本 
(あか 大 農 會 登 州 府 | 時 宙 棚 屯 | 
BOO 年 前 同治 5 年 光緒 26 年 宮 太 2 年 民国 3 年 民国 3 稀 
| C ーー 900.00 1.335.00 661.00 669.00| 
| (40.00) (900.00)| (745.09) (331.00) 339.00) 
D 履 No 作 地主 ・ 自 作 地 主 * 自 作 地 主 自 作 
4 | B 地主 ・ 自 作 山 東 省 200 年 前 | A| 本 記 本 恵 本 市 本 本 屯 本 
済 南 府 |B200 年 前 120 年 前 光緒 3 年 民国 6 年 民 較 19 年 民 園 1 価 
|G 14.00 14.00 11.00 31.00 51.00| 65.00 
| C - つ | (50.00) (50.00)| (20.00)| 46.00)| (60.00) 
D 雇 農 (年 自作 * 小 作 自 作 ・ 小 作 地 主 ・ 自 作 地 主 ・ 自 作 地 主 * 自 催 
| 
5 | C 地 ・ 自 ・ 雑 山東 省 200 年 前 | A| 本 市 本 市 本 市 本 屯 本 本 
( 需 青 的 ) BI200 年 前 IOO 年 前 5O 年 前 民 國 6 年 民 困 2 年 民 陣 9 
| 光緒 年 代 ) 
| C ーー 23.30| 53.30 65.30 18.30 17.06 
(23.30) (53.30) (65.30)| C18.30) Ce.00)| 
D 雇 冊 (年) 自 Ca 作 ・ 昼 人 



































証 本 表 = 現 レタ ル 所 有 及 耕作 面積 ハ 費 テ 誠 ヲ 以 テ 単位 トス 









周 14 年 で 民 較 14 年 ( 秋 ) 
562.00 


(455.30) 
自作 地主 * 自 作 


CS 30) 


b 主 ・ 自 作 地 主 ・ 


ト 屯 


園 1 年 () 
498.30 


(455.30) 
bh 主 * 自 作 





本 屯 來 住 理由 








民 較 14 年 ( 秋 ) 
562.00 
(455.30) 
地主 ・ 自 作 自 


(339.00) 
地主 * 自 作 








箇 本 


屯 本 


民団 19 年 康 徳 


669.00 








民団 18 年 
275.30 


地主 自作 


民 較 18 年 
.60 


FE 剛 徳 2 年 未 
(333.00) 


地主 ・ 自 作 地 主 ・ 自 作 





(65.30) 


屯 本 


康徳 1 年 府 徳 
448.60 


(423.69) 
作 


市 


636.00 





民 園 20 年 大 同 
275.30 27 


地 主 ・ 自 了 














| 家族 数 多 ク 生 洛 
| 困 次 トナ リ 還 本 


| キタ ク 券 
高 キ 半年 
| トシ テ 挫 屯 ス 


| No.i 諾 家 ト 同 
ジ 


・! 農家 ト 同 


% 


前 住地 山東 へ 耕 
地 少 ナク 生活 困 
難 ノ 乱 


前 住地 山東 ニテ 
生活 困難 クノ タメ 
本 市 ノ 草 分 ヶ 量 
氏 頼 リ テ 夫 住 


200 年 | 


200 年 | 








20 年 | 


20 年 





| 
| 





| 光緒 30 年 項 マ デム 旗 民 不 


交 族 ナリ シ 政 = 三 圏 ノ 名 
目 = テ 毎年 2 乃至 3 天地 


| 位 宛 取得 モリ 旗 民 交 産 ト 


ナリ テ ョ リ 委 = 土地 ヲ 財 


| ええ ぇ 民団 3 年 兄弟 5 人 
| ニテ 分 家 更 = 民 國 18 年 見 


芝 5 人 ノ 内 先 季 ノ 子供 2 
人 、 後 秋 ノ 子供 3 人 ト 2 
組 = 分 家 セ モリ 


Je No.1 農家 ト 
応仁 1 年 No.8 農家 ト 分 


| 家 ス 、 何 出典 地 40.00 玲 
| ノ 中 10.00 剖 ラ 小作 ノ 形 
文代 


= テテ 借入 と 和 更 = 


ジス 


民 國 3 年 マデ No.1 農家 
ト 同 ジ 

民 國 18 年 自家 力 不足 ノ 
タメ ー 時 自作 面積 ヲ 減 ジ 
タル ュ ト アレ 共 先 年 元 通 
リ = 自作 え 、 譲 徳 2 年 度 
未 33.00 癌 ラ 1.023 彫 = テ 


セラ レデ 


本 市 來 住 営 時 へ 雇 農 ト シ 
テ 生 活 シ と 其 ノ 後 賃 旬 時 
ヘ テ 洋 次 土地 購入 セリ 
康徳 2 年 秋 下 稚 後 = No.9 
豊 家 ョ リ 7.30 癌 ヲ 340.00 
彫 = ミ テ 購 入っ 第 7 表 = ハ 


| 含 マ レズ 


2 1 王 徳 
分 家 、 康 徳 1 年 土地 ラ 
| 仁 の 8 


開 昌 普 


員 党 


(! 状 ) 消 同 東洋 沙 








鐵 領 皮 量 家 高 棚 屯 






























































年 代 | 
6 | D 地主 ・ 選 農山 東 省 |200 余年 | 人 A| 不 詳 ! 本 本 恵 本 骨 赴 訂 
(年) 登 州 府 前 Ma0 年 前 200 年 前 IO 年 前 名 年 前 氏 国 9 庫 必 5 
病 際 詳 不 冬 不 詳 不 軸 10OD| 
| 話 不 詳 不 詳 不 詳 自作 - 誠 (和民 諾 (中 
7| 中 作 中 東 逢 150 年 削 | 4 陣 衣 本 本 相本 吉本 地 本 環 本 
| | 永 圭 西山 左 塔 (105) 高 家 房 屯 C16) 時 | 
| BIt50 年 前 5 年 前 22 年 前 民 囲 3 年 民 3 年 民 因 
| GI 不 詳 = 一 2.00| 5.00 
| | | 宮 2.00) 5.00) 
|D 雇 良太 農 人 記 (年) 自作 大 (年) 自作 * 履 諾 (年) 自 
| 
12) (13) 1④ (15) (16) 
民 本 屯 本 恵 本 本 十 本 _ 王 
| 還 民 賠 年 民 15 年 民 因 18 年 民 国 20 年 康徳 2 年 『 月 
C 116.55| 134.15 145.85| 167.30 
| 185) Q42 Cl11.95) Q4365)) Q65.10) 
| 自 作 自 
8 | A 自 作 ・ 小 介 帆 東 省 200 年 前 | A 隊 党 上 第 7 回 本 軸 本 証 本 起 本 利 本 
| 部 家 高 棚 恵 
130) 
B|200 年 前 同治 5 年 光緒 26 年 宮 2 年 民 園 3 年 民 
1O ーー ー 計 D 1.335.00 403.30 
| 40.00)| (900.00)| (745.00) (403.30) 
ID| 雇 農 年 小 * 雇 年 ・ 月 * 自 作 地 主 ・ 自 作 自 作 地 主 ・ 
< 日 ) 日) 
| Q② Q3 
| Al 本 恵 本 恵 ーー ーー ーー ーー 
虹 懲 1 邊 康徳 2 年 
|C 180.20 
| ・C119.20) 205 0 
D 自 作 自 作 ・ 小 作 
| | 
9 | C 自 作 *・ 小 作 山 東 者 200 年 前 | A| 本 本 本 本 本 
| | BI200 年 前 IOO 年 前 5O 年 前 民 國 9 年 民 國 15 年 識 総 
| C 革 縛 年 代 ) 
全角 | 一 23.30 53.30 29. 34.7 
| | (23.30)) (53.30)) (29.30) (34.78) 
| ID 必 農 PD 自 作 自 作 ・ 選 農 自 作 自 作 ・ 必 農 ( 
| 
| | 
10 | せ | 上 作 ・ 小 作 河北 省 120 年 前 | Al 訂 天 省 本 民 呈 二 電 本 利 本 本 
|BI20 年 前 1OO 年 前 光 精 27 年 年 革 3 年 民国 2 年 民 園 5 
|G は = 8.00 Sa り 
| | Gooo| Geooo】 qoo) K 
| 雇 農 (年) 必 農 (“WO) 邊 - 小 民 () 邊 自 * 小 ・ 訪 (年 ) 自 作 *・ 旋 農 ( 年 ) 自 作 * 雇 農 人 


誕 本 表 = 現 レタ ル 所 有 及 耕作 面積 へ 旨 テ 癌 ヲ 以 テ 菓 仁 ト ス 























= 家 業 才 避 | 本 呈 | 
本 屯 來 住 理由 | 在住 | 備 老 
1 
7 | 8 9 10 1 年 数 | 
| 
] 還 型 床 ! 写 ー ー | uk= テ 年 洒 時 POO 年 | 痢 発生 / 式 分 ケト シテ 
同 人 記 懲 2 | 竣 ト テリ タル 政 | 挫 屯 130 年 前 葉 = ハ 本 市 
「 1.00) | に し oy | ノ 全 面積 ラ 所 有 と 富 足 ヲ | 
Q5O ( 二 る | | 民 発 励 = 従 | 柳 メタ リ シ カ ド 90 年 前 = 
| 農 ( 年 ) 地 主 * 諾 (年 | 地 獲得 モン メ | 径 所 有 地 全部 ヲ 拓 ヒ 以 
' | | | 後 年 エト シテ 生活 セリ ト 
| | 言 フ モ 詳細 不明 ナリ 民 國 
| 15 年 弟 NNo. 21 農家 分 
| | 家 ぇ No.13 農家 = リ 5.00 | 
| | 束 入 典 シ 和 う 食 付 ヶ 肥 | 
| | ラ 年 工 ト シテ 自活 ス 
川 | 
屯 本 市 本 屯 本 屯 本 屯 | 生活 困難 却 ツ 前 | | 29 年 菩 初 年 エ ノ 座 賃 ラ 時 へ テ | 
| 住地 土地 痩 薄 | 土地 ヲ 買 ヒ 其 ノ 後 自作 と | 
剛 7 年 民 図 8 年 民国 8 年 民国 9 年 民 國 12 年 | ナリ シ 政 肥 汰 テ | テ 残 リタ ル 金 ヲ 以 ツテ 毎 
24.40| 35.05! 58.05| 68.05 73.05| ル ん 耕地 ヲ 来 メ テ 年 ノ 如 用 土 地 ヲ 1 天地 200 | 
(24. 40)| (32.85)| (S5.85)) (65.85) ⑦0.85)| 挫 貞 え | 岡 位 = リ 400 剛 位 マデ = 
に 作 作 自 作 自 作 自 作 | | | テ 29 年 間 = 167.30 癌 ノ 土 
| | 地 ヲ 獲得 モリ 
| 
| 
恵 本 恵 本 恵 本 屯 本 恵 | SE 1 農家 ト 同 | 70 年 | 康徳 1 年 マデ No.2 農家 
ト 同 ジ 分 家 直 後 康徳 1 年 | 
| 未 王 地 49.10 癌 ヲ 970 周 | 
較 14 年 G) 民 1 年 C 秋 ) 民 国 19 年 徳 1 年 康徳 1 年 | テ 走 却 と 更 = 康徳 2 年 2 
498.30 562.00 270.6 448.60| 229.30 | 月 35.50 状 ラ 1.200 間 = 
(455.30) (455.30) (260. 0 (423.60) (225.30) テ 喜 却 シ 132 束 ヲ 捧 外 青 | 
主 ・ 自 作 地 主 ・ 自 作 自 作 自 作 作 | | トシ テ 小 作 え | 
| 1 
] | | 
| | 
1 | 
8 | 
| 
4 | 
“ | 
| | 
恵 本 屯 == 叶 = | No. 5 農家 ト 同 |200 年 | 民 國 2 年 分 家 以 前 No.5 農 
徳 2 年 康徳 2 年 シ | 家 ト 同 ジ 康徳 2 年 末 7.30 
(10 月 ) | 競 ヲ No.4 農家 へ 訓 却 モ 
陣 | 34.78 27.48 | ル を モ 秋 収 獲 後 = : 付 第 7 表 
。 (36.48) (36.48) | 及 ビ 第 11 表 = 信 マレ ル 
* 小 作 自 作 ・ 小 作 
屯 本 屯 本 屯 一 | 一 | 本 還 ノ 草 分 ヶ 晶 |100 年 | 民 園 2 年 人 ノ 代 人 4 人 = テ 
| 氏 ヲ 頓 農業 涯 | 分 家 シ 民 囲 5 年 更 = No. 
5 介 圧 20 年 天 回 2 年 | 説き ピン | 17 農 家 ト 分 家 ス 
< ズ ス 
Ge 5 (33.00) (40.00) | 
me 小作 自 作 ・ 小 0 作 ・ 小 作 | 





















































半 営 
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II 油 ) 当 記 汗 語 


閥 1 壮 


員 誤 


CMM 拍 ) 混 記 慰 沖 滞 











































ー! 


EE 


敏 六 双 単 家 容 杉 軸 第 = 中 和 指 家 
| 
SN 叶 | 艇 普 | 溢 。 消 | 塞 和 の 移 | 馬 訂 等 
2 | Sg に 
衝 | 商 冶 箇 様式 | 身 | 
明 | 係 地 年 代 1 2 3 4 | 5 | 6 
11 | 自作 * 小 作 河 北 省 200 年 前 |A 本 頻 第 7 相本 懸 戸 屯 本 落 綱 戸 下 本 忠親 戸 恵 本 恵 本 屯 
順 天 府 | 半 戸 C10O) | 
|BI200 年 前 !27 年 前 130 年 前 IOO 年 前 光緒 6 年 玩 勅 25 年 
CI ーー 放 当 18.00| . 18.00 14.00 
議 | C100 00)| 10.00) 135.00)| Cu1C.00) (50.00) 
D 雇 農 CH) 小 作 小 作 * 雑 (旅館 ) 自 作 ・ 小 作 自 作 ・ 小 作 自 作 * 小 作 
| | 
12 | F 自 作 ・ 小 作 河 北 独 | 200 年 前 |A 本 氷 第 7 男 本 皮 絹 戸 恵 本 懸 網戸 下 配 網戸 恵 本 車 本 証 
| 順 天 府 | 蘭 戸 恵 OO) | 
Bl200 年 前 127 年 前 1I30 年 前 1I0O 年 前 光緒 6 年 死 閑 25 年 
| IO ー ーー ーー 18.00 18.00| 14.00 
| (100.00) G10.00) 135.00) C110.00) GS50.00) 
D 雇 。 農 CH) 小 作 小 作 * 茜 (旅館 】 自 作 ・ 小 作 自 作 ・ 小 作 自 作 ・ 小 作 
| | 
| | 
13 | | 自 ・ 小 ・ 雑 山東 省 |200 年 前 | Al 本 皮 第 7 央 本 屯 本 陣 本 屯 本 電 一 
| |C 大 師 夫 漁業 ) 南 府 者 宮 棚 証 
B200 年 前 民 図 6 年 民 國 15 年 民国 17 年 謙 徳 2 年 ( 夫 ) 
G ーー ーー ーー 18.90 18.90 
15.00) (46.50) (47.50) (48.50) 
D 選 農 年 ) 作 小 作 自 作 ・ 小 作 自 ・ 小 * 雑 C 大 
師 夫 漁業 ) 
| 
14 | 自 作 ・ 小 作 由 東 省 300 年 前 | A| 本 双 第 7 大 本 恵 本 画 本 征 本 屯 
| 登 州 府 公 欄 
| 2 前 光緒 27 年 民団 1 年 民国 3 年 民国 4 年 民 園 6 年 
| 30.00) Q200) 
| DI 屋 諾 ( 和 月 - 屋 農 Fc 月 - い < 雇 ( 年 う 雇 、 農 ( 年 ) 小 * 雇 (月 ・ 日 ) 選 農 ( 月 * 日 ) 
15 | E | 自 小 ・ 其 (日) 向 北 省 |120 年 前 1 診 村 屯 本 正本 屯 本 吉 
| BI20 年 前 IOO 年 前 光緒 27 年 宮 続 3 年 民 園 2 年 民国 年 
NO ーー ーー に | 8.00 2. 2.00 
| 誠 (20.00) (60.00) Q1.00) (30.00) 
| ID 以 。 農 ( 年 う 雇 農 C 年 ) 小 作 * 雇 農 ( 日 】 自 * 小 * 雇 (年 ) 自 ・ 雇 年 ) 自 作 * 小 作 
Al 本 ! 
| > に ーー 
尻 2 年 ( 避 
k | で 39.00 
(74.30) 
D 自 ・ 小 * 雇 CH | | 
| 
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本 記 
| 本 加 挫 住 理由 | 在住 
9 | 10 11 | 年 敷 
本 屯 一 | 前 住地 = テ 生 活 LOO 年 | 130 年 前 小作 ノ 労 ラ 旅館 
困 竣 トナ リタ ル | ラ 倫 替 シ 本 屯 來 佳 前 マデ 
民 賠 18 年 民団 18 年 座 懲 1 年 | 敢 本 恵 = 耕地 多 秋 績 モリ 本 分 家 
9.50| 9.50 9.50 | き ヲ 開 キテ 失地 | 光緒 6 年 = 3 人 = テ 更 = 
(30.70) (5.70)) (47.70) | 分 家 再 度 光 緒 25 年 = 分 家 
自 作 ・ 小 作 自 作 ・ 小 作 自 作 ・ 小 作 シ 更 = 民 了 國 18 年 = No.12 | 
| | 農家 ト 分 家 モ リ 
| 紫 ノ 吐 No.3 農家 ョ = リ 大 
| 地 12 ヲ 入 典 シ 自 作ろ 
| y 
本 地 本 屯 本 屯 | ー ー| No.11 農家 参照 1OC 年 | 民 國 18 年 以前 No. 11 農 家 
| | | ノ 項 参照 康徳 1 年 No.8 農 | 
民 困 18 年 護 懲 1 年 康徳 る 年 | | 家 = リ 土 地 13.00 癌 ヲ 130 | 
1.50 1.50 、50 | 則 = 入 典 と 現在 = 至 ル 
(30.00) 33.00) C3350 ) 
自作 小作 自作 ・ 小 作 自 作 ・ 小 作 | 
還 ー ーー = ー | 季 ノ 叔父 テラ 垢 り | 20 年 | 濾 満 以後 シク 年 エト シ 
テ 來 屯 ス 生活 シタ ル モ 本 上 忠 姜 家 
衛 棚 = テ 分 家 本 屯 = 來 人 
シテ 始 メ テ 小 作ろ 
| | 
本 箇 本 証 本 箇 本 市 El| 前 住地 = テ 生 活 | 35 年 | 民 較 3 年 = 地主 ノ 都 合 = | 
困 次 トナ リタ ル ョ リ 小作 中 止 モ シュ ト 
| 政和 塾 ノ 親 類 ラ 頼 アリ 民 國 13 年 = 屯 内 ヨリ | 
民 較 13 年 民 國 18 年 民 囲 20 年 大 同 2 年 康徳 2 年 リ テ 來 屯 ス | 5.70 問 ヲ 大 洋 60 則 = 民 國 
5.60 9.60 9.60 9.90 9.90 | 18 年 =4.00 誠 ヲ 泰 票 6.000 
(5.60)) 17.60) (30.90)| (42.90) (42.90)| | 剛 = テ 睦 入 ス 
証人 あ 自 作 ・ 小 作 自 作 * 小 作 自 作 * 小 作 自 作 * 小 作 | 
本 還 本 屯 本 車 本 屯 本 屯 | 農業 芝 働 者 トシ 100 年 | 民団 2 年 マデ No.10 農 家 
テ 本 屯 ノ 草 分 ケ | ト 同 ジ 
民 囲 13 年 民 四 13 年 民 較 18 年 大 同 2 年 康徳 1 年 | 量 氏 ヲ 頼 9 テ 來 | 民 較 14 年 項 き リ 修 裕 ノア | 
17.00 25.00| 39.00| 39.00 39.00| 佳 ス | ル 毎 = 10.00 誠 200 則 位 ノ | 
(65.00) (73.00) (97.00) (61.00) Co | 値段 ニテ 主 地 ヲ 購 入 シ 更 
自 作 ・ 小 作 自 作 * 小 作 自 作 ・ 小 作 自 作 * 小 作 自 作 * 小 作 自家 労力 ノ 増 加 ス ル ニ 
[ | 伴 フ テ 小 作 地 ヲ 増 加 と 現 
在 = 至 と 
' | 
1 こ 当 | 古志 | ーー ーー| 
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( 共 三 ) 















































昌紀 居 唱 普 


CM 導 ) 常吉 束 沖 騰 














閥 中 避 


員 避 


( 言 手 ) 沖 誰 東 汗 陳 




































































4 = ィ テート ニク ーー 3 
傾 領 長 単 家 宮 杉 証 第 s 起 。 壮 家 
3 膨 | 軒 | 帝 濾 。 消 0 後 の 移 。 動 。 着 
| 生計 暮 探 式 | 身 | 
有 | 係 聞 | 年 代 1 2 3 3 | 邊 計 | 6 
| | 
16 | E | 自 * 小 * 雇 (年) 河北 省 120 年 前 ^ 夫 大 各 西 人 電 本 屯 本 還 屯 本 屯 
因 PO 年 前 POO 年 前 玉生 年 生 生 3. 和民 較 2 年 民国 7 年 
| ②0.06)| (60 00 リ | に の ②1.00) 
|D 雇 農 年 ) 社 豊年) 小作 ・ 刻 農 ( 昌 ) 自 > 小 * 雇 (年 ) 日 作 * 記 (年) 自 ト * 刻 年) 
| | | | 
17 | 了 E | 自 小 * 雇 年 ) 河 北 省 120 年 前 | 4 に 市 本 本 車 本 証 本 季 
| 則 0 年 前 IO0 年 前 光緒 27 年 富 革 3 年 民 較 2 年 民 問 5 放 
| | ②000)| Geo6o) Qi (O. 50) 
| | ID| 雇 農 C 年 ) 雇 農 ( 年 ) 小 作 * 雇 農 ( 日 ) RG 以 諾 (年 】 自 作 * 雇 農 ( 年 ) 
| | | 
| | | 
| | | 
18 | E 自 ・ 雇 C 年 ) 河 北 独 120 年 前 | A 大 名 西 電 本 恵 本 二 屯 
| 時 | 
放 P 年 前 IO0 年 前 光緒 27 年 宮 統 3 年 民 回 2 箱 民 較 上 
| 20.00) W) (60. 0 1 30 誠人 人 
| D| 旋 。 諾 CH 屋 。 諾 CGHD は 作 訪中 (日) 自 "* 刀 年 自作 * 屋 ( 拓 邊 <: 奄 CB 
| 
問 
19 | G 自 ・ 以 ( 年 山東 省 不詳 !Al 不 詳 ( 不 語 ) 本 血 本 屯 本 屯 本 屯 ー 
| B| 不 詳 光 緒 10 年 民 図 5 年 民国 18 年 康徳 
GI 不 詳 ーー 王 1.00) 17.80 
| | | で) Q16.00) 
| D 不 詳 雇 農 C 年 う 雇 農 年 ) 雇 農 〈 年 自 ・ 選 C 年 ) 
時 
20 | C 自 ・ 雇 CH) 山 東 省 200 年 前 |4| 環 本 屯 本 電 本 軸 本 還 
| 武 定 府 IiBI200 年 前 ICO 年 前 光緒 12 年 民 較 6 年 民国 2 年 亡 竹 2 年 
| C 22.90」 53.30 65.30| 17.60 17.60 
| (22.30) 53.30) (65.30) (23.40) C13.40) 
| 農 C 年 ) 自 作 自 ・ 以 C 月 ) 自 ・ 居 月 自決 CHD 自 濯 CBD 
| | 
| | 
| | 
| 
| | | 
91 | D [ 自 ・ 以 ( 年 ) 山 東 省 |200 年 前 | AI 不 トド 本 軸 本 画 本 屯 
放 誠 | 登 州 府 Bl200 年 前 200 邊 前 5O 年 前 民 困 92 年 民 國 15 年 旭 
C) 不 詳 ド 詳 不 詳 不 詳 3.00| 3.90 
| | ③00) 
| | | | D| 不 舌 不 和 時 友 詳 自 作 * 導 農 (年 ) 居 農 C 年 ) 
| 』 1! ji 
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玩 
略 歴 表 okm) 
= 家 業 ラ 須 本 証 | 左 
ー 本 屯 來 住 理由 | 在住 | 備 考 と 
7 | 8 | 9 | 10 11 年 数 脱 
本 屯 本 中 屯 本 市 一 | No. 10 農家 ト 同 |100 年 | 民 國 2 年 マデ No.10 農 家 ト | 16 
| ジ | 同 ジ 民 國 18 年 8.00 ヲ 
民 園 18 年 大 同 2 年 康徳 1 年 座 懲 2 年 | 133 賠 = ミ テ 購入 謀 徳 1 年 
10.00 10.00 10.00 10.00 | No.2 農 家 = リ 16.00 誠 ヲ 
(22.00)) (43.00) (53.00) (69.00) | 150 剛 ニテ 入 典 ス 
自 * 小 * 大 C 年 ) 自 ・ 小 * 屋 (年 | 自 * 小 * 以 (年 う 自 * 小 * 大 ( 年 う | 
| | 
本 草本 屯 本 市 本 屯 一 | No.10 農家 ト 同 |100 年 | 民 國 5 年 マデ No. 10 農 家 | 17 
| | ジ | 下 同 ジ 民 國 14 年 7.50 誠 ヲ | 
民 革 14 年 大 同 2 年 康徳 1 年 康徳 2 年 100 彫 ニ ミ テ 買 フラ 
8.50 8.50 8.50 8.50 | 
G18.00) (38.00) (23.00) 33.00) | 
自作 ・ 小 作 自 ・ 小 * 以 (年 自 * 小 * 太 (年 う 自 * 小 * 雇 (年 ) | 
| 
本 屯 本 屯 | 本 屯 本 屯 一 | No.10 農 家 同 |100 年 | 民 園 2 年 マデ No. 10 農 家 | 18 
ジ | 参照 民 園 4 年 5.00 癌 ヲ 85 
民 國 8 年 民 較 15 年 民 較 18 年 座 竹 2 年 剛 民 園 8 年 = 10.00 剖 ヲ 8) 
17.00| 24.00 24.00 24.00 | 周 同 14 年 = 5.00 癌 8O 則 = 
Q14.00) (29.00) (52.00) (57.00) テ 買 と 同 17 年 = 恵 外 ョ リ 
自 * 小 * 雇 (年 | 自 * 小 * 雇 (日) 自 作 ・ 小 作 自 ・ 雇 C 年 ) | 22.00 競 ヲ 350 賠 = テ 入 農 
| 康徳 1 年 16.00 競 ヲ 200 
| 賠 = テ 入 典 え 
| 
= 当 記 = 一 | 通 欠 ノ 代 マデ 泰 | 50 年 | 民 國 19 年 No.28 農 家 = リ | 19 
天 省 内 ラ 韓 韓 ト | 1.00 癌 ラ 60 周 康徳 1 年 Yo. | 
シテ 生活 シ と 本 屯 | 8 農家 = リ 16.80 癌 ヲ 480 | 
| = 夫々 リ テ 落 チ | 園 ニ ミ テ 買 ラ 
斉 ク ト 言 へ 詳 | 
| 細 不 明 ナ チリ | 
| 
| | 
| | 
認 = 3 = ー| 生活 困難 ノ タ メ |200 年 | 100 年 前 未 友 地 22.30 癌 ヲ | 20 
丁 ノ 草 分 ヶ 遇 | 光緒 12 年 幸 地 31.00 康 ヲ 
| 氏 ラ 頼 リ テ 來 屯 | 銀 10 周 ニテ 民 國 2 年 大 洋 
| 100 彫 ニテ 12.00 競 ヲ 買 と 
| | 舌 ノ 代 上 兄弟 3 人 ニテ 分 宗 
| ズ | 
| | 
「 N 6 農家 ト 同 |200 年 | 民 國 15 年 マデ 6 農家 | 1 
| 本 恵 本 本 恵 本 王 lNo. 6 農家 ト 同 || 15 年 マデ No.6 農家 | 
19 同 1 同 2 年 康徳 2 | ジ ト 同 ジ 大 同 1 年 = No.28 
錠 2 還 a 二 衣 6 を 060 | 3.00 ア 出典 康徳 2 年 | 
、 (3.00) CC こつ (3.50) (3.50) | | 正月 同 護 ス 大 同 2 年 宅地 
自 ・ 雇 ( 年 選 農 ( 年 自作 * 雇 農 ( 年 ) 自 ・ 雇 ( 年 う | 性 員 42 
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( 出 凌 ) 添 謡 束 沖 左 






























































條 嶺 怪 単 家 窟 本 第 加 中 。 農 家 
閥 時 | 和洋 | 波 。 洋 後 2 動 。 並 
| 人 | 絶 休 株 式 | 身 
番 | 開 | 二 6 
時 | 係 | 地 | 年 代 
[ | | 還 ( 信 識 | | 
| 細 恵 
| 寺 | | 
| BI200 年 前 !97 年 前 130 年 前 1CO 和 。 前 光 精 6 年 光 緒 25 年 
川 @ | 三 三 18.00 14.00 
| Q00.00) Q0.00) G35 00D Cl10.00) (50. の 
| | D 雇 農 CH) 小 作 小 作 * 雑 ( 族 館 】 自 作 、 小 作 自 作 ・ 小 作 自 作 * 小 作 
| | 
23 小 " 尼 電 間 。 |O | | 。 | 。 | 還 
| | け | 
| |BIO0O 年 前 道光 初 年 民 國 8 年 民 國 9 年 民 財 19 季 諾 園 15 年 
CI 肖 25.00| 40.00 20.00 
| CE0.00) (55.00)| (eo.0) Ca Qto0.00) 
| 雇 農 (年 月 日 J 小 雇 (年 月 日 自 ・ 小 ・ 思 自 ・ 小 ・ 雇 邊 小 - 基 (上 ) 由 作 ・ 小 作 
| (年 ・ 月 ・ 日 )( 年 ・) 
川 | 
24| | 小 作 河 北 独 123 年 前 | Al 本 本 恵 本 恵 本 本 屯 
| 順 天 府 間 N23 年 前 75 年 交 緒 8 年 光 緒 11 年 民 団 6 年 大 同 2 年 
| | ( (30.00) | Q0.00) 
D 放 農 ( 年 ) 居 諾 中 ) 小作 * 雇 農 (年 ) 必 農 ( 年 ) 選 農 ( 年 う 小 作 * 以 農 (日 ) 
| | 
| | 
| | | 
25 | 政 作 、 雑 業 河 北 独 123 年 前 | Al 本 恵 本 屯 本 屯 本 恵 本 恵 本 記 
| (行商 、 投 代 ) 順 天 府 BI23 年 前 75 年 前 光 癌 8 年 光 結 る 年 民 因 5 生還 園 9 町 
| | | | 5! 30.00) Q0.00) C25. の 
| | 以 農 C 年 ) 雇 諾 年) 小作 < 記 諾 (年) 小 、 訪 (月 、 日 ) 小 作 雇 
| 央 | (SE ei 月 上 員 
| | | | 
| | | | 
26 | 廿 小 * 許 (年 、 月 ) 河 北 省 I!23 年 前 | Al 本 恵 本 恵 本 恵 本 恵 本 恵 本 恵 
| 順 天 府 |IBI123 年 前 75 年 前 光 8 年 光 結 26 年 光 緒 292 年 民 國 2 年 
| | CI| = 3.50 3.50 3.50 3.50 
| | | (で (30.00) Cu1.00)| C11.00) (21.00) 
| | | 了 | 雇 農 ( 年 ) 雇 Eo 小 、 選 ( 日 ) 小包 C 月 < 日 ) 小 ・ 選 (日) 
| | | 
| | | | | 
際 | | | 
27 」B 小 * 雇 (月 、 日 ) 山 東 省 200 年 前 | 4 本 十 | 本 屯 本 串本 本 軸 本 。 . 再 
| 演 南 府 |B200 年 前 1ZO 年 前 光 緒 3 年 民 國 8 介 太 同 3 年 康徳 2 年 
( 14.0U 14.00| 11.00 .50 2.50 
| (きき 50.00)| Cs0.00)) Go 0)| (25.06)) (43.00) 
| 世 | 雇 農 ( 年 う 自 作 ・ 小 作 作 ・ 小 作 自 作 、 以 農 ( 年 ) 自作 * 小 作 小 作 * 居 農 
| | (月 ・ 昌 ) 
| | RS 
28 | G| 小 、 玉 C) 四 束 和 不詳!Al 本 屯 箇 本 志 
1 Bi 光 。 閑 10 負 民 因 5 年 民 19 夫 大 同 2 人 徳 1 遇 懲 2 年 
| (20 0 リ (23. 00 (26. 00 リ (29.00)) (43.00 
| D e 農 ( 年 ) 小 、 写 6 う ) 9 自 、 小 、 0 MO 、 ・ 大 (月 
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略 礎 GE) 
- | 本 屯 來 住 理由 | 在住 備 老 番 
7 | 8 | 9 | 10 1 | 年 数 | 
半 還 癌 ま ー| NNo.ii 良家 ト 同 00 年 光 縛 25 年 次 No1. 農家 | 22 
| | | ジ ト 同 ジ 、 同 年 分 家 ス 
30 年 前 護 懲 3 年 | | 
1.20 1.20| | 
QO0O) Q.00) | 
自 * 小 * 居 ( 日 自 *( 月 日 ) | | 
法 庫 上 高 力 港 本 記 ー コ 土地 狼 少 ニテ 符 | 2 年 | 光緒 32 年 = 2 人 = テ 分 | 23 
ピ 力 過 剰 ノ タメ 土 家 民 國 8 年 =10.00 癌 9 年 | 
大 同 2 年 康 懲 2 年 地 ヲ 来 メ テ 挫 屯 = 15.00 誠 10 年 = 10.00 束 | 
70.00| 一 15 年 = 18.00 語 次 土 | 
(90.00) C111.00) | 地 ヲ 購入 和 得 モ シ が 何人 | 
自 * 小 * 雇 (CH) 小 作 | 口 多 ク 生 活 容易 ナラ ザル 
| 飛 分 家 シ テ 本 屯 = 來 り 小 
| 作 シ テ 生 活 ス 
| 
本 屯 二 デ | 耕地 少 テク 生活 |123 年 | 75 年 前 =3.50 敵 ヲ 膝 入 分 | 24 
康 筆 2 年 困難 ノ タ メ 夫 記 家 CNo34 外 3 人 下 共 =) 
| | 光緒 8 年 ビ 分 家 民 國 6 
(35.00)) | 年 ニ マ タ 分 家 ス 
小 作 | | 
| | 
| 
| | 
| | 
上 軸 ー ー | No24 農家 ト 同 |123 年 | 光緒 8 年 以前 No24 農家 | 25 
4 。 は ID 
に | 中止 と 康徳 ョ ヨリ 是 ビ 
(28.50) 届 iekd5 2) 
小 作 ・ 雑 業 
(行商 抜 全 ) | 
| | 
| 
| 
本 恵 恵 ーー No24 農家 同 123 年 | 光緒 8 年 以前 No24 ト 同 | 26 
康 午 1 年 康 値 2 年 | > 3 | ジジ 自家 愛 力 多 ク ナルト 
3.50) 3.50 | 同時 = 小作 地 ラ 夫 加 シ 小 | 
21.00)) (68.00)I ト 作 ノ 計 う 年 正 ラ ナス | 
小 作 小 * 刀 ( 年 * 月 ) | 
| 
| ed | No4 農家 ト 同 ジ 200 年 | No 農家 ト 民 國 6 年 以前 | 27 
| 同 ジ 以後 三 訟 = 長 り 小作 | 
| 地場 加 モ ル ノ ミ 他 へ 共 
| 作 チ シ | 
| | 
ー 一 ーー | No 19 農家 ト 同 50 年 光緒 10 年 迄 No19 農家 1 28 
ジ | ト 同 ジ 民 國 5 年 畑 5.00 訪 | 
| ヲ 買 と 民 國 19 年 No19 へ 
1.00 就 ラ 紳 却 ス 
) 
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| 順 天 府 年 前 75 光緒 11 年 謙 徳 1 年 康徳 2 年 
D 


31 


34 


30 | 











33 | 





F | 小 ・ 選 (日 ) 河 北 省 200 年 前 
| 原 天 府 


打 ( 行 商 抜 美 ) 永 下 府 





難 ( 近 美 ) 済 南 府 





HL 眉 農 ( 年 * 月 ) 河 北 省 123 
順 天 府 」 








| 
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農 (H) 小 





虹 8 是 國 
| 
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C150.00)| | 
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C80.00)| 
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本 屯 本 
民国 15 年 康 徳 2 年 
人 4.50. 





4.50) 
(@ 計 (42.50) 
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本 征 本 本 
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135. 0 0 00 リ 


放 館 ) 自 作 ・ 小 作 自 作 ・ 小 作 自 作 * 小 作 
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| 本 敗 古 洞 講和 本 懸 独 古 洞 地 の 本 軸 ー 
19 年 府 徳 2 年 


1 oo) 


00 


(でき 
農 で 年 う 自 作 ・ 小 作 自 作 ・ 小 作 展 諾 (月 日) 雇 農 (月 日 ) 雑 


|D 雇 農 (年 ) 雇 諾 、 
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全 還 上 示 m 菜 コ 2 | 先 中 全員 
本 屯 來 住 理由 | 在住 
7 8 9 10 1 年数 
ョ | ーー 9 ビュ ー No24 要 家 ト 同 ジ 123 年 | 
] 
| | 
| | 
= 本 当 ーー 一 一 仁 活 困 竣 ノ 久 83 年 
| | 
| | 
| | 
| | | 
本 屯 本 起 本 得 本 季 |Noi 左 家 ト 同 ジ 100 年 
30 年 前 民 園 18 年 大 同 2 年 座 徳 2 年 | | 
1.20 1.20 1.20 1.20| 
20.40) 33.40) (②0.40) Q0.40) 
自 作 ・ 小 作 自 作 ・ 小 作 自 作 ・ 小 作 自 * 小 * 屋 (日 ) 
| | 
| | 
| | | 
謀 紀 ー ー 一 用 成 う 額 サ テ 失 中 1 和 | 
] ス 
| | 
夫 | ー INo.27 農 家 ト 同 ジ 2 
時 | ーー | ー|No24 廊 家 ト 同 ジ 123 年 | 
| 
| 
| | 
| | 
| | 
| | 
| | 
1 
| | 
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光村 8 年 以前 No.24 農 家 
参照 府 徳 1 年 80.00 状 ヲ 拓 
外 普 トシ テ 小 作 委 年 40.0 


0 敵 = 減 ラ シテ ラ 月 工 | 


ラナ ス 


E| 民 國 15 年 土地 3.50 誠 ラテ 買 


と 康徳 2 年 始 々 テ 小 作 


ワン バジ 2 ジジ 


光緒 25 年 マデ No. 11 農家 
ト 同 ジ 其 ノ 後 更 =30 年 前 


= No.22 外 3 人 ノノ 兄弟 ト 


分 家 ス 


民 國 17 年 ミ 9 3 年 間 150. 
00 競 小作 モ シ が ガ 洪水 ノ 
タメ 約 2000 彫 ノ 損害 テ 


近 リ タル 政 維 境 = 階 り 以 


後 居 箕 トシ テ 滞 活 ス 


民 國 6 年 以前 No.27 農 家 


ト 同 ジ 民 國 6 年 分 家 ス 
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和 令 晒 単 家 宮 棚 重 第 量 人 糧 家 
wm | | 
| 貞 | 疲 洋 | 湊 活 午 処 0 ノ 、 な 東 四 生計 
香 | 耳 | 経 人 様 式 | 身 | 
如 | 係 地 | 年 代 | 1 2 8 4 5 6 
35| | 雇 農 (年 男 東 省 125 年 前 4 本 上 第 6 画 本 氷 第 6 克 永 本 *・ 一 ー ー 
| 登 州 府 | 導 6 の 安 低 | 
加 125 前 80 年 前 63 年 前 
| | | CO.20) 
| ID| 雇 農 (年 ) 選 農 (年 尾 農 ( 刈 ) 
| | 
36 | 雇 農 月 日) 山東 省 150 年 前 | 4| 本 嘱 本 皮 腰 人 遇 本 騒 傑 屯 本 紗 腰 低 恵 本 証 本 訓 
| 武 定 府 腰 傑 恵 123) | | 
| BI50 年 前 IOO 年 前 IOO 年 前 光 緒 30 年 宮 統 1 年 康徳 2 年 
1 C ーー 130.00 32.50 ー ーー ーー ニ 
| (130.00) (29.50) 0O.90)|_ (O.90) 
| D| 羽 農 D 作 作 雇 農 (年 ) 尾 農 (年 ) 雇 農 ( 月 日) 
| | | 
37| 革 | 雇 農 (C 有 ) 向 北 省 123 年 |A| 本 市 本 季 本 市 本 証 本 証 本 屯 
順 天 府 9 年 前 75 年 。。 削 | 緒 8 年 光 緒 11 年 大 同 2 年 康 竹 2 年 
| | (4 (一 う ) (30.00)| 3 
| D 選 農 (年 ) 羽 農 (年 ) 小 作 、 雇 農 (年 ) 刻 農 (年 雇 農 (第 雇 紹 〈 肌 
| 
38 | 選 農 (月 ) 山 東 省 7 代 前 |AA! 本 忠 第 7 大 任 本 市 = だ 当 半 ビー 
| 術 ( 粉 匠 〕 来 州 府 | 家 和 棚 
l 語 | 2 代 前 康徳 2 年 
0.40) 


D 以 農 (年 ) 雇 (月 ) 禁 ( 粉 区 ) 
| | 


39 | 雇 農 (月 ) 河 北 省 160 年 前 | | 法 庫 路 第 2 民法 庫 蜂 筑 2 還 法 庫 放 第 法 庫 忠 第 2 司法 庫 族 第 2 司法 庫 上 第 2 








2 店 
離 (行商 | 衣 府 A 問 宙 間 表 家相 大 家 帝 5 析 間 表側 志 胃 家 衣 机 表 家 記 棚 地 
(154 
| BIt60 年 前 140 年 前 130 年 前 120 年 前 65 年 前 民 國 』6 年 
| | CI 40.00 | 40.00 = 6.66 | 1.00 | 1.00 
| (40.00)| 140.00) | (26.66) (一 )| で 








| | | D 自 作 自 作 ・ 小 作 無 職 自 作 ・ 小 介 雇 農 (年) 屋 農 C) 








(! 
| 
昭和 7 出征 QO 本 第 7 = 



































40| 陰 業 ( 裁 維 ) 山 束 省 250 年 前 |A| 本 上 第 7 
| | 傘 州 府 田家 各 棚 恵 池 家 宮 棚 恵 | 規 樹 電 
60) ④ の 
24 年 前 民 較 14 年 民 較 18 和民 図 19 年 民 図 20 年 
D 居 農 (年 ) 選 農 (月 ) 将 ( 喜 災 ) 雑 ( 坪 災 ) ( 二 寺 ) 
| | | 
| | | | 
41|T | 3 和 前 |A 床 麻 戸 還 本 喉 親 戸 軸 麻宮 戸 軸 双 綱 戸 還 還 本 還 
ミ 附 | (@ | 
BEo0 年 前 97 年 前 HO 年 前 IO 年 前 光 縛 6 年 光 新 3 年 
呈 ! に 当 ーー 18. 3.0 
Qoo.00) Q0.00)| Gt35.00) GO0: 00) C3000) 
Dl 訪 農 CBD 小 介 小 作 小 作 小 作 小 作 





庄 本 表 = 現 レタ ル 所 有 及 耕作 面積 へ 線 テ 癌 ヲ 以 テ 草 位 ト スネ 














居 ( 朋 )( 和 商 





| 本 恵 本 市 


光緒 So 隊 竹 2 年 
8.00 





(9 
職 














本 屯 來 住 理 由 





11 | 
一 | 親類 ノ 娠 ノ 辺 入 
| 先 ラ 頓 リ テ 來 記 


一 前 住地 = テ 生活 
困 次 トチ ナリ タル 
蔽 親戚 ヲ 組 リ テ 
地 


| 
| 
| 
ー| 生活 困難 ト テリ 


タル 政 住 ミ 良 キ 
人 


加 | 親 成 No.11 農 家 
| テラ 頼 リ 9 テ 來 号 ス 


ー| No.11 農家 ト 同 





| 人 


| 年 数 





63 年 


27 年 








1 年 


S 年 


100 年 | 


123 年 | 

| 農家 ト 同 ジ | 
分 家 以後 以 農 トシ テ 上 生活 
ター 記 


5 年 | 
| ナリ 生活 坦 = 共 シ 土地 全 | 





| 本 屯 | 


| ル 賃 銀 ヲ 以 ツ テ 土 地 130. 
00 癌 ヲ 買 上 見 弟 4 人 ニテ | 
分 家 ス 光緒 30 年 項 き リ 生 | 

| 活 喜 = 区 と 土地 全部 ヲ 





備 考 


80 年 以前 兄弟 6 人 ニテ 分 「 
家 セ リ 


100 年 前 年 エニ テ 貯 ヘタ 


寺 シ 雇 農 トナ ル 


大 同 2 年 分 家 以 前 No.24 


任 家 各 棚 起 ニテ 年 工 ト シ 
テ 代 そ 生 活 モ シ ガ 本 市 來 
住 後 月 エエ 、 粉 匠 トシ テ 生 
活 ス 


運 先 前 住地 = テ 草 分 ケ 
シテ 生活 モ シ が 家族 多 ク 


部 ヲ 哀 却 モ リ 、 基 ノ 後 120 


年 前 項 6 人 = テ 分 家 シ 110 | 
年 前 ニハ 残 レル 借 カ ノ 土 | 


地 ヲ モ 宮 却 モリ 、 其 ノ 後 
民 國 6 年 、20 年 2 回 分 家 シ 
途 天 室 細 化 シ 月 工 、 行 商 
等 ヲ ナ シ 辛 ウジ テ 生 活 ス 


民 國 8 年 マデ 田家 商 棚 到 
ニテ 雇 農 トシ テ 生 活 モ シ 
戸主 任 束 貴 精 告 病 ト チ 
リ テ ョ リ 諸 所 ノ 知 人 ヲ 頼 


リッ ノ 家 族 裁 矢 等 ラテ ナシ | 


テ 生 活 シ 5 年 以前 再 ビ 本 
屯 = 楽 り テ 現在 三 到 ん | 
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. 2 家族 数 | 1 | 5 |11|18|15|18 
級 本 式 le\ 割 lllNMHIIIII 
| 計 | 4|10|12|114| 19 
ーー リー2 衝 記 / 
人 人 | 人 | 人 | 人 | 人 | 
| 計 272| 38| 42| 7| 13| 12 15 
|( 遇 内 納 計 )| 男 131| 18| 16 本 8 6 
| 14 川 20 2 7| 7 
| | 語 ド 絢 = 三 | 列 過 | 孝 1 
地 主 | 男 3 一 | | ゴゴ ーー 』 
| I 二 5 た 2| 一 | ーー 
| | | 
MI 2 
/ | ほ 明 2|| ーー ] ーー 
女 引 1| 2 
| ] | 
| | 語 23| 。 2| 4 出 還 3 
B・ 自 * 殺 各 穫 男 | 12 還 4 滞 | 昌 
| 補 き /| 女 | 11 所 外 | 王 | | 一 | タ 
| 久 6| 2 1 
地 0 自 且 労 還 | 2 1 | 
| 女 2 
| 
| 還 議 2 眼 測 陸 三 居 記 孤 寺 設計 
地 * 自 * 雑 ( 須 青 的 )| 男 2 1 
| 女 | 后 MaN 一 
| 
地 ・ 礼 Cp や)| | 財 -| ゴ ゴゴ ー 
呈 交 | 1 
| | 
| 計 | 国語 主 2 ー| 一 | 一 
自 合用 本 引 9 目 同 陸 議 司 
| 中 テ 4 5 
計 12| 2 叶 一 本 ュ 
自 ・ 小 | 男 2 才 軸 二 中 下 
| 女 5 0 人 に = 后 三 
| | | 
記 議 生 記 2 還 証 2 ー| 2 
/ 明 5 1 |] 記 は 1 
女 促 | 1| 一 | 一 | ュ 
| | 征 』| 引 。w2w 弄 記 誠 
| 7/ 男 | | 居 山 軒 =ー 情 当 情 二 陸 吉 
| 女 | 2| 1 三 デ 
| 
| 計 | 3| ーー 1 
〆 細 纏 | る | 性 | | 選 に 所 語 8 
| 女 | 人 
| | 
| 計 | 記 2 ニコ 山 重 
/ | 男 逢 1 2 一 ゴー ゴー 
| 還 和 計 也 陸 | 。| 
| | 
計 | 引 34 1 ー 一 一 
ョ 。 示 。 引 / 天 師 夫 \| 男 利 3 ゴゴ ゴー ゴー 
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900 認証 | 一 | 二 3316 競 二 | 呈 1 隊 | を リノ 搬 具 換 エ ラ 含 ふ 15 
| | | _ | 挿 具 中 ノ 日 数 = ハ 7 日 
ヨ | ーー ーーー ーー| に 1 ー デ 3715 朋 ーー テーー| | | ーー 簡 / 換 内 拠 コク 全 ス | !6 
| | | 導 具 中 ノ 日 数 ニハ 3 日 
ー| 一 | 1510 に 活 _ | _| ノ 挿 具 換 エラ 含 ふ 17 
ーー 52 中 2 ST 
| | | ノ 挿 具 換 エラ 合 ム 
ーー 全 当 | | スハ 目 | 
| | コ ゴ sl | | |- 半 4 
| | 導 | 
_ コー ーー ーー| ーー ゴー ー| 一 尾 | 才 | 三 | 9 
| 
叶 ヨ | | ゴゴ - ーー ー-| 一 ー| 一 |% 

















吾 演 喧 


CI 壮 ) 


癌 1! 党 
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UI 党 ) 党 専 導 海 










































































敏久 取 昌 家 窟 棚 屯 第 四 被 備 
| | 家 旋 | 自 家 芝 働 員数 | 基 賃 計 | 年 エ | 月 エ | 生 
| | 
和 | 始 血 式 | 耕作 地 有 全 訓 | 農業 | 他 業 大 | 双 質 | 延 
| | | le 現物 人 
朋 | | 男 | 女 | 男 | 女 | 男 | 婦 || 現 銀 現物 | 数 
本 較 政 2 人 隊 S 妥 4 回 | 5 本 人 B 
| | | 男 ーー 男 ーー 
中 邊 ・ 雇 C 年 う ) 350| il 2 ュ 1| ゴー| esoo| 一 | lesool - 考 二 E < 
| | | 女 座 
| | 
22 | 0 義 @iKEb( 陽 ま Gil ら 層 腺 に = に 0 二 較 coo 因 計 三 に M 二 選 区 生 
| | | | | 女 女 4 
| | | 
| | | 連語 男 3 
R 111.00 4 1 2ーー 一 ーー ーー | ーー ビデ ーー 
23 『 信 | 女 | 女 ニー 
| | 
| | hs = 当 結 2 語 
24 | 7/ 45.00 コ | 1 フ | = 女 に コ 
間 還 語 | | ] | 
25 | 小 e 弥 (行商 * 抜 養 ) 28.50| 3 6 1 一 | 時 一 | 300 ー| 一 ー| 一 陸 加 要 8 
| | | | | 
| | 
| | | | | | に 
26 | 小 ・ 訪 C 年 月)| 6800| 5 6 3 3 ゴー| eoo0 一 | |ssoo 一 退 ] 区 
27| ヶ cx 43oo| 4 3 ゴー s800 。 ゴゴ ーー 一瞬 コ 1 
| | 4 
28| 7 c8)| 34300| 4 3 コーー| ig -|- ー ーー 思 
| | | | 訂 
pd | / (月 )| 40.50 2 軸 箇 語 | 放 | ま 教 過当 議 用 00| 2 男 5 
| 0 | | 6 | 女 一 | 交 に 
| | | 
320| 7 ヶ C 年 | 42.50| sg gl コー 5ooo| 一 | sooo| 一 5 | 5 5 
| | | | 
| | | 
] | | 『 
引 | 7 Ci 10.40| 2 5 1 ココ ーー 295 -ー 一 ー 明 ご 入 了 29 
| | | | 1. 計 | 
大 (年 * 日 ) | 設 る 当選 当 隊 二 1 旨 | 3 
32 | (行商 * 近 姜 ) 1.00 3 1 64.30 | 1| 55.00| 庄 ー 女 15 
| | | | ! | | 
5 | 訪 有 By* 弥 綴 圧 】 一 | 5z ゴ ーー| ssoo HH | 一男 
| 言 | に 0 | 
34| 選 。 工 (年 JJ| 0200 2 2 コーーー|ni4soo| 一 | 31280 ー 才 遇 内 5 
35| ? (年 ) 0.20 3 3 一 一 一 | 50.00) _| 1 50.00 ーー 記 | 失 5 
| | | | | 
36| 2 .cmsgl 050 4 た 当 間 82:0 音韻 | 選 円 ー 瞬 隊 褒 
| | | | 
57 | 7 C) | 還 | 三世 語 2428 ーー 議 相 二 の 明 層 ミ 
| | 
38 必 C 朋 う ・ 雑 ( 粉 下 ) oc40| 2 5 ココ ーー 795 専 。 革 一 | 層 当 5 
| | | | 
39 | // / (行商) 0.30| 4 2 ーー| 一 19.50 ーー ー| | 上 選 際 回 
| 隊 二 | 
| | | | 司 計 四 た に 
40 | 栖 業 ( 胡 堪 ) ー-| | ゴーゴ 4 200 表 一 一 - 胃 コ 要 福 詞 
| | | | | 
41 | 無 職 | 証 当 了 り に ーー コニー 請 生 康 環 隊 二 ドー 基 コ - 可 
| | | 
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凌 みつ 
人工 和牛 大 | 換 エ | 独 大 共 他 彼 俺 左 
所 人 人 人 考 | 
生息 入 | 放 ロ 軸 方 | 証 ロ 軸 方 | 共 務 種類 | | 期 間 光 答 
朗 閉 迷 路 | 敷 現 銀 物 角 
| H 回 | ma 日 玉生 田 | 石 本 YE 
洋上 陽 ー| 一 ー| 一 ー| 一 g1 
計上 用 ドド | 1 弁 | 一 一 | 漆 . 業 | | 10 日 | 2.50| 一 一 | 2 の 
ー| 一 -| 2 竣 独 二 一 ー| 一 ー| 一 ー| 一 25 
還 和 上 に N 一 に 三 大 に ー 題 | 24 
ー| 一 | 一 | - ゴー ー| 一 ー| 一 雪 三 | 95 
二 上 5I ポ 三 に 生 | 違 電 ー = 隔 当 ー| 一 26 
ココ 科 昌和 革 ! と | 思 條 。 己 ー| 表 猪 具 ノ 日 数 中 ニム 5 日 
SE ノ 搬 具 換 エラ 合 。 | 7 
| |] 反 内 日 燥 ノ 中 = ハ 3 日 
1 | 15110 台 品 時 | ノ 挿 具 換 エラ 合 ム 
困 | 志 (| j 癌 2 し 定 挿 具 ノ 日 青 中 ニス 3 日 29 
ノ 挿 具 換 エラ 合 ム 
| 呈 k 時 生 : 志 | ー| _ 挿 具 ノ 日 敷 中 =^ 5 日 
1 | | 1830 骨 ノ 挿 具 換 エ ッ 全 ユ 29 
| _| ao 品 | (本 / _| | 衝 具 ノ 日 数 中 = ハム 5 日 
| 三 1829 有 跳 ノ 挿 具 換 エラ 含 ム 30 
IO 日 恵 外 車外 20 日 除草 (小生 
ーー 還 訂 呈 | 記 = ー| 一 ー| 一 隊 り 落 地 播 | 31 
1 日 朋 | 2 上 地 播 | 3 
ゴー ゴー ゴゴ ゴー ゴー ー| 一 ー| ー| 一 32 
] 
ゴー | ゴー ー 一 ー| 一 思 属 35 
iss 王 | 四 ドー ー 一 ー| 一 ー| 一 24 
sl 暫 二 ー| 一 選 。 選 | 35 
造 34 日 | 17.00 2 
中 叶 紹 生生 (| レデ 人 4 57 是 3065 36 
ーー ゴゴ ー| ゴー = 記 ー| 一 ー| 一 37 
- 当 議 き ョ 思 【 怖 記 | 記 村 | 5 ヶ月 | 57.50 志 呈 | 38 
lo 公有 に = = | 39 
本 ee に Et こし 中 に コ  ー 40 
1 | 
ii ー| 一 に 当 蘭 語 41 








呈 普 避 唱 演 


II 准 ) 沢 窒 痛 立 衝 


常 形 導 吉 剤 


(1 ) 
















































































鐵 失 双 里 家 宮 柳 屯 第 一 雇 備 
| | | 家族 | 自家 芝 働 員数 | 序 質 計 | 年 ェ | 』 ヵ エ 靖 半 
家 | 加 稚 様 式 | 耕作 地 | 全数 | 農業 | 他 業 | 1 = 還 還 較 
番 | | 現 銀 現物 人 数 | 月 延 日 数 
脱 | | 男 | 女 | 男 | 女 | 男女 現 銀 現物 | 数 | 現 銀 | 現 物 
| リョ wiP2A 図 映 國 陰 回 | 選 人 画 | 到 入 別 - 画 | | ma 
| 放 和 記 12205815] 48 29 | 2| 10m95 詳 0 9 57m0 ーー 
、 | li 語 N | 当 、 | 則 ニ 屋代 ee 男 一 
1 | 地 詩 | 339| 3 2 15.00 本 | 一 
| | | 一 | 一 ー| ーー: ーー 
のり | / | に 2 引 = 寿 | 財 | 2.00| 一 | 一 ーー ー 居 | 員 引 ー だら 
| と / 粉 房 民 | | に | | 男 2| 4.0| 3200 一 ) 男 250 
5 自 山 (0) 333.00| 12| 11| 3| 一 | 3 661.50 e| 39500 一 宛 コー ー ココ 
| | | | 
| | 人 男 と 一 男 65 
4 | 地 s 自 56.00| 2 4 作 1 1| 1 21.50 ー ゴ 一 恋 ー| 一 を - 三 
5 | 地引 * 状 < 理 )| 40032 ココ | コー コー 一 - 朋 ココ 2 
| し | | 男 ーー s 繧 ーー 
6 了 ・ 以 G⑯| ーー ゴゴ ー | に 3 ここ ゴ 婦 一 
7 | 四 太 | nesuol 4 2 3 コー zssS4o| soo ーー 
8 中 。 。 名 209oo| 2 la issog| ー 3 riozoo 2 2 34 
| | 
| | | 計 = ココ | = に ー コ | 男 一 
9 / 326:48 軸 5I 目 6 目 2| 上 計 上 = ニー 一 用 ー 一 _ ー 女 一 
| 
| そ | | 当 ー 抑 3 
10 2 40.00| 3| 2| ーー コー 180| 一 | 一 一 ー 修 | . 当 | 還 隊 当 題 に RS 
| 記 = = 一 ) 男 
1 / 2220|2 il 当 NE に :2n 演 板 当 記 三 - 楼 | 盾 な 細 還 SS 
| | に | _ 慢 当 | 妥 所 ーー ーー 男 11 
12 / 33.50| 4| 2| 2| + 4.10 本 語 計 ! Pc ニー 
| | 
E 癌 大 )| ーー ーー 一 男 一 
13 | 自 "< 挫 ( 48.50| 4 久 4 1 3 可 一 ー ジ | デ 王 - 陽 = 認 | まっ 2 証 ミ 
| | | 
| ーー| 
14 四 ・ 人 名 名 al34 コ ー| 4 人 aa コ コー 一 直 ーー 同 に 
15 | 邊 2 太 CH)| 74.30| 3 4 | 42ーー| 400 ゴー 一 - 人 に 拉 当 ー 税 
16 / Ce)| 596I 語 2 隊 逢 細 3 選 当 罰 還 566 = 主旨 還 一 授 知司 ー 衣 40 
7 | / (| 3300) 4 引 3 コー ーー | | ニテ ー 双 で 1 先 訂 当 ー Sa 
| | 「 」 
18 四 。 大 C 年 う | 5700| 4| 紀 2 コー ゴー ゴー ゴー ーー 才 選 ここ 
| | | | 
| / モモ | | = _ 昌男 ー! 一 | = 一 ! ー 男 ーー 
19 | 有 (年)| 1600| 1| 3| 1|! 一 8.00| 一 | 一 四 だ ト ・ テ | ー 女 一 
調 | 




















































































































思 際 師 夫 
| 計 修 織 
凍 ノ 人 
( 打 更 的 
大 師 夫 
本 








23 ヶ 月 


70 日 

」 貞 月 1 日 一 12 月 
830 日 2 ヶ 月 
10 33 日 
2 10 日 
|2 月 1 日 一 10 月 
30 日 9 ヶ 月 
1| 2 月 1 日 一 11 月 
9 日 9 ヶ 月 
1 3 ヶ 月 
1 20 日 

















大 世 夫 へ 3 ヶ月 (11 月 1 

| 日 一 1 月 30 日 ) 10 岡 ノ 
| 数 約 ミ テ 太 と 上 エエ ノ 時 
| 5 賠 浦 エ ノ 叶 5 岡 ラ 支 
4 


| 営 地方 ニテ 挿 具 換 エエ ト 
舟 シ 人 が 役 畜 ニッ ツイ テ 


| 般 中 = ニ 入 レタ 以下 同様 


5 日 間 挿 具 換 エ アリ 挿 


中 三 合 ム 


| 3 則 上 換 エアリ 


具 中 
8 明代 換 エア 畠 


具 中 = 含 ふ 


_ IO 日 回 リ 地 


具 中 = 


NR 


具 中 = 含 ふ 


9 前 角 上 換 エ アリ 押 
具 中 = 含 ふ | 


ー| 8 日 間 挿 具 換 エア テリ 挿 


具 中 = ニ 含 ふ | 


ー| 2 日間 導 具 換 エア リ 搬 
具 中 = 

| WMA エ ア y 拓 

うう 


具 中 = 











村営 


(1 洛 ) 党 宮 導 吉光 出 深 


剖 


沢 理 党 主 


03) 
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| | 家族 | 自家 共 働 員 数 | 券 賃 計 ェ 油 | 
ネ | 吉谷 杯 式 | 示 作 地 全 融 | 誠 業 | 他 生 | 攻 貸 | | 
| 現 銀 現物 人 雪 | 延 昌 数 
遇 | 男 | 女 | 男 | 女 | 男女 現 銀 現物 数 | 現 銀 | 現 物 | 
| | 意 | 凡 凡 和則 凡 メ 四 | 稀 人 | 相 | 大 人 朋 画 列 。 
90 川邊 提 5 記 旋 GBD 5340 半生 | 隊 2| 証 に = | | 較 較 1gidnl 考 還 に 証 還 ー 懇 当時 細 - 揚 g 
| 
| | 8 | 計 = 店 洗 憶 | 請 一 
21 | 2 CD)| 35|n 4 時 | | 層 要 還 計 一 婦 
2 員 隊 還 (GS) 還 220g 還 2 細 SNiial 当 庄 邊 当 人 才 
| | 際 5 6 - 條 こ コ 
23 $ 視 | Tee 必 mil ニー に | る ak | 一 - 惨 時 し に 攻 | 間 
24 | / 45.00| 2| 1 2 ゴゴ 一 1.50| 一 | 一 詞 一 居 HI を お 語 ー 語 う 
25 | 小 < 雑 (行商 * 抜 導 | 28.50| 3 6 一 | 一 一 | 三 | デー 雪 | 一 革 語 蘭 は し | ほ '20 
| | 女 女 
26 | 小 ・ 雇 C 年 月 )| 68.00| 5l 6 3 3 一 ー| 一 一 | ゴ 男 還 き 
| | 女 女 
| 
27 | 7 CGC 月 HI 4300| 5 4| 3| 一 | 一 に =| 一 層 、 語 手 茹 
| | | | 2 女 
28| ゥ C)| 430 2 5 2| 2 ゴ 色 ュー コト 評 計 際 
| | | “ 
| | ー | 馬 一 
29| ? 8)| 459| 2 コー コー コー 語 計 2 訂 性 | 計 に ー - = 
| | | | 
320| ヶ | 4250| 5| 5| 1 記 ー 才 を ll) 。 計 計 = 給 大 
| 居 | | 
31| 2 本 記 10349 目 2 55 上 2、 | 一 に | on 人 ー 四 ーー 記 Si | 記 
| | | 
| 雇 (年 日 本 男 。 
2 閑 ( 失 ・ 行 RI lkN Na 細 証 宮 2] 回 に だ ーー 
| 6 | 
33 写 ・ 条 | | 2 1 し ニコ = ーー 区 = = デ 記 - 綾 村 
34| 屋 。 長 GW<)| ozol 2 2 ゴー | ーー - 枯 ヨ ヨ 松寺 
上 | 
上 | | 
35| 。 7 年 ) Oi20| 訂 SI 販 3 に 記 記 当 記 ee 寺 志 。 三 | 喧 | 上 NE 絆 5 
36| 2 Ne 099| 4| 4 コー ーー (に 3 
| | と | | 女 = 。 2 性 記 際 三 
| 
37| ヶ 9⑪ = 3 ニーーー-| ニー 。 ーー 附 | 軸 時 還 に 5 
L_ 日 ) es 放 三 へ | | ie 二 = ニ (で ど | | 衝 王 =| 夫 生 らち に | BB 1 | 男 アー 
58 | 屋 OH)・ 皆 ( 臣 | 040| 2 5 2 2 
「 | | 
39| / (行間 | 030| 4 4 コー コー ー| 一 | 一 ー 上 le 座 画 ヨ 欄 ご 
| | | 
gl 業 ( 坊 稀 ) | 3 コーー| 2 ー| 一 | 一 ] | 時 
q 際 職 耳 ー| ゴ 一 共 ゴー と | 時 
| | ! | 



























































| 
紅 エ ノ 差 引 計 算 = 於 テ 
1 日 分 40 袋 ヲ 支 撮 ラ 


| 日 間 ノ 閣 具 換 エス 挿 


| 具 中 = 含 ム 


| 


|3 日間 ノ 抽 換 エ ス 押 





具 中 = 含 ふ 
に 当 隊 間 ノ 挿 具 換 エ ハ 挿 


中 = 含 ふ 


5 日間 / 失 挨 エス 


| 具 中 = 含 ょ 







































































半日 意 


中 党 


CIU 半 ) 滞 音 痢 吉 避 

































































鐵 領 双 昌 家 帝 棚 屯 第 大 労 働 
基 ーー 
| ] | I 
| | | | 作 序 貨 以外 ノ 知 奥 
麻 価 者 年齢 葵 務 種 類 ) 期 間 能 力 
| | | 物 | 玉生 凌 | 導 な | 
呈 剤 ] 人 間 四 コ 
Gb 2 中 2 | 
3 | 28| 打 頭 的 | 2 月 1 日 |1.00| 85.00 ーー の 5 10 月 以 後 
| 10 月 30 日 全 領 支 玩 旬 3 二 
| 一 | | 生 | 2 月 中 3 回 / 
/ | 28| 三 打 頭 的 / 1.00| 75.00| 2 / 
ヶ 。 | sg 超 事 的 09 Iroo| 7000 に 3 7 / 
7 24 障 賞 的 | 月 HDV75| 4500 ーー ク 2 
翌 記 | 2 月 1 日 中 20 有 60.STii 回 8 
D/ 28| 7/ | 10 月 3 日 1.00| 電 人 | 人 を 人 額 支 挑 / | 
/ | 25| し / / 1.00) 60.00| = / 7/ | 
り 。 | 52 大 人 夫 生 朋 5100| 8000| ー / | / 
/ | dQ 打 更 的 誠 和 8 100| 3000 ー / ヶ 
7 | sl 打 頭 的 5 1.00| 50.00| ー|3 月 中 1 回 半 | 2 月 中 10 月 以後 2 同 外 3 同 
8 se 7 上 1.00| 65.00| 記 7 普 通 3 回 夫 大 12 瑞 | 
/ 2 隊 営 上 | 37 / 内 | 
4 | 2 賞 的 | 2 月 i 昌 100| 37.00 こう 
義 球 司 | i 者 的 | 月 Hoo| ー 責 業 Ii 末 恒 や ー 
村 公 所 | "| 3 | 10 月 30 日 | | 10.8 石 | 
5 7 破 2 月 7 日 | 5 
全 共 証 | 急 打 項 的 | 記 丘 2 | 66.00 ー|3 月 1 回 玩 2 月 中 ト 10 月 以後 2 同 外 3 同 | 
| 1] 
第 7 6 。 | 2 月 2 日 sa / 
釧 成 維 52| 天 。 師 夫 11 月 1 日 9 63.00 2 月 1 回 抄 
第 7 硬 | 2 月 1 日 / | 
到 | 34 打 頭 的 | 語 有 LOO| 2000 一 |2 月 ト 3 月 2 回 区 / | 
第 7 必 2 月 1 日 | 
貼 醒 委 | 釣 7 | 5s0H 99| 2000 ー|2 月 ト 3 月 2 回 / | 
第 7 硬 | 国 う 3 ま ii28 還 1 日 4 抄 7 
特 業 | 人 障 党 的 | 高 且 LOO| 5000 2 月 ト 3 月 2 回 革 7 | 
第 7 居 2 月 1 日 | | ] 二 | が | 
ー 要 33 7 6 月 30H 1075| 50.00 3 月 ト 4 月 2 回 | 
第 7 大 | - 2 月 5 日 時 ロ 
年 願 (の 32 打 頭 的 11 月 4 日 1.00| 68.00 3 月 15 日 1 回 著 / 
第 7 司 . 詳 上 2 月 1 日 | MIR2 有朋: ド 
詞 衝 帰 | | PHS9a IT 2 3 月 1 日 マデ 全 拓 拓 | 
第 6 因 | 2 R 2 月 8 日 = 三 ュ 前 | 
人 業 | 2 障 営 的 | is 075| 5000 1 回 前 現 / 「 
第 7 大 | 2 月 1 日 | ニ | 
間 29 / jo 月 S6H TOO| 5500 2 月 15 日 1 回 著 「 
| 
征 7 大 5Q| 打 頭 的 | 2 月 1 日 |100| 63.00 | 始 メ 1 回 革 / | 
名 抽 氏 10 月 30 日 | | 
| 
技 匠 | 22 電車 的 | 2 月 1H|L0O| 6500 一 |2 月 1 回 
釧 「 | 10 月 30 昌 | | | 
| | (| 

















し / 
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8 , 第 7 大 | 
保 対人 アリ | 知人 | 宮家 移 析 
| , | 第 7 硬 
"| 。 | 独 吉 油 地 生 
/ | / / 
] 
の 7 
直接 口頭 7/ 第 は 和 欄 
/ り | 本 屯 18 誤 ) 
/ / 第 7 二 
万 家 羽 身 屯 | 
第 7 攻 
7 | 部 家 記 棚 
| \7 古 
4 と す 
7 | 知人 | 配 35 脱 ) 
・ .。 | 第 7 硬 
友人 | 水田 交 旭 
り / | 知人 / 
保 庄 人 アリ | 役所 本 起 (5 腕 ) 
直接 口頭 | 知人 | 本 屯 C6 朋 ) 
| | 
保 座 人 アリ | 他人 | 本 屯 Q3 名 ) 
直接 口頭 | 知人 」 ヶ Q16 誤 ) 
| 
/ | 友 / C17 朋 ) 
保 対人 ア リ 7 (17) 


| 知人 


直接 口頭 | 親類 | 本 忠 C9 脱 ) 


2 。 | 知人 | 7 (Gi 肝 
/ | / / (26 惑 ) 
| | 
保 座 人 アリ | 他人 | / GO 朋 ) 
六 口 頂 | 本 四 G32 有 
| 
保 詩人 アリ 知人 | / 34 名 ) 
| 
/ | 知人 / (34 朋 ) 
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// 

農 | 
SUO22K 
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月 1 日 デ ャ メタ ル ラ 以 テ 選 主 =18 財 
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始 メ 9 ヶ月 契約 チリ シ が 、 本 人 が 7 
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夫 
| 
| 
| 
雇 休 者 | 年 齢 | 符 務 種類 | 基 問 | 能 カ 
| | 
SI 5 S 月 日 月 昌 | 
C 本 )| | 
| | 
1 | 30| 大 夫 | 11.1 一 12.30 1.00 5.00| ー 初 メ 1 回 
3 30| 隊 営 的 | 4.18 一 6.18 1.00| 16.00 一 | 5 月 15 日 1 回 抄 
// | 20 / Z.15 一 9.15 100| 16.00| = 添 工 1 回 提 
| | | 
/ 40| 】 4.18 一 6。 9 .00| 者 韻 
| 粉 18 一 6.18 | 1.00| 16.00 移 了 後 1 同 ) 思 朱 
/ | 40 / 12. 1 一 12.30 | 1.00| 17.50 ー- 5 回 
7 | 26| 了 苦 営 的 5. 1 一 7. 1 | 1.00 = 高梁 5.40 | 1 ヶ月 後 1 回 朱 
/ | 26 / 720 一 9. 6 | 100| 1200| | 2 回 
| | 
| 
8 | 28| 二 打 頭 的 9.21 一 12.21 1.00, 9.00| ーー 前 1 回 朱 
| | 
4 | 32| 障 賞 的 | 7.1 一 9.1 100| 16.00) 2 回 
の 3 | 30 7/ 8.14 8.30 | 1.00| 6.00 ーー 満 工 1 回 
| | | 
Cm 。 多 | | 
7 I 
多 紗 兄 | 40 陸 営 的 | 410 一 6.9 100| 14.00 計 3 回 
7 郵 兄 」 40 / Z.1ー 9.10 roc| isoa 三 3 回 
第 6 | 人 は 
第 6 房 罰 外 | 49 倒 例 的 | 6i-8i 100| 900 = 1 回 前 朱 
| 
第 7 設 | 32| 打 頭 的 | 3 一 5.30 1.00| 30.00 ー 前 1 回 排 
| | 
/ 姜 鐵 | 2l| 隊 営 的 | 4 ュー6.1 0.75l 14.00 一 4 月 ト 5 月 2 了 朱 
| 1| 
/ 衝 國 中 | 30| 打 頭 的 | 7.15 一 9.15 1.00| 19.00 一 始 メ 3 賠 満 工 16 周 
7 郵 國 盛 | 22 了 基 営 的 | 41 ュ 一 el 1.00| ie00 = 4 月 1 回 朱 
| | | | 
ヶ 食 朱 | 22 避 事 的 | 11.1 一 12.30 | 1.00 15.00 一 | 満 工 1 回 
/ 発 國 泰 | 28 三 打 頭 的 | 5.1 一 630 1.00| 17.00 = 2 同 
ヶ 午 元 | 28 / 7.20 一 9.20 100| 127.00 王 ] 2 回 
| 
| 
7 王 褒 各 | 40」 障 賞 的 | 8.1 一 10.1 | 1.00| 16.00 に 2 同 
| ー 
7 赴 氏 49 / 7.15 一 7.30 1.00 6.00 - 当 江 エ 1 回 
ヶ 禄 所 | 40 7 1.15 4.15 1.00 一 | 高藤 5.6Z wr 間 
7 王座 良 | 49| 粉 匠 | 10.1 一 11.30 1.00| 24.00 = 満 工 1 回 
| 
ヶ 劉 茶 | 24 障 営 的 | 3.1 王 6.1 0.75| ie.50 = 活 工 1 回 
| 
7 劉 文 季 | 21 が 9. 1 一 915 0.75 9 ー 1 回 
| 
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癌 1! 営 


か 党 


(Hail 手 ) 混 羽 生理 党 


位 准 里 里 家 穴 棚 屯 第 大 符 働 
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ス 
〔( 












































旭 ( 成 入 ) 
| 現 銀 ラ 場 合 
種類 | ーー 侯 考 (給食 其他 ) 
| 普 通 | 藤 高 | 最 低 | 綿 下 均 
| 回 四 | 加 還 | _ 
地 ( 林 耕 ) | 0.25| 0.30| 0.25 0.281| 給食 2 回 
] 
川 | | 
| | 
取 0.30 0.30 0.25 0.275 / 
| 
作 業 | 0.35| 0.40 0.30 0.330| 給食 3 回 
| 
1 回 | 0.40| 0.50 0.30 0.400| / 
| | 
1 
2 回 ! 0.40| 0.50| 0.30| 昌 7 
昌 | | 
Ski 035 0.40 0.30 0366| 7 
非 0.30|. ーー 王 0.300| / 
| | 
和 | 0.40| 0.60 08 0.414 7/ 
| | | 
物 運 撤 | 0.40| 一 | 軸 0.400 / 
| | | 
殻 | 0.25| 0.30 0.25 0.284| 給食 2 回 
| | | “ 
ノ 修 理 0.25| C.30 0.20 0.280| /  ( 礎 初 メ 秋 総 リー 
業 | 0.25| 9 0.25 0.275 
其 四 入 証 測 
| | 
遍 内 相 世 則 | 月 
| 生 ェ | 
電 外 へ ノ 他 出 符 働 | 人 訓 
| | 
| 本 ま Al 


避 
四 

cx 

避 
2 
5) 


13| 


か 
山 
Gy 
き 
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痢 操 呈 |) 本 只 
ドコ 
回 
区 
2 
ヽ O 









































日 も 
女 人 ) 
現 銀 ノ 場 合 
苦 務 種 類 | 備 考 (給食 共 他 ) 
通 | 芝 癌 低 | 弧 王 力 
四 回 回 由 | 
引 | 0.15 0.20| 0.10 0.154| 給食 テ シ 
穂 切 | 0.20 一 0.25 0.42| 0.15 0.295| 給食 ナシ 、 一 般 = 請 負 制 鹿 ナ リ 
ーー ここ ーーー ーー 
屯 替 働 者 
| 
思 | 
| 日 5 | 備 考 
延 月 数 
I | 
月 人 
11.5 25 
32.0 226 
6.5 338 
+25.5| ー112 
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諾 | 筑 質 的 」 所 有 地 CH 奥地 ラ 含 ミ 入 商 地 ヲ 除 ク ) | 埋 地 っ 2 
=z | 
中 | | 地面 積 | 規 計 | 普通 燥 | 茶 賠 | 宅地 | 今 地 | 其 他 ュ >) 3 に 還 
贅 呈 忠 敢 4 路 下 政 重 |- 中 
| ( 起 肉 納 計 ) 1.645.88| 1803.28 1672.78 55.10 5230 7.000 16.10 28800 243.30 161.30 
1 | 電 壮 253.30 275.30| 270.00( 3.30| 2.00| 一 | 500) ー| |20.00 
の / 179.00 219.30| 21900| 一 | osol Goo) ー| 40.9 
3 地 ar 和合) 542.00 669.00| 637.00| 13.00| 1.00| 3.00| 。 5.o| 280.00| 108.00 
4 135.00| 84.00| 23.00| eoo| 4o0| り uoo 三 王 
5 | 地 * 自 * 雑 (者 青 的 ) 16.00| 17.00 15.00| 1.00| 1.00 に 王 で = ュ 
6| 欧 ・ 雇 C 年 ) 550| 1.00 ー| 0.5g| 0.50| 一 ー ーー 一 
7 | 中 作 165.10 167.30| 1e400| 1.10| 2200 一 = 王 
8 | 自 s 小 | 27.70| 144.70| 138.0C| 2.70| 4.00 一 | G5.00) 8.00| 63.00 
9 / | 24.48 3478| 2878| 300| 3ool 一 大 ー 2.30 
10 | / 22.00| 8.50 7.50| 0.50| 0.50| 一 | 00) 王 = 
| | | 
| | | 
Ti | / | 17.70| 9.50 5.00| 0.20| 0.80  ー soo 王 ー 
12 | / 13.50| 1.50| ~ ー| 0.50| 1.00 一 | (3.00) ーー ー ョ 
13 中 小 * 閑 (人 人 ) 12.40| 1890| 16e00| 140| iso| 一 王 ー| 5goo 
14 | 自 5 2N Z.90 9.90 5.60| 2.30| 2.00| 一 ーー 雪 王 
15 | 目 。 ホ ・ 雇 C 日 ) 41.30| 39.00| 3400| 一 | 2oo| 300| (400) ー 一 
16 / C 年 ) 25.00| 10.00 800| 1.00O| 10o| 一 | (400) ー ー 
17 / 年) 8.00 8.50 2.50| 0.50| 0.50| 一! 400) ーー ー 
18| 自 ・ 痢 年 ) 57.00| 24.00 18.00| 1.00| 100| 一 | 400 を コ ー 
19 / 年) 16.00| BI 凍 論 GOOI 語 二 | 国 00 主訴 BU = 
20 / CH 13.60| 17.60 2.40| 6e20| 3.00| 1.00 記 ョ | 王 
り 1 / C 外 ) 350| 4.00 300| 0.50| oO.5O| 一 ー 詞 ー 
の の / (月 < 日 ) 1.00| 1.20| ー| 1.00| 0.20| 一 300) ー ーー 
23 | 小 作 | 衣 記 | 間 議 計 思 隊 BS ま 選 | 了 共 ドー 
94 / | ーー 二 CS = 喧 
25 | 小 * 雑 (行商 、 投 美 記 | 二 ニニ デュ 一 | 1.30) | 二 
26 | 小 ・ 訪 C 年 ・ 月 ) 1.00| 3.50| | 還 iiOOI 記 2359| 間 朗 =| 隊 (SG) 当 ー 
27 ヶ (月 * 晶 ) 2.00 2.50 ー| 200| o.s0| 一 | coo) = ー 
29| ヶ ヵ dj)| 300| 4.00| ー| soo| io - so = = 
29 / (年 * 月 ) ーー | ー ーー ー ーー| 。(G1.30) ーー ーー 
320| 7 C 利 )| 2.50 4.50 語 215l 還 OO 認 こ 1.00 = ー 
訓 | ヶ CH 0.40 1.20| ー| 0.49| 0.80| 一 | G300) ニコ 王 
3 の 以 (年 * 日 )| | ーー 二 三 】 ーー」 ーー 
雑 (行商 投 葉 ) | 
33 | 雇 ( 月 日 )・ * 炊 提 ) 一 | 0.50 当 軒 還 才 | 訂 65Gl 暫 三 過 当 
34 | 害 年)| ーー 1.30 | 計 ニ | ま 大 三 | 軸 軸 36 ー 
35 / | = ーー 
36 / (月 < 日 ) ーー ー| ーー (3.00) = 
37 4 (月 ) 王 = っ っ 志 き 1.30) 2 
88 | 履 CJ)・ 雑 ( 生 ) ー ー ゴー づ ー 
39 / (行商 ) 呈 に 年 
⑩| 座 。 泉 CR 細 | ー 全国 計 ie | っ | 泊 還 
41 | 無 層 ーー 3.00 ーー 還 語 層 cogl| ニー | 
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CCCCOIDED2IDTY 
「 | (自作 地 | 備 地 
佳 普通 川 | 茶園 詩 普通 誕 | 茶 闘 | 圭 借 地 ) 
恒 | 呈 | 中 麗 避 中 唄 
(100.30, (100.30) 10.00〕 (10.00] 0 合計 科 = ハ No2 農 家 借 入 10.00 
200 ! 維 紅 8640 5500 (800) "500、 500 17I58 じ 人 ー デ 
| 806.80 801.80 
3.30| ー| sso に 3 に 本 た コ 3.30| 
食 付 、 ノ C10.00 誠 ) へ 出典 地 ヲ 
| 作 iO6DJ| (10100J ーー 多発 の ミン 借入 
333.00| 320.00| 13.00| 謀 ー| | 388aml 
| に 3 「 本 表記 載 以外 = 7.30 癌 ノ 州 ヲ 康 2.10 月 
5600| 5000| 600 ゴー | eo 役人 記 載 セ デ 
400| 300| 1.00 ー 4.00 
1 
一 | ー ー 貸付 茶園 0.50 政 ラ No.29 へ 無償 ニテ 代 ス 
165.10| 16400| 1.10| = 軸 RKie5id 
| | 時 
27.00| 75.00| 2oo| 132oo| 13200| | 209.o 8 時 人 等 半 2 "0 誠 No.34 
| 2448| 2148| 300| i2oo| i2o0| -J se4 PD ES ジー リー ンド 
4.00) 4.00) K 本 
【 BODOI >sg| 050| igoo| i8o0| 一 | 40o0 
2c0)f Q2.00) 
1 sz spal 020| sooo| sooo| 一 | 2220 
I Q399| cnaoo)| 0.50| 2000| 2000| | 3850 
| (5.00)|7 (S5.00) 葉 園 食 付 0.40 癌 へ No.38 へ ノ 貸家 附 加 
1200| 1100 ro 20 3PBO 呈 昌和 
7.60 9 5.60| 200| 35.3O| 35.30 42.90 
⑦.30)】 ⑦.30) 本 表記 載 ノ 入 典 7.30 刺 へ 康徳 2 年秋 出典 
| MM:S600 還 議 語 呈し 拉 あ | 20 者 No.2 が 回 睦 リ 
eo Q6.00) 
| SN699| ro0| 4400| 4400| 一 | eoo 
| 90 250| o.5g| 25oo| 2500| | sasoo 
| CS8.00)I「 38.00) | 放 
| i900| 800| 1 2 誠 呈 に 当 
16.00| 16.00 16.00| 
| i340| 74q| eoo 計 2 
3.50| sool 050 と | 」 3.50 
1.00| ー| iool 訓 | 還 一 1.00| 
7 款 二 誠 し ハルト | 電場 ニッ 
ーー 
45.00| 45.0| 一 45.00| 
| 2850| 2800| osm| 28.50 
川 
1.00 ー| og| ezao| ezoo| | esoo 
200 _| 2ogl 4roo| 4ooo | 43o0 SSD モ 2.00 状 へ 宗 地 
300 ー| sogl 4oog 4000| | 4300 の 作 3 EACOUR22 
思 | 4ogso| 4000| oggl 4305 
250 ー| 2sgl 400o| 400g| 425d 
0.40| ー| op4gl iooo| iooo noa 
= 本庄 生計 YO0 = 了 OB 1.00 
| ーー ーー ーー ーー ーー ーー 
| 良 on ー| o2o 020 
| 計 還 二 ie20 ー| 620 0.20 
っ ー-| -| oo | og0 0.90 
時 過 。 喧 0.40 ー| 0.40 0.40 
3 語 和 | SD ー| 0.30 0.30 
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鐵 只 双 昌 家 害 棚 第 9 穫 。 年 地 
諾 | | 賀 質 的 所 有 地 。C 旧 典 地 ヲ 含 ミ 入 身 地 ヲ 除 ク ) 
年 | 大 人 様式 | 所 有 親 箇 普通 氏 | 茶園 | 宅 。 地 | 敵 語 計 
3 地面 積 | 年 内 | 利 外 | 屯 本 | 策 外 | 生 内 | 年 外 | 重 内 | 衝 外 | 恵 再 
| 政 | 表 | 政 | 避 路 政 中 
| 1 ] 
|( 忠 内 綿 計 )| 154588 155578 24650 142728 24550 55.10 = 5230 
| | 
1 | 地 詩 呈 253.30| 173.30| iozod 168.09| 102.00| 3.30 | 09 
| | | | 
| | | | 
2 / | 2 110.30 109.00 110.00| 109.00 ーー ーー 0.30 
3 * 邊 ・ 雑 二 看 ] 542.00 669.00| ーー  e3700 当 。 360 に うう 呈 8 
4 主 ・ 自 作 135o| eool 150o 5800| 1500| eo 400 
5 | 季 ・ 自 ・ 雑 直 震 的 )| 1600| 5.00| 1200 3.00| 12.00 1.00 =] 1.00 
6| 地 ・ 選 ( 年 | 5.50| 1.00 ーー ーー 550 ー ド 。 950 
7 | 自 作 | 165.10| 167.30 | 164.00 ー 1.10 ーー 220 
8 | 自 ロ 小 77.70| 144.70 | 138.00 ーー 2.70 ーー 4.00 
9 / 24.48| 34.78| 一 28.78 | 39 還 縛 還 還 SI9 
10 / 22.00| 1.00| 7.50 ーー 7.50 0.50 ーー 0.50 
11 / 17.70 | 9.50| ー 5.00| 地 | (9 ゴゴ 989 
12 // 13.50 1.50 = 志 = 一 0.50 ーー 1.00 
13 邊 ・ 小 * 雑 ( 全 ) 12.40| 18.90 ー 16.00 OM アニ 
14 | 自 9 議 2N 7.90 9.90 一 5.60 ーー 2.30 ーー 2.00 
15| 自 ・ 小 ・ 雇 CH) 41.30| 39.00 一 34.00| 一 一 ニー| 2.00| 
16 7 年 ) 25.00| 10.00 一 8.00 OO 三 1.00 
17 / (年 )| 8.00| 8.50 = 7.50 ー 還 還 SOi5g 上 D5 
18 | 自 雇 ( 年 ) 57.00| 24.00| ーー 18.00| 一 1.00 過 1.00 
19 り 。 年 | 1600| 1780 tieo0 ーー た 語 二 人 | 
20 / (日 ) 13.60| 時 ー 7.40 ー| 。 620 ー 3.00 
21 7 (年 )| 3.50| 4.00 一 3.00 証 証 BS 間 議 放 9P 
22 7 (月 < 日 ) 1.00| 1.20 一 一 ーー 1.00 一 0.20 
23 | 小 作 ー| ー ーー = 選 と 際 3 コ ここ 
94 7 | ー 雪 ー 
25 小作 * 雑 (行商 披 状 ) 二 = 喧 = ーー ーー ーー だ コ 
26 小 。 * 雇 (年 * 月 う | 1 al 3.50 ー デ ーー ーー| 1.00 ーー 2.50 
97 り 。 (月 < 日) 200| 2.50 ー ーー ーー 訴 2I00 | 還 5O56 
の 8 / (月) 3.00 4.00 ー 王 | 還 間 SYO = 靖 。 ud 
29| ヶ ー ー ー ー ー ーー ー 
30 / 9 2.50 3.50 1.00 ーー = 250 記 Co 
31 / (日 ) 0.40| 1.20| ー ゴ ーー) ーー 0.40 ーー 0.80 
s 屋 中 是 ] - - に 
e は il 1 
33 | 雇 ( 月 ・ 日 )* 雑 ( 投 ) 記 0.50 選 デ デ | 一 050 
34 | 尾 委 ( 年 月 | と 1.30 = ー ー lo 拓 Eo af 
35 / (年 | 選 巡 = デ | | = 雪 5 
1 
| 〉 cxg) 3 の 四 隊 間 | ドー 
37 2 。 (て)| ー ー ー ー ー ゴゴ 一 
38 | 雇 C 有 ) 茜 ・C 粉 区 ー| ーー 一 計 = 当 
539| 7 (行商 ) ゴー ー ー 生還 皇 王 
40 | 比 業 ( 裁 災 ) = = 2 三 | 5 
4 | 人 職 | = 3.00 記 に ご | ーー| | Sno| 。 ドコ 
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表 つう 
| 画 典 地 | 入 穫 地 代 
(万 春 地 ) | ( 有 地 ) | 耕 作 地 vu 
= 信 ュ ニ 含 マズ 備 少 秋 
| | | 
耶 内 | 恵 外 | 屯 内 | 車外 | 屯 内 | 恵 外 | 上 
門 届 門 政 | 唄 贅 | 陳 呈 
21330 3000 15130 1000 17I408 750 貞和 
| If 其 ノ 他 C5.00) ハ 同族 No.2 No.3 No.8 外 中 トー 
20.00| = 当 デコ 革 3.30 呈 外 2 名 ノ 共有 集 地 ナリ 地 義 へ No.3 所 有 え | 1 
| 、 地 靖 所 有 者 = テラ ザル 政所 有 地 三信 マズ 
| | 以 下 同 ジ 
| 叫 ( 馬 を 中 ( 共 ノ 他 (S.00) へ Non1 参 照 軸 典 地 10.00 誠 へ 
10.00| 30.00 _ 履 軟 入 レ 更 = 人 2 
衝 に sa _ 出典 地 ノ 108.00 中 康 2. ルプ 却 ス | 
108.00 333.00 「 | ( 0 上 四 地 地 へ So 3 敵陣 
| ノ 他 1.00 誠 へ 同族 No O o.33 ノ | 
ー| 表 | 4eogl oogl seoo | 條 測定 NO 4 
に 王 ! ーー 4.00 ーー 5 
ヨ 居 9 869| 罰 寺 馬 和 5 茶園 0.5 牙 へ No.29 へ 無償 デ 貸 奥 6 
e300| 一 | ーー 議 剛 | 202.00 一 | 其 ノ 他 C5.00) へ No.1 靖 照 8 
GO] 還 還 に 三 ー 648| 還 還 = 9 
ゴゴ 一 | 14900| ー 3250 人 基 ノ 他 (4.00) へ No.18 参 照 10 
| 「 基 ノ 他 3.00 誠 へ 同族 No.12No.31No.22 ノ | 
1.。2| 589 人 入 の 11 
ー 伯 | 1300| 三 | 335o| | 古語 星 靖 照 | 19 
5.00| 一 | 4B5 還 還 記 = 13 
三 』 = ーー ー 42.90 一 | I4 
三 ド の 0|- | W。 衣 靖 ー| 基 ノ 他 C4.00) へ No.18 参 照 15 
EE 誠 三 | 62.0 ー は 9 
| | k 共 ノ 人 他 生 00 認 へ No.10 No.14No.15 No.17| 
| 凍 証 ER09I = Se06 - 居 に の 共有 甘 地 ナ ) 地 地 靖 へ To.18 所 有 ぇ | !8 
0 議 ま = 二 当 | 計 較 og | ノ 他 0.80 へ NNo.28 トノ 共有 基 地 = シ | ]g 
5 【 テ 地 矯 へ No.19 所 有 え 
= 一 ーー 13.40 当 20 
= = = 王 3.50 ー 21 
1.00 一 | 其他 (3.00) へ No.1 参 照 22 
情 計 ー ー| | oel 請 = ヨ 1 人 ノ 1.00 震 へ 小作 地 附 加 股 帝 場 =| っ 
シテ 茶園 = 利用 ス 
選 。 邦 王 | 45.00 一 | 基 ノ 他 C1.30) へ No.34 ノ 項 参 照 ノ ュ ト 24 
| 28.50 一 | 同 日 | 25 
| | 赤 男 韓 園 貴 ノ 朗 へ 郡 囲 欠 = リ 8.00 癌 ヲ 入 
一 | ーー 一 ーー 68.00 ー リ 典 シ と 之 ヲ 戸主 = 小作 モ シ ュ 26 
| ] 発 ノ 他 CL.30) へ No.34 参 照 
=l。 | ー| 一 | 4300| 一 | 其他 CL.OO)No.4 参 照 の 7 
回 当 ー|  -| 43.00| 一 | 其他 CO.80) へ No.19 参 照 98 
si = 浅 守 | 40.50 一 | 其 ノ 他 C1.30) へ No.34 参 照 29 
二 = = 42.50 一 30 
ーー ー| 一 | 1i0.40| | 其 ノ bC300) へ No.11 誠 照 31 
1.00| 一 | 寿 作 地 1.00 状 へ 借家 附 加 茶 園 オ リ 32 
| = ニコ ーー ー| 其 ノ 他 1.00 競 へ No.4 参 照 33 
| | | 0.20 | 基 ノ 他 L30 へ 同族 / No:24 No25 No.26 24 
| IS ー] (Nu 22No.37 有 革 地 - 池 券 へ No.245f 有 
耕作 地 0.20 誰 へ 借家 附 加 茶 園 ナ リ 
テコ = = 0.90 一 3.00) 本村 屯 外 腰 仙 屯 ノ 親 類 ト ノ 共 有 | 36 
川 某 務 テリ 
ョ ーー コ に 本 一 | 一 | 基 ノ 他 C1.30) へ No.34 参 照 37 
認 細 は ー| |  o.4ol 一 | 耕作 地 へ 借家 附 加 茶園 チリ 58 
| = 一 ! ーー = ョ 0.30 一 | 同 JE 旨 
| | 補間 れ 
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鐵 久 双 癌 家 単 棚 第 七 地 
5 l| 
農 任 付 地 (和典 貸付 ラ 含 ふう | 自 作 地  ( 入 奥 自 作 ラ 含 >) 。 | 
| 計 | 普通 若 | 茶 較 計 普 通知 | 茶 較 | 
肝 | 屯 内 | 屯 外 | 各 内 | 征 外 | 生 ae 列 際 内 | 箇 外 | 利 内 | 軸 外 | 還 本 | 画 針 
| 唄 | 届 路 路 | 避 | 唄 員 史 路 路 路 
内 [10.00] ー| [IO0.00] ーー ーー 一 | 人 き 妥 そ き ビー | | 
納 計 (51.00) CI00D)| (51.0D)| CIO00) | ーー (1⑪00.30) 一 | (100.30) ー 
ーー | 457.10 208.00 465.00| 208.00 2.10 = 801.98 7.50 748.98 7.50 5300 
1 | 148.00| 102.00 148.00| 102.00| 一 = 3.30 一 ーー 一 3.30| ーー 
( 10.00]| 10.00] 
2 Ni 2200 oooo| 7209 計 宝 | 吾 計 二 = 
3 209.00 2 科 ー 一 | 333.0 ー| 32000 ー| 13Q0 = 
(46.00) C10.00) 46.00) C10.00 | | 
4 | に 800・ 0 800|・ 15.00 | 三 0 守 | に | 3 誠 ニ ー 5 
5 | = 識 各 必 G| ー|。 i200 過 4.00 請 記 Gi0O| 三国 og 倒 
| | | 
6 | -o50 = CGIDOD 畑 050| 一 ー-| | ーー 靖 折 訴 訪 記 
7 | = ーー 志 一 ーー 165.10| ー| 1e64.00 選 1.10 ー 
8 | 0.70 一 | ー = 0.70 ー | 27.00 ー| 75.00 | 請 議 0O ー 
9 5 = 記 = = 当 24.48| | 21.48| 13399 ーー 
be に 当 | (14.00)| | | ンー | St 
10 = ニー 一 | 一 加 1 059 7.50 0 Z.50 0.50 
し | jC12.00)| 2.00)) | 
出 6 暫 0 5 | うし コ 還 に SO ま ョ (so | MI 語 
> | 天 _| 3.00)| 
12 = | [ 央 | | | ー| Q3.00) | os 「 
13 | 0.40 = 選 補 | 0.40 ーー 12.00| ー| 11.00| ーー 1.00 一 
14 | 0.30 ー ーー 王 0.30 寺 7.60| = いさ 当 国 語 :99 一 
| 関 に 加 7.30)| 語 @6 も | 
届 | 市 選 | ( て 3400 ー[ 34.00 ea 
| | | 16.00) IrQeoo 
16 | 5 5 羽 ] 移 | | 語 に - ト ト 800| ーー 褒 較 1 
M 創 一 ー 二 = ーー ーー 8.00| ーー 0 =ー 還 認 95S9 ーー 
| G38.00 「 (38. 
18 | - 宙 病 | | | 選 ) 0 本 18.00| に 0 2 
19 | 一 一 | | = 一 二 一 16.00 ー| 16.00 =] ーー ーー 
20 0.20 = 加 計 0.20| 記 13.40 =」 7.40 に 6.00 王 
21 3 | 人 雪 革 | 3.50| 3.00 ー | 請 まつ 
22 | = | = | 1.09| ーー ーー ーー 1.00 = 
23 | = = ーー ー に 寺 当 ー = ー 一 
dsaksasl 日 | | 遇 還 生 
1 | | HE 還 折 朱 
26 | ー 本 王 | ーー ーー ーー 1.00 = デ デ ーー 和 ニー| 1.00) ー 
| | = 王 2.00 一 ー コ 一 | 2.00 ーー 
8 | = に 諸 呈 300| 圭二 議 | 300 。 
29 | 還 ! | = 志 ] ーー| | | ーー 穫 = テー = 
30 | 時 = 計 2.50 連 三 = 2 = ヨ 
3] ーー ーー ーー ーー = ーー 0.40 ー ーー ーー 0.40 
人 間 語 且 HREs[ 細 本 5 間 本 | 閣 la ニ ー ニ ーー 
32 | 本 り ーー 所 ま 二 | = ョ | 記 計 当 一 ー* | 
34 | ー デ 王 紹 一 | ー 一 一 ーー ー ーー ー 
35 | ーー ーー| ーー ーー ニュ | = 当 ーー 一 ニー ー 
1 1 l 
36 ー = 王 選 ー| 婁 = 記 才 
議 間 の EE 議 半 =ーー ー- - 
29 | 本 1 吉 。。 に | 回 コ 1 
40 | に ーー ーー ーー ーー 一 | ーー = 1 ーー ゴ 
| | 
41 | 王 ーー ー 証 ミニ 三 ーー ー 
| 「 1 
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地 (出典 小作 ラ 含 ふう | 農 
sda | 守 
通 帰 茶 団 | 備 孝 番 
| 悪 外 | 恵 内 | 恵 外 | 6 外 
1 人 飛 呈 | | | - 認 | | 朋 華 
0 。 9 = 。 - ニ 還 
779.80 22.00 5.00 ーー 4 
| f 購 
付 * 借 入 棚 [10.00] へ 用地 典 ヲ 小作 ノ 形 = テ 借 入 | 
RAU90] EY 交 | の まし ら ノ ナ チリ 5 2 
一 ー 一 一 | 自作 地 中 = 押 地 208.00 誠 ヲ 合 ム 3 
= ニコ 二 一 | 供 付 租 括 弧 内 ハ 入 下 食 付 ナ リ 以 下 同 ジ 4 
一 5) 
一 ー ー 一 | 食 付 茶 園 0.50 癌 へ No.29 っ 無償 = ニテ 代 ス 6 
| 刀 | 7 
MI 作付 茶園 0.70 状 ノ 内 課 へ No.25 へ 0.50 政 No.34 へ | a 
和議 了 思 - 0.20 誠 ノ 作家 附 加 茶園 ナリ | 
12.00| ーー 三 9 
18.00 = | | 10 
| 
30.00 崇 | 一 | 11 
20.00 ーー! ーー 一 12 
(5.00) | 借入 科 括 弧 肉 へ 出典 小作 地 テ ナリ | ] 
31.50 F 語 * 滞 | 貸付 茶園 へ ハ No.38 へ ノ 食 家 附 加 茶園 ナリ | 
23.30 12.00 ーー 一 (/ No.39 / | 14 
23.00 10.00 デ ーー | 15 
| | 
44.00 ーー = = | 16 
25.00 ーー = = ll7 
= | | 18 
委 計 | 19 
ー | 貸付 茶園 へ No.35 ノ 代 家 附 加 茶園 ナリ 20 
所 | q 1 
当 因 肝 当 | 上 3 雪 22 
110.00 ーー 1.00 ie 190 基 へ 小作 地 附 加 股 毅 場 テ ナル モ 茶 園 = | 25 
45.00 ーー ョ | 5 24 
28.00 当 0.50 一 | 借入 薬 園 0.50 癌 へ No.8 ョ リ 借 家 附 加 茶園 テリ 25 
借入 面積 へ 得 際 43.00 癌 チル モ 2.00 束 へ 窪地 = シ | 
67.00 還 〒 ーッ 9 
41.00 | ーー ーー | 7 
ia お 」 局 間 AS の ニー シテ | og 
40.00 ーー 0.50 一 | 借入 茶園 0.50 状 ^No.6 ョ リノ 自 借 テ ナリ | 29 
40.00 = | 30 
10.00 > 演 4 き 31 
ーー 一 | 1.00 一 | 索 外 ョ リノ 借家 附 加 茶園 チリ | 0 
ー | ea 一 | 借入 茶園 へ No.8 ョ リノ 借家 了 加 茶園 ナリ | 至 
ーー 王 0.20 ーー // No.20 / 35 
一 ー 0.90 ーー 7 証 外 の 0 
詳 思 040 計 ル No.13 / 38 
一 ーー 0.30 = / No.14 7 | 2 
ーー | 人 と 4 
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je 15S 還 g 剛 陣 ll 11 紀 kl 中 届 聞 衝 縛 罰 則 曲 較 転 制 還 員 WIE 還 症 四 語 

忘 

雪 | 還 | 也 68 | | | | 較 | | 属 必 | 1 居 剛 贈 略 | 呈 風 Ll 飛 還 必 放 選出 較 呈 剛 間 間 | 

王 

選 | 8 間 | 較 中 間 R3 利 蘭 世 大 | 較 財 | 属 間 間 必 較 剛 [ 肖 笑 拓 | 財 | 司 | 呈 呈 丹 剛 間 間 了 還 半 孤 潮 
8 “ 8 

RNN 押 起 Pd et ー ト 

| 叶 oe 導 較 | | | 1 11 前 出 | | | 財 必 | 聞 農 呈 居 11I 較 呈 呈 購 間 剛 員 拉 

邊 

誤 | 早 || 軒 層 | | | | 園 ! 属 剛 | | 同 則 嘆 | 呈 彫 剛 剛 則 田 風 | 還 層 | 較 間 

当 

隊 疾 刊 用 較 贈 属 則 | | Il 園 恒 癌 恒 呈 則 略 略 | 1 Il 呈 間 剛 出 呈 風  】 億 財 

ン 

Ge 515 器 還 隊 編 | 隔 馬 18 1 闇 紀 國 調 18 1 1g 剛 | 陣 凡 内 測 | 紀 央 用 劉 








貼 函 際 。 忠 記 孔 中 史 選 区 也 四 記 孔 下 也 区 区 珍 孔 史 了 史記 限 別記 限 別 贅 孔 史 了 否 吹 区 否 忠 史 
困 机 時 。 内 笠 征 。 還 笠 生還 笠 生 回答 寺 。 還 氏 生 回 笠 対 。 国 香 計 回 料 太 。 国 料 入国 笠 護 居 料 御 避 料 征 財 符 人 
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ご 思 1O よさ SQ ヽ O に ロコ 【 で 1 よ ュ 、 Q 時 ザ ) vp】 Yoj ゃ 】 
【N1 
5 吉 1 二 交 32 5 二葉 る 生 3 較 : 

友 国 四 加 生 を で 幸 
限 折 恨 
時 実 民 由 ヤ 須 

ら 醒 3 池 ョ 3 有松 

|] 下 ゃ e > 
葉 芝 に 

ト 2 き に 

ツン 守 = AE 志 6 ニ 

1 し こ で J! ト よ の トニ ョ 1 ( ら トー Co 〇 > 〇 つ ャ 一 で J ょ の 
ら ー io 





洛 11 梁 光 く 唐 塞 表 理 距 羽 ( 朱 1) 

























詩 ナル 農具 所 有 農 
合 | 大 | 確 | 蛋 | 填 | 繰 | 股 | 備 2 
詳 数 | 穀倉 | 席 | 納 | 穀 | 物件 | 半 休 | 物件 | 翌 休 
W[ | 車 | 子 元 | 把 | 機 | 機 | | 外 
倒 価 | 利和 旬 | 器 | 到 区 正 皿 眉 
(の (③ (②⑦| (② 屯 内 
5 87| 8 16-_ 3 9 15 昨 ーー| 1 一 絶 計 
1 草 葉 3 5| 一 | ー 2 3 一 | 一 一 ー- 一 | 一 一 | 在 房 5.0= ム 門 洞 10 ラ 含 ふ ] 
| | 
| | | | 
ー| 一 | 1 ID| 隊 三 隊 語 ーー 一 | 一 | | 下 房 10 ハ へ 門 洞 チリ | 2 
| 
1 剛志 2 本 記 属 詩 居 言 | ーー 一 | 一 一 | 府 房 50= ハ 円 洞 10 ラ 含 ュ 3 
羊 「 骨 隊 王 N NIIy 王 1:] 靖 本 | 関 一 住居 草 房 1.5 へ 賀 永 金 貸付 4 
] 
間 間 E 洋 計上 誠 当 | ま | 議 | = ドー 5 
| 
| 
| ミ ま 導 隊 要 | 6 
| 
| | 
| | 
山 則 請 2 ーー 財 選 ー 7 
| | 
| ほ 半 | ペ > | 3 { で と 3 
山 請 考 呈 議 2 語 1| 定 料 肛 家 075 へ 有人 8 
| 悼 誠 1 ラ 25 朋 農 家 へ 無料 人 
まり 1 | |. | 凍り 9 
叫 | | 計っ に こっ 障 っ 3 | 10 
il 計 | 1| 一 一 | 一 一 | 一 | 一 | 農 合 在 房 0.5 畜 合 下 大 10 12 朋 農 | 1 
| | 家 ノ 入 典 モル シモ ノラ 無料 借入 
| 呈 軸 | 型 震 所 27 氏 家 ト 共 有 
| 在 房 農 舎 2.0 畜 舎 1.0 へ 41 通 農家 ョ | 
| 人 (@9DIK@) 語 | | 一 | 一 一 |》 欠 左 モ ル モ ノ 内 農 舎 05 者 舎 1.0| 12 
| ハ 11 競 農家 = 無料 貸付 | 
生ま 51 2| 1 と まり = に | ーー ー | 住居 草 房 1.5 へ 38 競 農家 = 貸付 13 
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居 昌 党 


> 記 


CIU 痴 ) 常 河 胡 え 寺 填 

























































































鐵 失 双 里 家 穴 棚 市 第 入 建 物 . 大 
看 物 
経 俗 本 式 | 家 | 家 屋 信 居 房 呈 諾 合 房 子 数 | 電 
| 義 | s 
種類] 所 有 | 入 典 | 有 肉食 付 | 家人 質 | 借 入 | 所 有 | 借入 | 所有 | 筑 
| 問 軸 厩 | 届 四 隊 | 太 | 山 章 
| | 恥 大 | ーー ー 
自 * 過 5| 草 W 故 2.0 ーー 思 = = 計 和 | | - ョ | 較 | 
| 至 房 1.5 ー ゴ 一 1.5| 任 6.00 | ーー 一 
| 葉 房 = ニ ー 
| 自 ・ 小 ・ 社 CH)| 2| 章 肩 上 一 トー ー = 計 
| 座 房 3.0 = ーー ーー ーー 1.0 = 1.0 
| 巨 房 計 = ほえ 
/ 年 | * 人 | 章 朝 cs 間 ー 還 に 二 記 還 ーー 
| 示 症 房 ーー 2.5| 
孔 肩 ーー 過 | ー ー ーー 一 | 
7 (年 ) 引 草 房 1.0 = 陽二 宇 | 
下 房 ーー ーー ーー ーー 一 | ーー 1.0 
| 阪 | 元 房 コー 問 語 = 計 ーー ーー 
自  * ( 年 ) 引 模 房 1.5 思 
座 房 ーー| っ | 三 = 守 3.0 ー 
に 議 Re9N 記 ー| 1 議 計 
2 。 (年)| 4 前 房 ゴ 
| 斑 肩 aa 孝 四 ー = 当 ー 
| 宮 8 記 記 ] 語っ = ニ 
| / CH)| 3 章 屋 ol まっ ーー 詞 ー ーー 
在 房 310 呈 語 s| 1.5 貸 10.00 ーー 
| 
| 巨 房 に 1 gd ー き 」 
り 。 | 前 屋 上 ー 
下 房 1.0| ー 
| 
| 還 議 | 連 富 
(月 * 日 ) 2| 草 大 | | El ま た きま きっ 傘 』 > 守 
下 房 | 1.5 | ー 
| | 琵 房 = デ ー ー | 
23 | 小 作 | 可 査 房 | 1.5 ーー 
| 丈 大 き きり = 
/ 草 房 | ゴ 
| 房 王府 一 借 800 15) 
ks. =) 導 コ 当 きり ーー 
小 ・ 雑 (行商 投 椅 )| 引 童 肩 三 ( 三 ー 二 ー 
s 束 | | ーー - 眉 is  ー 29 
5 | 匹 房 ーー ー ニコ 
小 ・ 雇 C 年 )| tl 恒 肩 sg| 表 一 当 ます ー 
| - 光 主 必 ミロ 記 較 加 = 本 崇 3 1.0 
| 
り CxmD| 埋 人 四 | 本 ゴネ 
| 座 記 | | 20 ー|』 運 
【 I 
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CD5| 


CD1 


CD5 


Lo 
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(D り 


CD) 























| 佳 居 府 房 .5 農 舎 下 選 20 大 圏 1. 帝 
| 倉 1. 外 = 茶 園 0.05 天 地 ア リ (8 台 豊 | 






































住居 直 房 1.5 へ 33 台 農 家 = 供 付 


| 
| 


大 子 ) へ 16 腕 18 鐘 農家 共有 
リ 


陣 チ CD へ 15 引 18 強 農家 ト 共有 チ | 
| 


に ES < 16 貌 農家 ト 共 有 ナ | 


住居 下 房 5 へ 35 朋 農 家 = 食 付 





部 國 下 ミ リ 小作 地 附 加 物 トシ テ 借 」 

入 住居 草 房 1.5 農 舎 斑 房 5.0 斉 圏 1 

人 ラ ヲ 茶 園 ト シテ 
ズ ス 


1 
| 


| 仁 居 邊 房 15 へ 負 誤 農家 ョ リ 借 入 | 
型 丈 1 へ 8 朋 農 家 = リ 無料 借入 


家 = リ 借 入 ) 





型 天 及 壊 把 へ 12 晃 農 家 ト 共有 











17 


21 


凌 昌 営 


> 人 


(HU 折 ) 党 泊 應 オ 寺 促 
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鐵 令 聴 還 家 高杉 屯 













































































eK 
加 
に 
| 
SI NNW PP NE JNI II 還 市 細 計 | 間隔] 
人 | 中 
SE| 還 RIINIPRN  I  W 
alE 
席 必 Im NINE TITT 1 
| 
に es 3 陸 人 【 症 人 に 四 |5 記 拓司 =】 呈 ) ご ! ら | ら ご ご ど [=】 
品 還 MOT RT 
W 二 5 EE に 中 。 四 串 軒 電 
軸 二 還 加計 =mlpll( に 一 相 一 1 に で SI 語 ElE URI 市 | 間 
到 
語 了 剖 問 可 是 sa 幸 laT - khe el 原 ICE PB) 油 還 3IBIB 還 避 | 語 1 還 | 四 
革 | 主 
回 ge LE gaiIMWE SE eiI 
く ーーーー ー 
il 開 議 II US URI 記 叶 較 kim -U0  NU 還 旧 選 隊 請 則 間 較 | 回 還 証 加 還 細 | 
Ns 
咽 泉 | 昌史 史 殆 也 忠 了 史 中 也 也 史 也 吹 史記 記 吹 限 吹 了 孔 吹 也 也 。 史 史 。 倫 下記 別 正 也 区 孔 史 旧 下 
上 抽 | 回 邊 計 加入 生還 社 計 。 国 社 生還 社 計 。 導 証 回 各 証 。 凡 宮 生 。 回 社 生 回 料 和 内 社 紅 周 持 生還 掛 全国 補 年 
< CX で ら 計 〇 SS 名 に 〇 _- Jo や ぶ 〇 に ご 
上 半 者 | 
に ーー パ の 2 ー タ ポポ ぶな n、 TS 認 5 7a ZSY 本 な 細 7 で 2 _ 材 = 
f 9 
1 まま [ 押 た 表 ) 
抱 | ロ ミ ミ ミ トン 中 
| 豆 ご 
人 5 開 :。 MM ーー と Se Et WU SG 0 際 夫 
中 四 箇 | 所 加 罰 図 8 有 本 了 軌 層 き 還 
給 11 鈴  K 観 時 尿 只 路 泌 ( 幸 D 








宇 。 ナ 





ん 農 頁 所 








選 
事 
語 避 


SW 


| 半 価 


大 
八 


大 農 
| 借 


物件 





寺 陸 泥 局 









































四 | 






































中 紹 ョ リ 借 入 住居 草 房 1.5 下記 
1.0 へ 門 洞 農 舎 畜舎 畜 圏 穀倉 外 
附 加 物 茶 園 1.00 状 アリ 


住居 下 房 0.75 へ 8 競 農 家 = リ 借入 
外 = 附 加 物 茶園 0.20 状 アリ 


住居 下 己 1.5 へ 20 及 農 家 = リ 借入 
外 = 附 加 物 茶園 0.20 装 アリ 


美 家 高 棚 ノ 郵 諾 = 借入 外 ニ 附 加 
物 茶 園 0.20 状 アリ 


住居 下記 0.75 へ 8 如 農 家 ュ = リ 借 入 
外 = 附 加 物 茶 園 0.05 癌 アリ 








住居 草 房 1.5 へ 13 組 農家 = リ 借入 
外 = 附 加 物 茶園 0.40 状 アリ 


住居 大 1.5 へ 14 競 農 家 = 7 借入 
外 = 附 加 物 茶 園 0.30 癌 アリ 


王 永生 き リ 借入 


在 房 農 合 2.0 吉 合 1.0 ハ 12 有 農 守っ 
下 房 住居 1.5 へ 24 通 農家 へ 貸付 
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31 


33 


36 


27 


40 


41 


避 中 営 


と 普 


CU 洛 ) 深 泊 護 オ 寺 砕 


当 麗 党 


(1 葵 ) 
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ュ フュ の 名 コ 
條 六 取 時 家 窒 棚 屯 第 九 側 三 
取 語 
| 語 St まつ | - 謙 徳 2 年 度 呈 謙 竹 2 年 度 | 
半 仔 | 只 入 | 生 才 | 販 冥 | 美 死 K 衝 旗 )( 受 託 ) 成 | 仔 | 馬 A 誠 
員 豆 | 豆 | 本 | | 可 | 
GEIPN 縛 旗 や BZ2R59 還 康 i7 目 随 滞 孤 詞 計 目 議 寺 | - | 本 
| | 
1 地 羊 | 3.30 | 呈 ー ー| 順 議 | 二 | 邦 。 三 テー 
り / m 選 ーー と ニュ = ーーー ーー ゴ ブー ゴゴ デコ 
3 地 ・ 自 ・ 条 | 窟 を 世 ] 333.00 2 ニー 央 すこ た | た と たり 議 ま 3 時 
4 | 地 CO 議 ol 56.00 1 ーー 1 ーー ーー = ー- ーー ーー = 
5 | 地 * 自 < 茜 (< 直 青 的 ) 400 一 ーー ゴゴ ゴゴ ーー | ーー 上 陽 販 
6| 地 ・ 罰 G⑮⑯ | ョ < ゴ - | 当 生 仙 王 
7 | 作 165.10 0 1 
8 | 自 ・ 小 209.00 一 ー | 二 】 人 2 
9 7/ 36.48 王 = | も コ 1 当 原 に 性 雇 当 
10 / 40.00 | ー 所 = le 
日 国 | / 270 較 | 旨 ま =l 症 | に | 上 | に 当 隊 本 才 
12 | / 33.50 | 間 証 生還 識 き 当 | | 
13 | 自 * 小 * 雑 胡 秋 ) 48.50 1 ーー 2| ーー 一 | 2 ーー ーー 一 
14 | 自 O 旨 凍 2 42.90 に ーー ニュ ーー ョ 議 当 | | 還 了 三 
15 | 自 ・ 小 ・ 雇 CH) 24.30 一 ーー 一 ーー 玉造 に デ 1 
16 0 CS 際 0| 記 隊 | 
17 / (年) 33:00 呈 詳 本 II 間 = トビー っ し ーー | し に 
18| 自 ・ 以 ( 年 ) 57.00 0 語 コ 認 ま als まこ 3 まま oi っ 還 
19 ヶ < is コ ゴ ーー ゴー ゴー ゴ ゴゴ 
20 y8 導 旨 細 昭 民 NRI | ーー トキ 5 当 | 当 思 
21 9 sl ゴゴ ー ゴ ーー ゴー ゴー ゴゴ ーー。 」 。 刀 
92 WI < 有 BMBD 60 電王 |、 和 一 "し と | に に し に 二 還 旦 
23 | 小 作 111.00 = 居 己 ! と IA 計 本] 
24 / a500M | 三 に 』 洗 | | 0 トー 人 
25 | 小 ・ 雑 行商 投 半 2 | 議 に = 議 に | 請 主 詳 間 3 ド 電 SeE 証 | ド ーー ーー 
26 | ・ 雇 ( 年 月 ) 68.00 = 三 = 当 = = 議 三 | 
27 / (月 < 日 ) 43.00| = 。 当 に 還 還 商 呈 
28| 7 GOD 語 dl 語 呈 言 還 に 衣 記 詞 5 詳 ま コレ ラー シラ レー ー 
29 / C 月 ) 40.50 ーー ーー = 過 ー| - う | 。 古 
0| ヶ <@| 250 一 当 有 コ ーー リー NN 5 関 議 
31 / CH) ni020 介 まま モ コ ー | _!, 測 請 語 
害 (年 * 日 ) | 
ン | 際 ・ (行商 披 生 | 明 際 畔 | 
33 | 六 ・ 日 )* 雑 拓 ( 革 ココ ゴゴ ヨコ ヨ ゴゴ /_』 計 議 
24 | 選 。 農 ( 年 月 ) 920 コー ココ ゴ ゴ ーー ーー コ _ 昌 靖 賠 
35 / C 年 ) 0.20 ニュ ー ーー 王 ー| ー ゴー 過 。 二 
36| 2 < 有 <B) 90 | 語 |  。 ご | 軸 に っ 
謙 | 〉 c<j) ーー 
38 | 尾 <C』)・ 雑 ( 徐 必 | ee LN 暫 に ココ 回 回 征 0 
39 | / (行商 ) 0.30 | = に 王 (本 
40| 陰 。 委 唄 細 ) sb] -| | と | 及 MN 村 当 休 に 
41 | 無 職 | に ビ ーー ーー ー| ご 一 ー 





上 音 


( 共 一 ) “ 





由 





利 内 小 少 任 付 僅 入 
上 | 発 和 ( 客 記 )C 層 記 ) 














: 証 記 
| = 
- 」 軒 共 
回 | - 
| 
- 蘭 
主軸 


| 年 内 埼 加 





年 内 減少 




















購入 | 生産 











= | 
ー ー| 
= に 当 
2 ーー= 
| 
ー【 に 
1 = 当 
1 ニコ 





取 | 艦 死 
。 硬 
3 2 
2 ーーー 
1 al 
語 | 
ご | 
| 
| 
| 
回 
| 
| 
一 1 








貸付 
(寄託 ) 








較 | 


0 間 1 頭 60.00 | 購 1 頭 110.00 則 | 


= テ 臣 却 | 2 11500 間 
7 月 大 1 頭 00 剛 = テ 間 却 





(3 月 馬 1 頭 28.00 賠 ニ テ 
| 購入 


ーー ]6 月 弁 1 頭 60.50 岡 = テ 
人 


| 3 月 明 1 喜 10.00m= テ 叶 入 | 
1 月 硬 1 頭 22.00 四 = テ 購 入 | 


| 時 馬 1 頭 35.00 男 = テ 農 入 
] 


8 月 / 65.00 軸 = テ 典 入 


le 細 は 18.00 彫 ニ テ 
購入 . 


1 月 呈 1 頭 10.00 彫 ニ ミ テ 


! 


話 入 











ご oo ココ o ら の で 











CI 導 ) 混 東 泊 叶 きき 次 計上 営 


党 


! 


| 


司 党 。 療 


政 沖 成 癌 


(II 浴 ) 常 














農 | ま 
5 | 
経 葵 様式] 耕作 地 | 康徳 2 年 末 所 有 豆 数 | 年 内 共 加 
有 | | 成 仔 | 著 大 | 和 産 
| 豆 頭 
( 申 内 着 生 ) 172158| 30 28 28 64 
1 | 品 主 3.30 1 1 2 5 
2 / | 基 」 = | を 委 
La/ 粉 房 弄り | ] 
3 | 地 邊 殺人 宮 長 333.00 14 22 35 
4 層 ロ 自 | 56.00 1 ーー 1 ま コ 
5 由 * 邊 * 絢 音 的 ) 4.00| ー 二 】 1 = 
6| 地 ・ 六 C 年 ) ーー ー 当 | 
7 | 自 作 165.10 2 ョ 2 遇 | 
8 呈 、 ・ 小 209.00| 2 に = 2 
9 1 (4 36.48| ーー = 1 を 
10 | (4 40.00 = = 1 崇 
旨 | 7 47.70| 1 加 記 の 
12 | / | 33.50 ー 本 4 1 時 
13 上 < 漆 (生生 48.50 1 当 回 | 
14 | 自 Oak トド 42.90| = = ] 宮 
15 自 ・ 小 ・ 雇 (日 ) 74.30 1 ES = 当 
16 の 。 (人 で) 69.00 ーー | | | 
17 り (年)| 33.00 ーー | 芽 詞 
上 E 別 自 叶 語 > 雇 ( 年 )| 57.00 1 本 2 = 
9 | / (年 )| 16.00 ーー | = 講 ! 
20 / CH) 13.40| 二 記 ! 当 
21 | (/ ( 和 ) 3.50| = ま 記 市 
22| 2 (月 < 1.00| 名 1 1 
23 | 羽 作 | 111.00| 一 1 = コ と 
の /| | / | 45.00 E 1 1 ーー 
25 | 小 ・ 雑 (行商 鬼 代 | 28.50 ー 1 二 8 
26 | 小 ・ 雇 ( 年 * 朋 | 68.00 = = 前 1 王 
の 7 創 隊 主 C・H)| 43.00 二 鹿 4 羽 
28 4 (月 )| 43.00 詞 ニョ 1 = 
29 | 4 (月 )| 40.50 4 1 6 一 
320| ヶ 年)| 42.50| 1 ーー 1 一 
31 | C SR 10.40 = = = ーー 
| 雇 (年 ・ 昌 | 軸 
32 | 継 (行商 < 投 開 ) ト - 陣 9 
33 以 ( 月 * 日 ) 条 撤 装 )| 二 | | ーー ーー 王 
34 | 以 農 ( 年 * 月 )| 0.20 一 ニー 一 ーー 
35 | (4 (年 ) 0.20 = 二 当 = el 
326| ヶ CxHi 090 ー 記 1 = 
| 2 < 一 | ー ー ー ー 
38 | 必 (月 ) < 雅 ( 粉 区 う | 0.40 王 ーー ーー 直 
39 | 雇 (月 ) * 雑 行商) 0.30 = を 4 に | 
40| 苑 。 業 束 等 ) ー ー ー ー 
41 | 無 隊 ーー 王 = を 


庄 羊 山羊 ノ 財 買 販 喜 及 所 有 頭 致 ナシ 



























































備 孝 


2 月 成 朋 1 頭 18.00 剛 = ニテ 財 入 3 月 仔 豚 示 腔 ノ モ 
フ 本 テ 購 入 1 月 5 頼 分 如 6 月 30.00 岡 = 
テ 褒 却 


1 
1 
3| 3 月 成 朋 5 頭 100.00 岡 = テ 刻 郊 
1 


| 3 月 仔 腔 1 頭 200 間 = テ 叶 入 
| 3 KM 1 喜 1.00 剛 ニテ 叶 入 凶 育 シテ 後 15.00 岡 
= ニテ 芽 却 





1 の 人 ス 頭 へ 仔 豚 ヲ 肥育 モル モノ 2 頭 5.00 
ビッ 

N 人 2 頭 へ 仔 懇 ヲ 肥育 モル モノ 6 月 仔 朋 

1 頭 0.50 周 ニテ 訓 却 

一 | 散 1 頭 L00 財 = テ 購 入 8 月 此 死 

1 | 1 月 仔 朋 0.70 賠 = テ 喉 入 12 月 15.00 賠 = ミ テ 褒 寺 

1 | 成 朋 1 頭 18.00 賠 = テ 序 


ー| 仔 豚 1 頭 1.00 園 = テ 陵 入 モリ 


ーー| 3 月 仔 胡 2.00 彫 ミ テ 中 入 12 月 10.00 周 テ 資 郊 


月 成 月 1 頭 20.00 彫 ミ テ 間 却 
3 テ 典 入 12 月 15 日 1 頭 ' 
UL5.00 彫 ミ テ 衣 元 


一 | 存 朋 1 頭 1.50 園 = テ 購 入 


一 | 在 朋 1 頭 1.00 園 ミ テ 睦 入 

一 | 成 朋 1 頭 12 月 企 朋 7 頭 ト 共 = 貞 死 

2| 仔 朋 2 月 15 日 2.00 彫 ミ テ 購 入 

1( 仔 原 4 頭 400 問 = テ 周 入 肝 音 化 4 項 4000 男 = 

【 テ 義 却 

| 1 月 1 頭 200 賠 ニテ 睦 入 12 月 15.00 加 ニテ 衣 却 

馬 ( 記 了 $ 豆 30G0 半 テ 購 太 1 月 仔 豚 1 頭 0.50 
LU 周 = テ 呆 入 

中 2 月 仔 豚 1 頭 120 彫 ニテ 購入 


一 | 成 朋 1 頭 仔 膝 8 計 69.50 軸 ニテ 哀 却 


一 | 1 月 仔 朋 1 頭 2.00 園 ニテ 購入 10 月 23.00 彫 ニテ 間 却 


一 | 8 月 成 腔 1 頭 12.00 周 ニテ 宮 凶 
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CI 装 ) 常 媒 計 


銭 流 時 家 容 棚 十 





第 十 


小 作 








小作 | 地 主 | 小 作 人 | 小作 地 護 書 及 契約 | 小 作 地 | 小作 地 ノ 附 加 物 
一 ] に | 保護 人 | 基 良 トー ーー 
様式 邊 | 住 所 閑 式 | 甘 | 住 所 | 赴 式 | 所 大 有無 叶 基 | 等 坊 ] 醒 積 | 房子 | 共 ノ 他 
| | | ヶ年 請 天 w | | 

定 銀 前 | 1 | 叩 内 地 詩 | 14 地下 仙 ・ 小 | 地内 ロ 列 | 中 | 1000| 志 

/ の / | 26 7 5 | ヶ 7 1 1 | 人 

2 | / / / 9 も / 生 ・ 小 | ? | / 1 ] 中 

/ 7/ / / 加 氷 7/ 不 。 胃 | の / 訓 | 較 / 1 | / 2 

/ 7 必 / 員 請 軸 還 29 目 中 思 708 症 Re 族 G 有 用 詞 2 / 1| 1 (/ 29.00| 

/ / | (4 (4 記 月 / 不 明 | 外 | / 1 1| ヶ iao0| 

/ / 7 本 | に 7 29 7 当 に * 履 | 7 | ァ | lg 10.00 

/ 7/ // | 7 | 顧 景 上 2 不明 | / / 1 | / 26.00| 

/ 7 / / | 顧 景 泰 | 7 | / | / / 1 1 | 下 16.00| 

/ / / 7 癌 振 7 | 7 | / / 1 | 中 300」 

の 川 2 / / 景 訪 | 7 | / | / 罰 1 リ / 8.00| 

の 隔 3 / ク | 願 和 ll 詳 2 | 7 / 1 1 | // 24.00 

/ | | り / | / 到 両 7/ | / 4 7/ 1 1 | し 4 44.00 

2 | 2 7 証 7 27 | 生肉 る 季 内 7 1 | で 10.00| 

の | 3 の | 地 < 邊 < 次 | 目 2 | Ne / / 1 1 中 1 

ク | 7 / 14 14 / | 自 * 小 | 7 ケ 1 1| 7 13.30| 

7 | 7/ / / | 96 / (> 時 | / / 1 1 (4 16.00| 

/ / 7 / 7 | 7 | dj s |. 二 且 ュ 1 / 11.00| 

/ / 7/ の 8 グ | 小 ・ 雇 CD| 7 / 1 | 7 10.00| 

/ | / (4 / 上 時 庶 。。 外 不 明 | ケ // 1 1 dE 0 

/ / (4 (/ 到 濯 | 7 / | ケ (4 1 1] ケ 

/ | / / / | 李 生 | 7 4 り / / 1 1| 7 11 mmi 

証 | 了 が | 電 ・ 上 | 15 | 還 。 柄 99 | が | 7 1 2| 下 9.00| 

の 。 州 / / 95 人 人 馬 | / / 1 3 中 nd 

/ / し 4 / 13 4 ( KW ケ / 1 2| 。 記 

/ / 7 / 97 7 0 7 / 1 引 ヶ 1 9 

/ // 7 (4 28 の 小 ・ 雇 (月 恵 外 | 1 引 | 導 の 

ヶ | ヶ / / 29 | 7 ヶ | 生 7 | - 2| ヵ 7 | 1000| 

/ / ゲ / 薄 李 一 陸 家 模 不 明 | 屯 外 7 1 ] ケ まり 

/ 5 / WW の 大 と 較 時 / MAW 間 

| 
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| 
料 | 租税 公課 分 功 
| 綱 入 時 期 納入 方 法 | 偽 才 
約 額 | 冥 納 額 | 年 敦 | ノ 義 務 | 地主 負 挫 | 小作 人 負 携 
回 四 | 月 ヶ年 
1 天地 30 剛 3 4 寿人 人 ま 1 ー| 図 税 咽 指 | 村 腹 全額 
700 0.00 小作 人 持参 0 全額 負 導 | 胡 提 
/ 66.00 69.00 34 / 1 守 / / 人 14.00 贅 ト シ 
作 テ 偶 納 モリ 
/ 35.00 36.00 3 // 2 ーー / | 
ー | っ | 
7 90.00 90.00 3 / 1 計 / / 人 和 9 年 夏 家 
【 模 = 韓 住 モリ 
/ 90.00 90.00| 36 7/ 3 = / / 
/ 39.00 39.00| 3.5.10 (4 1 ーー / / 3 回 = 分 納 モ 小作 
| (人 3 年 韓 住 ス 
7 30.00 30.00| 3 / 1 = / り / 
7 84.00 84.00| 3| ヶ 3 IN 7 
/ 48.00 48.00| 4 / 9 | / / 
7 39.00 39.00 9 9 = 語 7 
| 
ク 24.00 24.00 3 // 2 ー / / 
7 72.00 72.00| 3 / 1 吉 / の 
/ 132.00| 132.00| 3-5 / 2 と の 了 
7 30.00 30.00| 1 // 1 が / 
/ 42.00 42.00 1 7/ 4| = / / 
7 39290 | 2* の 」 三 凍 放 7 4 回 = 分 絹 と 9 
48.00| 48.00| 1 7/ 9| ー | / り / 
7 33.00 33o| 捕 / 2 walf な 
/ 30.00 30.00| 1 /4 9 = 三 7 7/ 
7 90.00 20.00| 1 / 2 ーー (4 / 
/ 90.15 90.00 1 / 2| ーー / / 15 筐 へ 減 欧 
7 33.00 33.00 1-3 小 作 人 持参 1 一 / / 小作 人 康徳 3 年 朝 佳 ス 
7 27.00 27.00| 1-3 7/ 2 = / の 
| 中 
1 
タ 30.00 30.00 2 7 1 王 / (/ 村 宮 玉 回 納入 
7 27.00 27.00| 3 / 2 ー / / | 
1 天地 25 財 
40.00 40.00|3. 5. 7.10 し 4 2 ー ル / / 
1 天地 29 財 地主 徴収 = 
29.00 22.00 3 之 3| ーー ケ / 
1 天地 30 本 小作 料 邊 藻 月 利 2 分 
3800 CO 22 2 / / 人 必 = テ 1.96 周 納入 
/ 45.00 45.00 2 し 4 10 ーー 【/ ア 
1 天地 25 
ER 30.00 ET 中 el ad2 「 7 
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鐵 嶺 隙 量 家 准 棚 屯 
小作 | 地 主 小 作 人 * 約 | 小作 地 | 小作 地 ノ 附 加 物 
杯 式 | 大変 儲 所 用 簿 式 | 葵 | 住 所 | 直 全 式 
| | 1 
| と 人 自 ・ 小 < 雑 | 
定 銀 前 | 6 | 屯 内地 * 雇 年) 12 | 論 。 屯 ( 介 | 
| 上 川 ニー 
/ | 王 永 邊 | 7 | 不 31 / ES 当 | 
の 7 7 30 7 | 小 * 年 )| 
| [ | 
/ 純 國 下 本 上 躍 茂 地 主 | 10 / 自 * 門 | 
| | 自 * 小 * 雇 | 
が |- タ / / | 16 / 
| | ⑳ | 
2 | 部 紹 再 | 2 区 員 | 17| ヶ り | 
| | 自 ・ 小 * | 
2 | ヶ カ 13 7 (大) 
カ の / の | の 5 2 | 2 拉 ) 
| 講 | 
7 / / / | 16 (4 に | 
ヵ | 圏 到 2 臣 到 | 7 | 年 ・ 生 | 
| | 
/ / / 7 用 / 74 | 
| 慰 
選 こ 策 7 大 小 * 恒 
7 問 軸 谷 放 T 2 | coD | 
り | 回 本 理加 家 各 柚 昌 ・ 自 | 17 | ヶ | 時 近 | 
な 外 | 自 * 小 * 雇 | 
1/ 徐 宇 金 小夏 家 松 (4 | 15 (4 (日 
/ 引地 5 E | D4 導 展 | 
件 老 画 内 無職 | 26 回 員 | 
7 | 白 永 珍 | 本 懸 球 不 明 | 26 / ク | 
2 | 池 較 画 本 7 I 女 | タ | 全 明 | 
ク | 自 鴻 若 本 騒 城 2 | 2 2 | 地 幸 | 
2 | 部 庶 普 家 宮 棚 2 | 14 | ヶ | 自 ・ 夏 
| 
分 益 | 。.1 , 屯 。。- 内子 。 主 | 8 | 屯 』 内 (4 | 
/ | ア / / | 随 癌 還 に 半 不 明 | 
| | 
ヶ | 2 | 》 | 》? | 陣 同和 ド ホ 
| 
/ 3 / | 地 * 邊 < 灯 久 2 本 2 
| 圧 永 邊 2 | 不 画 ) | ヵ 2 | ふ 作 | 
| 
| | 
ク | 鐵 國 下 本 頻 城 地 王 ) 23 / (/ 
人 | 
だ 物 | 2 本 下 / | 娠 大 不 明 | 





小作 料 物 納 根 石 へ 新 剖 石 = 依 
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作 和 税 公課 分 肪 
納入 時 期 | 納入 方 法 | 小作 料 附 加 物 | 備 考 
中 
尻 約 額 | 四 納 額 | 年 般 | ノ 義 務 | 地主 負 携 | 小作 人 負 失 
(5E. 間 四 | 中 ヶ 提 | 
1 天地 30 回 Ne 本 ー | 阿 税 員 揚 | 村 宴 全 領 5 
15.00 15.00 1 小作 人 持参 1 全額 負 改 | 負 挫 出典 小作 ナリ 
2 30.00 32.10 10| 7 志 2 に コト 請 訴 72 の Pt を 分 
地主 徴収 = ミミ 人 / 
120.00 12000| 3 こ 9 宇 1 の / | 
/ 54.00 54.00 2 / 一 5 ーー し / ア 
7 102.00 102.00| 3 7 ー 3 | 二 /) 
| 
7 30.00 30.00| 2-3| 7 に コ 1 人 ヶ | 拉 
2 67.50 67.50 3 小作 人 持参 過 10 2 / 
/ 54.00 54.00 2 (4 ーー 1 = デ / / 
| ] 
地主 徴収 = 本 | | 
7 30.00 300) 4 2 2 / / | 
7 60.00 60.00| 2-3 7 ー ュ | に 。。 7 ヶ | 
7 90.00 9000| 23| 7 ーー 1 El 二 。 ヶ | 
ロ | | | 
M Ei ) 27.00 3 小作 人 持参 デ 1 ーー 7 | / | 
1 
1 090 癌 | 4500 Se ト | 1 当 / / 
| oO 
7 30.00 30.00| ユー3 小 作 人 持 須 ! 2 2 9 。 | の おき ーー イ 
| 川 ノ 秋 = シ テ 同 人 が 小 
| 1 し う コ )) 記 一 * Nh < デー 
/ 24.00 2400| 12=3| 7 1 連隊 / 2 | Tai 8 の 
| | ・ L 
1 天地 25 賠 | 雪 戸主 へ 静男 筆 へ 小作 
5000 訓 SN 細い ” || 符 テ 教 と テ 耕作 
/ 10.00 10.00| 3 7/ こ ヨ 1 に 7/ / ルル モノ ナリ 
| 出典 小作 耶 チリ 
/ 25.00 2500 引 旨 必 こき 2 303 計 R2y 人 SS 
陣地 29 同 - 33.60 9 寺 仙 ー 2 IE < が み 油 
石 1 
5:5 黄 豆 11.88 調 製 後 小作 人 持参 豆 措 800 丘 1 ー| 7 折 生 負 搭 
| 
/ / 4.05 / / / 4007 6| = / / | 
間 縛 2430 | 
4 R 穀 子 8.1O| 7 / 半 程 類 折 邊 1 = / / | 
【 癌 子 24.30 | 
) ( 20.25| / | 作 人 ノ 破 苫 切 :5oo 束 | 1 
臣 22.95 | 殻 場 渡 シ 豆 描 1.5007 
角 / 6.75 層 義 
7 。 | 剖 乏 千 | 。 10 許 沈 破 と | 全 香 疾 折 年 0 畑 和 Eo 
癌 子 2.20 | 
黄 豆 16.54 の | 
本 記 7 高 染 16.88) 9 厩 帝 場 流 了 NH 5 | 0 | 
穀 子 16.07」 ジウ 科 
1 天地 控 子 8.10 | 
束 竹 2.03 5 
両 薬 2.83 高 菜 709 剛 抽 人 訂 殻 場 流 シ ーー 2| ーー / | le | 毎年 小作 凡 ラ 下 約 ス 
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算 朱 昌 家 審 棚 第 キー 分 租 
| 回 納付 額 地 秒 
| 趣 秋 本 式 | 年 謀 | っ 笛 面 
| | 室 「 pi 
有 | | Mesad SN 西 積 差引 計 | 所 有 地 | 遇 自 地 
| | | 回 回 門 内 由 
| 本 寺 圭 (1297.55) 
(中 内 鵜 全 |) 亡 三 | 23562| 18048 180328 700 178779 140988 (24330 
| 主 三 | 355.62 
| | 隊 元 ー| 一 ー ー ー 思 ー ー 
1 | 地 圭 | ニ 2886| 26| 27530 ー| 275.3d| QG7000) | 20.90) 
| | 織 
5 ト 届 放 拓 且 時 | こ = zeso ー| 21930, 298)| 17298 (GO00 
| 屋 。 三 2009| 1774| 21930 ー| . 219.30| (21298)| 17298| (4000) 
| | 
| / 粉 房 弄 | 康 元 | ー 一 | ー ー ー ー ーー ー 
9 | 地 " 邊 " 紅 長 / 則 | 85.69| 60.24| 669.0 3.00| . 669.00| (625.80)| " 叶 G108.00) 
| na | 
| | | 1 
| ほ 玩 ー 一 ! ーー ー = 一 ーー 
4 区 。 ・ 上 全 7.84[ elel aol 人 人 麗 8i お 56126 2 較 ー 
提 8 = に 当 17.00 時 17.00 12.00 12.00| 一 
5 | 地 * 自 * 将 湖 震 的 )| 雪 」| 1.32 1.32 17.00| ー 12.00 12.00) 1200 ー 
| 当 1 = 
た 上 元 昌 ーー に =! ーー ーー | 一 
記 ・ 理 | 華 | 055| 055 1.00| 豆 1.00 記 記 寺 
| | | | 
| | 康 元 | ー 当 守 | 当 = 当 に 3 
7 自 作 三 | 2 ろ 223| iaesl iez30 ー| 54i5l 154 っ ー 
| | 還 証 | ー| igo90 ー| 18090| Qz7420)) iml20| 6300) 
9 自 肖 小 了 2 13.66)| 144.70 ー 144.70 ah 75.00| (63.00) 
| | 
| 8 元 ーー = 34.78| ーー 34.78| (34.78)| 27.48| (7.30) 
9 | 2 | 了 三 | e00| 。 474| 3428 ー| 3478| . G3428) 伯 ⑦.30) 
| | | 
| ml 当 月 月 に 還 還 
10 | # 了 三 | 299| 2.99| 8.50 8.50 7.50 7.50! ー 
| | 本 | | | 
| | 謙 。 元 に し 思 寿 き = 
1 | | 詞 三 | 1.32 1.32 9.50 思 9.50 5.00| ー 
| | | | | 
| 謙 元 ー ー 一 | ー ー ー ー 
中 衣 三 | 1.43 1.43 1.50| 半 1.50 ニー 一 
| | | 
大 師 夫 | 康 元 ー ー ー| ニー ー 三 ー ー 
13 自 小 * 攻 (人 上 了 ニ | 6.93 0.93 18.90| ニー 18.90 16.0) 抽 (5.00) 
| 康 元 まま と 1 ーー - 引 5 ーー 
14 | 自 5 刊 譲 。 三 | 0.62| 0.62 9.90 呈 9.90 5.60 導 ー 
二 医 元 | 記 還 
15| 自 ・ 小 * 履 ( 昌 ) 剛 | 421| 4an 3200| so 3200 szo 。8Z0 ーー 
| sl 康 。 元 王 ー = ーー 王 に 呈 こそ 
3 Ne 則 | 334|  s34 10.00 コ iooo 8 ニ 
| | | | 
元 = 当 8.50| 当 8.50) 2.50 7.50 = 
W 2 。 G⑱ 業 | ee| 1 95 に 8.50| | 7.50| 記 
| 計 沖 | | | 
| 還 康 元 "= ヨ に = に に ご = ーー 
肖 恒 D| 論 三 7.52| 7.57 24.00| に 24 18.00| 織 こう 
| | き | | 
| s 謙 。 元 に | ーー 17.80| ー 17.80| 16.80 16.80| ー 
に NN 。 ^ KS 打 き 4.45 3.20 17.80| 癌 17.80 ー 
| | | | 
り 訂 四 議 元 ー| ーー 17.60 1.00 17.60」 7.40 7.40 ーー 
59 CBI 議 ニ 0.81 0.81 17.60 1.00| 17.60 740) 一 
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ー い 
齋 表 dk- 剛 税 ) 
慌 農 
店 | | 細 全 月 日 | 茹 湊 | 未 納 額 | 准 納 上 | 入 抽 者 ョ サフ 受入 導 | | 中 R 
ーーーー| 馬 丈 | 素 ) 者 ョ リノ 愛 2 
| 入 奥 地 税 導 ” | レ 支 折 伯 傘 額 計 
届 皿 訓 | 加 。 皿 回 明 語 四 四 | 
6130| 18977| 一 未納 363| 一 ” | 2003 18048 軸 帳 
15342 2808 績 計 
| aol smogl 訂 委 2 年 un 月 | 一 画 220 選 286| 1 
当 9.90| 座 和仁 1 年 11 月 寿 | 時 ーー リ 入 和典 者 き リ 受入 へ 護 | | 
| 人 0 141e| 識 徳 2 年 3 月 1 答 年 受 維人 け 放 際 | 語 
ー| 240e| 930 串 細 2 一 未納 14.76 = 5.72 ー 引 
| 。7212| 7212| 誠信 1 月 9 B | 還 きい 11.88 電設 | 
eoo| 9%23| 一 ゴー 528| = ご に 6 本 sial2 
| 32| 3 放 仙 2 年 4 月 20 月 | | 当 ー| 宮 132| 
ーー 1.32 一 | = 一 未納 1.32 = . に ーー コ 折 出 Ms 
ーー ーー | 三 紀 ーー ーー」 ーー ーー ニー ーー ーー ーー 
5.00) 時 一 | 謙 笛 2 年 11 月 | = 連 ン ー| oss| os 6 
| 
| 186d| 。iBed| 議 令 2 年 1 月 21 日 | 回 円 認 市 寺 | 還 Bl 隊 6 
5 | E 懲 1 年 受入 済 (6.93) 
ー| 。 20.70| 20.70| 誠 値 2 年 2 月 24 日 」 志 康徳 1 年 受 部 
ー| 16.72| 6.82 っ 月 10 日 | 一 未納 990 記 6 ) 13.6e| 8 
ー| 。 312| 3.2| 府 徳 2 年 2 月 15 昌 | 当 ! 当 一 府 徳 1 年 受入 済 CO.80) = 間 0232 
Si7| 8.17 人 SB 月 | | 選 人 080 二 ば 還 202 
Q400) 083 0.83 康 稔 2 年 1 月 25 日 | 国 当 国 2.16 299 10 
| | 
Q200)) 0.33 = 沼 一 来 納 0.33 md 本 82L 
Q300)| | 表 降 入 2 年 1 月 | 5 回 遇 | | | ua 
証 間 14 14 座 信 2 年 u 月 | 守 基 肖 055 | ogal15 
062| 022 隊 入 22 有 22H | 思 本 ョ 当 語 細 |eegll9 
⑦.30) 3. れ 1 3.4 れ 1| 康 衝 2 年 11 月 25 日 連 訓 時 ei 0.80 421 15 
Q600)| osal ogg 馬入 2 錠 u 有 2tH に 記 | 24e| sal16 
ー| 083| 0.83| 附 徳 2 年 1 月 15 日 笠 因 記 ーー ー| 083| 
ー| 083| 0.83| 詳 徳 2 年 12 月 22 月 店 志 ー ee3 
G80O) 242| 242 康徳 2 年 12 月 2 日 記 まこ 記 ココ sm zs 放 8 
ーー 185| rg 康徳 2 年 1 月 19 昌 時 着 詩 | 。 1.85 
ag iam 由 - ン PP 国 思 | ig5| 9 
一 9al| oall 謙 人徳 2 年 3 月 | 時 当 ーー = ミト 。。 6 
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| 出 産 角 石 
合計 | 
葉 号 | 奮 変 | 子 | 毅 で た | 菜 | 程 
| 

和 四 | 四 因 面 | 皿 
53.14 31.67 0.42 091 0.28 02 
| 抽 | NM 導 区 
2.35| 2.35 = 語 学 」 時 
25.45 | 25.03 0.42 を 当 
1.68 =ー = 還 当 5 
3.60 = = 当 較 当 間 
9.52 2.70 二 0.54 0.28 1 
1.26| ー = 一 | = = 
6.00| = 人 謀 」 = に 
| 
ーー | ーー ーー 一 | ャ ーーー | = 志 | ーー | 
ーー ーー ーー に | ーー 
| 8 | 記 ー| に 
0.75 0.78| 記 ! | = 
0.20 二 =! 0.20 ーー = 
0.54 | 二 1 に と 
0.17 ー) ーー ーー ーー 0.17 
0.48| | と = ヨ に 遇 
1.14 0.84| 0.17 ーー 0.05 
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に = 記 = 当 と 
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5 と | 記 当 
避 豆 | 8 
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- 公 齋 表 ok- 男 税 ) 
。 輸 斉 = 、 下 昌 | 虹 
課 科 物 件 備 考 呈 
- 納付 向 人 額 
【 入 種類 | 項 。 誤 共 他 脱 
| 可 | 回 | = 
1 8 ー 1956」 下 内 
計 
ー ー ー ー 1 
ーー ーー ーー ーー | の 
| 謀 懲 2 年 間 = 府 ケル 全 所 有 面 積 へ 前 年 度 同様 テル ェ 年 末 出 典 中 
9 4 |】 33.00 束 ヲ 回 貯 家 却 モル 年 亡 末 所 有 面 積 へ 646.00 癌 テリ 、 従 | z 
< 丘 | ッ テ 入 典 者 ョ リ 税 金 受入 へ 哀 到 以 前 = 受入 レタ ル モ ノ ニシ デ 出 
| 典 課税 面積 へ 108.00 癌 トス 
| [所 有 面 横 4.00 束 以 外 = 7.30 束 ノ 所 有 ア ル ェ 此 ノ 分 康徳 2 年 
坦 | ・ 1 ー 1.68 ヽ 衝 収 穫 後 No9 農家 = リ 購 入 モ ル モ ノ ニシ テ 向 金 へ 買 前 序 | 4 
| | | 王 於 テ 納 付 済 ナレ バ 面 積 = へ 加 へ ズ 9 
当 ー 上 
= 2 語 ー 所 有 面 持 へ 三 園 ノ 地目 ナル シタ メ 課 税 モ ラ レ ズ 6 
原 1| 一 3.60 7 
ュ oo 康徳 2 年 所 有 面 積 37.48 剖 テ ル モ 同 年 末 No.3 農 家 7.30 束 ヲ 間 却 | g 
時 紀 0 LC 出典 地 ) 税金 ハ 入 典 者 = り 受入 後 ナ ル ラ 以 テ 加 へ リ 
1 ー 1.26| 9 
二 選 デ 一 | 10 
ー ー ー| ー| | 11 
ー| ー 当 一 | 所 有 面 積 へ 三 園 ノ 地目 ナル 筐 課税 モラ レズ 12 
馬 2| 一 6.00 13 
に ョ 品 当 PR | 14 
ー| ー = ー| 入 奥 地方 2 年 秋 下 後 返 典 モル モ 税 金 へ 出典 者 へ 支 抗 | 15 
ー ゴ | = = | 16 
3 | i 
ー に ー 一 | 18 
ー に ー ー | 19 
記 村 計 吉 ] | 20 
ー ー ー] ー| 所 有 面 積 ハ 三 園 ノ 地目 ナル 穫 課 税 モ ラ レ ズ |21 
| 当 | 上 ま / 22 
ー| ー コ = | 23 
| 1 ー 0.54 | 24 
ー ー ー 連 | 25 
回 ら ー| 所 有 面 積 へ 三 園 ノ 地 目 ナ ル 委 課 税 モ ラ レ ズ | 96 
1 一 0.48| | 27 
ー 尋 ー| 所 有 面 積 へ 三 園 ノ 地 目 ナ ル 筐 課税 セラ レズ 28 
= 29 
ーー | ー| 所 有 面 積 へ 三 園 ノ 地 日 ナル 短 課 税 モ ラ レ ズ | 80 
半 = 5 / 31 
当 ! | | sz 
ー ー ー| 所 有 面 積 ^ 三 園 ノ 地目 テル 泡 課税 ギラ レズ | 33 
王 デ = | 34 
el | | 35 
に 二 二 委 ー| 36 
| = | | 37 
デ ニュ | ー| | 38 
記 5 = | 39 
に 3 | 40 
41 
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砂 税 細 付 | 土 地 課 中 
1 課 科 西 積 | 脂 納 税 気 | 人 
の 二 ] 所 3 月 請 0 j 5 5 鈴 1 
額 弟 計 | 税 合 避 玉 納 、 潜 納 攻 分 
皿 石 回 斉 | 四 皿 
元 ーー ーー = を : 交 4093 
二 | 収 子 11.05 255.71| 穀 子 11.05 186.43 人 232.39 ー 166.69 
元 ー ー ー ー 一 | 
三 | 没 子 1.42 36.8 引 子 1.42 35.19 270.00| 37.99 康 竿 2 年 11 月 37.99 
{ 詳 徳 1 年 11 月 24. 
元 ー ーー 212.98| 29.76 康徳 2 年 3 月 4 
三 | 茎 子 1.47 13.6l 穀 子 1.47 。 11.04| 212.98| 29.76 康徳 2 年 1 月 11.3E 
5 1 ou 軸 子 332 58.35 625.80 88.08| 21 日 
| 康徳 2 年 1 月 2 日 
元 一 | ー」 一 | ー 
三吉 子 1.06 ョ 穀 子 106 7.84 76.66 10.84 未納 
元 王 = 12.00| 1.68| 康 懲 2 年 4 月 20 日 
3 2.18 1.68 12.00| 1.68 来 納 
元 | ー 計 寺 雪 
室 1.00 0.70 ーー ョ 詳 懲 2 年 1 月 
元 | ーー ニー 三 ーー| | ーー 
三 | 雪子 124 27.51| 疫 子 124 21.81 154.16 21.81| 謀 竹 2 年 11 月 2 日 21.81 
| 元 | = = 174.20 24.60| 康徳 2 年 2 月 24 晶 23.6 
| 三 | 雪子 1.12 21.46| 穀 子 1.12 13.89 138.00 19.53| 康徳 2 年 12 月 10 日 .9 
元 ー 王 34.78 4.75| 康 懲 2 年 2 月 15 日 
三 | 超 子 013 3.34| 疫 子 O13 2.74 34.78 4.78| 選 
元 雪 ーー | 本 当 本 = 
三 | 貞 子 O18 4.3 引 表 子 O18 3.09 7.50 1.05| 康徳 2 年 月 26 晶 
元 ーー に ーー ーー 
三 | 苦 子 9.04 1.98 引 穀 子 0.04 1.68 5.06 0.67 ビ 
元 | ー ゴ た = 
2.32 1.82| 呈 
| 
元 ー ー ー ー 
三 | 衰 子 O.13 3.1ql 疫 子 O13 1.50 16.00 2.20| 康 徹 2 年 11 月 
ラ | 
元 ー ーー 一 = ーー 
三 | 華子 005 1.08 疫 子 OO5 0.78 5.60 0.78| 良徳 2 年 12 月 22 昌 | = 
元 1 ーー ーー ーー ーー: コ 
三 | 議 子 030 8.9l 穀 子 030 el 37.00| 5.09| 護 和 念 2 年 1 月 25 日 
元 一 | ーー = 
二 | 蒙 子 019 324| 毅 子 O19 234 8.0Q| 1.12 未 閑 
元 | ー 計 7.50 105| 康 懲 2 年 1 月 15 日 
二 | 子 006 2.70| 穀 子 OO6 2.0 7.50 1.05| 際 徳 2 年 12 月 22 晶 
| = 叶 電 基 
二 | 疫 子 014 10288i 帝 子 O14 8035 18.00) 2.58| 康 懲 2 年 12 月 22 日 
玩 | 三 孝 16.80 235| 康徳 2 年 1 月 9 日 
三 | 毅 子 O14 5.3d| 緩 子 O14 470 16.80 2.35| 康徳 2 年 月 21 晶 
元 | ーー = 7.40| 1.03 康 懲 2 年 3 月 1 1.08| 
二 | 穀 子 006 1.33| 疫 子 0.06 103 7.40| 1.03 来 綱 
| | 
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寺 し 」 差引 負 搭 額 | 表 
受 " 入 額 | 支 挑 額 | 受 入 額 | 支 抄 額 | 肢 
四 曽 nr 2 面 中 二 計 
⑲84) 当 思 了 
3424 2289 記 ー 186.43 綱 計 
了 | 当 2.80 寺 3 s59| ! 
入 典 者 ョ リノ 受入 ハ 
| ー ド 謙 徳 1 年 = 受入 納付 ーー 一 ーー 5.44| 2 
記 未納 18.38| 流 5.78 選 = 記 5.60 
記 来 納 14.60 15.12 護 り 回 583e| 3 
1 
」 未納 10.84 選 7.84 敵 2.84 4 
| re8) 
5 [] as 
ー 未納 1.68 を 3 財 | 5 
| | 
2 | 0.70 記 ozol 6 
還 良 寺 り | 21.gl| 7 
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ーー 来 納 12.60 8.82 に 男 計 13.89 8 
| 氷 仙 年 受 済 
ー 未納 478 1.02 部 呈 224| 9 
| 
| 加 204 so9|!9 
ーー ーー ーー ーー ーー ーー 
来 納 0.67 = 1.68 記 reg」 1 
当 加 = 1.82 記 嘆 rg2| 2 
020 抽 三 5 so| !5 
題 記 加 語 国 07a| 14 
計 ーー 語 1.02 記 | 1 15 
半 未納 1.12 還 2.34 = 記 2.34| 16 
当 回 認 還 還 還 用 
- E コ 計 着 記 5 
に コ 二 e = 呈 2.35 
ー ー ー ー| ーー = 235| 19 
晴朗 P 唐 記 選 当 "ー| 20 
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農 | 路 科 納付 
| 中 | 務 曽 衝 | 石 綱 税 領 | RIP 
肝 っ 、 eo ・ | 未納 、 各 納 試 分 
| 四 回 数 回 
0 7 ー 還 害 
2 峡 品 | 
23 了 計 1.0| | 当 ゴ ] 
oe 半 議 で | 較 5 四 
2 生生 本 | 当 g 
26 提 記 の 計 選 着 
27| 工 到 当 当 
29 | 了 四 0.60 訓 ー 
29 | 光 129| 回 当 明 
9| 議 三 | 020 本 コ 還 
| 
2 | 机 | osgdl | 和 | 定 
| 評 e 誤 | 3 ゴ 
95 1 由 き odl 
4| 峡 6 弄 加 四 ゴ 
51 馬 | 了 | 選 9 
| 庶 元 | 当 ー ー ー 
36 | 護 三 | 0.30 = 
37 | S 0.30 | 
3 | 机 | 0.50 記 | 
59 | 衣 | 93 ゴ 叫 思 
人 | 0.30 思 
に | 較 | 0.30 RE 5 ー 
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鍋 。 揚 。 の に 3 に B | 度 宣 指 車 講 
基 他 計 | 。 | 種類 | 績 名所 利 績 聞 
| 間 豆 | 礁 変 | 子 | 帝 子 | 高 黄 | 竹 子 | 計 | 
| | 頭 数 額 | 狂人 数 種類 個 散 
血 江 | 陣 記 0 下 議 詞 - 回 回 回 四 面 | 本 皿 3 充 
6928| 12.67 0.84 0.91 0.55 0.44 0.17| 15.58 | 6 3.00 大 車 本 大 車 10 
| | | | 
1.70| ー ー ー ー| ー ー 一 | 朋 1 頭 950」 ー 一 
| | 
2.64| 094 = 二 ー ーー ーー 094| 藤本 | 0.50| = 志 = 主 





20l = ー ー|* 一 」 ーー| 懇 1 頭 | 0.50| 天 事 大事 1G④ 諸 ) 


2 noe | 還 iO552| 還 還 (G155 ーー = 請 較 2 ー|  ー 天 還 拓己 還 国生 















































285l 。 - 一 一 一 - 一 | 駿 ! 枯 | 023| 大 東和 1 大 東証 2 
0.90 ー ーー ーー ーー = ーー ゴゴ ーー ーー 紀 
| 
0.60 連 キ = 当 | = と 当 | 短 1 
| | | ' 
2.85| ー ー ー = 思 古 | ーー| 02gl 天 事 1 大 車 1G 
| | | 
999) 0.30 = 5 と 当 ー-・ 00| | 3 
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| 義 倉 戸別 指 | 円 戸 指 | 四 役 | 諾 
納 付 生 | | 色 谷 | 納 付 人 才 | 
割 営 額 割 営 額 割合 額 割合 額 | 納付 税額 | 
| ml た | 各 Il 皿 ~ 大 WS | Pa 人 
_ 2400| 1380. ーー 3.40 ー| 2330 ーー 一 | 
「 1105 欠 計 
ー| 178.00| 穀 子 142 = ー 本 1220 ー 選 PP 
車 ! 
ー| ri8400| 穀 子 1.47 ー | 20 = 1 リ 12| 2 
人 1 | 
60O| 4n5Q00| 穀 子 332 = コ ー】 ー| 22dl 下 け 5 昌 | 3 
| | 所 | 
| 谷 | 3 
人 1 
100| 133.00| 表 子 1.06 ー 議 iiGO 当 論 2 日 4 
| | は 10 日 
紅 に っ 時 四 oss ー| oso ー = 5 
3 に 9 思 = | os0 ー に 6 
400| 153.00| 穀 子 1.24 = = | 還 (にゃ ー 代 和 5 日 7 
400| 1i41.00| 穀 子 112 寺 = ー| 140 連 間 10 日 8 
)N 吉 ! 
| ieoo| 穀 子 013 ーー | ー 便 還 記 0360 - 民 リ 1 月 9 
人 1 10 日 
人 1 
100| 22oo| 毅 子 0.18 = ー』 。 699 - 答 了 2 日 10 
* の (0: 
5.00| 殻 子 0.04 | |。 0:96 ー| 人 1 5 上 | 11 
| | 
| 一 一 一 0.20 ーー 0.30 UL 9 品 12 
| 7 
肛 oo| ieool 尊 子 013 ーー ー】 oieo - 本 リ 9H 13 
| Ni 10 日 
蘭 
ー 6.00| 帝 子 0.05 ー 一 0.30 ー 人 1 10 日 14 
「 
8 も 人 1 。。 昌 | 屋 殺 指 へ 朋 1 頭 ノ 税 金 ラ 
2.00 37.00| 殻 子 0.30 一 一 0.60 - 倫 リ 。| Ne.18 ト 分 挫 朱 ラ 15 
' 人 1 
24.00| 表 子 0.19 = 議 還 0.99 - 6 日 16 
り 6 6 日 
3 800| 穀 子 0.06 二 順 症 Weo 人 た 計上 17 
| [大 1 上 電 拉 へ 原画 ノ 科 例 | 
200 18.00| 帝 子 0.14 = = (060 - 人 リ 1 ロ | No15 ト 分 筐 者 18 
17.00| 殻 子 0.14 ー ーー 0.30 一 人 1 10 日 19 
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狼 指 2 ハ 斗 掲 用 当 車 看 
計 種 類 納 付 | 所 有 綱 税 
黄 豆 | 著 変 | 親子 | 殻 子 | 高 役 | 種子 僅 
頭 衣 税 額 | 種類 個数 | 種類 個 芝 

四 回 | 四 軸 回 回 四 回 頭 四 吉 
0.30 一 ーー 一 一 一 一 一 一 一 ーー ーー 
0.30 一 一 一 ーー ーー 一 一 一 ー 一 
0.50 一 ーー 一 ーー 一 一 一 一 ーー 一 
1.80 一 | 一 0.20 ーー 一 0.20| 豚 1 頭 0.50 ーー ー 
0.80 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 
0.83 一 一 一 0.33 一 0.33 ーー 一 一 一 
2.70 ー ゴ 三 三 ーー = ーー 大事 1 大 事 1G1 会 ) 
2.80 = ーー 一 一 一 | 一 ーー 大事 1 大 事 1(2 三 ) 
0.60 = ーー | ミー = 三 ー| | 議 : 二 」 当 
1.29 0.34 = 0.17 0.11 0.17 0.79 ーー 一 一 一 
0.60 = ー| ーー ーー ーー ーー ーー| ー 二 PS = 

| 
0.50 = ーー 三 時 三 時 を =! 3 当 
0.50 ーー 王 ー- = 妥 = ー = に = 当 
0.50 較 | ーー 配当 ーー 一 | - 
0.30 ーー = ーー = 思 = こき = 音 
0.50I ーー = コ ー] | こら | 」 に - ヨ 
0.30 ーー ーー| ーー ーー 一 | ーー に 当 ーー ーー 
0.30 ーー ニー ーー ーー 雪 = 放 = - 
0.50 ーー 剛 | ーー = と 半 記 
0.30 ーー 5 陣 ーー| ーー ーー ーー ーー ーー | 

| 

| 
0.30 = ーー = = 三 当 | こ = ご 
0.30 ーー ーー に ニー 選 3 - 紀 = 


























人 投 課 表 gk 双 税 ) 


















































































人 | 状 倉 戸別 指 | 円 戸 虐 農 
納 付 邊 納 付 | 納 付 
割 営 疾 割 営 客 | 割合 額 割合 納付 税額 
税額 税 。 谷 | 税額 税額 腕 
貞 | 唄 石 四 | 国 
ー= 7.40| 殻 子 906 一 一 | ー 0.30 一 人 1 5 日 20 
ーー ー = 三 二 ー 0.30| ー 一 21 
| | 
ー- ーー| ーー ー 0.20 = 0.30 ーー 人 1 6 日 22 
ーー 一 ーー ー 0.20 一 0.90 ー 症 1 8 日 5 23 
ー | ーー | ーー 0.20 ーー 0.60 一 | 人 。 1 10 日 24 
ーー ーー ー| 一 0.20 ー 0.30 ー] 人 。 1 10 日 25 
| 
1.00 ーー ーー ーー 0.80| 一 0.90 一 人 。 1 12 日 26 
人 1 
2.00 = 二 BE2Q =| 目 a - 作 和 1 日 27 
と 大 下請 記 0O 旧 
一 ー ー- 一 ーー 一 0.60 ー| 人 1 15 日 28 
ーー ーー ーー ーー 0.20 一 0.30 一 人 1 10 日 29 
| 
| NNIU 
た 5 = ニュ まき 当 ニコ 0.60 - 1 日 30 
A 語 1 還 記 10 目 
= | ーー ーー 0.20 一 0.30 一 ーー 31 
| 選 ー コ 過 0.20 ー- 0.30 ーー 一 32 
一 ー- ーー 一 0.20 一 | 0.30 一 一 33 
「 ーー = ヨ = ーー 一 = 0.30 一 一 | 34 
= デ ー 三 0.20 ー 0.30 ーー 一 35 
「 ーー ェ ー ーー ーー ーー ーー 0.30 ーー| 一 36 
一 ーー 一 ーー 一 ー! 0.30| = 一 37 
ーー ー ー ー 0.20! ー 0.30| ー ニー 38 
と = 三 ーー ーー- ーー 0.30 ーー 一 
一 呈 ー ーー ー ーー- 0.30 一 ー 
一 一 一 ー| 一 一 0.30 ーー ー| 
| | 
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に 5 Fa Ti っ レー た 
傾 取 昌和 各市 人 叶 富 。 益 相 
| 
結 | 生 入 押 | 電話 > 画 
家 | | 
| 8 ペ | に 小作 人 ョ 9 
BB | | 弧 証 ルル 科 用 計 課税 面積 税 に | 應 納 狗 納 入 額 ii 納 額 
っ ノ 受 入 衝 
中 議 | 若 a 
SN 上 g 石 麗 回 全 居 寺 石 
門 計 | 雇 二 | 暖 子 540 融 子 5.40 728.78 899.23 穀 子 540 
| | 1 則 四 
| 820.54 820.54 820.54 
| 高菜 0.14| 高 深 0.14 
] | 康 ニス 10.5l 10.55 18.50 5.70| 10.55 10.55 
高梁 0.45 高 菜 0.45 
| EE 証 31.38 31.35 55.00 / 31.35 31.35 
| | 2.5 紀 | 高 委 2.54 
3 上 応 旨 152.40 152.40 320.00 / 182.40| 152.40| 
| 高 染 0.41 高 染 0.41 
(8 主 = 28.50 28.50 50.00 / 28.50| 28.50 
| 
MUSE 議 守 Ei El | = 志 = 
作 、、a で | 
6| 座 。 三 記 ビラ ーー = = 王 
議 高菜 1.2 人 | 高菜 1.24| 
7 内 浦 王 87.20 87.20 153.00 5.70 87.20 87.20 
| | 高菜 1.14| 高 薬 1.14 
8 謙三 | 80.37| 80.37 141.00 / 80.37| 80.37 
] | 
| 高菜 0.32| 高 栄 0.32 
9 | 附 22.50 22.50)| 39.48 / 22.50| 22.50 
人 高菜 0.32| 高 菜 0.32 | 
OM 人 康 軒 本 三 22.52 22.52 39.50) / 22.52 22.52 
| | 
本 高菜 0.38| 高 梁 0.38 
11 | 1 は 押 議 | 26.51 26.51 46.50 / 26.51 26.51 
| 高 肖 0.2Z| 高 菜 0.27 
1 人 応 生 18.81 18.81 33.00) / 18.81 18.81 
I 
| 融 沙 0.39| 高菜 0.39 | 
13| 康 三 | 27.08| 27.08 47.50| (4 27.08| 27.08| 
| | 高 深 0.33| 高 菜 0.33 
14| 康 三 | 23.31 23.31 40.90 (/ 23.31 23.31 
| | 
| 高菜 0.5Z| 高 菜 0.57 
1t9l 際 紳 議 半 誠 39.90 39.90 20.00 / 39.90 39.90| 
| 4 
| | 
| 高菜 0.55| 高 菜 0.55 
16 | 衣 %、* | 38.76| 38.76| 68.00| / 38.76 38.76 
| 吉 菜 0.26| 高 菜 0.26| 
7 護 三 | 18.53 18.53 32.50 / 18.53 18.53| 
1 語 菜 0.4 引 高藤 0.45| 
前 | 除電 三 | 31.92| 31.92. 56.00 // 31.92 31.92 
| 。 | 商業 0.14|| 高 菜 0.14 
19 身 訟 *。 三 9.58 9.58| 168.0C // 9.58 9.58 
| 3 高菜 0.06| 高 菜 0.06 | 
20 康 。 三 | 4.22|| 4.22 7.40 / 4.22 人 
I 
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鷹 納谷 
で 
高 染 13.16 
高 常 | 
(4 0.45| 
ケ 2.54 
(/ 0.41 
高梁 1.24 
し / 1.14 
(4 0.32| 
(4 0.32 
/ 0.38 
(4 0.27 
/ 0.39 
/ 0.33 
(/ 0.57| 
し / 0.55 
し 4 0.26| 
2 0.45 
(4 0.14 
(4 0.06 


約 入 額 
> 。 石 
高 淫 13.16 
高梁 0.14 
(4 0.45 
(4 2.54 
/ 0.41 
高梁 1.24 
(4 1.14 
し 4 0.32 
ケ 0.32 
(4 0.38| 
/ 0.27 
/ 0.39 
4 0.33 
4 0.57 
4 0.55 
L4 0.26 
(ん 0.45| 
(4 0.14| 
(4 0.06 
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差引 負 | 系 
| 壇 郊 撤 多 領 朋 
sa| ぁ 』l 


ー 黄 156 | 四 邊 








ーー 
| | 
| 
一 高梁 0.14| 1 
| | 
ー| カ 045 gp 
っ E か 0 254085 
ー| 7 。 04 4 
| | 
に | 寺 5 
| 
| 
ーー = 6 
一 南 124|I7 
| 賠 7 1.14| 8 
7 議 (05 統 
] 
ー| 久 。 0.32| 10 
| 
| 
中 / 赤 938 
ゴゴ 7 ヶ 0227| 12 
| 
ー| 7 0.39| 13 
I 
| 
| | 
一 | 2 0.33| 14 
| 
ーー トカ 0557| 15 
| 
ー| ヵ  o55l16 
ー 選 / 縛 畑 9i28| 間 i 
呈 | 2 035| 18 
一 | 7 0.14| 19 
| 
ー| ヶ 0.0e| 20 
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逢 R に ん 
鐵 領 区 里 家 害 棚 征 第 十 一 公 
上 納 額 | 土 地 = 妊 >| 村 
年 度 
距 年 の 用 税 笑 滞 課 徹 面 策 税 滑 應 納 笑 1 納 入 額 溢 納 額 
岡 ・ 石 四 ・ 員 回 回 還 ・ 石 
絢 謙 | 愛 ー 語 | ー ー 一 | 
22| 康 三 ー 雪 ー| ーー ーー ー 
5 高菜 0.8 引 高 》 0.89 
3 謙三 31.35 31.35 55.00| 5.70 31.35 31.35 
高菜 0.18| 高 染 0.18 2 
24| 康 三 12.82 12.82 22.50 / 12.82 12.8 
石 
3 高 散 2.90| 高 菜 2.90 高菜 2.67 
25 川 康 。 三 5.07 5.07 28.00| / 15.96 5.07 
高菜 0.54| 高 菜 0.54 
26l 康 三 38.19 38.19 67.00 / 38.19 38.19 
> 高 染 0.32| 高 菜 0.32 
97| 座 三 22.80 22.80 40.00| / 22.80 22.80 
高梁 0.32| 高 0.32 
28| 雇 三 22.80 22.80 40.00 7/ 22.80| 22.80 
高梁 4.37| 高 染 4.37 高菜 4.05 
29| 護 二 | 7.80 7.80 40.00 / 22.80 7.80 
高菜 0.32| 高 深 0.32 
30| 康 二 | 暖 子 5.40| 穀 子 5.40 40.00 / 22.80| 穀 子 5.40 
| 
高藤 0.08| 高 肖 0.08 
31| 座 三 5.70 5.70 10.00| / 5.70 8.70 
32H 床 三 語 記 = コ 吉 
3| 謙三 = 記 ーー 記 計 計 
34| 康 有三 寺 : に 2 = | = 
35| 廉 ニニ ー ー ー ー ー ー 
| 
36| 廉 三 | ー ー ー| ーー 一 | ー 
37| 議 三 | ー 二 ー ー ー = 
38| 康 ニニ ー 記 = こう 計 思 
1 
39| 康 二 | 一 ー ー ー ー 一 | 
40| 康 二 ー ゴ = | 
4 応 二 三 ー | ーー ー デー | 
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音 暫 
小作 人 | 地主 ヘ ノ | 差別 負 
節 | 党 納 額 | コリ クノ 
受入 額 | 支 抄 額 | 扶 額 
- 記 5 吊 隊 陳 Lo _ 右 ね 
0.89 記 = 高梁 90.89 
0.18 当 な ーー 上 7/ 0.18 
0.23 ssd 0 / 0.23. 
0.54| | = ーー 寺 0.54 
0.32 = | | 靖 請 還 8 
0.32 ー | 2 間 3 凡 
0.32 ーー ーー = 半 が 0.32 
0.32 一 ニコ = が 還 G5G2 
008 | ら ー| 7 0.8| 
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RET ーー シュ プ と う ーー 
鐵 狼 取 量 家 宮 棚 車 第 十 二 
農 | 人 | 時 直 評 高 
ーー テ \ T 
| 細 條 様式 \ 下 量 洗 浅 収 基 年 |” 天地 
符 | 年 ヽ 、 | 手 種 本 積 | 22 | 由 量 面 往 2 | | 描 種 面積 | 2 | 滅 以 下 | 政 量 | | 播種 面積 | 2 
上 | 度 \ | 以下 面積 面 積 人 量 
司 Ey4 政 麗 吸 石 石 政 
( 申 内 納 計 ) 護 二 | 3721.58 109 1.721.58 99 97.50 1 65510 38 5400597.89 913| 355 27 
康 妥 | 1394.48 10J| 1.394.48 99 19209 1 44960 33 3000431.85 961| 391.30| 29 
| | 
| | 
6 当 上 SB 議 生 主 3.30| 100 3.30| 一 | 三 呈 | 呈 
1 | 地 地 腐 三 3.30) 100 BB ー| 一 | ー| 一 ゴ 己 | | 一 
2 | 6P 。 必 生生 引当 | 、 NR 還 生 還 
| 補記 区 康二 | 33300|109| 33300 一 ー| 一 | iao.oo| 42| 一 !175.50| 12.53 
5 章 * 自 ・ 4 胡 / 識 記 2.00| 100 2.00| 一 - = に | | 
4 き 三 | 56.00|100| 56.00| 64| 20.00| 36| 20.00| 36| 20.00| 10.80| 540 
| 謙太 | 。56.00| 100| 56.00| 82| 10.00| 18| 10.00| 18| 10.00| 405| 405 
5 圭 | 康 還 3 
地 * 自 < 茜 ( 涯 青 的 | 衣 。 太 | 4oolioo 4oo 一 ーー コ ー| | 生還 問 
| 4.00|1o0O| 400| 一 ー| | sao| 2】 一 | sl nom 
6 Kc 証 GE 四 抽 当 四 還 Nmi 間 当 語 | ココ ココ 引 四 回 還 四 
内 用 二 」 三 王 民 | 二 地 | 
7 |a 寿 三 | 165.10| 100| 165.10| 一 ー| | gz.oo| 34| 一 | 48.egl 853 
| 廉 | 176.10|100| 176.10| 100 1.00| 一 | 58.00| 33| 一 | 64.08| 11.18 
還っ 謙三 | 20zog|oo| 20900 一 コ | sooo| 3 一 | egol 8u0 
小 論 | 12oglioo| izoo| 一 國 当 ーー | 
] 
9 の | 謙三 | 36.48| 1oo| 36.48| 59| 15.00| 4 il.3o| 31| 10.00 上 4.78 
| 康 良  61.1gliool en.i8| 84| 10.00| 1@| 18.00| 29| 一 ) 950| 529 
10 / 過 Sa 往 当 
謙太 | 40.09|nogl 40.00| 一 ー| -| ie.5a| 人 A| 一 | ie20| 983 
50.00| 100| 50.00| 85| 7.50| 1 中 24.00| 48| 一 | 21.eol 899 
1 レ 康 | 人 7OU1oo| 47.20| 一 ー| 弄 | 15.00| 82| 一 | 14.85| 2.91 
謙 。 良 | 347.70|1oo| 47.70| 一 ー| -| 5oo| s2| 一 | ie20 
12 / | 謙三 | s3.slroo| sssol 一 ー| 一 | 20.00| eo| 一 | al.eo 
| 康太 | 38.5gliool 38.5Ql 一 ー| -| isool 3 一 | 70n 
15 EE 三 | 48.50| 100| 48.50| 8e| 7.00| 14| 2000| 人 | 一 | 18.90 
漁業 放 健太 | 48.50| 1oo| 48.50| sg| 20.00| 4l| 14.0o| 29 還 13.50 
14 四 2 丸 際 三 | 4290|100| 4290| 一 ー| ]| 2330| 54| ー 1620 
| 座 及 | 50.90|100| 50.90| 84 8.00| 16| 16.60| 33 一 8.0 
15 | 自 ・ 小 ・ 選 CH) 隊 三 
| 謙 | 243olool| 243o| 一 ー| Jsooo| 4g| 一 3249 
20.30| 100| 20.30| 一 ー| -| 280o| 4Q| 一 | 3240 
16 / Cjj)| 譲 三 | 6200|100) 6900| 42| 400) 58| 3300| 48| 一 | 2025 
『 康 太 | 59.00|10J| 59.00| 83| 10.00| 12| ie.0o| 2Z| 一 | 1620 
17 の Cc)| 譲 三 | 3390|i0O| 3300 一 ー| -| 25ol 38| 一 | 10.80 
“康太 | 96.00| 1000 96.00| 92 7.50| 8l 42.00| 44 一 | 43.20 
。 高座 。 三 【 57.00| 00!』 SZ7.00| 一 ー! [2000: 35| 一 | 18.90 
18 | 自 大生 ) 議 玉 | Zroonogl Zoo| ssl uo 22o si 17.55 
19 7 C) 了 謙太 | 1600|100| 16.00 一 ー 7.00| 43 6.99 
康 有三 16.00| 100| 16.00| 一 一 司 8.00| 50 7.1 
/ 農 り 本 選 13.40| 100| 13.40| 70 4.00| 30 4.00| 30| 4.00| 2.70 
入 | CB) 議 芝 | 6.00| 100 6.00| 一 LN ーー 


























| 
| 面積 重政 量 表 ox っ 
























地 
| 描 種 面 積 | : 了 
半 下 便 面 積 帝政 量 
ド | 届 区 全 。 宇 | 3 旨 
13.47| 331.28 19 39.50295.fi| 8.91 屯 内 
736 3550 22 875019583 628 抽 計 
| | 0 硫 司 計 2 滞 ( ! 
| | | 
| た SI スコ 2 
215| 4000| 12 一 | saoo| 13.5o 5 
5.78| 7.00| 13 一 | 405| 5.78| 極 子 、 殻 子 ム 窪地 = シテ 水 | 』 
7.72| 1200| 21| 一 | 8.10| 6.7 引 審 = ョ ル | 
8 1 | = 5 
判 La 寺 逢 に 剖 は 
天 コト 先攻 6 
| 
13.50| 4300| 26| 一 | 3240| ・7.53 5 
11.83| 4400| 25 一 | 3240| 7.37| 
16.20| 6000| 22) 一 | 48.60| 8.10| 耕 季 食 付 ケ ノ タ メ 3 年 度 作 』 』 
ー| ゴゴ ーー ゴ 、 人 御門 み モ ッ 
| | 1 引 2 年 度 ノ 黄 豆 、 東 害 
899| 5.18| 15| 50o| 1.35| 2.62 黄 下 、 東 害 、 
5.40| 1000| 16| 10.00| 405| 405| 水 寄 電 天 、 う 年 9 
13.50| 1000| 25| 一 | 94 引 945 10 
2.51| 9.00| 18 ー| 8.10| 8.99 
| 
ー| 15.00| 31| 一 | 10.80| 7.21| 
| 15oo| 31| 一 | 945| 62 引 衣 子 水 寄 MM 
ー| 4oo| 恨 54ql isS50 湖 
| ioool 2e| り go| so | 


20.79 7.50| 15| 7.00| 2.70| 3.5l| 2 年 度 格 子 収量 多 キ 施肥 | 15 
9.45 11.00| 23| 10.00| 2.97| 2.7[= ョ リ 殻 子 、 水 電 害 





一 7.60| 18| 一 | 945| 1245| 黄 豆 へ 水害 害 、 病 子 、 穀 子 | ]4 
489| 2000| 39| 一 | 1080| 549|^ 衣 地 
13.50| saol 1i| 一 | 10.8o| 13.5l 粗 子 へ 下地 = シテ 面 モ 窪 地 | !9 
EE 15.00| 21 ー| 8.10| 5.40 
* 井 害 、 康 竹 2 年 黄 豆 
1.83| 80| 12| 一 | sol i2sol 閣 子 へ 審 害 、 康 徳 有 
432| 9oo| is| 一 | go| gl 演 量 = 磨 石 豆 270 石 合 | 16 
羽 亡 7 





11.26| 23.50| 24| 7.50| 18.09| 7.70| 穀 子 へ 水害 
16.20, 900| 16, 一 945| 10.50[ 后 子 へ 需 害 | 18 
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| 必 和 一 天地 ! 

所 竹生 | 22 | 彼 以 下 | 必 量 
| 面 積 営 下 量 
_ N 贅 石 暫 二 市 | 
= ーー コ ご 引 
16.20| 16.20| 3400| 3o| 一 | 32.40| 945 
10.80, 10.80| 15.00| 13| 一 | 8.10| 5.40 
5.40| 7.21 7.50| 17| 2Z.50| 5.40| 7.21 
1.35| 6.75 5.00! 26| 一 | 5.13| 10.26 
ー| | io.oo| 35| 10o| 6e.75| 6e.75 
ー| | 1i0.00| 4 人 4 10.0o| 5.40| 5.40 
4.86| 12.15| 15.00| 22| 一 | 12.il 8.10 
5.40| 7.56| 10.o| 18| 一 | 8uo| 8.10 
| 計 雪 Si50|12 軒 還 三 | 隊 2201 議 1 
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= 年 二 5.00| 11| 一 | 5.40| 10.8o 
8.10| 8.10| 10.00| 22| 一 | 8.10| 8.io 
? | 
4.86| 8.10| 1000| 25| 一 | 675| 6.75 
10.80| 7.72| 10.00| 200 一 | 675| 6.75) 
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405| 13.50| 10.00| 24】 一 | 945| 945 
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一 へ 昭 避 石 石 EX 政 
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鐵 鈴 頻 遇 家 交 棚 屯 
合 
に 生 2E|3 
| 避 

1721.58 
| 1 
| | 
1 | 地 議 | 3.30| 
2 | / | 周 
5 | 地 * 自 * 林 委任 ) 333.00 
4 ・ 56.00 
5 | 地 * 自 < 雑 ( 直 埋 的 ) 4.00 
6 lg * 雇 C 年 )| | 
7 自 作 | 165.10 
8 | 自 * 小 209.00 
9 | / 36.48 
10 | 7 | oo 
1i | / | 47.20 
12 | 7 33.50 
13 自 ・ 小 * 雑 ( 語 | 48.50 
14 ・ 小 | 42.90 
15 | 自 ・ 小 ・ 選 CB)| 74.30 
16 | 7 (年 ) 69.00 
7| ヶ  ( 品 )| sspo 
18| 蛋 ・ 以 )| 5zo0 
19 | (/ (年 ) 16.00 
20 | / (日 ) 13.40 
2| ヶ (名 | ss 
22 | / (月 < 日 ) 1.00 
23 | 小 作 | 111.00 
24 / 45.00 
25 」 小 ・ 雑 ( 抜 僅 行商 ) 28.50 
26 | 小 ・ 雇 (年 *・ 月 ) 68.00 
27| 2 ヶ (<H)| 43.00 
28 / て) 43.00 
29 | / C 有 ) 40.50 
30 / (年)| 4250 
| / 語 CH)| 10.40 
33 | 訪 ( 月 ・ 日 < 雑 投 本 ーー 
34 六 農 ( 年 * 朋 ) 0.20 
35 | / (年 ) 0.20 
36 (月 < 日 ) 0.90 
37 | / (月 ) 当 
38 | 雇 ( 月 )・ 殺 ( 粉 区 ) 0.40 
39 27 (行商 )| 0.30 
40 殺 藤 ( 細 ) ー 
41 無 = 
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ー ーーーー 当 | 呈 還 IO.50 呈 訟 SOI 21 
9 時 き 当 =』 に 請 議 'OO 1.00 22 
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1 に 補 = ーー 0.20 0.20 35 
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| = 計 =" 1605 二 KO5 39 

ーー | 全 e 峰 2 ー 時 ゴー - 40 

ゴ cp 紀 | 4 














CU 浴 ) 滞 源 司 環 凍 思 き 革 人 演 避 中 普 


中 十 普 。 算 器 避 


(1 浴 ) 常 壮 凌ぎ 計 滞 


818 






























































敏 六 入 里 家 容 屯 第 十 三 農 産 物 

農 | 臣 記 
<= ァ | 古 ーー 
| 編 准 様式 販 哀 吉 | 手取 休 額 
番 誤 氏 若 却 叶 期 衣 色 方 法 | 税 指 | 次 地 量 店 却 叶 基 
有 | | 居 絶 投 | 単価 | 

| 議論 計 」 面 | | .. 画 回 | 四 | 』 

|( 申 内 粉 計 )| 51292 「 45630 一 4434 302421 589 103. ー 

| | 
1 | 地 主 8.10 11| 換 販 子 へ 庭 欧 湊 。 一 - 一 5.00 呈 556| 一 
2 | / 18.96 9 特産 物 管理 所 ラ 暫 テ 衣 却 15.80) 一 3.22| 94.16| 4.97 225 10 
3 | 地 ・ 自 ・ 雑 ( 幸 訂 席 )) 4740 ml 持寺 符 刻 物 千 凍 ea 一 no2| 3ozng 語 2 に = 
ヵ | / | 4740 11 ラ / 680| 一 | 10.79| 308.00| 650 ニコ 
7 / 42.66. 12 / 1.70| 一 9.70| 277.20| 6.50 一 
// / 16.59 / / 1.70 一 3.80| 108.50| 6.54 一 
4 。 。 sio 10 夏 家 楼 ノ 王宮 区 へ 庭先 濾 一 一 ー| sg 4.05 
グ | 7/4 ーー ーー ーー ーー 三 三 に ーー 
5 地 * 自 * 雑 ( 邊 青 的 )| erT = = 二 ご 選 mM = | デ 3 | 
6| 地 ・ 雇 (年 | ーー 記 ] 守 本 和 | 5 才 
7 | 44.55 11 急 販 子 へ 庭 欧 渡 ーー ーー ーー| 247.50 9.45 
/ | // ーー ーー 且 ー 5 ーー ー ゴ ーー _ 

/ ーー ーー ーー ーー ーー ゴ に ーー 

の 間 2 計 "3 記 | コ コ 
8 | 自 < 沙 | 21.33 1 特産 物 管理 所 テ 経 テ 間 却 7.50 一 3.28 108.00 7.11 
9 / 2.70 10 委 販 子 へ 庭 革 湊 一 一 ーー ゴ | 15.00| 
10 / 13.50 10 / 二 。 辿 ー| 250| ro 
11 7 13.50 12 7/ 雪 |。 当 | 85.00 
/ / ーー = テー に ーー ーー ーー ーー ーー 
12 | / 20.25 12 根 販 子 へ 庭先 渡 ー 一 ーー| 135.00| 
13 | 邊 * 小 * 雑 ( 大 ) 16.20 10 / 剖 呈 ー| ooo00| 16.20 

| | | 
14 | 自 < 小 16.20 12 / ー 一 一 | 102.00| 
15 | 自 ・ 小 ・ 選 CH)| 23.20 10 / 博志 叶 ー| 98.od| 13.50 
16 / (年 | 10.80 き 夏 家 模 王 家 消 房 へ 旗 先 波 = 二 一 ゴ 62.00| 8.10 
/ / | 17.55 10 摂 販 子 庭先 渡 ーー ーー ー| 97.50| 
17 2 。 (| 935 9 生計 
18| 自 ・ 六 C 年 )| 1620 10 (4 ーー 一 ーー| 90.00| 5.40 
19 / C 年 )| 5.93 10! 特 産物 管理 所 ラ 吉 テ 嘉 却 | 3.50 一 1.05| 390.00| ゴ 
20 / (日 )) 2.16 中 換 販 子 庭 ^ へ 先 渡 ーー 一 8.40| 
21 ヶ < 各 | ゴ 一 三 | 当 
2 2 (月 < 昌 ) ーー 王 ー ョ 本当 | ーー 
23 | 小 作 | 16.20 9 引 息 四 孤 っ 放 E 注 議 ろう 一 6e9.00 2.70 
24 7 | 6.21 11 (2 ーー ーー 39.10) 2.70 
25 | 小 ・ 閑 行商 * 提 代 ー ー ー | ゴ 一 ー ー 
26 | 小 雇 年 * 月 )| 14.85 10| 青 堆 子 信昌 大 = 庭先 濾 一 一 ー! 。 8a250| 4.0 
27 | 7 (月 < 日 10.80 10| 住 家 宮 税 ノ 到 考 入 三朗 先 流 ーー 絢 60.00 
28 ケ (月 )| 16.20 10 根 販 子 へ 應 先 渡 一 一 ーー 9000| 5: 
29 | タ (月 ) 5.93 10| 特 産 物 3 管理 庶 ラ 経 テ 嘉 却 | 250 一 1.18 33.25 5.59| 3. 
7/4 7 | 計 ] 融 本 語 | 還 ー 
30 の (年 | 13.59 3 根 販 まさ で 庭 革 波 | 二 一 ー! 25.00| 5:55 4 
31 | 旧 7 (日) 三 王 デー | | 三 ゴ 
の | 民 。 GESRONIII 詳 二 当 ョ に 。 こ | 本科 1 科 半 当 | 

槍 ・ (行商 * 投 佐 ) | 
33 | 己 月 * 日 )* 攻 控 民 ) ー ー ー ー 一 ーー 
34 | 尾 ・ 農 ( 年 * 月 ) ー ー 主 記 コー プー 
35|。 ? CD ー ー ー ー | ー 
36 2 (月 日 ) ー| ー ー ー ー ーー 一 ー 
37 | 7 (月 ) ー ーー = = ヨ = 本 | 
38 | 尾 C 月 う ・ 雑 ( 粉 研 ) ー ー ー = 誠 科 ミニ 
39 7 (行商 | ー ーー ー ゴゴ ー 当 。 三 
40 | 殺 業 ( 琉 供 ) 一 ー ーー 一 ーー し 則 。o 
41 | 無 職 ー ーー ー | 志 選 = 記 

| | ] | 
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き | と 
子 | きよ w 子 

に - 本 し に 手 阪 傾 傾 隊 人 販 彼 | | 人 
の ! 天 方 光電 本 

" 中 起 総 | 音 仁 | 数 | 総額 剛 価 
| 男 | 四 四 | 還 4 四 皿 呈 吉 

「 700 一 18256790 57 だ | 一 300 一 083 2000741 

| | @ 
| | 
W 堆 子 、 信 員 大 = 許 ー| 表 ioeog 438 he に EE 
に まま el MT ッ 4 | 誠 雪 」 
| 

守 当 ょ 廊 ー | こう 人 

堆 子 、 信 貴大 = 庭 光 渡 | 一 | 一 ー| 15.00| 3.70 2.70) 10 青 堆 子 、 信 員 大 = 庭先 濾 | 一 | ゴ 12000444 
3 同和 | 肖 較 を | | 還 衣 こっ 是 隊 Es 昌 寺 | 

ー 放つ 株 他 放 是 2 生還 当 結 時 

丁 取 子 へ 庭 欧 小 一 一 一 |98on kl: SS 12 夏 守 模 某 へ 庭 計 渡 | 一 | 一 | 一 | 20.09|Z.41 

2.70 

EDe 豆 補 還 義 NE 陸 表層 EE 

ま 産 物 管 理 所 ラ 経 テ 資 却 3.50| 一 11.85| 10 販 産 物 管理 席 ヲ 替 テ 喜 却 | 3.00| 一 |0.83| 55.00| 4.64 
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] | | | 個 ト 交 換 ス 
ーー 語 0.20| 一 | 0.30| 1 | 1.46 3 デ 「。 財 23 
] 0.30| 1 0.30 叶 一 | 一 = ョ | 学 1.50 7| ー| 一 | 24 
デー| 0.20 | 3.42 6| ー| 一 | 25 
前 一 | | まま | 隊 本 1 に | 隊 計上 唐 | = | 26 
蔽 還 iOO。 コ | ュ 20 Iwaisd9 2 全 I269 還 ば | 27 
] ゴ El ニレ --| - -| 2 | 放 eo 中 28 
ーー 29 
ト 記 = | 100| |  Q10。 一 | 30 
] 当 | | 200| 。 2| oo 一 31 
| 2 420| 2| os 一 | rasgl 財 2 025 回 隊 32 
当 jj 隊 ま : / ド 」 二 |「 硬 員 200 月 ゴゴ 一 財 呈 表 た 2 ト 高 菜 1.08 石 」 z< 
1 100 中 細 還 誠に ま 3.00 3 引 l oz 一 34 
訂 JWN = 語詞 記 ーー 0.80 2 IS 35 
らら 科 王 (中 ー| -| 2sal| 2| oo 1 36 
| | | 当 2.50 6 ー 三 37 
3 2.20 3 ー| | = と 1.30 2 = ご 38 
ー ーー | ゴー ー 1.00 2 = 孝 39 
ーー = ピ =l 結 請 = 過 | 40 
ー 人 三 4 1 一 - 証 ド OiO9 1 41 






































CIL 泊 ) 常 記 溢 且 間 北 陸 評 で 音 凌 中 営 


1! 
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CI) 常 求 重 副 洲 














































敏 祝 稀 単 家 窟 棚 叩 第 十 五 。 貸 借 
mw | 借 入 
| 人 上 借入 | 僅 入 | 借 入手 保有 子 | 返済 利 子 返済 
| 開 係 に 期 | 用 途 返済 叙 | 未 額 
鋭 | 番 朋 | 住所 | 工業 | 時期 銀 叙 | 現 物 坊 潤 保 誠 陸 数 判 方法 支 朱 信 時 期 
| | kg 問 R 
ー| ーー ー| ーー ーー 0 .58 セ ー ーー ー| ーー ーー」 5 ーー 
半 100717 1458 50074 一 180725 107546 
| 
に _ Rg 出典 現金 一 5 
| 和 由 内 諾 知 償 呈 19000| 一 守 に 2 呈 | 無 境 2 
第 7 大 同 現 大 洋 
部 電 謙 家 高 | 7 隊 類 | 2 年 1000) 一 直 ロ | 無 了 38 / 棚 | / | 名 
| 棚 12 月 | 110.00 ブッ 測 
隊 康徳 . 5 ケ | 
1 | 李 鳴 関 忠 城 地 所 27 |1 年 | '250.00 = ニー| の / 7 / / | 75.00| 
| 12 月 ガ | 
| 府 泉 泊 | / 司 舗 他人 |6 月 200| 一 | ヶ | 赤 双 2 枚 | 7 | 2 | 活 義 一 
1 の / は 湯 凍 | 12 ケ 定 | 
| 向 克 発 二 更 導 類 12 月 | 220.00 一 書 | 無 / / 月 負 貸 華 ほら 
計 | 777.00 116.25 
| 民 較 書 | 
10 屯 内 自 ・ 小 表 仙 請 210.00 3 1.4 天 地 無 較 角 5 3 年 生活 電 | 一 
日 | | 
度 入 | 伸介 人 | 
16| 7 自 * 示 ヵ年 is5ooo = 浪 は 上 ウレ 通 み 周作 上 信二 
雇 ( 年 ) 10 月 1.6 天 地 | 
| 30 昌 | sl 
生え | 月 利 | 更 全 一 0 本) 
導 向 括 拓 無 | 渦 類 2 20.00 直 ロ 無 3 分 | 時 絢 1 年 | | 6.00| 
2 | | 
下 ] B | | 典 生 ] | 
自 六 漠 路 功 時 生 ク |1 年 20000 人 | 無 | 7 |3 利 誠 盾 ー 
| | 
部 紹 本 | 7 / / | 5 月 20.00 一 直 ロ | 無 月 に 2 | 1 年 | 7 | 300| 
夫 
度 挟 仙 / 障 舗 他 入 | ieo0 。 2 人 25 4 活 費 | 320 
| | 
/ / | 司 /|827 月 12.00 一 | / | 陣 垢 / り | カ 暫 証 に 
計 628 | 1220 
| ト | 
。 語 幸 小 洋 | 
Si 届 _。 | 奥 ・ | 現金 一 | 中 機 表 | | 
市 民 貯 1 
下 具 基 全 和 人 19 征 | 2000 直 ロ | 。 無 P 得 4| ? 当 
= 6 大 ト 利 
る 老 上 牧場 BI 首 2 人 700.00 ーー 還 席 4 1 分 5 不 /』 に | 
第 6 大 8 | 
老 李 証 家 子 | 7 / | か 500.00 = が / / 7/ ご 
| 生 際 卿 衣 城 主婦 人 19 年 | 24000 直 村 | 7 38 右 7 ニー 





















































開 係 半 osa 


代 付 
























































農 
家 
信人 こ 沈 作付 | 代 付 | 描 保 孤立 [回 政 
備 。 ず お | 生生 | 係 |ーーーーーーーー 利子 期 也 回 避 作 | 未 回 政令 備 。 考 | 香 
| 番 住所 職業 | 時期 象 撤 現 物 | 保 が 法 時 基 是 肖 に 2 
、 后 叶 軒 大 ! 伯 ( 計 菜 ” | 了 に 時 ) 記 寺 
移 獅 値 4235| 一 | 一 | 一 | | 255567| 1896| コー ゴゴ 一 一 4508 1.98832 物 証 休 4235 中 
ラ 合 ュ 8.35 回 ラ 合 。 | 問 昧 
| 了 み 、 生き 電 紀 [ 提 還 深 
衝 へ 吾 外 = 還 昌 の 陳 | = 軸 天 | 認 | 年 sal に 議 に | 3M に 才 
| 移住 
「 泊 = に 、 | | oN コト | 庄 当 5 1 
| | | 
| ーー に 当 E 半 | | 及 夫 叶 | le 本 = 許 
| 計 
| 貞 内 ーー ーー ジ ーー ニ ーー ーー ーーー = 
仲介 人 得 國 本 
| 仲介 人 No.4 ーー | = に あう Mr と まま k トー デ ト | だ ニコ 
-: 軒 計 間 導 時 kN 
| 仲介 人 第 7 克 」 0 | 2 
間 提 湯 当 = = 失い 議 生 = | 
5 ヶ月 分 利子 | 靖 委 | 間 | 間 ( 
NB を 月 分 利子 | 一 | 一 | 一 | 一 一 ー! 1 中 | 才 三 引 訂 三 有三 | ニー ーー = 
半球 .| 
| 
| 計 


















































CI 装う 沖 素 寺 末 涼 本 門 半日 剖 


人 久 取 時 家 窟 棚 第 十 五 。 貸 借 




















開 1 癌 


団 士 


常 表 活 束 注 


中 溢 ) 


) 


















































借 入 
因 還 借入 | 倍 入 | 借入 携 保 和 予 返済 | 利 子 坂 済 
骨 係 | | 一 ーーーーーー| 、。 凌 限 | 有 途 返済 額 | 未済 額 
住所 | 事業 | 陸 期 銀 領 | 現物 防 法 保護 上 数 料 方 法 | | 支 朱 額 時 期 
| Il 請 遇 四 | 四 | | 回 
人 | 。 | 還 放 民国 isooo ー 語 軍人 月 利 現金 巡 機 ーー 195.00 
間 1 2322 に | の 分 5 屋 時 拓 年 語 拓 和 
| 
。 得意 _| ヵ 子 湖 / ) 特産 投 
史 葉 商 | Pa 2 | 50000 | 7 2 ヶ | ヶ 障 650.00 
第 7 大 | | | 根 機 投 
部 家 各 | 自 | 同族 20 年 | 250.00| ーー コ | の 無 / / 7 | 機 損失 し 325.00 
棚 | | 補 塩 
| | 
城内 | 
| 年 月 利 2 
4 之 | _ 巨 川 地 靖 『 ] sm10 ヶ 特産 投 
上 城 銀 2 / 050 名 12 天地 較 お 時 | 虹 二 究 16.00 800.00 
に | 寺 2 利 2 応 
貨 款 ) | ノレ | 
地 ・ 房 |.。 大 同 | | 和 疹 上 月 利 | 赴 金 --ho ヶ 敵 機 灯 
2 | 護 人 人 年 60000 直 書 10 天 地 2 分 5 屈 時 半 月 に 矢 
7 大 枝 信 3 」 
生還 叫 の | 250ogl トー ター| ー タ 1 当 325.00 
村 | 
| | 
第 7 還 。。- | | 
ーー テッ テン 自 2 木 | | 大 同 | 二 ー | ーー 
ae 話 (4 | 2 年 350.00 / D/ / 7/ D/ / 455.00 
/ 自 | 用 入 | 7 160.00| ー 当 放 が 所 舞 // 3 (4 ー ーー- 
| 
| | 
| 出典 
/ / / | / 100.00 = ヨ か 1 天 地 | / / D/ / 放 l R ー 
| 
ロ | | - 症 
| 2 時 / / | / 100.00| / 穫 天地 / / / 4 邊 
第 7 硬 ょ 康徳 | 月 利 
夏 家 楼 | / 親類 〒 征 | 330.00 2| 無 5 碑 / |! 逢 ヶ ー 
| 出典 ょ 
屯 肉 自 ・ 小 知人 | 7 | 100.00 7 1.2 天 地 | 舞 7 |3 邊 | 
自 ・ 屋 | 出 箕 
/ C) グ | か 200.00 し / 1.6 天 地 | / 7/ L/ り / 
ヶ | 地 < 生 7|7 250.00| 7 由 圧 。 が 靖 1P が 肖 | 凍 の 
第 7 居 | 
泰 任 家 入 | 自 | /| み | ioooO ヶ | 無 旧 利 | ヵ ヶ | 眉 が 当 
棒 2 分 5 屋 
// し 4 ル りん 250.00| し 4 // 4 4 り // 4 
が / り 4 160.00 4 / 4 / し / ル 」 
| 
4 | / | ル | L/ 140.00| し 4 L/ 4 4 ル ] 




















係 表 ck= 


代 付 

貸 。 作 | 区 代 付 | 任 付 | 挫 保 [ 取立 回 
老 開 係 利 也 期限 | 
和信 職業 時 期 銀 額 | 現物 | 保 落 方 法 [時期 














回 政 額 来 回 政 額 | 備 




















| 四 単 誠 





四 四 | | 

















| 
1 
| 
ーー ーー] ーー ーー ー ゴ ーー ーー| ーー ーー 
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懲 2 年 以前 | 
5 則子 へ 支 朱 ー| ーー ー-| ーー ゴゴ ーー ーー ゴ | 語 。 語 | 関 e ま ー き | 振 ーー に 
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鐵 六 取 単 家 疹 地 第 十 五 。 貸 借 
農 代 5 の い 
性 AS2E 借入 | 億 入居 入 六 保 用 刻 返 者 | | | 還 選 双 済 
番 | 開 人 期限 用 途 | 返済 額 未 泊 
申 | 番外] 住所 | 職業 | | 時 期 銀 額 | 現物 方 油 保護 数 料 方 法 | | | 
回 較 | Pe 四 面 | | 
] 
ーー 。 | | 附 徳 | sel 月 利 | 現金 一 | 」 特産 投 
王 守 芯 上 屯 内 | 無 | 名 人 | 1 年 20.00| 直 日 | 無 3 分 | 時 挑 1 年 機 
人 の 7 語 に 
| 包 困 諸 家 放 自 | 同族 / 20.00 一 宮 開 | / / ケ 疹 人 返 
還 上 3 
bi 月 利 
当 剛 本 放電 和 
| 村 長 間 疾 | 7 50.00 一 直 晶 / うな 5 由 / / / 
| 
3 | 
| 衝 老 氏 内 | 無銘 人 !4| 10000 ー 四 理 8 無 | 7 |3 選 ヶ 
| 第 7 司 Ln 了 年 葵 
較 環 寿 家 高 自 際 |2 朋 iooo0 一起 ロ | 無 月 科 | ヶ O 鐘 作 剖 
| 棚 挑 人 
| 1 
| 第 7 硬 本 金 BE 
| 誠 元 小明 旭 農 | 際 交 ? 月 sooo ー| 7/ / 6 7 結婚 紅 
| 避 シン 用 
6.806.67 
第 7 下 
3 農 | 短 人 ll 朋 4000| 一起 加 無 1 生 人 | 党 和 
| 
| 戸 詩 | 4 月 月 利 信条 外 | 
王 小 笛 記 内 | 無 ML 40.00 = 司 // / 2 人 8 原 74 74 に 
| 
王 守 椅 4 / 澤 | 6 00.00 / 4 月 利 (/ / 生活 
則 語 親類 6 月 100. 29 生活 衣 
| 
| 第 7 避 渦 生え 
馬 有 軸 林 衣 豊 | 知人 10 月 | 100.00 7 / 人 ヶ |7 > 
| 第 7 大 
韻 牙 2 | 時 提 ioo0 。 - ヶ | ヶ 具 笠 | ァ ヶ ho 有 lm 
計 380.00 
| 」 半周 半生 還 III 還 
6 | 29 NITE 人 El 現物 一 | 6 ケ 
| (月) 還 ー Sa 紅 無 時 排 | 月 食 料 
] 
(高藤 
計 1.895 1 
8.35 
! 























( 共 三 ) 













































































農 
供 付 発 | 尾 名 人 付 | 拉 保 取立 回 下 ka 
開 作 利子 期限 回 収 額 未 回 政 額 備 老 | 番 
際 肛 任 所 職業 | 時期 銀 額 | 現物 | 保 吉 方 法 時 基 有 
= 人 「 | 。 肖 
ーー = ス トド と 愉 コ ド ドニ 人 間 ンス 
ハ 支 朱 ズ 
!/ ー| 一 | ーー 一 ーー | ーー 一 | ーー| 
| 
り /』 sel ーー ーー | 一 穫 ーー ーー ーー! 
| 3 
本 2 上記 | | | | | 隊 問 守 
斉 = リ 僅 ん | | 
1 | 
1 
- 当 還 較 Mu 押 W 者 | ド し に こ 肖 本 昌 還 | 
1 
と | kk 素 沙 詳 ( 二 小 洋 
- 。 Hb・ 自 民団 _ | 入 典 現金 一 | 9 現在 へ 土地 獲 
| 人 人 拓 2 SU MI 2 科 ノ 間 ナリ 
- | 
ー 時 和信 7 の 2 二 // 較 孤 / 際 叶 250.00 ー ド 12 を | 7 隊 ) 250o0 府 懲 3 年 = 基 
「4 | 
の gl ヶ 眉 < 未 7 2 才 250.00 ー| 2 天地 | 7 | 無 | 7 」 コ ー| 25000 の 
6 | 
1 7 0 7 NH 27.00 に 拉 2 / |12 月 | 35.10 一 利子 ラ 含 
743.67 35.10 71667 計 
ゴー ゴゴ ー 一 | 5 雪 5 
13 呈 知人 i 昌 | 2500 5 6 
_ 75.00 75.00 計 












































ClU 溢 ) 梁 素 寺 事 浅田 士 閉 居 唱 営 


居 1! 避 


( 言 ) 党 羽 語 吉 奏 田 西 沙 





























鐵 欠 了 単 家 容 棚 吊 第 十 五 。 貸 借 
農 僅 2 」 
| 本 借入 | 代 入 | 殿 利 拉 保利 子 |] 返済 _ | 条 也 反 済 
開 作 5 期限 | 用 途 返済 額 | 未済 額 
脱 | 番 静 | 住所 | 工業 | | 陸 期 銀 領 | 現物 方 汰 保 誠 圧 数 判 方 法 雪 朱 宮 時 期 
林 |。 放 月 2, 0 月 利 | 
計 700 063 
康徳 
| 26 証 内 小 * 屋 知 人 1 年 50.00 一 直 昌 1 月 利 現金 一 年 供 料 及 27.50 隊 
(年 月 ) や 2 分 5 屋 | 暑 年 工 代 | 3 是 
| 隊 7 計 (上 上 較 5 
劉 雨 任 家 | 農 乃 類 1 ー| 5.4)| / / 無 | 無 | 食糧 
| 了 杉 上 45.00 時 挑 層 用 24 晶 
記 徹 才 | 7 / | 知人 | / 店 / / / / / / ーー の 
22.00| 
康徳 
日 計っ 大 まき 3 月 利 食料 及 12 月 
王 守 藤 屯 内 | 無 | 2 1 年 60.00 | 2 7 ssd 
| 
第 7 硬 人 
郭 較 度 刻 家 農 |7 連 100.00 | / 全 生 kJ 隊 ] 細 | 8 / 3 28.00| 
衛 杉 10 月 2 分 3 
石 王 爺 忠 騙 | 7 | 友人 | 7 | 100.06 二 当 肖 が 2 上 旨 時 / | ヶ | 7 | 30.0010 月 100.00 
海 引 田 第 6 眉 | カ 和束 85.00 ー| ヵ 子 銀 ヶ | ヶ | ヵ /| ヵ 7 | 2 っ.gl2 用 gsoo 
a 1" 男 音 河 生 ] 0.3 天 地 "下旬 0 
康徳 | 1 
| 現金 区 高 買 | 
6 加 内 放 知人 山鹿 2500 7 | 無 昌利 人 生 1 年 | ? 272660 
で 生生 サー 時 天 34.00 
記 徳 5 ES 
生来 邊 | 7 | 農 17 人 180.00 一 直 午 旧 代 区 | 3 年 個人 ノ = 細 
15 日 侍 会 フ 
| 返 注 
自 月 利 現金 負債 返 月 
日 本 ーー | 11 
3 2 司 吊 |/ 央 20.00 一 赴 | 無 3 分 本 | 年 唐 | 72055 中 2000 
| | 
記 朗 徳 | 
小 ・ 選 に 年 利 
28| (月 ) / | 60.00| 【4 / 2 分 / / り / 16.89I12 日 60.00 
第 7 加 
EHP 了 農 | ヶ 7| ヶ | 100.00 が 。 か 人 無 ) ? | 33el ヶ | ioo0 
第 7 席 RE 計 ! 月 利 
劉 老 大 際 店 7 |/|y 20.06 / ッ | 届 委 聞 あ 3 月 2000 
』 | 
















































































食 付 革 
雰 一 ーーーーーーー 有 
E 所 | 職業 
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時期 
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浴 ) 光 素 午 圭 葵 軸 で 閉 凌 員 営 


ーー ん 
( 記 


凌 1 避 


1 証 演 


Wi 


( 測 蘭 ) 党 素 吾 球 減 




























































































鐵 注 取 単 家 窟 棚 屯 第 十 五 。 貸 
農 倍 
| 人 2 2 借入 | 借 入 憶 逢 獲 保 且 也 返 済 利 子 返済 
番 6 期限 | 用途 
明 | 番 角 | 住所 | 職業 時 期 | 銀 額 | 現 物 | 方 潤 保 護 | 手 数 料 | 方法 支 挑 額 時 其 
| 作 2 除 全 寺 、 | 四 
高 月 こ 
2 当 コー L 現金 一 返 
時 時 間谷 260.00 ー 直 書 天地 | 無 居 交 3j 員 人 ie 当 
1| 
康徳 
12 屯 内 自 ・ 小 7 胸 癌 130.00 = トッ 2 yly lgl ヶ | コ 
8 15 日 
に |l 誕 ロ 出典 3 間 が R7 
4 十 内 地 ・ 自 8 ーー 当 抹 当 
| 陸 人 ( 語 利 | 現金 有 | 
導 画 記 神 諾 | 7 | 2 用 500Q ゴク | 舞 9 | 朱 2 唐 呈 語 議 記 
(高菜 
8.15) 
計 | 149000 67.00 209.85 
康 和 IN 思 
9 15 加 内 中 人 人 誕 120.00 一 | 本 823 全 陸 3 年 上 人 ーー 人 120.00 
1 日 +] 
計 | 120.00 
10 」 ー- | = きま ココ 抽 
計 
11 ーー 事 コー ー ー| ーー =[ 二 " 一 
計 
12 
計 
| | ニー ニー ーーーーーーー | 一 ーーーーーーー | 一 一 ーー 「 ーーーーーーー ーーーーーーー 1 
| 第 7 大 | 大 同 | 
の 半 、 | 月 利 了 金 一 8 2 月 
| 夏 家 商 着 | 年 20.00 起 曲 無 3 分 時 折 | ! 年 小作 料 | 1560 
上 二 | 
好 *・ | 2 月 出典 SE 
人 委 訂 人 g 2500 | 還 且 05 全 押 人 合 上 
| | | | | 保 1 人 | | 


























係 還 。 Gupg 
































































































































保 付 光 | | 殺人 付 | 次 保 取立 回 了 胡 
王 人 に ーー ー 凍 保 | | ニー 一 利子 期限 回 政 額 未 回 収 額 | 備 才 | 番 
住所 職業 | 時 期 銀 額 | 現物 | 保 誠 方 法 時 凍 
」 | | 四 州 NR 回 - 【 呈 国 四 | 8 
た ga た に いも し こう = ここ と 本 漠 
ーー っ ーー た ーー "4 ーー ーー ね ma ーー| ャ ーー | ーー ーーー! em ーー 
| 8 
計 
ーー ョ ーー 9 
計 
19 年 人 箕 現金 保 誠人 
詩 G ー| 1.4 天 地 | 無 sg 上 
車内 地 主 知人 語 且 | 210.00 | 年 午 反 立 210.00 征 本寺 國 棟 | 0 
3 昌 
21000 210.00 計 
< 自 | 誠 入 人 典 下條 dl 
* 目 |, 8 加 に ピ ー ko に 地 中 0.12 
地 肉 義 知人 生生 | 10000 1 無 | 3 年 衣 1000 衝 末 語 | 
| リ 
| 100.00 10000 計 
民国 和典 
車内 | 無限 理大 器 5000| 一座 己 子 3 無 無 全国 一 -5oo0 
前 上 大 同 1 年 
50.00 岡 ラ 月 12 
に 本 2 利 3 分 デ 食 シ 
現金 一 5 L 1 EE 
7 自 ー 條 知人 130.00 = ー| 3 天地 2 9 | 1 iaooo 具 徳 
15 日 1 | ツタ ノ デ 更 ニ 
ll 50.00 賠 出 と 
180.00 | 180.00 入 典 モ リ 計 
人 | 民 |C 計 | ここ 
' 














凌 【! 営 


( 還 洗 ) 混 素 桂 毒 否 軸 十 党 


C 激 ) 州 系 き 


第 十 五 


凌 















































































































































遇 | 借 
2 借入 | 借 入 | 借入 | 閥 保 困 也 返 済 利 子 販 済 
人 期限 用途 3 
巡 | 番 明 | 住所 | 職業 叶 期 | 銀 額 | 現 物 方法 保 誠 | 表 料 | 方法 支 挑 額 時 其 
| 回 回 固 | 
第 7 司 | 2 月 雪 
当家 商 | 1 45.00 一 赴 ロ 人 大 1512 朋 
7 大 | 
謝恩 厚 姜 家 辻 | 農 | 7j7 25.00 7 / / 月 利 / / / 7.50| 
9 分 
| | 隆 ? 画 | 履 誠 | 家 ノ 修 
に / 区 息 | 7 | 20.00 ー-| 74 / ア / 理生 活 | 6.00| 
比 避 | 
13 
正 守 杯 地 内 | 無 陽 類 /| 1000 | ヶ | ヶ | 2 | 2 |7 ほ 活 天 3007 
ae am 第 7 看 上 || 
2 2 2 | 4500 2 ッッ り | 2 | ヶ 属 2 時 izml7 
| 郭 紹 両 皮 城 地 地主 2 60.00 自生 潤 菩 / ヶ | 2 17 | い 作 特 14.4010 月 
4 屯 内 地 ・ 自 打 類 7| 27.00 隊 ナ 」 細 し 4 / | ヶ | ヵ 貼 業 内 goi2 月 
針 | 327.00 77.10 
14 」 | ーー ーー ーー リリ ーー ーー た | だ 二 ーー ーー の ーー し ニニ 
| に 。 | - 時 旨 還 
| 
| き 
ーー し こら け 往時 論語 当 還 雪 
| | 
計 」 
16 | 
| Ar 二 [ 。 着 隊員 上 且 作 ( 傘 人 | 時 
計 
| 隊 あ き 際 | 症 コ - 昌也 計 
18 | 















9 ヶ月 分 利子 
婦 朱 





8 ヶ月 分 利子 
表 朱 


ID ヶ 月 分 利子 
表示 
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( 共 六 ) 
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寸 章 品 員 憶 
















































































1 回 下 3 
トーーー ィ ーー ーーーー ーー- 利 巴 期限 回 必 床 回 牧 額 備 。 老 
番 明 住所 職業 時 期 銀 額 現 物 | 保 度 方 法 | 時 基 跳 
| 回 | 皿 |] 正 思 人 
ーー = デジ ーー ー | 
| 
と 記 WW Wi ] 
回 ll | | HE コ 間 間 半 
| | 13 
| 
| 
| ] 計 
剛 し L| 14 
(5 和典 現金 一 10 月 保 座 人 
9 屯 内 | 自 JeM 120.00 ーー- 1 無 3 年 詐取 立 日 | 20.00 記 全 内 Ye 4 15 
120.00 120.00 計 
| 
5 | 
康徳 | 品 ョ 
は 保 座 人 保 府 人 
2 屯 内 地 詩 知 本 150.00 ー| 1 天地 | 無 | 3 利通 | 一 一 | 150op 隊 幸 人 人 4 
Ag レ 1 人 | 取立 
に 全て 高 還 利子 共 = 
8 7 | 眉 ・ 本 ヶ年 25oo ー| 無 月 利 舞 現物 1 月 256 る | ー|34.00 彫 ラ 高 
2 9 分 | に 野 1 34o0| 可 ニ テ 支 挑 ラ 
175.00 34.00 150.00 計 
ーー 二 = に に 3 紀 人 選 17 
に 了 | 。。 司 き 当 | 仲介 人 保護 人 
BL 農 lll 350.00 王 2 無 | 3 年 誕 把 立 | 一 | 35000 箇 海 (車外 ) 6 
棚 
仲介 人 李 恩 
還 爾 蘭 * 肌 り ッ 麻 敵 2ooom . 一 epsmlz yy トド 国語 科 計 
伸 2 人 | ( 任 家 高 棚 忘 ) 
| 55000 550. 詩 
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( 半 料 ) 梁 還 境 洲 
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ー 党 


Gr 導 ) 党 消 調 素 六 目 































































































鐵 取 単 家 窟 棚 屯 第 十 一 貸 借 
農 僅 
和議 ( 陳 ンコ 2 借入 | 人 入 民 入 六 保利 子 返 済 
番 開 係 期限 | 用 途 
如 | 番 朋 | 住所 | 職業 時 期 旬 額 | 現 物 | 方 活 保 座 手 数 料 | 方法 
] | 四 四 | 
19| H ゴゴ ゴゴ ー = ー| 一 人 ) 
20 | = ョ ココ ョ ーー に ーー 
| 
| | 
21 | 2 還 m 人 ・ 選 2 今年 4000|) 一 斬 ロ 回 身 | 無 因 金 一 a 引 中公 
| (月) 喝 |o 引 ドド | 0.3 天 地 時 砂 
計 | 4000 
1 了 4 月 ー | | 園 1 枚 月 利 | 現金 一 !18 ヶ | 高梁 叶 
22 1 中 城 党 人 針 他人 15 日 2.00 直 口 外 奏 1 枚 3 分 叶 抄 月 入 還 
計 | 200 
部 国生 除 城 主 陣 類 | 2 月 5000 一直 無 | 無 回 半 陸 の 
23 電 
| (高菜 
/ を 1 現物 一 | 
| / // // // / の り / /4 りん 時 砂 ア 食 料 
計 | - 和 05) 
ら 5000 2004 
] 第 7 二 5 月 利 | 現金 有 * 
上 天地 農 親類 | 2 月 10.00 一 直 ロ | 無 3 分 朱 無病 
第 7 看 
堪 印 司 左 家 周 | 7 7 | / 15.00 ー| (4 / / / / 
24 岡 屯 時 
自 ・ 雇 
22 内 月 日 ) 知 人 7 5.00 ーー し の ル / / / し 4 
第 7 大 
区 震 夏 家 模 | 幅 | 7|3 月 6.00 7/ / / / / / 
村 
計 36.00 
多才 了 家 杜 | 可 | 間 類 |3 朋 3000 一 赴 ロ | 無 有利 農 低 0 タム 仔 
笠 「 : ・ 1 羽 3 分 時 挑 月 
第 7 臣 
餌 居 放 | 北 三家 | / / | 10.00 王 還 7 / / / / ケ 
25 ぼ 
ae 還 18 ヶ | 語 
了 近 和 了 区 箇 他 人 | 4 月 | 1500 一 7 用 物 5 恒 / | 陳 買 和 
廊 國 在 | 7 | 地 主 友 人 | 7 月 | 054g 7| 無 ク 食 用 
の 0.20 氏 月 
(高藤 前 
0.546) 
計 | 5500 267 





























_ 闘 係 表 ep) 




















付 
付 | 挫 保 取立 回収 
利子 期限 回 下 額 未 回 下 額 | 備 
物 | 保 訟 方 法 | 時 吉 
四 II 暫 因 























(中 壮 ) 灘 求 署 副 落 田 二 只 司 昌 剖 


10 ヶ 月 分 利子 
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則 二 演 


C み 百 ) 党 求 恒 豆 注 






























































会 六 戦 時 家 穴 補 第 十 五 。 貸 
迷 
| 借入 売 | 属 入 | 病 入 借入 | 六 保利 子 返 済 利 子 拍 済 
本 I に | 期限 | 用途 
明 | 番 跳 住所 | 職業 時 期 銀 額 | 現 物 上 方法 保 府 手 数 料 方 法 支 挑 額 
| 四 皿 回 
DI、 三国] トー 
| 
針 | ] 
| 」| 
| 
| 各 較 久 定款 忠 | 過 還 : 当 厚 月 利 3 現金 一 | っ 小作 料 | 
の 7 | 半 較 久 延 毒 上 農 机 1 月 | 100.00 直 口 無 | 放 排 人 年 還 入 | 20.00 
| 
計 | 100.00 ] 30.00 
28 | | 
計 トコ 
ュー = | 
| | 家 ノ 下 
38 証 生 訂 有人 2 20.00 一 起 品 | 無 Me 1 重用 了 ノ タ | 360 
源泉 伯 上 茂 辻 舗 他 人 |i 器 | 200 | 7 四 奏 2 枚 2 | 7 愉 1 0.36 
29 き 
/ / / / | / 3.00 /| 7 | 布 園 2 枚 | 7 / 4 / 0.54 
計 25.00 1 
30 三 ー = 還 = 還 = | (= ーー ーー ーー 一 | ] 
| 
31 ーー ー ーー | ご 王 に | 細 三 = ーー 半 ・ー ニ = ニー- - 
計 
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(共和 八 ) 

















































































+ 間 翌日 選 














代 付 農 
| 作 和合 光 | 必殺 信 付 | 六 保 | | | 取 x 固 = 
ーーーーー 隅 際 利子 期限 回 政 額 未 回 必 を 
和 有 住所 職業 | 時期 銀 現 物 | 保 誠 | | | カ 法 時期 多 

縛 也 下 当 3 加 四 | (8 
屯 肉 自 ・ 人 月 利 
* 小 *! 年 4 # 現金 一 12 有 | 。 = 
| 1 50.00 ー| 無 納 1 生計 取 立 | 1 日 77.50 26 
1 
4 ! 
| 5000 | 7750 計 
壮 還 ほ 名 3 
関電 2||| ' | * 財 肌 20MIR の 
Do 計 
21| 軸 内 表 * 昼 妹 フ 際 昌 40.00 | 入 典 | 短 | 3 年 現物 一 1 朋 40oo = 
(年 ) 夫 io 月 | 0.3 天 凶 | 3 叶 孤 立 
誠信 年 和 98 
8 / | 自 ・ 小 知人 | 1 年 | 60.00) ー| 無 2| 1 年 | / I12 月 | 76.80 < 
12 月 8 分 
1i00.00 1i6.80 計 
氷 人 | ド 深 高 。 業 
Lg 。 雇 旭 類 | 1 年 0 6 ヶ [現物 一 | 4 月 [8g 石 ) 
* 雇 : ーー .89 石 E 無 1.89 石 = 
9 証 内 知生 Ge6)) 無 | 無 ] 直 im 
1 晶 
| 
| 1 
| | 29 
時 | に | 下記 
| | 吉 89o 
旨 | CH89g) 835 証 
=| デ ーー| ニー| ーー | に = 作 | し り 己 ! ーー ゴー ーー ーー 30 
ま 床 和 
8 車内 自 ・ 小 知人 | 1 年 | 20.00 ー| 無 | 月 利 現金 一 月 | 27.20 誠 31 
市 4 人 語 3 分 年 | 隊 取 立 20 日 
日 に 
20.00 27.20 計 


















































(みろ 壮 ) 汗 表 避 避 沙 昌 


愉し 


( き 浴 ) 常 羽 避 束 浅田 本 党 


344 



















































































農 
導電 入 | 借 入 借入 挫 保利 隆 返 済 | 
人 に 期限 | 
静 | 番 角 | 住所 | 職業 | 時 期 銀 額 | 現物 方 油 保 誠 ぼ 数 料 方 法 
| 抽 病 間 回 皿 
| 第 7 下 康徳 区 陸 科 お 
| 劉 中 任 家 和 ! 農 有 類 | 1 年 8.99 一 直 品 無 有 叶 挑 | 無 
| 棚 2 月 
陸 。 第 7 大 1 現金 一 110 ケ 
| 析 商 7 2 26.00 当 孤 / (el ド 
32 | 第 7 大 1 年 
景 泰 任 家 入 | 農 | / 12 月 | 10.00 ー| ク | 保 1 人 | 7 7 | の 
| 棚 
頓 花 し 4 / 7 | 4 月 4.00 | の / 7/ / 7/ 
| 
| 自 天 剛 第 隔 /。| / 12 月 | 12.00 ー| 7 | 無 の 7 用 の 
計 | | 
| 60.00 
SO 計 一 際 ーー 二手 抽 に -。 当 間 症 em 
| 康徳 4 
eee 第 7 必 | に 中 本 月 利 2 現金 一 | 1 ケ 
| 
計 50.00 
| 
35 | こま 」 | | に | 訂 
1 | 
し oe 隊 失 に 3 月 し 3 | 月 利 2 現金 一 18 ケ 
36 | 東信 営 貴 抜 営 向 他人 二名 3.50 直 日 着物 布 加計 排 月 
針 | 350 
謙 | 才 ゴゴ ゴゴ ー ーー ゴゴ ゴー 
| 
| ゴ 者 コー | W の 1 RY CI 本当 
計 
39 | ー- ーー ーー ーー 周二 = ョ = |『 を | 
| 
20| | 症 当 細 当 庫 団 EE 人 き . 基 Se 
品 
| あま リー ニー- 還 当 昌和 ーーーーーー ーー 
41 | | 民 還 
12 屯 肉 自 ・ 小 知人 年 間 50.00 直 口 軸 。 尋 無 | 有 時 挑 無 生活 赴 | 一 
110 下 房 3 問 “ 
前 
計 50.00 












































表 gk ヵ 
代 付 


必 
回 収 客 
叶 電 


未 回 収 額 | 備 老 




















方 法 





























直 潮 況 庁 


問 中 普 


( 党 浴 ) 当 圭 束 席 届 本 浴 








固 四 恩 較 
ーー 
1 
ーー 提 器 呈 果 間際 了 語 還 SS cs 
り 』 四 - ー| 一 | ゴ ニー ーーー] ーー II ーー* に 
| | | 
i 
トーーーー| 一 一 ーーー | is 上 還 sg 是 了 333 本 Sm 
ー 且 二 軸 還 EE ュ | ss | oe_luhii 8 ] 
] 
| 
| 
本 | ョ 当 デコ 間 導 ど 拉 7 に で ス ・ ーー | 














ヨ ゴ ゴー ー 36 

計 

ヨ に | 1 ーー 37 
| 1 




















小 雇 9 月 
29 是 内 Ca) 竣 人 55 日 2000 ー| 無 6 テ 現金 一 | 9 月 


月 利 | 
分 月 叶 取 立 27 日 23.60 




















トー に 中 ーー 一 | ーーーー 


計 | 
7 二 爾 下 作 胡 人 1 提  2o00 無 ゴ 


は 

題 1 UI 詩 | | | ビー」 

放 っ 』 

か 基 | | 
* ー 

rv 


















































司 !! 只 


かみ マ 演 


滞 沿海 防 時 


( 半 N み 洗 | 泊 ) 


| 起 湯 常雇 


き ) 


こさ ーー 
つ ー 〇 ココ の 選 ⑦ い 一 


ーー テニ 
て 玉 Q 〇 0 


SO DO h っ 5 ト DO ユー ーー 一 
に 性 ぶ 個 に 但 つの 〇 の @ ぐ ざ の 






























































敏久 取 昌 家 窟 棚 証 第 十 大 現 
放 入 | 
| 弧 計 | 工 業 的 . 秩 
引合 時 | ルト | | 上 和 宮 人 庄 半 委 
22 時 圭 ! D 
回 | m 衛 。 醒 | 天 画 | 還 加 回 | 男 
1320508 8.330.46 63」 Z510.88 90 4148.02 294.09 493.86 1130.05 383.00 
中 | ] 
1245.00| 72600| 58| 726.00| 100| 4500 _ 651.00| ー| 30.00 
505.45| 390.95| 。 22| 320.95| og| 228.95| 一 ! 162.00 計 手 
305200| 1.889.00| 62| 1639.00| 87| 113310| 一 40590 ー| 100.00| 
820.66| 373.66| 46| 361.56| 97| 6600| 56.00 229.96| | き 
45.00| 45.00| 100| 45.00| ool 議 本 = 考 | 講 圭 80!00 ー| 5ioo 
8t00| 800| 100| 800| 100 ー| ゴ 500| eeoo| 
621.50| 614.50| 99| 613.50| 100| 468.50|145.00 ーー ここ 
| 1485.19| 235.19 1e| 223.19| od| 222.69| 一 一 一 | 05g 
37200| 18.00 5| 1800| 1oo| 1500| 一 ー| 309| 一 
126.00| 126.00| 100| 126.00 100 11.00| 一 ー ー| 15.00 
isr0g| 15oo 100| 151.00| 100| 107.00| 26.00 ー ー| igo 
141.00| 141.00| 100| 141.00| 1oo| 1350o| 6e00| ーー = 末 才 
592.00| 285.00| 48| 200.00| 20| 162.00| 8.00 = = 。 
177.00| 127.00| 100| 12100| | i4eoo| 1s00 計 ー| 10.00 
394.75| 274.75 2 274.75| 100| 258.00| 一 一 | oo 一 
279.50 279.50| 100| 279.50| ioo| 20g5o| 一 | ー| *7000| 一 
192.50| 192.50| 100| 192.50| oo| 5250| 一 ーー| i20.00| 26.00 
19.00| 189.00| 100| 189.00| og| 1400| 一 一 | eo.oo| 1500 
gt05| 8105| 100| 8105|ioo| 3ro5l 一 一 | sooo| 一 
5440| 3240| 59| 2240) el 84O 一 一 | moo 一 
e800| 6800| 100| 680| roo ー| 一 ー| eso0| 一 
85.20| 33.20 2 30.70| 92 ー| 。 oul 間 ョ 
139.80| gg.8o| 64| 89.80| ioo| 8g8ol 一 に = 
99.40| 6340| 64| 63.40 1cO| 63u00 一 コ = 
15200| 9700| 65| e3oo| 65| 5000| 10.00 0 
240.50| 190.50| 72 163.00 sl 9soo| 一 ー| 6400| 一 
303.00| 20300| 67| igsool eel eoo| 一 ー| 33.00| 40.00 
235.80| 135.80) s8| oo| ggl 90000 一 ー| 14.00| 15.00 
170.93| 145.93| 85| 145:98| 10l 78.98| 20.00 ー|。 S5:0O|。 孝 
141.50| 141.50| 100| 14].5O| 10| 91.50| 一 ー| 5C00| 一 
96.15| 50u5| 52| 4295| 8e| 1200| 8oo = 還 も ジ 5 王 
206.75| 190.75| 2 13380| 20 | 選 ー| 64.30| 69.50 
35.00| 35.0Q| 100| 35.00| 100 二 雪 ー| 3500| 一 
143.00| 143.00| 100| 143.00| 100 ー| 一 ー| 143.00| 一 
50.00| 50.00| 100| 50:OO| 0 = | ーー| sooo| 一 
121.30|| 117.80| 92|| 62.65| 53 ーー ー 一 | 39:65| 23.00 
44.25| 44.25| 100| 4425| 10O| 当 旧 計 ー| 4425 
15.10| 95.0| 83| 3400| 3e| ラリ 主 ー| 2200| 1200 
8o.90| 80.90| noo| gol 24| 世に ー| 1950 
st.88| 4488| 87| 2oo| 4 人 ー ト LiS660 還 計 
860| 800| 9al = 王 思 ニニ = 
| | | i 























表 
































































































































( 共 一 改 入 之 部 ) 
吐 必 入 
TI 。 | | | 
鐘 | 土地 | 大 家 | 大 農 | 食 付 
演 衝 | | 畜 資 | 具 | 銀 回 彼 順 奥 借入 金 | 共 ノ 他 
| 夏 却 | 却 | 孝 | 必 
四 | 四 回 | 記 四 | 男 | 四 | 四 | 四 | 皿 | 上 
170.65 1004874.60 372563.00 30400 2300 34400 13260 だ 51.50 
ー| -| sigoo| 4 多 ゴ 2egoo 700 - zzzoo 一 
ー| 一 | ni4.50| 23 ー| goo| ieo0| | 4soolsws 
ー| ILr7300| 38lL023000 一 | ー ゴゴ 50000 一 
ー| -| 44Z00| 5  d -2700| 4000| 38o00| 一 
と 六 計 き こっ [ ご | の 旨 ーー 
| 学 | ka 
ー|100| 7.00| 1 | 語 仙 当 生き っ | 陸前 200 
ー| 一 250.00| 84IL200.00 - 50.00| 一 | 
ー-| 一 | 354.00| 95| 340.00 ーー ーー 一 | 14.00 ーー| | 
回 訂 - | 半 
63.00| 一 | 307.00| 52 | 307.00| 一 
| ゴゴ ゴゴ 二 ゴゴ ゴー 
120.00。 30 0 語っ ココ 
| 
22.00|) 4ll デ 一 ー ー| 2.00| ー| 20.00 
全員 所 ー 当所 本 折 5 ミ 主 | 
2.50| 一 | 52.00| 6 二 陣 語 に 記 届 に ョ 還 S0'9BI 陣 2100| 匠 = 
= 中 吉 El 還 l 間 計 剛 レー ーー っ し 8 間 。 崇 
語末 s2u 隊 Ko 証 証 = | ご 。 ー し う eR9 星 
ー| 一 | ssool 35 IE ーー 己 紀 。、 テ 
| 
ー| 一 | seoo| 21| IN 三 「 569el 証 記 
ー| 一 | oooo| 3 NOHO| = 
ー| 一 | ioooo| 42 = 生 王 申し 000 吊 | 
本 = 2200 凍 軍 じ IM ININ 演 | 本 語 25!Go 開 還 = 
ー| 一 | 4eoo| 4 上 民 2000 必 28K00 ーー 縛っ 
主軸 二 | 隊 eo0 請 議 8 | 三 還 まじ | 8 
G665| 詳 | 細 S50| 還 還 B| 還 還 記 生計 人 | 陸 5 際 齋 ot 二 
= 三 % ーー ーー 一 | = 当 || ーーー ャ ー 一 | ーー | ーー 一 | ーー! ーー| ーー 
BZR50|= | 本 2090| 議 還 記 三 | 隊 | ZD0| 請 孤 記 = 三 ) 
] 
引 ー| 。 2.00| 13 明記 に -| 手 有 2000| 請 弧 | 隊 に あこ 
語 軸 才 に 王 06gl 議 説 / 0 | 
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や 





ト ら 
トー) 


GO [CD DD DD 
mm 玉 〇 〇 一 


hO [ ら らら 
で Co ~-) の 


半 有 U 営 


サー 党 


党 海 修 当 


( 凌 ば が 洗 ! 活 


( 癌 N 下 沿 唱 浴 ) 深 油 海 受 過 





















































鐵 只 条 単 家 棚 市 第 十 大 現 金 
農 | 雪 党 ! 
ーー 胃 | | っ ー 
和寿 | を 肌 絢 計 | | 電 計 = 和 | な 要 人 ーー ーー 
| 較 M 本 必 絆 Pe 
ーー、| 四 男 | 史 因 品 | ・ 固 回 
提 計 0 9.893.58 75| 4459.43 45 31.75 8.60 
1 1.144.38| 241.38 eg| 99.80 14 E 連 
2 568.49| 555.99 98 108.92 20 ー ーー 
3 3358.65| 。 2610.65 78| 1266.40 49 15.00 と 
4 680.88. 210.08 31 69.28 33 ー ー 
5 36.09| 36.09 100 4.50| 12 ーー ーー 
6 140.56| 65.96 42| 1.55 2 記 ーー 
了 491.68| 410.68 84 289.84 71 1.00 = 
8 1.421 21| 659.71 46| 278 42 1.10 5.00 
9 1 374.54|| 202.54 54| 72.64 36 0.60 一 
10 | 140.86| 140.86 100| 92.10 65 0.50 = 
1 | 156.20 156.20 100| 12261 78 計 Te0| 
12 | 120.97 120.97 on| 89.86 74 演 記 
13 601.06| 359.06 60| 146.61 41 ー| 一 
14 | 156.46| 156.46 100| 135.11 85 0.40 王 
15 | 348.8?| 343.87 別 | 21057 61 5.00 = 
16 261.3e| 261.36 100 | 92.34 74 0.50 に 
17 | 157.05 157.05 100| 102.79 65 0.40 | 
18 」 148.64 148.64 100| 62.37 42 1.00 = 
19 27.30 77.30 100| 31.53 41 0.70 一 
20 | 23.04| 71.54 98| 19.56 27 ーー 一 | 
21 | 50.53 56 0.30 1 ー 二 
22 83.02. 77.02| 94 2.00 3 デ 一 
23 138.77| 138.77| 100| 90.70 66 2.20 2.00 
24 | 55.37 37.37 62| 16.66| 45 一 ー 
25 | 170.45| 165.05 97| 92.07 56 一 ーー 
26 300.19| 299.69 100| 234.29 76| 0.40 ーー 
97 | 313.83| 293.83 94| 145.08 49 2.00 ーー 
28 188.55 188.55 100| 141.40 75 ー ー 
29 279.18 197.58 Zi| 171.69 87 ー = 
30 | 159.57 159.57 100l 121.80 76 ーー ー- 
31 | eoj50| 69.50 100 38.70 56 = 三 
32 208.39| 208.39 100 1.25 1| 0.45 に 3 
33 | 35.21| 36.21 100| 0.50 1 ーー ー 
34 | 154.49 104.49 68 0.30 三 ーー 一 
35 | 47.44 42.94 91 0.50 1 ーー ーー 
36 | 117.02 113.52 97| 4.00 4 0.50 計 
37 | 46.00| 46.00 100| 0.30 1 ーー 
38 | 68.18| 67.18 76 0.50 1 三 ー 
39 63.02| 63.02 100 0.30 | ー ー 
40 | 47.25| 40.25 85 0.30 1 ー 一 
41 | 2.73 229 100 0.30| 4 に = 











表 ( 共 二 支出 逐 部 ) 

















皿 加 皿 皿 四 四 皿 


160.00 213.00 ー 51800 18.70 316.50 | 
に = ーー 21.50| 王 45.78| 当 





mi 
| 
| 
| 
に つ 
C) 
の 
ら 
〇 
た 
放 
ら 
C ヨ | 
詞 
ID 
[91 
ら 
=) 
| 


= ーー 2.20 ニー 4.10| ーー 22.56. 60.00| 





















































%481.21 


410.33 
332.87| 
1.104.75 


140.80 
31.59 


64.41 
114.21 
171.75 
129.90 

48.76 


33.59| 


31.11 
135.35 
21.35 
133.30 


69.02 
54.26 
86.27 
45.77 
51.98 


50.23 
75.02 
45.87 
20.71 
60.18 


65.40 
118.75 


47.15| 


21.39 
37.77 


29.80 
193.84 
35.7 1 
94.19 
42.44 


108.91 
45.70 
66.68| 
62.72 


39.95| 


7.43 





| 
| 











G ぉ っ gs oo ココ (本 草 | 休 末 多 記 


< 
( つ ) 


に ユー っ っ 
選 ぐい 〇 一 


凌 『! 営 


党 唱 準 ) 梁 褒 泊 全 沼 サ ー 党 


( 業 N 三 


( 癌 N 正 党 U 浴 ) 党 活 海 防 中 
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鐵 令 了 没 家 六 棚 屯 





























諾 | 第 党 支 出 | 
家 | 其 他 区 出 
和 | 
衣 其 人 | 和 気 | 利子] ノ 他 | 
ーー へ) 田 四 四 四 
内 | 
穂 計 282.50 168.70 500.74 1.00) 
1 1oood 15.00| nl6.25| ー 
2 | 100.00 2.00 12.20 ー 
3 80.00| 143.50 16.00| ーー 
4 | 一 ーー| ーー ーー 
5 | = ーー | ーー 
6 | ー! ー ー| ー 
7 | 時 6.00| 0.63| ー 
8 当 一 | 209.85 ー 
9 | | = ーー 詞 = 
0 | ー 紀 ー 
則 当 | | 
12 一 ー ー ー 
13 = = 27.10 =| 
14 記 当 還 = 
15 時 ー 誠 当 
16 王 ー ーー | 
17 連 記 三 | 
18 吉 当 | ー| 
19 = 演 | 
20 加 計 思 = 
21 = 王 」 = | 
22 避 居 記 1 
23 | 2.20 = ニコ 
24 吉 当 当 | 
25 ーー 一 12.80 ー| 
26 ーー ーー ーー | 
27 一 ー 80.00 雪 | 
28 ーー ーー ーー = 
29 ーー 一 | 4.50 一 | 
30 ーー ー ーー = 
31 ー 一 | 一 1.00| 
32 2.50 ー 10.80 = 
33 還 思 還 | 
34 王 10.00 ー 
35 | ー ーー ーー 
36 一 ーー 0.61 一 | 
37 思 記 還 5 
38 ーー 一 | 3 
39 ーー 一 = 
40 天 ーー E コ に 
41 = = 記 思 
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放 表 jk 二 支 軸 有 部 ) 
支 遇 | 年 庶 未 | 備 
| 家 
了 wls 果 | 肌 起 電 臣 料 肝 ] 奈 奈須 邊 尋 箇 ] 食 付 金 | 共 ノ 他 | た 生 る | 
四 回 」 | | Ft 皿 「 回 旧 較 加 男 員 内 
318.00 24.80 0.50 6.30 81.00 60.00 134.00 28.00 2.085.00 袖 計 
ー ー ー ーー 過 ー 28.00 100.62| 1 
1.50 過 ー 11.00 王 ーー ーー 8.46e|| 2 
303.00 ーー = ー -ー 50.00 一 ー 227.35| 3 
当 連 0.80 ーー 王 20.00 三 27.00 一 | 199.78| 4 
と | 三 = 三 | ー ご ー ー 11.91| 5 
ス 四 と 誠 こき 記 ーー 75.00 ー 10.04| 6 
7.00 ー ー ニー ー 一 ー ー ー 199.82| 7 
662.00 ー| ー ー ー ー ー ー ー 129.23| 8 
120.00 ーー 三 ーー ーー ーー 10.00 ーー に | 4.28| 9 
間 当 抱 弄 連 思 寺 45.14| 10 
| =| に ーー = ー ー ー 一 1.80| 11 
9 ョ 4 | = 連 = = = 170.3 12 
132.00 ーー 10.00 一 = 王 = こと = 22.69| 13 
呈 ー ー ー ー ー ーー ー 30.54| 14 
鞭 詩 記 =: ーー ー ー ー 265.88| 15 
本 | 半 = = 記 ー 二 23.14| 16 
' 電 『 時 当 = = 王 | 。 3545 17 
ニー = = ー ー ー ー | ?0.36| 18 
に = 時 志 志 ー ー = 3.75| 19 
ーー 1.50 ー 一 に = 5 ーー 1.36| 20 
40.00| ーー = = ー ー 二 ー e 17.47| 21 
ーー 3 = ー ー 5.00 | 3.18| 2 
守り 闘 3 当 gl > 詞 = = 2.03| 23 
半 遇 | 計 還 = = ニコ 過 = ョ コ に 44.03| 24 
8 人 | 間 = 品 喧 過 ー 1.55| 25 
ーー 還 王 0.50) 一 一 ー| きま ー 一 95.31| 26 
ーー 10.00 滞 王 = 三 Pl 雪 4.17|| 27 
当 こう 1 = e 一 2 | 173.25| 29 
寺 ! | 詩 1.80 ー 3 11.75| 29 
= 語 = ヨ 二 表 ー = 31.93| 30 
| 思 | 5 雪 4 29.65| 31 
局 = 志 ーー ー 一 王 記 | 8.36| 32 
| 4 | ー 記 0.79| 33 
当 に = 記 ー = 0.51| 34 
計 | = 記 4.50 ニー ーー 王 | 3.56| 35 
当 | 選 ー ー 三 428| 36 
中 | き ョ | | ーー| ま 孝 一 | ー | ーー 9.25| S7/ 
当 1.00 5 | に 20.00 = 4622| 38 
| | 1 = 王 過 25.88| 39 
と | = ココ 語 = = 2.00 計 4.63| 40 
記 | 明 を | = ーー に 0.87| 41 
































( 弄 N 下 洗 川 溢 ) 湯 洗 屋 沼 サ 潮 媒 日 次 





吉 三 部 選 提 戸別 調 食 


農家 戸別 


S 民 名 韓 
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凌 貞 演 


ML 


AE 
w が 


| 


別 


梁 器 誤 


(9 











昌 xy さい ヽ 廊 当 丘 





人 に:30 王 ES | 


1 


年 代 | 地名 ーー 農家 奄 様 毅 速 ノ 理 下 
許 才 作付 自作 小作 | レ 人 

































































和 | 約 123 年 前 下 父 電 玉 石 ガ 前 内 = り 濾 洋 他 
約 123 年 前 | 本 訓 ー | 一 | 一 | 一 首 工 和信 ノ 家 借り 受 ヶ 其 虚 三 居 ヲ 構 べ 語 年 軍 
トシ テ 和 生活 ヲ 立 テ タリ 。 
3 約 20 年 後 玉石 子供 兄弟 4 人 へ 父 = 代 す 苦 甘 
約 103 年 前 / ー | 一 | 一 | 一 話 エ 人 (年 工 ) ト シテ 約 30 年 間 生 活 ヲ 貫 ケ 
タル 。 
此 ノ 時 代 迄 = 共同 = テ 土 地 0.35 天 地 ヲ 購 
約 75 年 前 / 0.35 天 地 = 王 ー 上 必 工 | 入 シ 、 後 共同 = テ 英 地 0.13 天 地 ラ 購入 ス q 細 
兄弟 4 人 分 家 ス 、 耕 地 0.35 天 地 ヲ 3 男 徳 議 
明か 取得 、 他 ノ 3 人 へ 現金 ヲ 均 分 シ 、 壮 較 
約 52 年 前 / 1 当 必 才 (上 と と さき に 地 0.13 天地 へ 共有 トス 。 M 4 
(光緒 8 年 ) 分 家 後 徳 玲 、 徳 殴 へ 小作 ト シテ 生計 ヲ 講 
| 立 テ 徳 元 へ 依然 年 エエ = 従 事 え 。 
層 】 回 時 | 
約 49 年 前 の 本 借 ヵ 3 年 後 = 於 テ 小 作 ヲ 止 メ 年 工 ト シテ 
(光緒 11 年 ) | 生活 モリ 。 
約 18 年 前 の ーー | | | | | 多 人 訂 死亡 後 基 ノ 子供 2 人 へ 1 年 後 
( 民 較 17 年 ) 家 モ リ 。 
大 同 2 年 / | は EE =. 1 天地 | 日 工 人 
康徳 元 年 7 ーー 一 | 一 | | 
3 導 款 、 0 天 有 に に d 本 を 持 外 青 ト シテ 生活 ( 王 永井) 王 永井 へ 3 年 
が 2 2 年 ク ー | 一 | 一 5 天地 | 一 | 2 月 景 荒 地 = 移 韓 (土地 へ 本 屯 ニ ア 95 
| 
_  r 園 明 
- 徳 刺 - 聞 一 | 上 徳 
| 牌 貴一 公 
- 値 本 - 王 夫 - 党 
ー ] | 韓 玉石 
| - 徳 明 - 尊 茶 
| - 徳 元 - 訪 海 一 國 区 




















2 が 族 ) 欄 jn 


自家 腔 働 | 松代 茅 働 
農業 | 胡 力 | 他 業 | 家事 | 農業 | 了 力 共 他 


* ト 上 王 昌和 


性 別 | 年 齢 | 績 柄 | 現住 所 | 数 偽 








求 ノ 農 手 佑 へ 除草 。 
小生 拉 子 へ 除草 ノ 手 


48 jh ノ 楓 一 左手 側 2 家事 | | 


男 
交 
小潮 2 年 小 。 午 
9 13 トノ 区 人 人 還 そ や 1 司 仙 | | 
男 
女 


1 | 還 





























ド 3 内 
午 | (入社 ラ 合 >) | 月 
に に maE 開 。 





















| エ | 以 牛 具 | 挿 
UE 延 日 数 | 氏 名 | 氏 
バハ ュ ヒ 




































































考 


























5 月 = 雇 フ 、5 日 間 賃 銀 視 1.50 賠 
耕 生 産 
三 | 必 稀 企 減 ノ 理 
- 護 徳 三 年 妥 | 上 C 隊 徳 ニ 年 ) 
| 六 種 面 積 | 由 量 年 | 康 徳 2 年 度 帝 
し ドコ 本 種 池 第 
| 晶 作 | 混 作 | 間 作 | 計 面 由 2 タメ 
石 | | | 天地 | 石 石 作 全 共 フ 理 
13.50| 0.70| 一 | 一 |Q.ZO| 一 | 8.10| 11.58| 申 ( 謀 徳 三 年 う 
| | | | | 3 年 度 へ 小作 
| | | 隊 計 | 人 0 
主 | 葉 豆 | 18| 一 | 一 | 1+80 一 | 1350| 25 和 050| 一 | 一 |O50O| 一 | 540| 1080 2 
| | | 
作 | Z5| 一 | 一 | ? 引 | | 間 e 2 1 | 備 却 
帝 | 0 | 0.75 0.75| 540 Cds2 | 0.50| | 10.26| 3 当 作 物 ノ 過 
| | | 1 | | 園 = 穏 子 ラ 耕 
和 | 還 1g 請 | 衣 | | アン 
EENIIIIO75 ド ニー | | 一 075| 三 | に 5.40 目 7221|lOi2dl 計 二 粗 | 良二 基 |OI20U 呈 認 G21 還 SG5|KG375 上 ら BE 
| | | | | モ 必 稼 ナ シ 
| 「 男 還 3 陸 | 
計 450 | 450 | | 190 | 190 | 
1 j 
逢 特 用 作物 、 園 鞭 作 物 ナ シ (新制 石 = 依 ん ) 
ーー デジ 記 
S。 農 。 産 物 買 起 
| 手 阪 償 額 | 糧 帝 税 
種類 | 哀 和 時 期 哀 色 先 隊 | 誤 地 量 | 條 欄 | 系 。 考 
| 総 作 | 単 人 | 科 昌 | 総 額 | 単価 防 償 | 
| | gm | | 。 画 1 
黄 豆 司 利 隊 訪 庭 先 滅 ー 2i| 30| es| 一 | 一 | 一 | 一 | gsi 








。「 証 」 特 用 作物 、 較 革 作 物 ナ シ 




















( 新 端 石 = 依 ん ) 











半 出演 


混 層 望 党 呈 滴 思 


( 昌 $) 


装 山 常 


混 隊 誤 党 1 況 感 


(1) 






















































































6 土地 閣 係 
地 
目 | 線 面 積 | 普通 畑 | 茶 園 | 水 田 | 宅 地 | 磨 耕地 | 山 林 | 原 野 | 募 備 
別 | 
所 紹 ) ーー ー ーー 一 = 一 デ 雇 耕 ノ 理 由 
有人 付 地 ー ーー 王 王 三 た = 
地 【 自 作 地 ーー ー デ 三 二 コ ーー 
出 条 j) 一 | ーー ーー = ーー = ココ と 当 
和典 出典 小作 地 一 ーー 一 ーー ーー ニコ ーー 
地 【 典 推 者 利用 ーー と = = | = =ー| 
〈 入 生 ー ーー ー ー ー ー ー 
和典 < 代 付 地 ーー 一 デー ーー ーー = 過 ーー 
本 一 | 王 =ー | = 当 1 
永 計 gr ーー ーー ーー ーー ここ | た っ | 
| 和 供 付 地 引 当 当 当 一 し 革 過 思 
地 【 自 作 地 一 ーー = = = ーー し 
| 天地 
小作 地 4.50 = 還 に | | 記 
韻 ESUNLIEICt に EE0 時 
有 く 代 付 地 一 ー- = = ョ 相 so 
| 共有 介 地 1.3 
地 【 自 作 地 = 一 = 才 二 | | | 
9 地 計 り 有 え 3 
出 | | 券 へ 堤 園 明か 
+1 1 | まや 
黄 ? 出 典 小 作 過 ー 記 証 コ 者 4 
地 【 尋 應 者 利用 ーー ーー = ー ーー コ ー 
| 
入 計 一 = を 画 = 語 ー 
典 付 地 記 ー ニー 思 = 計 | 
地 【【 自 作 地 過 デ ー 一 王 = = 
永 EN ー ーー ーー 一 | = 叶 当 に 1 
租 付 地 ー ーー 本 ーー 放 = 前 | 
地 【 自 作 地 Eee 間 m モ | ーー 
' 小 作 地 ーー ー | ー | ー| ーー ーー ーー 





地 税 、 雑 税 





| | 
種 | 課税 画 積 | 税 。 額 単 償 





韻 SI。 | | = | 吉 記 


分 【 間 揚 ( 誤 担う 記 : wa 避 と デ ーー 


























六 
開 
に 1 
漁 
> 
に 1 
に ゴリ 2 
を / 








| 馬 ( 還 穫 (人 呈 ) 記 当 | は 是 | 衣 
| 徐 
| 年 分 【 果 拍 G 折 ) ー ー ー 二 時 記 当 
| 村 暫 2 12.82 Wo 憲 - 秋 12.82 財 | ー も 記 
基 邊 街 回 欠 | ー ー ー ー ー ー 当 引 
農務 人 肢 当 ー 本 | 補 二 本 守 
ご 天地 石 ニニ 石 
人 せき 欠 2 玖 。。 o 則 は せ 交 地 本 10 月 3 = 申 
科 目 | 課 税 物 件 | 向 額 | 提 価 | 紹 期 | 納 入 方 波 
車 時 提 ー に | = 計 ー 
| | 
| | 
| 
邊 | 埋 。 提 | 請 1 頭 054 回 。 | の 5 
上 | | 
回 戸 揚 家 | 0eo 面 1 若 。 030 財 ー 昌 過 放 本 放 
| 
義 倉 戸別 提 ー | 020 人 020 販 計 = 
時 役 = SRMPDPUOGTH ーー 三 道路 修 緒 




















村 窟 、 看 吾 誤 へ 地主 ト 折 年 負 失 ト ス 


生計 枝 テ ン 、 麻 徳 2 年 和 向 支 軸 計 14.16 較 


3 








あー ニーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ブ で 


閉 貞 普 


活 隔 憶 堂 漠 


(1!) 


開 上 


\ 


層 畔 当 I 泌 感 


海 


(1) 
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7 小作 開 係 ・ 耕 作 地 所 在 


(yz32 ト ーー 夜間 9 








小作 地 輸 加 物 | 房 。 間 大 子 | 茶 団 ” 哨 品 | 役 詩 。 破 子 。 磨 謀 共 。 丁子 午 分 有料 分 


氏 名 職 業 | 住 所 
地 = ーー |  : 下 王 ーー 還 
王 示 2 | 農 | 本 屯 
小作 地 所 在 屯 内 座 書 無 頭 保護 人 氏名 C 屯 内 ノミ ) テ シ 
押 租 テ シ 天 限 1 ヶ 年 契約 時 期 2 月 1 災 拓 年 数 1 ヶ年 








(②) 小 作 料 

















地 味 | 8 地 | 中 地 | 還 還 2 地 
小作 面 積 = ー 4.5 天 地 
定 契 約 狐 te | ーー 
江 紹 客 ー | ー 

外 (不足 分 ノ 度 直 ー ー 
分 | 共 約 額 ーー | ー 拉 外 青 下 量 っ ( 外 = 作 物 得 ヲ 含 > う 
1 旬 納 叙 ー ー 高藤 8.10 石 次 豆 6.25 石 殻 子 270 厨 
符 (不足 分 ノ 度 思 ー | ー 宣子 270 石 
共 他 ー | ー | 

- 綱 入 方 法 | 叶 基 10 月 方法 地主 放 迄 受 K り = 未 と 
減 葛 ノ 事例 

失わ と 高 役 500 東 = 還 
者 際 0 | 作 EIC22 る の 2 間 500 丘 
捉 子 100 丘 
小作 人 ノ 義 務 | 一 
(⑨) = 租税 フー 分 | 号 
| 鍋 額 | 地主 ヘ ノ 支 挑 領 | 小作 人 = リノ 受入 額 | 呼 基 

| 回 科 | 地 主 負 挫 | | 
史 所 / | | 
村 喜 | 折 手 | | 








備考 度量 衡 へ 新 六 = 依 ル 








党 


居 





家 


賃 | (家主 名 ) | 所 





昌 


混 悦 豊 党 光 磁 


(1) 





























(B) 糞 








扇 車 子 | 型 *| PRTRETEETI 
| | ] ] 
9 家 





























康二 計 介 5 ニモ > ポッ EEARS 「 才 加 年 内 減 
所 有 豆 数 | 年 内 睦 入 | 年 内 了 販 喜 
| き ーー 年 内 生産 年 内 屋 殺 | 
| 総 衣 | 牝 | 牡 | 去 共 | 豆 衣 | 価 格 項 訓 | 償 千 
ミ ー 
症 以上 | 一 ー 王 ー ー| ー 主 ニー ー 
知 =28s6l 語 | 還 三 引 症 三 | 王 l 陳 語 還 王 語 語 ー ー 
役 | _ 英 三 年 以上 | 一 | 一 | 一 | 一 の 記 串 還 
3 
油 三 年 末 滴 | 一 王 デ El 王 ー 一 一 ー 
2 ー ー ー 
に 境 に か 導 | ーー | 列 康幸 議 主 7 デ 本 ー 
油 三 年 以上 | 1 ーー 1 ーー 1 18.00 ー ー 一 
洋三 年 未満 | 一 | 一 | 一 | 一 ゴ 一 ー ー ー 
邊 韻 二 年 内 上 」 一 ー ーー 三 三 ー ゴ ー 
道生 示 省 還 証 宇 当 王 語 定 還 語 較 議 語 ー ー ー 
用 | 、 適 一 年 以上 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 ー ー 
| 語 三 ー ー ー ーー ー 
、 満 一 年 以上 | 一 ー | 一 ー | ー 一 ー ー 
el 陽 = 上 | 年 - ー ー 
成 ー | 一 ー | 一 ゴー ー ー 
訴 仔 1 ーー 1 ー 1 1.00 ーー ー 
ーー 
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物 







































































癌 名 出 典 代 付 
ーー-ーーーーーー ーー ニー ーー ーー テニ ーー ニーーー-| の 老 
所 有 | 入 典 | 信 入 | 借 料 家主 名 ) | 融 古 入 典 者 名 向 是 借家 人 名 | 家 任 
で 証 軸 W ee - | 時 | 6 良 | イ 隊 3 5 ほそ で 大 棚 へ 騒 馬 ノ 入 を 5 尺 
一 一 一 一 ー| 一 一 | ーー 一 一 ー| 四方 ノ 簡 滞 チ ナル モ ノ ナ 
一 ーー 一 | ー ー 一 ー 一 ーー ー ー 朋 及 鶏 ノ 入 25 尺 四方 
| | ノ 畜 舎 ア リ 、 綿 テ 自 製 
に ーー ーー = | 計 き に 三 = ー| ナリ 、 入 子 へ 3 石 入 ア 
程度 
机 な | 尽 当 | 1 - に 丘 上 当 | | 二 | 時 
四 方 | 
e 加 _ 岡 形 土 落 沼 計 隊 g 
) 四方 | 
1 一 ーー 一 ー| 一 一 一 ーー ーー ー 
具 
| | | | | | 和仁 作 | 休 入 気 | 條 灯 和 | 備 才 
/ 昌 間 ly | 思 - | 骨 具 へ 金 部 起 長 仁 、 喜 
上 5 時 | ー ー ー ー| 稔 時 ュ リ 無料 倍 リ 入 と 
| | | | | タリ 
| 
[ 請 | きり | を wm l | 
| | | 貸付 | 守 旗 代 入 | 受 族 | 備 考 
特設 | 牡 次 科 | 尾 音 地 | | | | 
選 押 に - -| -N 生 に 当 3 
| ー| | 4 
ーー = 才 ー 三 | : モ = | = 考 | | = 
| | | 
ーー ーー ーー =ー ーー | | ーー! ーー| 
_ 本 _I _| 癌 | 当 1 
= | 0554| 因 | _| 当 | _ | 2 年 = 瞳 入 、8 歳 = シ テ 老 齢 
.54| | | | ノ タ メ 安 償 ナ リキ 
2 肖 | 唐 | | 蛋 | 芝 | 還 
ー 一 ー ー| ー| ー| ー ー 
こま _I 当 | ー_I 連 | 和 記 
| 記 | | し | = ーー ーー! ーー) 
= 当 | | | | に 
、 を 計 | 店 引 _I = 衛 | | 記 引 | 
| 記 鍋 | = 1 = 





























川 党 


半 


惜 当 エ 溢 大 


トピ 
レ に 1 


([ う 


吊 溶 


半 


C[) 江 層 憧 党 泊 騰 































































































| 
畜産 履 入 0.30 加 || 昌 料 叶 入 ー 
商 業 ーー: | | 飼 料 睦 入 一 
9 業 = | | 湖 具 叶 入 ー 
共 他 仙 業 ーー 0 沈 3 
出 坦 象 配 党 ー | 価 北 由 = 
株 才 ー | 
農産 加 ー | 
人 給 ー 
時 金 岳 金 ノ 利 子 ー | 
出稼 人 仕 活 金 ー 
喜 | 二 月 四 月 到 | 
柄 。 類 “ と 半 | 
HB 数 量 | 単価 | 休 額 訓 量 | 単価 | 価額 | 訓 量 価 額 | 迷 量り 澤 償 | 休 額 
> い 回 回 男 | 男 | 還 
住 | 住人 ゴー キー テー キー ゴー テト ー200 デー ー- 8 
肘 2 ン 8 の | ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ー | ゴ 
| 年 導 類 | ゴーゴ 
包 炒 ーー 三 M | | = ー 
高 。 藤 ゴ 。 ゴ ゴゴ ーー ゴゴ ーー  . 当 
| 還 泊 呈示 4 ゴゴ ゴゴ ゴ ゴー ー ー 
ンク てこ 子 - | = 三 に ど 天 ーー ーー | | 1 
小 レ こ | ーー ーー ー | ーー ーー ーー ーー = 
引 。 区 | - コ - - ゴ ゴーゴ - ー ゴゴ 
粉 。 條 = 邦人 に に eo っ に ー| 上 計 
猫 生肉 ー ー ー ー ー 王 = 当 
諸 ー ー ー| 390| 007| 2.10 ー = 刀 
料 猪 油 ・ 豆 洒 王 王 ー ーー | ー - ーー ー」 
le。 : こ - ゴゴ ゴ ーー ゴ ゴゴ ゴー ゴゴ 一 
| 壮 。 茶 人 計 
欠 用 還 NE 二 当 二 ヨド ーー 王 
類 居 計 
Li | < 笠 本 財 当 は 隆 el | こ | - 還 mm 
益 油 ーー ー 三 = 誤 た = | 
uo 1 共 陣 に 還 暫 mo 8 還 ※ | 
貞 砂 義 | - ーー ゴゴ  - ーー ー 
瓜 果 子 人 当 





際 時 支出 

















講 間 隊 本 半 前 え 


地 叶 入 
物 新 築 
物 叶 入 
女 銀 
農具 只 入 
産 講 
婚 避 
祭 。 更 
料 。 
金 ( 亭 族 ) 
奥 ] 

附 























圭子 上 リ 現金 


















































| 赤 堆 子 = リ 現金 


| 恵 内 ノ 人 ョ リ 現 金 


(CE 押 全 還 に ER 詳 叶 う 


| 行商 人 = リ 現 多 


凌 出演 


1) 混 隊 記 当 可 滋 諾 








| 


1 
! 


に 3 


で 


(1). 海 司 聖 思 可 光 礎 


染 市 | 一 | 一 ーー 一 王 一 王 二 
基 他 町 類 | 三 ーー ーー 1 尺 | 0O.15| 0.18 = 演 ] 
染 賃 | = 王 計 計 
簡 花 | | = | 二 三 | 二 二 

針 1 包 | 0.02| 0.02 に | 計 呈 














間 
因 
| 
| 
| 
| 























接 雪 。 喧 = = 人 当 書 寺 
鳥 拉 昔 | | | 
鳥 拉 老 | 一 ー ー ー ー| 一 ー ー 

四 = 
| 





右 仙 | 0.5 丘 0.20 0.10 ーー 一 | ーー ーー ニュ 





四 
和 
局 活 』 活 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 





























法 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


NB 


失 | 補 月 四 有 到 
































衝 。 用 

敷 量 | 溝 償 | 偵 額 | 訓 量 | 還 償 | 條 額 ] 設 量 | 音 償 | 
二 3 叶 較 回 ] 国 | 国 困 バ | 国 

度 5 江 誠に 議 に 1 拉 = は 近 に まこ CS2 記 人 誠 

3 中 ここ 
嗜 洒 | = = デ | に 二 ご 3 ー ゴ | ーー ーー ニコ 
| 因 。 症 生 隊 RE お 結 時 
品 茶 ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 
貫 | 両 』 ーー ゴー ニー ゴーー| | - ーー ョ 
還 にこにこ 生還 時 | 和泊 硬 





























「 填 」 仕 益 旨 、 其 他 諸費 ナシ 












































| 年 開 | 糧 計 
| | 備 孝 
数 陸 車 個 | 価 気 | 燥 湾 車 個人 客 | 難 基 | 傾 作 
| 画 | 町 央 還 
ー 一 ー ー ーー 一 1 天 1.00| 行商 人 ョ リ 現 金 
= | 主 ーー 記 1 尺 | 0.15 / 
| _ 」 = ー| = コ ー ー| 人 旬 0.02| 理 堆 子 ョ リ 現 金 
ーー 0.5 丘 0.30 0.30| = = ー| 05 所 0.30 / 
| ( 軸 還 時 Ms | * ュ | = 失 | 宮 | 
導 に = 1 所 | 003| 093| 語 : ーー 1 后 | 0.03| 埋 堆 子 = リ 9 現金 
_ 還 | 思 康 | ! 誠 1 = 
、 芋 中 記 sd 記 に ー に ー| 0.5 丘 | 0.10| 埋 堆 子 ョ リ 現 金 
【 当 |  -| -| MS UMEISIE 
- | 
記 王 1 包 還 0.15| ーー 三 一 1 包 0.15| 行商 人 ョ リ 現 金 





























備 








結婚 崎 奥 1 回 


















































避 上 性 


(|) 海 層 望 当 反 党 藻 


上 U 庄 


居 


清 陳 望 当 溢 礎 


(1) 


14 貸 




















































































































備考 翌年 謀 へ 繰越 44.03 賠 へ 3 年 諾 ノ 小 作 下 約 = 用 ヒル タメ 癌 メ 準 備 シ タル モノ 








借 入 
| 代り 誠 語 話 借入 借入 銀 額 僅 入 上 捧 保 利子 | 利 子 届 時 近 済 人 未 
| 用 手数 返済 法 期限 用 途 返済 種類 済 
氏 名 住 所 職 業 時 期 種類 敷 量 | 方 法 保護 料 表 排 時 期 数 量 | 額 
ーー 位 7 還 避 現金 = テ と 
康 」 王 尽 荒 農 用 成 2 月 1000 下 柏 | 無明 利 反 済 有 時 無 計 活 和 玩 2 末 済 一 | 1330 
徳 | 昌 画 | | Clk き = 2 
= | 左 印 軒 0 il 較 ん 7 | 7 15.00| / / | 7 / / / / / | 韻 :I56 
軸 還 人 7 | 息 人 |3 月 eo 7 |7 ヶ 17 / / / 7 | 7/ = 70 
2 和徳 訪 / / 7 |2 月 5.00| / / | み カ / / / / 7/ | 
済 | 36.00 47 
逢 繰越 債務 前 年 ヨミ リノ モノ 借入 現物 ナシ 
15 貸 人 eK シ ) 
16 現 鍵 線 括 表 
和 入 52 部 支 出 5 部 
竹 類 | 該 営 | 現 銀 | 摘 要 竹 類 | 該 賞 票 | 現 銀 | 摘 
前 年 度 = り | 。 則 婦 年 度 ヘ ノ | 3 
ノ 弥 避 銀 時 3 「 シ | 4403 
六 賃 収 入 | 共 働 件 ー AI 
た あと 雇 牛 具 支 出 | 愛 働 條 件 票 ーー 
選 生 具 政 入 | 秋 働 條 件 革 ー 
| 販 宮 喜 支出 5 ー 
農産 物 政 入 | 5 63.10 小作 料 支 遇 | 7 と | 
副産物 収入 | 5 ー 建物 借 賃 支出 8 8.00| 
人間 衣 | 7 に 4 廊 大 修 類 角 | 8 ココ 
農具 信任 支出 | 8 
物 食 賃 収 入 | 8 ー | 
| 家 副 支 出 9 9.00 
農具 信任 収入 | 8 ー SSIGI 
家斉 下 入 | 9 ー 中 活 得 支 | 店 12.71 
泊 和 以 2 凡 3 帳 表 00 0.30 貸付 銀 支 出 14 記 
際 叶 下 入 | 10 王 借入金 返 済 | 15 ー 
川 | 
信 入 銀 15 36.00 諸税 公 課 || 6.7.9 14.16 
食 付 銀 回 政 | 14 = 比 支出 | 10 = 
計 | 9940 計 | 4 


農家 戸別 調 杜 県 eg 





屋 ーー| 5 モ 還 











曲 
人 ロコ 
Fr 
いこ 
ドド 





隊 業 | 主 楽 雇 間 ( 年 エエ ) 生業 一 





所 面 積 較 需 内 0.18 天地 市 外 の 











世 帯 人 ロ | 家族 員 敷 4 人 年 エ > 


上 浴 


謀 


ご 


洪 屋 層 思 枯 党 秦 
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1 家 史 略 礎 
年 代 | 地 名 ーー ーー| 紅 家 友 杯 胡 林 ノ 理 了 「 
訪 者 | 穫 di 
| 交 共生 
の 2405 人 ン 示 エ エンテ 選 本 
| シテ 生活 スル 事 約 29 年 間 = 及 べり o 
| | 大 ノ 後 、 即 チ 約 20 年 後 、 主 石 ノ 子 人 
約 103 年 前 / | 。 呈 デ ーー | 年 工 | 兄弟 4 人 へ 玉石 ノ 老 身 チ ナル タメ 之 三 上 
] に リ 9 、 年 エト シテ 、 邊 活 ラ 終 ケタ リリ 
| 耐 シ テ 此 ノ 生活 モ 約 30 年 間 紀 ケ ラテ レ 
| 天地 此 問 兄 弟 4 人 ニテ 土地 0.35 天 地 ヲ 購 証 
/ 75 年 生前 / | 0.48 一 一 一 | 年 工 | 入 ス ル 外 、 僅 カノ 金 ラ 財 ヘ タリ 、 此 ノ 間 
頃 基地 0.13 天 地 誠 ヲ 入手 モリ o 
/ 52 年 前 天地 | 約 52 年 前 = 息 多 徳 達人 兄弟 へ 議 
寺 5 / ei| 三 。 | 一 | 月 エエ 分 家 モ り 、 此 ノ 際 0.35 天 地 へ 3 男 徳明 
GO208 う | C 共 有 欧 3 天 地 日 王 ニ 俺 カノ 現金 3 人 ニテ 分 ケ テ 分 穴 計 
地 ) | | ーー| モリ 、 然 シテ 3 天地 位 ノ 小作 ノ 外 朋 調 
コ 昌 エ トシ テ 生活 そり 、 間 モテ 
/ 49 年 前 / 日 年 ンー メ 専 
Ce に | | 
| 
/ an ーー 計 こそ | 多 訪 麻 死 記子 供 2 人 へ 其 ノ 1 年 後半 
1 前 8 二 還 二 溝 エ 人 
6 生活 シ 、 分 家 後 モ 小 作 ス ルコ ュ ト ナク 
康 徳 2 年 / ー | 一 | 0.2| 一 | 年 エエ | 年 工 ト シテ 生活 Fj サ 
自家 券 働 被 価 芝 働 
氏 名 | 性別 | 年齢 | 柄 | 現住 所 | 数 育 | 伺 考 
| 農業 能力 他 業 家事 農業 能力 其他 
| 5 | 訂 呈 二 | W 
1 | 韓 國 明 男 |20| 戸 主 本 恵 了 当 に = ll [ 
| | 二 … 第 7 大 任 家 高 棚 6 
2|/ 徳 骨 | 男 | 22| 1 ノ 長 男 還 7 代 語 還 語詞 了 記 生 主 靖 便 語 還 革 笑 因 間 | 
| | 氏 
8|7 劉 氏 | 女 |20122 妻 東 屯 成人 | 一 家事 | 2 | 一 | 2 ノ 節 へ 3 年 2 月 肺 病 = テ 死 志 「 
| | | 何 戸主 へ 下 工 後 財 料 ノ 擦 尿 ヲ ナ ス 計 
4 |/ 薄 氏 女 79Jj HHZ | 坪 / ーー / 
| | | 
年 エト シテ 戸主 ノ 行 ツテ ナス ュ ド 












































| 所 種 
除 草 
政 条 
土 葉 積 


男 へ 超 車 的 





3 雇 備 共 働 者 テ ヶ > 















































| / 
| 
! 古 年 に | 搬 種 丁 5 収 移入 小 ノ 理 
年 記 写 Ti に 2 
「 名 N | 単 作 | 混 作 | 間 作 | 針 画 積 間 作 | 況 作 | 間 作 | 年 画策 129 | 
| 包 米 | | | | 作付 夫 減 理由 
細 守 | | | (貞和 
和 閣 |/ 002 就 混 作 販 基 不明 | 前 年 = 同 ジ 色 米 、 郡 、 居 印 
| 緒 へ 未 激 ノ 中 
「 自家 用 トモ リ 
馬 便 共 茶 剛 へ 家 忌 際 加 
物 ナ リ 
ま | 
w 





















































で ニュ ニー っ ママ ィ ピロ 本 
2 し 【 く ii 








「 庄 」 普通 作物 、 特 用 作物 ナシ 


CIID 所 隊 民 選 潜 馬 。 司 軸 給 






原 野 | 地 | 備 孝昌 


| 





凌 上 沙 


当 慎 誤 品 麻 


QD り 


遇 市 位 議 
典 出典 小作 地 
地 ! 尋 槍 者 利用 


6 


典 < 貸 付 地 
地 【 入 典 自 作 地 


SI 付 地 
自 作 地 


2 還 E 謙 地 





























訂 耕 ノ 理 由 














計 半 計 
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計 き ラテ 
生生 


正 
に IIU 
ピコ 


箕 出典 小作 地 
地 \ 典 槍 者 利用 


人 ( 箇 














| 前 有 地 共有 地軸 





氏 同族 = テ 9.1 







































地 税 、 雑 税 


- 生 | 隊 っ 間 間 
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。 科 種 | 課税 画策 | 税 領 | 単価 | 納 期 | 納入 衝 人 ョ 9 受入 額 | 送球 
「 
還 。 ES 才 5 
| 
間 hho | | HH HH HI HI 
箇 謀 | 
元 分 【 末 揚 ( 政 担 ー ー 記 記 = 思 
大 和 
凍 上 NeD|)) | | | 
役 諾 
分 【 両 指 (中 提 ー = 2 = 二 2 
村 4 一 ーー = ーー っ | 4 
自 衛 圏 列 ー 記 | 過 二 志 思 
農務 全 ー ニー ー| 回 ー ー = 
役 コ ョ 語音 当 
税 目 | 課 税 件 | 税 額 | 潮 條 | 納 期 | 納 入 方 法 
還 。 放 指 ーー ー 思 部 
本 中 紀 ー ー ー 
門 戸 指 に 0.30 0O15| 春 秋 四 ミリ 徴収 = 
備 





半 則 普 


海 証 惜 党 光 癌 


ID 


凌 遇 准 


混 障 惜 思 党 麻 


QD 


一 希 列 





房 へ 、 所 有 借 入 別 
ME 


別 計 生き 











計 農具 テ シ 








0.75 間 
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「 
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有 耕 作 地 所 在 > > 


物 





) 





| 其 ノ 他 | 蝶 





= 会 | | 出 典 | 供 付 | 才 
| 員 フ 















































所 有 | 入 身 | 借 入 | 借 料 【C 主 名 数 量 和典 者 名 反 景 借家 人 名 家 任 
に ーー ーー ーー ー 
| | | | 家屋 、 附 加 茶 園 0.02 
1 G | | | ~_ | 天地 アリ 
| | | 
| | 
、 用 > 4 中 和 に | 剛 
ー > 時 4 ま ド si 
| 
呈 = ア ・ 麗 MM h 災 es し 和 
| | 
| 
| 
* こう まり 絆 | | 


大 Ai 


半 貞 剖 


淵 障 謀 品 滋 硬 


0 上) 
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ニー ニー テー ニー テー ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー ーー 














喜 
種 類 
上 
住 | 住居 修繕 費 
Al ラン 2 
費 | 窓 戸 紙 
年 紙 類 
| 包 米 
高 委 | 
本 語 記 楽 王 ポ 
人 | 合 計 
| 米 | 
| 上 麺 | 
| 迷 條 | 
| 猪 生 和 
| 5 
料 独 油 * 豆 親 
4 米 
| 違 茶 
類 央 
酢 
| 替 泊 
2 
| 赤 砂 的 
| 百 砂 綿 
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8 
年 軸 針 | 
-^ 有 | 4 開 | 総 肖 二 = 吉 
数 弄 | 車 価 伯 額 | 再 基 | 単 信人 傾 | 致 大 | 単 個 | 価 隻数 基 | 條 領 | 
人 | m | pm l 馬 |  ! 画 | 面 皿 | と 皿 | 
| "| 3 5 ei | 
_12 枚 KOETG 王 本 ー| ーー ニー 記 |12 覆 0.10| 行 商人 = 現金 
| | | 
二 ー 当 ー| ご = 王 890 ー| 300 落城 = 9 現金 

- 訂 還 思 還 下 較 5 還 = 上 io 
| 青 堆 子 及 漂 家 屯 = り 現 | 
問 = ーー 4 一 | 崇 ー|| 8i10 右 ED まま 
コ | 1 
ーー コ の トー | 世 | 

王 ーー 局 1 袋 3.60 3.60 1 袋 360 須 現金 

二 選 主 ー| 20 記 0.15 3.00| 20 丘 3.00| 屯 内 粉 房 = ) 現金 
ー ーー | | 

き は で | | 較 一 | 40 丘 3.20| 青 堆 子 ョ 》 現金 
基 ーー = | ー』 = = ー|| 20 丘 4.00| 夏 家 楼 ョ リ 現 金 
8 陳 馬 」 | | -* 別 | 問 
- E | | 
1 | 思 と 当 三 ーー 2 衣 1.00| 青 堆 子 = 9 現金 
面 | | | 
1 WI 回 蔽 | | 
_. 講 較 漠 還 上 且 | 、| | | | | 2 必 、P 還 隊 夫 Re 
ト 陸 | | 
1 日 較 測 時 」 | 
1 了 e | | | | 
[ == 二 ー = ー| | 1 所 020| 懸 城 = 7 現金 
し きき 昭 ョ -| 上 | -_-| - | -』 品 Me 人 全 は 



































半 上 


温 憶 豊 党 エ 滋 
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上 数 量 | 単 個 価 額 数 量 | 単 償 | 償 額 | 数 是 | 単価 | 価額 | 数 基 | 単 価 | 価 客 講 

2 0 間 ( 還 事 加 | 細 請 記 人 耳 齋 二 困 | 凍 還 本 | 了 - 画 。 画 回 

白 布 15Sl 請 り AO| ーー 一 | ーー ー 一 一 一 に ヨ 

染 布 | 25 趣 | 3.50| | 市 当 記 に = | 

EE | | 。 3 計 生還 

染 賃 | 0 当 2 | に | で | en | 提 ご 

W 花 | 一 一 ーー 

針 | | 記  。 。 に 還 還 潤 

時 糸 | 4 南 005| 923 計 = = = = ー 3 に 

| 内 に 半生 | オォ 

| 内 | 沼 | 本当 ーー 

靴 | | | 一 | ー 

本 | | - 較 
| 鳥 技 草 | | | 生還 詳 語 
眉 太 0 人 00 選 9! | -ー ーー ゴゴ -| ゴゴ ゴ 同 7 

。 | 友 油 | ー ー | ー ー 

閥 | 坦 | | | | | ご 。。 当 由 還 0 間 四 

寺 | | | | ーー 有 記 

」 圭 迷 | 5 8 陣 半 gas 還 au 由 ー 
樹 校 葉 ー| 一 ゴゴ ゴ ーー ー| ーー 拍 滞 暫 国語 還 還 

衣 | 夷 草 | | 症 抽 縛 較 
注 火 | 一 一 ! 

13 生 活 

1 | 和 月 較 認 : 月 旨 


染 旨 
店 薬 序 
化粧 装身具 
行 庫 





旋 





通 
計 
仕 益 費 ナシ 


信 充 


「 計 」 


| 





類 | 
| | 衣 潮 償 債 


数 量 | 単 條 





価額 数 量 | 単価 | 全額 | 


数 量 | 単 


価 | 価 宮 



































還 | 固 皿 | 回 

| | | | 

調 器 | 時 = | 寺 」 半 
| 
| ーー 守 と 当 | 
| 
| 

5 5 ai 5 | 癌 科 
= = | | 
串 ]_ | | 生生 
語 同 | 還 | | | 
半 ご ー 記 当 = ーー 『 

ャ ーー ーー ーー 3 に 1 ーー 」 





較 








に に に | 


較 | 
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ーー 上 
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6 




















針 | 
































開 貞 営 


譜 党 可 漁 湊 


洛 


I り 





































































































八 月 年 開 弧 | 
ューーーー - ーーーー- ーー ー| - | 備 老 
14 太 | 単 休 | 個 額 | 数量 | 巣 休 | 償 額 | 訓 是 | 時 休 | 傾 額 | 数 大! 償 額 | 
陣 村 | 生 想 | 聞 皿 | 皿 皿 | 開 了 TI 際 を の < 
一 一 一 ーー ーー ーー ー ーー ー| 15 尽 1.50| 路 城 = リ 現金 
一 一 一 | | 25s 赴 8.75! / 
| _- 4 
| 
| 当 | 時 当 ココ = 着 
= 当 1 包 0.02 / 
」 当 当 | 己 4 画 0.20 / 
7 っ W 9 で | 
| 
| | | | 
| 
一 | 一 ーー ーー ーー | 一 ーー 一 足 0.30 / 
に ーー] 二 」 三 : 本 当 = 抽 2 丘 | 0.075 0.15 2 契 | 0.15 (4 
- 当 国 還 還 軸 | | Ne 
= デー E ーーー | 層 と | > ーー)。 ョ 。ー- ニニ と と sl 
| | | | 
ーー ーー ] 1 | 3 丘 | 0.60 / 
| | 間 
ーー ーー ーー ーー | | | 1 ーー 
| 夏 家 楼 ョ リ 購入 、 現 金 
= | 連 本 | コ 一 | 不 明 10.00 行商 人 ュ リ 現 人 
まき = = 過 ーー 一 | デー: 記 一 | 3 色 0.15| 
周 月 年 開 | 門 計 | 
| - | 備 考 
数 量 [ 昌 偵 | 価額 | 数 量 | 晶 條 | 條 額 | 融 量 | 澤 條 | 偵 額 l 迷 量 | 償 人 額 
1 較 男 較 | 硬 | 固 
1 は 記 3 1 | | 
| | | nnll 回 在 均 0.50 周 10 回 
記 ご っ = 当 に | | | | | 5.00| 后 テ に 
| 行商 人 ョ き リ 現金 





















































炎 上 演 


温 了 錯 邑 決 嘆 
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14 貸 借 聞 係 



































借 入 
| 借入 光 | | 衝 入 恒 入 銀 客 人 和 際 人 利 了 済 
手数 返済 法 期 恥 用 途 | 
氏 殺人 時 | 衝 類 名 量 カ 時 | 用 HE 内 
了 ョ 康徳 開 月 利 現金 = テ | | 
| le 旨 _| 誕 接 ロ ト ヶ 瞬 男 / 納 区 金 ト | 2 年 
了 | 半 山 き 棚 農 親 威 衣 50 周 頭 」 2 分 肖 = 返 法 年 | 婚 各 用 | 捧 3 月 60 周 






































「 庄 」 康徳 2 年 ノ 僅 入 並 返済 、 借 入 現物 ナシ 


人 ミ 丘 隊 D 紳 議 雪 も 澤 件 


16 現 銀 弧 括 表 


























必 入 5 部 支 出 選 
竹 類 豆 沖 滞 落 還 現 銀 竹 類 | 該 賞 束 
前 年 諾 ミリ ノ 繰 直 銀 | プ ェ シ 12.00 娠 年 謀 ヘ ノ 緑 越 象 | チ シ 
氷 任 邊 入 | 牙 作 人 件 143.00 臣 賃 支 出 | 働 條 件 票 
雇 和牛 具 政 入 | 芝 働 條 件 票 選 牛 具 支 出 | 肥 働 條 件 票 
農 乾物 政 入 | 5 ー 販 宮 ' 避 支 田 5 
享 産物 政 入 | 5 小作 料 支 貞 | ? 
小作 料 収入 | ? 自 物 信任 支出 | 8 
玩 物 食 賃 収 入 | 8 農具 修 締 旨 | 8 
農具 代 賃 収入 | 8 農具 借 賃 支出 | 8 
家 震 必 A | 9 RS 造 ま ま 5: 帳 列 還 9 
雅 下 入 | 10 際 時 支 軸 10 
険 時 吹 大 | 10 生 滑 。 浴 、 到 由 引 本 
倍 入 銀 | 15 代 付 銀 支出 14 
代 付 銀 回 収 | 14 借入 銀 返済 | 15 
| 店 税 公 課 | 6e7.9 
漆 支 出 10 
計 | 155. 計 
Ss 備考 ` 











農家 戸別 調 柱 


/ 


中 


hin 
フ 』 で で 


仁 






































職 業 | 主 素 旧作 一 
所 有 面 積 | 車内 16.73 天地 市 外 一 
人 付 面 積 | 市 . 内 4 外 = 
耕作 面 積 自 作 軸 天地 小 作 

世 葉 人 昌 | 放 上 委 7 才 年 工 人 





979 


凌 上 普 


(Cl) 潜 対 望 党 エ 決 膨 


鹿 


! 


計 


Sb 
叶 局 護 


提 


甘 中 


CUD 





生 


玉 








穫 家 部 様 遂 選 ノ 理 邊 





| 
し 。 | 軸 寺 塔 
)150 年 前 て 誠 河 長 陽 ) 


人 詳細 不明 
人 る 頼 ルケ 人 へ ハ 親戚 知人 共 ニ ナク 、 父 
土地 ノ 陸 決 アタ ョ リー ニ 居 ラ 萬 家 
| 三 定 ふ (45 年 前 ) ュ ノ 時 代 へ 多 母 ノ 最 
モ 困 難 ナ レル トキ ナリ キ 、 年 エニ 従 


| ぇ 





3 性 翌 家 高杉 一 


| 光緒 33 年 本 起 = 父母 失 佳 ス 
| ニテ 交 へ 年 工 、 長 侍 へ 他 家屋 候 、 移 

ハ 問 家 = 年 工 、 須 年 多 母 下 。 (見 へ 18 
| 歳 長 仁 9 歳 ) 年 エト シテ 働 キ 精 用 刻 識 
| 苦 蓄 金 ヲ 得 テ 本 人 へ 妻 装 シ 、C 
| 兄 常 理 ノ 名 デ 家 ラ 構 ラフ 。 兄 へ 脚 部 ヲ 

患 と 委 答 モズ 、 本 人 ノ 森 金 ラ 主 ト シ 
テ 土 地 ラ 購入 自作 ラ 初 ょ o 





天地 
0.200 


0.500| 
1.910| 


へ 民 較 3 年 9 月 朱 算 = リ 02 天地 (中 
則 地 民 還 3 年 12 月 同人 0.3 / (中 
則 地 ) 合計 30 丁 民 國 Z 年 12 月 1 日 到 
向 薬 1.41 天 地 (中 則 地 ) 大 洋 200 較 





= ニテ 購入 えろ 6 





| 
| 2.240 


| 5.805| 
6.805| 


| sso5l 


| 民 國 7 年 12 月 1 日 蜂 訪 、 英 理 等 = リ 宗 | 

屋 土地 0.33 天地 ラ 195 周 = テ 、 民 國 8 
年 3 月 28 日 劉 承 緒 1.265 天 地 ( 中 ) 天 
洋 200 彫 ニ = テ 、 民 國 8 年 5 月 田 欠 環 
2.3 天 地 大 洋 200 周 = テ 、 民 國 2 年 2 月 
| 攻 節 湧 = リ 1.0 天 地 (上 則 地 )150 則 ヨコ 

テ 叶 入 え 。 








園 3 年 9 月 | ヶ 
12 月 / 

7 年 12 月 ク 

7 年 12 月 7/ 
8 年 3 月 74 

8 年 5 月 / 

9 年 2 月 / 
12 年 2 月 / 
14 年 4 月 / 
15 年 2 月 / 
18 年 12 月 / 
20 年 7 月 / 
康 徳 元 年 12 月 7 





2 家 


E 上 | 績 柄 | 現住 所 | 数 


| 7.305 
| 9.405| 
| ni.e55 
13.415 


民 國 12 年 3 月 20 日 劉 東 茶 = リ 05 天 
地 110 加 ニテ 、 民 國 14 年 4 月 劉 繊 薬 
2.1 天地 420 則 = テ 、 民 関 15 年 う 月 3 四 
ー | 到 王 氏 ョ リ 2.225 天 地 (上) 大 洋 1029 
周 = ミ テ 、 民 國 18 年 12 月 、 白 主 生 ョ リ 
1.76 天 地 83Q 彫 ミ テ 購 














14.585 
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| 16.315 2 
























農業 能力 他 業 | 家 








| 狼 六 
| 千 氏 


| 小 留 所 子 


塞 小 小 


| 修 桂 枝 


| 


一 堪 手 人 ft 


一 箕 手 偶 


( 後 青 ) 

1 ノ 長 男 | / | 青 羽 和 年 | 農 
3 ノ 等 | / 

3 ノ 長 男 | 7 

ュ ノ 天 男 4 

1 長女 | 7 











計 











































民 國 20 年 7 月 、 李 芳 = 7 1.17 天 地 250 較 
岡 = テ (以上 叔父 当 長 路 ノ 名義 デ ) 市 
剛 徳 1 年 12 月 各 国 中 = リ 1.83 天 甘 
260 元 = テ ( 長 仁 名 義 ) 蝶 入 え o 
現在 16.510 天 地 ノ 自作 ヲ ナ モリ 。 人 
シ 衝 へ 茶園 、0.1 天 地 ラ ヲ 含 ふ 、 宅 地 2 

ュ ノ 外 0.22 天 地 上 則 地 へ 0.55 り 
及 で 3.25 天 地 ノ 三 ッ ナ 7o 


被 葵 働 
力 共 他 





一 本 委 へ 約 20 年 前 33 歳 ニテ 綴 ス 



















李 永 葉 








履 生 具 
氏 





名 


拓 








45 日 














現住 所 


本 屯 ( 王 図 
元 ) 東 万 
角 典 科 ノ 子 


月 エ 月 高菜 2 石 
買 金 月 、120o 回 


備 





年 工賃 金 50.00 剛 ( 打 器 的 ) 


自 5 月 5 日 
茎 7 月 日 
自 7 月 20 日 
至り 月 6 日 


2 ヶ月 
1 ヶ月 宇 


日 工 内 課 

志 修 繕 本 氷 基 

2 月 1 日 … 20 日 

描 竹 

3 月 15 晶 一 20 日 

中 耕 、 某 ( 夏 家 楼 村 ) 

4 月 21 日 一 5 月 9 日 
日 工賃 金 合計 
任 企 充 朱 計 | 


較 
賃金 1 日 0.30 


回 
質 金 1 日 0.30 
13.50 剛 


現在 75.59 剛 
高梁 2 石 
























































































詳 特 用 作物 テ シ 


























| 護 懲 邊 護 懲 = 年 度 履 企 減 クノ 理由 
ss | 屋 量 Mesa ( 譲 徳 三 征 ) 
当 貞 括 竹 面 和 人 洪 種 本 生 人 ea 
ュ 圭 ) 記 叶 量 D |。 Ii 三 : 営 量 | 
本 を IT 還 隊 0 計 | 二 竹 "| 時 作 旧作 問 作 | 計 十 租 2 | 康徳 2ECD 階 灯 提 2 地 
|。。| | 
高 炎 0 ーー 27.00| 14.20| 5.50| 一 | 一 | 5.5O| 一 | 22.90| 13.28| 詳 懲 3 年 CD 多雨 一 水 豆 
普 | (② 本 尊 邊 
高 業 当ら 議 当 40.50| 16.20 | 計 科 | 
天 | 沙 豆 9 250 | ae 43| | 5 3 
- 作 付 征 邊 クノ 理由 
骨 | ( 詳 徳 三 年 ) 
大 | 放 表 | 520| 一 | 一 | 5.2O| 一 | 4860| 853| 580| 一 ゴ 589| 一 | 6408 11.18| 
「 | ES 作 ラ 始 
写 | | 。1 天 ヽ 作 ラ 始 ュ 
革 陸 0 軸 = 語 (020IOSNOI 議 50B 隅 (Gb 詩 綱 戸 季 ノ 季 盛 ) 
還 子 | 430| 一 | 一 | 43c| 一 | 32.40| 7.53| 440| 一 | 一 440| 一 | 32.40 7.37| 有 本 
宮 記 手 川 200| 一 | 一 | 209| 一 | 27.00| 13.50| 1.eo| 一 | 一 1.6o| 一 | 1890 株 康徳 3 年 黄 豆 < 小 下 ノ 混 
| | 作 苗 豆 収量 少 キ ム 喝 害 
ノ タ ズ メ 
il 三 | 孤 三 | 議 N9NO21 還 大 | 記 こ | 計 92 職 和 | 中 02 目 = 上 還 20 議 識 二 | 
人 和 ol | | | om 一 | 一 | oml 一 27 H 
計 | aa 259 ゴ 16.51| 一 一 ゴ 17.41|0.20| 一 17.61 nm | ー 












凌 則 営 


ほ 記 計時 当 エ 


記 
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CIUD) 


司 貞 愉 


惜 党 本 溢 且 


CD 選 


逢 特 用 作物 、 園 甘 作 物 ナ シ 












































882 
| | | | 
種 。 数 | 哀 却 時 期 | 衣 名 先 | 哀 却 方 法 | 販 亡 衣 | 斉 是 
| | 9 
本 キー JE すい W[ 上 
| 葬 。 豆 | nh5 暴 合 可 棲 | 条 且 子 へ 腔 寺 波 | 思 4 
| 
普 | | ) 
| 高 | 12 月 15 日 本 下 / 12.1 
| | 
| 
] 
] 
本 豆 12 月 15 日 | 本 市 7 2.16 
| 
| | 
| | 
| 准 子 12 月 15 日 | 本 市 / 9.45 
通 ] | 
| 
| | 
| 高菜 | 12』 | 村 本 (時 家 提 | 衣 220 
は 條 人 隊 4 1 
| | 
| | 
| 帝 子 | 12 月 村 内 ク 270 
作 | | 
1 
| 
物 | 高屋 | 35 還 村内 李 玉 稀 | 十 氏 へ 小 齋 5.40 
| | 『 
| 還 主 2 12 月 | 加 内 孫 殿 科 | / 5.13 
則 | 高 池 種 | 2 月 | 本 村 除 家 店 | 運 拓 C 自 車 ) 6.000 庁 
物 
ba 
静 | 遇 子 程 | 2 月 | 内 外 屯 氏 へ 哀 却 | 旋光 湊 2500 誠 





物 

















秋 


納入 ^、 

















手 到 傾 叙 

起 。 客 叙 H 
可 。 皿 四 
247.50 5.56 ー 
40.50 3.36 過 
12.00 556| 
98.00 10.37| 過 

| 
15.00 5.56 崇 
20.00 7.41 王 

1 

| 

| 
22.00| 4.07 王 

| 

| 
13.50| 2.62 ー| 

| 
90.00 15.00 = 

| 

| 

Na 
55.00 22.00| 王 








TH 人 考 


男 
247.50 


40.50 


12.00 


98.00 


15.00 


20.00 


22.00 


13.50 








奉 新 亭 子 ( 販 赴 商 劉 次 地 ) 


放 





90.00 


55.00 


凌 則 癒 


Cl) 泥 詳 避 党 滞 
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株 日 | 紛 面 積 | 普通 知 | 茶 岡 | 水 田 | 宅 地 | 訂 地 | 上 | 原野 | 茅 地代 
ドミ | 
絢 計 723| 16400 Gin 介 記 旧 | 
有 ? 代 付 地 ー ー = ー 一 | の まこ ー 
地 上 作 地 16.40| 16.40 ーー ーー と 雪 | に ー 
中 | 
時 証 ゴー ゴゴ ーー ゴーゴ ゴ ゴーゴ ーー テ 
典 luzme ー ー ー ー ー ー ー 記 
地 【 奥 准 者 利用 ー ーー = 還 ー = 5 5 
災 th ー ー ー ー ーー | 
典 E 付 地 ー ー 記 ーー に に 
第 人 5 本 寺 介 較 呈 | 当 ニー エー 肖 計 
内 | | | 
永 還 世 ー ー ー 当 = = 計 
和 ト 付 地 ー ー 連 = 研 = 当 
地 自 作 地 志 ー 計 = 3 5 守 
小 作 地 ! 王 = ーー ー ーー 一 | ーー 
| | 
ms | 二 ] ] ] ] ] 二 肖 
有 ? 食 付 地 連 ー 寺 要 ! | 記 加 記 = 当 
地 作 地 ー| = 直 ミ 8 まこ 記 
屯 | | 
出 計 ー ー ーー 一 ー ー ーー ー ゴー 
典 出典 小作 地 ー ー こ と し ー| 司 誠 
地 【 尋 継 者 利用 ー 一 四 ー = 計 = ニニ に 
和幸 コ 帳 靖 凍 思 暫 
典 作 付 地 ー ー ー 寺 に = 記 = 
0 作 地 三 ー ー ー 王 連 を | 加 
外 | | | 
永 | 誠 ーー ーー 喧 | ーー ーー 詞 | 時 
和 ? 信 付 地 | ne - 
地 上 作 地 = 一 = = に | 加 コ 時 
| | | | 
小 作 地 三 ーー ーー 一 | ーー ー ー 





弧 有 地 共 有 地 





























































計 15.416 = 導 














W 本 瀧 納 及 へ | 地主 ョ ヨリ | 地主 で 
課 和 面 積 | 納入 額 末 納 額 | 受 入 額 支 挑 額 
| | 
| 天 天地 LE 狐 @ 品 田 
| 詳 年 ( 田 ) 13.586 は 2286 @1no| 訂 111 16.61| 一 ー ー 
3 | | 
分 【 画 揚 ( 届 指 ) 13.586| 30 の = 1925| 一 = 計 
| 農 谷合 ) 15.416| iae3i 直 PS SO 18.63 一 ー ーー 
| | 
| 二分 【 画 提 ( 牙 指 ) 15.416 21 il 人 の 140| 2.11.27 NG 議 計 ュー 
| 
村 夫 | | 
| 
| 
自 衡 費 15.300| ー 5.70 ー 87.20| 旨 細 に = ーー ー 
、、 ま 直 
| 義 食 有 15.300 1.24 0.08 一 司 艇 124 石上 一 王 ー 
| | 
| 和希 青 旨 15.300 1.24| 0.8| ーー = 王 
本 内 = 時 
| 目 課 税 物 件 | 税 額 | 昌 偵 | 納 其 | 納 入 方 流 
| 主 蛋 有 | 大 。 車 」 疾 4.00 4.00 1 0 月 3 全 思 
| 軒 震 指 | 明 1 豆 360| 従 個 60 4 月 11 日 / 
「 展 指 | 胡 1/ 0.5G 0.50 村 公 所 へ 納入 
| | = 
馬上 ぁ 1.20 os9| ” で oO 有 有 | 時季 選 革 微 法 所 
・ | 人 1 人 
| 尋 催 儲 1 氷 ) 5 道路 修繕 
課税 面積 地 義 面積 
剛 | 9 mmm 
2.400 (中 則 地 ) 
[CDU] 
300 て 2 ) 11.616 2 年 度 税 支出 計 13624 加 
- C 
1.706 C 7 5) 
1.830 C /) 





開 員 迷 


混 過 翌 当 江 導 


QD 


温 記 望 当 沖 感 秋 日 演 


CID 


386 


7 小作 開 係 ・ 耕 作 地 所 在 


(④ 幸 3 地 所 生 奏 





N / 
科 m 
を 硬 / 員 
2 に 
ンジ (NM | 
(2 涼 22 に 戸 
3 時 諾 ま 、 区 
ンス 105 里 [ 
合 テ 
| 





科 " ま 科 -。 4 旨 尊 SUOEMrc (。 


II 寺 














ーー 一 和希 項 ] 


住 大 


自 





HE 1 
『 入 別 








別 所 
屯 房 | 





( 家 詩 名 )| 所 有 | 入 


典 | 人 千 入 | 家 気 | 詩 








3 ーー ー ーー ー 4 

















に 当 ーー ププ 
】 
| 








| 
大 車 子 | 型 天 | 拓 EEE 





1 













馬 沿 三 年 以上 | 


滞 三 年 示 


騨 洪 三 年 及 ! 


| 
\ 油 三 年 


取 
消 三 年 未満 


El 
潤 三 年 末 満 | 
0 


二 問 年 以上 
清二 年 未満 | 


詳 演 一 年 以 
尊 - 年 未満 
年 以上 
年 来 洋 


日 成 
有 価 


中 六 党 


日 


所 有 頭 数 | 年 


麻 演 生計 主 衣 衣 生計 上 未 年 。 内 勢 加 





内 喉 入 | 年 下 





| 喜 致 個 格 生 産 





に 4 2 計 還 症 に 
| 1 gi 吾 生 





1 1 ーー ーー ーー | 




















同 半 着 問 便 革 

















プー ャ ゃ 
物 
| 
| 了 誠 | 出 典 | 企 付 | 
ーーーー ーー [ 共 ノ 他 ーー ニー | 備 老 
大 有 | 入 央 | 借 入 | 僅 料 C 衣 主 る ) 迷 大 入 典 者 逢 燥 基 借家 人 名 家 質 | 
「 き 1 た っ 記 
は 財 由 還 そ 還 
旧 陣 = 『 | 
具 
代 付 人質 倍 入 修 矢 電 伺 老 
、 請 還 100 14.00| を 2 
李 徳 有 ( 屯 内 ) = 低 及 子 ラ 食 ー 大 車 ノ 修 | 
シ 破 損 モ シメ タル 償 金 大 工賃 金 、 鐵 、 木 代 | 
ii 
車 半 引 | を 主婦 朝 | | | | 
年 内 | 代 仁 | 短 計 | 借 入 | 芝 旗 | 侯 考 














= 当 | ー 
き 才 ) 計 = 
ーー 十 1 3.60| 

| 
一 | 


























中 
間 











1 
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河 杜 ノ 商 人 ョ リ 本 恵 = テ 購入 
(《 月 15) 














凌 上 党 


朗 望 当 況 語 


ド E 
25 


CD 


間 沙 


肖 避 選 清 


(CI) 





放 


要 








基 他 健 業 
出 得 銀 配 営 
休 産 
諾 産 加 エ 
人 維 
時 金 需 企 ノ 利子 
出稼 人 仕 送 金 








賜 料 陵 


合 料 睦 








月 


小 農具 典 





月 





狂 人 個 






后 半 0 事 ) 結 
正月 15 日 城内 公 合 店 


豆粒 10 個 (域内 = ニテ 
正月 15 昌 


@ 0.25 


(⑬ 0.10 




































































H 硬 ] 単 償 | 価 括 | 訓 藤間 償 | 低 額 | 損 量 | 潮 人 | 償 叙 | 誤 硬 | 還 作 | 人 
RS 思 | 間 還 記 各 | 環 舞 提 箇 H 司 「 可 吉 半 要 | 新庄 細 国 還 
語 | 住居 修 緒 ー 講 計 当 ] ー = に と ゴ コ 
人 呈 ウ ン に ベ ョ ン | ーー ーー 一 ーー ーー ー- 羽 | ーー 二 
| 年 区 類 | | | | | | : 半 細 語 
包 米 人 St Ca ーー 抽 還 詳 馬 
高 栄 ー| に こう 電 届 記 に | ー| 捕 識 計 
高 藤 米 選 一 ーー ーー | デ 
食 | 谷 子 ー 二 王 二 | 王 ー ー ーー= ゴ ニー 
小 に ーー ー| ー | ー ーー ーー 王 ーー ーー 
白 王 | 一 届 議 凍 スー ーー ココ 還 に 当 還 
失 條 ー ー ー = 補 計 ーー ーー 
| 抽 当 四 上 還 主 ミ 還 計 き 隔 PP 記し 
| 了 | ー| i3o 証 922| 1000 ー 
料 | 猪 販 ・ 宮 漆 制 ニニ MW に | - | に ここ 
| 天水 JN 細 0 電王 |) で | BE 
革 茶 | = さき | 四 も 4 1 「]| 還 時 
>。 >| 下 当 記 上 月 ユ 丘 還 還 還 
類 2 ーー 一 一 一 ーー ーー ーー ーー ーー 
衣 ーー ミコ 呈 ー ョ と . 当 記 - 三 3 
江 次 油 | ーー ー) ーー ーー 一 ーー ーー 
Se 本 | トー | ニー SE 
和 ee ec 
市 N ー ca Es 当 Eo ここ 村 





レコ 





地 刷 選 
物 真 季 
農具 資 却 


区 銀 回 収 
央 由 









琴 | 里 信 | 作 





澤 傾 





購 
新 
肉 
衣 
農具 呆 2 
座 
始 
祭 
特 
金 ( 堂 淫 ) 
DU 


附 
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拓 | 数 量 | 個 | 
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較 | 

































































凌 則 営 


活 語 鹿沼 光 刻 
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GU) 


竹 類 | 
訓 量 | 昔 休 | 債 額 | 数 量 | 還 価 | 條 額 | 散 量 | 旦 価 | 條 3 














| 邊 
言 
言 

| 時 


自 布 | 王 
染 市 | 180 夫 0.10| 18.00 ーー ー | = | 
共 他 布 類 ー ー ー ー ー 一 | ー ー 





染 。 賃 人 


搬 。 花 し | ena 選 演 


























| ニコ = 記 | 記 | 
| 措 革 | 2220 厄 | ーー 語 主 12:00 = | ーー = = 
5 | 10 包 0.5 0.50 三 二 ーー 一 一 



































二 月 
竹 疾 





月 | ミ 』 
| 刺 基 ] 単 償 | 償 額 数 量 ] 澤 価 | 傾 額 














M 面 面 | | 四 回 


数 兵 | 昌 価 | 代 折 | 委 IE 
] 寺 








| 
碗 10 個 0.05 0.50! | = = | 
皿 ーー ー- ーー 一 一 二 | ー ーー ー| ーー 
釘 志 | 三 に ーー 王 ニー デ 二 。 三 。 
| dd 還 還 丘 












































3 | ーー = ーー ー エ こう ご う に ーー 
人 二 9*| コニー | 半 較 軍記 間 | 
3 回 際 に っ 加 : し | < 沼 et 本 ms c 
『 信 本 | ゴ 一 人 間 本 | に 軸 生還 還 語 ヨ 





半 
菩 間 
] 
唱 | 
開 
還 旧 
当 剛 
| 

は 】 
| 
当 還 








月 


- に 





年 


開 


弧 


計 











還 償 | 個 額 | 六 量 | 沖 人 | 人 領 | 衣 是 | 沖 個 | 個 作 | 唐 基 傾 作 
ョ 和音 台 回 証 回 皿 1 
ーー ー| | 一 三 P イト "RBG 生 電 BG6 
ーー SHO 王 軸 時 作 る 軸 1 

| | 
四 還 3 衣 | os xs 5 証 還 1 3 1.50 
ーー ーー に ご 3 に ーー ーー 3 伺 0.09 
ー 0.30 
、 ミ 選 
己 ー| 3 剛 osol rso | = | 3 個 1.50 
= と | = ーー 王 = 1 打 2.00 
全 ー| 。 | oo7| 035 ー ー ーー 10 丘 0 
明 ーー ーー 天 15 丘 2.70 
II | | 2 650 ae 2 色 00 
時 記 ! 隊 還 | と 語 | 間 2280 諾 12.00| 
0.05 0.50 ーー ーー 一 ーー ーー = 20 包 1.00| 





























































































































時 価 | 叙 領 | 衣 量 | 単 償 償 額 | 訓 量 | 単価 | 価額 | 迷 基 | 債 徹 
半 | 円 = 抽 = = 10 個 050 
ー 中 湯 卓 30 記 請 7100| = 12.00 | 
選 連 唐 Sd 記 ] 5 呈 | o20 to0 15 正 3.00 

不 主 主 1400| ー 引 一 不 詳 14.00 
9 9 ー| 半 加 交 | - 当 
市 | | 
三 ーー | - | ゴ 





開 貞 営 


語 墨 堂 コ 光 刻 
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じ 


(iD 























康 信 


- 普 | 
御 返 | | 
ノ 済 | | 

| | 

















廷 繰越 債務 、 倍 入 現 物 ナ シ 


15 


16 











現 鍵 














綿 括 表 








利 入 先 代入 | 借入 銀 額 借入 携 保利 子 | 。 和子 筑 際 近 済 括 未 済 
を E 数 | 返済 法 期限 用 首 返済 衝 備 考 
家 名 住 所 職 業 時期 種類 般 量 | 方 法 | 保護 料 層 抄 叶 基 明 内 額 
匠 5。 | 田 ] | | | 
| 仙 M = 寺 吉 明 元 金 La ロ 現金 ) | 較 子 3 ヶ月 
條 委員 本 吉 | 農 2 7 有 』| 200 品 立 | 一 9od 現 「 紹 mu 服 同 時 中 0 | 還 還 

| | | 
| | | | 























履 容 和 部 

竹 類 | 該 営 票 | 現 。 銀 
前 年 ) 記 ョ リ 5 ジ シ 20.00 E 度 に 199.82 
芝 賃 下 入 | 府 働 條 件 革 ー 芳 貸 支 由 | 妥 。 旧 75.50| 外 = 高 胃 2 
生 具 履 入 | 府 働 條 件 束 ー 導 生 長 軸 | 秋 仙 ー 
諾 産物 邊 入 5 468.50 販 喜 腸 支出 | 5 ー 
副産物 履 入 5 145.00 小作 料 支 軸 | 7 ー 
小作 折 避 入 | 7 = 物 信任 支 遇 | 8 思 
介 物 食 賃 収入 8 ー 良 具 修 結 旨 | 8 14.00 
農具 件 任 政和 5 ー 農具 借 貨 支 軸 | 8 
家斉 下 入 9 ーー 9 
条 収 入 10 1.00| 
際 叶 下 入 10 王 
借 入 銀 15 7.00 

14 と 


作付 銀 回 必 | 


















農家 戸別 


翌 
芝 
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曰 
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地 庄 


16.8 天 
内 2.0 天地 
帆 ーー とも は 


屯 外 102 天 地 





14.8 天 地 


屯 外 102 天 地 





2R 二 條 = 








EE 





995 


間 隊 量 近 江 


NR 


( 言 ) 
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放 
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ーー 


糞 家 





土地 所 有 | 食 付 | 


自作 


K 門 様 門 ノ 理 和田 





200 


年 


前 


同治 4 一 5 年 


| 鐵 





久 懸 
先 家 宮 棚 


ナチ 


の 


農 | 家族 衣 吉 ノ タ メ 、 写 負 郵 和 ノ 代 = 








へ 生活 難 ノ タメ 山東 窒 倒 才 府 き 』 護 溢 
シ 、 人 
生活 2c リ o 


失地 シ 、4 天地 ノ 小 作 ヲ ナシ 、 美 = 
条 諾 ラ 蒼 ミ 先 典 相 ・ 郵 殿 帰 ノ 2 人 ノ 
子供 ノ 手 俸 と ニ 依り 、 相 党 蛇 基 そ リ 


会 基 ノ 後 旗 民 不 交 産 ノ 含 解除 シテ 毎年 
2-3 天 地 ヲ 典 入 、90 天 地 達 モリ 、 
1 天地 200 吊 ナチ リキ 。 





同 


図 3 


同 
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134.50 / 


40.337 | ニニ 


423.39 / | 


0| 40.33 ヶ 


74.504 


40.33 















へ 満 地 2 一 3 天地 ヲ 連 年 典 来 シ 、 134.5 天 
地 = 及 プ ( 宅 、 茶 、 共 地 ヲ モ 含 ム ) 74.5 天 詩 
地 ラ 自作 と シ 、60 天 地 ラ 小作 モ シ ュ 、 ポ 

作料 1 天地 62 呈 チリ キ o 


会 民 國 3 年 兄弟 3 人 トト 叔 多分 家 各 65 
天地 ラ 分 配 モ シ ガ 直 チ ニ 前 和朗 ノ 子 2 人 人 
ハ 26 天 地 後 孝子 3 人 へ 40.38 天 地 ヲ 振 
分 トシ テ 自 作 ラ ナ モ リ ( 宅 、 茶 、 ラ 含 っ | 


な ム 各 品 ノ 示 の 本 中 果 長 大 = 2 天 計 
地 ラ 購入 、1 天 地 1.100 吊 テ 支 掲 E 、 1 
子 栓 = 1 天地 素 票 者 ー 





同 


14 年 秋 | 


15 


邊 





49.837 | 4.397 | 





56.20 7 | 10.672| 


57.80 7 | 12.27 


45.532| 


45.53 


45.53 










人 夏 宗 楼 ノ 劉 革 休 ヨ リ 5.2 天地 ヲ 典 入 
1 天地 素 票 300 彫 チ リ 。 
休部 國 員 の 委任 家 各 棚 ノ 色 呑 =9 市 
2.3 天 地 ラ 購入 1 天地 300 周 ) シ 同人 証 
= 1 天地 13 賠 ニ テ 小 作 モ シュ o 


へ 同年 1 月 油 戸 屯 王 芳 = リ 、6.37 天 
地 ヲ 1 天地 替 京 350 彫 デ 睦 入 韓 徳 考 証 
= 1 天地 12 彫 デ 小 作 モ シュ o 


へ 同年 3 月 = リ 1.6 天地 ヲ 1 天地 28 人 
彫 ミ テ 購 入 、 本 屯 ノ 王 守 林 = 小 作 モ ョ 
シュ 、 小 作料 泰 詩 15 彫 銀 納 前 挑 テ 
り 、 同 様 節 ノ 所 有 ト テス 。 
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18 
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日 








(3 天地 出典 ) 





27.537 | 12.272| 


| 
27.53 | 12.00% 


27.53/ | 19.00% 





15.262| 


15.532| 


6.532| 


^ 後 季 ノ 子供 3 人 .53 天地 ラ ヲ 均 分 シ 
テ 分 家 モ リ 。 
秋 ノ 所 有 地 1 12.27 天地 へ 小作 モ シ メ 
他 へ 全部 自作 ス 、 小 作詩 35 回 議 


キ o 


へ 自作 地 15 天地 小作 地 12 天地 = ニテ 自 
作 倒 小 作 ノ 農業 綴 蒼 テ チ モリ o 
小作 料 1 天地 20 彫 小 作 人 11 人 有 


セリ 


へ 市 内 ノ 王 永生 = 2 天地 190 聞 ニ = テ 出 
護 、 自 作 6 天地 代 付 19 天地 小作 類 
1 天地 15 岡 銀 納 前 才 13 人 ノ 小 作 
人 ララ 有 え 、 小 作料 滋 沙 クノ 年 オリ 
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同 2 
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K 同 
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( 同 





27.53 7 | 17.00| 
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27.537 | 
)| 


25.00% 


| 
27.53 7 | 
1 全 】 


25.00% 











0.53% 
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へ 出典 地 前 同 欄 小 作料 下 藩 ノ 化 自 作 地 科 
2 天地 夫 加 シ 、 小 作 地 2 天地 ヲ 減 せ 9 al 
 。 
朋 o 

へ 出 典 地 前 同 拉 所 有 地 全部 小作 モミ 

メ 、0.53 天 地 ノ 茶園 自作 スル ノミ 、。 

| 乏 へ 小作 料 腔 貴 シ 、 符 力 不足 ノ タ メ 

| ナリ 、1 天地 30 問 ナリ キ 。 

へ 前 同様 純 氏 タ ル 地 玉 ト シテ 所 有 地 天 テ 
全部 小作 モ シ ュ 。 ミ 
小作 料 1 天地 30 岡 ナリ 。 














族 構 成 



















































自家 府 働 | 投 備 六 作 
績 柚 | 現住 所 | 数 FE 本 3 に | | 備 老 
和 業 人 力 他 業 | 家 事 | 農業 陀 他 
48 戸 主 | 本 屯 | 私 6 年 | 一 | 一 | 一 家事 隊 首 一 | 一 | 一 部 家 
| | か 
wl 1 玉 同 一 | 一 | 一 | 一 | 家事 手 ー| 一 | 一 肖 部 炎 部 
ノ 開 | 同 | 家事 手 信 | 0 鐘 
| ご 和 ご 
玩 小 昌 校 6 年 に S。 店 訟 必 
| 下 | 男 | 1 1 ン 表 男 和 親 水 人 陣 各 校 | 一 一 二 多 犯 爺 閣 導 部 
年 生 周 国 國 陸 了 了 加 了 
区 奈 上 下 
「 ロコ | さ = 4 2 を に | 肌 和 内 
公 抽 | 男 | 1 + ノ 天 史 | 本 屯 は 纏 2 年 条 一 一 ゴー ゴゴ 病 生生 上 56 
| 生生 
加 上 W 陣 氏 | 婦 | 223 ノ 選 同 尺 学 3 年 生 一 一 一家 再 ゴ ーー 人 生 
] | 抽 家 




































































] 呈 プ ム 日 工 | 選 生 具 | 搬 E 現 住所 老 
| 住 込 叉 住 込 駐 | 延 日 。 名 家族 現住 備 ワ 
光 | 氏 名 隊 氏 ET に | 所 に 時 | 有 麻 本 店 また 
れ | | 捧 事 夫 ト 陰 11 朋 ョ 9 2 ヶ月 雇 と 、 5.00 賠 
1| | | fe | 93 日 | 四 家 衛 机 | 終 せり 日 人 朱 1000 回 
1 
了 呈 際 代 還 三 | 年 ( 諾 | 人 | 履 剖 人 牌 減 フ ン 異 
= 。 | 敗 量 | 。 ま 敵 拓 徳 二 年 
描 種 面 積 生 | 了 種 咽 描 種 耐 准 和 波 8 | 
問 、 還 回 必 量 | 帆 議 きら ” | 語 必 量 | 
澤 作 混 作 間 作 | 吾 面積 | 細 作 混 作 叶 肖 作 | 計 面積 g | 
天地 | 天地 天 地 | 天 坊 | | | 
前 払 | 作付 幸 減 ノ 理 由 
色 米 ( 剛 徳 三 年 ) 
間 條 |) og | | o33| 役 語 不 古 一 | os | 一 03a| 疫 屋 下馬 
閣 子 
環 豆 月 6 
備 考 
E 旋 半 
_ 当 四 | | 自家 用 トシ テ 隊 時 政和 
モル 含 収 量 不明 チリ 



































































































| | | 手取 償 額 | 橋 。 帝 税 
間 邦 裏 孝志 訓 9 宮 却 8 まき 
竹 類 | 相 地 | 哀 和 和 取 吉 | 衣 却 入村 休 /『 あ 
貼 期 也 | 総 人 | 単 人 | 税 日 | 人 
石 皿 皿 | ] | 
8.10| 45.00 遂 肖 ニコ 








呈 | 
| 一 | 35.00 








海 還 詳 思 滋 大 半 川 営 


( 守 ) 


居 則 避 


( 言 ) 彰 蹴 謀 当 m 光 感 
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地 
竹 DS 目 | 縄 面積 | 普通 嘆 水 宅 地 | 磨 耕地 | 山 林 | 原 野 | 鞭 地 ] 伺 
表 | | 
天地 | 天地 天地 天地 | 天 
所 計 15.33| 14.80 0.33 0.20 ーー = ー| OsO)| 訂 耕 ノ 理 
| 付 地 14.80| 1480 = お 記 
地 【【 自 作 地 ーー 0.33 王 ニュ | ーー ー 
市 
出 計 ー ー 主 二 ー テ 
和典 出典 小作 地 ーー ーー 三 ーー ーー = 当 ま 当 
地 【 瑞 推 者 利用 2.00| 2.00 ーー ーー 連 | 当 当 当 
入 計 王 ーー 王 ーー = = きま 
典 食 付 地 一 | 一 一 ーー ーー ーーー = = 
地 【 入 刺 自作 地 一 王 ! ーー = ーー = ーー 
内 
永 計 ー = ーー = | 時 計 
租 ? 貸 付 地 ーー ーー ーー ーー ーー 記 = = 
地 【 自 作 地 ー ー ーー ーー ーー き ョ ら = 
小 作 地 ーー ーー ー ー| ーー ーー = ーー 
_ まき の | 
所 計 10.20| 1020 記 叫 本 Tl lei 
付 地 10.20| 10.20 三 = ーー ー 守 の 
重 | 地 人 自作 地 一 ー 王 寺 に に 
地 
Q 
1 言 ーー と = と ー ーー | = ーー ーー 素 
出 ト 計 
外 典 出典 小作 地 ー ー ー 一 一 記 と | 地 
地 典 挫 者 利用 ーー ーー ーー ーー 一 呈 
/ ハ 
忠 
入 証 ー ーー ー = と ] | 
典 付 地 ー ー ー ー ー 記 き 
地 【 入 典 自 作 地 ー ー ー = こ 時 at 民 
1 
8 永 計 に 一 一 ーー = に まま 
租 代 付 地 : 王 ーー ーー 王 = 当 ご 
地 【 自 作 地 三 ー ー ーー に 崇 ーー と 
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| 。。 | 沿 納 久 へ | 入 典 者 = | 地主 へ 
種 課税 面 積 | 役 額 | 還 償 | 納 朝 納入 領 宙 額 リ 受入 傾 | 支 朱 客 
天 | 回 四 休 Ei ョ WM 
田 過 [2 す 27.00 31 edli 8| 10 31.06 220 
本 es | 際 oe の 
上 1.46 | 
交 指 ( 現 指 ) 27.00 ye 1.40 / 37.99 ーー 2.80 
下 1.34 
上 1.54 
田 由 (全曲 27.00 31.064 也 110| 2 年 1 月 31.06 呈 2.20 ーー 
ト (人 よ FE 
上 1.46 
咽 掲 ( 指 ) 27.00 paa 1.40 / 37.99 2.80 
He 1.34 | 
EA。 18.50 10.55 5.70| 2 年 8 月 10.55 ーー と 
衛 岡 費 三 一 | ー ー ー ー ーー 
務 人 次 喜 デ 3 王 喧 ー 一 ー 
| 
科 目 課 税 物 件 科 額 汗 偵 約 基 お 逢 方 法 
牌 。 指 三 ー ー ー 
四 回 
殺 指 | 上 1 豆 0.50 0.50 12 月 | 村 公 所 = 納入 
「// 4 
戸 指 1.20 0.30| 3 月 6 月 9 月 12 月 / 
天地 石 石 
き 食 17.80| 帝 子 1.424| 子 0.08 10 月 7/ 
7/』 /4 7// 
青 Ed 18.50| 高菜 0.14| 高 3 0.3 9 月 7 








村 細 へ 分 和 盆 小 作 = 於 テ ノ ミ 5:5 = 分 難 納 入 、 


邊 青 坦 モ 前 同 議 テリ 、 高 買 1 天地 = 習 シ ) 3 井 ノ 割 合 ナリ o 
義 倉 費 へ 穀 子 て 1 天地 = 詩 と ) 3 井 ノ 割 合 = ミ テ 地 主 負 失 ト 言 フ 。 
2 年 度 差引 負 所 76 彫 30 袋 


( 言 ) 海 回 避 過 光 語 居 出 普 


1 誰 2 衣 2 の ES 
減 邊 ノ 事例 | い 
小作 料 附 加 物 
小作 人 人 ノ 義務 


400 


小作 開 係 ・ 耕 作 地 所 在 


⑬) 小作 約 

















名 。 | 薩 果 層 本 時 信 所 
選 : 2 作 ( 仙 2 | 
康 早 和 | 農 業 | 征 内 
小作 地 所 存 屯 内 誠 書 無 ロ 豆 保 座 人 氏名 C 吉 内 ノミ ) 
押 租 一 期 限 1 年 契約 時 期 2 月 貫 年 吾 10 ヶ年 
小作 地 際 加 物 | 一 大 一 問 房 子 | 茶園 一 咽 一 史 | 役 震 一 磯子 一 磨 一 明 具 一 種子 一 肥 導 一 


地 味 上 


策 
. 人 委 約 額 
の 了 約 額 
。 全 算 納 額 
人 な 
分 契 約 人 額 
人 
人 














(うし 
中 地 下 地 
1.0 天 地 < 
30.00 財 き 
30.00 財 | 
| 








方 法 小作 人 持参 モリ 

















③ 息 税 ノ 分 映 
| 税 額 | 地主 ヘ ノ 支 挑 額 | 小作 人 ョ リノ 受入 額 時 
関 税 | 
b 主 全額 ー る 
咽 指 | 額 負 扶 モ リ 
需 寺 共 (小作 人 全額 負 捨 モ リ こっ $ | 


部 國 昌 所 用 北 早 


= 


| 
= 旧 


川 喝 貴 
| 





作 作 人 
a 証 二 叶 呈 呈 。 














401 


7 小作 開 係 ・ 耕 作 地 所 在 


G) 小作 遇 約 








氏 各 職 染 | 住 打 
小 作 に ニーーーー テ ーー た ーー 1 ー ーー 全 

買 永 処 農 抹 | 市 内 
小作 地 所 在 地内 評 書 無 ロ 束 保 本 人 氏名 ( 屯 肉 ノミ) ー" 邊 あせ w 
衝 ー 期 限 1 ヶ年 委 約 時期 1 月 織 摘 年 数 1 ヶ年 


放 地 時 加 物 | 一 太 一則 記 子 | 太 彫 一 咽 一 不 | 役 一 夏子 一 磨 一 農具 一 秀子 一 尼 料 一 











(2) 小 作 料 
地 味 | gz 地 
息 作 面積 三 | 3.0 天 地 一 
完 身 約 叙 ーー | 90.00 間 に 
冥 納 額 = | 90.00 賠 > 
(不足 分 ノ 庶 ー 三 
分 妥 約 絡 = 三 | ーー ーー 
冥 綱 人 額 王 ーー 
不足 分 ノ 諾 軒 一 | ーー こっ 
埋 | 入 方 法 | 時 基 3 月 方 法 小作 人 持 矯 モリ 
減 欧 ノ 事 例 一 
小作 料 附 加 物 = 
小作 人 ノノ 義務 ーー 





(3) 租 税 フ ノ 分 胡 





| 松 領 | 地主 ヘ ノ 支 挑 額 | 小作 人 ョ リノ 受入 額 時 期 
還 税 | | 
| 地主 全 3 ーー ーー 
問 指 ) 主 全額 負 挫 
村 費 
7 小 全 3 ーー = 
Batuu 還 
価 才 


小作 人 府 徳 3 年 夏 家 模 っ へ 移住 モリ 


ーー 






Z 小作 開 係 ・ 耕 作 地 所 在 


















作 地 所 在 内 座 書 押 ロ 豆 保護 人 氏名 C C 還 内 ノミ う = 
押 租 = 期限 誠人 導 叶 区 約 時 基 3 月 総 入 年 3 














小作 地 附 加 物 房 一 同 羽 子 








| 茶 岡 


















| 役 震 株 子 麻 農 長 ' 一 種子 ー 肥料 ー 

















ーー 三 て ー ーー ーー ニュー - 

| 4 作 斬 衝 ー | 1 天地 三 
定 稀 約 額 ー 30.0 加 ー 
バ 貸 紹 額 ー | 30.00 同 ー 
客 (不足 分 ノ 庶 沖 ー | ー ー 

| な 際 約 閣 ー | ー | ー 
3 納 額 ー ー ー 
(下品 分 ノ 許 ー 四 ー 
納入 方 法 | 時 期 3 月 方 法 小作 人 持参 ゃ り 
小 先 ノ 事例 守 
小作 料 附 加 物 ー 
小作 人 ノ 義 務 ー 








⑨) 組 | 邊 ッ 答 坦 


べべ べべ 
| 税 額 | 地 詩 ヘ ノ 支 革 領 | 小作 人 ョ リノ 受入 額 | 時 期 























| | 
あい 

昌 外 「 地主 全額 負 搭 | ー 
| 小作 人 全額 負 携 | 


| 
| 
| 









7 小作 開 係 ・ 耕 作 所 在 地 


1) 


小 














小作 地 所 在 



















区 限 1 ヶ年 妥 約 時期 2 月 継 績 年 明 4 ヶ年 








氷 作 地 陰 加 物 | 一 太一 間 太 子 | 茶園 一 咽 一 路 | 役 畜 一 確 子 一 磨 一 農具 一 竹 子 







ー 氏 料 一 




















需 入 方 法 | 吐 若 3 月 …20 男 10 月 …20 周 方 法 小作 人 持参 そり 
波 先 ノ 事 例 を 


| 小作 料 附 加 物 ーー 
小作 人 ノノ 義務 





7 避 各 一 7 今生 
小作 人 ョ リフ 受入 領 | 





| 移 領 | 地主 ヘ ノ 支 挑 額 | 


地 
作 西 策 |  C 貸 29 天 地 ) 30 天 地 3 
委 約 作 ー | 90.00 剛 ー 
ド 納 額 一 | 90.00 則 科 - 
| 害 (不足 分 ノ 虚 三 = 
2 約 打 ニー | = 
四 納 額 ー | = 
全 | 不足 分 ノ 農 府 ー | 較 和 あ 。 


















| 
| 地主 全額 負 3 


痢 党 召 万 
江 護 堂 


小作 人 全額 人 失 


ビー Re 






開山 普 


(言う 還 泥 二 翌 党 m 滞 


湯本 憶 思 光 腰 


( 言 ) 


7 小作 開 作 ・ 耕 作 所 在 地 


G※ 中 御 。 要 q 移 





小作 地 所 在 












市 内 護 書 無 口頭 保 計 人 一 





期 限 1 ヶ年 





契約 時期 正月 継 炉 年 雪 1 ヶ年 








小作 地 附 加 物 | 一 房 一 則子 | 茶園 一 咽 - 路 | 役 埋 一 大 子 一 - 麻 有一 農 異 本 = 凍 喝 衝 


地 味 














小作 西 積 


を 人 委 約 額 
。 パ 貨 納 額 
領 (不足 分 ノ 度 置 
分 在 約 額 


全 (不足 分 ノ 度 訓 


1.3 天地 
39.00 周 
39.00 周 


| 





に 語 の 較 7 だ 
減 区 ノ 事例 


| 時 期 3 月 …20 則 5 月 …10 彫 10 月 …9 彫 方法 小作 人 地主 へ 持参 モリ 








小作 料 附 加 物 | 


小作 人 ノ 義 務 















地主 ヘ ノ 支 導 額 | 小作 人 ョ リノ 受入 額 


時 





| 地主 全 新 抽 失 
| 


| 小作 人 全額 


に 額 | 
| 


上 ERmRRREREERSREEEEEi、。 








「 蛋 ) 天 俸 詩 ミ 的 
| | 責 名 。 | 職 業 住 所 
ホ 。 作 人 | 一 | 
| 坦 和 某 | 農 業 | 本 屯 
還 際 ニーーーーーー ーー 一 ーー ーー ーーーーー ニ ーー と ーー ニニ ーー ニテ ーー 
| 小作 地 所 奉 屯 内 酔 書 三 日 頭 保 誠 人 3 
= = 
誠 羽 1 ヶ 年 契約 時 期 1 月 織 寅 年 数 1 ヶ年 1 。 須 本 
訪 作 地 附 加 物 | 一 所 一 問 房 子 | 茶園 一 咽 一 束 | 役 畜 一 磯子 一 魔 一 吉 大 一 種子 一 凶 料 一 
ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー て 
②③) 小 作 料 
地 味 販 地 中 地 下 地 
小 作 西 策 0.9 天地 (上 地 ) 1.4 天地 ( 偶 際 面 積 1.3 天地 ) 
中 約 額 27.00 剛 1 天地 30.00 岡 39.00 周 
ド 綱 額 27.00 則 42.00 賠 
額 (不足 分 ノ 庶 記 ー ー 
分 契 約 額 に 由 二 
候 納 疾 ー ー 
人 (不足 分 ノ 虚 加 ー ー 
綱 入 方 法 時 期 3 月 一 4 月 方 法 小作 人 が 地主 宅 へ 持参 
減 移 ノ 事 例 ー 
小作 料 附 加 物 | 由 
小作 人 義務 王 
⑬) 租 税 ノ 分 胡 
| 区 額 | 地 斑 ヘ ノ 支 欧 額 | 小作 人 ョ リノ 受入 領 | 時 基 
較 税 | | 
|T 地 主 全 第 ニニ = デ , 
問 指 全休 人 
村 朋 | 小作 人 全額 負 次 トス ー ー 
用 再 家 | 地主 全額 負 失 寺 = 


7 小作 開 係 - 耕 作 所 在 地 
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員 


ェ 


1 


泥 財 惜 当 党 左 


(言う 





- ニ ニーーーー 一 - 


地 味 | 。 時 地 中 地 | 下 地 
小 作 醒 稚 | ーー 2.4 天地 (中 地 ) ーー 
= ( 契 約 人 額 ー 1 天地 30.00 彫 )72.00 周 = 
衣 納 額 | 一 72.00 周 こ 過 
名 (不足 分 ノ 度 訓 | ー に 。 
分 茶 約 額 | = = 3 
It 。 利 二 閣 | ーー = 当 2 
合 (不足 分 ノ 諾 串 | デ se 
納 入 方 法 3 月 方 法 小作 人 が 地主 宅 へ 持参 
減 欧 ノ 事例 ー 
小作 料 附 加 物 ー 
小作 人 ノ 義務 ー 
⑬ 租 税 フ 分 胡 
| 科 谷 | 地主 ヘ ノ 支 挑 額 | 小作 人 ョ リノ 受入 額 | 時 其 
団 税 | | | 
| 全額 地主 負 携 | ーー | ーー | 
AN | 
村 表 | 2 人 | | 
ーー ョ ーー | は 作 人 全休 抽 | | 
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72 






小作 還 係 : 耕 作 所 在 地 


① 小作 契 約 

























AR 請 語 03 記 テン 
顧 雲 柏 虹 。 業 (《④⑫ ゆ 鐵 輸 双 任 家 富 棚 屯 
小作 地 所 在 恵 外 任 家 高 棚 屯 其 書 一 日 頭 保護 人 ー 
1 ヶ年 契約 時 期 "1 月 繊 績 年 表 1 ヶ年 

















役 友 一 夏子 一 麻 一 農具 一 種子 一 | 放 和 = 誤 







































= 





ヽ J 


小作 開 係 : 耕 作 所 在 地 


①) 小作 婦 約 













職 抹 住 所 


小 





| 
| 
| 
| 
| 





EL 人 


不 革 腸 | 斑 業 (小作 ) | 克 渡 了 任 家 乱 棚 
示 作 地 所 在 屯 外 任 家 管 棚 設 書 一 ロ 頼 保護 人 一 
' 押 租 一 其 限 1 ヶ年 外 約 時 電 2 月 織 策 年 数 2 ヶ年 


[ 


は 上 泊 






[小作 地 附 加 物 | 一 














(②⑫) 小 作 料 
味 吊 地 
作 面 積 に 忠 地 0.8 天地 
定 | 自 約 額 ー 1 天地 30.00 彫 )24.00 周 
濾 納 額 ー- 24.00 賠 | 。 
額 (不足 分 ノ 胡 吉 ニー 時 を 
分 契 約 額 ー つ ー = 三 
算 納 額 一 ーー と 
不足 分 ノ 虚 思 ー ーー に 
ED: た | S 月 方 法 地主 が 徴 政 = 行 ク 


減 欧 ノ 事例 | 王 





小作 料 附 加 物 一 
小作 人 ノ 義 務 





税 











全額 負 撫 = 


賜 商 問 剖 


| い 作 人 全 新 仙 所 





ーー 







7 


各 





小 
職 


作 


努 


小作 開 係 耕作 所 在 地 


(1) 


約 









小 作 人 


振 


農業 (小作 ) | 


鍼 名 頻 任 家 宮 棚 





語 科 押下 = 


二 日 頭 保護 人 一 





期限 


小作 地 所 在 恵 外 任 家 各 村 護 書 


1 ヶ年 


、 契約 時 期 1 月 


貫 数 9 ヶ年 





小作 地 附 加 物 | 








②⑫) 小 作 料 
| 

地 味 上 池 中 地 8 | ほ 。RSI 地 
小作 面積 忠 地 1.3 天地 | 
に Sa 訴 馬 ーー 1 天地 30.00 彫 ) 392.00 賠 | 
に = 
E トド 納 - 領 = 22.00 園 
名 (不足 分 ノ 農 置 ー 寺 
か |[ 稀 約 - 額 

伺 納 人 額 ー 2 

不足 分 ノ 席 軒 5 補 : | 
納 入 方 法 3 月 方法 地主 が 徴収 = 行 ク 


小作 料 附 加 物 
小作 人 ノノ 義務 


減 革 ノ 事例 














和 額 
[全部 地主 負 挫 
[全部 小作 人 負 挫 トメ 








地主 ス ノ 支 排 額 





小作 人 ョ リノ 受入 狼 時 












7 小作 開 係 - 耕 作 所 在 地 


⑪) 小作 契 約 























氏 名 職 業 | 住 所 
MSN 作 人 ーー 
原 曲 泰 | 農 業 ( 小 作 ) | 鐵 賞 双 任 家 帝 棚 
小作 地 所 在 屯 外 任 家 高 棚 應 状 一 日 頭 保 誠 大 一 
押 和 一 区 限 1 年 契 約 叶 項 2 月 給 視 年 散 9 ヶ年 
小作 地 際 加 物 = 
(②) 小 作 料 
地 了 W  」 地 中 地 ョ > 地 
小 作 耐 積 一 一 1.6 天地 
定 約 額 一 一 1 天地 30.00 彫 ) 48.00 賠 
濾 綱 額 三 一 48.00 剛 
閣 (不足 分 ノ 許 話 ニー 本 ー 
| 稀 約 客 ー : ks 
冥 納 額 = ーー ーー 
上 【 下 足 分 ノ 邊 区 三 ー 5 
綱 入 方 法 4 月 方法 地主 が 徴収 = 行 ク 
減 欧 ノ 事例 ー 
小作 料 附 加 物 ー 





小作 人 ノ 著 務 3 













| 税 額 
科 


提 | 
| はい 作 人 全額 負 持 トス | 


地 主 ヘ ノ 支 奈 額 | 小作 人 ョ リノ 受入 叙 | 





結 - s | 
| 


療 用 普 


( 言 ) 丘 層 霊 党 深 民 


410 






7 小作 闘 係 - 耕 和寿 所 在 地 


旭 り 人 抽 W JI 

































氏 大 
小作 - 人 
| 頭 景 興 | 農 業 | 鍼 只 礎 作家 語 棚 
小作 地 所 在 市 外 任 家 師 棚 語 書 一 H 頭 護 人 一 
押 租 一 限 1 ヶ年 契約 叶 期 2 月 織 績 年 鼓 3 ヶ年 
小作 地 附 加 物 ー 










中 地 | 1Y 






















小 作 面積 ー 2.8 天 地 (直面 積 26 天 地 ) | ー 
二 ド 約 額 | ー 1 天地 30.00 彫 ) 8400 彫 | ー 

買 納 額 ーー 8400 周 | = 
括 (不足 分 ノ 庶 証 | ー ー ー 
な に 約 額 | ー ー | ー 
。 1 介 納 額 | 吉 
” ! 不 足 分 ノ 庶 加 | 寺 吉 | 


















税 額 | 地主 ヘ ノ 支 革 額 | 小作 人 ョ リフ 受 入 額 | 叶 


= 部 地主 /- 
岳人 部 地主 負 失 | 
村 旨 |] | | 
(全部 小作 人 負 捨 トス = 
に 部 小 作 負 | | 
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7 小作 開 係 ・ 耕 作 地 所 在 


(L) 准 「 作 王 、 失 稚 




















契約 叶 期 2 
1 地 中 地 ] 地 
に 12 天 地 9 
= | 天地 30.00 園 ) 36.00 固 5 
一 | 36.00 剛 | ち 
ーー | ーー ーー 一 
っ | 寺 こう 











時 期 3 月 方 法 小作 人 が 地主 宅 へ 持参 モリ 








小作 料 附 加 物 
小作 人 ノ ヶ 義 務 


' 





(93) 租 角 2 分 映 


税 額 | 地主 ヘ ノ 支 卸 額 | 小作 人 ョ リノ 受入 額 | 叶 期 








胃 症 mp ーーー 「 = 
還 二 和 に f NN 
責 指 ) 地主 全額 挫 負 ! 
| 村 村 を 
に 作 人 全 折 作 | | 





半 則 普 


エ 溢 左 


氏 名 。 | 職 業 | 住 所 
小 作 人 の | 過 ーー 
和 区 | 農 抹 | 鐵 注 販 田家 衝 棚 
小作 地 所 在 屯 外 名 田家 癌 棚 証書 無 口頭 保 誠人 氏名 (車内 ノミ ) 一 
押 和 一 期 也 1 ク 年 契約 其 時 1 月 績 年 数 6 ヶ年 
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7 小作 開 係 ・ 耕 作 地 所 在 


介 ) ( 條 所 099 























小作 地 陰 加 物 | 一 房 一 間 羽 子 | 茶園 一 咽 一 麗 | 役 畜 一 礎 子 一 磨 一 農具 一 種子 5:5 有料 55 




















青 客 : 
。 パ 貸 納 叙 黄 豆 405 石 | 計 
! 全 (不足 分 ノ 席 軒 ー 。 | 7 











納 入 方 法 | 時 期 除 9 月 上 旬 方 法 小作 人 持参 
減 現 ノ 事例 | = 


| 小作 料 附 加 物 | 黄 豆 程 豆 稽 ) 大 車 征 車 400 丘 








小作 人 ノ 義 務 | ー 















| 科 額 | 地主 ヘ ノ 支 朱 額 | 小作 人 ョ リノ 受入 額 | 叶 其 
較 殺 | ー ー 
村 朋 B55 剛 | 地 詩 小 作 人 折 企 ー 
Ed 25 | 地主 小作 人 折 條 | 5 










7 小作 開 係 ・ 耕 作 地 所 在 


⑪) 小作 契 約 


ーー 






















市 内 
| 小作 地 所 在 屯 内 穂 書 一 日 頭 保 座 人 氏名 (内 ノミ ) =ー 
其 限 1 ヶ年 契約 時 期 正月 継 凶 数 年 1 ヶ年 





ー 間 選 子 | 園 一 晃一 束 | 役 一 磯子 一 磨 一 農大 一 竹 子 一色 料 一 














間 弥 入 方 法 | 時 其 陰 8 朋 下旬 方法 小作 人 持参 モリ 

減 区 ノ 事 . 例 | ニー 

| 小作 料 附 加 物 次 豆 程 ( 豆 稽 ) 大 車 1 車 800 丘 
| 小作 人 ノノ 義務 一 














| 租 。 后 、 カ 発 破 
額 | 地主 ヘ ノ 支 挑 額 | 小作 人 ョ リノ 受入 額 | 時 期 








6 負 挫 ニニ | = 


地主 ト 小 作 人 ト 折 全 | ー 
同 折 生 | 


6.27 回 
3.3 オ 


痢 斗 召 遇 
更 則 芝 蛍 








直 青 者 へ 高梁 1 天地 3 九 ノ 割合 チリ 


mm バー バ 






療 昌 沙 


滞 


の うう 


コ ※ 


別 


混 詳 層 


( 富 ) 


( 局 ) 
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入 尋 | 借入 | 借 料 (家主 名 


















































内 
絶 鉛 | 牝 | 牡 | 二 芝 | 豆 訓 | 価格 | 生 電 | 束 敷 | 価 枯 | 属 義 





生 滴 三 年 以上 一 ーー ー 一 | 王 ーー = = 当 

油 二 年 未満 Pa ーー ーー 選 三 』| = ーー ー」 詞 

滴 三 年 以上 ト a 二 5 党 三 内 ー 9 ET 
添 三 年 末 滴 a| 本 索 に コ 3 記 sg | 

rm 洪 三 年 以上 志 ー ー ー 届 | ー 1 





天 | 癌 三 年 示 | 思 財 引 記 
店 背 三 年 以上 | 靖 還 記 m ー 2 2250 雪 
注 三 年 末 演 5 紀 馬 5 恒 











。 油 二 年 以 上 | 2 記 = こり 
洪 三 年 未満 | 考 ーー | = | 


由 














用 | 活 一 年 以 E | | に 】 剛 】 


ET ェ ー ゴー ニ ト も に | 
潤一 年 未満 っ | ココ = | = a 補 ] | | | 








、 深 一 年 以上 | | | | = | = | 
USES こき | 
吉 潤一 年 末 満 | に | | ニー ーー = ご | 





成 | 1 1 ーー に 


人 | 
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財 
' 宮 倒 | 出 典 食 付 
テスト に 着 ニ ーー ーーーーー に 備 考 
隊 有 | 入 典 | 代 入 | 値 料 【C 家 主 る る 敷 量 | 入 奥 者 名 融 量 | 借家 人 釧 家 作 
人 この 
馬 | 1.0 ー ー ー ー ー ー ー ー 二 5 
、 結 喝 和 男 間 了 
、 注 本 電 拓 | 部 的 
| | 
ーー デ 語 二 4 ご | 
具 
灯 者 | 機 総 欄 股 殻 械 | 食 付 任 | 入 任 | を 繕 避 | 備 才 
音 
| | l | 
Ma le agm | | | | | 
年 内 ーー 3 拉 隔 議 上 人 | に | し 才 
馬 元 | 二 江 | 竹 音 税 | 斑 震 指 | | 
| _ 中 | の る ee | きり 
| | | | 
| Fm | 豆 | 生 沈 馬 | 較 | 
画 加 記 隊 還 部 = 
三 | = ーー ーー 一 ーー ーー に 
| | 
| 相 二 Pi | 牙 駅 
| 」 | 時 _ 1 可 1500 財 
愛 当 | の | ーー 一 | ーー | 上 7 110.09 周 














1 月 5 頭 
| 朋 本 
| | | | 母 仔 其 三 販 モ リ 、12 月 初 メ 
| | に 睦 入 12 月 下旬 自家 用 = 展 殺 
_ 由 モ リ 、 牡 末 地 1 頭 テラ 3 月 = ニ 入 
( 展 毛 へ 委 4 ヶ ト 交 換 
| 骨 ハ 洋 火 2 釘 ト 交換 


ニー 1 ーー ーー ーー ーーー ーー ーー! 


























凌 員 営 


温 屋 望 党 本 況 感 


ト | 


(言う 
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常時 畔 昭 m 決 騰 


に ) 


( 1 
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10 雑 


政 





























訪 
























































禁 政 入 | 象 額 | 摘 要 雑 支出 | 銀 額 | 摘 
埋 産 政 入 | 了 朋 毛 杭 4 個 洋 火 2 親 ト 交換 || 取 料 購入 一 
Ms cl HE 高 肖 火 6 斗 
商 業 ー 計 飼 料 叶 入 | "0 栖 子 炎 5 
還 業 三 = 小 農 具 購 入 喧 一 
8 王 ーー E 苗 中 | 昔 子 痛 500 本 
柏 ke4 種 田 典 入 1.000 音 50 庁 
基 他 祭 業 | = ー 舟 。 索 。 衣 謀 
出 得 銀 配 賞 ー ー 林 産 支出 | 一 
林 産 | ーー ー 
農産 加 エエ ーー ーー 
体 燈 | 王 一 
貯 金 預金 ノ 利 子 王 ーー 
出稼 人 仕 抽 金 二 三 
11 生 
冥 主 5 三 月 ie 一 
竹 | | | | 
上 業 | 時 債 | 償 額 | 敷 量 | 澤 條 | 偵 額 | 数 量 | 単 債 
電電 | | 商議 沿 敵 Ai 回 | 思 | 田 
大 住居 修繕 費 に 当 ーー 1 回 還 5.00| ー 一 
用 22cN ラ 2 枚 0.75| 1.50| ー) 
年 紙 類 | | 
包 米 一 一 一 一 
高 染 = | ー!i3.50 石 | 5.56| 75.00 一 ーー 
高 楽 米 ー 三 ー| 4.74 石 | 6.33| 30.00 ーー ーー 
ミミ | 内 
小 米 一 | ーー ーー| 一 | ーー ーー ョ = 当 ーー| 
自 括 に 王 一 ーー 一 | 2 袋 | 3.c0 
粉 條 30 打 | 0.15| 4.50 ー- ーー = 詞 | 
猪 肉 王 ー 一 一 ーー ー| 18 丘 | 0.18 
原 100 打 | 0.08| 8.00 
料 獲 油 ・ 豆 滑 100 打 | 0.20| 20.00 と 
レシ 0.80 石 | 2.50| 20.00 = = に | 
蘭 。 茶 ゴ | 過 呈 ーー 
急 肉 ー= 王 ー| 一 
類 貞 デー 主 ー- 
酢 
Pud 准 滑 ーー ーー ーー ーー ーー と 三 ! = | 
赤 砂 六 一 ーー ーー ニー 詞 と = 
折 砂 狼 一 一 = ゴ ー コ | 1 】 4 
瓜 果子 ー ト ーーーーー に テー 人 me ニー リーーーーーーー ee 
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摘 可 臨時 支 
msn ニーーー|ーーーーーーーーーーーーーー|ー | ー 
よ 地 間 却 ヨ 上 地 購 入 | 
昌 物 哀 元 還 現物 新 
nr 建物 内 入 
| ッ >nn 大 車 ノ ー 部 ( 事 棚 ) 夫 却 
馬 太 大 副 (は 出 客 銀 
出 王 銀 回 収 一 | 三 大 農具 叶 入 
投 只 典 まこ 出 産 潮 
| 算 婚 庫 | 
' | 攻 祭 有 玖 | 
遇 料 者 = 
| 長男 ノ 絹 宜 ー 
送 金 ( 東 有 ) | 100.00 食 起 10 則 宿 賃 25 賠 
| 接 服 緒 30 回 ッッ 他 35 岡 
「 順 奥 | 15.00| 右 士 子供 等 
' 寄 附 ー 
' っ 。 |/6 月 7 日 芝 組 ラ 避 ケ ル 
移 朝 肥 | 2800| ヶ メ 別 城 = 移 韓 セ リ 
押 八 月 年 開 弧 証 | 居 
数 玉 | 東 他人 信 気 | 数 基 | 単 仁 | 休 手数 量 | 還 個 | 価 額 | 訓 . 基 | 償 閣 
ーー 一 明 ーー! キー | 皿 | / 加 
3 i 周 = 記 | tee ンコ 2 財 0.0ol( 門下 480 
] | | ロ 搬 .50 
症 | | 一 ココ 本 1.70 
| | | | | 7 品 5.80|| 7 品 5.80| 忠 城 = リ 現 金陵 入 
間 hh 1 h | | 記 凡 
1 | 13.50 石 | 75.00| 高 家 遍 棚 現金 隔 入 
回 | ーー 「 に 
証 志 生 ョ | | | 4.74 石 | 30.00| 索 草 江 = 現金 占 入 
| - ーー ト し 。 5 隊 計時 6 
本 2 釣 | 3oo eoo | 選 | 3 袋 。 32G| 9edl 8 袋 2460| 蝶 城 = リ 現金 由 入 
も | ] ] n | 本 屯 ニ テ 行商 人 き リ 現 | 
に = | = 三 | | | | 30 打 4.50| 全 鞭 入 
I 18 丘 0.20 3.60 = ョ | = | 42 打 7.92| 夏 家 楼 ニテ 同上 
= | 1 | | = | 100 打 8.CQl 忠 城 コ リ 同 上 
| 一 | | | = ー| ioom| 20.0| 同 上 
和 を 1] 村 間 | = = = = ・ 一 || 0.80 石 20.C0| 大 青 堆 子 = テ 同 上 
3 大 3.00 9.00 = 認 | ビー! 寺 4 | ここ 1 3 麗 9.00| 本 電王 永生 き リ 同上 
一 三 ー ー 喧 ー| io 提 025| 250| 10 250| 本 騨 城 = テ 現金 肉 入 
二 | | 10 打 0.05 0.50| 16 丘 0.50| 同 上 
連 | 4 005| 0.20 4| 020 同 上 
ーー 一 | 2 丘 0.20 0.40 2 打 0.40| 同 トト 
ー ー ー ー 詞 二 | 1 打 |。 0.12| 0.12 1 所 0.12| 同 上 
詩 一 | | 2 0.16 0.32 2 丘 0.32| 同 上 
と 選 記 | | 不明 8.00 面 夫 瓜 西瓜 果 類 現 金 
































思 決 騰 壮 卓 営 


( 言 ) 洋 演 


議 月 月 所 月 款 





























拓 











種 。 類 ーー 
| 角 芋 人 | 価額 | 数 芋 償 | 償 額 | 数量 昌 傾 | 個 額 | 数 量 | 車 個人 
| 1 に ニー He ーー 還っ の 匠 語 に 
白 布 王 一 一 | 56 尺 | ー| 5.00 ーー = | と 
人 染 布 ーー ーー ゴゴ ゴ ーー ー ー ー| 56 冊 902 
其他 布 類 ー| ゴー 呈 過  ー 記 ー| SN 較 還 
楽 。 賃 | 4 ヨ コ 
柚 花 人 議 ココ 還 ) 本 
件 2 デ ー ー 
水 ーー ーー ーー 1.5 戸 | 0.80| 1.20 ー ーー ー- ーー 一 = 
表 。 服 証し 三 < 者 開き | 記 り を | 5 - ゴ 自 庄 
3 学 Iie | 隊 は 記 要 | に 計 過 選 請 連 
箇 きこ ll 涯 一 
鞭 | 当 = 時 
0.35 0.70 」 
拉 打 二 5a 較 :| 本 計 計 蘭 3 細 本 証人 2I  ー | 
鳥 拉 . 章 = コ ! 因 よー = 用 っ = っ き 
語 技 靴 le se 当 計 1 5 格 旧 だ | 遇 コ 3 記 ー 
- W 昭 | 還 計 和 | 
石 油 ーー ーー ーー| 15 打 0.12| 1.80 ーー| ーー ーー 寺 
腺 。 坦 引当 | | | ーー ー ー ー 
糧 に 二 |。 二 生 | ニ ー ー 
































| 己 ヨ | 3 箱 0.15 0.45 = ーー 


aleWeINal 昌 ike 


am やっ 






































器 党 記 計 
叶 馬 四 
中 軸 昌 硬 
LU 能 
因 国 剛 還 | 
風 則 周 居 
軒 層 凍 四 馬 
層 引 層 周 還 | 
紹 目 四 昌 放 
財 同店 
開 間 回 隊 」 四 間際 


| 
| ら 
避 
ら 
ム 
〇 








| 
| 
| 





層間 届出 自 還 国 層 | 
8 
111 ミ 
旧 に 人 
ふ | 
間 員 誠 着 中 
8 
1 ミ 
ら 

















爆 旨 護 5 末 025| 375 二 記 

ii ミ コー 議 : 

に 擬 表 ia 目 国 き 遇 還 二 軒 請 請 団 
臣 柴 到 紀 

化粧 失 身 具 一 

族 行 残 名 

3a 当 | 信 、。 有 。! 一 | 




















同 園 層 
全 同 間 
咽 咽 副 
呈 央 前 
III 
則 同 還 | 
問 同 間 四 
剛 周 間 
間 間 人 間 紅 間 | 
剛 彫 聞 | 


中 
に 
| 

症 
| 
| 
| 
| 
| 

載 | 
| 





| 単 値 | 全 人 | 青 基 | 還 傾 





計 








数 量 | 単 























1000 相 
2,500 7 


| 凍 作 | 











還 














0.30 











償 額 | 燥 量 ] 償 額 | 
回 


56 尺 
56 及 
30 尺 
5 打 
5 包 
1.5 丘 
1 間 


11.00|| 





間 | 
5.00| 
6.72| 
3.20| 


2.75|| 
0.20| 
1.20 


| 


| 
2.40| 
| 


3.00 





3.25|| 
川 











| 






備 老 


本 上 城 = テ 現 金 

同 ト 

同 1 は 

同 下 

同 ト 

同 上 

局 呈 

同 日 

同 上 

同 ド 

同 上 
月 へ 忠 城 ニテ 同 上 
11 月 ハ 小 板 扶 = テ 現 
金陵 入 

夏 家 模 ニ テ 現 金 

2 親 へ 豚 毛 ト 交換 
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| 






























































岡 | 総 年 | 

[ | | 備 才 
] 単 傾 | 償 額 | 衣 量 | 個 客 

| 画 面 

還 | = 4 個 一 | 朋 毛 ト 交 換え 

志 | 5 個 | 1.00 
|| 了 ご コ に ー PF 
選 | sa 回 25ool 
10 丘 209| 20 古 140 請 兵 山 = テ 現金 障 入 
愉 | 25 打 6.2 引 騒 城 ニテ 現金 内 入 
6 ケ 2.40 6 丘 | 240| 同 WS 

思 寺 | | aa 画 2ml 

計 6 | 1 | 陸 2 し に 3 

品 1.00 2 呈 | 100| 多 省 同 上 

司 中 


半 貞 愉 


( 計 ) 海陸 講 選 半 


維 


! 


差 


湯 財 翌 所 沖 浴 


(言う 





























































































































ミ 1 
1 店 條 信 開 係 
借 入 
人 生生 代入 争 借 入 | 抽 保 生子 | 利子 買 際 孤 済 額 | 
開 係 借入 時期 額 種 類 | 3 用 途 | 友 済 種 類 未 済 客 
| 世 和 | 和 B 職業 数 量 方 法 | 保護 | 雪 挑 時 期 数 与 | | 
人 天 | 際 琉 」 男 
ll5 Ri 大 同 2 年 | 110.00 送 主人 | _ | 月 利 ー II0 ヶ ) | 151525| 還 了 調 | 
時 各 寺家 2 12 月 現 洋 才 上 2 分 5 出 選 人 院 | タ 還 確 
) 隊 | 隊 呈 年 250.00 | 5 ヶ | 同年 328.00 | 
は 城 > 康徳 元 年 1 ョ | L 大 - 
旨 季 鳴 較 地 に 12 月 國 懲 同 ニー る 同 同 月 同 賜 ー12 月 國 外 = 
机 | | | な 3 4 | 
務 | 王 氷 中 年 棋 業 一 民 了 sfHL2000 和 ニ テ 主 地 2| | -| - 司 避 一 -| _iom 
| 仙 ar | 天 出典 
康 人 いら | 史 | 半 還 記 ei | 月 衝 | 章 尋 =Ih2 テ | 
千 入 | 同 休 挫 屯 且 更 親 威 12 月 國 贅 に 真 日 一 |2 分 5 原 oh 個 月 同 上 較 引 ei 一 | 225.50 
三 | 氷 城 = | 
年 返 | | 札 々 |。 時 7.00|。。 | 衣服 2 | 現金 一 18 ヶ | テ 移 韓 | _| _』 
ンー 抽 座 。 直人 箇 に ha 結 lFSg( 隊 ら 間 に コー 舞 和 に に | 細 
| | 営 ス | 
5 圭 條 ま し 人 5 
16 現 銀 綿 括 表 
支 出 乏 部 
| 訪 党 京 衝 類 | 該 賞 票 | 現象 | 拉 要 | 
ua ョ 上 隊 シ 年 ズ 縮 | テ シ 00 本 年 度 剰 健 金 | 
還 入 | 肥 働 傘 作 列 一 錦 支 出 | 有 働 放 件 票 1500 jn 所 昌 エ 基 沼 放 詳 
尾 生 具 政 入 | 共 働 件 革 ー 選 和 牛 具 支出 | 茅 働 條 件 革 ー 
農産 物 政 入 | 5 45.00| 鞭 豆 3 石 喜 却 代 販 家 旨 支 出 5 ー 
] 
副産物 入 | 5 ニ 小作 痺 支 軸 7 ー| 
小作 料 政 入 | 7 651.00| 小作 地 21.3 天 地 分 利 物 借 賃 支 出 8 ー 
建物 代償 収入 | 8 ー 良 具 修繕 下 8 = 
良作 人 収 入 | 8 ー 農具 借 賃 支 軸 8 ー 
に 弁 2 頭 馬 1 頭 aa 
家 埋 政 入 | 9 31500| 義 吉 却 代金 宗 難 支出 9 19.50 生生 
凌 。 履 | 10 臨時 支 軸 10 3 ンー 
際 時 必 入 | 10 7.00| 還 棚 宮 色 代 生活 電文 出 | i。 | 41033| 生活 電 果 計 
便 入 銀 15 227.00| 代入 件 数 3 件 作付 銀 支 軸 14 ー 
代 付 旬 回 履 14 ー 借入 銀 返 済 15 476.25| 代入 銀 返 済 2 件 
入 典 者 き 9 受 入 | 6 500 庄 税 公 課 | 6.7.9 81.30) 諸税 公課 合計 
北 支出 10 4.00| 飼料 種苗 購入 
計 1950.00 























EE JAM | -) 1 





処理 棋 水 松 衣 が 重 








1 間 
ns ろ 
記 ・ 
2 て 3 1 
F 
1 
、 中 友 東 義 4 
# 」 押 当 先 机 
W 陸 考 ザ 
i 
4 LE まま 
0 5 
' | 攻 別 
1 則 
『 事 「 tw 居 ホ 『 3 





( 呈 語 沸 麗 ) 筆 簿 語 尋 記 司 級 党 








綿 括 

s 局 表 167 上 

耕 作 農 家 113 五 

基 ノ 他 54 戸 
Da ジ い 四 

男 598 人 

女 S96 人 

計 1194 人 
・ 夢 作 

大 人 委 年 月 エ 31 人 

和枝 _ 値 者 123 人 ( 屯 内 109 人 出 稼 14 人) 
sa 下地 閣 当 耕 

耕 地 3495.45 束 1 戸 営 耕地 20.93 訪 
・ 土 地 利 用 

自 作 地 2612.45 訪 

小 作 地 3,509.00 

耕 作 地 計 6121.45/ 1 戸 営 耕作 地 36.65 誠 

貸 付 地 883.00 ケ 
・ 小 作 闘 係 


定 額 金 納 936 件 
定 額 物 納 127 
分 符 物 納 47 グ 


計 95/ 

大 家斉 所 有 
馬 46 頭 
生 77 
氷 447 
慰 347 

犬 媒 具 所 有 
大 車 42 豪 
息 丈 20 架 





軸 者 梅 混 


ユエ 開 係 四 附近 略 岡 C 生 本 ナル 部 藩 ・ 河 ・ 山 ・ 道 路 ・ 織 道 ・ 地 形 ・ 交 通 開 係 ) 








9:cD| 





0 ー 
NN ニョ 





| 
/ 
プア a 
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2. 市 ノ 開 紙 年 代 < 今 ヵ ぅ 何 年 前 ) 
革 朝 ノ 人 邪 正 2 年 = 高 茶 が 本 開 拓 ノ 礼 ト ナル 、 政 = 高 家 所 身 ノ 恵 名 起因 ス o 
3. 交易 開 係 
〇 忠 心 都市 ・ 其 レト ノ 交 通 開 係 鐘 洲 城内 
〇 宮 却 及 睦 入 市 場 (都市 名 ) 主 トシ テ 汚 対 = シテ 法 庫 ト ハ 多少 ノ 半 係 み 有 ス ル ノ ミ 、 共 同 購入 全然 テ シ 。 
貸 門 調査 吉 ト ノ 交 易 (行商 愛 力 需給 等 = ミッ キ ) 
茅 働 市 場 ^ 陸 屯 ノ 三 宗子 トス 、 行 商 開 係 ハ 調査 起 ト 結 プ 。 
4. 自然 的 條 件 並 = 炎 客 
地 質 ・ 地 味 水 質 
粘 質 黒 主 = シテ 地味 取 浜 テレ ド 、 地 下水 高 ク ーー 般 = 硬水 = シテ 、 あ る か り 性 張 度 テリ 。 
@ 水 害 


二 30 征 前 税 水 害 基 メ シク 8 割 ノ 滅 乏 テ 9o 
年 = 隆 雨 多 ク ヶ 、 1 週間 ノ 連 雨 = 調 兵 山 = リ 池 税 と 、 耕 地 ノ 8 割当 水 と 土 垣 ハ 破 填 サ レ 被 害 甚大 テ リ キ 。 康 竹 


光緒 8 
1 年 へ 5 割 以 上 ノ 被 害 ラ 受 ヶ 作 岳 5 割 減 ト ス 。 


@ 早 ・ 風 害 

低 浸 地 テ ル 牙 早 加 ノ 年 へ 他 地方 = 比較 シ 、 作 況 典 = シテ 早 害 全 ク 

毎 年 風 害 アリ 南北 ノ 貴 = 特 = 大 ナリ 、3 月 乃至 月頃 ノ 持 節 風 = 再 揚 畑 ラ テ ス ュ ト 各 テ カラ ズ 。 と 
@ 病 昌 害 


康徳 1. 2 年 へ 虫害 臣 シク 高 浅 、 黄 豆 、 或 子 、 小 変 等 = 2 高菜 、 小 変 = ハ 時 虫 、 黄 豆 ^ 豆 こがね 、 穀 子 へ 78 年 
前 特 = 被 害 大 ナリ キ 。 病害 へ 黒 穂 病 = シテ 小 誠 高 菜 = 多 


磨 耕 地 ノ 有無 其 ノ 原因 
魔 耕地 へ 全然 テキ モ 、 屯 ノ 北 4ー5 満 里 ノ 虚 = 220 天 地 ノ 訪 地 ア リ 、 浸 地 = ニ シテ ある か り 性 張 キ 稿 テリ o 
5. 姓 守 、 事 比 等 影響 、 訓 一 般 ノ 募 向 キ 


民 國 2C 年 本 起 = 壮 賊 ノ 環 來 ア リ 、 家 畜 、 疫 物 等 ラ 兵 胡 サ レ 、 屯 民 へ 全部 夏 家 模 及 双 城 = 避難 モリ り 。 
・ 民 國 18 年 項 へ 丁 ノ 黄 金 時 代 = テ 事 規 後 ノ 誰 害 = 依り 生活 難 = 際 入 リ シ 方 車 民 ノ 奮闘 友 力 ノ 結 果 現在 デハ 7 乃至 8 和 





迄 眉 復 モエ リト 。 
j6. 区 765 c7r ーー 
le 度量 衡 ま ーー] 3 
3 材 ノ 大 キサ (メー トル 尺 ニ テ 測 ん) 交 3 / AM 
「 准 刊 丘 8 新 度量 衡 末 = (同一 物 ラ 種 ん ) ロー 法 
し 9 と の 2 


1 遇 =7.200 弓 1 弓 =8.5 下 方 尺 ( 横 ) 1.7 尺 (従う 5 尺 
- 1 尺 三 63cm 
理 


凌 呈 普 


( 昌 昌 還 滋 計 ) 証 若 記 理 号 


- 電 内 本 0 


1 末 営 履 量 並 小 作 闘 係 


























只 品 導 


( 号 加 当選 計 ) 語 得 呈 副 号 







































































| 地 | | 小作 幸 附 加 物 條 件 
天 地 党 高 菜 | 間 豆 | 閣 来 | 疫 子 | 和 子 | 
| 作 | | 金 紹 分 人 遇 指 | 村 和 | 
| 財 名 人 詳 5 ラ G 中 まま 有 有 | 財 | 古 2 デ 軍 
現 | 上 地 | 200 較 3.5 ー 3.5 古 | 26 20| 5s:5| 地主 側 | 全 額 | 分 盆 べ 四 
下 較 | 2 | 負 挫 | 負 搭 | 折 年 
中 地 | 150 3.0 2.0 4.0 一 | ーー 20 1.5 5:5I | 
1 | | ト 作 人 全 折 | 
| | ー だ 
基 」 下 地 0 35| 人 に | 
[ 9 = 雪 | | 1 5:5| 側 負 玉 負 准 
| 80l | | 15 0.7 | ほ 
最 年 時 MS 同 同 同 同 | こ 金 納 ノ 場 合 へ 前 綱 カ 民 國 7.8 年 項 = リ 物 綱 分 
基 ノ 必 量 45 4.0| 4.5 4.0 4.0| 備 答 が 洋 玉 銀 納 型 起 = 引 化 モリ 
弓 。 IX な 光 8 | 記 同 司 和 全部 旬 綱 前 挑 テ リ 
最 凶 作 年 時 矯 8 年 同 同 同 同 | 物 綱 ノ 場合 へ 帝 物 こ 定 メ ナ キ カ 全部 高梁 テリ 
ノ 映 革 人 結 細 届 小作 料 = 際 加 物 ( 延 物 * 役 震 * 諾 具 * 種 子 * 賜 科 ) ナ シ 語 
左 正 2 年 | 同 大 謙 層 ng | あの 作 た 2 表 が 2 
開拓 常時 敗 量 ト 共 石 号 | 地力 へ 10 年 間 位 紛 | に 在 地 ヨ 地主 ノ 差 異 ナ ェ 
党 1 | 2 滞 記 革 | 縮 モ リ 不在 地主 ト 恵 住地 主 ノ 差 美 ナシ 
共 制 石 = 依 ル 
2 だ 地 主 
内 大 地 主 屯 外 大 地 主事 内 = 土地 ラ 所 有 ス ル 者 ) 














| 5 | 所 有 | 所 有 | 其他 所 | < 所 有 万 有 | 革 入 
氏 名 | 理 業 | 分 | 舟 介 | 欄 中 大 地上 | 天 名 | 住 所 弄 業 身分 | 将 地 | 府 地 | 所 名 地 








| | | | < 天地 天地 
| 葵 景 新 PE 地 詩 ー| 20.00 1.60 


間 f 
| | 黄 景 正 同 半 同 ー| 50.00 0.80 
| | 
| 
| 
| 
































証 志 内 犬 地主 オ シ 








・ 働 ノ 過 不足 

市 内 座 働 力 ニ テ 足 リル カ 

不足 ノ 叶 期 過 不 足 ナ シ 。 

補充 へ 何 虐 ヨ リス ルカ ( 牙 働 市 場 ト ノ 開 係 、 共 ノ 大 約 ノ 人 表 ) 


特 = 多 忙 ナル 描 種 、 除 昔 期 ニム 、 王 宗子 ノ 深 働 市 場 = リ 1 日 =4 人 乃至 5 人 ヲ 雇 フ 、! ヶ年 =30 人 一 40 人 位 テ ナリ 。 


。 賃 (年 内 企 準 値 
日 25 鐵 年 工 ( 化 的 ) 45 加 月 工 (上 徴 的 ) 5 剛 
須 賃 へ 伺 時 最 モ 高 キ カ 、 高 キ 時 ノ 値 日 エニ ッ イ テ ノ ミ ) 
(AA 草 。 20 銚 
収 稼 307 
全市 耕地 播種 割合 、 大 略 、( 男 積 ヲ 得 サ と ハ 割 合 ノ ミ ) 
黄 豆 200 天 地 高 200 天 地 親子 40 天 地 欄 子 70 天地 
特色 アル 作物 ノ 有 無名 答 
小 謙 子 へ 岡 場 ノ 較 = 耕 作 え 。 


m 導 食物 名 
高菜 .7096 
殻 子 30% 

・ 販 真 作物 名 


黄 豆 640 石 1 石 12 回 
閑 子 1107 / 10 剛 


計 詩 要 ナ シル 副 業 出稼 地 (行商 其 ノ 他 修業 = ッ イ テモ ) 

ナシ 時 令 史 ラ 主 ト シテ 行商 へ 陸地 ヲ 以 ツテ 主 ト ス 。 
・ 和 殊 ナル 事 洪 

主 地 開 係 


入 甘 地 相 営 ア リ 、 軸 典 葉 人 入 典 人 付 等 ヲ 見 と 。 

典 償 へ 1 天地 70 周 乃至 80 問 = シテ 、 韓 典 ノ 場合 へ 、 原 和典 償 = リ 高 償 テ シュ トナ シム 

回 席 ノ 場合 地主 へ 第 一 ノ 入 典 者 = リ 行 ハル 。 

不在 地主 へ 民 國 15 年 頃 治安 不良 ノ 委 、 兄 弟分 家 シ テ 上 成 = 移住 モリ o 
小 作 開 係 

銀 納 定額 7022 他 へ 物 納 定額 及 分 盆 ナ リ 。 

分 盆 小作 ノ 附 加 物 全然 テ シ 。 

詩 地 ノ 細 分 化 = 依 影響 ナリ 。 
金融 事 椅 ( 主 ナ ル 金 融 ノ 方 法 利 符 等) 

主 ト シテ 軸 内 ノ 通 = シテ 、 例 外 的 = 質屋 = 借入 ス 。 

恵 内 へ 月 利 2 分 ラ 普 通 ト ス 。 

1 戸 在 均 負 債 額 150 周 位 ニ シテ 総額 2 高 園 ト ス 。 

土地 ヲ 搭 保 ト シテ 金融 スル 者 多 シ 。 


帝 . 子 [20 天地 


屋 高 1 戸 000 彫 アリ 、 具 器 的 償 避 方 法 チ キモ 、 生 産 ノ 増加 ヲ 計 生活 ヲ 向 上 モ シ メン トス o 


券 信 開 係 ( 捗 者 、 雇 邊 具 、 挿 具 、 換 工人 等 = 注意 ) 

生 具 、 挿 具 、 換 工人 等 何 レ モ 行 へ レ 寿 作 スル か 、 拉 青 へ 全 ク ナシ 。 
共 同 耕 作 ナシ 
線 有 地 (山林 牧 地 健 ) 

証 ノ 北 方 = 13 天 地 ノ 絶 有 地 ア リ 、 除 ノ 放 牧 地 = 供 ス o 

地 税 へ 屯 民 均 分 負 拒 トス 。 


居 忌 洲 


( 号 下 浸 光 詩 ) 語 得 呈 舌 尽 


了 


鐵 領 頻 第 七 恒 夏 家 横 村 萬 家 羽 身 屯 


族 別 


経 芝 様式 





HI 普 
- 普 時 畔 


〈 ロ 本 CO に 3 つの CFPO CNNITO 抽 に 


NO。 ト ら ト ら 5 ト DD DD DD DD いい 己 ーー ーー ーー 選 ーー ーーー 一 
coyCU で | の に G 衣 CO SQS の ICO ド 表 CI IS や | 
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証 本 表 = 現 レタ ル 石 へ 蒼 制 石 オ 























/ 


ル 


あや さそ 


/ 

















家族 員数 人 被 休 貞 誤 所 有 
月 -ーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 
男 | 女 | 〒 | 屯 内 | 出稼 | 計 | 耕地 
人 人 人 人 | 人 下 政 
598 596 31 109| 14| 4185.70 349545 
ーー ーー ー| 一 | 2505 2093 
3 2 ー| ーー ーー 150.00 150.00 
3| 3| ー ーー ー 83.30| 80.00 
4 3 ーー ーー ー 57.00 45.00 
1 1 ーー ーー = 一 41.00 40.00 
1 1 一 | 一 = 36.00 35.00| 
1 1 ー ーー ーー 25.00 23.00 
3 4 ーー ーー 一 | 223.00| ・ 223.00 
2 2 ーー ーー ーー 170.00 170.00 
3| 1 ーー ーー =ー 92.00 90.00 
3 2| に に ーー 41.30 40.00 
ク 2 3 ーー = ーー 43.00 40.00 
1 1 一 に ニニ ニニ 21.50 20.00 
9 2 = に ーー 21.00 20.00 
4 4 ーー ー 一 | 15.00 15.00) 
| 還 計 2 ニー 商 | 一 | 1200| iooo 
久 語 培 少 一 月 1 ーー 9.50 7.00 
14| 13 年 1 ーー| 一 | 291.00 280.00| 
18| 11| 年 。 2 ー ゴ ー]|| 264.30 220.00| 
6| 5 年 1 ー| 一 | il8.00| 114.00 
6 SE2 ー ゴ ーー 105.00 100.00 
2 年 1 ー|  | 84.00| 8200 
3 e 年 1 ー| 一 | 24.30 20.00| 
4 5| ーー ーー = 68.50 67.00| 
4| 10 | | = (8950| 上 iRR856 
和 キ 4 ー ーー ーー 30.00 30.00 
] [ 1 ー ーー 41.00 2S.00 
4 ー ーー ーー 24.80 22.00 
4 5| ーー ーー ーー 43.00 20.00 
3 1 ーー ーー ー- 22.00 19.00| 
引 6 阜 1 ー| 一 | iZ2.00 15.00 
2| 1 ー ー ー 16.00 





























証 








か 





面 


牧 地 | 人 8 








避 避 
10.00 
20.00 


65.00 258.09 
| 
| 











旧作 地 較 


2.612.45 





( 四 隣 部 沙 共 他 ノ 部 ) 





件 


36 
12 6.121.35 
47 





政 


36.65 





280.00 
220.00 
114.00 
100.00 
82.00 
20.00| 
1 
66.20 
30.00 
25.00| 
22.00 
20.00 
19.00| 





| 
し 














豆 右 到 贅 

| | 

7 44 34 に 半 い 

| | 

| | 

た | 隊 ーーe| 

| | 

| 

| | 

= 本 陣 

| | ご 記 

ー| ーー 当 ーー 1 

| | 

吉 || 二 に | ーー ニー| 

| 

= 隊 ドーリー = コ 

ーー 

二 層 2 還 向 上 2 

| 間 放 | 孤 ー| 還 生計 2 

Im 2 Oi 識別 

中 者 議員 | 用 
| 

| デ 一 | 1 2 

ン | 還 当 司 三 | 関 山間 セ 
| 

= 凍 語 1 貞 1 
| 

ご 2| 一 | 1 1 














| 78 競 ノ 肌 典 地 アリ (所 有 地 = 合 マ ズ ) 


| 軸 典 地 95 癌 アリ C 所 有 地 = 信 マ ズ ) 


| 所 有 地 = 入 商 地 10 癌 ヲ 含 ふ 分 低 小 作 モ シュ 


| 神仙 年 工 1 ハ 大 師 夫 


| 挿 具 反 テテ シ 寿 作 ス 





出典 地 75 部 リ (所 有 地 = ニ 全 マズ ) 





| 
| 
| 
| 
| 
| 


| 4 年 前 20 癌 ヲ 400 岡 ミ テ 出 典 ス (所 有 地 = 含 マ | 


の 
寺 
叶 章 党 





| ズ ) 10 訪 18 財 ニテ 小作 モ シ ュ 


的 邊 具 ^ 揚 明山 ト 3 月 ナス 


| 物 綱 定額 高菜 2 石 ト ス 外 = 出典 地 10 競 ア リ 
| 10 周 ニテ 出典 ) 所 有 地 = 含 マズ 


以 牛 具 15 日 ラナ シテ 耕作 ス 


| 符 銀 財 入 51 財 基地 共有 テ リ 
| 月 工 政和 12 岡 入 典 地 宅地 共 121 回 鬼 養 収入 4 財 


| 所 有 地 = 入 典 地 24 誠 ヲ 含 ふ 

屯 長 ラナ ス 

人 12 
ズ スズ 


券 銀 支 出 年 50 周 ナリ 
| 挿 具 ラ テ シ テ 耕作 1 
選 邊 具 挿 具 テ ナシ テ 耕 作 ス 


換 工 10 日 間 ラ ナシ 耕 作 ス 





雇 生 具 テ ラテ ォ シ 耕作 年 支出 29 財 


| 」 雇 和牛 具 換 エニ テ 埋 作 ス 出身 地 27 癌 ア ) 350 剛 
| = テテ 出典 所有 地 = 含 マズ | 


| 換 邊 具 = テ 耕作 ス 
年 エ へ 小生 拓 民 ラテ 耕作 る 
| 





雇 和牛 具 年 8 固 軸 


10 


只 遷 沙 


( 号 避 漠 泊 習 ) 語 牌 中 幸 忌 


殿 忌 准 


(本 避 湖 滋 詳 ) 語 得 本 如 忌 


市 











ク 


自作 地 










































































度 家族 内 燥 | 大 人 | 徹 人 員数 所 有 面 入 

ま | 族 串 | 引 奪 本 式 の 

明 | 男 | 交 | 王 | 証 内 | 計 世 地 | 牧 地 放電 | 共 ノ 他 
32 湊 | 自 作 2 3 本 12.75 毅 っ 5 ー| 合 og 1.50| 
2 / / j 。 品 | = ー|  -| 1300 10.00 ーー ーー 3.00 
24 ク | 自 ec 話 7| 9 年 2 ー| 一 | 12920| 165.00 ー| 10.00 4.20 
35 | ヶ ヵ 7 は Ma 有 間 1 ー| | gsog| gooo ー 3.00 
36 | 7 / 8 8 慎 1 ー| 一 | essgl eoao ーー | 458 
37 / / 3 2 年 2 ー| 一 | 53.09 50.00 ー 3.00 
38 / / 5 10 一 ー| 。 -| 38.00 48.00 ーー 一 ーー: 
39 の ヶ 2 | 還 還 54430 50.00 ー 4.30 
40 / ヶ 3 9 年 ー| 一 | 3950 40.00 ー 0.50 
41 / 7 4| 4 年 本 ー|  -| 2200 40.00 | 記 2.00 
49 / 7 6| 5 古 2 ー| | る 439 40.00 ーー 当 4.30 
43 / / 8 2 履 ー| 一 | 53.80 40.00| 10.09 3.80 
44 / / 名 品 。 選 | 請 | の Ei 39.00 ー 
45 / (/ 2| 4 年 2 ー| 。 ご | 84.09 36.00 ー| 44.00 4.00 
46 / // i1| 11| 一 ー| 一 | 34.00 34.00 ー 一 ーー 
47 旋 (4 2| 4 年 2 | 所 GE 39.00| 軸 50.00 3.CO 
49 潤 (4 6| el 月 1 ー| 一 | 34.00 39.00 一 4.00 
49 / / 8 語 月 縛 認 1 ー| 一 | 32.00 30.00) 一 | ーー 2.00) 
50 / ん | 27| 一 ー| 一 | 22.00 25.00| ーー ー 4.00 
5] / / 8 7 一 デ 一 | 27.09 23.00 | 3.00 
59 / 4 3| 。 5 ーー ーー ーー 30.50 23.00 = ニニ 6.50 
53 / / 4| 5 1 一 ー| 22.50 20.00 に ヨコ の 
54 4 4 引 2 ーー ーー ーー 23.50 21.00 = ーー 2.50 
55 ル / / 4| 5 ーー 一 ーー 25.00 29.09 ー ゴ ーー 5.00. 
56 / / 4| 3 。 一 ー| 一 | 23.00 20.00 一 3.00 
57 / 7/ 44| 詞 三 ー|  -| 39.39 18.00 _ 12.00 0.30 
58 / / 4 衝 6 ー 一 ー | 19.00 14.00 | 5.QO 
59 / / 1 ーー ーー 一 14.00 .14.00 ーー 

60 / / 科 4 一 12.50 10.00 ー 2.50 
61 4 / 3 一 | 11.00 10.00 一 1.00 
62 ケ ク 参 放 | 一 13.00 10.00 直 3.00 
63 ク ヶ | 縛 癌 一 12.00 10.00 2.00 
64 の / 6| 3 一 | 12.00 9.00 3.00 
65 (/ (/ 且 5 年 提 ー| 10.50 8.09 2.50 


議 本 表 = 現 レタ ル 石 へ 若 制 石 テ リ 
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( 四 隣 部 沙 共 他 ノ 部 ) 


| 大 家電 所有 





























































小作 形 吉 耕作 面積 代 付 地 」 
| 司 | 年 | 上 大 車 氏 | 
. 財 MGS ーー ココ 当 換 エ ラナ シ 耕 作 ス 
則 ー| 1Q09 一 | - 一 一 | 一 一 一 | 丁半 内 = テ 耕 作ろ 年 支 旧 7 
2300| 定 金 前 20 購 18800 一 | 』l 一 2 2| 所 有 地 = 入 典 地 15 ヲ 合 ム 
30000| 分 全 5:5 18000 一 | 一 3 一 1 1 
80.00| 定 金 後 20 財 | 140.00 還 2 1 全 a 4 
80.00| 分 僧 5:5| 130.00 一 中 | 1 | 一 八 目 1 上 2 
80.00 / 2809 二 王 川 一 | 三 | 1| MM 1 放 アフ C 所 人 = 人 る 
6000| 宏 金 毅 55 史 | ino00 一 | 一 一 3 ー| | コ 
gmo0 半 交 2 器 | oo 一 | 2 一 | ] ュ 2 
40.00| 分 盆 5:5| 80.00 語 1| 一 | ii 一 | 中 2 
1000| 定 金 後 15000| 一 | 1 一 | 2| 1| 1| 1| 六 銀 到 貞 22 岡 小作 地 へ 不在 地主 所 有 テ ナリ 
5000| 定 金 前 9000 -l ヨゴ ュー 2 56 軸 穫 地 225 波 ア 9 (所 有 地 = 含 て 
4000| 分 会 5:5| 7200 一 | | 一 | 一 | | 一 | 一 | 近 具 = ョ リ 耕 作ろ 
40.00| 定 3 76.00 ー 1| 一 | | 一 | | | 六 銀 支 軸 88.60 周 葵 地 共 有 ナ リ 
130.00| 分 盆 5:5| 164.00 呈 王 居 二 2 証 H 症 に 
50Q0| 定 金 前 800O| 一 | | 一 | | 一 | 1| 2| 府 公 上 年 100 加 テリ 
Bo て 還 50.00 ー| ー| 一 | 1| 一 | 一 | 一 | 換 年 具 10H 間 = テ 埋 作 ス 
90.001 笑 計 120.00| 一 | | 一 | | 一 | | 1 月 エエ ュ テ 月 7.50 回 ラ 支 答え 
耳 Bn0 半 料 。 生 150.00 時 1| 一 | | 一 | | 2| 換 搬 具 = 依 耕作 ス 
9600| 分 盆 5:5| 120.00| 一 | | 一 | 1| 一 | | | 挿 具 ラ ナシ 耕 作 ス 
S0.00| 定 金 前 20 財 | 7400 一 | |ーー 中] 誠 
20.00| 分 盆 5:5| 40.00 ー| 1| 一 | 一 | 一 | 1| 1 換 生 胡 ラ ナシ 耕作 ス 
4000] 笑 財 き 時 61.00 当 | 一 | 一 | 一 | | 2| 挿 内 = ョ リ 耕 作 ス 
20.00 ーー sm00| 一 | 呈 コー ュ 1 
10.00| 分 人 益 5:5| 30.00 ー| ーー ーー ュ ー| 一 | 畠 具 = ミュ 9 作 ス 
2000 3 電 20 加 | 3800 el 4 
5s0.00| 分 盆 5:5| 64.00 ー ーー 一 一 | 換 〒!OH ラ テ シ 耕 作 ス 墓地 へ 共有 ナリ 
26.00 / 40.00| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 振 具 = ョ リ 耕 作ろ 
20.00| 定 金 前 25 回 | 30.00 還 1 一 | 一 一! 一 ー| 換 生 具 10 日 ヲ ナ ス 
10.00| 定 金 前 20 彫 | 20.00 当 考 | 選 | 当 ) 王 ー| 一 | 六 千 具 = ョ リ 耕 作 ス 年 支出 20 剛 トス 
| 2000 7 30.00 ヨ 1| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 挿 具 = ミリ 耕 作 ス 
700| 分 盆 5:5| 27.00 ー| 一 | 一 | 一 | 誕 一 宅地 2 問 ヲ ラ 入 典 モリ (所 有 地 = 含 ふう 
_50.00 修 本 so 一 Wi 王 還 引当 販 - 
45.00 ク 5300| 一 | 一 | ニニ 























1| 換 工 15 日 ラナ シ 耕 作 ス 








語 臣 本 旭 司 民 品 藻 


(配当 況 言う 


(本 豆 滞 溢 避 ) 昭和 本 殿 忌 
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計 本 表 = 現 レタ ル 石 へ 共 制 石 ナ リ 








| 小 


/』 











5) 


mm 
(の ) 





RIRy DNCO ま NO NO き CO 之 CO)Ot CO 中 考 CI 二 ら 必 mh 








































魔 耕地 | 其 ノ 他 








到 贅 
20.00 3.00 





2.00 



















































_ 概 7 (本 陸 部 落 共 他 ノ 者) 
| 大 家斉 所 有 | 座 寺 思 
作 形 胡 時 作 面積 人 付 地 | ーー キ | 介 時 計 
' 局 | 生 | 騨 | 奈 | 時 
二 8 | 罰 村 還 H | 2 66 
28.00 ー| 1 ー| 一 | 一 | 2 換 生 具 10 日 ラナ シ 耕 作 ス 67 
sm ゴゴ ゴゴ |] | 半生 99 議 誠 9 
24.00 ー| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 苦 銀 眉 入 26 剛 出典 地 12 誠 へ 所 有 地 ニニ 合 マ ズ 69 
15.00 ー| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 一 | 症 生 具 18 賠 ラナ シ 耕 作 ス 70 
1400| 一 | 一 | 一 | 一 一 | 一 | 一 | 年 工 政和 30 面 和典 地 20 吉 へ 所 有 地 = 含 ふ 7 
130.00 ー| 1 一 1 一 | 1| 3| 整 土 年 政 50 彫 出典 地 20 店 アリ 所 有 地 = 合 マ ズ 72 
17.00 ー| 一 | ゴー 由 一 一 参 銀 政和 59 彫 テ 5 73 
17.00 el 当 ー| 一 | 一 | 一 | 年 工 政 入 40 較 テリ 雇 邊 共 ラ ナシ 耕作 年 支 貞 10 較 | 74 
15.00 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 換 和 牛 具 5 昌 ラチ ナス 75 
10.00 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 屋 千 具 年 支 軸 12 財 76 
0909| 一 | 一 一 - 一 | 屋 人 日 ラテ ン 新 作 7 
10.00 ー| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 年 エエ 収入 40 周 挿 具 テテ シ 寿 作 ス 78 
10.00 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 ! 一 | 挿 只 20 昌 テテ ス 墓 地 共有 テリ 79 
12.00 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 本 忠生 土 年 政 200 園 ト ス 80 
10.00 oe えり 和央 [本 合議 馬 押 条 較 PE 81 
10.00 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 改 午 具 年 12 周 = ミ テ 耕作 ス 82 
120.00 人 83 
110.00 ー| 一 | ーー ーー 1 小作 地 附 加 物 トシ テ 役 才 農 具 ア リ 84 
100.00 2 0 較 太 | 85 
85.00 一 | 一 | ー il 一 | 一 一 | 挿 具 = テ 耕作 ス 86 
60.00 ー| 一 2 表 時 時 1 由 家 屋 ト 宅地 へ 小作 地 ノ 附 加 物 チリ 87 
60.00 ー| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一] 換 エ ラテ シテ 耕作 88 
60.00 = 才 | | 一 | 1| | | 同軸 陳 E 69 
4000| 一 | _| -| _| i] | | 委 時 3 癌 用 典 ス 所 有 地 ニ 合 マズ O 搬 長 ニ テ 克 作 | g0 
35.00 一 | 一 | | 一 -| 一 | 1 挿 只 = ミ テ 耕作 ス 91 
34.00 ー-| ゴゴ ゴー 門 蛋 見 ェ 92 
30.00 ー| 一 | 一 | | | 一 | 一 | 挿 邊 上 1 日 ヲチ テテ 93 
28.00| ー| 一 | 一 | 表 l 一 | 一 | 換 生 具 10 日 ラチ ス 94 
Bels トー-| ご eel に | 靖 思 まま 知 95 
25.00 ml = ー| 一 | 換 邊 具 ラ チ ス 96 
10.00 ー| 一 | - 一 一 國 一 97 
1000|。 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 ] 親 成 = 》 諾 具 役 装 ヲ 無償 借用 ス 98 

| 
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(配当 溢 記 ) 語 壮 本 最 計 半 号 普 
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廉 耕地 | 其他 


牧 地 























トッ 計 | 地 


被 代 中 数 














EE 





ーーー ニー ニーーー ニ ーー ピーン 





四 折 時 皿 時 四 証 時 四 千 四 千 回 千 四 千 四 生 加 



































汐 多重 





妃 巻 品 岩 居 ( 返 沈 環 競 吾 ) 


_ 叶 生 で ご 中 さ 詞 時 拉 還 こみ に に 人 すう ーー ーーー ーー 
1 本 村 RP PU US LIU U ま US WUe UM 攻 トド ドル 上 請 語 商 旨 IH 呈 8 
圭 
潮 き Cm う H 
PS 隊 2 9 Qp Wereomeoanre 
中 
生 人 OR 
Av 
《 
本 。 民 ドコ 青 
に SS 和夫 KS や 和夫 に や この ES まじ っ S を まあ に 3 生 電 計 に SS 誠 各 人 ES や ま S や ま や で 
較 ー < 民 
ーー ュ 」 
際 失語 拉 KS 提 に ミ コミ SS SS 
間 地 地 | 中 8 8 き き .8 SB giga SB SI 紀 当 人 S S S S き 8 il 思 員 頭 計 5 
人 





現 レ タル 石 へ 蒼 測 石 ナ リ 


本 表 = 


庄 


。 10.00 





30.00 / 

10.00 定 金 前 
二 に は 鈴 5:5 
2 な | 前 
| 8 昌 


定 物 後 1.8f 





- 定 
| 80.00 尼 2 E 
| 


1 


26.00 分 盆 5:5 


| 物 細 15e 
al 


10.00 定 金 前 8 回 
20.00 定 金 前 12 同 








( 四 隣 部 落 共 他 ノ 部 ) 




















ー| 挿 具 = テ 耕作 ス 年 =15 日 間 須 銀 陸 入 30 賠 
一 | 深 銀 牧 入 43 賠 


1| 宅地 茶 岡 ラ 25 岡 デ 借 入 ス 、 換 生 具 = テ 耕 作 ス 
一 | 換 生 具 ラナ ス 

一 | 雇 生 具 年 18 岡 変 出 2 問 へ 共有 募 地 ナ リ 

一 | 雇 生 具 年 8 剛 = テ 耕作 日 工 政 入 12 賠 

一 | 換 工 6 日 ラチ ス 





一 | 換 生 具 ラ テス 
一 | 日 工 政 入 15 周 者 エ = 依り 耕作 ス 
一 | 年 エエ 政 入 100 賠 
































券 銀 収 入 40 回 換 生 具 年 4 一 5 日 ラナ ス 
一 | 換 生 具 8 日間 


1| 冬期 澤 搬 業 ヲ ナス 年 履 60 岡 ナリ 

替 天 = テ 打 早見 ラナ シ 年 10 賠 誠 金 っ 挿 具 ニ = 依り 

耕作 ス 

| 忠 城 ニテ 大 師 夫 ラ ナス 年 下 56 較 拠 邊 具 3 日 ラナ 
スズ ス 





一 | 鬼 半 1 人 年 政 10 岡 ア ) 換 生 具 20 日 ラナ ス 
一 | 換 牛 具 10 日 ラナ シ 耕作 ス 信 介 1 人 年 40 財 
一 | 番匠 = テ 年 下 30 周 アリ 

共有 共 地 テリ 科 期間 抜 状 ラナ ス 

ー| 誠 旬 収入 83 彫 テリ 

ー| 券 銀 収 入 78.60 彫 ナリ 

ー| 苦 銀 収入 71.10 賠 チリ 

ー| 苦 銀 陸 入 70 財 ナリ 

一 | 替 銀 履 入 60 較 ナリ 

一 | 券 銀 下 入 57 彫 チリ 

一 | 府 銀 収入 38.50 周 チリ 

上 共有 甘 地 1 吉 ア リ 有 替 銀 下 入 75 剛 アリ 

一 | 共有 墓地 1 就 ア 9 苦 銀 政 入 80 賠 








| 一 | 共有 墓 地 1.3 政 ア 9 銀 政 入 80 財 


ー| 大 人 収入 7O 


| 券 銀 由 入 42.4G 彫 アリ 
I 
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118 


121 


124 


132 


半 豆 営 


( 配 層 刺 滋 言 ) 呈 苗 本橋 号 


面 策 


証 


有 





牧 地 | 6 | 人 0 
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NE 
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家族 員数 
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本 表 








庄 


133 
136 
137 
138 | 
141 
142 | 
143 
145 | 
156 
157 
158 
159 
162 
163 
164 
165 
166 
167 | 





漁 昌 呈 


小作 形 能 | 耕作 面積 | 供 付 地 


況 





( 四 隣 部 沙 共 他 ノ 部 ) 


大 家斉 所 


3 





















































| 日 工 収入 20 剛 冬期 間 換 甘 ラ テス 


に 2 較 人 丁 高菜 2.5 石 6 ヶ月 分 ナシ テ 給 奥 





券 銀 必 入 艇 

所 有 地 基 ノ 他 35 剖 ノ 内 荒地 30 誠 ヲ 含 ふ 

と さき ea 5 束 ヲ 32 剛 デ 出 典 え (所 有 地 
共有 基 地 1.3 誠 ヲ 合 ふ 未 銀 牧 入 50 剛 

墓地 1 癌 アリ 葵 銀 年 収 55 岡 

券 銀 下 入 69 賠 

銀 収入 35 賠 

共有 共 地 1.3 誠 ヲ 有 え 豆腐 製造 ラナ ス 年 政 20 較 
旬 夷 入 48 賠 

芝 旬 政 入 2.50 較 親戚 = 寄 偶 ス 

10 年 前 秋 死 亡 シ 独身 ナリ 


日 工 政 入 8 岡 科 期 間 抜 佐 ヲ テス 
1 日 工 政 入 3 闘 本 忠 城 ニテ 店 員 見 居 年 送金 20 賠 裁 | 

雑 牧 入 4 賠 

涯 旬 必 入 50 賠 

日 工 政 入 30 岡 大師 夫 年 政 20 間 (小生 拉 子 ) 


券 旬 収 入 36 周 


芝 旬 収入 10 岡 宮 食 ラナ ス 


「 所 有 地 其他 13 束 ノ 内 革 地 10 束 ヲ 含 ふ 
【 苦 銀 収 入 30 彫 貢 料 探 反 20 周 


日 工 政 入 27 賠 靴 修 理 年 下 20 賠 

共 腸 地 2 癌 アリ 名 食 ラ ナス 

投 葉 収入 5 賠 基 採取 収入 15 周 食 ラ ナス 
信介 年 政 50 賠 

赴 青 的 年 政 25 周 若 採 取 収 入 20 賠 ナリ 

商業 ( 條 店 ) ラテ ス 年 収 80 財 

行商 人 屯 内 = テ 食 料 店 ヌナ ス 年 50 回 
屯 内 = ニテ 精 維 テラ テス 年 収 80 周 * 

葵 地 1.5 問 ヲ 有 ス 食 料 在 貨 行商 ろ 年 70 周 
叉 級 = テ 生 活 ス 

粗 笑 テテ ス 

沖本 ラナ テ 年 下 高 黄 2 石 | 
拡 葉 文 ^ ハ と を 食 ラチ ナス 

同 ョ に 

共有 墓地 3.5 癌 有名 食 ラ チ ナス 
を 食 生 活 ヲ ナス 














157 


162 


(加速 汰 滋 高 ) 語 簿 本 和 避 壮 藤 次 


蛋 哀 堂 


( 吾 忘 沖 如 オ ) 語 得 丁 融 号 


戸 敷 133 戸 
耕 作 箕 家 27 戸 
呈 ノ 議 MD 旨 55 戸 
人 日 
男 397 人 
女 424 人 
計 821 人 
・ 芝 働 
雇 休 年 月 工 52 人 
役人 価 者 58 人 
っ E 束 5。 所 洒 
乾 地 4379.83 誠 
・ 土 地 利 用 
自 作 地 384540 就 
小作 地 2648.707 
耕 作 地 計 6494.107 
食 付 地 534.437 
・ 小 作 闘 係 
定 作 金 納 42 伯 
定 類 物 納 87 
分 盆 物 弟 17 7 
計 677 
大 家畜 所 有 
上 34 豆 
氷 527 
大 25/ 
- 天 虹 具 所 有 
大 亭 32 宮 
現 天 82 架 








Cg 内 57 人 出稼 1 人) 


1 戸 営 耕地 32.23 訪 


1 戸 営 耕作 地 48.83 就 





















キ 
ルン ッ み 
ノ 
の 
2 

/ 

/ 

/ 
の Eu S 坦 還 


\ 








2、 市 ノ 開 低 年 代 < 今 ヵ ぅ 人 殺 年 前 ) 
300 年 前 清朝 ノ 康 団 年 間 = 夏 ト 舟 スル 人 草 分 フ ラナ シ 、 家 = 模 ノ 如 キ モノ ラ 現 築 モ シ 入 、 夏 家 模 ト 生 ス え ル = 至 ル ん 
3. 交易 開 係 
〇 中 心 都 市 ・ 其 レト ノ 交 通 開 係 南洋 鐵道 開通 以前 へ 、 法 庫 族 = 2022 鐵 測 路 城 = 8022 割 位 ナ リ シ モ 、 鐘 道 開通 後 
尊大 本 皮 城 = 表 下 サレ 、 現 在 デム 鐵 潮 9522、 法 庫 5 22 ノ 交易 開 係 有 ス 。 
〇 穴 多 及 睦 入 市 場 (都市 名 ) 宮 却 人 主 トシ テ 本 藻 城 デ 、 障 入 へ 短 嶺 及 大 苦 堆 子 ト ス 。 
偶 起 調査 赴 ト ノ 交 易 (行商 券 力 需給 箋 = ツキ) 


券 力 策 給 ノ 開 係 へ 調査 屯 一 般 = 耕作 早 キ 鍋 、 播種 、 除 草 、 履 穫 等 相 営 = 需給 開 係 ヲ 結 プア o 調査 起 = リ 0.6 本 屯 ョ 
リ 9 04 ノ 割合 トス 。 行商 へ 日 用 品 ラ 主 ト シテ 行商 人 及 条 代 商 き ミリ 叶 入 と 、 調 査 貞 = リ 行商 = 来 シ モノ 少 と 。 


自然 的 條 件 普 = 災 法 


地 質 * 地 味 水 質 

黒色 圭 土 地味 中 席 ナ リ 。 盆地 ノ 如 キ 地 形 ノ 師 、 あ る か り 性 ノ 硬 水 = ニ シテ 水質 不良 ナリ o 
@⑥ 水 害 

遊 河 ノ 洪水 ナ キ モ 隆 雨 ノ 筐 、 立 地 的 條 件 佳 チ ラズ 。 
@ 時 ・ 風 圭 


民 國 ? 一 8 年 項 大 早 害 = テ 礎 期 間 播 種 全 面積 ノ 6 制 = 達 シ 、 陰 5 月 13 日 = 瀬 ク 隆 雨 ヲ 見 タル モ 履 量 6 割 減少 モリ 。 大 
ノ 後 時 害 少 ク 、 民 國 5 一 6 年 天風 ノ 肪 、 播 種 直 後 ノ 種子 ラ 吹 飛 シ と 被害 基 ダ シキ モ 其 ノ 後 へ 大 ナル 風 害 少 シ 、 小 豆 、 
各 、 変 ノ 順 = 再 播種 シ 、0.15 ノ 減 下 見 タリ 。 


@ 病 昌 筆 
民 較 10 年 穀 子 偶 穂 期 = 粟 虫 ノ 投 害 基 ダ シク 、 康 徳 1 年 黄 豆 、 高 菜 = 購 灯 昌 ノ 設 生 多 ク 3 一 4 市 ノ 減 政 ヲ 來 モ リ o 


康徳 2 年 ノ 役 害 等 へ 少 シ 、 高 梁 、 栄 仁 ノ 黒 穂 病 モ 相 営 被害 大 ナリ 
膝 耕 地 ノ 有無 其 ノ 原因 


低地 = テ 混 地帯 = ハ 麻 耕地 所 そ = 昧 在 ス 。 乏 へ 降雨 多 キ 年 = 甚 シ ク 東北 及 西 北方 = ハ 礎 耕 地 約 100 天地 アリ 。 

5。 攻 告 、 事 北 等 影響 、 証 一 般 ノ 甘 向 キ 9 

清朝 時 代 へ 蘭 害 相 営 有り 人質 ム 金物 強要 モラ レシ ュ ト アレ ド 、 民 國 年 代 以 降 へ 比 層 的 在 生 = シテ 、 事 難 後 直接 影 

雄 ヲ 見 ザ レ ドモ 、 大 同 2 年 = 討 上 軍 駐屯 シ 、 懇 約 100 無償 徴 政 ノ 入 、 村 組 ノ 負 挫 過重 トナ テレ リ 。 現在 屯 ノ 状態 へ 民 較 

以前 ノ 凶 作 ト 事 帝 直後 ノ 睡 害 、 或 へ 泰 革 ノ 下落 = ョ リ 村 ノ 双 済 状況 へ 水生 線 下 = 階 リ 困 信 ノ 境 = ニ 沈 演 モ リ o 

現在 ハ 松 債 償 油 ノ 危 、 生 活 程 度 未 ダ 惨 復 モ ズ 。 

材 ノ 大 キサ (メー トル 尺 = テ 測 池 ) 

蓄 桁 片 8 新 度量 衡 丘 = 8 (同一 物 ラ 笑 ル ) 

1 晒 王 200 弓 1 弓 =8.5 在 方 凡 ( 横 ) 1.7 尺 ( 従 ) 5 尺 


連 6 紀 ジョー 
1 弊 = 村 5 こ 2309 


1 尺 =1.3 尺 Cm 





層 忌 営 


(中 啓 滋 ) 諾 薄 本 吉 号 


悦 哀 癌 


( 号 詳 弟 箇 オ ) 語 草 本 庄 品 
































地 小 料 附 加 物 條 件 
b 営 高 
の 人 M2NN 金 紹 分 会 | 責 岳 | 村 
| | | 
茶園 25 加 5 | 
現 | 上 地 |300| 400 石 | s:5 | 地主 側 」 全 額 | 分 全 
| 普通 20 周 | 
現 | | 負 次 」 人 捨 | 作 折 
甲 地 |200| 300 石 18 賠 1 8535 
政 小作 人 
岡 男 
量 | 下地 | 100 2.00 石 5 一 15 5 5 
































側 負 獲 額 負 3 








明豊 作 年 時 | 園 國 14 年 
其 ノ 必 量 | 5.50 石 
最多 作 年 時 | 民 図 初 年 | 民 
大 ノ 下 量 2.00 石 











開拓 営 時 下 量 








著 制 石 = 依 ル ん 


恵 内 





300 年 前 
テル カリ 

















ト 能 、 種 1.00 五 委 ! OO 








上 


二 、 夫 2 


金 綱 ノ 場合 へ 前納 カ 上 と テ 前 搬 = シ テ 全 稚 フ 
約 9596 後 提 ノ 場合 へ 利子 ラ 附 邊 
物 納 ノ 場 合 へ 穀物 = 定 メ ナ キ カ ォ シ ーー 
作 肝 ー 朋 如 物 ( 更 ・ 役 吉良 具 ・ 種 子 * 取 料 ) 
場合 竹 子 、 料 折 年 温 産 物 小 作 人 有 得 


ノ アー ハ 作例 天 鐵 と 
小作 人 ノ 義 務 


不在 地主 ト 屯 住地 主 ノ 寺 不在 地主 5 一 6 戸 
市 内 地主 へ 10 戸 仁 テ ナレ ドモ 差違 チ シ | 

















主 CE 内 = 土地 ヲ 所 有 ス 








| * クタ Pf 人 











氏 名 | 職業 | 身分 | 住所 
劉 下川 地 ・ 自 本 隊 基 | 定 諾 












































120 天 地 ] 19 天 】 





市 /。 析 。 


難 項 
. 肥 働 ノ > 過 不 足 
年 工 20 
字 由 働 カニ テ 足 リル カ mW 207 耳 = 吸 必 サル o 
回 た 


不足 ノ 叶 基 

補充 へ 何 炭 ヨコ リス ルカ ( 芝 働 市 場 ト ノ 開 係 基 ノ 大 約 ノ 人 訓 ) 

犬 災 堆 子 ト ノ 六 働 市 場 開 係 ナ シ 。 

民 國 5 一 6 年 基本 屯 = モ 沙 働 市 場 ラ 開 催 モ シュ ト ア レ ド モ 雇 主 ナ キ 和 人 、 有 名 無 和 ノ 舌 意 ナリ 。 


。 替 賃 (年 内 下 準 信 
昌 エ 0.30 賠 年 工 ( 眼 僚 的 ) 45.CO 賠 月 工 ( 眼 人 的 ) 5.0C 較 
券 賃 へ 何時 肖 モ 高 キ カ 、 高 キ 叶 ノ 値 CH エニ ッ イ テ ノ ミ ) 


1 六 5 本 条 前 リ 。 


会 市 耕地 播種 割合 、 大 略 、( 軸 積 ヲ 得 サ レス 割合 ノミ ) 


特色 テル 作物 ノ 有 無名 租 
プ ジ 
主食 物 名 
高 菜 6 割 穀 子 4 割 
・ 了 販 作 物 名 
葉 豆 政 量 ノ 約 8 割 1 石 12 賠 病 子 政 量 ノ 約 5 割 1 石 云 米 11 韻 百 米 23 賠 
細 諸 要 ナ グ ゲ ア 副業 出 乏 地 (行商 共 ク 他 備 業 = ッ ツイ テモ ) 
小 農 階 殺 へ 換 葉 ラテ ス 、 直 家 各 棚 へ 年 工 3 人 路 城 へ 大 師 夫 1 人 四 家 和 棚 へ 年 工 1 人 鐵 路 員 誹 夫 1 人 基 ノ 他 テ シ 。 
・ 特 殊 ナ ル 事 宮 
主 地 賠 係 


地 40 周 ナリ キ 。 其 ノ 後 泰 票 下落 ト 食 起 統 制 等 = 起因 と 、 地 償 低 落と 土地 ノ 移動 滞 交 減少 モリ o 
其他 劉 巨 川 て 不在 地主 へ 夏 ョ リ 征 眉 レ テ 來 恵 シ 、 英 大 ナル 土地 ヲ 購 入 モ リ 。 


小 作 開 係 
人 遂 移動 少 キ 筐 、 旦 共 動 過剰 ノ 結果 銀 納 型 態 = アリ 、 物 納 小 作 ナ と o 


禅 青 ナシ 。 


金融 事情 ( 主 ナ ル 金 融 ノ 方 法 利率 人 等) 


25 分 ノ 利 系 リ 、1 戸 在 南 50 岡 ノ 負 償 ラ 
出典 ノ 方 法 = 作 の 全開 保 1 基地 異人 50 回 宇 100 較 人 、 韓 典 えん 場合 ナシ 。 
茅 働 開 係 ( 失 埋 、 雇 邊 具 、 挿 具 、 換 工 等 = 注意 


Q) 反 青 分 盆 型 門 ノ 小 作 ラ 拉 青 ト 俗名 え 、 約 本 屯 ニ ネー5 戸 アリ 、 に の た ーー トス o 


ノミ 雇 主 ミリ 仰 ゲ 。 
打 味 見 ム 人 農具 役 畜 捉 供 シ テ 日 エメ 、 1 日 1 周 乃 至 1.50 彫 チ リ 。 
③⑬③ 挿 具 作 面積 ノ 大 小 = 依 サリ テ 役 畜 ノ 日 敷 = 差 千 アリ 。 
本 屯 ニ = ハ 約 20 組 40 戸 トス 、 5 天地 且 、 弁天 地 時 ノ ミ ブ プー 
(《④⑬ 換 エエ 了 クノ 換 エ ハム 有 梨 ラ 基 進 ト え 約 3 五 
ト 人 トノ 場合 へ 日 粗 = 依 ん 約 40 戸 


ーー 

シン 

起 有 地 Ci 株 。 贅 地 焦 ) 

ナシ 癌 M62 ヶ 所 102 7 以前 へ 官 有 地 ナ リ シ ェ 、 現在 へ 料 公 所 芝 管 理 シ 、 循 = 貧 家 が 理 非 メ 。 





臣 豆 240 天 地 高菜 240 天 地 症 米 60 天地 共 ノ 他 30 天 地 殻 子 60 天地 


民 國 18 年 詩 地 ノ 移 動 滋 シク 1 天地 800 周 位 = 騰 中 モリ 、 之 へ 豊作 績 キト 殻 価 膝 中 = 影 響 ノ 念 テ リ 。 営 叶 小作 料 1 天 
民 國 初 年 へ 物 綱 定 額 ナ リ シモ 、 其 後 土地 宮 買 が 盛 = 行 ハ レ 、 小 作 地 大 底 と 滞 大 銀 納 、 或 へ 分 盆 ノ 型 正 = 和 居り 。 


主 ト シテ 市 内 、 或 へ 恵 外 ノ 知人 親戚 癌 = 2 特殊 テル シム 質屋 = 小額 ノ 琴 通 ヲ 受 ク 、 短 期 月 利 3 分 長 其 月 利 


で ) 以 年 氏 老 守 ト 各 と 記 生 上 ノ 請 負 ラ ナメ 1 天地 5 る 較 = テ | 作 圭 1 六 内 、 落 力 ヲ 提供 シ 、 人 団 ノ 会 


(中 記 党 周 み ) 証 箇 本村 号 義 号 営 











( 呈 潤 滋 環 み ) 員 蛋 相 群 尽 








算 内 光 第 上 臣下 家 模 村 大 夏 家 機 市 
諾 | | * と 人 只 癌 | 0 拍 兵 
第 | 族 別 | 親 普 様式 5 | | 
朋 | | 男 | 女 エ | 屯 内 | 軸 称 | 計 | 耕 地 | 礎 耕 地 | 其 ク 他 
| 人 人 人 人 A 路 了 計 牙 
條 間 397 420。 59 57 1 遇 1 437983 200 26190 
人 コ | -| | - | sa 
1| 小 | 地 圭 | 2】 3 | 一 一 | i34oel 12zo 
も | の / | 4 有三 | | mjGWWSee 
3 | / 7 ke 壮 織 2K0 2IN ニ 3 2000| 2000 
NN タ 逢う の 5 理 3l 。 4 年 2| 弄 | iseog iaooo 
5 7 / 1 ー| | 一 | 。250 還 csa 二 二 間 
6| 7 / 4| 。 計 | 、 と に 失っ で 人 。 交 還 w399g 
7| ヶ / 生 コ | きき 四 1 開 | 8 重合 50. 昌 
8 | 7 /4 2 1 ーー ーー デ ! 40.00 40.00 = 3 
9| ヶ | 地 ・ 禁 9 語 2 古 夫 則 | ニー| | 20 還 55mg パ 
10| 7 | 地 ・ 大 | 3 3 一 lm エエ ー zo zo00 1 
11 | / (4 2| 9 ー] = 月 1| 19.50 17.59 ・ 
語義 2R て 伺 2 5 . 一 則 エ ュ 1 。 | 2250| 。20.00 3.0 
13| 2 | 地 ・ 2| と ト 。 才 由 latSYe0lM 3g8 】 1 
14 / (4 2| 3 一 | = | 18.93| 18.93 ! 
5| 7 | 自 作 14| ng 年 10| | Znogl ez.0 開 | 
16| ヶ / 6| 10 年 | | 4esool 4eooo 
7 7 / 引 2 科 中 | og| 13800 
18 | 7 / 2 2 年 叶 | seo 5s05o ! 
19| ヶ / 2 | | HI aaa szoe 
20 / / 3 1 ーー ーー ー 33.50 32:00 に 
り 1 7/ / 2 2 ーー ーー ー 32.80 30.00 ・ 
2| 7 7 2 2】 - 一 | J 339g| sooo 「 
23| 7 / 名 細 還 生還 三 ( 。 三 lMS5IGBl aiS6MGB 
24 | 7/ / 4 2 一 | ー ー| 26.00| 26.00 1 「 
25 | / 7 信夫 后 央 | 書 - | = 2808 250g 
26 / 7/ 了 4 ー ーー ー 21.00| 17.00 
27| ヶ / 2| | 選 w * 還 。 王 | - 。 960 ョ 吉 ' 「 
29 | ケ か 2 3 ー ー ーー 17.00 16.00 「 
29| ヶ 7 2 3 由 還 還 当 四 一 | =|| ie0 誤 SW 
30| ヶ / SN 3 演 | | 倒 MS ー 
引 | 2 / 3。 8 一 |。 -。 一 | is ma 
| 





庄 

















本 表 = 現 レタ ル 石 へ 花 制 石 ナ リ 





















































| 
| 


大 家 間 所 有 | 


7 


( 四 隣 部 沙 共 他 ノ 部 ) 


大 農具 所 有 















































上 地 中 地 下地 
ーー| 22.00 92.00 13.00 食 付 面 積 
25.00 剛 20.00 岡 15.00 剛 小 作料 定 銀 前 納 





ー| (は 較 和 所 有 ス (所 有 地 = 
| U17 賠 


1| 信 地 ヲ 共 有 え 


ー| 小作 料 1 天地 定 銀 前 20 較 李 樹 薬 ト 具 1 天地 6 財 


1 衣 テ 小 作 セ シュ 過大 ノ 不 足 分 へ 親戚 ョ 
り 借用 出典 地 23 癌 アリ (所 有 地 ニ 合 マズ ) 
宗 コ 謀 大 後 大 テ 無料 借用 基地 所有 15 吉 
ー  [ 下 べ 訂 きり 押 料 人 用 和典 地 2 志和 有 地 
|] 農具 

ー 3501S 放 ノ 太 穫 地 ア り 所 存 地 = 合 + 

| 1 大師 大 1 人 使用 

一 | 日 工 計 60 日 収入 20 四 


一 | 定 銀 前 23 加 = テ 小 作 モ シュ 


一 | 太后 具 = テ 耕 作ろ 年 7.50 岡 支出 ス 


( 遇 2 王座 貴 ミリ 家屋 ト 共 = ニ 入 典 ス 雑 業 トム 如 師 
ラテ シ 年 120 周 テリ 入 穫 地 11 聞 所 有 地 = ニ 含 ふ 


一 | 法 庫 虹 便 配達 史 テ ナシ 年 下 360 剛 アリ 
10| 世 地 へ 共有 トメ 

9 恵 外 ョ リ 1 名神 修 ス ( 望 山 屯 き ミリ ) 

入 典 地 28 誠 アリ 所 有 地 = 含 ム 


雇 邊 具 6 日 茶 地 へ 共有 えろ 徐 廊 束 、 徐 交 倫 


1 ( ト 換 エラ ナシ 耕作 ス 在 典 地 13 誠 ヲ 有 ス (所 有 
| 地 = ニ 含 マ ズ ) 


1| 英 地 へ 王 殿 英 ト 共有 ス 大 車 へ 同人 共同 使用 


|! 鞭 地 共有 上 自 洪 生 換 エ シテ 埋 作 ス 出典 地 5 誠 ラ 
|! 有 え (所 有 地 = 含 マズ ) 


一 | 雇 和牛 具 = テ 耕作 年 24 則 1.3 誠 ノ 某 地 共有 
一 | 換 生 具 ラ テテ シ テ 在 作 ス 





| 








一 | 雇 生 具 5 日 ラ 以 テ 耕作 ス 1 天地 3 石 = 


ュー 


有 地 = 含 
1| 墓地 3 吉 へ 共有 


一 | 雇 和 牛 具 18 日 テテ シテ 耕作 ス 

1| 出典 地 15 吉 ヲ 有 ス (所 有 地 = ニ 含 マズ ) 
一 | 到 換 廷 ト 換 工 ラテ ナス 

一 | 親 成 ノ 徐 廊 時 か 無償 デ 寿 作 ス 








半 1 


含 マ ズ ) 小 作料 He だ | 





| 2 ス 外 =i3 訪 フ ーー ン リ (所 


| 


gm 
キ 











羨 呈 党 


( 呈 鹿 営 紀 な ) 語 得 語 下 司 


如 吐 


C 再 藩 党 澤 ) 定 芋 起 書 避 


鐵 領 頻 第 七 屈 夏 家 要 村 大 夏 家 機 市 



























































[ 
二 | 家族 員数 人 信人 所 。 有 硬 
人 | 放 別 | 雷 飼 様式 | 全 | 
明 | 且 だ 間隔 | 屯 内 | 出稼 | 計 | 耕 地 | 礎 耕 地 
| 人 人 人 | 人 表 | 夏 中 
32 | | 自 作 1 BI 還 | ー| Il.00| 10.00 ーー 
33| ヵ / 全 a | ー| iQ.5gl ioQ0 当 
34 | 7 ヵ / | 自 。 人 小 | 2 3 6| ー| 249.00| 235.00 ーー 
35| 7 / に SU,2Ee る Sa 一 | 253.20| 24420 | 
36 | 7 / 12 表 一 | 248.00| 243.00 当 
37| ヶ / |y Weleet | 20e.5o| 200.00 | 
s8| ヶ ヵ / 4 5 6 一 | 175.30| 166.00 = 
59 | 7 / 1 el 年 ー| i3200| 12000 計 
40| 〉 / 6 月 ー| ii3.00| 108.00 ま 
41| 7 / Y 商 5 年 2 ー| 93.o| 90.00 刀 
42| / / | 引 l 。 寿 1 ー| easo| es00 | 
5| ヵ / 2| 。 14 月 1 ー| goog| eooo | 
44| / / 9 6 年 2 ー| 42oo| ssoo = 
45 | 7/ / 3 3| 。 = ョ 一 | 26.00| 25.09 ー 
46 | / / 4 4 年 2| ー| 25.00| 2000 二 
47 | / / ( 且 P で 折 と ー| 23sol 2000 
48 | / / | で ー ー| 20.00| 20.00 語 
49 | / / | 5 王 ーー 12.00 12.00 ーー 
50 | 7 / 2 明王 ー| iz00| 10.00 三 
5】 | 7 の | 5 4 月 1 一 | 10.00| 10.00 
52 | 7 / | 4 3 年 1| | zo iamoo 
55| 〉 | 自 ・ 小 ・ 雇 W 5 8 年 2 年 ー| gzoo| 2000 
54| 7 ヵ 7 4 2 ー ー 1000| 1000 
55 の 7 1 5 年 2 年 _I 21700| 210.00 
56 | / 自 < 2 2| 一 月 | 8.00| 6.00 
57 | 2 | / | 回 必 ま SN  S 有 | ec 5.00 
58| 2 | ホホ 作 | 8 ll 一 ea 8.00 ー 
50 | / / | 5 4 年 1 ー| の ま 着 
60| 7 / | 3 SW か 全 | 当 
61 | / / | 4| | ーー ー 6.CO| ー 
62| / | / に il| | ー| ー| = = 
63 | / り / 4 4 E 三 =| 」 =! 
64 | / / 2 5l。 。 = ー| ーー ニコ 
5 2 / | 3 ks ー| -| た 1 


証 本 表 = 現 レタ ル 石 へ 訟 制 石 オ リ 

























27 周 


し 7 且 
定 多 後 28 加 
填 金 前 28 回 
分 盆 5:5 

5 
陸前 2 
ヶ 28 岡 


伯 5 


定 金 前 25 同 

7 29 同 
分 盆 5:5 
際 人 5:5 


定 金 前 27 賠 


7 24 同 











か 

















況 





大 家畜 所 有 
ss 

7 
1 2 
2 3 
1 3 

1 ド 
| 4 
1 1 

1 2 

1 2 
1 1 

1 一 
過 1 
1 2 
ーー 1 
1 ーー | 
王 1 
1 2 

1 3 
2 1 
1 1 
i1 ーー 
| 
当 ) 寺 | 
1 ーーー 


大 車 
一 | 。 区 
| 
1 1 
| } 
1| 1 
| 
き 1 2 
ーー 1 
= 2 
| 
届 1 
| 
ーー 1 
| 
ーー 1. 
| 和 | 
1 
| 
= 1 
| 
1 ーー 一 填 
ーー 1 
と 三 ーー 
ーー 1 
ーー 1 
1| ーf 
な 1 
| 
ー ニコ 
1 
こ ーー 1 
と | 1 
王 1 
1 1 
ーー| ーー 
1 ーー 
ーー 1 


原 


( 四 隣 部 落 共 他 ノ 部 ) 

















「 1 

















業 | 
人 - 描 竹 期 = 7 日 共有 葛 地 アリ 出典 地 30 英 ヲ 有 スズ 


(所 有 地 = ニ 信 マズ ) 
2 間 羽 子 入 典 ス 換 生 具 ラ ナシ 耕作 ス 


荒地 3 麗 共 有 え 

葉 地 共有 ス 

(和典 地 15 へ 所 有 地 = 合 ム 

1.3 刺 ノ 英 地 共有 年 工 代 180 岡 支 挑 ラ 

1 典 地 44 放 200 岡 = テ 肌 え (所 有 地 = 合 マ ズ ) 
葉 地 共有 

入 典 地 10 敵 ア 所 有 地 = 合 ユ 

巻 象 支出 年 125 回 

宅地 8 麗 ヲ 年 45 岡 = テ 借用 ス 年 工 代 支 遇 5 
皇 具 アナ シテ 耕作 ス 月 工 代 支 軸 16 剛 

葉 地 共有 

自作 地 中 0.5 誠 へ 葵 地 ナ リ 大 車 へ 共有 ナリ 
年 工 代 支 出 71 賠 トス 

1 押上 換 エ = テ 耕 作 ス 出典 地 40 競 ヲ 有 (所 有 地 ニ 
入 典 家屋 80 回 ト ス へ 共有 チリ 

宅地 家屋 ラ 借入 > 年 35 周 小作 地 へ 恵 内 トス 
挿 具 ラ ナス 甘 地 共有 トス 


| 換 生 具 


テ 埋 作 ス 
(人 作料 12 凶 高 2 石 ト っ 扱 エ ー 依り 耕作 ズ 
入 典 地 18 難 ア リ 所 有 地 = 含 


葉 地 共有 ナリ 

年 工 収入 56 財 借家 料 25 回 挿 共 ヲチ ナス 
年 工 収入 75 岡 5 刺 ノ 共有 革 地 アリ 
葉 地 1 癌 へ 共有 

刻 生 具 5 岡 = テ 耕作 ス 

葉 地 宅地 へ 兄弟 ノ 共有 


小作 地 中 22 癌 へ 1 天地 18 彫 トス 
出典 地 1 天地 アリ (所有 地 = ニ 含 て マズ ) 
宅地 家屋 へ 8 彫 ニ テ 借 入 墓地 共有 


宅地 家屋 借入 10 周 共有 墓地 3 状 


II 
25 賠 挿 具 = テ 耕作 ズ 


| 員 箕 地 12 呪 アリ (所 有 地 = 含 て マズ ) 

















( 呈 啓 党 湯 ) 語 薄 配下 呈 


半 呈 癒 


哀 普 


島 


鐵 嶺 取 第 七 弄 自家 櫻 村 大 夏 家 機 屯 


旋 別 


経 介 様 式 


HCs)j# 


被 価 員 数 


屯 内 


出稼 


面 


テー: コ 
kox1 








( 計 底 当 畑 ) 滞 普 可 下 叶 
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小 


小 














CO の い 愉 ぬ ぬ DD ぬ 必 


1 


5 
2 


〇 


2 
1 
き 
2 


短 本 表 = 現 レタ ル 石 へ 花 貞 石 ナリ 


0 まで け 二 語 CI 全 還 KCO) 





の IND 








有 且 Nohoh R oRoN 8 コ 寺 刺 麗 避 呈 了 ロ 刺 避 員 上 夫 


人 


ュー っ 


mr( 


ーー ニー ンー ニニ ピロ ニー ニー ケー ァ テー ント ) ご 




















廉 耕地 


避 

















其 ノ 他 











小作 形 表 | 耕作 面積 

















況 





大 家斉 所 有 
加 = 
1 ーー 

| 
| ーー 
ー ュー| 

| 
1| ーー 
1 ーー 

| 
こっ ーー 
1 2 
山 ま 二 
ュ に | 








( 四 隣 部 沙 共 他 ノ 部 ) 














大 農具 所 有 














| 搬 具 ラナ ス 
| 典 地 1 剖 アリ (所有 地 = 含 マズ ) 搬 内 = テ 耕 作 ス 


| 2 競 貞 典 地 ア 所 有 地 = 合 マ ズ 挿 内 ラナ ス 


| 換 工 2 日 ラ アナス 


] 符 銀 収入 89 剛 家屋 100 賠 デ 入 典 ス 


換 工 ラナ ス 


大 へ 共有 トス 
居 生 共 = テ 耕作 ス 


換 工 18 日 ラテ ナス 


換 邊 具 ラ ナス 共有 募 地 27 癌 アリ 
換 工 15 日 ラナ ス 
以 生 具 年 6 園 ニ = テ 耕作 ス 


年 工 政 入 60 岡 甘 地 共有 | 
人 ラナ テ 出 典 地 5 瑞 (C 所 有 地 = 合 
換 生 具 10 日 ラナ ス 
種子 折 人 年 トス 
墓地 共有 

換 邊 具 6 日 ラテ ス 





共有 葵 地 6 換 工 2 日 ラナ ュ 小 作 地 1 天地 へ 18 賠 
ノ 小 作料 トス | 


換 邊 共 ア ナメ 
出典 地 1 天地 100 岡 C 所 有 地 = 含 マズ ) 雇 生 
具 3 岡 = テ 耕 作 ス 


換 エ ヌナ ス 共 有 甘 地 ラ ヲ 有 え 
8.5 間 羽 子 テ ァ 100 賠 ニテ 出典 ス 券 旬 陸 入 30 周 墓地 3 


品 共 


銀 収入 80 周 大師 夫 下 入 30 則 トス 
共 銀 収入 71 周 僅 家 料 12 賠 

共 銀 政 入 24 財 共有 墓地 2 族 ア リ 
年 工 敗 入 48 賠 


借家 料 8 岡 共有 食 地 3 就 ヲ 有 え ス 
年 工 百 入 40 彫 共有 募 地 1.3 訪 
年 工 収 入 40 周 墓地 共有 
年 工 孤 入 50 周 
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Sg | 


69 
70 
71 
72 
73 
74 
75 
76 
77 
78 
79 
80 
81 
62 
83 
64 
85 
66 
87 
88 
69 
90 
91 
92 
93 
94 
95 
96 
SM 
98 





99 


( 計 薄 ) 諾 重吉 冊 語 憶 叶 


鐵 鶴 取 第 七 民 夏 家 機 村 大 夏 家 機 市 
















































































衝 呈 演 


呈 巻 吾 異 居 ( ポ K 国 


さあ) 




















DETECT で 
邊 千 時 邊 中 季 財 忠 臣 下 中 下 豆 中 ー 

陣 生 才 辻 閉 耶 下 N 小 首 測 林 り 1: 下 判 に 開 普 半 六 =lE 電 記 度 直 誠 仙 還 馬 和 MANNI90 還 II 
9 
NT 5 YRO SNR IRISeiiMA 許 ) 
OS ここ へ > SS 計 SRS RS SIS LASNNS まや SO ささ さき 人 きき リ 会 
展 軸 近 

根 SM SS さい SS SS さま さこ の の SS SS さき 2 な に ドニー 3 あの 2 の の 計 ご 2 ご 。 ご こ 。 ご ご 3 失 
8 5、 SB き BB 5 ES を ee eS 8 SN 8 SM S 内 回 還 誤 還 記 





現 レ タル 石 へ 花 刺 石 オリ 


号 ] 
3 


本 表 


了 EA 


RE 





小作 形 表 | 耕作 面積 作付 地 


況 


大 家畜 所 有 | 大 箕 員 所 有 


( 四 隣 部 沙 共 他 ノ 部 ) 























項 頃 








願 | 大 車 


の | 喜 











政夫 





架 | 











計 
ぶ 


年 工 政 入 60 賠 


| 年 工 下 入 48 賠 


年 工 政 入 50 剛 
同 1 人 
年 工 政 入 60 較 
年 工 政 入 62 回 
月 工 履 入 30 賠 左官 政 入 20 賠 
月 工 孤 入 12 賠 行商 ラナ ス 共 有 募 地 1.3 訪 


| 符 銀 収入 24 半 


墓 地 共有 トス 

日 工 政 入 40 賠 

日 工 政 入 30 剛 共有 甘 地 1.3 誠 アリ 
月 工 政 入 4 彫 甘 地 3 癌 ヲ 有 え 
日 工 政和 30 賠 

5 年 前 夫 死 亡 
雑貨 商 ヲ 経 堆 ス 年 利益 300 財 トス 


| 0 60 賠 利 符 20 彫 基 ノ 他 出 稼 9 ヶ 月 54 賠 


行商 年 利益 30 同 
行商 年 利益 30 岡 
雑貨 商 

行商 人 

靴 修 繕 年 下 80 加 
宿屋 芝 業 年 下 60 同 
臣 師 年 下 60 周 位 テ リ 


| 和 士 テリ 


同 上 


| 看 青 的 高梁 5 石 年 


雑 業 = 従 事 ス 
小 使 年 下 0 財 
行商 人 履 入 30 周 
名 食 ラ ナス 





110 
II1 


114 
115 
116 
117 
118 
119 
120 
121 
122 
123 
124 
125 
126 
127 
128 
129 





131 
132 
133 








( 芋 訓 党 品 ) 語 革 電 妹 司 居 志 営 


沿 計 淀 


( 員 誠 琴 洋 ) 語 得 本 性 尽 
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綿 
j 還 請 た 表 59 戸 
耕 作 農 家 45 戸 
美 。 ラ 6 14 朝 
2. 人 日 
男 158 人 
女 160 人 
計 318 人 
3 働 
大 休 年 月 エエ ー 1 人 
人 NIS ウパ 証 還 (GRK3 細 国 S 六 還 着 出生 本 議 由 の 
4. 土 地 所 有 に 
耕 地 1037.40 玉 、1 戸 営 耕地 。 17.58 誠 
5. 土地 利 用 
自作 地 1047.40 状 
小作 地 741507 
耕 作 地 計 1788.20 訪 1 戸 営 耕作 地 30.32 訪 
人 付 3 注 dbD 三 
6. 小 作 開 係 
定 額 金 納 6 件 
定 額 物 納 10/ 
分 盆 物 納 147 
計 30 作 
7. 大 家畜 所 有 
司 13 頭 
3 1 頭 
騨 7 豆 
興 10 頭 
8. 大 左 具 所 有 
大 事 7 記 
政 丈 。 24 架 











和 区 状 概 混 


1. 開 係 市 附近 昌 岡 て 3: 逐 テル 部 落 ・ 河 ・ 岬 ・ 道 路 ・ 鍛 汗 ・ 地 形 ・ 交 通 開 係 ) 











時 家人 語 初 
77 





2. 市 ノ 開 年 代 < 信 ヵ ラ 何 年 前 ) 
250 年 前 丈 氏 、 揚 氏 、 載 氏 、 來 屯 と 開拓 ス 、250 年 前 へ 西 犯 屯 ト 舟 セ シモ 、 200 年 前 、 腰 傑 ト 改 舟 モ リ o 
3 交易 開 係 
〇 中 心 都市 ・ 共 レト ノ 交 通 開 係 
] 鐵 測 及 大 苦 堆 子 トメ 。 
〇 席 却 及 陸 入 市 場 (都市 名 ) 
| 位 誤 風 城 ヲ 主 トシ 、 夏 家 模 大 青 堆 子 之 = 表 グ 。 
満 意 調査 起 ト ノ 交 易 (行商 券 力 需給 等 = ツキ ) 
開 係 ナシ 
4. 自然 的 條 件 並 = 炎 知 
地 質 ・ 地 味 水 質 
粘 質 天 土 地味 不良 硬 質 
@⑥ 水 害 
低地 テル 和仁 、 隆 雨量 多 キ 年 へ 水害 大 ナリ 。 
@ 早 ・ 風 害 
早 害 ノ 年 へ 混 地 ナル 英 作況 良好 チリ 。 20 年 春期 北方 ノ 季 節 風 ノ 久 、 被 害 大 ナリ キ 。 
G 病 昌 害 
高菜 、 黄 豆 = 巡 虫 多 ク 毎年 殴 生 ス 。 民 國 18 年 及 ど 本 年 へ 特 = 披 害 大 ナリ 。 
魔 耕地 ノ 有 無 基 ノ 原因 ナシ 
5. 隆 害 、 事 織 等 影響 、 屯 一 般 ノ 勘 向 キ 
妖 害 ナシ 事 毅 営 叶 旗 賊 通過 と シ 、 食 料 ラ 微 履 サレ タル ノミ 。 
記 ノ ーー 般 的 生活 汰 況 へ 夏 家 模 村 内 = テ 選 モ 疲 魅 困 信 え 、 之 水害 ト 生 産 力 人 多 キ 徴 ナ リ 。 
6. 度 量 衡 


析 ク 大 キサ (メー トル た 尽 = テ 測光 ) # 。 履 20 cz # 
77 75c 科 





蒼 香 丘 8 新 度量 衡 打 = 8 (同一 物 ラ 竹 ん う 
1 咽 =7,200 弓 1 弓 三 1.8 尺 ( 横 ) 5 尺 ( 税 ) 
1 尽 ( 球 尺 う 34Cm 


閥 号 


( 吾 席 涯 浴 ) 語 著 本 姓 号 


層 呈 


( 吾 隔 泌 ) 語 得 本 帯 号 
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内 現 橋 証 








1. 咽 営 必 量 並 小 作 開 係 













































































































拓 | 小作 料 附 加 物 條 件 
天地 貸 | | 高 困 | 豆 豆 | 色 米 | 帝 子 | 百子 | 
価 | | 金 納 物 納 定額 分 低 喚 指 | 村 月 
| 
上 地 4.5 石 3.0 石 | 2.5 石 1ー12 周 | 1.5 石 ー| 地主 側 | 
現 | と ーー 
| 全 革 | 
奉 | 
市 地 3.0 石 2.0 石 1.5 石 8 周 !0.7 一 0.8 ー 
政 石 」 
中 | 
長 | / 作 人 | 半 計 
下地 | | 25 記 1.0 石 1.0 石 4ー5 賠 |0.5 一 0.6 | ー| 側 負 携 | 
石 | | | 
C 5 リ ) E 宇 ) le = 還 人 ーー ビエ _ | 
2 半 0 入 0 の | | 例 納 ノ 場 合 へ 前 納 カ 前 細 
基 ノ 必 明 | 500 石 4.0 石 50 石 | 備 | 物 納 ノ 場 合 へ 穀物 = 定 メ ナ キ カ ナシ 
必 ニニ + 結語 埋 * 上 e 得 子 * 
最 除 作 年 時 | 康 懲 1 年 |28 年 前 座 徳 1 年 | 科 旧 ポー 本 
基 ノ 政 量 | 2.0 五 |0.1 一 0.2 石 0.3 石 小作 人 ノ 義 務 ナジ 
| 200 年 前 200 年 前 | 200 年 前 孝 不在 地主 ト 市 住地 主 ノ 差 異 フッ 
開拓 営 時 収量 | | 
| 69 利 。 40 石 | 5 一 6 石 
2i 語 5 だ 地 主 
了 。 内 大 地 詩 | 耶 外 大 地 主 ( 屯 内 = 土地 ヲ 所 有 ス ル 者 ) 
> | 所 有 | 所 有 | 共 字 | 』 | 所 有 | 所 有 | 
兵 分 | 除 薬 | 身 分 | 耕 地 | 剛 耕地 | 所 有 地 | 氏 名 | 侍 所 | 陸 業 | 孝 分 | 耕 務 | 隊 新地 
天地 | 天地 | 天 M 天地 
張 永 計 | 地 ・ 自 | 幅 長 | 155 05 0 紀 | 黄 景 新 | 本 紗 城 | 地主 ー| 1200 


〒 俊 川 同 同 = コ 
























































1. 氷 働 ノ 過 不足 


ツ 


屯 内 浴 働 力 = ニテ 足 リル カ 過 和 鐵 ナ リ 。 
不足 ノ 叶 期 ナシ 


補充 へ 何 席 = リス ルカ ( 符 働 市 場 ト ノ 開 係 、 共 ノ 大 約 ノ 人 政 ) 
ナシ 


益 任 (年 内 調 準 人 


日 工 30-40 伺 年 工 (上 伏 的 ) 50 園 月 工 ( 旧 箇 的 ) 6 一 7 男 
竣 賃 へ 何時 最 モ 高 キ カ 、 高 キ 時 ノ 値 (日 エニ ツイ テ ノ ミ ) 

除 曹 40 一 50 鐵 
暫 稼 40 一 50 銭 


全市 耕地 播種 割合 、 大 略 、( 男 積 ヲ 得 サ レス 割合 ノミ ) 


次 豆 20% 高 還 50% 色 ワ 李 角 子 3996 
特色 アル 作物 ノ 有 無名 和 
ナシ 


詩 食物 名 


高 業 没 子 


販 走 作物 名 


葉 豆 高生 


詩 要 ナル 副業 出稼 地 (行商 其 ノ 他 修業 = ツイ テモ ェ ) 


シン 


職 屯 = 年 工 月 工 ト シテ 働 ク 
行商 人 1 人 村内 宮 買 ス 


特殊 ナル 事 貨 


王 地 関係 
土地 ノ 冥 買 価格 の 他 屯 = 比 と 安 ク 1 天地 150 彫 内外 テ チリ 。 
地味 不良 生活 荻 迫 モル 入 、 入 典 少 ナク 出典 地 多 シ 。 
58 戸 中 土地 所 有 者 25 戸 位 デ 不在 地主 へ 特 = 多 シュ 
小作 関係 
定額 物 納 後 多 ク 銀 納 定額 前 徐 へ 征 ニ 過 ギ ズ o 
水害 ノ 年 へ 小作 料 減 欧 ノ 事 例示 カ ラズ 。 
金融 事情 て 主 テ ル 金 融 ノ 方 法 利 率 等 ) 
市 内 ノ 食 借 開 係 本 メ テ 少 ナシ o 
恵 外 ノ 親戚 知人 等 = リ 金 員 ヌ ハ 穀 物 等 ヲ 借入 ス 。 
何 双 城 ノ 営 還 = リ 借入 スシ モノ アリ 。 
恵 外 ョ リノ 負債 弧 額 b000 彫 程度 リ 。 
茅 働 開 係 ( 提 震 、 雇 和牛 具 、 挿 具 、 換 工 等 = 注意 う 
捧 震 ナシ o 
雇 和牛 具 1 天地 5 彫 雇 価 者 食料 飼料 負 冷 トス 。 
挿 具 打球 見 雇 主 食料 飼料 ラ 負 搭 え 。 
換 工 等 モ 一 般 = 行 ズル c 


革 同 耕作 
ンー 潤 
線 有 地  ( 吊 林 牧 地 儲 ) 
褒 有 地 か 総 有 地 ト シテ 3 天地 アリ 、 床 ノ 修理 ラナ ス o 


翌 評 営 


( 号 滞 漏 ) 十 生 本 庄司 


炎 忌 沙 


語 薄 本 妖 号 


(本 度 訪 党 ) 


454 




































































42 全 


ae 


仁 社 取 上 葉 夏 家 機 村 後 有人 車 
と 家族 上 員 致 届 備 | 役人 備 員 訓 | 所 有 西 積 
9 | 族 列 | 経 償 様式 ] [ 作 地 
晃 | 元 女 年 (月 D 工 | 恵 - 内 | 押 稼 計 耕 地 欠 地 246 
| 人 | 人 人 人 人 | 認 避 四 | 中 
純 計 158 GO 1 15 14114220105740 600 98800 1047.9 
| | | 
滞 | ョ ーー トー =| ヨー | om 舌 還 で 
補 区 | | 葉 地 宅地 
1| 眉 | 自 作 2 3 年 エエ 2 人 | 軸 一 | ie4.20| 158.20| 一 茶園 6.00 158.70 
2 | / / | 。 2 月 王 2 人 l ー| 9soo| 9000| 二 | 3.9 90.00 
3| ヶ / 還 府 | 用 En 内 | 。 ー| zoo| Zooo| 過 20o 7000 
4 | / / 2 ー| = ー| sooo| 4700| 過 300 47.00 
5| 2 / ク _| | ー| 4520| 4320| 一 290 43.70 
6| 7 7 3 | 2 征 下 AI = | 4oog| szoo| so 2o0 42.00 
7 | / / | る 。 | = 一 | 3800| 3e0| 一 | 200 - 36.00 
8| 2 / 1 2 ョ | = ー| 2300| 22.00| 一 90 22.00 
9| り 7 (2 っ 3 ー| 一 ー| 24.30| 20.00| 一 4.30 20.00 
10 | / / | ュ 2 | ーー 一 | 1850 呈 16.00 眠 詞 友 250 16.00 
11 | / / | 細 朗 = ー| ー| ioog| inegl 一 計 10.00 
12| ヵ / | 3 コ | = ー| i2oog| oo 200 10.00 
上 | / / ーー トー コー ビニ ーー| ニ EANIs | 還 計 SO0 
14 | / | 自 ・ 小 | 1 4 月 エ 2 人 = ー| 85.00| 80.00| 一 5.00 80.00 
15 | 7 / 1 9 月 エ 1 人 | ー ー| 9400| 90.00| ー 400 90.00 目 
16| ヶ / al 2 | ー| zog| ez70o| 一 | 400 67.00 
7| 7 / 請 和 | 当 思 ー| saoo| szoo| 一 200 32.00 
18 | 7 / 2 - | 一 一 ー|| 。 3200| 28900| 。 三 400 28.00 
19 | / / 2 6 一 | ー ー| 29200| 27.00| 一 200 27.00. 
20 | 7 / 3| 引 月 工 1 過 ー ー| 3100 2800| 一 30 28.00 
21 | 7 / 5 3 民 軸 0 15.00 
922 | / / | 2| 4 ー| = ー| 13.50| i200| 一 | 12.00 
23| 7 /  。 mcn 和 |  - ー| 4oo| iooo| 一 400 10.00 
24 | 7 (/ | 2| 3 _| 一 ー| 12.00: 1000| 一 200 10.00 
29 衣 還 の 0 自 e: ( ホ "語末 | 2 2 一 | 日 工 1 人 | ー| 2200| 20.00| 一 2.00) 20.00 
96 誕生 入 吊 員 還 > 礎 | 3 ] _| ー| 月 エ ュ 人 17.00| 15ndl 三 半 15.00 
7| 4 / 2 ー 上 月 エ ュ 人 ー| ieoo| 15oo| 一 | 1O0 15.00 
り 9 | / / | 4| 2 - 月 エ 2 人 ー| 。 20.50| 1800| 一 2.50 18.00 





証 本 表 = 現 レタ ル 石 へ 誰 制 石 ナ リ 


























ーー 


XR.EERSOo 邊 ERBREE 





小作 形 部 | 耕作 面積 

本 3 ーー- 
定 金 6 | 
定 物 10 1.788.90 

分 盆 19 

| 
ー| 30.32| 
ー| i58.70 
ー 90.00| 
ー| 2000 
ーー 47.00 
ー| 43.20 
ー 42.00| 
ー| seoo 
ー 22.00 
ー| 2000 
ーー 16.00 
村 半 
_| oogl 
= sad 
ュ ] 
30.00 ュー 軸 110.00| 
20.00| 定 金 前 規 20 則 | 160.00| 
15.00| 定 物 納 高 深 10 石 820o 
15.00! 本 夫人 高 抽 で | 47ol 
30 回 | 
116.50 人 台 後 利 子 月 25 分 | 4450) 
10.00| 定 金 前 紹 26 財 | 37.00 
15.00| 分 全 5:5| 4300| 
20.00| 定 物 後納 高梁 2.0 石 35.00| 
23.00 7 35.00| 
20.00| 定 物 後納 高藤 1.5 石 | 80.00 
2000| 分 盆 5s5| 30.00 
1500| 分 盆 5:5| 35.00 
| = SROB 
= コ 上 1500 
| ーー 18.00 | 




















( 四 隣 部 洲 共 他 ノ 音 







家斉 





所 有 | 


m 有 | 大 下 邊 | 


| 交 


7 10 























人 


ー| 居 永 上 
一 | 劉 電 ト 挿 具 、 耕 作 


1| 劉 済 ト 挿 具 抜 汰 自家 用 = 
宅地 2 癌 ヲ 入 典 ス 所 有 地 = 


「 


三 | 2| 


-| 
| 


り 





2| 張 友 山 ト 搬 具 ラ 行 フ 


治 ト 挿 具 抜 箕 自家 用 = 


劉 稿 ト 拓 具 


ー| 王 燃 章 ト 挿 具 


出典 2 癌 へ 所 有 地 = 
ILC8.00 則 ) 投 装 食 家 用 
2 ノ 探 取 代 自家 用 


ト 挿 具 フ ナシ 耕作 ス 


455 


3 





含 ふ 讃 有 庫 、 尋 因 


ー | 上 ノ 基 角 央 ス 土地 10 誠 和典 所有 地 = | 
人 【 人 和合 ム 


合 マ ズ 半 総 ト 六 重 具 


メ 人 典 地 6 亜 の 所 


合金 ト 多 上 


張 有 全 ト 雇 生 具 5.00 彫 ) 高 薬 株 探 取 


入 典 5 束 所 有 地 = 含 ふ 草 房 へ 無料 借入 送 2 | 


ルッ 員 10 吉 耕作 ろ 所 有 地 = 
II 有田 )3.00 賠 高 肖 株 探 


明 九 庫 、 張 景 林 トト 聞 具 意 工 和 穫 地 29 設 へ 所有 


! 地 = テ 合 ム 


留 振 ト 振 具 
李 自 生 抑 具 換 エラ 行 フ 
課 有 庫 ト 抹 具 


「 箕 地 8' 競 へ 所 有 地 = 
Lt 畠 具 


程 香 永 挿 具 
活 有 人 金 ト 挿 具 


| 程 竹 如 ト 挿 具 | 
CI 


六 牛 具 張 級 珍 10.00 周 高 ノ 株 採取 


含 ふ 活 有 、 随 織 珍 」 


| 
| 
| 


雇 邊 具 清 徳 富 ョ リ (7.00 彫 )6 誠 ノ 出典 アリ (所 | 


有 地 = 含 マ ズ ) 


共 拉 エタ イラ 失 自家 用 人 商 4 の | 


所 有 地 = 含 ュ 


| 











凌 呈 普 


(中 了 震 党 ) 語 語 本 必 号 
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翌 評 属 


( 叶 褒 漏 ) 鉛 萌 本 妹 呈 


















































鐵 宮 取 第 七 民 夏 家 楼 村 後 懇 像 市 市 
| | [ 
世 | | 家 医員 吉 履 偽 疲 箱 貞 攻 | 所 太 西 和 
| 燃 別 | に | | [ 自 
明 易 女 年 (エエ | 恵 内 | 測 稼 | 計 | 耕地 | 林地 | 其 ノ 他 
人 人 人 人 路 中 路 政 | 
29 | 漢 / 2 2 一 一 年 工 1 人 11.00| 2.00| 一 4.00 
30| 7 7 SI 還 請 上 2| 回 一 | 生 5i06| 記 Si0O| 議 還 認 209| 
31 Z | 小 作 | 3 4 ー ーー 者 | = 記 ーー el = 
322| が / 2 3 一 ー ニー = 選 。 財 = 
33 || 7 (4 1 2 一 ーー 語 | | 7 こ コ 計 」 
| 
34 | 7 / | ws2 = ー ー| 100 二 | 生 二 | 還 語 6 
| | 
35|| ヶ / Ra gs 三 ーー 
36 | 7 / | 2 1 ー, ーー | 過 人 ま 当 = 宮 
| 』 | 
37 / / め ) 2 ーー = | = ゴ ー」 
38|| 7 / | 請 計 2 = ー| ー」 腕 | 一 | 
| | 
| | | 
39|| / (2 | デ ー ー| 3.00| に 当 還 二 8 
40 7 / 1 = 誠 一 ー| = = ー | と 
っ | 1 | | 
Al 隊 7 2 2 3 一 ーー 月 エ 1 人 | 。 500 計 | 隊 時 
49| 7 / 2 4 ia ー| ro ーー ーー mM 
43| ヶ / | 4 ー| 有 月 エ 1 人 上 月 エ ュ 入 | io ーー ie 
44| ヶ | ホ 刻 < 部 行商 )| | | ーー 朋 エエ 人 一 ココ ゴー 
| 
45 | / / 1 1 ー | 月 エエ 1 人 コ | ー| 一 ココ 
46| / ] 礎 良 | 2 一 年 エ 2 人 年 エ 1 人 ー| 呈 | ー| 
47 | 7 / | 4 3 = El 人 AI 月 1 介 N = ー| 一 | 
| | | 
48 | / / 3 1 ーI 旧 1 人 人 定 正 1 人 | 一 | ー| 。 二 ーー 
49| 7 が 3 3 ーMB エ 1 人 明 エ ュ 人 | 。 2od| | 主 | 3 
ー 月 工 日 エ al | 
50|| / (/ 2 3 ーー 7 3.00 ーー | 300| 
51 | 7 / 1 3 一 | 月 日 1 人 ー 1.00 ー| 表 19 
52| 7 | 語 束 必 ー 一 胃 エ ュ 人 上 ー| 
| | | 
53| 7 / 3 4 = 胃 エ AR ーー ーー ーー 一 | 
| | | 
54 | 7 / | 還 時 3 一 卓 工 ! 人 王 ーー 呈 ー| 
55 | / / 2 3 ー 二 月 AE200 ーー ー 20ql 
55| / / | = で mW に に 史 あ Me ーー 
57| 2 (/ 2。 地 2 ー ー] 旧 エ ュ 人 | = ーー ーー 還 
58|| 7 | 雑 業 ( 米 継 ) が 一 3 一 | | ゴー ー| 
59 (4 (4 (GSEIS | 1 1 ーー ーー ーー ーー ーー ーー 光 




















計 本 表 = 現 し タル 石 蓄 制 石 ナ リ 





















況 

















( 四 隣 部 沙 共 他 ノ 部 ) 

















大 家斉 所 有 | 農具 所 有 
小作 地 || 小 作 形 上 | 耕作 面積 | 一 ーーー ナ ーー 一 ーー 備 老 番 
| 重 | 蛋 | 大 束 | 邊 | 脱 
21 | 画 硬 頭 | 古 間 架 | 5 
ー ー| 2Z.00| 一 一 | 一 J 一 一 | 有 疲 ト 挿 具 換 エス 高 肖 測 株 探 阪 自家 用 29 
= = 3.00| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 参 邊 挫 混 稔 貴 2.00 賠 90 
7000 先 物価 癌 等 2000| EN 1| =] 1 1 2 程 千 有 ト 捕 具 81 
40.00 定 物 後 綱 高菜 1.0 石 4000 由 記 | 三 目 守 | 2| 洪 世 茶 、 洪 國 治 ト 挿 具 32 
20.00| 分 盆 5:5l 20.00| 一 | 一 | 一 | 由 ー 一 | 徳 浴 継 ト 挿 具 ス 33 
15.00) / 15.00| 一 | 一 | 一 一 | 一 | 一 | 前 訂 人 世 年 大 4.50 固 鬼 代 自家 用 = 24 
10.00 / 000| 一 | 一 | 一 -| ニー | 打 料 9 = 35 
/ 1000| 一 | 一 | 一 |- 一 ー 全 5 人 ト 換 搬 地 20 員 和 (所 | 36 
10.00 / 10.00| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 程 革 永 状 生 具 4.50 剛 37 
10.00| 定 金 前 納 20 賠 | 1000| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 挿 具 換 工 洪 徳 貴 ト 行 38 
500| 分 盆 sz 5oo| 一 ーー | プー ー| 訪 邊 具 酒 有 洗 3.00 固 39 
5.00 / 500| 一 | 一 | 一 一 | - 一 | 一] 以 生 具 画 有 下 1.50 固 40 
SD.00| 定 物 後納 高菜 20 石 | 50.00| 一 | 一 | 一 ) 一 | 一 | 一 | 畠 具 程 徳 有 ト 行 フ 4 
SO.00 分 盆 5:5| 5000| 一 | 一 | 一 | -| 一 | 一 | 騙 重 具 海 懲 富 4.00 較 日 工 政 入 20.00 圧 42 
10.00 定 金 前 納 5 細 10:00| 二 人 王 介 に | 語 四 語 ! 劉 振 元 ト 換 工 月 工 政 入 57 回 43 
| | 行商 アテ シ 8 周 ノ 純 例 。  " 
s:| iooo| -| -| -| 一 | -| 須山 = )23 器 本人 秀 近 具 換 エッ 44 
7.00 / zo0 一 | 一 一 一 | 一 一 | 月 工人 記 有 浴 = リ 32 凍 選 和 大 誠 有 濾 4 回 | 45 
ビ | 。 -| -| - 一 コー] 一 | 年 エ 箇 2800 看 下 入 46 
ーー ーー ー| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 年 工賃 38 賠 月 工賃 15 岡 析 入 47 
= = ー| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 年 工 信 50 回 政 入 高菜 刈 杏 探 匠 48 
| 
連 | 陣 秋 だ ーー = り 大 梨 陸 有 地 和 の 49 
2 | Ii L 地 2.0 誠 ヲ 海 世 後 ミ リ 入 奥 所有 地 三 含 ム 
間 義 関 い | 全 5 | 用 信人 抽 タ 導 ん 検 培 
家 
= 志 | ー| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 一 | 月 日 工賃 26 周 収入 5 
= ー ー| 一 | 一 | 一 -| 一 | 一 | 月 工 任 24 加 政和 高藤 泡 根 ヲ 探 取 52 
= ー| 一 | 一 | 三 | 一 | 一 | 一 | 月 工賃 12.00 彫 政 入 53 
記 還 = | | 上 | | 。 | MTooeNNeo22 生 6 
【 ル 高 
電 ' 9 2 家人 _ Eee zo 20 入 和典 所 所 有 地 = 合 ム 高 | cs 
ー 刀 ノ 混 控 
四 に | ー ーー ゴー| ゴー 日 工賃 10.00 周 下 入 56 
= ー| 一 | 一 | -- 一 | | 一 | 一 | 訓 生 9 押 探 臣 57 
王 ー ー| 一 | 一 | 一 一 | 一 | 一 | 表 結 生活 高菜 ノ 根 ヲ 探 阪 ス 58 
| | 
コ ゴ ] 江間 ー| 大 工 下 入 40 周 59 















































( 臣 浅 漏 ) 語 簿 想 幕 司 芋 呈 癒 


品薄 本 群 呈 問 玄 剖 


(二条 詳 党 連 ) 





鐵 領 取 第 七 恒 夏 家 要 村 仁 家 癌 棚 屯 








[ | 
了 族 家族 員 誤 | 雇 備 | 寝 休 員 数 | 所 
縮 様式 | 一 ーー 一 | 
跳 | 別 男 | 女 | 年 CB) 工 | 市 内 | 出稼 FR 婁 | 
ュ 導 = 間 に 湖 人 | 。 人 内 請 議 中 路 
紛 計 132| .147 1 28 3| 1321.10 
ー 戸 
蛍 玉 | 二 王 1 肖 30.72 
均 | 
洪 地 ・ 雑 ( 行 商 ) 1 1 ーー ー| 一 7.10 
2| 2 電 主 ・ 自 作 3 1 一 ー| 一 25.00| 
3 7 / 3 2 ーー ーー 25.00 
4|| ヶ 四 ・ 選 C 月 ・ 日 ) 1 2 一 | 2( 月 1.H1) 一 30.00 
5| 2 自 作 | 14| 。21|6( 年 4. 月 2) ーー 情 還 三 312.00 
6 / (4 4 8| 3( 年 2. 月 1) -ー 一 | 164.00 
7 / / 4 8 当 ーー = 100.00 
8| / / 1 3 ー ー| 一 22.00 
9 / / 1 2 一 一 ーー 55.00 
10 の 訓 | 目玉 富ん に 主人 2 12 ーー ーー ーー 128.50 
]1 / / 3 2| ーー ーー ー ゴ 56.00 
12 | 7 (2 8 5 ー ー| 一 38.00 
13 | / / 4 5 ーー ー| 一 33.00 
14| 7/ / 2 5 = = 過 21.00 
15 | / // 3 3 ー ー| 一 19.00 
16| ヶ / 2 2| 請 1 お 9 ー| 一 16.00 
17| 7 / 4 5 ーー ー| 一 10.00 
18 / 4 1 1 一 | ーー ーー Z.00 
19| / ヶ 1 3 一 ー| 一 6.90 
20 / り / 3 2 1( 月 ) ーー ーー 9.00 
21 | 7 | 眉 ・ 小 ・ 雇 CBD| 6 5 2CH)| 一 83.00 
22| / の (日 ) 7 3 ー Kg 三 4F00 
23 | 7 7 C 年 sH)| 4 4 ー|2( 年 rH1| 一 18.00 
24| /2 自作 <* 雇 農 呈 | 3 6 ー| ICE ゴゴ 3250 
の 5 / C 3 2 王 2( 年 ) 一 | 13.00) 
26 | / / (月 < 日 ) 3 1 ー|2( 月 EH1)| 一 10.00 
27 / / (年 ) 2 2 一 | 3( 年 1. 日 2) 三 5.00 
28| ヶ / CB)| 3| 2 - Cd) 王 8.00 
29 /4 小 作 4 ド )| ーー| ーー| 当 | ーー 
30 し / // 3| 1 ーー ーー ーー 2.50 
31 7 | 小 ロ 雇 ( 日 ) 3| 5 ー! 一 | 2C 日 ) 1.00| 
32| ヶ | 属 諾 C 年 < 引 2 し て うさ 月:10| 還 1.00| 
33 | 7 / C 4 2 gl 周 1GED 請 に 5 
34 | / 7 (年 * 日 ) 1 1 ー| 2( 年 日 | 。 一 三 
35 | / /  C 年 日 ) 1 3 ー1 2 年 日 1| - 一 | 叶 
36| / / (月) 1 2 (の miHDI 症 間 語 | 
37| 7 / C 日 ) 1 1 ーー HI 還 較 1 記 
38 | / / (GBD| 中 清 | 陣 語 王 ゴ UEHDI 証 庫 に コ 語 | 
39| 2 | 了 (大 信夫)| | ュ ー| 大 師 内 | - 一 ー 
40|| / 7 (大師 夫 ) 2 1 ーー 一 天上 夫 1 ー 
41 / / ( 打 更 的 ) 2 1 一 | 打 更 的 1 呈 | 
42| 7/ | 無 了 翌 11 還 に ニ = ー| 一 9.00 
43 | / / 1 4 ー ー| 。 一 0.50 























証 本 表 = 現 レタ ル 石 へ 訟 制 石 ナ リ 
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7 名 ( 四 陸 部 落 共 他 ノ 部 ) 
大 家 畜 所 有 | 大 農具 所 有 護 
小作 地 | 小作 形 部 耕地 面積 作付 地 ーーー」 の 
| 叶 | 年 | 県 | 邊 | 大 | 科 

届 馬 ll E 環 豆 可  。 画 | 。 到 皮 
入る 々 | | 
423.50 定 物 1 1.567.20| 47. 10 10 1 8 10 13 23 
分 分 | | 
- ー| 3644 ー ゴゴ コ ゴゴ | ゴリー 

| | 
ーー ーー ーー 90 ー| ーー ーー| ー 一 
ー ー| 20.00| 衣 ーー り | 議 き ー 
ー 王 18.00| eoO| 一 ゴー ーー - - ーー 
ー ー GOKGOIS = 還 NE 
ーー- ー| 300.00 ー| | 一 3 1 4 
ー ー| 160.00| ーー 1 一 | | | 1 2 
を ー| geoo| 7 川 ュ 2 
ー ー| 20.00 と 
ー| 1i8.00| | に | 本 誤 %= 隔 ーー| ここ ーー 

20.00 定 ・ 金 。 前 )| 145.00 ー 呈 ーー 1 計 コ 1 
10.00| / / 65.00 ー ーー ーー = | 一 1 
30.00| 2 /| 6e5Q0 ーー 人 NORINSIS2 
40.00| / 7/ 70.00| ー| | 一 叫 。 己 1 1 2| 」 
9.00| / ( 後 )| 30.00 ー| 一 = =| 還 二 こ 
10.00| カ / 29.00 1 請 寺 三 | 重 、 | 1 

55.00| / 前 | 70.00 ー 羊 過 1 コ 1 
40.00| ク ( 後 ) 47.00| | 過 | 辿 1|C 小 ) 1 1 
20.00| 7 の 27.00 ー-| ゴ ゴゴ 。=| 沼 まる 
分 ・ (5:5) と | 半生 を 当 凍 | 4 | 相 | 

2500 生 後 (高菜 3 石 ) OO 1 
4000 定 * 金 。 ( 後 )| 4400 ー| 一 ーーー 1 ュ 1 
20.00| ケ (前 )| 100.00 ー 叶 = 中 三 1 1 
20.00 分 * 物 5:5)| 38.50 二 | 過 、 過 |。 1 1 の 
12.00 定 ・ 金 ”( 後 )| 30.00 雪 | 用 | | 孝 | ーー 一 
ーー ー| 41.20| ーー 1 - = 紹 = 1 
= 人 細 計 0596 に 
王 ー| 10.00 | 二 お 生 | 全 衣 生 HE 所 証人 
二 暫 5i06 | 
ー ーー 5.Q0 II 
定 * 金 。( 後 ) 記 6 当 に : 当 | 
4200 生 2 六 (55)| 00 1 1 1 
20.00 定 ・ 金 (前 )| 20.00 上 
3.50| み / 3.50 | 
m に 人 
ーー 一 】 ーー ーー| ーー ーー ーー ーー ーー に 
) 避 4 | = = 当 | に | | 

SN | | 


















































| 和 リ ( 所 有 地 = 含 








3 


小作 人 へ 弟 テリ 


挿 具 ラナ シテ 耕作 ス 小 作料 へ 2 
分 5 司 ノ 利 子 ラ 附 ス 


| アァ リ 所 有 地 = 含 ム 


| = テ 耕 作 ス 所 有 地 中 10 誠 


ヌ 出 典 ス (所 有 地 = ニ 信 マズ ) 
第 6 大 上 三家 子 = 所 有 え 


耕作 へ 換 工 = モ ョ ル 
入 典 地 10 競 アリ 所 有 地 = ニ 含 ふ 
換 エ ニテ 在 作 ス 


4 


履 生 具 


マズ) 隊 3. 分 家 ス 20 訪 ノ 小作 地 
ハバ 出典 地 
| 地 2 員 の 由仁 紅 リ 軸 典 地 10 


9 に 束 ア リ (所 有 地 = 含 


マズ )10 訪 ク 
小作 地 へ 出典 小作 挿 具 アナス 
1 = 耕地 15 誠 出典 え (所 有 地 
三信 マ ズ 
出典 地 20 誠 ァ (所 有 地 = 含 < ズ ) 
(に: = テ 耕 作 、 小 作料 後納 
利子 2 分 5 不 附 ス 


1 | ( 挿 具 ニテ 坪 作 宅地 1.5 測 典 了 アリ (所 有 地 ニ 


(マズ > 小作 料 後 准 利 子 5 分 5 写 


用 和典 地 20 誠 >y( 所 有 地 = 含 て マズ ) 
押上 ニテ 大 作 ス 小作 持 後 名 利 子 "分 ? 和 

選 生 具 = テ 耕作 

具 = テ 耕作 ス 

NE や TPA 
抽 下 三 9 ズ 

挿 具 = テ 耕作 ズ 

仙人 地 12 (所 有 地 = 含 マ ズ ) 
挿 具 ラ ォ ス 小 作 笠 後納 利子 2 分 
5 寿 え 小 作 地 へ 出典 小作 
質 耕作 


内 = テ 耕 作 ス 


1 出典 地 15 状 ァ y( 所 有 地 = 含 マ ズ ) 
捕 具 分 答 小 作 地 へ 下地 チリ 


雇 生 具 同 旋 共 有 但 好 2.5 状 ァ 9 換 


ら 志 1 生 MG 00 存 ノ 収 六 テ 


p 出 典 地 3.5 誠 テリ (所 有 地 = 含 マ ズ ) 


硬 農 合 = テ 6 ヶ月 雑 公夫 トシ テ 陣 ク 
日 工 30 日 後 へ ち 食 ラナ ス 


城内 デ 大 師 夫 ラナ ス 
打 更 的 ノ 傍 ラ ち 食 ラ ナス 
精 書 病 者 





戸主 疾 気 = テ 働 ケ ズ 秋 へ 不具 











居 号 次 


(丁半 牙 決 雇 ) 語 得 本 尋 号 


(本 革 謗 党 束 ) 
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1. 戸 山 35 記 


耕 作 農 家 22 戸 
左 : ウフ 邦 6 戸 


2 区 6 口 
男 134 人 
女 126 7 
計 260/ 

3. 門 働 


雇 価 年 エ 3 人 

和枝 休 者 21 人 ( 屯 内 13 人 
全音 聞 ( IS 須 

耕 地 474.30 競 1 戸 営 耕地 


5. 土 地 利 用 
自 作 地 417.30 誠 
小 作 地 1.349.00 誠 
耕作 地 証 176630 状 1 戸 賞 耕作 地 
貸 付 地 57.00 誠 
6. 小 作 開 係 
定 額 金 納 23 件 


計 24 件 

7. 大 家畜 所 有 

二 13 頭 

氷 157 

1 57 
8. 大 左 具 所 有 

大 車 11 補 


13.55 訪 


50.46 訪 





_ 恵 ノ 概 況 








1. 開 係 屯 附 近 略 岡 C3: 革 み ル 部 落 ・ 河 ・ 山 ・ 道 路 ・ 鐵 道 ・ 地 形 ・ 交 通 開 係 ) 


田 家 和 帝 棚 参 号 


2. 市 ノ 開 工 年 代 (< 信 ヵ ラ 何 年 前 ) 


200 年 前 牙 正 2 年 任 ト 舟 ス え ル 人 草 分 フ ラナ シ 、 開 毅 ノ 宜 ト ナル o 
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半 忌 普 


(時 尊 党 二 ) 笛 薄 本 圭 避 


3. 交 易 開 係 
〇 中 心 都 市 ・ 其 レト ノ 交 通 開 係 
第 7 大 大 震 堆 子 場 ラ 最 モ 中 心 ト ス 。 
〇 可 殆 太 只 入 市 場 (都市 名 ) 
位 党 忠 城 へ モ 相 営 演 接 テ 開 係 ラ 有 え ス 。 
異 赴 調 査 記 トノ 交易 (行商 券 力 需給 等 ミッ キ ) 
券 力 姜 係 へ 主 ト シテ 大 寺 堆 子 = 依 ん 。 


4. 自然 的 條 件 並 こ 秋 害 


地 質 * 地 味 水 質 

瑛 土 ノ ある か り 怪 張 ク 地味 肥 浜 テラ ズ 。 硬 水 

6⑥ 水 ミミ 

光緒 12 年 隆 雨 多 ク 、 全 屯 = 淫 水 と 必 量 年 減 モ リ 。 河川 池 溢 = 依 ル 役 害 テ シ o 
@⑥ 時 ・ 風 和書 


民 較 8 年 早 害 アリ テ 、 條 料 水 魚 乏 と 収量 駐 年 減 ス 。 宣統 1 年 大 風 ノ 穫 、 高 菜 倒 伏 シ 収量 4 割 江 チ ナリ キ 。 
雪害 民 國 18 年 基 シ ク 履 稼 皆 無 テ リト 。 
@ 病 皿 宇 

民 國 22 年 高菜 、 黄 豆 3. 4 寸 ノ 頃 、 黒 色 ノ 叶 洒 虫 疲 生 シ 、 再 播種 テラ ナシ 5 割 ノ 減 下 テリ キ 。 
麻 耕 地 ノ 有無 其 ノ 原因 

ジン 

5. 牙 審 、 事 締 等 > 影響 、 屯 一 般 ノ 募 向き 
著 害 及 事 凌 ノ 影 姓 テン 。 ノ 一 般 的 生活 程度 へ 10 年 前 ヨリ 生 そ 向上 モリ 。 


6. 度 是 衛 


枠 ノ 大 キサ (メー トル 尺 ニ テ 測 ん ) 


クア ちら czx 。 ノ の と zz 


蓄 寿 12 打 8 新 度量 衡 訂 =1.25 打 8 (同一 物 ラ 桁 ん) 
1 喘 王 200 己 1 弓 =5 尺 ( 横 ) 5 尺 (従う 
1 尺 =31.3Cm に 臣 





ii 


翌 評 普 


束 忌 


語 昔 本 


(本 革 対 滋 融 ) 
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証 


グ 


概況 





1 喚 営 改 量 並 小 作 開 係 










































































天 地 党 | = | 少 作 料 附 加 物 條 件 
大 営 敵 染 | 茸 豆 | 灯 ら 軸 | 
人 | | 多 績 | 多門 多 伯 提 各 名 | 抑揚 | 村 請 答 
7 岡 | 周 | 1 
上 地 | sgl| 80 石 60 石 50 石 | 40 石 ah | ー| 地主 側 | 
2 | 人 を 叙 | 全 額 
奉 の | 負 挫 | 
了 中 地 | 250| 50 石 ” 40 石 30 右 39 右 20 補 当 
量 切 | | | 小作 人 | | 同居 で 
下地 | 100| 2.0 石 | 1.5 石 ー| 1.5 石 | 15 王 一 | 作 負 搭 
| 
明 豊 作 年 時 | 徳 康 2 年 民 國 14 年 民 國 7 年 民 較 1!4 年 | 金 納 ノ 場合 へ 前 納 カ 前 納 (契約 へ 前 綱 テ ナレ ド 後 綱 スル 者 多 
其 ノ 政 量 | 8o 如 7.0 右 so 右 | 6e5 各 代 少 アリ) 
| | | 物 綱 ノ 場合 へ 毅 物 = 定 メ ナチ キ カ ナシ 
還 寺 | 展 較 18 年 民 図 18 年 民 較 t8 年 民 國 18 年 」 
層 凶 作 年 暑 | 民 革 年 民 國 18 年 民 國 1 | 小作 料 = 附 加 物 (建物 ・ 役 震 ・ 諾 具 * 手 子 * 民 許 ) ラジ 
基 ノ 必 量 | 6 有 | 19 右 | 0.5 石 | 0.5 石 | 小作 人 ノ 義 務 ナシ 
6 | 了 庄 2 年 二 正 2 年 | 考 | 不在 地主 ト 恵 仁 地 主 ノ 差 異 ナシ 
開拓 営 叶 収量 = ニー 
| 109 石 | 1.0 石 




















2 語 z き 地 主 
市 内 大 地 主 屯 外 大 地 主 ( 屯 内 = 土地 ヲ 所 有 え スル ん 者) 
[| 所 有 | 所 有 | 其 他 | 所 有 | 所 . 有 四 共 相 
氏 名 | 職業 | 身 分 | 耕 地 | 隊 朱 池 | 所 有 地 | 形 名 | 住所 | 職業 | 身 分 | 凌 地 | 隊 耕 電 上 | 所 有 地 
願 天 相 | 地 ・ 自 | 牌 長 | 580 | | ァ 了 ー| 8 
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征 4。。 覆 。 温 。 





1. 府 働 2 過 不足 
市 内 六 働 力 ニ テ 足 リル ルカ 
普通 ノ 場 合 へ 週 村 ナ リ 。 
不足 ノ 叶 区 
除草 政 稼 期 = ム 不足 スル 。 
袖 赤 へ 何 虚 ヨ リス ルカ ( 芝 働 市 場 ト ノ 開 係 、 共 ノ 大 約 ノ 人 誤 ) 
第 7 欧 大 書 堆 子 菅 働 市 場 = ミ リ 補充 ス 。 
除草 期 30 人 
政策 期 20 人 
2. 替 賃 (年 内 芋 準 値 う 
日 工 30 仁 年 工 ( 昌 像 的 ) 50 回 月 工 ( 昌 優 的 ) 5 回 
涯 賃 へ 何時 明 モ 高 キ カ 、 高 キ 時 ノ 値 日 エニ ッ イ テ ノ ミ ) 
ば 草 。 50 鐵 


_- 


収 生 40 袋 
、 友 還 耕 地 播種 割合 、 大 略 、( 筐 ヲ 入 サレ 促 合 ノミ) 
臣 豆 4 割 高菜 5 直人 0 まこ 1 割 
特色 テル 作物 ノ 有 無名 各 
陸 生 


生 主 食物 名 

・ 販 真 作物 名 
次 豆 舞子 

6、 主要 ナル 副業 出稼 地 (行商 共 ノ 他 像 業 = ッ イ テモ ) 
豆腐 粉 大 


夏 家 模 村 内 = 稼 グ 
行 簡 2ー3 アリ 
7. 出稼 地 特 殊 ナル 事 宮 

主 地 開 係 
聞 士 珍 外 ノ 屯 外 不在 地主 多 ク 本 屯 ノ 殆 下 全部 へ 基 ノ 小作 人 テリ 。 
入口 過剰 ト 正 比 シ 、 耕 地 不足 ヲ 呑 ゲ 、 均 分 相 往 制 = 依 士 地 ノ 細 分 化 シ 、 経 葵 へ 二 細 化 シ 、 小 作 人 増 加 ス ル ニ 至 レ リ o 

小作 疫 係 
大 部 分 銀 納 定 額 前 寺 = シテ 物 納 至 シド ナシ 。 
小作 期限 ハ ュ ケ 年 ナリ o 

金融 事情 ( 主 テ ル 金 融 ノ 方 法 利率 等) 
忠 城 内 ノ 地 主 、 富 農 等 ミリ 土地 ヲ 押 トシ テ 借 入 月 利 2 分 乃至 3 分 デ 、 人 金額 50 周 = リ 100 彫 程度 デ 言 3.000 彫 ノ 負債 アリ 
30 則 = リ 10 賠 位 迄 へ 、 営 舘 等 ラ 利 用 シテ 借入 シ と 、 屯 内 ノ 食 借 開 係 少 と 。 
敬 限 へ 1 ケ ヶ年 テリ o 

券 働 開 係 ( 挫 豆 、 雇 和牛 具 、 挿 具 、 換 工 等 = 注意 ) 
接 吾 ヘナ ク 役 震 農具 不足 ノ 儲 、 挿 具 換 工人 等 = 依り 耕作 シ 、 浴 力 ノ 不 足 モ ル 農 家 へ 日 エラ 了 臨時 選 備 ス o 
大 毒 堆 子 ノ 共 働 市 場 = 出 者 アリ 。 
雇 生 具 へ 1 天地 5 回 = リ 9 彫 程度 テリ o 

美 同 耕 作 
ジョ シ 

閑 有 地  (〈 員 林 牧 地 隼 ) 
特 = 絶 有 地 下 舟 ス シモ ノ ナシ o 


に 】 


( 号 韻 庄 滋 証 ) 吊 邊 本科 計 居 旨 演 


状 誤 


( 芋 普 和 深 誰 ) 沿 薄 本 翌 尽 


鐵 撤 双 第 七 屈 夏 家 機 村 任 家 帝 棚 屯 














| 
| 
| 自作 地 | 小作 地 




































































| 員 
基 | 家族 員数 雇 代 補 休 上 員 芝 | 所 有 面 策 
っ | 族 別 | 経 信 欄 式 一 5 | ] 
| | | | 
脱 | 男 | 婦 睡 CH) 工 | 加 内 | 軸 | 針 | 埋 地 拓 ノ 他 | 
| 1 昌 ] 
| 順 請 赤 人 Al 人 人 | 。 間 路 路 中 
和 計 | | 134| 126 絢 。 8 549.10 47430 7480 4730 
一 戸 」 | | | 
記 | | 5 | | ー| 1569 。 13.55 庄 地 
E 捧 | | ー と 
11 所 | 坊 。 ココ 男 暫 壌 3 | ー ー| E30o| goog 宅 電 。| 2000 
gl ・ 二 ホリ 詞 且 ラ | | | 300g| 2zoo| saql 
HE 還 つ コ 3 還 量 EE | ーー ー| 6000| 5eoo, 4oo| 5690 
4 | / / | 2 8| = ー ー| 49.09| 46.00| 3.oo] 46.00 
5| 7 / 4 3 一 | ー| 独 00| 45.09 200| 45.00 
6 | 7 / | 5 ウ | = || 46.00| 43.00| 。 soo】 。 43.09 
7| ヶ 2 / d 詳 2 年 。 1 = _| 40.50| 37.00| 3.5gl 37.0 
8| ヶ / 引 12 ー = ー| seo| 3o| gogl 3r909 
! 
| 
9| / / 10| 1l 記 選 ー| 23.00| 20.00| sol 2000 
| | 
1 
10| 7 / 4 の 本 ー| 25.oo| 20.00| 。5ool |20.00 
11 | 7 / | 9 5 ー ー ー| 23.00| 20.00| 3.00| 20.00 
| | | 
12 | ヶ / ーー 5 一 | 詞 ー| 19.00| 16.00| 3.00| 中 600 
13| ヶ / に 請 放 | EBI il 間 計 大 | iso 1200) 400| 1290 
14| 4 / 還 二 3 | 一 | 旧 工 2 人 | ー| eoo|  e.dl ー| 。 6990 
15| ヶ / 開国 隔 議 出 | 王 | eoo| 400| .2qol 400| 
16| 7 / | 3 | ー| eoo| 4oo| 2oo| Am 
17| ヶ ル M 捕 届 上 や | | |  z00| 400| 300| 4.00 
| 1 | 
2 誠二 3 記 4 1| | ー ド es 前 5.00| 200| soo| 。 200 
] ! プ | | 
19| 7 / < 2| 当 屋 寺 ー| 3oo| 200| rioo 
201 9 仙 邊 。。 二 92> 的 本 計 計 2 = 人 ーー| ir400| iooo| aoo 
| | う 
21 | 7 / | 3 め = ー 年 工 1 人 7.80 7.80| 王 
2 の | (4 7/ | 1 2| 一 | 年 工 1 人 | 一 7.50 7.50| 宝 
293 | 7 / | 3 1 EAI と 4.80 400| 08 
94 | 7 | 小 2 居 私 ま 8 還 | と に 当 
25 | ヵ 小 < 3| 5 ー| 年 エエ 1 人 | ーー 3.C0 = 3.00| 
| 日 エ 1 人 ! 
26 | / / | 2 3 4” Gas) ーー 4.50 ー ミ 2 いひ 
27 1: カ 4 1 に 5 7 ー| |: sl 三 1.00| 
の 8 | / / 5 2 ーー 一 年 エ 1 人 | 一 ーー ーー 
了 _l 昌 エ 1 介 エ 1 人 I 5 ] 
29 | / / 1| 5 (20HJ| (20 日 ) 2.00 - を 9) 
30| 7 | 居 区 ョ 。 外 軸 MG ー 一 年 エエ 2 人 | ー ー 
本 7 | ま _IH SN 1 人 | | 電 | 
31 / 74 | 1 GOH) エ 2 商 月 | 3.c0 3.09| 
32 | / / 1 2 el ED | | に ゴ 
| 【 
33| 7 ク 唱 識 、) ー| 一 旧 エ 』 人 | ー ー ー| 
34 | 2 | 茜 業 | 5 4 = 喧 ro ー| 。 auool 
55| 4 / | 1 1 一 | 大 部 夫 1 寺 | | 還 -| 
し 1 


年 、 本 表 = 現 レタ ル 石 へ 益 制 石 ナ 




















プー 


耕作 面積 


畜 所 有 | 大 農具 所 有 | 
| 貸付 地 





小作 形 半 
定 。 金 23 
定 物 1 
定 金 前 生 抄 各 25 回 
定 金 前 25 間 | 

ル 25 一 30 同 

/ / 

「// 7// 

ヶ 2630 回 


(4 25 一 30 賠 ) 


定 金 後 25 則 


1766.30 





定 金 前 25 一 30 賠 


/ 


7 . 15 一 80 賠 
2 2530 回 
/ 30 周 
/ 25 図 
7 30 回 
/ 25 賠 
(4 25 周 ) 
定 物 納 前 
米子! 天地 2 
定 金 後 30 賠 
定 金 前 39 周 
し / 28 周 
4 
// 30 周 





/ 


(li il 


員 


50.46. 
20.00| 





25.00| 

| 

76.00| 
117.00 
145.00 
83.00 
97.00 
231.00| 
188.00 
110.00 
110.00| 
111.00 


92.00 
16.00 
14.00 
160.00 


21.50| 
46.00 
1090. 
10.00| 


7.80 
7.50| 


4.00| 


40.00| 


| 
34.50 
10.00 


15.00 
13.00 


12.00 





( 四 隣 部 沙 共 他 ノ 部 ) 


如 
3 








アー ーー 【) ご 


必着 














回 | 政夫 | 
上 | 還 回 
1 和央 30 


ーー 1 多 
| | 
| | 3 
1 1 al| 
ーー 1 2 


| 叔 人 多 ノ 役 畜 ラ 無料 デ 借り ル 
革 1| 四 家 了 机 7 ヲ 供 ス 本 屯 = 0 成 多才 


テ 耕 作 ラ アナス 
生年 エラ フ 





Sp 羽 人 役 蒼 ス 小 作料 25 岡 へ 温 地 アル 敵 ナ ! 
詳 前 納 テ レ ド モ 筑 際 へ 後納 = シテ 利子 ラ 


請求 セテ レタ レ ド モ 玩 ゼ ラ レ タ リ 
出典 地 17 癌 アリ (所 有 地 = 含 マ ズ ) 


還 証し FSSLD 2 と ドモ 際 的 = 後納 ナリ 利 子 へ | 
^ 敗 請求 ラ 受 ケタ レ ド モ 減 苑 モ ラ レ タ リ 


| 視 后 具 1 天地 9 回 = テ 耕 作ろ | 


il 直上 17.5 認 アリ (所 有 地 = 含 マ ズ ) 出 典 地 ヲ | 


| 小作 ス 挿 具 ラテ シテ 耕作 ラナ ス 


| 1 大 吉孝 ノ 共 抽 電 = 出 ん 近 典 ラ エッ ァ 朱 作 | 











| | 但 講 トシ テ 燃 将 擦 取 雇 生 具 = テ 耕 作 ス 1 ヶ年 
| | 8 彫 ラ 要 え 


| * 親 類 ノ 役 埋 ラ 無償 = テ 使 用 ス 


出典 地 10 剖 ァ (所 有 地 = 含 < 々 ) 則 典 地 ラ 小作 ス 


雇 邊 具 ラ ナシ 1 日 = 憶 シ 6 人 ノ 割 = 換 エ ス 


| 舌 任 王 山 ノ 役 震 無償 = ニテ 使用 ス 
| 代 村 トシ テ 耕 作 と 5 較 ヲ 有 賃 ミリ 差引 カル 
= 。 王 三 | 人 R 人 は シテ 雇 主 耕 傘 シ テ 3 剛 ノ 耕作 料 ヲ 逐 賃 | 


リ り 引 ヵ カル 生年 エニ シテ 他 へ 自家 人 働 テア ナス | 


| 軸 座 lk トシ テ 1.5 癌 羽 子 借家 ス 挿 具 = テ 
| 耕作 モリ 

リ 契 約 へ 前 提 チ レ ド モ 策 際 へ 後 那 = ニ シテ 利子 ラ 
と 3 | 


雇 生 具 = テ 耕 作る 年 5 団 ヲ 要 ス 
宅地 1 状 双 家屋 ラ 160 周 = Ri 半 


雇 和牛 具 = テ 寿 作 モリ 
雇 生 具 ト 人 ト 損 エス 


康徳 2 年 2 月 來 屯 呂 茶 ノ 家 ラ 年 4 岡 ニ テ 億 用 | 
年 工 2 人 = テ 20 回 了 入 アリ 


座 竹 3 年 2 月 = 本 記 = 来 仁 ス | 
同族 詞 景 時 = 和 寄 富 モリ 
菊 家 起 ニ テ 日 エラ ナス 





| 宅地 10 誠 ヲ 入 典 モ 9 所 有 3 地 = ニ 含 ふ 数 員 ラ テス 





大 開示 フジ 2 人 2 = 房子 ラ 作 7 住 | 


( 寺 訂 起 滋 二 ) 主 革 本 必 避 燈台 普 


翌 哀 癌 


(時 普 詳 次 田 ) 員 薄 本 群 尽 
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上 数 
耕作 農 家 
基 クノ 他 

N 日 
男 
補 
計 
基 働 
雇 代 年 月 工 
被 代 者 
下馬 章 * 所 se 人 
耕 地 
土地 利 用 
自 。 作 。 地 
小作 地 
耕作 地 計 
代 、 二 き 付 ま 地 

・ 小 作 関係 
定額 金 納 
定 額 物 紹 
分 和 盆 物 納 

計 
大 家斉 所 有 
馬 6 頭 
騒 37 
床 7/ 
大 左 具 所 有 
大 還 
午 寺 


2 人 








23 人 ( 屯 内 14 人 


804.10 束 


499.60 訪 
267.50 7 
767.10 7 


302.00 7 


1 戸 営 耕地 


1 戸 耕 作 地 


出 衝 


23.65 訪 


22.56 矯 


9 人 ) 
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間際 


1. 開 係 屯 附近 略 岡 3: 杉 テ ル 部 落 ・ 河 ・ 山 道路 ・ 鐵 党 ・ 地 形 * 交通 開 係 ) 






田 

777// | 

の 、。 

問 NN 高村 ルン 
人 辺 燈 ーー = 女 





! 内 


仕 表 密 W 


2. 市 ノ 開 柄 年 代 < 今 ヵ ぅ 何 年 前 ) 
250 年 前 某 地 ノ 郎 氏 開 拓 シ 、 郎 家 和 飼 村 ト 生 モ リ 。 
230 年 前 現在 ノ 田 姓 ノ 同族 来 上 シ と 、220 年 前 = 田 喜 豊 ノ 運 來 起 シテ 土地 ラ 獲 得 え 、20 年 前 迄 へ 邸 家 訪 棚 ト 舟 セ シラ 、 田 
家 高 棚 ト 改 ょ 。 
3. 交易 障 係 
、 〇 忠 心 都市 ・ 基 レト ノ 交 通 開 係 
鐵 只 路 城主 トス o 
〇 宮 却 及 叶 入 市 場 (都市 名 ) 
本 忠 域 ラ 主 トシ 、 夏 宗 模 和 = 天 グ 。 
冥 態 調査 吉 ト ノ 交 易 (行商 涯 力 和 需給 等 = ミッ キ ) 
年 工 2.3 人 位 デ 其 ノ 他 開 係 少 ナシ 。 
4. 自然 的 條 件 並 = 炎 害 
地 質 * 地 味 水 質 
粘 質 青土 地味 中 ノ 下 ナリ 。 硬 質 
@ 水 害 
水害 ナシ 。 民 國 5 年 降雨 多 ク 、 耕 地 家屋 共 = 被 害 ラ 受 ケ タリ o 
G 早 ・ 風 害 
民 國 12 年 5 月 中 旬 始 メ テ 隆 雨 ア リ 、 此 ノ 早 害 = ニ ョ リ 政 量 企 減 。 民 較 1 年 大 風 ノ 父 、 作 況 5 割 減 チ リキ 。o 
@ 病 昌 委 
陸 閑 昌 つ 毎年 路 生 シテ 高菜 、 黄 豆 等 = 被害 アリ 、 家 統 2 年 ニム 芝 子 全 減 モ シュ ト ア リ o 病害 ナシ o 
廉 耕地 ノ 有 無 其 ノ 原 因 
ンジ 
5. 医 害 、 事 等 ノ 影 響 、 屯 一 般 ノ 勘 向 キ 
事 奨 及 上 E 害 ノ 及 響 テ シ 、 恵 ノ ー 般 的 生活 状況 へ 中 位 ナ リ 。 





6. 度 量 衡 
枠 ノ 大 キサ (メー トル 尺 = テ 測 ル ) 2 の Zcz 
ルツ 
間 机 
松 笑 1.2 丘 8 新 度量 衡 打 ニ 1.2 8 (同一 物 ラ 笠 ん ) 
1 喘 三 7,200 1 弓 =5 尺 ( 横 ) 5 尺 ( 徐 ) 
( 靖 尺 ) 35.2 Cm 29c 


1 三 (法話 尺 )64.0 Cm 


居 号 普 


( 可 蘭 詳 党 量 ) 呈 生 本 笑 村 


浴衣 准 


(本 革 詳 滞 ) 品 芋 本 許 








































































































和 晶 導 要 漏 
1 遼 営 改 量 並 小作 闘 係 
地 | 中 作 料 附 加 物 條 件 
天 地 党 高菜 | 黄 豆 | 六 子 | 遇 子 科 手 | 条 に = | 
| 
上 地 | 地主 側 | 物 納 
現 | 全 。 衝 
負 携 折 年 
四 | 高 肖 帝 子 | | 
中 地 40 石 | 3.5 石 | 5.0 石 | 3.0 石 24 財 | 二 色 均 納 
政 20 石 | 
司 | | 小作 人 当 
下地 202| 1.57| ー| 207 18/| 1.6 石 | 側 搭 負 | 全 額 
| | | 
| 
ll + で ! | 
藤 虹 作 年 時 民 園 1 年 の / / | 金 納 ノ 場合 へ 前 綱 カ 前 後納 邊 分 
英 』 ノ 中 量 | 50| 40 石 | 6.0 話 | 20 石 | 逢 | 析 灯 場合 へ 穀物 = 定 メ ナ キ カ 三 名 
記 | | 納 高 黄 、 毅 子 
凶作 年 時 | 民 國 54 / / / | 
放 中 | 思 旬 | 小作 料 = 附 加 物 (建物 ・ 役 埋 ・ 農 具 * 種 子 
共 ノ 下 基 | 15 石 07 古 20 和 皆 無 | 有 料 ) テ シ 
| 220 年 前 | 7 / / 7 が 考 | 小作 人 ノ 義 務 テ シ 
時 拓 党 時 収量 | | 不在 地主 屯 住 地主 ノ 差異 ナシ 
| 19 石 耕作 | 不 馬 2.0 右 | 1.0 生 | 
2 大 地 = 
市 内 大 地 ミミ 
職 業 | 身 分 | 所 有 耕 地 | 所 有 訂 耕地 | 共 他 所 有 地 

















天地 | 
12.05 
11.00 


11.13| 











ーー 


[の 


くう 


・ 府 働 ノ 過 不 足 
市 内 涯 働 カニ = テ 足 リル カ 
過 剰 ナリ 。 
不足 ノ 吐 電 
ナシ 
補充 へ 何 虚 ヨリ スル カ ( 渉 働 市 場 トノ 開 係 共 ノ 大 約 ノ 人 数 ) 
ナシ 
引 任 (年 内 誰 値 
に | 語 25 銚 年 工 ( 眼 人 的 ) 40 間 月 工 (県 人 区 的 ) 6 賠 
浴 賃 へ 何 吐 明 モ 高 キ カ 、 高 キ 吐 ノ 値 CH エニ ツイ テ ノ ミ ) 
除 曹 一 
IM 稼 30 銭 
。 全 屯 耕地 播種 割合 、 大 属 、( 男 積 ヲ 得 サ レス ハ 割 合 ノ ミ ) 
呈 呈 8 呈 。 高 楽 4 親子 1 割 。 帝 子 2 大 
特色 テア ル 作 物 ノ 有無 名 各 
ナシ 
- 高 数 表 子 
・ 了 販 真 作物 名 
ei 畑 。 王 
。 六 要 ナ ル 弄 業 出稼 地 (行商 基 ノ 他 修業 = ウッ イ テ モ ) 
ナシ 隣 李 = 農 葉 期日 工 = 出 ル 。 
・ 特 殊 ナ ル 事 洪 
主 地 隔 係 
誤 買 えん 場合 へ 日 測 = 依り テ 面 岳 ラ 決 ス 、 地 媒 、 中 介 人 等 が 介在 ス o 
地 條 へ 四 家 高 村 = 7 廉 償 ナ リ 。 
入 典 出典 少 キ ハ 負 額 少 キ 筐 ナリ o 
面積 ハ 若 訓 ト 長 サ ニテ 測 ル 。 
が 作 賠 保 
銀 納 物 納 生々 ナリ 。o 
地主 、 小 作 人 共 = 屯 内 = アリ 。 
小作 人 ノ 義 務 テ ナシ 、 期 限 ハ 1 ヶ年 トス o 
金融 事 捕 ( 主 ナ ル 人 金融 ノ 方 法 利 系 等 ) 
営 辿 =) 融通 え スル シュト アレ ドモ 極少 数 ニ = シテ 全 屯 ニテ 50 彫 位 ナ リ 、 屯 内 間 ノ 個人 貸借 最 モ 多 ク 70 園 程度 ナリ 、 
月 利 2 分 普通 トス 。 
券 働 開 係 ( 幸 青 、 雇 邊 具 、 挿 具 、 換 工 等 = 注意 ) 
持 埋 穀物 ノミ 折 牌 ノ 場 合 ^、 村 旨 小 作 人 負 挫 、 革 穫 類 、 双 紀 、 種 子 折 生 ノ 場 合 へ 、 村 費 折 年 トス o 
老 奈 4 則 人 間 ノ ミニ 給食 え 
雇 生 具 1 天地 
打 味 見 1 周 飼料 、 幸 食 補 休 者 負 挫 
共 同 耕作 
ビス 
引 有 地 Ch 林 牧 地 笛 
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羨 呈 営 


(本 革 器 光 旦 ) 品薄 上 虹 選 
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鐵 祝 第 上 下 夏 家 模 村 田家 窟 杉 市 市 
2 | 家族 内 訓 履 備 | 枝 価 員 表 | 所 有 硬 
系 | 枯 | 経 介 森 式 ーー マーーー ーーーーーーー 「 

脱 | | 男 | 女 上 C 有 エエ | 征 内 | 肌 稼 | 証 | 耕地 
柚 誠 | 時 孤 WT 入 | 人 人 l 人 | 人 | 避 | 意 
和 計 | | 包 癌 引 14 引 86ZZ0 80410 
デ 戸 | 

党 ーー ニニ = ー ーー 25.52 23.65 
玉 均 

Il | 地 主 2| BI 語 2E5js 二 1 一 一 136.50| 123.50 

2 | / / 3 2 ー」 ーー ーー CDO0 110.00 

人 語 |kU 証 > 自 2 1 45.30。 44.00 

4 7 の | 3 1 = こう ーー 36.80| 35.00| 

5| 2 | 地 ・ か ヵ | 3 3 ー ーー ー| 585l 5350 

| | 

6 | 7 自 作 | 4 4 = に ーー 55.00 55.00| 

2 人 | ist が 2 5 | ー コ 一 | in4.80| 1n1.30 

(年 工 2 | | 

8| カ / 1 3 1 月 エ 3 還 当 | 70.50 65.00 

9 | / / 3 6| 月 工 2| デー = 66:50 61.50 

10| / / 4 3 き 記 49.80| 48.00 

| ヶ / 3 6 羽 5 ー| 2eoo| 2 
12 | / / 6 2 | ニー] ーー 47.80 41.80 
Hi / | 1 2 = =」 ーー 12.80 12.50| 

14 | (4 自 ・ 小 ・ 雇 年) 4 3 記 と (年 )1 7.60 6.00 

15 | 7 | 自 *・ 雇 (月 ・ 昌 1 2 ー| CHD1IK 月 ・ 日 1| 6.00」 6.00| 

16| 7/ / (年 う 2 2 ー | (@SW 5.00 5.00| 

177| 2 | ホ 作 | 3 2 = FL」 三 1.00| ー 

18| ? / | 1 2 当 当 ー 電導 

19 | 7 / 4 5 ヨ 計 ー 2.50 思 

| 扇 農 C 月 ・ 記 | 介 上 9: 人 固 94 | - 

20 | / | 選 農 C 月 ・ 日 ) | 5 3 1 CH う 1| CH 400| | 
21 | / / (月 ) 5 1 一 | (月 D1 = コ 1.30)| デ ゴ 
29 | / の 呈 (C 人 SE 3 7 了 (年 ) 三 | = - コ 

8 (年 ・ 昌 ) 1 間 計 1 | 

23 / (月 ・ 日 ) 2 2 一 |( 月 HH)1 1 に | | 
| の | 2 請 康 08 3 生 に | | =| cuilt0N 人 陣 
5 | 7 の (Gie3 昌 1 3 一 月 ・H)1 王 デ 

26 | 7/ 2 詳 (G 2 3 1 1 王 / 一 | 一 一 

27 | 2 7(G 半 () 3 2 ーー / ー ー ー 

29 | / / 計 G 誠 5) 2 っ ! / 呈 に | | 

29」 / し (ぐう) | 1 1 一 / 局 ー ー 

30 | 4 (/ 月) | 3 2 ー ーー! ー 三 

31 / 4 が | 1 2 = 志 = CH)1 ーー ーー 

大 ] = 当 = 
2| ? | 業 cmwyl ” 】 1 OM 天 WM 
3 | / | 難 (大 師 夫 ) | 2 3 一 大師 夫 1 ー ニー 三 
34 | 2 | 無 職 | 2 一 ーー 一 | ーー ーー に 



































証 本 表 = 現 レタ ル 石 へ 蒼 制 石 ナ リ 
































427T 
板 2 ( 四 陸 部落 共 他 ノ 部 ) 
大 家 府 所 | 大 度 内 所 有 | 諾 
小作 形 | 耕作 面積 供 付 地 | | 一 一 ーー 備 老 
| 訪 | 原 | 生 | 大 車 | 政夫 | 前 
- 拓 請 < 時 | 間 | 。 陣 同 門 四 区 F 中 選 に に 
定 物 1 767.i0 302.00」 6 3 7 4 6 費 計 
共 全 | 
| 選 記 
ー| 22.56 国王 | 還 上 主 上 議 言 | 誠 認 之 党 
雪 | | | 玉 均 
ー | 人 光 |。ー| 一 | 一 | 一 | 一 | Nb16 吉 ア リ (所 有 地 = 含 マズ ) 1 
ーー ー-| nooo| ーー| - ー 2 
' ー| 34o0| iooo| 一 | 一 1| 一 | 一 | 振 内 = テ 耕 作 ス 3 
「 天 |3000 旧 誰 S06| 詞 三 也 5 1 請 認 ニー 1 7 入 典 地 10 庵 所 有 地 三 含 ふ 4 
| | 
了 金 生前 25 男 | 2000 5250| 一 | 一 | -| 一 | 一 | 六 和 上 内 ラナ ン 示 作 ス 5 
委 物 上 P 55.00 | ョ ー| 一 | 一 | 搬 内 = テ 耕 作 ぇ 6 
定 物 壮 子 1.0 石 | 130.30| ー| 1 1| 一 1 1 出典 地 75 癌 アリ (所 有 地 = 含 マ ズ ) 7 
定 金 前 物 分 (5:5)| 105.00 ー| 2| 細 詳 議 | 1 2 搬 具 = テ 耕 作 ス 8 
定 金 前 24 則 | 120.00| 語 細 本 Je 1 1 | 7 9 
義 金 相 間 25 画 saoo 一 | 一 | 一 | | 一 | 一 | ヶ 。 入 時 W8 所 有 地 = 合 > 19 
分 物 ⑤:5 計 > ロロ 
ミ 生 具 ラテ ナシ 人 力 ト 換 工 ス 入 典 地 2 誠 所 有 
に 生前,7 48.50 を 語 と II . 三 3 炎 全 の 路 記 有 | 11 
和信 物 5:5)| 77.80 ー 中 語 王 人 三 1| 一 | 挿 具 = テ 耕 作 12 
/ 23.00 ー| 一 一 | 一 一 | 一 | 雇 生 具 4.50 加 入 典 地 10 束 所 有 地 = 含 ふ 13 
7/ 26.00 ー) 選 喧 1| 一 | 一 | 親戚 ノ 生 具 ラ 無償 = テ 借 用 ス 14 
ー 6.00 ー| 一 | 一 | | 一 | 一 | 畠 具 = テ 耕 作 15. 
ー 5.00 ー| 一 | ー| | 一 | 一 | 居 千 具 ラ チ シ 人 カト 換 エ ス 16 
分 物 5:5| 20.00 ー = 一 1 三 | 也 ポ 大 | 陣地 上 17 
/ 10.00 ーー ー ー 一 一 ー- 18 
定 金 前 25 周 3.50 ーー ー| 一 1 | 呈 19: 
に = 時 = | = = を た 20! 
ま | た | に | e 放 に = 21 
| 二 う ここ 当 と = 22 
選 | た! 四 当 = 四 = 23. 
時 | 1 縛 に 抽 導 に 24 
ーー = ご = に = ーー = 25. 
= = ーー| 委 過 ーー = = 26 
に = ニコ = | = = ーー 27 
記 | 旨 あ に Ja 旨 語 叶 28. 
= ーー = 呈 = ー」 = ー 29 
ーー = 連 | 三 | た 当 = 30. 
ミコ 計 | 生還 31 
= | 選 = と 一 32" 
- り こ 」 = に ーー| = = ーー 33. 
> ー ー NINE al を 食 ト シテ 生活 スネ 34 
す 


























間 旦 葵 


( 芋 療 庄 溢 選 ) 語 著 本 尋 忌 
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1. 戸 敷 29 戸 
耕 作 農 家 22 戸 


2。 人 日 
朋 110 人 
女 110 人 
計 220 人 
3. 働 


彼 。 修 較 潮 2 人 AGBSSSNNI62S 肌 泰 JOAO 
ENH 吊 皿 二 有 
耕 地 1.017.00 状 、 1 戸 営 耕地 35.07 対 
5. 主 - 地 利 用 
自 作 地 945.00 誠 
小 作 地 563.00 訪 
耕 作 地 詩 150800 訪 1 戸 管 耕作 地 。 52C0 政 
貸付 地 2200 吉 
6. 小 作 闘 係 
定額 金 納 7 人 
定 額 物 納 87 


分 2 2 
計 16 件 
7. 大 家 畜 所 有 
司 14 頭 
嘆 13 7 
原 17 
3. 大 燥 具 所 有 
大 車 10 疾 
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軸 ノ 概 況 


1. 開 係 市 附近 岡 CE 杉 テ ル 部 落 ・ 河 ・ 山 ・ 道 路 ・ 鐵 道 ・ 地 形 ・ 通 開 係 ) 








と と > ウッ 狗 Ai 

















2. 市 ノ 開 算 年 代 ( 今 ヵ > 何 年 前 ) 
200 年 前 劉 連 江 ノ 礼 先 河北 独 = 9 ( 順 天 府 ) 濾 消 と シ 、 本 車 開拓 ノ 字 トナ ル 。 
3 交 易 了 開 係 
〇 中心 都 市 ・ 基 レト ノ 交 通 係 開 本 訴 城 及 寺 堆 子 ト 開 係 宏 接 テリ o 
〇 宮 殆 及 陸 入 市 場 (部 市 名 ) 同 上 
貸 趣 調 相 地 ト ノ 交 易 (行商 愛 力 需給 等 = ニッキ ) 
行商 開 係 ナ シ 。 
芝 力 へ 本 屯 き 調査 屯 = 供 給え シュ ト 皆 無 テ チル モ 、 媒 貸 期 = 於 テ 年 工 、 月 工 、 日 エラ 調査 地 ョ 7 需要 ス 。 
年 エム 年 2 乃至 3 人 、 月 工 、 日 エム 醒 少 ナリ 。 


4. 自然 前 條 件 並 = 火 告 


地 質 * 地 味 水 質 
粘 質 黒 主 、 地 味 取 浜 = ミ シテ 3 年 = 1 回 施 子 ネ 。 不良 ナリ 
@ 水 審 
春 区 水害 アリ 、 特 = 康徳 1 年 へ 洪 ホ ノ 拉 害 大 ナリ o 
@G 時 ・ 風 筆 
萩 期 早 害 ノ 害 ア リ シ モ 風 害 テ シュ 
@ 病 東 才 
病害 殆 ド ナ キ モ 、 黄 豆 ト 高 梁 = ハ 油 虫 、 芝 子 = ハ 重 心 是 (バイ 虫 )、 碧 虫 ( 根 切 遇 等 ノ 被 害 基 メ シン 、 本 年 へ 白 虫 
審 特 = 多 シ 。 


謀 耕 地 ノ 有無 共 ノ 原 四 ナ シ 
5. 医 害 、 事 半 等 ノ 影 響 車 一 般 ノ 状 向 キ 

近 挫 星 害 ノ 例 テ シ 。 事 奉 後 二 備 ノ 必要 少 テク 治 突確 立 シ 生活 = 不 当 ナ キ モ 、 経 済 的 ナ 影 響 そ 大 差 テ チキ モノ ノ 区 と o 

還 一 般 ノ 生活 汰 況 悪 シ ク 、 水 、 時 害 ノ 年 へ 生 家 = リ 高菜 ノ 無償 交付 ヲ 受 ク 、 従 ツテ 生活 相 営 疲 向 モ ルン モ ノ ト 見 人 ス oc 


6. 度 是 街 
枠 ノ 大 キサ (メー トル 尺 ニ テ 測 ルル) 度量 人 大 夏 家 楼 屯 ト 同 様 ノ 移 省 上 ス 
松 衝 打 8 新 度量 衡 打 = ge (同一 物 ラ 笠 ん ) 
1 喘 ニ 性 1 弓 ニ 尺 ( 械 ) 尺 (従う 


1』 尺 三 cm 


凌 呈 演 


(本 隙 漏 革 ) 店 草本 豆 品 


層 呈 浴 


鉛 章 本名 忌 


計 ) 


(中 帝 訪 







恵 放 橋 、 河 


1 喚 営 改 量 並 小作 闘 係 



























































































| 上 上 附 加 物 條 件 
天 地 党 高梁 | 次 豆 | 帝 子 | 程 子 | 親子 
mr | 物 納 自 衡 
質 | 金 納 | 定 家 | 分 人 別 指 | 村 衣 | 蘭 供 
誠 制 地 幸 介 回 広 科 人 
現 | 5 
周 と 5 負 挫 | 全 額 負 挫 部 負 携 
在 250| | 回 高菜 | 
中 地 | で | 3.50 石 3.00 石 300 石 ー| 309 利 石 | 5:5l 
必 | | | 20| 2.00 | 小作 人 全額 負 携 邊 埋 有 起 
量 / | | | 
下地 | 200| 2.50 石 200 石 250 石 | 5.00 石 ー| 1 15| 55 価 負 状 全額 負 接 
| | | | | 
明 展 作 年 時 | 大 同 1 年 大同 1 年 大 同 1 年 康徳 2 邊 大 同 1 年 金 納 ノ 場 合 へ 前 綱 カ 前 納 久 へ 分 綱 = シテ 利子 オシ 
基 ノ 履 量 | 4.50 石 人 00 石 人 OO 太 | 5.00 石 | 人 50 石 | 人 | 物 納 ノ 場合 へ 帝 物 = 定 メ ナチ キ カ 契約 ノ 場 合 日 頭 
民 ES と テ 決 定 シ 穀物 へ 定 メ ナシ 
役 囚 作 年 叶 | 座 徳 ! 中 康徳 + 年 康徳 1 年 康徳 1 年 康徳 2 年 小作 料 旦 加 物 ( 下 物 ・ 役 寺 記 大 ・ 竹 子 " 雇 料 ) テ シ 
基 ノ 履 量 | 1.50 石 200 石 1.50 石 人 00 石 | 3.00 石 | 。| 上 作 人 ノ 義 務 テ シ 
| 200 年 前 200 年 前 200 年 前 200 年 前 不在 地主 ト 屯 住地 主 ノ 差異 ナシ 
開拓 営 叶 下 量 | ー 
5000 石 | 500 石 | 500 右 | 600 石 











: 


2 全 ラ ベ 地 主 


市 内 大 更 。 壮 屯 外 大 地 主 ( 屯 内 = 土地 ヲ 所 有 ス メル 者 ) 


へ 所 所 有 | 其 他 8 所 有 | 所 有 | 其 他 
氏 名 | 職業 | 竹 分 半 地 | 内 硬 地 | 所有 地 名 | 住 所 | 工業 | 生 分 | 新地 | 生 地 | 所 有 











兵 
| Em | 天地 
仲 区 民 | 地 <* 邊 | ナ シ 9.0 三 0.4| 覇 景 新 | 本 史 蝶 | 地 主 ー| 10.00 に 






































に 1! 


車 ノ 模 。 間 





雑 項 
苦 働 ノ 過 不足 
軸 内 腔 働 力 = ニテ 足り ルカ 
過 不 足 ナ シ 。 
不足 ノ 叶 区 
補充 へ 何 虚 ミ リス ル ヵ ( 有 働 市 場 トノ 間 係 、 共 ノ 大 約 ノ 人 誤 ) 無 
券 賃 (年 内 症 人 準 値 


日 工 0.40 還 年 工 ( 眼 焦 的 ) 50.00 面 月 工 (中 像 的 ) 
勢 賃 へ 何時 好 モ 高 キ カ 、 高 キ 時 ノ 値 CH エニ ツイ テ ノ ミ ) 
陸 昔 。 0.60 古 
収 稚 0.607 
全 屯 耕地 播種 割合 、 大 略 、( 画 積 ヲ 得 サ レ ハ 割 合 ノ ミ ) 
黄 豆 高 薄 色 米 簡 殻 子 
特色 アル 作物 ノ 有 無名 和 
ナシ 
主食 物 名 
高藤 、 穀 子 、 各 子 、 
真 販 作物 名 
黄 豆 、 高 淫 、 帝 子 、 
持 要 ナル 副業 出稼 地 (行商 共 ノ 他 修業 = ツイ テモ ) 
ナシ 
大 圭 堆 子 黄 家 癌 棚 等 ナリ 。 
特殊 ナル 事 江 
詩 地 開 係 
洪水 ノ 被害 ノ 偽 、 箕 開 係 皆 無 ノ 状 門 ナ リ 。 
何 近 來 詩 地 ノ 哀 買 移動 至 ド テ シ 。 
他 忘 = 比 シ 耕地 面積 少 テ シト 。 
人 作 開 - 係 


肥 浜 ニテ シテ 、 比 較 的 洪水 ノ 害 少 キ 地 へ 概 ネ 銀 納 定額 前 提 = シテ 、 魔 地 へ 物 納 定額 或 へ 分 答 ノ 形 開 チ リ o 


洪水 基 シ キ 年 へ 小作 料 ノ 減 鞍 行 へ ヘル 。 

本 市 ヨリ 外 屯 = 移住 ス えん 小 作 人 ヲ 生 ズレ ドモ 、 本 思 = 來 皿 スル モノ 天 オ シ 。 
金融 事情 ( 主 ナ ル 人 金融 ノ 方 法 利 系 等 ) 

主 地 狭小 = シテ 、 返 注 ノ 方 法 無 キ 和仁 、 金 融 ク 衝 チ タク 従 ツテ 負債 モナ シ 。 

典 開 係 殖 シド 無 シ 。 
芝 働 開 係 ( 接 埋 、 雇 和牛 具 、 挿 具 、 換 工 等 = 注意 ) 

接 豆 、 雇 邊 具 、 殆 シド ナシ o 

挿 具 へ 6 戸 、 換 工 4 戸 、 役 震 1 頭 = 苦 力 3 人 トス 、 但 と 農具 持参 ト ス o 


甘 同 耕作 
2 
線 有 地 (山林 牧 地 等 ) 
山林 テ シ 牧 地 (低温 地 ) 14 ヶ 所 
絶 面 積 6 天地 アリ 。 


5.00 箇 
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送 呈 営 


(本 党 漏 革 ) 加 圭 本 箕 忌 


普 哀 愉 


D 語 得 本 召 遷 


( 号 語 矯 恨 
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鐵 嶺 取 第 七 屋 夏 家 楼 村 前 愛人 市 導 
誠 家族 員 致 必 仙 | 被 価 員 訓 | 所 有 面 入 | 
族 別 | 経 侍 様 式 トー 一 ーー | 自作 地 | 小作 地 
脱 男 | 女 年) 工 | 屯 内 | 出稼 | 計 | 耕地 | 林地 | 
| 欠 還 唐 記 人 人 人 | 。 競 下 剖 | 認 中 
綿 計 | IO HIO 2 7 10 1133.501017.00 8.00 10850 9500 563.00 
一 戸 | 
党 | ーー ーー こ コ ー| 29.08| 35.07 主 = = 
斑 均 」 | | 
1 地 内 自 3| 4 一 | ーー 94.00| 90.00) ー 4.00| 18.00) 
2|.7 | 自 作 g| 10 年 工 6 局 ー】 320.00| 30400| 800 8.00| 30400 
3| ヶ / 1 科 陸 表 1 選 ー| 1o.oo| 10O00| 一 | goo| 1000 
| // | 
4| 7 カ 5 の 1 記 ー| 105.00| 98.00| 一 | Z0g| 請 98.00 
5| 7 ヵ / 用 | 。 品 = | ー| 27.00| 2500) 一 | 200| ま 99 
6| ヶ カ 3 文王 = 三 ll 還 12306 呈 206| 還 語 議 ー| 1200 
7 人 | 語 / 2 1 ー- = | 開 12200| 請 0700 ー| Z.00| 10.00 
8| カ / 1 1 | = ー| 12.0| 500| 。 一 709 5.00 
0 導 還 人 語 | 旧 自主 2 5 Fac 計 議 計 ー| 94.00| 90.00 一 | 4.00| 90.09| 40.00 
10| ヶ / 2 4 の 。 ュ = ー|| 85.00| 8000| 一 | 50ol 80.00| 30 
| ] 
| ヶ / 4| 6 = ーー ー| 9400| 7500| 一 | 900| 2500| 3590 
12 | ヶ ク 2 議 識 32 | 議 || 40.00| 3700| 一 | 3.ol 370o| 凍 756e 
| 
15| ヶ / 2 4 = 4 ー| 33.00| 27.00| 一 | 60Ol 27.00 開 界 683009 
14| 7 / 引 5 月 エ ュ = | 27.50| 2300 一 | 450l 』23.00| 記 6900 
] 
5 | タ / | 9 2 一 ー 一 | 12.00| 12.00 ー ーー 12.00 24.00. 
16| 》 | 自 ・ 六 ( 年 ) 2 4 ー ー| cgil 25oo| 25oo0 一 | | 
[2 内 ー ーー 
7| ヶ ? / (年 ・ 日 4 5 月 エーコ | CD Gi| 00 400 4.00 
18| 2 | 夏 作 3 2 ー ] = 三 ーー ーー ー| 9000 
19 | ク / 3 6 ー に ー| sa.oo 志 請 に Bm ー| go00 
| 
20| 2 りん 2 5 ー 議 = ー ーー ー ー| 30.00 
り 1 | ケ 小 < 雇 ( 年 う 5 4 ーー ー| (年)1 5.00 ーー ーー S.00 ー) 45.06 
29 | / 7 (年 う 4 3 一 | CC 年 D 7 ュ 4.00| ー ーー| 4.00| ーー 12.00. 
| 
23 | 2 | 雇 量 ( 年 う 3 3 ー 二 間 証 72 3 一 ーー 上 一 ー ー 
24 | / D4 / 2 2 ー| CD 7/ 1 三 ー と ー コ に 王 
の 5 / / り 4 4 2 ーー / 位 ) に ーー ーー = ーー だ 
26 | / / / 4 2 = / 1| (年 1 二 に = = 語り 
27 | 7 / / | 3 3| = 7 ュ 記 当 に | 上 | e 
/ / / 4 1 | / = 連 ー コ = で 
28 | 1 1 | ゴ 「 
29 | ク 」 茜 業 ( 須 吾 的 4 | 三 ー| 看 震 的 1 2 ー= ー| Z00| ーー 
I I 
































計 本 表 = 現 レタ ル 石 へ 蒼 制 石 ナ リ 
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( 四 隣 部 落 共 他 ノ 部 ) 































































大 農具 所 有 典 

小作 形 | 耕作 面積 食 付 地 ーーー| 備 老 
己 | 原 | 隙 | 大事 | 政 天 競 

円 路 硬 内 内 

8 150800 7200 14 10 24 細 計 
一 戸 
コ 論 着 2 | 際 | 伸 菜 14.00 妃 。 

本 間 hS00 二 760 王 Ih に | 古 記 | 還 三 に 選 | WM2 層 30.00 = 小作 セ モ シ ュ 1 

ヶ / 28.00 

ー| gs04.00 ーー 2 1 1 4 2 

ー| 100.00 =ー| 1 志 1 2 3 

ー 98.00| = 1 ーー 1 2 4 

ー| 25.00 Ne | 一 1 5 

] 証 |iZ60 5 まま 9 ニョ 6 

雪国 放 び m に 旨 veNe の = j 

記 』 500 3 (ここ JMA に 統 き ] 8 

| 定 金 (前 )20.00 賠 | 130.00 ーー 1 ー 1 2 9 
。 110.00 = 1 ヨ 1 | 10 

院 物化 ) 20 右 | 1000 一 | ュ 較 | 1 
提 / / | ii200 記 1 本 1 2 12 
" / 1.8 石 | 90.00 1 選 1 2 15 
| 院 金 (前 20.00 園 9200 = 認 ヨコ 1 2 14 
3 | 36.00 ー り 還 語 = ニ | 1 15 
ー| 25.00 人 | 16 

寺 二 400 MM も Me 17 

を 物 1.8 石 | 90.00 1 ー 1 1 2 ) 移住 ス 葵 地 法 庫 史 = 所 有 シ | g 
人 260 加 50.00 | | 十 記 こ ョ 二宮 19 

分 (5S5) | 

金 (前 )20.00 剛 | 30.00 ーー 1 5 本 年 来 住 モリ 20 

財 MA 45.00 | 開 2 e 二 貴人 主 1 21 
/ 20 右 | 12.00 1 9 1 
il 25 

還 呈 計 ー 24 

コー ゴ - ーー ゴゴ = 55 

デー に 計っ EN = 96 

当 | こ こう 三 | 性 上 語 27 

ニコ 寺 放 有三 | こ 本 28 

= ュー 沼 呈 ーー 。 邦 看 青 的 年 由 高 貢 4.5 石 アリ 29 














球 号 営 


( 可 辿 漏 叶 ) 吊 否 庫 避 忌 


凌 評 


( 唱 鷲 党 湯 テ ) 吊 得 本 群 尽 
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ウ 作 細 日 

明 125 人 . 

女 29 人 

EU 224 人 
3。 g 働 

選 信 年 月 4 人 

被 人 逢 者 26 人 (市 内 14 人 出稼 12 人) 
人 | 地 所 有 

頑 地 647.00 状 1 戸 営 耕 地 22.31 束 
5. 土 地 利 用 

自 作 。 地 619.00 誠 

小 。 作 地 632.00 玉 

耕 地 地 計 1251.00 癌 1 戸 営 耕作 地 43.13 訪 


貸 付 地 28.00 束 


6. 小 作 開 係 
定額 金 納 17 件 


定 額 物 納 ーー 
分 盆 物 納 2 件 
計 19 作 


馬 10 頭 
詞 9/ 
騎 5/ 
8. 天 農具 所 有 
大 車 10 亭 





ーー 


ーー ーー コー 


- 恵 ノ メ 概 


1. 開 係 忠 附近 賠 岡 CE 要 テ ナル 部 落 ・ 沖 ・ 山 ・ 通 路 ・ 傾 汗 ・ 地 形 ・ 交 通 開 係 





補 高 衣 市 





2. 市 ノ 開 紙 年 代 < 今 ヵ ぁ 何 年 前 ) 
300 年 前 本 屯 ノ 績 生 ヲ 見 ル 。 
3. 変 易 開 係 
〇 中 心 都市 ・ 基 レト ノ 交 通 開 係 。 個 油 城 及 法 庫 
〇 家 却 及 時 入 市 場 (都市 名 ) 夏 家 模 村 、 大 震 堆 子 、 及 本 氷 城 等 テリ 。 
息 能 調査 起 ト ノ 交 易 (行商 巻 力 需給 箋 = ミツ キ ) 開 係 ナシ 。 
4. 自然 的 條 件 並 = 秋 害 
地 質 * 地 味 水質 
粘 質 苦 土 排水 不良 = シテ 地味 悪 シ 。 硬 質 
@ 水 害 
低 窪地 ナル 筐 、10 年 = 7 年 仁 へ 水害 ラ 受 ヶ 。 本 年 へ 特 = 甚 シク 収量 年 減 以 下 ト ナル 。 
価 造 ク 同 治 13 年 へ 大 水害 = シテ 履 量 1 一 2 割 = 止 マテ ラズ 。o 
@ 早 ・ 風 審 
早 害 テキ モ 、 風 害 春期 季節 風 ノ 包 =、 再 播種 スレ シュ ト ア リ 。 15 年 前 へ 収量 = 減 ダ ル ュ ト ア リ o 
@ 病 昌 害 
病害 へ 黒 穂 病 多 ク 、 民 國 2 年 = 夜 次 虫 華 生 レ 、 収 狂 皆 無 ト ナル 。 
其 ノ 他 殻 子 ノ 節 虫 、 高 薬 ノ 根 切 虫 、 黄 豆 ノ 豆 こ が ね 昌 釜 績 生え 。 
麻 耕 地 ノ 有無 其 ノ 原因 
シス 
5. 蕎 害 、 事 細 等 ノ 影響 車 一 般 ノ 募 向 キ 
大 同 2 年 義勇 軍 入 屯 シ 、 疫 物 衣服 等 ラ 採 奏 え 。 事 毅 後 影 結 テ シ 。 
一 般 的 季 ノ 生活 程度 へ 、 他 屯 = 比 と 低 シ 、 乏 へ 地味 悪 シ ク 上 生産 力 低 キト 邊 産 家 少 キ 偽 ナリ o 
6. 度 量 衡 大 夏 家 楼 是 = 同 ジ 
橋 ノ 大 キサ (メー トル 尺 ニ テ 測 ん ) 
奪 寿 丘 8 新 度量 衡 丘 = は (同一 物 ヲ 笠 と ) 
1 晒 = 弓 1 弓 = 尺 ( 横 ) 尺 ( 徒 ) 
1 尽 三 Cm 
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愉 号 営 


) 語 芋 本 避 号 


に 
ン 


(村落 況 湯 














































































地 有 | 小作 料 | 附 加 物 條 件 
天地 賞 | | 上 吉 染 | 斑 号 | 粒子 | 毅 子 
作 | 例 納 | 物 抽 定 額 | 分 盆 | 
-| | 園 石 石 石 石 彫 高 葉 | 
| 上 地 |200| 4.00 4.00 5.00 3.00 | 5s:5| 地 主 作 
現 | | | | 25.00 2.00 | を 額 
花 | | | / / 7 | 7 | 負 挫 
了 | 車 地 | 150| 200| 3.00| 400 1.50 20.00 1.50 5:5 
| | | | | 
語 | | ん | / | / / / / | | 小作 | 額 
| 下地 | 100| 1.00 1.50| 3.00 1.00| 15.00 1.00| 5:5| 側 負 携 
| | | | | 
最 軸 作 年 時 上 徳 1 年 同 民 較 19 年 10 年 前 | | 人 納 ノ 場合 へ 前 納 カ 前 紀 契 約 ナレ ド 分 納 ス アモ フ テ 》 匠 場合 
其 ノ 必 量 4.50 5.00| 6.00| 6.00| 診 ハ 月 利 3 分 トス 
| 3 | | 物 納 ノ 場合 へ 穀物 = 定 メ ナ キ カ 契約 ノ 際 決定 普通 高 黄 リ 
地 E 時 |7 7 年 前 民 國 19 年 | 19 12. 3 年 前 | 
生生 前 | | 作料 = 府 加 物 ( 先 ・ 役 震 * 農 具 ・ 竹 子 * 了 料 ) 分 人 / 提 合 弁 
基 ノ 履 量 | 1.00 1.00| 0.50, 1.00 | 料 折 邊 負 所 スル シュト アリ 
| 孝 | っ = さ 
e | 250 年 前 | 同 | 同 | 同 0 
開拓 営 時 下 量 | | 不在 地主 ト 屯 住地 主 ノ 差 異 オシ 
| 690| 590 一 | 500| 


































2 大 地 に = 
屯 内 大 地 主 | 屯 外 大 地 主 (内 = 土地 所 有 え ん 者 ) 
8 1 、 | 所 有 | 所 有 | 其 他 | = | 加 所 有 | 所 有 | 其 他 
氏名 | 職 業 | 身 分 | 条 地 | 訂 耕地 | 所 有 地 | 氏 名 | 住所 | 職業 | 身 分 |] 舟 地 | 腰 耕 地 | 所 有 地 
| | | | | 
| | 劉 川 | 夏 家 模 | 地 * 自 | ゴゴ 1600 王 





























2 Pe" す ー ペ デー へ 

















6 





軸 ノ 要 。 競 . 


働 ノ 過 不足 
市 内 涯 働 力 = テテ 足り リ ルカ 
過剰 ナリ 。 
不足 ノ 叶 電 
ミン 
補充 へ 何 虚 ヨ リス ルカ ( 芝 働 市 場 ト ノ 開 係 、 共 ノ 大 約 ノ 人 敷 ) 
シン 
、 疹 賃 (年 内 下 準 値 ) 


日 工 0.30 面 年 工 ( 中 伏 的 ) 50.00 面 月 工 ( 過 信 的 ) 5.00 面 
券 賃 へ 何時 最 モ 高 キ カ 、 高 キ 時 ノ 値 日 エニ ツイ テ ノ ミ ) 
lg 可 0.35 咽 
政 移 0.357 
全市 耕地 播種 割合 、 大 略 、( 机 積 ヲ 得 サ レム 割合 ノミ ) 
糞 豆 3 制 高 菜 3 割 親子 割 毅 子 2 制 共 他 1 割 
特色 アル 作物 ノ 有 無名 各 
レム に 
: 主 食物 名 
高 業 殻 子 尊 子 
販 宮 作 物 名 
葉 豆 親子 
. 主要 ナル 副業 出稼 地 (行商 基 ノ 他 修業 = ツイ テモ ) 
フミ ジン 
券 働 者 へ 夏 家 模 = 履 へ ル 。 
・ 特 殊 ナ ル 事 質 
主 地 開 係 
以前 へ 旋 了 地 ニ = シテ 、 現 在 へ 訂 耕 地 テ ナシ o 
土地 ノ 入 出典 近 来 チ シ 。 
5 年 前 恵 長 ノ 劉 某 所 有 地 7 天地 ヲ 衣 却 と 、 本 屯 ヲ 去 ん 。 
不在 地主 ノ 所 有 地 へ 35 天 地位 テリ 。 
小 作 開 係 
銀 綱 、 物 綱 、 分 盆 等 混 然 トシ テ 居 り 、 契約 へ 1 箇 年 毎 = 更新 ス c 
小作 料 溢 綱 者 ア リ 、 月 利 2 分 5 原 一 3 分 ノ 利 子 ラ 附 ス 。 
外 ノ 小 作 地 モ 相 営 ア リ 、 小 作料 へ 地主 へ 持参 ス c 
金融 事情 て 主 ナ ル 人 金融 ノ 方 法 利 系 街 ) 
10 年 前 へ 地 疹 ヲ 利 用 シテ 上路 城 ノ 時 産 家 = り 借入 モル モ 現 在 へ 認 メ ズ o 
内 ノ 個 人 貸借 或 ^ 屯 外 ノ 知人 等 = 金融 ス c 
負債 絶 額 も 500 周 程度 ナ リ o 
券 働 閥 係 ( 返 青 、 雇 和牛 具 、 挿 具 、 換 工 等 = 注意 ) 
捧 青 雇 牛 具 共 = ナシ 
挿 具 = 依 ん 耕作 多 ク 換 工 ト 開 也 ス < 
役 畜 及 ど 農具 テキ 者 へ 換 エ シ 、 挿 具 シ テ 耕 作 ス 。 
共 同 耕作 
ワン 
練 有 地 (山林 牧 地 等 ) 


選評 党 


(本 記 党 回) 調 芋 本 如 豆 


避 忌 惨 


( 員 記 沖 湯 ) 証 薄 号 改 呈 




























































































仁 反 第 華 臣 夏 家 楼 村 小夏 家 机 市 ノ 
度 家族 員 燥 選 備 被 借 員 誤 | 所 有 西 積 
本 | 族 列 | 経 飼 様式 | ーー 上 作 地 | 人 
了 | | 年 OD エ | 恵 内 | 肌 秋 | 計 | 幹 地 Mk 人 
| 人 | 大 人 | 人 唄 路 | 中 路 
計 125 99 4 14 2 744.10 64700 400 93.10 
ー 戸 | | 
党 ーー ゴー ーー ーー 一 | 25e 2231 ヨ 
玉 均 | 
| 漢 | 地上 … が 川邊 用 ミラ ー| 一 | 48oo| 40oo| | 390 
が Das 洲 引 請 廊 コラ ー| 一 昌 財 205o| 18ool 一 | 250 
暗 | 還 が 紳 計 寿 | | 必中 コー| 5 An0。 た | 59 
4l| / / | 2 4 一 ーー 一 | 60.50| 57.00 ー| 3.50 
II2/ 還 八 天 間 な | 6 5 記 = ー| 2200| 8000| 一 | 1200 
6 。 el 一 | | 7450| 2000 4.50 
6 / に 当 ーー 三 
7| ヵ / 12 請 ーー ee.2dl 靖 Cogle 半 吉 
8| ヶ ヵ / 8| 6 | 一目 二 | 4200| 康 3696 還 還 本 雪 3660 
9| 7 2 説 思 N 。 一 | 。。 | 2 の 00| 200| ミミ ee 
10| 7 ヵ 7 4 。 ュ 三 | | 一 | ja00| RBel 放 RE 
| 
Tl 7 / | 6 5 ー 一 一 | 16.0G| 11.00 一 | 500 
| | ] 
2| ヶ | 邊 ・ ホ ・ 重 | 4 3 ー 則  :』 衝 . 財 isaool soo| | 。saw 
13 | 7 自 ・ 小 ・ 禁 10 11 年 3 当 一 | 146.00| 132.00 ー| 14.00 
| : 隊 CO 二 | 細 還 迷 ( 還 : ー| 旧 2 | 4Zao| 4500| 。 恨 。』z99 
| | | 
15| 7 / 還 際 2 上 月 。 ュ 征 550| so | 編 婁 
| | 
| | 
16 | 7 自 ロロ 雑 2 ー ーー ーー ーー 8.00) 7.00 ーー 1.00 
7 | 7 7 1 1 ご | = | 209 TS0 Ne 
19 | 7/ 小 * 雇 7 8 デ は に 請 守 2 2.00) 一 | 2.00 
| 
19 / り 4 3 2 庄 中 1 年 っ 二 | 一 Di ゃ | 
20 | 7 / 3 2 才 肢 症 吾 利 台 卓 三 ー|% そこ 吉 争 件 
| | | | 
21| 7 ヶ | 昼 諾 | 引 3 ー ほ  」 御 『 引 so 者 当 暫 乱 
22 | / / | 3 2 当 ー 恒 | 当 ーー 一 | 
| E 価 記 | | 
93 | / (4 4 1 一 |4 2 ー」 7.00| 一 | ーー 2 
4| / | 3 SN ME 件 本 
| | ] 
25 | 7 7/ | 2| 1 ーー 1 ー 3 王 ー ーー 
26| 旋 | 誠 ロ 雑 | 1 3 一 |4 1 ーー 2.00 = 二 ーー 2.00 
| 
27 | 江 / | 2 | 3 幅 則 | | ご | SO に EN 半 当 陸 SN 
98 | 7 / | 6 3 一 1 ー 4.00 ー| 4.00 一 
29 | / 茜 | 1 1 ー ー ー| 一 ー| 一 | ー 
ee 
















































「 ゃ 
概 況 (本 陸地 放 共 他 ノ 部 
| 大 条 大 所 有 | 大 和央 所 有 | 「 
「 小作 疹 趣 | 耕作 面積 | 食 付 地 | 一 一 了 ーーーー es. 玩 備 老 | 秋 
「 計 | 原 | 邊 | 大 車 | 主 天 | " 内 
本 Tl wl ml s 6 PT 1L 
勝 千 上條 9125000 90 0 9 5 1 gi 
「 | ー 戸 
「 加 陣 2 | | ココ | - 放 
' し 記 財 7?C00O| 10.00 ll 語 = ー| 1 1| 挿 具 ラテ ナシ 耕作 ス 1 
ー| gol 一 一 | 一 | 一 | 一 | 日 工 吉 外 1200 剛 作付 地 ノ 全部 分 益 テ リ | 2 
ー| 41.00 ー ] 一 ー | 本 屯 ノ 劉 振 ト 挿 具 ヲ ナス 5 
本 EE 相 上 ke h。 1 - ー| | 東和 2 押 村 和 押 負 ラテ ぇ 入 典 地 30 誤 アリ 所 | 』 
還 昌 | | 」 | 」 ij 殖 の 克 地 中 ニ ア ) 地主 へ 上 城 不在 地主 ト | 
/ 22 剛 | 94.00 一 | 1 ー ] 1 WAM アリ (和合 マ 31080| 3 
7 18 一 25 岡 | 193.00 三 1 2 -| i| 2| 入 典 地 10 敵 アリ 所 有 地 ラ 含 ム 170 剛 テリ 7 
7 27 剛 | 5soo ー 人 0 記 間 1| 小作 地 へ 屯 外 ニア リ 8 
定 金 前 21 一 27 剛 | 209.00 生計] 人 ス (所 有 地 三信 の 搬 | | 9 
が 。 . 22 加 | 6200 | | ーー | 。 2 テリ 押上 = テ 音 作 ス 小作 7 toi40 回 | 1o 
7 2025 剛 | 46.00 ー 1 一 1 1 1 Il 
/ 24 則 | 12.00 | 一 . 時 一 | 芝 働 政 入 40 彫 挿 具 換 工 ラチ シ 耕 作 ス 12 
/ 24 則 | 182.00 】 1 2 _| 1 2| 苦 旬 8 人 年 198 回 ナ 9 還 店 ヲ 経 圭 ス 15 
し 4 45.00 -| ー 1 ーー 1 1 14 
7 5.50 ー | 表 | | 一 | 券 旬 邊 年 80 財 挿 具 換 エニ テ 耕 作 ス 15 
/ 了 科 0 に | h っ | 画 玉 山下 換 エス 宿 民 直 年 下 30 加 | ie 
/ isO| 一 | - | 一 | 一 | 一 | 半 半 ヲ 耕 作 え ん 侯 ラ 名 食 ラナ ス | 17 
ニー fl 隊 ko 年 】 i| 一 | 一 | 肥 但 了 8O 回 挿 具 ラ ナシ 耕作 18 
定 金 前 25 賠 | iooo ー| 一 | 一 | 表 | 一 | 一 | 其 銀 収入 100 園 挿 具 換 エ ラチ テ シ 耕 作 ス 19 
7/ 24 則 | 10.00 ー| 一 | 一 | 一 | 一 | 一 親類 農具 無償 借用 ス 20 
_ |  _| 2 束 ラ 60 園 ニテ 出典 え (所 有 地 = 含 て マズ) 看 青 | ゥ 1 
導 | NNUILURMI 収入 130 彫 アリ 
ー ー ー| 一 | n -| 一 | 茂 介 収入 59 周 22 
き に = = と ーー ー 当 i 券 銀 下 入 80 周 23 
8 ミポ Me ー| 一 ー | 苦 働 政和 64 固 24 
民 者 還 三 呈 全 | | | | 昌 直 年 板 O 画 25 
| | | | | | 入所 宅地 2 癌 アリ 所 有 地 = 含み 還 店 年 下 低 70 | 5。 
本 隊 | 3 誠 ア ァ 所 名 地 全日 政 入 36 較 | 7 
is il 主 つ | | 抹 映 A60 回 | 
l』 | | | - -| =-| | エス 2 の 看 誠 前 ラチ スネ | 28 
還 滞 | = 5EWGOI 29 






























凌 評 営 


) 浅 薄 酢 副 号 


si 
ァ 


(本 庄 溢 当 


に に 欄 に 関 に 


( 廿 血 詳 沖 慌 ) 語 芋 二 属 忌 


総 
戸 敷 13 戸 
耕作 農 守 11 戸 
請 ま の 2 2 戸 
人 昌 
男 38 人 
42 人 
計 80 人 
労 働 
雇 儲 年 4 人 お 国人 本 応寺 2 
梓 備 者 9 人 ( 症 内 8 人 出稼 1 人 ) 
考 地 所 有 
非 地 251.00 競 1 戸 営 耕地 19.30 束 
土 地 利 用 
自 作 。 地 171.00 誠 
小作 地 460.007 
耕作 地 証 ”631.007 1 戸 営 耕作 地 48.54 誠 
貸付 地 80.007 
小 作 開 便 
定 額 金 納 8 件 
定 額 物 納 。 一 ? 
分 答 物 納 57 
計 15 件 
大 家 赤 所 有 
馬 S 豆 
弁 。 37 
財 7/ 
大 堪 具 所 有 
大 車 4 所 
和 天 9 架 











6. 庶 


介 発 概 混 
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ーー 5 選 了 持 巡 
ーー りり) 
ン 過 
ま 
3 : 
る 
株 工 





2. 市 ノ 開 紙 年 代 ( 今 ヵ ラ 何 年 前 ) 


雅 正 2 年 黄 茶 ノ 開 拓 = 依 ん 向 、 黄 家 商 棚 ノ 由来 スル 所 ト テ ナル 。 現在 へ 黄 家 へ 当落 モリ 。 


8. 変 易 開 係 


〇 中 心 都 市 ・ 基 レト ノ 放 通 係 開 時 講 懸 城 
〇 間 却 及 叶 入 市 場 (都市 名 ) 同 d8 
江 表 調 査 下 トノ 交易 (行商 涯 力 需 給 等 = ミッ ツキ) 開 係 テ シ 


4. 自然 的 條 件 並 = 災 室 


地 質 * 地 味 ボ 質 
粘 質 ノ 黒 王 = シテ 地味 叫 浜 テリ 。 ある か り 性 ノ 硬 水 
③ 水 害 
光緒 8 年 1 週間 = 互 連 雨 ノ 先 、 調 兵 山 ヨ リ 池 渡 シ と 、 耕 地 へ 殆 下水 淫 ト ナリ 、 水 震 8 割 = 達 と 壮 ク モ 2 分 作況 = 止 メ 
タリ 。 降 リ テ 光 緒 30 年 、 再 ビ 水 害 ラ 被り 康 懲 1 年 へ 降雨 基 ダ シク 作況 5 割 以 内 チリ キ 。 
@G 早 ・ 風 害 
低温 ナレ バ 早 害 テ キモ 、 毎 年 季節 風 ノ 向 、 再 描 種 テラ ナス 、 
@⑥ 病 東 和 妊 
病 守 へ 主 ト シテ 高菜 、 殻 子 ノ 黒 穂 病 、 昌 害 へ 高梁 、 穀 子 ノ 刀 下 、 黄 豆 ノ 豆 と 等 ノ 衣 生 最 モ 多 ク 本 年 へ 特 = 甚 シ 。 
廊 未 地 ノ 有 無 其 ノ 原因 
2 ン 


5. 董 害 、 事 北 等 ノ 影 響 屯 一 般 ノ 勘 向 キ 


民 國 20 年 事 帝 直 後 隆 賊 ノ 環 机 ヲ 受 ヶ 役 畜 、 殻 物 等 ラ 採 春 ヲ 芝 リ タル ノミ ニシ テ 、 基 後 治安 民 復 シ 、 現 在 = 至 と モ 枝 害 
ナシ 。 民 國 15 一 16 年 間 迄 へ 生活 ノ 困 難 ヲ 感 モ デザ リ シ が 、18 年 項 = り 和 韓 直下 生活 難 ノ ドン 底 = 階 り 、 一 般 的 = 生活 羽 
況 へ 未 ダ 充分 信 復 ノ 域 = 達 モ ズ 。 


量 衛 高 家 房 身 ト 同様 参照 モラ レタ シ 
桁 ノ 大 キ \ (て メート ル 尺 ニテ 測 ん ) 
弟 衝 丘 8 新 度量 衡 丘 = 8 (同一 物 ラ 竹 と ) 
1 咽 = 弓 1 ラー 尺 ( 積 ) 尺 ( 徒 


1 尽 = cm 


送還 営 


(本 苗 庄 常 避 ) 品 芋 本 民喜 


品 芋 本 副 


(本 蘭 器 党 居 ) 




















1 隊 営 改 量 並 小 作 開 係 




























































生 上 附 加 物 
天地 営 | 3 高生 楽 | 英 豆 | 本 子 殻 了 チ | 香子 | 物 納 
Il 等 | | 多肉 人 額 委 例 | | 画 
| | | 
| 上 地 | | | 地主 側 | 全 人 額 
現 | | | 
夫 | 彫 | 石 石 石 | 右 || | 賠 石 
| 中 地 | og| 人 50 | 300 4.00) 300| 一 | 23|1.70-200 5s 5 
| | | | | 
司 7 7 7 7 アー | 7 が | 小 作 人 全 額 
表 と ニー 
下地 | 130| 3.00 | 2.00 | 4.00 2.00 ーー 13| 0.70--1.20 5: 引 側 負 携 
| | 
鼓 豊作 年 時 9 誠 | / / 74 / | 金 綱 ノ 場合 へ 前 納 カ 前 挑 前 挑 各 全 分 
業 豊作 年 時 0 | 物 納 ノ 場 合 へ 殻 物 三 定 メ ナ キ カ 高 沙 本 位 テ レ ド 黄 
基 ノ 蛋 | 500 | 400 | 550 | 400 | 500 | | 豆 モ アリ 
= | 偽 | 小作 料 = 附 加 物 (建物 < 役 震 * 農 具 * 種 子 ・ 肛 料 ) 
最 因 作 年 時 | 不 陣 | / / / / | | 物 * 役 畜 * 農 具 符 ラ 附 加 物 トメ 


| | 但 シ 不在 地主 ノミ テリ 
考 | 小作 人 ノ 義 務 テ シ 


正 2 年 | / | 不在 地主 ト 屯 住地 主 ノ 差異 不在 地主 へ 小作 粒 納 
開拓 営 時 収量 石 | 小 族 | 場合 へ 利用 そそ 下 内 地主 べ 物 納 代 納 モジ 


石 
基 ノ 収量 1.50 1.50 2.00 | 0.80 2.00 
































21 ラミ 地 きき 





征 内 大 地 主 | 屯 外 大 地 主 C 還 内 = 土地 所 有 え ん 者 ) 


選 | = - 入 | 所 有 有 | 其 他 へ | 所 。 有 基 
人 農地 所 有 地 上 | 氏名 | 信 所 | 職 業 | 身 分 | 耕 地 | 恨 地 | 記 各 





他 

有 地 
天 
1.0| 














天地 天 


描 鐵 全 | 地 主 ! 一 2000 一 | 0.30| 共 景 新 | 本 懸 城 | 地 主 ー| 390.00| 記 1W 








ーーーーーーーーーーーー ーーーーーー ーー デーーーーーーー デ デー デーン キマ ーーーmmomm- 






































恵 ノ 概 混 


働 ノ 過 不足 
市 内 共 働 力 ニ テ 足 リル カ 
一 般 的 = 不足 モリ o 
不足 ノ 時 電 
5 月 中 旬 探 種 期 ト 8 月 中 旬 以 後 ノ 収 稼 期 トス 。 
補 赤 へ 何 虚 ヨリ スル カ ( 芝 働 市 場 ト ノ 職 係 、 共 ノ 大 約 ノ 人 粗 ) 
附近 ノ 部 落 き リ 誠 偽 ス 。 
2. 夢 賃 (年 内 主 準 値 
日 工 930 銭 年 工 ( 昌 父 的 ) 50 賠 月 工 (上 徴 的 ) 7 則 
勢 賃 へ 何時 最 モ 高 キ カ 、 高 キ 時 ノ 値 日 エニ ッ イ テ ノ ミ ) 
la 草 。 5 代 
政 稼 50 
.。 全 屯 耕 地 播種 割合 、 大 略 、( 還 積 ヲ 得 サレ へ 割合 ノミ う 
黄 豆 3022 高 3522 凍 子 1022 秀 殻 子 
特色 アル 作物 ノ 有 無名 和 
2 
主食 物 名 
高 数 60 
穀 子 4022 
5. 販 下 作 物 名 
時 5O. 石 1 石 。 11 周 
凍 子 257 7 107 
6. 主要 ナル 副業 出稼 地 (行商 基 ノ 他 修業 = ッ イ テモ ) 


ナシ テ シ 


7.・ 特殊 ナル ア 事 貨 
王 地 開 係 
出典 地 へ 以前 相 営 存在 モル シモ 、 現 在 へ 全 ク 基 ノ 影 ヲ 見 ズ 。 
不在 地主 へ 民 國 15 年 治安 不良 ノ 多 、 懸 城 = 移住 モ き 。 
其 ノ 他 特 殊 ナ ル 土 地 開 係 チ シ 。 


て 5 


中 


小 作 開 係 
一 般 的 形態 = シテ 左 ノ 割合 トス 。 
定額 金 納 7 割 
定額 物 納 2/ 
分 符 17 


金融 事 博 〈 主 ナル 金融 ノ 方 法 利府 等 ) 
主 ト シテ 市 内 = 貢 テ 金融 ヲ 計 リ 、 利 子 へ 月 2 分 5 屋 乃 至 3 分 = シテ 10 ヶ 月 ノ 期 限 ラ 普通 トス 。 
其 ノ 他 質屋 = リ 特 殊 ナ ル 融 通 ヲ 受 ク シル モノ アリ o 
1 戸 在 均 負 債 額 150 彫 = シテ 、 最 高 400 彫 乃至 500 彫 ナリ 。 
主 ト シテ 信用 任 ラ 行 フ 。 

芝 働 開 係 ( 扶 者 、 雇 和牛 具 、 挿 具 、 換 工 等 = 注意 ) 
雇 和 牛 具 、 挿 具 換 工 等 ラチ ナス 。 

革 同 耕 作 
ジェ シン 

WW 用 。 地 (山林 筆 地 等 ) 

デシ 


10 


其他 1522 


(本音 引 沖 中 ) 語 苗 配 媒 坪 


准 局 誤 


( 員 議 器 沖 慌 ) 語 得 配属 尽 
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宮 ( 還 陸 部 落 共 他 ノ 部) 





































































度 家族 員 衣 履 侯 
系 | 族 別 | 引 稚 杯 式 ト ーーー | 
朋 男 | 女 御 (』) エ 
| 人 人 人 | 史 
和 計 38| 9 6 - 
ー 戸 | | ー 戸 
党 下 ー| ー ー ー| ya 1930 一 ー 営 下 
均 | | 均 
1 | 満 | 地 主 = 6 一 | ー ーー| 52.00| 50.00| 200 ー 1 
| 年 2 
2| ヶ 2 | 地 ・ ホホ 3 4 ( 8 | ー| soog| 3ooo| 一 記 2 
3 | 7 ヵ | 自 作 2| 4| (年 ) ー ー| 103.00| 100.00| 3.00| 100.00 3 
汎 の 中 了 22 が 4 5| (月 ) = ー| 2500| 2000 590| 2000 4 
5 | 7 / 4 4 ー ーー ー| 90 2000 200』 2000 5 
6 | 7 | 自 ・ 示 ・ 選 (年 ) 2 2 | (年 1 ーー 7.00 6.00| 1.00 6.00 6 
7 証 / 呈 | 目 記 族 G 有 BB 4 2 一 | 月 1 日 1D2 一 | 29.00| 25.00| 4.00| 25.0 7 
8| 2 | 小 ・ 雑 ( 血 官 ) 5 3 呈 ー( 千 王 ) 1| 100 | 対 800 一 8 
9 串 | 作 引 還 証 3| 上 GE) と 当 開 交 00 ー| 200 記 9 
10 | 7 証 孤 に 情 C 年 3 日 2 2 一 | 年 1 日 1)2 王 1.00 ーー 還 断 ED = 0 
11 | 7 / (日 ) 2 2 ーー (日 )1 志 9.00 一 | 92.00 ー 
12 | 7 / (日 ) 中 3 1 一 ( ク D1 三 2.00 一 | 2.00 ーー 
13 | 7 | 雇 豊 (年 ) 4 44 = ニ (年 )1 | 2.00 一 | 2.00 一 
諾 大 家斉 所 有 | 大 農 所 和 有 
生 | 小作 形 右 肝 作 生食 付 地 | 備 考 
脱 | 居 | 騨 | 奏 | 大 還 | 型 丈 
悦 。 四 豆 豆 到 
交 証 法 親 。 引 551OO 8O0OO 5 3 7 4 9 
ー 戸 
営 下 ー| 4854 el 人 計 
均 | 
1 一 | ー| sooo| 一 一  - りー 
| | 
2 | 物 分 5:5)| 200.00| 30.00 1 1 1|| 1 1 
3 | 一 | 100.00 ー 1 別 。 呈 1 1 
4 尾 の 20.00 当直 大 呈 詞 : 1 
5| 定 金 2200 彫 500 ー| コ ー る | 寺 1 
6 | 定 人 金 ( 後 )18.00 財 | 16.00 ーー 
7 | | 25.00 ー| り 一 呈 議 1| 劉 某 ト 換 邊 具 6 日 
| 志 金 2200 周 2 
8 分 提 20.00 ー | 一 本 1| 子供 橋 察 胃 = 勘 務 年 政 60 剛 
10 | 定 る ( 後 28.00| 20.00 一 ー| 一 中  ー| 2 下 換 和牛 具 ラ ナス 
11 / 18.00 則 | 10.00 ーー ー| 一 ] 一 1| 劉 某 ト 換 生 具 ラナ ス 
基 物 5:5 に (( 議 剖 邊 - | | 5 
12 内 全 25.00 剛 10.00| | 日 工 政 入 16.00 賠 
13 | ーー  - ーー ーー | 一 | 揮 全 政和 年 
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